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  本电子书的封面和插图等图片，可能会在您下载后显示错误。

  本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

  本电子书采用的是竖排格式。

  本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

  此外，由于您使用的阅读器不同，显示效果可能会有所差异。

  また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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  终章

  エピローグ

 
  序章

  プロローグ

  「感觉好紧张啊……」

  「なんか緊張するな……」

  　随着车站越来越近，我开始担心自己这身随意的打扮是否合适。

  　駅に近づくにつれて、こんなラフな格好で良かったっけって気になってくる。

  　虽然选了看起来最像样的衣服，但还是买件更正式的比较好吧。

  　一番マシそうな服を選んだけど、もう少しちゃんとしたのを買ったほうがいいのかな。

  　穿过车站，来到对面，我看到一辆高级轿车停在环岛的边缘。在车旁，美音——出云澪发现了我，正轻轻地向我挥手。

  　駅舎を通り抜けて反対側へと出ると、ロータリーの端、車止めに見える高級車。その側には、俺、
    
     伊
    い
    
     勢
    せ
    
     翔
    しょう
    
     太
    たを見つけて小さく手を振るミオン、
    
     出雲
    いずも
    
     澪
    みおの姿があった。

  「早上好」

  「おはよう」

  「早上好」

  「ぉはよう」

  　白色连衣裙配上草帽，这是哪来的大小姐……

  　白のワンピースにストローハットって、どこのお嬢様……なんだよなあ。

  　她和我同班，同属电脑社，还是知名演艺事务所“UZUME”的社长的独生女。

  　同じクラス、同じ電脳部、そして、有名な芸能事務所『ＵＺＵＭＥ』の社長の一人娘。

  　我和这样的她一起在完全潜行VRMMORPG《Iris Revolution Online》中进行直播。

  　そんな彼女とフルダイブＶＲＭＭＯＲＰＧ『Iris Revolution Online』のライブ配信をやっている。

  　原本只是轻松的社团活动，但最近粉丝数量变得相当惊人……

  　のんびりした部活動のはずが、最近はファンの数もすごいことになってきてて……

  「翔大人，早上好」

  「ショウ様、おはようございます」

  　椿小姐穿着笔挺的西装，代替忙于社长工作的美音母亲照顾她的生活起居。

  　ピシッとしたスーツ姿の
    
     椿
    つばきさんは、社長業に忙しいミオンのお母さんに代わって、身の回りの面倒を見てくれている人。

  　她对身为普通平民高中生的我也很礼貌，怎么说呢，我反而感到很惶恐。今天也只是去美音家玩，做午饭而已。

  　一般庶民で高校生の俺に対しても丁寧な言葉遣いで、なんというか、こっちが恐縮しちゃうんだよな。今日だって、ミオン
    
     家
    ちに遊びに行って、お昼ご飯を作るだけなのに。

  「那个，能不能用普通的方式称呼我？」

  「あの、普通にお願いできますか？」

  　我试着这么说，椿小姐瞥了美音一眼，看到美音轻轻点头后，

  　そう言ってみると、ミオンの方をチラッと見、小さく
    
     頷
    うなずいたのを確認して、

  「明白了。不过，我本来就不擅长用轻松的语气说话」

  「承知しました。ただ、もともとあまり砕けた
    
     喋
    しゃべり方はできませんので」

  　嗯。总之希望她别再叫我“大人”了，感觉她会说“那我该怎么称呼您？”之类的话。

  　はい。とりあえず『様』はやめてほしいんだけど「では、なんと？」とか言われそう。

  　算了，别在意这些了。

  　まあ、いいや。気にしないことにしよう。

  「嗯」

  「ん」

  「嗯，走吧。那么……」

  「うん、行こうか。じゃ……」

  「我来为您带路，请上车」

  「ご案内しますので、お乗りください」

  　今天中午想吃鱼。随便买点也不好，所以打算去车站前的超市买。

  　今日のお昼のリクエストは魚料理。適当に用意されても困るので、これから駅前のスーパーで買おうと思ってたんだけど。

  「带我去哪里？」

  「案内ってどこへです？」

  「事务所附近有家超市，我想那边应该比较好」

  「事務所の近くにスーパーがありますので、そちらの方が良いかと」

  「啊，这样啊」

  「あ、そうなんですね」

  　嗯，偶尔也想去不同的店看看。不对，等等。

  　うん、たまには違う店に行ってみたかったりするし。いや、待て。

  「那个，今天我打算做鱼，那家超市有卖鱼吧？」

  「えっと、今日は魚料理の予定なんですけど、ちゃんと売ってるスーパーですよね？」

  「当然有」

  「それはもちろん」

  　那就没问题了……是我太天真了吗？

  　なら大丈夫か。……なんて思った俺が悪かったのか？

 
  01　星期日　最新世界任务PV

  01　日曜日　最新ワールドクエストＰＶ

  「……椿小姐，这里不是超市。」

  「……椿さん。ここはスーパーじゃないです」

  「咦？」

  「え？」

  「这里是百货公司的地下食品卖场。」

  「ここはデパ地下です」

  「不是一样的吗？」

  「同じですよね？」

  　美音也是一脸问号。

  　ミオンも「？」って顔してるし。

  　算了，反正有卖生鲜食品，就别计较了。虽然价格很贵……

  　まあ、生鮮食料品がちゃんと売ってるから良しとしよう。お高いけど……

  　话说回来，不愧是百货公司的地下食品卖场，摆满了精心制作的有机蔬菜。

  　それにしても、さすがデパ地下というか、手間暇かけて作った有機野菜が並んでる。

  　我先大致确认了一下商品种类，然后走向有店铺入驻的区域。

  　まずは軽く
    
     品
    しな
    
     揃
    ぞろえだけ確認して、個別店舗が入ってるコーナーへと。

  　肉和鱼都是些耳熟能详的店家，当然都是按重量卖的恐怖模式。

  　肉や魚は聞いたことがある名前のお店が入ってて、もちろん量り売りという怖いスタイル。

  「美音有不喜欢的鱼吗？」

  「ミオンは嫌いな魚とかない？」

  　我站在陈列的鱼前面问，美音只是摇摇头。

  　並んでる魚を前に聞いてみたけど、ミオンは首を振るだけ。

  　这应该不是「没有」，而是「不知道哪个是哪个」吧。所以……

  　これは「ない」じゃなくて「どれかわからない」かな。なので……

  「你有不喜欢的寿司食材吗？」

  「嫌いなお
    
     寿
    す
    
     司
    しのネタとかある？」

  「……鲑鱼子。」

  「……イクラ」

  「这样啊。啊，你不喜欢鱼卵吗？比如鲱鱼子之类的。」

  「そうなんだ。ああ、魚卵が苦手？　カズノコとか」

  　美音点点头。她对腥味很敏感吗？

  　こくこくと頷くミオン。生臭いのに敏感な感じなのかな。

  　赛丝也不太喜欢，幸好我很少用到。

  　セスもあんまり好きじゃないし、そんなに使ったことないから良かった。

  　不过，鲑鱼子的话，我只想得到鲑鱼子盖浇饭……

  　まあ、イクラとかってイクラ丼ぐらいしか思いつかないけど……

  「嗯。」

  「ん」

  「啊，竹荚鱼啊。OKOK。」

  「ああ、アジね。おっけおっけ」

  　昨天的芝麻油和盐感觉有点偷懒，就用竹荚鱼做烤鱼和卡鲁帕乔吧。

  　昨日のごま油と塩はちょっと手抜きっぽいし、アジで焼き物とカルパッチョでいいか。

  　椿小姐和美音的妈妈应该也会来，那就买六条吧？

  　椿さんもいるし、ミオンのお母さんもいるだろうし六匹ぐらい？

  　店家会帮忙切，就交给他们吧。虽然我自己也能切，但还是交给专业的最好。

  　おろしてくれるそうなのでお任せ。自分でもできるけど、本職に任せるのが一番。

  　竹荚鱼的切片有四百多克，得买些蔬菜搭配才行。

  　アジは切り身で四〇〇グラムちょっとになったし、それに合わせて野菜を買わないと。

  　赛丝也喜欢的二色炸物就用海苔和青紫苏来做吧。

  　焼き物はセスも好きな二色揚げにしよう。
    
     海苔
    のりと青じそで。

  　这样的话，卡鲁帕乔也做成同样的味道就有点单调了。

  　そうなると、カルパッチョも同じ味だけってのもいまいちだよな。

  　那就做葡萄酒醋和柠檬汁的西式，以及酱油味醂和芝麻的和式两种吧。嗯，需要洋葱，水菜，水萝卜，青紫苏，还有柠檬……

  　ワインビネガーとレモン果汁の洋風と、
    
     醬
    しょう
    
     油
    ゆに
    
     味
    み
    
     醂
    りんと
    
     胡
    ご
    
     麻
    まの和風、両方作るか。えーっと、玉ねぎ、水菜、かいわれ大根、青じそあたりが必要で、あとはレモン……

  「哦，还有葡萄柚。喜欢吗？」

  「お、グレープフルーツ。好き？」

  「嗯」

  「うん」

  　那就不用柠檬汁，用葡萄柚汁吧。话说回来……

  　じゃ、レモン果汁じゃなくてグレープフルーツ果汁にするかな。ところで……

  「椿小姐，你为什么在做笔记？」

  「なんで、椿さんはメモ取ってるんです？」

  「我想自己试一下」

  「自分で試してみようかと思いまして」

  「呃，我会教你的，而且我也希望你来帮忙」

  「いや、別に教えますし、手伝ってほしいんですけど」

  　要是椿小姐不会做点简单的料理，总在外面吃也不太好。

  　椿さんに少しぐらい作れるようになってもらわないと、外食ばかりってのはどうかと。

  　就算不喜欢吃的东西没办法，但营养会不均衡……

  　嫌いなものを食べないのはしょうがないとしても、栄養に偏りが……

  「承蒙您的好意，但我要是不专心做料理，大小姐会生气的」

  「もったいないお言葉ですが、お料理に専念していただかないと、お嬢様に怒られてしまいます」

  「这样啊……」

  「はあ……」

  　之前也说过类似的话。

  　前もそんなこと言ってたよな。

  　我瞥了一眼美音，她也点了点头，看来椿小姐的厨艺果然是毁灭性的……

  　ちらっとミオンを見ると、こくこくと頷いてるし、やっぱり椿さんの料理の腕は壊滅的……

  「嗯」

  「ん」

  「啊，嗯。这样就行了。还有时间，我们差不多该走了」

  「あ、うん。これくらいでいいよ。作る時間もあるし、そろそろ行こうか」

  　之后再做一道甜点吧。

  　あとはデザートを一品作ろう。

  「多谢款待。今天的饭菜也非常好吃！」

  「ごちそうさま。今日もすごく
    
     美味
    おいしかったですよ！」

  　美音的妈妈雫小姐情绪高涨。

  　とテンションが高いのはミオンのお母さん、
    
     雫
    しずくさん。

  　今天的菜比上次少，我也多少习惯了，所以做起来很轻松……正当我这么想的时候，椿小姐开始录起了我做菜的样子。

  　前回よりは品数も少ないし、多少慣れたのもあって気楽に料理……と思ってたら、椿さんが料理の様子を録画し始めたり。

  　与其热衷于这种事，还不如去看已经有的食谱网站。

  　そんなことに熱心になるよりは、すでにあるレシピサイトを見た方が早いと思うんだけど。

  　雫小姐好像也很在意，时不时地偷看……总之，发生了不少事。

  　雫さんも気になったのか、チラチラと
    
     覗
    のぞいてきたりして……、まあ、いろいろあった。

  「我端来了」

  「お持ちしました」

  　二色炸物和卡鲁帕乔都被吃得一干二净，所有人都放下筷子的时候，椿小姐端来了甜点。

  　二色揚げもカルパッチョも
    
     綺
    き
    
     麗
    れいに片付き、全員がお箸を置いたところで、椿さんがデザートを持ってきてくれる。

  　难得买了很贵的葡萄柚，只用果汁太浪费了，所以把剩下的部分做成了糖渍水果，放冰箱里冷藏了。

  　せっかく買ったお高いグレープフルーツ。果汁だけ使うのはもったいないので、余った分をコンポートにして冷やしておいたもの。

  「！」

  「！」

  「嗯，是糖渍葡萄柚」

  「うん、グレープフルーツのコンポート」

  　把砂糖，水，白葡萄酒煮沸，放入剥好的葡萄柚再煮沸。之后用小火煮一会儿，放凉后放进冰箱。

  　砂糖、水、白ワインを煮立たせ、
    
     剝
    むいたグレープフルーツを放り込んで一煮立ち。あとは弱火で少し煮て、粗熱が取れたら冷蔵庫に放り込むだけ。

  　糖渍水果的名字听起来很时髦，做起来却很简单。

  　おしゃれな名前のわりに作るの楽だよな、コンポート。

  「怎么样？」

  「どう？」

  「好吃……」

  「美味しい……」

  　美音吃了一口，瞪大了眼睛。

  　パクッと一口食べて、目を丸くするミオン。

  「太好了。不过现实世界里没有菲雅莉的花蜜，所以味道和游戏里不太一样」

  「良かった。フェアリーの花蜜はリアルにはないから、ゲームと同じってわけにはいかないけど」

  　我也尝了一口……嗯，好吃。斯薇看到的话肯定会暴走。

  　自分でも一口……、うん、美味しい。スウィーが見たら暴れるやつだな、これ。

  　雫小姐和椿小姐也说好吃，我松了口气。虽然被夸奖很开心，但味道基本都是食材本身的味道。

  　雫さんや椿さんも美味しいと言ってくれて一安心。褒めてくれるのは
    
     嬉
    うれしいけど、ほぼ素材の美味しさなんだよな。

  「社长，时间差不多了」

  「社長、そろそろお時間です」

  「是吗，时间过得真快。接下来要去买衣服吧。要是早点知道的话，我也想一起去……」

  「そう、あっという間ですね。これから服を買いに行くんですよね。もっと早く聞いていたら、一緒に行きたかったのだけど……」

  「大小姐应该不会同意吧？」

  「それはお嬢様が許さないと思いますが？」

  　不会同意啊。不过，父母一直跟着自己到处跑确实会很烦吧？

  　許さないって。まあ、なんでもかんでも親がついてくるのも鬱陶しいのかな？

  　我们家几乎不会全家一起出门买东西，所以有点羡慕……

  　うちは家族全員
    
     揃
    そろって買い物ってことがほとんどないから、ちょっと憧れあるんだけどな……

  　我们挑了又挑，试了又试，花了两个小时。

  　あれやこれやと選んでは試着してを繰り返してるうちに二時間。

  　最后买了三套衣服回家。说是回家，其实回的是美音家。

  　結局、一揃い三着分買って帰宅。帰宅って言っても、ミオンの家だけど。

  「嗯」

  「ん」

  　美音拉着我，坐在了客厅的沙发上。

  　ミオンに引っ張られ、リビングのソファーへと腰を下ろす。

  　虽然不至于累，但感觉好久没有在现实世界里到处走了。

  　疲れたってほどでもないけど、休日にリアルで歩き回ったのって久々な気がする。

  　完全潜行只是让人觉得有在运动，得注意才行……

  　フルダイブは運動した気になるだけだから、注意しないと……

  「请用。」

  「どうぞ」

  「啊，谢谢。」

  「あ、すいません」

  　我喝了一口椿小姐泡的茶，温度刚刚好，让我松了口气。

  　椿さんが
    
     淹
    いれてくれた、ほどよい熱さのお茶を一口飲んでホッと一息。

  　美音向我招了招手……把平板电脑拿给我看。

  　ミオンがちょいちょいと……タブレットを見せてくれる。

  「贝露部长发来的信息？」

  「ベル部長からメッセ？」

  「嗯。」

  「うん」

  「是新出的ＩＲＯ宣传视频？啊，世界任务开始新的章节了啊……」

  「ＩＲＯの新作ＰＶ？　ああ、ワールドクエスト新しいの始まったからか……」

  　等等，上次的宣传视频不是把我跟露比玩闹的样子拍得一清二楚吗？这次也很有可能拍到我？

  　待て。前回のＰＶ、俺とルピが戯れてるところをバッチリ撮られてたよな？　今回もまた映ってる可能性大？

  　美音启动了空中显示器，打开官网，正中央写着『最新世界任务宣传视频』。

  　ミオンがエアディスプレイを起動して、公式ページを開いてくれるんだけど、どーんと真ん中に『最新ワールドクエストＰＶ』の文字が。

  　这次应该不会拍到我吧，毕竟标题是世界任务宣传视频……

  　今回は俺映ってないよな。ワールドクエストＰＶって書いてあるし……

  「？」

  「？」

  「啊，嗯，来看吧。」

  「あ、うん。見ようか」

  　视频开始播放，整个空中显示器都显示着视频。

  　再生が始まって、エアディスプレイ全体に広がる動画。

  　从上空拍摄的影像逐渐拉近，映出哥布林、半兽人以及它们的上位种集团。这好像是上一次世界任务的结尾。

  　上空からの映像がどんどんとズームして、映し出されたのはゴブリンやオーク、その上位種の集団。これは前回のワールドクエストのラストっぽい。

  『放箭！』

  『撃て！』

  「哦，这不是奈特吗！」

  「おお、ナットじゃん！」

  　箭雨从临时搭建的城墙上倾泻而下，接着出现的是贝露部长。

  　仮の街壁の上から矢の雨が降り注ぎ、次に現れるのはベル部長。

  　画面在火球飞去爆炸后切换，这次是蕾欧娜大人吗？

  　火球が飛んでいって爆発したところで画面が切り替わり、今度はレオナ様か。

  　她用双剑像在表演舞蹈一样，将哥布林们砍得七零八落。

  　双剣を使ってまるで演舞のようにゴブリンたちを切り刻んでいく。

  「好厉害啊……」

  「すごいなあ……」

  　她还顺便帮助了正在与半兽人队长苦战的有翼人，然后看都不看一眼就去对付下一个敌人。

  　ついでとばかりにオークリーダーに苦戦してる有翼人を助け、
    
     一
    いち
    
     瞥
    べつもくれずに次の敵へと。

  　在她使出最后一击的双手攻击时，画面切换了。

  　フィニッシュって感じの両手攻撃と共に画面が切り替わる。

  　这次是哪里？呜哇，那个身高约三米的是巨人吗？是在帝国的北边吗？

  　今度はどこだ？　うわ、あの三メートルぐらいあるのって巨人かな？　帝国の北側だっけ？

  　一群看起来很强的人在大喊『呀哈——』，看来这里很轻松就赢了。巨人们也凭着天生的力气压制了敌人。

  　なんか強そうな人たちが『ヒャッハー』してて、ここは楽勝だったのか。巨人たちも持ち前のパワーで圧倒してるし。

  　接下来是公国吧。这里看起来相当辛苦，感觉纯粹是战力不足。

  　続いては公国かな。ここは結構大変そう。純粋に戦力が足りてない感じ。

  　尽管如此，精灵们还是很活跃。这是NPC吗？

  　それでもエルフの人たちが活躍してるな。これってＮＰＣなんだっけ？

  　画面又切换了，最后应该是那个圣国吧。

  　画面がまた切り替わって、最後ってことは例の聖国だよなあ。

  　怪物们似乎占了上风。话说，这已经撑不住了吧？

  　かなりモンスター側が押してるっぽい。ってか、これもう持たないのでは？

  『这里交给我们，你们先走！』

  『ここは任せて先に行け！』

  　是叫兀鲁克吗？坦用大盾挡下头目怪物的一击后大喊。

  　ウルクだっけ？　ボスモンスターの
    
     棍
    こん
    
     棒
    ぼうの一撃を大盾で受け止めたタンクが叫ぶ。

  　虽然台词很老套，但状况感觉起来就是那样，还挺……

  　なんかベタなセリフだけど、状況がそれっぽい感じでなかなか……

  　不，已经无处可逃了吧？正当我这么想时，镜头切换到冰姬安希雅，她正从山丘上眺望战况。

  　いや、もう逃げる場所なくない？　とか思ってると、カメラが切り替わって丘の上からそれを眺めてるのは氷姫アンシア。

  　她右手一挥，大批士兵便蜂拥而入……

  　さっと右手を振り下ろすと、大勢の兵士がなだれ込んでいく……

  「哇……」

  「うわぁ……」

  　画面转暗，打出字幕。

  　画面が暗転し、テロップが表示される。

  【帝国的动乱会唤醒远古的灾厄吗……】

  【帝国の動乱は
    
     古
    いにしえの厄災を呼び覚ますのか……】

  　不久后，传来了脚步声？

  　やがて聞こえてくるのは足音？

  『大家还能继续吗？』

  『みんなまだ行けるか？』

  『嗯，没问题』

  『ああ、大丈夫だ』

  『好不容易来到这里，就走到能走的地方吧』

  『せっかくここまで来たんだ。行けるとこまで行こうぜ』

  　随着声音，画面渐渐映出郁郁葱葱的森林。看来已经来到相当深的地方了。

  　声とともに、徐々に映し出されるのは
    
     鬱
    うっ
    
     蒼
    そうとした森の中。結構深いところまで来てるのか。

  　他们一边击溃出现的骷髅，僵尸和幽灵一边进军……

  　現れるスケルトンやゾンビ、ゴーストを蹴散らしながら進軍していくと……

  『喂喂，真的假的……』

  『おいおい、マジかよ……』

  　森林变得开阔，前方出现大量的不死者，以及耸立在对面的城墙，被漆黑的雾气笼罩的都市。

  　森が開け、その先に見えるのは大量のアンデッド、そして、その向こうにそびえ立つ街壁、どす黒い霧に覆われた都市。

  「原来如此，这就是死灵都市啊」

  「なるほど。これが死霊都市か」

  　摄像头逐渐远离队伍视角，最后变成俯瞰视角，映出以万为单位，不，是更多的不死者。

  　カメラがパーティ視点から少しずつ離れ、やがて
    
     俯
    ふ
    
     瞰
    かん視点になると、万単位、いや、それ以上のアンデッドが映し出された。

  　美音紧紧抓住我的手臂让我有点吃惊，不过说起来，她第一次和不死者战斗时也很吃惊，一般人都会害怕吧。

  　ミオンに腕をぎゅっと
    
     摑
    つかまれてちょっと驚いたけど、そういや最初にアンデッドと戦った時も驚いてたし、まあ普通は苦手だよな。

  「哇，是亚珍塔先生……」

  「うわ、アージェンタさんだ……」

  　我还在想怎么变成鸟瞰视角了，原来是银龙亚珍塔先生的视角。它飞向山脉的方向，然后屏幕上出现了『Iris Revolution Online』的标题。

  　
    
     鳥
    ちょう
    
     瞰
    かん視点まで来たなと思ったら、その視点は銀竜アージェンタさんだったと。そのまま山脈の方へと飛び去ったところで『Iris Revolution Online』とタイトルロゴが表示される。

  　好！没有我出场的机会！

  　よし！　俺の出番はなかった！

  「啊……」

  「ぁ……」

  「哎？」

  「え？」

  　画面本该转暗结束，却突然变成了岛上的瞭望台。

  　画面が暗転して終わったはずが、一転して島の展望台。

  　我、露比和斯薇站在瞭望台上，眺望着下方广阔的岛屿南侧。

  　そこには眼下に広がる島の南側を眺める俺、ルピ、スウィー。

  『那我们走吧。』

  『じゃ、行こうか』

  『汪！』

  『ワフ！』

  『～～♪』

  『〜〜〜♪』

  　画面中映出我们走向水源地的背影，然后渐渐淡出。

  　俺たちが水源地の方へと去っていく後ろ姿を映しつつ、画面がフェードアウトし、

  【无人岛开局重新开放！详情请见官网】

  【無人島スタート再開！　詳細は公式ページにて】

  「被摆了一道……」

  「やられた……」

  　我还在想这次没有出场机会，结果最后登场了。

  　今回は出てない！　と思ってからの最後に登場とか。

  　不过，我倒也不是完全不想出场，而且我玩游戏的方式有点那个，再加上和美音一起直播赚钱，事到如今也没什么好在意的了。

  　いや、絶対に出たくないってわけでもないし、ちょっとアレなゲームプレイしてて、かつ、ミオンとライブもやってお金も稼いでるわけで、今さらなんだけど。

  「翔君。」

  「ショウ君」

  「嗯？哎？」

  「ん？　え？」

  　我垂头丧气，美音把我拉到身边，把我的头放在她的腿上……哎？哎？

  　がっくりと
    
     項
    うな
    
     垂
    だれる俺をぐっと引っ張り込んで、頭を膝の上に……え？　えっ？

  「嗯。」

  「ん」

  「啊，嗯。」

  「あ、うん」

  　她好像在摸我的头，之前好像也发生过这种事……不对不对不对？

  　なんか頭を
    
     撫
    なでられてるんだけど、前にもこんなことがあったっけ。……いやいやいや？

  「呃，这样很让人害羞的啊？」

  「えっと、めちゃくちゃ恥ずかしいんだけど？」

  「不行。」

  「だめ」

  　我本想坐起来，但美音却意外地坚决，我只好作罢。

  　体を起こそうと思ったら、意外とガッツリと拒否されてしまってどうしようもない。

  　虽然我也可以强行坐起来……但就算我用眼神示意，她也只是回以微笑，我实在无计可施。怎么说呢，虽然我有想过会是这样，但还是没有现实感……

  　無理矢理起きようと思えば起きれるけど……目で訴えてみても、にっこりと笑顔を返されるとどうしようもなく。なんというか、そうなのかなって思ってて、でも、現実味がなくて……

  「那个，美音」

  「えーっと、ミオンって」

  「？」

  「？」

  「……你能看下无人岛开局的详细页面吗？」

  「……無人島スタート再開の詳細ページって見れる？」

  　美音轻轻点头，回到官网，打开了『关于无人岛开局』的链接。

  　小さく頷いて、公式ページに戻り『無人島スタートについて』のリンクを開いてくれるミオン。

  　现在这样就好了吧。我这是在逃避吗？抱歉，我是个胆小鬼……

  　今はこれでいいよなっていうのは逃げてるのかな。ヘタレでごめん……

  ☆关于无人岛开局☆

  ☆無人島スタートにつきまして☆

  【暂时停止与重新开放的经过】

  【一時停止と再開に至る経緯】

  　在Iris Revolution Online中，除了大陆的都市以外，还可以从无人岛开始游戏。

  　Iris Revolution Onlineでは、大陸の都市以外にも、無人島からスタートすることができます。

  　本功能在发布后就一直隐藏着详细信息，只有极少数玩家注意到了它的存在。

  　リリース直後より本機能はその詳細を伏せて稼働しており、ごく一部のユーザー様のみが存在に気づいている状態でした。

  　我们本打算在一定程度上共享信息后，再与详细的游戏信息一起公布，但由于意外，本功能在信息不明确的情况下公开了。

  　ある程度の情報が共有されたところで、詳細なスタート情報と共に公表予定でしたが、不慮の出来事により不明瞭な情報と共に本機能が公になってしまいました。

  　由于运营方的设想不够周全，一部分玩家大人在删除角色后，使用新角色进行无人岛开局时遇到了失败，对此我们再次表示深深的歉意。

  　運営サイドの想定の甘さにより、一部のユーザー様にキャラクター削除と新キャラクターでの無人島スタート失敗という不愉快な体験をさせてしまったことを、改めて深くお
    
     詫
    わびいたします。

  　作为暂时的应对措施，本功能暂时停止了。经过仔细的重新评估，我们决定重新公布起始点信息并重新开放。

  　暫定対応として、本機能を一時停止しておりましたが、入念な見直しを行い、改めてスタート情報を公表して再開する運びとなりました。

  【重新开放日】

  【再開日】

  　本公告发布的同时重新开放。

  　本告知掲載と共に再開しております。

  【无人岛开局的方法】

  【無人島スタートの方法】

  ・创建新角色时，在最终阶段选择起始点时，可以在地图上放大缩小，寻找并选择可以作为起始点的岛屿。

  ・新規キャラクター作成時、最終フェーズのスタート地点選択にて、マップ上をズーム＆スクロールしてスタート可能な島を探して選択することができます。

  ・如果已经有其他玩家在该岛上开始游戏，则无法选择。（如果同时选择，则以先选择者优先）

  ・既にその島でスタートしたプレイヤーがいる場合は選択不可能となります。（同時に選ばれた場合は先着優先となります）

  ・可以作为起始点的岛屿有一百多个，但每天可以选择的地点只有一部分。

  ・スタート可能な島は一〇〇以上ありますが、その日に選択できる場所はそのうちの一部です。

  ・无人岛开局后与其他玩家汇合的方法有以下两种：

  ・無人島スタート後に他プレイヤーと合流する方法は以下の二通りです。

  　（1）前往其他玩家所在的地方，或者让其他玩家来到岛上。（可能需要渡海）

  　（１）他プレイヤーがいる場所に行く、もしくは、他プレイヤーが島に来る。（海を渡る必要があるでしょう）

  　（2）确保一定面积的安全区域，宣布建国，成为新角色的起始点。

  　（２）一定以上の広さのエリアの安全を確保し、建国宣言して新キャラクターのスタート地点となる。

  ・在岛上的游戏玩法与通常的游戏玩法无异。

  ・島でのゲームプレイは通常のゲームプレイと変わりません。

  【注意事项】

  【注意事項】

  ・初始持有的艾莉丝（游戏内货币）为零。

  ・初期所持アイリス（ゲーム内通貨）はゼロです。

  ・没有新手教程。

  ・チュートリアルは存在しません。

  ・游戏玩法本身与通常开局无异。

  ・ゲームプレイそのものは、通常スタートのそれと変わりありません。

  ・不一定存在特定的幻兽和妖精。

  ・特定の幻獣や妖精が存在するとは限りません。

  ・无人岛开局一个账号仅限一次。删除无人岛开局的角色，创建新角色时无法选择无人岛开局。（从这次开始计算）

  ・無人島スタートは一アカウントについて一度のみ可能です。無人島スタートしたキャラクターを削除し、新キャラクター作成した場合は無人島を選択できません。（今回からカウントされます）

  ・无人岛开局的角色，在账号充值状态持续三个月时会被删除，该岛会恢复为可开局的岛屿。

  ・無人島スタートしたキャラクターは、アカウントの課金切れ状態が三ヵ月続いた時点で削除され、その島はスタート可能な島へと戻ります。

  「感觉就像在说“虽然重新开放了无人岛开局，但露比和斯薇不一定存在哦”」

  「なんかこう、無人島スタート再開するけど『ルピもスウィーもいるとは限らないよ』って念押しされてるような」

  　美音一边点头，一边继续抚摸着我。

  　ミオンがこくこくと頷きつつも、撫でるのをやめてくれない。

  　不过，这样一来就不是只有我一个人无人岛开局了。而且，

  　でも、これで俺だけが無人島スタートしてって話でもなくなるんだよな。それに、

  「无人岛直播的人会增加吗？」

  「無人島ライブする人増えるのかな？」

  　美音摇了摇头，但并不是说不会增加，

  　ふるふると首を横に振るミオンだけど、増えないって話じゃなくて、

  「在意也没用啊」

  「気にしてもしょうがないか」

  「嗯」

  「ん」

  　她一笑，我就心跳加速了，所以请饶了我吧……

  　ニコッとされると、ホント、ドキドキするので勘弁してください……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我回来了」

  「ただいま」

  　好不容易从美音那里解放出来，回到家时已经快下午五点了。得赶紧准备晚饭才行。

  　なんとか解放されて、帰宅したのは午後五時前。さっさと晩飯の支度しないと。

  「欢迎回来，兄长！奈绪的母亲送来了配菜」

  「おかえり兄上！　
    
     奈
    な
    
     緒
    おの母上からお
    
     惣
    そう
    
     菜
    ざいをもらっておるぞ」

  「哦，真的吗。帮大忙了……」

  「お、マジか。すげー助かる……」

  　我看了看放在桌上的保鲜盒，里面装着满满的筑前煮。

  　テーブルの上に置かれてるタッパーを確認すると
    
     筑
    ちく
    
     前
    ぜん煮がどっさりと。

  「那就做竹荚鱼的二色烤和这个就行了吧？」

  「じゃ、アジの二色焼きとこれでいいのか？」

  「嗯嗯！」

  「うむうむ！」

  　美音把午饭的照片发到Saezutter上后，美姬好像发来了消息。

  　ミオンがサエズッターに昼食の写真をアップしたら、
    
     美
    み
    
     姫
    きからメッセが来たらしい。

  　也是因为这个，我回程时请美姬送我到车站前，顺便去了趟超市。

  　まあ、それがあったから、帰りは駅前まで送ってもらって、スーパーに寄ってきたんだけど。

  「美姬看了新的PV了吗？」

  「美姫、新しいＰＶ見たか？」

  「当然！居然担任压轴，不愧是兄长！」

  「もちろん！　大トリを務めるとは、さすが兄上よの！」

  「唉……话说，你是在奈特家看的吗？」

  「はあ……、てか、お前、ナットん
    
     家
    ちで見たの？」

  「嗯。奈绪一下子就认出兄长了」

  「うむ。奈緒はあっさり兄上と気づいておったぞ」

  　……不管是奈特还是奈酱，认识久了果然还是会暴露吗？

  　……ナットにしても奈緒ちゃんにしても、付き合いが長いとやっぱりバレるのか？

  「这个就没办法了，不过你身为家教，不会老是聊游戏的话题吧？」

  「それはしょうがないとして、家庭教師なのにゲームの話ばっかしてないよな？」

  「不用担心，我会让奈绪在十二月通过美杜的考试」

  「心配せずとも奈緒はきっちり十二月には
    
     美
    み
    
     杜
    もりに合格させるぞ」

  「十二月是推荐吗？那个每个学校都有名额限制，应该挺难的吧……」

  「十二月って推薦か。あれって学校ごとの枠があるから結構厳しいんじゃ……」

  　首先要争取到现在上的初中的推荐名额。

  　まずは今通ってる中学の推薦枠を勝ち取るところからスタートだよな。

  　我记得那个名额好像是三个，其中一个已经被美姬占了……

  　確かあの枠って三人とかだった気がするし、一つは美姫で埋まることに……

  「顺便一提，我可不会接受推荐。因为我有自信在考试中取得满分」

  「ちなみに我は推薦など受けんぞ。普通に試験で満点を取る自信があるゆえの」

  「啊，老师们也会因此而轻松不少吧」

  「ああ、先生たちもそっちの方が助かるのか」

  　美姬对这个回答点了点头。毕竟她绝对可以通过普通的考试，推荐名额对她来说没有意义。

  　その答えに頷く美姫。普通の試験で絶対に受かるんだし、推薦枠入れる意味ないよな。

  　既然如此，把推荐名额给勉强可以通过的人更好，奈酱很认真，成绩应该也不错，应该没问题吧。

  　それなら、ギリギリ通るぐらいの人間を推薦枠にしたほうがいいはずで、奈緒ちゃんは真面目で内申点も良いだろうし、まあ大丈夫か。

  「而且，美杜的新生代表也是通过普通考试取得第一名的吧？」

  「それに、美杜の新入生総代も一般受験の成績トップなのであろう？」

  「你啊，可别再干初中时干过的事了哦？」

  「お前、中学の時やったこと、またやるなよ？」

  　初中新生代表致词时，这家伙在台上直接喊了我的名字……

  　中学の新入生代表挨拶の時、壇上から思いっきり俺の名前呼びやがったからな、こいつ……

  「嗯。毕竟同样的事做两次也没意思」

  「ふむ。まあ、同じことを二回やってもつまらんからのう」

  「也别做不一样的事啊？」

  「同じじゃないこともやめろよ？」

  「我知道。那件事说到底是因为姐姐大人叹气说想做，我才替她对兄长做的哦？」

  「わかっておる。あれはそもそも、姉上がやってほしかったと嘆いておったので、代わりに兄上にやっただけなのだぞ？」

  　真白姐……

  　
    
     真
    ま
    
     白
    しろ
    
     姉
    ねぇ……

  「说起来，真白姐怎么样了？昨天蕾欧娜大人的庆功宴上好像也没看到她」

  「そいや、真白姉はどうしてる？　昨日のレオナ様の打ち上げにもいなかったみたいだけど」

  「她好像和希兹阁下在共和国。似乎在做各种尝试，想进入魔王国」

  「シーズン殿と共和国におるようでな。魔王国に入国できんかと、あれこれやっておるようだ」

  「哎哎哎，别去那种谁都不会去的地方啊……」

  「えええ、そんな誰も行かないようなところに行こうとするなよ……」

  　而且，完全不知道她去那里有什么目的，这点也很不妙。

  　だいたい、何が目的なのか全然わかんないあたりがやばい。

  　要是问她，她肯定会说“没为什么”吧……

  　聞いてみたらきっと「なんとなく」とか言うんだろうな……

  「从谁都不会去的地方开始的可是兄长大人哦？」

  「誰も行かないようなところからスタートしたのは兄上なのだが？」

  「啊，嗯……」

  「あ、うん……」

  　我也没资格说别人。

  　俺も人のことは言えないな。

  「那，回去吧」

  「じゃ、帰ろうか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  『没有忘记东西吧？』

  『忘れ物はないですか？』

  「嗯，没问题。应该吧」

  「うん、大丈夫。だと思う」

  　带来的钓竿和钓具就放在那里了。格雷普尔也因为做成了葡萄酒和葡萄酒醋而减少了，格琳辛也打算连同小木桶一起放在这里。

  　持ってきた
    
     釣
    つり
    
     竿
    ざおと仕掛けは置きっぱに。
    
     グレイプル
    ぶどうはワインとワインビネガーになって量が減ったし、
    
     グリシン
    大豆は小さい
    
     樽
    たるごと置いていくつもり。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好好好。卡姆拉斯的果实对吧」

  「はいはい。
    
     カムラス
    きんかんの実ね」

  　女王大人说，要我好好采集之前给亚珍塔先生的糖渍水果的份再回去。

  　アージェンタさんにコンポートにして渡した分、ちゃんと採集して帰れと女王様。

  　嗯，既然背包还有空间，那就多采一些回去吧。

  　まあ、バックパックに空きがある分はたっぷり採集して帰ろう。

  「今天的糖渍葡萄柚怎么样？我后来才想起来，百货地下好像也有卖蜂蜜」

  「今日のグレープフルーツのコンポートどうだった？　後から気がついたんだけど、デパ地下だったらハチミツも売ってた気がしてさ」

  『非常好吃！下次请用蜂蜜做哦』

  『すごく美味しかったです！　今度はハチミツで作ってくださいね』

  「嗯」

  「うん」

  　一边闲聊一边采集，转眼间背包就装满了。斯薇看着背包，流着口水露出一副邋遢的表情……

  　雑談しながら採集してると、あっという間にバックパックいっぱいに。それを眺めて「うへへ」とよだれを垂らしてだらしない顔のスウィー……

  『翔酱，可以让我看看世界任务的画面吗？』

  『ショウ君。ワールドクエストの画面、見せてもらっていいですか？』

  「啊，嗯。希望昨天的直播能成为什么提示，让任务有所进展。」

  「あ、うん。昨日のアレが何かしらヒントになって進んでくれてるといいけど」

  　昨天亚珍塔小姐飞来大闹一场的直播，存档的播放次数也多得惊人。

  　昨日、アージェンタさんが飛んできて大騒ぎになったライブ、アーカイブも再生回数がとんでもないことになってるし。

  「哦，超过20％了。上升了好多啊。」

  「お、20％超えてる。めちゃくちゃ上がってるじゃん」

  『这都是多亏了翔酱！』

  『ショウ君のおかげですね！』

  「不不不，这都是多亏了认真调查的人吧。」

  「いやいや、ちゃんと調べた人のおかげじゃないかな」

  　似乎有人把古老的公会日志从头到尾读了一遍，找到了发生那起失控事故时的记录。

  　古いギルド日誌を隅々まで読んで、例の暴走事故が起きた時の話を見つけた人がいるらしい。

  　我从赛丝那里听说了事情的梗概，正如亚珍塔小姐所说，失控的设施从周围收集魔素使其结晶化，试图制造出巨大的魔晶石。

  　セスからそのあらましを聞いたんだけど、アージェンタさんの話で聞いてた通り、暴走した施設は周囲から魔素を集めて結晶化し、巨大魔晶石を作ろうとしていたんだとか。

  　顺带一提，写下那本日志的人是贝露部长创立的公会『白银之馆』的后盾——阿梅拉子爵的祖先。据说他直接参与了沃鲁斯托王国的建国。

  　ちなみにその日誌を書いたのは、ベル部長が立ち上げたギルド『白銀の館』の後ろ盾となってくれているアミエラ子爵のご先祖様。そのまま今のウォルースト王国の建国に携わったそうだ。

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　进入山路后，棕狼一家出来迎接我们。

  　山道に入ったところで、ドラブウルフの家族たちがお出迎えしてくれた。

  　它们像往常一样趴在露比面前，尾巴左右摇摆，看起来很开心。

  　いつものようにルピの前に伏せるんだけど。尻尾を左右にふりふりしてて嬉しそう。

  『接下来就是龙货了吧？』

  『あとは竜貨でしょうか？』

  「关于这个，赛丝说可能是女神打碎的巨大魔晶石碎片」

  「それなんだけど、セスの話だと、女神が砕いた巨大魔晶石のかけらのことなんじゃないかって」

  『女神大人？』

  『女神様が？』

  　据说那座设施失控的时候，是龙族注入大量玛那，瞬间提高负荷才得以停止。然后女神大人把剩下的巨大魔晶石打碎，撒向了全世界。

  　その施設の暴走は竜族がマナを目一杯注いで、瞬間的な負荷を上げることで止めたらしい。で、残った巨大な魔晶石は女神様が砕いて、世界中にばら
    
     撒
    まいたんだとか。

  「因为混入了龙族的玛那，为了赞扬阻止失控的功绩，所以才被称为『龙货』」

  「竜のマナが混じってるわけだし、その暴走を止めた功績を
    
     讃
    たたえて『竜貨』って呼ばれてるんじゃないかって」

  『就像硬币一样呢』

  『メダルみたいなものですね』

  「没错没错。然后，子爵大人有龙货，所以赛丝说要请他让我们看看」

  「そうそう。んで、子爵様が竜貨を持ってるから、見せてもらうって言ってたよ」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　沃鲁斯托王国从建国开始就是遵从龙族的命令，所以王族和贵族有龙货也很正常。

  　ウォルースト王国は、その成り立ちからして竜族の命令で建国してるようなものだし、王族や貴族なら持ってて当然かなと。

  「嗯？」

  「ん？」

  　走在前面的棕狼停了下来，露比也用力踩稳了四肢。

  　先頭を行くドラブウルフが立ち止まり、ルピもぐっと四肢を踏ん張る。

  　感知气息发现……是兰吉野猪。

  　気配感知に引っかかるのは……ランジボアか。

  「露比，我会接住它的，之后就交给你了」

  「ルピ、俺が受け止めるから、あとは任せるよ」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　今天得好好用圆盾接住才行。

  　今日はちゃんと円盾で受け止めないとな。

  「今天也谢谢你了」

  「今日もありがとうな」

  　我摸了摸棕狼们的头，它们开心地摇起了尾巴。

  　ドラブウルフたちの頭を撫でてあげると、すごく嬉しそうに尻尾を振ってくれる。

  　我用圆盾接住兰吉野猪，然后交给露比和棕狼们……感觉很轻松就能解决。没有机会提升短剑的技能等级啊。

  　ランジボアはきっちり円盾で受け止めたら、あとはルピとドラブウルフたちが……みたいな感じで楽勝っていう。短剣のスキルレベル上げる機会がないなあ。

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  「再见啦～！」

  「またな〜！」

  　我目送棕狼们离开，然后回到展望台。

  　ドラブウルフたちを見送って展望台まで戻ってきた。

  　斯薇老老实实地摘了花，供在露比妈妈的墓前。

  　スウィーが律儀に花を摘んできて、ルピのお母さんのお墓に供えてくれる。

  「谢谢你总是这么有心」

  「いつもありがとう」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　这种地方倒是很有女王的风范……

  　こういうところは女王っぽいんだけどなあ……

  『翔君，回来之后要做什么？』

  『ショウ君、戻ってからはどうしますか？』

  「唔，我想应该过了九点半，先给帮忙看家的菲雅莉们做糖渍水果吧」

  「うーん、九時半過ぎぐらいになると思うし、まずは留守番してくれてたフェアリーたちにコンポート作ってあげようかなって」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　斯薇竖起大拇指，像是在说“Nice！”。

  　スウィーが「ナイス！」みたいにサムズアップ。

  　我觉得这正好适合给帮忙看家的她们当礼物，一人一个的话，菲雅莉的花蜜应该也够用。

  　留守番してくれた分のお土産にちょうどいいと思うし、一人一個ぐらいの量ならフェアリーの花蜜も足りるはず。

  　我们穿过洞穴回到古代遗迹。右手边的崩塌实在让人在意。

  　抜け穴をくぐって古代遺跡の中へ。右手に見える崩落がどうしても気になる。

  「这里也得想想办法」

  「ここも何か考えないと」

  『用土木魔法能解决吗？』

  『土木魔法でなんとかでしょうか？』

  「要挖的话是可以。不过，我是在想能不能从灯塔的背面挖到对面」

  「掘るとなるとね。ただ、灯台の裏側からこの向こうまでこれないかなって」

  『啊！』

  『あ！』

  　虽然我希望能挖通，但没必要特意去处理危险的地方。

  　
    
     繫
    つながってるといいなーっていう願望だけど、危険そうな場所にわざわざ手をつける必要がないなら、それに越したことはない。

  　我们走出传送电梯，来到十字路口。下次再来去教堂后面看看吧。卡姆拉斯果实和背包都装满了。

  　転移エレベーターを降りて十字路に。教会の裏手に寄るのはまた今度かな。カムラスの実でインベもバックパックもいっぱいだし。

  「接下来就是教堂正门的对面了」

  「あとは、教会の表の門の向こうか」

  『是新区域吧』

  『新しいエリアですよね』

  「大概吧。总之我想先确认一下废屋那边的情况。说不定还留着什么东西」

  「多分ね。とりあえず廃屋があるあたりまでは確認したいな。何か残されてるかもだし」

  　就像港口酒馆里留着魔导酿造器一样，那间废屋里说不定也留着什么魔导具。

  　港の酒場のところに魔導醸造器が残されてたみたいに、あの廃屋にも何かしらの魔導具が残ってるといいなあ、とか。

  『下周三的直播在教堂后面可以吗？』

  『次の水曜のライブは教会裏でいいですか？』

  「嗯。我想介绍斯薇以外的菲雅莉们，还有田地和教堂里面」

  「うん。スウィー以外のフェアリーたちも紹介したいし、あとは畑とか教会の中も見せようか」

  　平日的周三直播想悠闲地进行。

  　平日水曜のライブはのんびりまったりいきたい。

  　田地就是普通的田地，教堂里面也没什么特别的，只是没有女神像而已。

  　畑は普通に畑だし、教会も中身は普通で女神像がないぐらいでおかしなところはないはず。

  　至于菲雅莉的花蜜……我已经给她们看过糖渍水果了，所以也没必要再隐瞒。虽然斯薇的特别花蜜有点那个，但普通的花蜜应该没问题。

  　フェアリーの花蜜については……コンポート見せちゃってるから隠す意味はないか。スウィーの特別なやつはアレだけど、普通のなら大丈夫、多分。

  　只是，上次直播的时候亚珍塔先生来了，我担心会不会因为这个原因引起骚动……

  　ただ、前回のライブでアージェンタさんが来ちゃったから、そっち関係で荒れないかが心配なんだよな……

  『要不要问问看没有女神像的事？』

  『女神像がなかったことも聞いてみますか？』

  「啊，这个好。比如能不能自己做女神像之类的」

  「ああ、それいいかも。女神像って自作しても大丈夫なのかとか」

  『翔君，我想应该没人会自己做女神像……』

  『ショウ君、女神像を自作した人は多分いないと思います……』

  　啊，嗯，好吧……

  　あ、うん、はい……

  　◆◇　『司书』米伊　◆◇

  　◆◇　『司書』ミイ　◆◇

  　在堆积如山的书本包围下，只有羽毛笔写字的声音在室内回响。然而，这舒适的寂静被开门的声音打断了。

  　うずたかく積まれた本の山に囲まれ、一心不乱に羽ペンを走らせる音だけが響く。だが、その心地良い静けさは、扉を開ける音によって中断された。

  「公会长，我这边抄完了」

  「ギルマスー、こっちは写し終わったッス」

  「由美，我不是拜托过你叫我馆长吗？」

  「ユーミ。ギルマスじゃなくて館長って呼んでほしいとお願いしましたよね？」

  　ＩＲＯ首屈一指的知识系公会『知识图书馆』，主要活动是收集游戏内的所有书籍。

  　ＩＲＯ屈指の知識系ギルド『知識の図書館』は、ゲーム内のあらゆる書物を収集するための活動がメインである。

  　公会长米伊要求成员叫她『馆长』，但是……

  　ギルドマスターであるミイは、メンバーに『館長』と呼ぶよう言っているのだが……

  「啊，一不小心就忘了。哎，这种小事就别计较了」

  「あー、つい忘れちゃうんスよ。まあ、いいじゃないスか、細かいことは」

  　由美这么说着，把手上的纸叠放到米伊面前。上面记载着商业公会公开的过去中介过的交易。

  　そう答え、手に持っていた紙束をミイの前に置いた。そこには、商業ギルドが公開している過去に仲介した取り引きが並んでいる。

  「有什么收获吗？」

  「何か得るものはありましたか？」

  「交涉技能升了一级。大概是看了过去的交易，理解了正常行情吧？话说，馆长现在在抄什么？」

  「交渉スキルのレベルが１上がったッスよ。過去の取り引きを見て、一般的な相場感を理解できたからなんスかね？　で、館長は今、何を写してるんスか？」

  「就是这个。有人急着要，今天应该会来取」

  「これですね。ちょっと急ぎで頼まれていまして、今日にでも取りに来るはずですが」

  　由美探头过来看，我便把纸转了个方向。

  　
    
     覗
    のぞき込むユーミが見やすいように、手元にあった紙の向きを変える。

  「这是什么？礼拜室？祭坛？能提升神圣魔法系的技能等级吗？」

  「なんスか、これ。礼拝室？　祭壇？　神聖魔法系のスキルレベルとか上がるんスか？」

  「不是，是这次世界任务的调查资料。虽然没有提到“死灵都市”，但内容挺有趣的」

  「いえ、今回のワールドクエストの下調べですね。『死霊都市』の話はありませんでしたが、なかなか面白い内容でしたよ」

  　我递给由美的书封面上写着《一般市民的信仰样式》。

  　そう言ってユーミに渡した本の表紙には『一般市民の信仰様式』と書かれていた。

 
  02　星期一　肯定是被喂食了

  02　月曜日　餌付けに違いない

  「啊，抱歉」

  「あ、すいません」

  「没事，我也刚来」

  「大丈夫。今、来たところよ」

  　因为班会拖得有点久，我来活动室晚了，贝露部长就在门前等着我。

  　ホームルームが長引いて部室に来るのが遅れたら、ベル部長が扉の前で待ってたっていう。

  　于是，我赶紧开门，像往常一样坐到座位上。

  　そんなわけで、さくっと開けて、いつものように席に着く。

  『部长，听说你在昨天的直播里突破了元素魔法的上限』

  『部長、昨日のライブで元素魔法の上限突破したって』

  「哎？真的吗？」

  「え？　マジで？」

  　中午的时候跟我说不就好了……不对，就算跟我说了也没什么用，现在直接问本人不就行了。

  　お昼とかに言ってくれれば……って、言われたからどうって話でもないか。今この時間に本人に聞けばいいんだし。

  　等等，班长也在吧？美音应该是从班长那里听说的，可中午的时候没提到这件事……嗯，因为主要在聊我星期六的直播和新PV的事。

  　いや、いいんちょも一緒だったんだよな？　ミオンはいいんちょから聞いたんだろうけど、昼に話に出なかったのは……、うん、土曜の俺のライブと新しいＰＶの話がメインだったな。

  「嗯，是啊，而且我还去了古代遗迹塔的十一层！」

  「ええ、それもあるし、古代遺跡の塔の十一階にも行けたわ！」

  　贝露部长笑嘻嘻地打开了昨天直播的存档。

  　るんるん笑顔で昨日のライブのアーカイブを開くベル部長。

  　突破元素魔法的上限，也就是说应该可以学到上位技能了？

  　元素魔法の上限突破ってことは、その上位スキルが取れるようになったはず？

  　而且我也很好奇，她是怎么突破Game Dolls的人们卡住的十一层的。

  　それにゲームドールズの人たちが行き詰まってた十一階にどうやってっていうのも気になる。

  『是装备突破上限的吗？』

  『上限突破は装備でですか？』

  「嗯，就是这个」

  「ええ、これよ」

  　部长快进视频，战斗对手好像是幽灵。我还以为古代遗迹塔的怪物主要是哥布林和半兽人之类的上位怪物。

  　部長が動画を早送りし、戦ってる相手はゴーストっぽい。古代遺跡の塔ってゴブリンとかオークとかその上位モンスターが主だと思ってたんだけど。

  「这是幽灵吧？」

  「これってゴーストですよね？」

  「嗯，应该是幽灵法师，幽灵法师的上位种。波莉小姐画了地图，赛丝酱看了之后发现了一些奇怪的地方」

  「ええ、ゴーストウィザードっていう、ゴーストマジシャンの上位種かしらね。ポリーさんがマッピングしてくれてたんだけど、それを見たセスちゃんがおかしい点に気づいたの」

  　视频稍微倒回一点，赛丝酱对一条死路感到很奇怪。

  　少し動画を巻き戻すと、行き止まりになってる通路を
    
     訝
    いぶかしんでる
    
     セス
    美姫。

  『前面是不是有三米见方的空间？』

  『この先に三メートル四方の空間があるのではないか？』

  『那要怎么确认？』

  『でも、どうやって確認するの？』

  　赛丝酱看着波莉画的地图，好像在说些什么？戈尔德姐姐大人在一旁说『我能不能打坏它？』。

  　
    
     ポリー
    いいんちょが描いた地図を、セスが覗き込んであーだこーだ言ってる感じ？　隣でゴルドお姉さまが『私が殴ったら壊れないかしら？』とか。

  　最后，波莉拜托土精灵开了一个直径三十厘米左右的洞，从洞里跳出来的就是那个幽灵法师。

  　結局、ポリーが土の精霊にお願いして、直径三〇センチほどの穴を開けて確認すると、その穴から飛び出してきたのが、そのゴーストウィザード。

  「啊，是隐藏房间啊」

  「あー、隠し部屋だったんすね」

  「嗯，因为空间很小，不仔细看的话是很难发现的」

  「ええ、結構狭い空間だったから、かなり気をつけてないと気づかなかったでしょうね」

  　战斗本身很轻松。赛丝酱在戈尔德姐姐大人的神圣魔法祝福下，轻松地解决了敌人。

  　戦闘自体は楽勝。ゴルドお姉様の神聖魔法の祝福を受けたセスがあっさり退治して終わり。

  『赛丝酱太强了』

  『セスちゃん強すぎです』

  「它掉落的护符是元素魔法＋1。虽然我们很轻松就打倒了它，但要是被它先发制人，说不定就危险了」

  「そのドロップのアミュレットが元素魔法＋１だったのよ。あっさり倒しちゃったけど、魔法で先制されてたら危なかったかもしれないわね」

  　毕竟这是幽灵掉落的护符，要是被它先发制人，那确实很危险。

  　ドロップする前はこのゴーストが持ってたわけだし、先制されてたらやばかったのか。

  　而且，要是戈尔德姐姐大人用拳头把它打爆，那我们可能就会被它偷袭了。

  　それこそ、ゴルドお姉様がパンチして壊してたら、不意打ちを
    
     喰
    くらってた可能性もあったと。

  『它一直藏在这个小房间里吗？』

  『この小さい部屋にずっと潜んでたんでしょうか？』

  「是啊，可能是受到了世界任务中提到的“灾厄之日”的影响」

  「ええ、ワールドクエストの話にあった『厄災の日』の影響かもしれないわね」

  　视频里，她们回收了战利品，鉴定完毕，分配完毕，然后贝露部长把彻底净化过的护符戴在身上。

  　動画では戦利品の回収と鑑定、分配を終えて、きっちり浄化をかけたアミュレットをベル部長が身につけると、

  【世界首次突破技能等级上限（元素魔法）：获得3SP】

  【ワールド初のスキルレベル上限突破（元素魔法）：３ＳＰを獲得しました】

  【可以学习元素魔法的上位技能】

  【元素魔法の上位スキルが獲得可能になりました】

  「哦哦！好厉害！」

  「おお！　すごい！」

  『恭喜恭喜！』

  『おめでとうございます！』

  「谢谢」

  「ありがとう」

  　贝露部长在队友和观众的祝福下显得有些害羞。打赏也飞来了一大堆。

  　パーティメンバーや視聴者に祝福されて照れるベル部長。投げ銭もばんばん飛んでるし。

  　虽然我很在意上位技能，但视频里暂时没有提到这个话题。总之，她们决定先继续前进，波莉一边休息一边拓宽洞穴。

  　上位スキルの話が気になるけど、動画の方はその話はいったん保留。ともかく先に進んでみようということになり、ポリーが休み休み穴を広げていく。

  『土精灵也能做到和翔君一样的魔法呢』

  『土の精霊でもショウ君の魔法と同じことができるんですね』

  「嗯，诺姆也能做到类似的事。」

  「まあ、ノームが似たようなことやってたし」

  　那个是土精灵在十字镐上帮忙吗？

  　あれはツルハシに土の精霊が助力してるとかなのかな。

  「不过，精灵魔法好像很耗MP。翔君的斗篷就是最好的证据……」

  「けど、精霊魔法でもＭＰ消費がすごいそうよ。ショウ君のマントがとんでもない証拠よね……」

  　说起来确实如此。多亏了那件斗篷，MP恢复速度很快，再加上露比的玛那援助，MP不足的问题几乎不存在。

  　そういやそうだった。あのマントのおかげでＭＰ回復が早いし、ルピのマナエイドもあるしで、ＭＰ足りなくて困ることあんまりないんだよな。

  「咦？这个房间，有门啊……」

  「あれ？　この部屋、ちゃんと扉があるんですけど……」

  「嗯。其实这堵墙不是破坏后进入，而是左侧房间的衣柜深处有暗门。」

  「ええ。本当はこの壁を壊して入るんじゃなくて、左側にある部屋のクローゼットの奥が隠し扉だったみたいね」

  「这也太难发现了……」

  「それ気づくの難しすぎじゃ……」

  「评论里也有人在猜，是不是需要某种技能。」

  「何かしらスキルが必要なんじゃないかって、コメントでも流れてたわ」

  　啊，是这么回事啊。有发现或者看穿之类的技能吗？我有发现陷阱之类的？

  　あ、そういうことか。発見とか看破とかってスキルあったっけ？　俺が持ってる
    
     罠
    わな発見とか？

  『里面有一条楼梯，可以往上走呢。』

  『奥に階段があって上に行けたんですね』

  「嗯，走上去之后到了十一层，就可以用传送电梯直接过去了。」

  「ええ、これを上って十一階に出ると、転移エレベーターでも直接行けるようになったの」

  　紧接着十一层的怪物，前卫是木魔像和石魔像，后卫的幽灵和骷髅会用元素魔法，战斗相当激烈。

  　続く十一階のモンスターは、前衛にウッドゴーレムやストーンゴーレム、後衛のゴーストやスケルトンは元素魔法を使う感じでなかなか激しい。

  「好难打啊……」

  「きついすね……」

  「感觉等级一口气提升了。虽然只是我的猜测，但这个迷宫的平衡性应该是以拥有上位技能为前提吧。」

  「一気にレベルが上がった感じがしたわ。多分だけど、上位スキルがあること前提ぐらいのバランスじゃないかしら」

  『即使如此，能赢还是非常厉害。』

  『それでもしっかり勝ててるのはすごいです』

  　就是说啊。戈尔德姐姐的神圣魔法和波莉的光之精灵都大显身手。

  　そうなんだよな。ゴルドお姉様の神聖魔法と、ポリーの光の精霊が大活躍って感じだ。

  　赛丝也因为得到了祝福，所以能稳定地担任坦。以粉丝身份参加的巴索持有者，以及用圆盾和斧头担任副坦的矮人，他们的行动都很巧妙，令人佩服。

  　セスも祝福もらってるおかげもあって安定したタンクっぷりだし。ファン枠で参加してるバッソ持ちの人も、円盾と
    
     斧
    おのでサブタンクしてるドワーフの人も、立ち回りが
    
     上手
    うまくて感心する。

  「咦？这么说来，蕾欧娜大人不在吗？」

  「あれ？　そういえばレオナ様はいなかったんです？」

  「星期天有F・V・C的团体决赛，之后还有颁奖典礼。她嫌麻烦，说要缺席，所以我叫她一定要出席。」

  「日曜は
    
     Ｆ
    Fulldive・
    
     Ｖ
    Virtualidol・
    
     Ｃ
    Championshipの団体決勝があって、その後に表彰式があるのよ。めんどくさいから欠席しようかなんて言ってたから、ちゃんと出るように言ったわよ」

  　贝露部长苦笑着说道。

  　と苦笑いのベル部長。

  　她应该不喜欢待着不动吧。难怪她和真白姐很合得来。

  　まあ、じっとしてるの苦手だろうな。そういうところは真白姉と気が合うのもわかる。

  　结果，我们在十一层探索了大约三十分钟，直播就结束了。

  　結局、三〇分ほど十一階を探索したところでライブは終了。

  「那么，你还没取得上位技能吗？」

  「じゃ、上位スキルはまだ取ってない感じです？」

  「是啊。我正在烦恼要选哪个，想听听你的意见。」

  「ええ。どれを取ろうか悩んでて、ちょっと意見が欲しいのよね」

  　原来如此，有好几个技能可以取得上位技能。

  　なるほど、取れるようになる上位スキルがいくつかあるんだ。

  　我用遮蔽气息技能突破上限时，只有隐匿技能……

  　俺が気配遮断スキルで上限突破した時は、
    
     隠
    おん
    
     密
    みつスキルだけだったからか……

  「这是能取得的上位技能」

  「これが取れる上位スキルよ」

  　贝露部长拿出直播后个人录制的视频给我看。

  　ベル部長がライブ後に個人的に録画してあった動画を取り出して見せてくれる。

  　我看看，重力魔法，结界魔法，空间魔法……

  　えーっと、重力魔法、結界魔法、空間魔法……

  「啊！空间魔法原来是上位技能啊！」

  「あー！　空間魔法って上位スキルだったんだ！」

  　所以，我只能测出基础中的基础啊！

  　それで、基礎中の基礎の測定しかできなかったんだな！

  　那首先得突破元素魔法的上限才行。话说，亚珍塔先生突然给我寄上位技能的书，到底是怎么回事……

  　じゃ、まずは元素魔法で上限突破しないとか。てか、アージェンタさん、上位スキルの本をいきなり送ってくるとか、一体どういう……

  『翔君……』

  『ショウ君……』

  「你知道空间魔法是什么样的魔法吧？」

  「知ってるのね？　空間魔法がどういうものかを」

  「啊，是的。对不起……」

  「あ、はい。すいません……」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我吃饱了」

  「ごちそうさま」

  「汪」

  「ワフン」

  　因为现实中的晚饭比平时早，所以我也提前登录了。

  　いつもより少し早いリアル夕飯だったので、ログインも少し早め。

  『部长会选哪个呢？』

  『部長はどれを選ぶんでしょうか？』

  「反正也不是只能选一个，而且好像还是需要魔导书的，所以应该会选最先找到的魔导书的技能吧？」

  「まあ、一つだけって話じゃないし、やっぱり魔導書が必要っぽいから、最初に見つけた魔導書のスキルを取るんじゃないかな？」

  『原来如此。不过，只有元素魔法没有魔导书的话，魔法就不会增加，真是麻烦呢……』

  『なるほどです。でも、元素魔法だけ魔導書がないと魔法が増えないのは大変ですね……』

  「是啊。不过，如果在古代遗迹之塔或者死灵都市找到的话，应该就会被复制出来，然后在市面上流通了」

  「そうなんだよな。まあ、古代遺跡の塔とか死霊都市とかで見つかれば、それが複製されて出回るようになると思うけど」

  　元素魔法感觉是基础魔法学和应用魔法学的魔导书增加咒文。上位的重力魔法、结界魔法、空间魔法好像分别需要对应的魔导书。

  　元素魔法は基礎魔法学と応用魔法学の魔導書で呪文が増える感じ。上位の重力魔法、結界魔法、空間魔法はそれぞれの魔導書が必須っぽい。

  　我持有的空间魔法魔导书里，只有〈测定〉可以用元素魔法技能，这方面好像也没有那么严格。

  　俺が持ってる空間魔法の魔導書でも〈測定〉だけは、元素魔法スキルで使えたし、その辺りは厳密ってわけでもなさそうだけど。

  「好了，今天是去田地的日子。先从这边的家庭菜园开始吧。」

  「さて、今日は畑の日だよね。まずはここの家庭菜園からかな」

  『是！』

  『はい！』

  　土间旁边的菜园十五分钟左右就结束了。

  　土間の隣の家庭菜園は一五分ほどで終わり。

  　目前只种了雷克森和鲁迪什，而且也预定在移植到教会后面之后改建成花坛。

  　今のところは
    
     レクソン
    クレソンと
    
     ルディッシュ
    大根しか植えてないし、それも教会裏の方に植え替えが終われば花壇にする予定。

  　我们离开古代遗迹，走在平时那条参道上，然后看见了教会的尖塔……

  　古代遺跡を出て、いつもの参道っぽいところを進むと、教会の
    
     尖
    せん
    
     塔
    とうが見えてきて……

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　斯薇带头，菲雅莉们先飞了过去。

  　スウィーを先頭にフェアリーたちが先行して飛んでいってしまう。

  　毕竟格雷普尼尔的果实现在是随便她们吃的状态嘛。

  　まあ、グレイプルの実は食べ放題みたいな状態だもんなあ。

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比一副「真拿你们没办法」的样子，正准备追上去的时候——

  　ルピが「しょうがないなあ」って感じで追いかけようとしたところで、

  「「「～～！」」」

  「「「〜〜〜！」」」

  　菲雅莉们的惨叫？传了过来，我连忙跑过去……

  　フェアリーたちの悲鳴？　が聞こえてきて、慌てて駆け出すと……

  「咦？」

  「え？」

  　斯薇它们的视线前方是奥达普拉的田地。

  　スウィーたちの目線の先には
    
     オーダプラ
    じゃがいもの畑。

  　长势良好的叶子，每片都被啃得乱七八糟……

  　いい感じに育ってた葉っぱが、どれもボロボロに食い荒らされてて……

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　斯薇指了指，露比冲过去的方向……有只鸡！？

  　スウィーが指差し、ルピが駆けだした先には……ニワトリ!?

  　露比一个箭步绕到正要逃跑的家伙面前。

  　慌てて逃げ出そうとしたそいつの前に一足飛びに回り込むルピ。

  「露比，等等！」

  「ルピ、待て！」

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  　虽然对美音有些抱歉，但这么做应该是最快的。

  　ミオンには悪いけど、こうするのが一番早いはず。

  「嘿咻」

  「よっと」

  　我发动隐匿技能，一口气靠近，然后用双手抱起那家伙。

  　隠密スキルを発動し、一気に近づいてから、両手でグッとそいつを抱え上げる。

  　这只鸡还挺大的。不对，它不是鸡吗？

  　結構でかいニワトリだな。いや、ニワトリじゃないのか？

  【隐匿技能等级提升了！】

  【隠密スキルのレベルが上がりました！】

  　哦，真幸运。等级低的技能必须经常使用，提升等级才行。

  　お、ラッキー。レベル低いスキルはマメに使ってレベル上げしないとだよな。

  『原来你用了隐匿技能啊』

  『隠密スキルだったんですね』

  「嗯，抱歉抱歉。因为没时间说」

  「うん、ごめんごめん。言う暇が惜しかったから」

  　如果用普通的方法抓住它，感觉一定会演变成追捕战，或者更麻烦的情况。

  　普通に捕まえようとすると、絶対に追いかけっこというか、面倒なことになる気がしたので。

  　隐匿技能在这种时候也很方便啊。然后，这家伙是……

  　隠密スキル、こういう時にも便利だなあ。で、こいつはっと……

  【亞咕咕】

  【ヤコッコ】

  『家禽咕咕的原种。或者说是野生化的咕咕。雄性被称为亞咕克』

  『
    
     家
    か
    
     禽
    きんであるコッコの原種。もしくはコッコが野生化したもの。雄はヤコックと呼ばれる』

  
   [image: ]
  

  『它是鸡吗？』

  『その子はニワトリさんですか？』

  「大概吧，稍等一下」

  「多分そうだと思うんだけど、ちょっと待って」

  　呃，选择这边应该就行……

  　えっと、こっちを選べばいいはずで……

  【咕咕】

  【コッコ】

  『体长五十公分左右的鸟。家禽化的亞咕咕。由于飞行能力衰退，作为普通的家禽，为了产卵而被饲养。』

  『体長五〇センチほどの鳥。ヤコッコが家禽化したもの。飛行能力が衰えているため、一般的な家禽として、卵のために飼育されている』

  『终于有蛋了！』

  『ついに卵ですね！』

  「嗯。虽然很高兴，但只有一只啊。」

  「うん。それは嬉しいんだけど、一
    
     羽
    わだけってのもなあ」

  　如果再有一只公鸡，感觉就能繁殖了……

  　もう一羽、
    
     雄
    おん
    
     鶏
    どりもいれば増やせそうな気がしなくもないけど……

  『说起来，它是怎么来到这个后院的？它好像不太会飞，而且外面的门也一直关着吧？』

  『そもそも、どうやってこの裏庭に来たんでしょう？　あまり飛べない鳥みたいですし、表の門は閉じたままですよね？』

  「啊，对哦。我去看一下。」

  「あ、そうだった。ちょっと見てこようか」

  　我抱着亞咕咕来到教会的正面，门还是关着的，让我松了口气。

  　ヤコッコを抱えたまま、教会の表側へと来てみたけど、門はきっちりと閉まった状態で一安心。

  「太好了。不过，这家伙是从哪里来的？而且它是原种，所以飞得挺好的吗？」

  「良かった。けど、こいつどこから来たんだろ？　そもそも原種だから、結構飛べるのかな？」

  　我不由得看向手里的亞咕咕……它好像很害怕，全身都在发抖，感觉有点可怜。

  　思わず手元のヤコッコを覗き込むと、……
    
     怯
    おびえてるのかブルブルと震えてて、ちょっと
    
     可哀
    かわい
    
     想
    そうになってきた。

  「结果，它到底是从哪里来的？」

  「結局、どこから来たんだろ？」

  「汪。」

  「ワフ」

  『露比酱？』

  『ルピちゃん？』

  　露比发现了什么吗？啊，它知道它是想往哪里逃吗？

  　ルピが何か気づいた？　ああ、どっちに逃げようとしたかわかったから？

  　露比快步走向教会正面右侧的狭窄处。

  　スタスタと歩いていく先は、教会の正面から見て右側の狭い方。

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我抬头一看，前方是大约十米高的悬崖。

  　見上げた視線の先は一〇メートルほどの崖の上。

  　那里有几棵树……它是从那里下来的？不对，是掉下来的？

  　少しだけ
    
     樹
    き
    
     々
    ぎが開けてて、……あそこから下りてきた？　いや、落ちてきた？

  『看来是从那里来的呢。』

  『あの場所から来たんですね』

  「好像是。话说回来，那里会不会有怪物跑出来啊？」

  「っぽいね。それはそれとして、あそこからモンスター出てきたりしないかな？」

  『啊……』

  『あ……』

  　算了，反正也没办法，太在意也没用。

  　まあ、どうしようもないし、あんまり気にしてもしょうがないか。

  『要怎么办？』

  『どうしますか？』

  「感觉有点可怜，今天就放它走吧。田地那边再想想办法。」

  「なんか可哀想だし、今日のところは逃がすかな。畑はなんか対策考えようか」

  　做个木头栅栏，然后拉上细绳之类的？

  　木の柵でも作って、細いロープを張り巡らすとかかなあ。

  　我一边想着这些事，一边把亞咕咕抛了出去……

  　そんなことを考えながら、ヤコッコをポイッと放り上げたんだけど……

  「咕咕——！……咕咕。」

  「クケー！　……クケ」

  　它拼命拍动翅膀，但是连悬崖的一半都没飞到就掉了下来。

  　必死に羽ばたいた後、崖の半分にもたどり着かずに落ちる。

  「欸……」

  「ええー……」

  『回不去了呢……』

  『帰れないんですね……』

  　发现食物就跳下来是很好，结果回不去吗？这样的话，怪物下来的可能性应该很低吧？

  　餌を見つけて飛び降りたは良いけど帰れないってオチか。なら、モンスターも下りてくる可能性は低そう？

  　这么说来，不久前打倒的超大蜈蚣好像有吃鸟，说不定就是这些家伙。要是当时有鉴定剩下的骨头，或许就能发现了……

  　そういえば、ちょっと前に倒したでかいムカデが鳥を食べてたっぽいけど、こいつらだった可能性が。あの時に残ってた骨を鑑定してれば気づけてたのか……

  『翔，调教技能行不通吗？』

  『ショウ君、調教スキルはダメですか？』

  「啊～我想应该不行。它不像露比那时候有出现【可调教】的字样。」

  「あー、ダメだと思う。ルピの時みたいに【
    
     調教
    テイム可能】って出てこないし」

  　不够聪明就不行吗？不对，说起来我根本没跟它打好关系。

  　ある程度は賢くないとダメか？　いや、そもそも仲良くなれてないしなあ。

  　还是说，它被设定成畜牧技能要用的动物？

  　それか、畜産スキルのための動物って設定されてる方がしっくりくるか。

  「还是去学畜牧技能吧。」

  「やっぱ畜産スキル取ろうかな」

  『翔君，你还没用掉升级得到的BP吧？』

  『ショウ君、レベルアップでもらったＢＰ使ってないままですよね？』

  「嗯。我还在犹豫该什么时候用。」

  「うん。ちょっとタイミング的に悩んでる状態で」

  　隐匿技能多亏了先驱者的报偿，结果是＋1，但之后又学了海洋生物学和地图之类的技能。

  　隠密スキルは先駆者の報償を取れたおかげで、結果的には＋１だったんだけど、その後で海洋生物学とか地図とか取ったからなあ。

  「总之，先学畜牧技能……这家伙要怎么办？」

  「まあ、畜産スキルは取るとして……、こいつどうしよう？」

  『要带回山间小屋吗？』

  『山小屋に連れて帰りますか？』

  「唔——要是它在泉水附近摘绿莓的话……」

  「うーん、泉の近くのグリーンベリーとか摘まれるとなあ……」

  　坐在左肩的斯薇也连连点头，与其带回去，不如在这里养吧。

  　左肩に座ってるスウィーがうんうんと頷いてるし、連れてくよりはここで飼う方がいいよな。

  　我环顾教堂周围，寻找合适的地方……

  　どこか良さそうな場所がないかなあと、ぐるっと教会の周りを……

  「啊，这里可以吧。」

  「あ、ここでいいか」

  『是马厩呢。』

  『馬小屋ですね』

  「嗯。这里还算宽敞，应该可以。有点破旧的地方之后再修缮吧。露比，你帮我看着，别让它跑掉。」

  「うん。ここならそこそこ広いからいいかな。ちょっとボロくなってる箇所は後で修繕しよう。ルピ、ちょっと逃げないよう見張ってて」

  「汪。」

  「ワフン」

  　我把亞咕咕放到马厩里，露比坐在它前面，摆出不让它逃跑的架势。

  　馬小屋にヤコッコを放すと、ルピがその前にお座りして逃がさない構え。

  　趁现在学畜牧技能吧。呃——就是这个吧，需要1SP的普通技能。

  　今のうちに畜産スキルを取ろう。えーっと、これだな、必要ＳＰは１のコモンスキル。

  「好，这样如何？」

  「よし、これでどうかな？」

  【亞咕咕：恐惧（不可饲养）】

  【ヤコッコ：恐怖（飼育不可）】

  『……是因为害怕所以不行吗？』

  『……怖がられててダメなんでしょうか？』

  「大概吧。总之先喂它吃东西吧。」

  「かなあ。とりあえず餌をあげるか」

  　露比在看着它，所以我先回田里收获奥达普拉，然后把被啃得乱七八糟的叶子……现实中的马铃薯好像有毒，不过它都吃了，应该没问题吧。

  　ルピが見ててくれるので、ちょっと畑へ戻り、オーダプラを収穫してから、食い荒らされた葉っぱの方を……、リアルのじゃがいもは毒があるらしいけど、食べてたし大丈夫だよな。

  「来，吃吃看。」

  「ほら、食べてみて」

  　亚咕咕虽然战战兢兢，但还是吃起了奥达普拉。

  　ヤコッコがビクビクしながらも、オーダプラを食べ始める。

  　它以惊人的气势开始吃，然后就沉迷其中……是不是冷静下来了？

  　すごい勢いで食べ始めたと思ったら、そっちにもう夢中で……だいぶ落ち着いてくれたかな？

  【成功喂食，成为饲养对象】

  【餌付けに成功し、飼育対象となりました】

  「哦？好像顺利成功了。」

  「お？　なんかうまくいったっぽい」

  『不愧是翔君！』

  『ショウ君、さすがです！』

  「不，我只是喂了饲料而已……」

  「いや、餌あげただけだから……」

  　这么说来，我看了看坐在左肩的斯薇——

  　そういえばと左肩に座ってるスウィーを見たら、

  「～～！！」

  「〜〜〜!!」

  　它像是在说别把我算进去一样，给了我一巴掌……

  　一緒にすんなって感じで平手打ちされました……

  　◆◇　『快递』利帕　◆◇

  　◆◇　『運び屋』リーパ　◆◇

  「这是委托的复本。」

  「こっちが頼まれていた写しになります」

  「谢谢。大家都说想早点看，这下帮大忙了。」

  「ありがとさん。みんな、
    
     早
    はよ読みたい言うてたし助かったわ」

  　『快递』利帕从米伊那里接过好几本复本。

  　ミイからいくつもの複製本を受け取ったのは『運び屋』リーパ。

  　他是以本土物资运输为主的公会『艾莉丝邮局』的公会会长。

  　本土での物資輸送をメインにするギルド『アイリスポスタル』のギルドマスターだ。

  「您要马上前往共和国吗？」

  「すぐに共和国へ向かうんですか？」

  「不，回程的航班也按照预定运行。」

  「いや、帰りの便も予定通りの運行やけどな」

  　离开现在所在的沃鲁斯托王国的王都，前往格兰尼亚帝国西北部送货。接着通过帝都，前往帕尔提姆公国南部的开拓地送货。最后向东前进，前往马西斯共和国送货。

  　今いるウォルースト王国の王都を出て、グラニア帝国北西部での配達。次は帝都を通過し、パルテーム公国の南部開拓地での配達。最後に東へと進み、マーシス共和国での配達となる。

  「还有，我想再去一次『死灵都市』。不过要看有没有时间就是了」

  「あとまあ、いっぺん『死霊都市』も見てこよかなあ思てるよ。時間あったらやけど」

  「真的吗！　如果有书的话请务必买下来！　啊，需要订金吗？」

  「ホントですか！　本があったら是非確保お願いします！　あ、前金いります？」

  「不用不用。大老爷也给我留了很多钱」

  「かまへんかまへん。うちも大旦那からよーさん預かっとるし」

  　利帕挥了挥手，米伊也苦笑了起来。她的公会『知识图书馆』也是，利帕的公会也从大老爷那里得到了融资。

  　ひらひらと手を振るリーパにミイも苦笑い。彼女のギルド『知識の図書館』もそうだが、リーパのギルドも、その大旦那から融資を受けているからだ。

  「那么，有什么事的话再叫我吧」

  「ほな、また何かあったら言うてな」

  「好的！　路上小心！」

  「はい！　道中お気をつけて！」

 
  03　星期二　辗转

  03　火曜日　巡り巡って

  「唉，是我太在意了吗？」

  「はー、なんか気にしすぎだったかな？」

  『或许是吧。不过，大家果然都很担心露比。』

  『そうかもですね。でも、やっぱり皆さん、ルピちゃんを心配してくれてます』

  　放学后，我上传了露比妈妈化为白骨的视频。

  　放課後。ルピのお母さんが白骨化して見つかったあたりの動画をアップした。

  　我很好奇大家会有什么反应，结果大家都很担心露比。

  　どういうコメントがつくか気になって見てたんだけど、みんなルピを心配してくれてる感じ。

  「我不觉得你太在意。毕竟视频和直播都很容易因为一点小事就引发争议。」

  「気にしすぎとは思わないわよ。動画もライブもちょっとしたことで炎上しちゃうもの」

  　贝露部长这么说。虽然贝露部长自己没有引发过争议，但蕾欧娜大人和安希雅公主就经常引发争议。

  　とベル部長からのお言葉。ベル部長自身は炎上騒ぎになったことはないけど、レオナ様やアンシア姫は結構炎上してるからなあ。

  　虽然方向性不同，但她们两个不管对方是谁，都会毫不留情地抨击……

  　方向性は違うけど、相手が誰だろうが容赦なく
    
     叩
    たたき潰す二人だし……

  「了解……」

  「りょっす……」

  『我会注意的。』

  『気をつけます』

  「虽然你们两个不会做那种事，但有些人会故意引发争议来吸引关注。」

  「二人はそんなことしないでしょうけど、わざと炎上することで注目を集める人もいるのよ」

  　有些虚拟偶像会透过在游戏中做出偏激的发言、作弊或利用BUG来引发争议，借此吸引关注，增加频道订阅数和播放次数。

  　ゲーム中の過激な発言やチート、グリッチ利用での炎上で注目を集めて、チャンネル登録者や再生回数を稼ぐバーチャルアイドルもいるらしい。

  　但结果只会让订阅数在引发争议的瞬间增加，之后不是迅速消失，就是变得越来越偏激而被删除频道。明明只要正常思考就能明白这个道理。

  　結局、炎上した瞬間しか増えないので、続かずにあっさり消えるか、どんどんと過激になってＢＡＮされるかの二択。普通に考えれば分かりそうなものなのになあ。

  「虽然可能有点不一样，不过煽动无人岛开局的今川纱绫小姐，现在好像已经有不少频道订阅数了哦？」

  「少し違うかもしれないけど、無人島スタートを
    
     煽
    あおった
    
     今
    いま
    
     川
    がわさあやさん、今はそれなりのチャンネル登録者数になってるそうよ？」

  『哎？』

  『え？』

  「啊，嗯，某种意义上她也算是受害者」

  「あー、まあ、彼女はある意味被害者だったみたいですし」

  　我去看直播的时候，感觉她也是被公司要求无人岛开局的。

  　俺がライブ見てた時も、上の方針で無人島スタートやらされてた感じあったもんな。

  「嗯，是啊。所以，只要把错归咎于公司，就能博得同情」

  「ええ、そうね。だから、会社が悪かったということにすれば彼女に同情が集まるわ」

  「这种世道艰辛的话题，我可不想听啊……」

  「そんな世知辛い話、聞きたくないんですけど……」

  　身旁的美音也连连点头。

  　隣でミオンもこくこく頷いてるし。

  　如果公司真的从一开始就是这么打算的……哈，我可不想去想。

  　本当に最初からそのつもりだったんなら……は、あんまり考えたくないな。

  「对不起啊。不过，你们两个的频道说实话发展得太顺利了，可能会有想利用这一点的人接近你们。实际上，我也被几家虚拟偶像事务所邀请过。其中也有Game Dolls」

  「ごめんなさいね。でも、二人のチャンネルは正直うまく行きすぎてるから、それを食い物にしようなんて人が近づいてきたりするかもしれないのよ。実際、私もいくつかのバーチャルアイドル事務所から誘われたりしたわ。その中にはゲームドールズもあったの」

  「哇，真的假的……」

  「うわ、マジすか……」

  「你们两个的话，在收到奇怪的邀请之前就通过收益化了，所以可能只是我多管闲事。即便如此，也可能会有人来挖角，或者问你们要不要加入大公司，所以要小心哦？遇到困难的话，要马上找雅塔老师商量」

  「二人の場合、怪しい誘いが来る前に収益化できちゃったから、余計なお世話かもしれないわね。それでも引き抜きというか、大手に入らないかみたいなのは来るかもしれないし、気をつけてね？　困ったらすぐにヤタ先生に相談すること」

  「『明白了』」

  「『わかりました』」

  　我姑且不论，感觉美音那边会有人来挖角。

  　俺はともかく、ミオンにはスカウトが来そうな気がするんだよな。

  　模仿我们的风格，附带实况的游戏直播好像也开始流行起来了……

  　うちのスタイルをまねた、実況付きのゲーム配信も
    
     流行
    はやり始めてるらしいし……

  「美音那边有没有来过贝露部长说的那种奇怪的挖角？」

  「ミオンのところには、ベル部長が話してた変な勧誘みたいなのって来てない？」

  『没有，目前还没有。就算来了也会找老师商量，如果老师觉得为难的话，就由母亲来应对』

  『いえ、今のところは来てません。もし来ても先生に相談しますし、先生が困るようなら母が対応しますから』

  「啊，那倒也是」

  「あ、そりゃそうか」

  『因为我只会和翔君一起实况』

  『私がショウ君以外の誰かを実況することはありませんから』

  「嗯……贝露部长也是吗？」

  「はい。……ベル部長も？」

  『部长的特色就是自己什么都能搞定，我来实况的话，她就只能当听众，这样不是会降低有趣程度吗？』

  『部長はご自身でなんでもこなすのが持ち味ですし、私が実況しても聞き役になってしまって、面白さが減っちゃうんじゃないでしょうか？』

  　原来如此，确实……

  　なるほど、確かに……

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  「哎呀，抱歉抱歉。你可以走了」

  「おっと、ごめんごめん。行っていいよ」

  　今天是周二，本来是绕岛南侧一圈的日子。不过因为花时间检查了视频评论，所以就来教堂后面看看昨天的鸡，亚咕咕的情况。

  　今日は火曜ということで、島の南側をぐるっとの日。なんだけど、動画コメントのチェックに時間を使っちゃったので、昨日のニワトリ、ヤコッコの様子だけ見ようと教会裏に来た。

  　斯薇和菲雅莉们有的吃格雷普，有的去吸花蜜，总之就是自由行动。

  　スウィーやフェアリーたちはグレイプルを食べたり、花の蜜を吸いに行ったり、まあ自由行動ってことで。

  「那么，亚咕咕……咦？」

  「さて、ヤコッコは、……え？」

  『增加了呢……』

  『増えてますね……』

  　昨天还只有一只的亞咕咕，今天变成了两只，这是怎么回事？总不可能是分裂了吧，果然是从那个悬崖上下来，找到同伴后会合了吗？

  　昨日は一羽だったヤコッコが二羽に増えてるんだけど、どういうこと？　まさか分裂したわけじゃないだろうし、やっぱりあの崖の上から下りてきて、仲間を見つけて合流した？

  「呃……」

  「えーっと……」

  【亞咕克】

  【ヤコック】

  『家禽咕咕的原种。或是野生化的咕咕。雌性被称为亞咕咕』

  『家禽であるコッコの原種。もしくはコッコが野生化したもの。雌はヤコッコと呼ばれる』

  　从说明来看，这只应该是雄性。

  　説明からしてこっちが雄らしい。

  　明明咕咕不分雌雄都是叫『咕咕』，野生化后名字却不一样啊……

  　コッコは雄雌関係なく『コッコ』なのに、野生化すると名前別なんだ……

  「咕咕——咕咕——！」

  「クケークケー！」

  「啊，是饲料不够了吗？想想也是。」

  「あ、餌が足りなくなってるのか。そりゃそうだよな」

  　算了，奥达普拉已经可以随便收获，叶子也多得是。

  　まあ、オーダプラはもういくらでも収穫できるし、葉っぱならいくらでもある。

  　我姑且拜托露比继续看守，自己去收获一些回来。

  　一応、ルピにまた見ておくようにお願いして、いくつか収穫してこよう。

  『翔君，我觉得要是就这样放着不管，它们会越来越多的』

  『ショウ君、このまま放っておくと、どんどん増えていく気がするんですけど』

  「嗯，我也有这种感觉。能不能控制在不到十只呢？」

  「うん、俺もそんな気はしてるんだけど。一〇羽未満ぐらいで抑えられないかな？」

  　我也想从亞咕咕那里得到蛋，所以希望它们能增加，但数量太多的话，照顾起来也很麻烦。

  　ヤコッコから卵も欲しいし、そのためには増えてほしいのもあるけど、数が増えすぎると面倒を見る手間ばっかり増えちゃうし。

  　在本土搞畜牧的玩家是怎么做的呢……啊，是雇用了NPC吗。

  　本土で畜産してるプレイヤーとかどうしてるんだろう……ってＮＰＣを雇ってるのか。

  　不过，这座岛上不可能有NPC，能帮忙的只有菲雅莉们……但它们应该不行吧。

  　ただ、この島にはＮＰＣがいるはずもないし、手伝ってくれそうなのっていうとフェアリーたち……は無理だよなあ。

  『不能用畜牧技能控制数量吗？』

  『畜産スキルで数を抑えられたりしないんでしょうか？』

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  「咕——！！」

  「クケー!!」

  　哦哦，这是新来的吗？感觉很有气势……

  　おお、こっちが新入りか？　なんか威勢がいいけど……

  「汪！」

  「バウッ！」

  「咕咕……」

  「クケ……」

  　被露比一吠，新来的就开始慌张起来，好像在说「不，没什么……」。

  　ルピに
    
     吠
    ほえられて「いや、なんでもないっす……」みたいにきょどり始める新入り。

  　它大概只是肚子饿了，我摸了摸露比，让它别那么生气。

  　まあ、腹が減ってるんだろうし、そんな怒ってやるなとルピを撫でる。

  「这样够吗？」

  「これで足りる？」

  「「咕咕～」」

  「「クケ〜」」

  【成功喂食，成为饲养对象】

  【餌付けに成功し、飼育対象となりました】

  　我把奥达普拉的叶子大量放进饲料桶，两只咕咕就灵巧地跳到桶子边缘开始吃了起来。虽然暂时只能观察情况，不过这样会不会增加啊？

  　
    
     飼
    かい
    
     葉
    ば
    
     桶
    おけにオーダプラの葉っぱをどっさりと入れると、器用にその縁に乗って食べ始める二羽。まあ、しばらくは様子見だけど、これで増えたりするのかな？

  『翔君，房间右角。』

  『ショウ君、部屋の右隅に』

  「咦？啊，蛋！」

  「え？　あっ、卵！」

  　小屋右角，有个隆起的土堆，上面有个白色的蛋。

  　小屋の右隅、土が盛り上がって少し高くなってるところに、真っ白な卵が一個。

  　虽然不知道能不能拿……不过鉴定的话，应该能知道些什么吧？

  　取っていいのか悩むところだけど……鑑定すれば何かわかるかな？

  【亞咕咕的蛋：无精卵】

  【ヤコッコの卵：無精卵】

  『亞咕咕产下的蛋。可食用，营养价值高』

  『ヤコッコが産んだ卵。食用で栄養価が高い』

  「啊，原来如此。用鉴定技能就能知道。是因为我有畜牧技能吗？」

  「ああ、なるほど。鑑定スキルでわかるんだ。畜産スキルもあるからかな？」

  『感觉比鸡的蛋要大』

  『ニワトリの卵より大きい気がします』

  「嗯，应该是LL尺寸吧。」

  「うん、ＬＬサイズかな」

  　既然是无精卵，那应该可以拿吧。如果和鸡蛋一样，蛋黄的大小应该不会差太多，蛋白比较多吧。

  　無精卵なら取ってもいいか。ニワトリと同じだったら、黄身の大きさはあんまり変わらなくて、卵白が多いパターンなんだろうけど。

  『翔君会做用蛋做的料理或点心吗？』

  『ショウ君は、卵を使ったお料理とかお菓子も作れるんです？』

  「简单的布丁之类的？不过没有牛奶的话就做不了。」

  「簡単なのだとプリンとか？　でも、牛乳がないとね」

  　牛应该不会从悬崖上下来……吧。

  　さすがに崖から牛が下りてきたりは……しないよな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　美少女大口吃着饭后甜点的烤布丁。

  　食後のデザートの焼きプリンを美味しそうに頰張る美姫。

  「你昨天见到子爵大人了吗？」

  「昨日って子爵様に会ったのか？」

  「嗯，还收了龙货。」

  「うむ。竜貨ももらってしまってな」

  　根据美少女的说法，她去报告了星期天解决的有翼人问题，NPC矮人格拉多先生也同行。

  　
    
     美姫
    セスの話だと、日曜に解決した有翼人の問題の報告も兼ねていたそうで、ＮＰＣドワーフのグラドさんが同行したそうだ。

  　然后，格拉多先生他们果然接受了银龙亚珍塔大人的委托。

  　で、やっぱり、グラドさんたちは銀竜アージェンタさんから依頼を受けてたと。

  　他们一边整顿被放弃的据点，一边和蕾欧娜大人亲卫队的人、白银之馆的人、粉丝们交流，调查有翼人是什么样的态度。

  　放棄した場所の拠点を整備しつつ、レオナ様親衛隊の人たちや、白銀の館の人たち、ファンの人たちと交流することで、有翼人がどういう態度だったかを調査してたんだとか。

  　顺带一提，龙族认为不可能管理所有古代遗迹，所以新发现的古代遗迹由发现的国家管理就好。

  　ちなみに竜族としては、古代遺跡を全て管理するのは無理だし、新しく見つかった古代遺跡は見つけた国が管理すればいいと思っているらしい。

  「龙族似乎也察觉到魔物大量出现的征兆，所以为了支援而派遣了有翼人和巨人……」

  「竜族でも魔物の大量発生の気配は察しておったようでの。援護の意味で有翼人や巨人らを送り出したそうなのだが……」

  「然后就搞错了是吧。」

  「何を勘違いしたのかって話か」

  　巨人族倒是好好工作了一番才回去。

  　巨人族はきっちり仕事して帰ったらしいしなあ。

  　公国南侧和圣国那边……好像不太一样。

  　公国の南側とか聖国だったところは……なんか違うのかな。

  「然后，你为什么拿到了龙货？」

  「で、お前が竜貨をもらったってなんで？」

  「正确来说，『白银之馆』和『雷帝之座』分别将一枚龙货赠予了在这次事件中立下功劳的人。」

  「正確には『白銀の館』と『雷帝の座』、それぞれのギルドに今回の件での功労者ということで、一枚ずつ竜貨を頂いたのだ」

  　我第一次听说雷帝之座这个公会，不过从名字来看，应该是蕾欧娜大人的公会吧。

  　雷帝の座ってギルドは初めて聞いたけど、名前からしてレオナ様のギルドかな。

  　子爵大人和格拉多先生分别赠予一枚龙货，同时所有公会成员都获得了【矮人之盟友】这个称号。

  　子爵様とグラドさんから、それぞれ一枚ずつ竜貨を渡され、それと同時にギルドメンバー全員に【ドワーフの盟友】という称号が与えられたらしい。

  「哦哦，所有公会成员都好厉害啊。」

  「おお、ギルドメンバー全員ってすごいな」

  「不过，解决问题的是格拉多阁下，我们收下也有点不好意思。」

  「まあ、事を解決に導いたのはグラド殿であるし、我らがもらうのも悪い気はしたのだがの」

  　赛丝推测龙货是女神大人粉碎的巨大魔晶石碎片，看来是猜中了，龙货似乎散落在世界各地。

  　女神様が砕いた巨大魔晶石。その
    
     欠片
    かけらが竜貨なんじゃないかっていうセスの推理は当たってて、世界中にばら撒かれてるらしい。

  　只不过，经过漫长岁月，位于显眼之处的龙货几乎都被捡走，由国家或收藏家持有。

  　ただまあ、長い年月で人目につくような場所にあったものはほとんど拾われてて、国か好事家が持ってるそうだ。

  「顺带一提，我拿到的龙货称为银龙货，是亚珍塔先生的祖先，银龙亚珍塔阁下的玛那色彩浓厚的物品。」

  「ちなみに頂いた竜貨は銀竜貨と呼ばれ、アミエラ子爵のご先祖が懇意にしておった銀竜アージェンタ殿のマナが色濃く出ておる物よ」

  「嗯……我也有点想要了。」

  「うーん、俺もちょっと欲しくなってきたな」

  「哼哼。」

  「ふふん」

  　跟亚珍塔先生说应该就能拿到，但总觉得有点不太好。

  　アージェンタさんに言えばもらえるんだろうけど、それもちょっとなって気がする。

  「可是，这样刚开始的人不就很难了吗？」

  「でも、それだと始めたばっかりの人は
    
     辛
    つらくないか？」

  「不，格拉多阁下说，新发现的古代遗迹中，沉睡着尚未被发现的龙货的可能性很高。」

  「いや、グラド殿
    
     曰
    いわく、新たに見つかった古代遺跡には、手つかずの竜貨が眠っておる可能性が高いらしい」

  「可是，目前为止都没有发现吧？」

  「でも、今まで見つかってないよな？」

  「位在浅层的龙货已经交到动物或怪物手中，结果落入国家或龙族手中了吧。不过，也有可能只是游戏上的考量。」

  「浅い階層にあったものは動物やモンスターの手を渡り、結果的に国や竜族の手にあるのだろうて。ま、単にゲーム的な都合かもしれんがの」

  　美姬笑着这么说。

  　そう言って笑う美姫。

  「那要去死灵都市的话，得凑齐所有人份吗？」

  「それって、死霊都市に行くには人数分集めないとなのか？」

  「不，队伍里有一枚就够了吧？要是得凑齐所有人份，龙货的价格会高到吓死人吧。」

  「いや、パーティで一枚あれば良いのではないか？　さすがに人数分となると、竜貨の値段がとんでもないことになろう」

  「啥？能卖吗？」

  「は？　売れるの？」

  「我在ＩＲＯ还没遇过禁止转让的道具。我拿到的龙货也分给贝露阁下和其他主要成员，各自鉴定过了。」

  「ＩＲＯで譲渡禁止アイテムに出会ったことはないのう。我が受け取った竜貨は、ベル殿や他の主要メンバーにも渡して
    
     各
    おの
    
     々
    おの鑑定してもらったぞ」

  　原来如此，这样只要公会里有一枚就好了吗？虽然也要看公会的规模。

  　なるほど。それならギルドに一枚あればって話になるか。ギルドの規模にもよるんだろうけど。

  「那么，你们要马上去死灵都市吗？」

  「じゃ、さっそく死霊都市へ行くのか？」

  「不，今天的直播预定要和格拉多阁下一起进入阿梅拉领的古代遗迹。我们拿到龙货的事情，暂时要保密。」

  「いや、今日のライブはグラド殿を伴って、アミエラ領の古代遺跡に入る予定よの。我らが竜貨をもらったことは、今しばらくは伏せるように言われておるのでな」

  「啊，因为想要的玩家很多，所以要先确认能在古代遗迹捡到吗？」

  「あー、欲しがるプレイヤーも多いから、古代遺跡で拾えることを確認した方がいいってか」

  「嗯，不愧是兄长！」

  「うむ、さすが兄上よの！」

  　要是知道立下什么功绩就能拿到，想必会有一堆人来问，先告诉大家能在古代遗迹捡到比较好。

  　何かしら功績を立てればもらえるって知ったら、問い合わせが殺到みたいなことになるだろうし、古代遺跡で拾えることが先に伝わった方がいいよな。

  「而且第三层的攻略也有了眉目。」

  「それに第三階層の攻略の
    
     目
    め
    
     処
    どもたったのでな」

  「我记得是虫子跟蘑菇的怪物吧？果然是用神圣魔法的祝福，或是精灵的加护来对付？」

  「虫とかキノコのモンスターだっけ。やっぱり神聖魔法の祝福とか、精霊の加護で対策して？」

  「当然也有这个方法，不过我们找到了更轻松的方法。这也是托了兄长的福。」

  「もちろんそれもあるが、よりお手軽な方法が見つかったのでな。これも兄上のおかげなのだ」

  「咦？我做了什么吗……」

  「え？　俺なんかしたっけ……」

  　我和美姬聊着这些话题，吃完晚餐。迅速洗好碗盘、写完作业后登入游戏。

  　美姫とそんな事を話して夕飯終了。さくっと洗い物と宿題を終わらせてログイン。

  　今天是星期二，预定要绕南侧一圈。

  　今日は火曜日ってことで、南側をぐるっと一周予定の日。

  　总之，就和露比、斯薇和菲雅莉们一起散步采集吧。

  　まあ、ルピやスウィー、フェアリーたちと散歩しつつ採集かな。

  　今天的重点是尽可能确保帕普果实。回来之后，还得再做些送礼用的粘稠帕普干才行……

  　今日のメインはパプの実をできるだけ確保すること。戻ったら、また贈答用のとろとろ干しパプを作らないと……

  「然后，格里涅在卡姆拉斯找到的蘑菇，搭配诺姆种的蘑菇做成料理，可以得到六小时的抗毒Ⅱ。」

  「で、クリーネで見つかったカムラスと、ノームが育ててくれたキノコを組み合わせた料理で抗毒Ⅱが六時間ついたんだってさ」

  『这都是多亏了翔君呢！』

  『ショウ君のおかげですね！』

  「嗯，是这样吗……」

  「まあ、そうなのかなあ……」

  　卡姆拉斯的糖渍水果也是偶然的产物，我觉得应该说是多亏了斯薇她们这些菲雅莉才对。

  　カムラスのコンポートも偶然の産物だし、スウィーたちフェアリーのおかげっていうのが正しい気はするけど。

  『不过，这样好像会完全依赖诺姆先生他们的蘑菇呢。』

  『でも、それだとノームさんたちのキノコに頼りきりになっちゃいそうです』

  「啊，这倒不用担心。伊……波莉好像从诺姆那里拿到了蘑菇的菌种，师父和蒂玛莉亚小姐正在栽培。」

  「ああ、それは大丈夫。い……ポリーがキノコの種菌をノームにもらって、師匠とディマリアさんとで栽培してるらしいよ」

  『原来如此。』

  『なるほどです』

  　仁培师父不光是陶艺，对很多事都很了解。应该说『白银之馆』的人们太万能了。蒂玛莉亚小姐也是这样。

  　ジンベエ師匠、陶芸だけじゃなくていろいろと詳しいんだよな。というか『白銀の館』の人たちがいろいろできすぎるというべきか。ディマリアさんとかもそうだし。

  『啊，蘑菇真的有效果吗？』

  『あ、効果もちゃんとあるんですよね？』

  「嗯。只要透过树精灵或土精灵，把MP交给蘑菇就行了。」

  「うん。
    
     樹
    きの精霊か土の精霊を通して、キノコにＭＰを渡すといいんだってさ」

  『那翔君说不定也能做到呢。』

  『じゃあ、ショウ君もできるかもですね』

  「啊，对哦。来种查加菇吧……栽培蘑菇应该算农耕还是园艺？」

  「ああ、そっか。チャガタケ栽培するかな。……キノコ栽培って農耕と園芸のどっちだと思う？」

  『翔君两种技能都有吧？』

  『ショウ君、どっちのスキルも持ってますよね？』

  　嗯，是这样没错，但我是指现实中的普遍观点。

  　うん、それはそうなんだけど、リアルの一般論的な意味で？

  「汪！」

  「ワフ！」

  「哦，露比真机灵！谢啦！」

  「お、ルピさっそく！　ありがとな！」

  　这里到处都是长着查加菇的朽木，我之前都是只采集查加菇，不过把朽木整个带回去应该也可以吧？不对，好像也不用带回去。

  　チャガタケが生えた
    
     朽
    くち
    
     木
    きがごろんと転がってて、いつもはチャガタケだけ採集してたんだけど、これ朽木ごと持って帰ればいけるか？　いや、持って帰らなくてもいいのか。

  「我试试看能不能在这里栽培。露比，能帮我找找看有没有跟这个一样的朽木吗？」

  「ここで栽培できるか試してみるよ。ルピ、これと同じような朽木を探してきてくれる？」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　在露比帮忙找朽木的时候，我先来准备一下。不过也就是把石墙砖堆起来，避免直接接触地面而已。

  　ルピが探してくれてる間に、下地を作っておこう。といっても、地べたに付かないよう、土台になる石壁ブロックを作っておくぐらいだけど。

  『呃，要怎么栽培呢？』

  『えっと、どうやって栽培するんでしょう？』

  「把长着查加菇的朽木堆成井字形就行了。温度和湿度虽然很重要，不过既然这里长着，应该没问题吧。」

  「チャガタケの生えてそうな朽木を、井桁に組んで積み上げるだけだよ。温度とか湿度が重要なんだけど、ここに生えてたし大丈夫なんじゃないかな」

  　这里虽然树木茂密，但阳光会从枝叶间洒落。虽然会淋到雨，但通风也要好才行。嗯，大概就是这种感觉吧。

  　樹々が鬱蒼としつつも、木漏れ日が降り注ぐ場所。雨はちゃんと当たるんだけど、風通しも良くないとダメっていう、まあ、このあたりはそんな感じなんだろう。

  『这也是你小时候学的吗？』

  『それも小さい頃に教わったんですか？』

  「嗯，对啊。我们家基本上父母都不在，暑假之类的大多都是在爷爷家度过。」

  「うん、そう。うちって基本的に
    
     親
    おや
    
     父
    じと母さんが不在がちだったし、夏休みとかはじいちゃん
    
     家
    ちにずっととか多くてさ」

  　直到真白姐上高中为止，暑假都是在乡下度过。

  　真白姉が高校に上がるまでは、夏休みはずっと田舎ぐらしだった。

  　或许是因为有那次经验，我才会莫名地自信，觉得就算无人岛开局也能设法解决？

  　あの経験があるから、無人島スタートでもなんとかやれるんじゃないかっていう、謎の自信があったのかも？

  『我想去一次翔君的乡下。』

  『一度、ショウ君の田舎に行ってみたいです』

  「嗯？只要美音妈妈同意的话，可以啊。」

  「ん？　まあ、ミオンのお母さんが許してくれるなら？」

  『好！』

  『はい！』

  　说起来，今年该怎么办呢？

  　そもそも、今年はどうするんだろうな。

  　美姬的话，虽然不用担心考试，但真白姐会怎么样呢……

  　美姫はまあ受験の心配はいらないけど、真白姉次第ってとこかなあ……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ闲聊综合【大家友好相处】

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ雑談総合【みんな仲良く】

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　你们看～♪新鲜出炉的官方ＰＶ哦～♪［链接］

  　おまえら〜♪　新鮮な公式ＰＶよ〜♪[image: ]［リンク］

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　哦，真的来了！从天空开始！

  　お、マジ来てる！　空始まり！

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　上一集的ＩＲＯ呢！？

  　前回までの
    
     Ｉ
    あい
    
     Ｒ
    あーる
    
     Ｏ
    おーは!?

  【普通的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　王国果然好狡猾啊。看起来超从容的……

  　王国やっぱずるいわ。めっちゃ余裕そうじゃん……

  【普通的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　雷帝蕾欧娜和魔女贝露，演员都到齐了呢。

  　雷帝レオナに魔女ベルと役者揃いだね。

  　不过，我们这边也有安希雅公主，但没有友好感啊。

  　まあ、うちにもアンシア姫がいるが、フレンドリーさはないからなあ。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　贝露碳暂且不说，蕾欧娜大人果然让人难以接近啊。

  　ベルたそはともかく、レオナ様はやっぱ近寄れんよ？

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　呀哈！有拍到！好开心！

  　ヒャッハー！　映ってた！　嬉しい！

  　超开心！真的好开心！！

  　めっちゃ嬉しい！　マジ嬉しい!!

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　冷静点w

  　もちつけｗ

  　话说回来，巨人们都是俊男美女呢。

  　それにしても、巨人さんたち美男美女ぞろいだねえ。

  　要是能再和他们多说说话就好了……

  　もうちょっと、しっかりお話しとけば良かった……

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　不只是前线组，后方支援组也好好地拍到了。

  　前線ヒャッハー組だけじゃなくて、後方支援組もちゃんと映してくれてる。

  　哎呀，这可真不容易……（望向远方）

  　いやー、これ大変だったなあ……（遠い目）

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　相比之下，我们这边的战场好悲怆！

  　それに比べてうちの戦場の悲愴感！

  　要是没有NPC精灵来，就完蛋了。

  　ＮＰＣエルフさん来てくれてなかったらアウトでしたね。

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　都是多亏了他们。希望今后也能友好相处。

  　彼らのおかげだよな。今後とも仲良くしていきたい所存。

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　你们那边还算好的。

  　そっちはまだマシだって。

  　马上就要拍到我们了……要是不拍的话，我就要哭了！

  　もうすぐ俺らが映るはず……映してくれなかったら泣く！

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　圣国酱拍到了！

  　聖国ちゃんと映してくれた！

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　老实说，我本来觉得就算被剪掉也没办法，但还是好开心！

  　正直、カットされててもしゃーないと思ってたけど、これは嬉しい！

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　这是死前想说一次的台词吗w

  　死ぬまでに一度は言ってみたいセリフかよｗ

  　哎呀，你们开心就好w

  　いやー、楽しそうで何よりｗ

  【普通的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　老实说，我承认自己享受了破灭。

  　正直、破滅を楽しんでたのは認める。

  　毕竟我们自己也说着「别推哦？别推哦？」呢～

  　自分たちで「押すなよ？　押すなよ？」って感じだったからね〜。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　噫！

  　ヒェ！

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　然后，全都被安希雅公主抢走了。

  　で、アンシア姫に全部かっさらわれたというオチか。

  　Galls也太可怜了吧……

  　さすがにこれはちょっとゲールズ可哀想かな……

  【普通的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　过去的事就算了！现在是新世界任务PV吧！

  　昔のことはええんや！　新ワールドクエストＰＶやろ！

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　哦？　这是发现死灵都市的成员？

  　お？　これは例の死霊都市を見つけたメンツ？

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　是啊。是“未来的霸权”的战斗组顶级成员。

  　だね。『未来の覇権』の戦闘組トップメンツだな。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　装备好厉害啊。王国是人气，帝国是实力吗。

  　装備すごいな。人気の王国、実力の帝国なのかね。

  　不过，对于悠闲派来说王国也不错。

  　まあ、まったり派としては王国でいいんだけど。

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　他们好像会玩到连续登录时间快到为止……

  　連続ログイン時間ぎりぎりまでプレイしてるらしいからなあ……

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　我知道整个都市都是世界任务的舞台，但有这么大吗！？

  　都市まるごとワールドクエストの舞台って知ってたけど、こんなでかいの!?

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　没事的！　……大概比帝都小（颤抖的声音）

  　大丈夫！　……帝都よりも多分小さい（震え声）

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　真的能在两个月内结束吗？　不可能吧？？

  　ホントに二ヵ月で終わるの？　無理じゃない??

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　哦哦哦！　银龙超帅的！

  　おおお！　銀竜めっちゃかっこいい！

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　Iris Revolution Online（轰隆）

  　
    
     Iris
    アイリスゥ 
    
     Revolution
    レヴォリュ〜ション 
    
     Online
    オンライ〜ン（どどーん）

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　嗯？

  　ん？

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　喂w

  　おいｗ

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　这可笑死我了w

  　これは草ですわｗ

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　啊，我还在想有种既视感，原来是好莱坞电影的预告片啊w

  　あー、なんか既視感があると思ったら、ハリウッド映画の予告編っぽいんだｗ

  【普通的公国民】

  【一般的な公国民】

  　干脆让他当最终BOSS不就好了w

  　もう、彼がラスボスでいいんじゃないかなｗ

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　还有个隐藏BOSS老婆呢w

  　裏ボスに嫁がおるしなｗ

  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君＆露比酱】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君＆ルピちゃん】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　让　大　家　久　等　了

  　お　ま　た　せ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　一　如　往　常

  　い　つ　も　の

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　太好了！我还担心这次露比酱会不会不出现……

  　良かった〜！　今回はルピちゃん出てこないのかとヒヤヒヤした……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不愧是官方，真懂！

  　さすが公式、よくわかってらっしゃる！

  　我一直在循环播放最后的场景。斯薇大人好可爱……

  　最後のシーンだけ延々ループして見てるよ。スウィー様かわゆす……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　美音酱好像一直笑个不停……真好！

  　ミオンちゃんのニヤニヤが止まらなそうで……いいね！

  　翔君则是一副“又来了！？”的样子，抱头苦恼（笑）

  　ショウ君は「また!?」とか頭抱えてそうだけど（笑）

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　他是不是枕在美音酱的大腿上？可恶，爆炸吧！

  　膝枕でもされてるんちゃうの？　くそう、爆発しろ！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　别拿妄想来迁怒别人啊w

  　勝手な妄想で八つ当たりすんなｗ

  ★☆★☆★无人岛考察串★☆★☆★

  ★☆★☆★無人島考察スレッド★☆★☆★

  【鲭鱼妻】

  【サバヨメ】

  　官方宣布游戏重新开放，所以定期报告到此结束。再见再见♪

  　公式から再開が告知されたので、定期報告は終了になります。ではでは〜♪

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　辛苦了！感谢鲭鱼妻和鲭鱼罐！

  　乙！　サバヨメさんも、サバカンさんもありがとう！

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　辛苦了～那么，游戏正式开放了，有谁要无人岛开局的吗？

  　乙です〜。で、正式に再開になったけど、誰か無人島スタートしないの？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　虽然有兴趣，但要和翔君玩一样的玩法，然后超越他，这不可能w

  　興味はあるけど、ショウ君と同じプレイングした上で、彼を追い越すのは無理ｗ

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　玩不同的方向也可以吧？

  　違う方向性でもええんやで？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不同的方向是什么啊……

  　違う方向性ってどんなだよ……

  【鲭鱼罐】

  【サバカン】

  　我觉得可以尽量选择靠近本土的无人岛，然后用船招待朋友。

  　できるだけ本土に近い無人島を選び、船で友人を招くのはありだと思いますよ。

  　虽然玩法和翔君完全不同，但运营应该也预想到了吧？

  　完全にショウ君とは違ったプレイングですが、多分、その想定は運営もしてるのでは？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　鲭鱼罐！谢谢！也谢谢鲭鱼妻！

  　サバカンさん！　ありがとう！　サバヨメさんにもありがとう！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　原来如此，我没想到这一点……

  　なるほど、その発想はなかった……

  　如果要选这种地方的话，就是王国的西岸，或者公国的南岸吧。

  　それができそうなのっていうと、王国の西岸か、公国の南岸あたりか。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　鲭鱼罐不玩吗？

  　サバカンさんやらないの？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　Game Dolls那边应该会玩吧……

  　ゲームドールズあたりがやりそうな……

  【鲭鱼罐】

  【サバカン】

  　不玩呢。

  　やらないですねー。

  　认真想想，如果那种岛上有什么稀有东西的话，平衡性会很差。

  　真面目に考えて、そういう島にレアなものがあるとバランス悪いと思います。

  　所以，翔君的岛反而会非常远吧。

  　なんで、逆にショウ君の島はめちゃくちゃ遠いんじゃないかと。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　从位置上来说是本土的西边吧。

  　場所的には本土の西だよね。

  　银龙亚珍塔也是从岛上向东飞走的。

  　銀竜アージェンタは島から東に飛び去ったわけだし。

  【鲭鱼罐】

  【サバカン】

  　应该是最远，而且难度也高的无人岛吧。

  　最も遠く、かつ、難易度も高い無人島じゃないかなって。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　可以知道他有多超规格了……（翻白眼）

  　彼がいかに規格外かわかるよね……（白目）

  【战斗・生产・其他】IRO技能考察・验证串【提问也OK】

  【戦闘・生産・その他】ＩＲＯスキル考察・検証スレッド【質問もＯＫ】

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　魔女贝露用元素魔法突破上限。

  　魔女ベルが元素魔法で上限突破。

  　从像是楼层头目的幽灵巫师身上，获得了护符。

  　フロアボスっぽいゴーストウィザードってのから、アミュレットをドロップで獲得。

  　好像附带了元素魔法＋1。

  　元素魔法＋１がついてたらしい。

  　技能等级9，加上魔杖＋1和护符＋1突破了。

  　スキルレベル９に、
    
     杖
    つえの＋１とアミュレット＋１で突破。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　是什么样的护符呢？

  　どんな感じのアミュレットでしょう？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　上面镶着蓝色的宝石。

  　なんか青い宝石がついてたね。

  　我正在搜寻图片，最接近的是坦桑石的颜色吧？

  　今、画像検索してるんだけど、タンザナイトの色が一番近いかな？

  　虽然不知道在ＩＲＯ里叫什么名字。

  　ＩＲＯでなんていうのか不明だけど。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　坦桑石的寓意是『知性』和『神秘』，非常适合元素魔法呢。

  　タンザナイトの石言葉に『知性』『神秘』とあるので、実に元素魔法向きですねえ。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　说到底，蓝色是司掌元素魔法的苍空女神的颜色。

  　そもそも青は元素魔法を
    
     司
    つかさどる
    
     蒼
    そう
    
     空
    くうの女神の色だもんな。

  　红色是身体系，绿色是自然系，蓝色是魔法系，感觉有这样的推测。

  　赤なら身体系、緑なら自然系、青なら魔法系という推測はあってそう。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　然后，白色是神圣系。这样一来，黑色反而很可怕呢……

  　で、白が神聖系と。こうなると逆に黒が怖いよな……

  　◆◇　『伯乐』布鲁莎　◆◇

  　◆◇　『伯楽』ブルーシャ　◆◇

  「好乖好乖，好孩子好孩子。来～这是美味的卡萝塔哦～啊～」

  「よ〜しよし、いい子いい子。は〜い、美味しい
    
     キャロッタ
    ニンジンだよ〜、あ〜ん」

  　在利帕卸货的时候，抚摸着拉马车的马的是『伯乐』布鲁莎。

  　リーパが荷物を下ろしている間、その馬車を引く馬を
    
     愛
    めでているのは『伯楽』ブルーシャ。

  　她是只限拥有驯服搭档的玩家加入的公会『天狼星牧场』的会长。

  　テイムした相棒がいるプレイヤー限定のギルド『シリウスファーム』のギルドマスターだ。

  「……平时的货物，我放在这里了哦？」

  「……いつもの荷物、置いといたで？」

  「啊啊，抱歉！」

  「ああ、ごめん！」

  　利帕的语气中带着一丝无奈，布鲁莎慌忙回应。即便如此，她还是依依不舍地和马儿告别，从这点可以看出她的性格。

  　
    
     呆
    あきれを含んだリーパの声色に、慌ててブルーシャが返事をした。それでも馬とのふれあいを名残惜しそうにするあたりに、彼女の性格が表れている。

  「然后，这是你拜托我的东西。司书小姐说读完后一定要写报告哦？」

  「ほんで、これが別に頼まれたやつ。司書はんが読後のレポート絶対言うてたからな？」

  　说着，她递给我一本名为《神话中的幻兽》的厚重书籍。据米伊所说，那本书里记载着幻兽玛那加鲁姆。

  　そう言って手渡したのは『神話に残る幻獣』と書かれた分厚い本。ミイに聞いた話では、その本には幻獣マナガルムが載っているらしい。

  「谢谢！……对了，我有件事想告诉你，你愿意听吗？」

  「ありがとう！　……ところで、ちょっと不穏な話があるんだけど聞いてく？」

  「哦，什么事？」

  「お、なんやなんや？」

  「在最新的PV里，有个队伍发现了死灵都市对吧……」

  「最新のＰＶで、死霊都市を見つけたパーティがいたでしょ……」

  　他们所属的公会『未来的霸权』似乎打算独占死灵都市的攻略。

  　彼らが所属するギルド『未来の覇権』が死霊都市の攻略を独占しようという動きがあるらしい。

  　据说他们在帝国东北部的漆黑森林中，稍微进入一点的溪谷处建造了城墙，试图控制通往死灵都市的路线。

  　帝国の北東、漆黒の森を少し入った渓谷に防壁を築き、そこから先にある死霊都市へのアクセスを牛耳ろうとしていると。

  「他们说会给我们一些好处，要我们便宜地提供运货马。不过我直接把他们赶走了！」

  「便宜を図ってやるから、格安で荷馬を提供しろとか言ってきたの。追い返してやったけどね！」

  「什么啊，真是小气的家伙……」

  「なんやそれ。ケチくさい連中やなあ……」

  「因为有这种动向，所以我要提醒大家注意。」

  「そういう動きがあるよってことで、みんなに気をつけるよう伝えておいて」

  「了解。我也会稍微调查一下，如果有什么事再联络我。」

  「了解や。自分もちょっと調べるさかい、また何かあったら連絡してな」

 
  04　星期三　赞颂吧，我们的女王

  04　水曜日　讃えよ、我らが女王を

  　因为天气不太好，所以午饭是在教室吃的。和往常一样，主要聊的是在ＩＲＯ里做了什么。

  　空模様がいまいちなので教室でのお昼。いつも通りＩＲＯで何してたかって話がメイン。

  　虽然想和奈特商量美音的事，但美音本人和班长都在，实在不方便。还是周日叫他来我家吧……

  　ミオンのことでナットに相談したいんだけど、さすがに本人といいんちょがいるところではちょっと。日曜にでも家に呼ぶか……

  　话题从栽培蘑菇，聊到了小学时奈特来我们乡下玩的事，

  　話はキノコの栽培から、小学生の時にナットがうちの田舎に遊びに来た話になって、

  「啊，翔的爷爷超温柔的。虽然奶奶超可怕的……」

  「あー、ショウのじいちゃんはめっちゃ優しいよな。ばあちゃんはめっちゃ怖いけど……」

  「除了真白姐以外，你是第一个惹我奶奶生气的人」

  「うちのばあちゃん怒らせたの、真白姉以外だとお前が初めてだよ」

  「不就是小孩子的恶作剧嘛……」

  「ガキのちょっとした
    
     悪戯
    いたずらじゃん……」

  　我觉得把牛蛙放在头上，没有大人不会生气的吧？

  　プレゼントって、ウシガエルを頭に乗せられてキレない大人はいないと思うぞ？

  　美音一脸不可思议的表情，我向她解释后，她摇了摇头。然后，班长大大地叹了口气。

  　ミオンが不思議そうな顔をしてたので、そのことを説明すると、ぷるぷると首を横に。そして、いいんちょが大きなため息を一つ。

  「柏原同学总是做得太过火了」

  「
    
     柏
    かし
    
     原
    はら君はいつもやりすぎなのよ」

  　奈特是个对任何事都全力以赴的男人。

  　何事も全力で取り組む男ナット。

  　虽然这样很有趣，但希望他也能考虑一下经常被卷入善后工作的我。

  　それはそれで楽しいんだけど、常に後始末に巻き込まれる俺のことも考えてほしい。

  「所以，你还在拉夏铎领吗？」

  「で、お前、まだラシャード領にいるの？」

  「嗯，死灵都市的话，根据传闻听起来感觉不是能马上去的地方，所以暂时先观望一下。而且你告诉我的龙货的事情也让我很在意，所以打算去探索一下古奥的地下城」

  「ああ、死霊都市は
    
     噂
    うわさに聞く限り、すぐに行ける感じでもないし、しばらく様子見ようって話になったな。教えてもらった竜貨の話もあるし、
    
     古
    ふる
    
     奥
    おくのダンジョン探ってみるわ」

  　在旧诺姆村的更深处发现的古代遗迹。

  　旧ノームの里のさらに奥に見つかった古代遺跡。

  　因为名字太长，所以不知不觉间就被称为“古奥的地下城”了。

  　名称が長すぎるってことで、なんとなく『古奥のダンジョン』と呼ばれるようになったらしい。

  「诺姆酱他们过得还好吗？」

  「ノームちゃんたちは元気にしてるの？」

  「过得很好哦。他们有在种蘑菇，也有对木匠工作感兴趣的，我有教他们」

  「元気にしてるぜ。キノコ作ってるし、大工仕事に興味がある子もいて、教えてたりするぞ」

  「那有点让人羡慕啊……」

  「それはちょっと羨ましい……」

  　虽然我家也有让菲雅莉们采集花蜜，但其他工作就不太行了。

  　うちもフェアリーたちに花の蜜を採集してもらってるけど、他の仕事ってのはなかなかなあ。

  　说起来，塞尔奇的话，如果叫他们来，就得给他们工作和报酬。该拜托他们做什么工作呢……

  　そういえば、セルキーは呼んだら仕事と報酬を与えないとって話があったな。どういう仕事を頼めばいいんだろ……

  「关于来我直播的塞尔奇，如果叫他们来，就得给他们工作和报酬」

  「俺のライブに来てたセルキーなんだけどさ。呼んだら仕事と報酬を与えないとって話なんだよ」

  「让那么小的孩子工作？」

  「あんな小さい子に仕事を？」

  　班长有点惊讶，但诺姆看起来也差不多大。

  　ちょっと
    
     怪
    け
    
     訝
    げんな感じのいいんちょだが、ノームだって似たような年頃に見えるわけで。

  　那个塞尔奇王子，说不定比我们还年长……应该不可能吧。

  　あのセルキーの王子君も、それこそ俺らより年上かも……ないか。

  「别想得太复杂了。我觉得他们帮忙捕鱼也是工作的一环。翔你不是好好做饭给他们当报酬了吗？」

  「あんま難しく考えない方がいいんじゃね？　魚を捕まえてくれたのも仕事なんだと思うぜ。ショウはちゃんとご飯作って報酬をあげたわけだ」

  　奈特笑着说道，旁边的美音也连连点头，表示赞同。

  　ナットがそう言って笑うんだけど、隣のミオンがうんうんと頷いてて「なるほどな」と。

  「我们潜到深海好像会很辛苦，那些孩子没问题吗？」

  「私たちは深く潜るのは大変そうだけど、あの子たちなら大丈夫なのかしら」

  「他们应该很擅长吧？」

  「そりゃ得意なんじゃね？」

  「那，让他们去取些更好的海带吧。不，海胆，鲍鱼，蝶螺之类的……」

  「じゃ、もっといい昆布とか取ってもらうかな。いや、ウニとかアワビとかサザエとか……」

  　嗯，越来越想要酱油和奶油了。还有就是找到大米做成海鲜盖饭……

  　うーん、ますます醬油とかバター欲しくなる。あとは米を見つけて海鮮丼……

  「想象点更有梦想的东西吧。说不定会有整艘船的宝藏沉在海底哦？」

  「もっと夢のある想像しろよ。お宝が船ごと沈んでるとかあるかもだぜ？」

  「哎，那样的话感觉又会被卷入麻烦事里」

  「ええー、それはそれでまた面倒なことに巻き込まれそうなんだけど」

  　总之，在世界任的死灵都市任务结束之前，我想悠闲地度过……

  　とりあえず、死霊都市のワークエが終わるまではのんびりしたいよ……

  　今晚是第一次的周三直播，我打算大致说明一下教堂后面的情况，然后在悠闲的提问环节结束直播，所以不用急着准备。

  　今日の夜は初めての水曜ライブだけど、教会裏をざっくり説明してから、のんびりまったり質問コーナーで終わりの予定なので、特に準備を急ぐこともなし。

  「好了，来做些想做的东西吧」

  「さて、いろいろ作ろうと思ってた物を作るか」

  『要做什么？』

  『何を作ります？』

  「嗯，首先我想把这个也戴上」

  「えーっと、まずはこれも身につけておこうと思って」

  　白天提到的塞尔奇。这根翡翠笛可以召唤他们，而且有游泳＋1、潜水＋1的效果，不戴在身上就太浪费了。

  　昼に話してたセルキー。彼らを呼ぶ
    
     翡
    ひ
    
     翠
    すいの笛だけど、水泳＋１、潜水＋１がついてるんだし、身につけとかないともったいない。

  『不错啊。不过，你身上戴了那么多东西，不会觉得重吗？』

  『いいですね。でも、いろいろ増えてきて重くないですか？』

  「虽然不觉得重，但绳子可能会断掉，所以我也打算换掉。」

  「重いって感じはしないんだけど、
    
     紐
    ひもが切れるかもだから、そっちも変えるつもり」

  　这根双角兔的皮绳，是我技能等级还很低的时候做的，有点不放心。

  　バイコビットの
    
     革
    かわ
    
     紐
    ひもなんだけど、作ったのはスキルレベルが低い頃だったし、ちょっと不安が。

  　赛丝说过这东西是无法让渡的道具，要是潜入海里时掉下去……

  　セスが譲渡不可能なアイテムがないとか言ってたし、海に潜ってる時に落としたらと思うと……

  『要换成坚韧的皮绳是吧。』

  『丈夫な革に変えるんですね』

  「嗯。猴子的皮绳用来做钓竿也不错，就用三根编成一条吧。」

  「うん。猿の革紐が釣り竿にも良かったし、これを三本ほどで編んでかな」

  　不愧是猴子，爬树的时候身体会到处弯曲伸展，所以皮绳也很有弹性，质量很好。

  　さすがお猿さん、木登りの時にあちこち体を曲げ伸ばしするからか、革も弾力があってグッド。

  　再来只要用魔银做固定座，穿过去就完成了。

  　あとは
    
     魔銀
    ミスリルでホルダーを作って通せばオッケーのはず。

  「那么，我要在锻造场工作，露比你们可以去玩哦。」

  「じゃ、作業は鍛冶場でやるし、ルピたちは遊んできていいよ」

  「汪！」「～～♪」

  「ワフ！」「〜〜〜♪」

  　目送它们精神饱满地跑走后，我也前往锻造场。

  　元気よく駆け出していくのを見送って、さて、俺も鍛冶場に行くかな。

  【塞尔奇的坠饰】

  【セルキーのペンダント】

  『附有塞尔奇哨子的坠饰。以魔银固定翡翠本体的稀有品。

  『セルキーの呼び子がついたペンダント。翡翠の本体を
    
     魔銀
    ミスリルでホールドした希少な品。

  　召唤出的塞尔奇需要工作与报酬。

  　呼び出したセルキーには仕事と報酬を与える必要がある。

  　游泳＋1、潜水＋1、精灵魔法＋1』

  　水泳＋１、潜水＋１、精霊魔法＋１』

  「诶？」

  「え？」

  『还附带了精灵魔法的技能加成！』

  『精霊魔法のスキル補正もつきましたね！』

  「是因为用魔银做了固定座吗？那如果用魔银做精灵石的固定座，也会有加成吗？」

  「これって
    
     魔銀
    ミスリルでホルダー作ったから？　精霊石も
    
     魔銀
    ミスリルでホルダー作ったら、また補正つく？」

  　不不不，如果真是这样，那只要给每个精灵石都做一个固定座就行了，那我现在岂不是＋3了。

  　いやいや、もしそうだとしたら、精霊石ごとにホルダー作ればいいって話になって、今の俺だと＋３とかになっちゃうよなあ。

  『要我去论坛看看吗？』

  『フォーラム見てきましょうか？』

  「啊，嗯，拜托了。虽然我觉得不太可能，但还是有点在意……」

  「あー、うん、お願い。まさかとは思うけど気になるし……」

  『好的！』

  『はい！』

  　好了，还有什么东西是必须用锻造做出来的呢。

  　さて、あと鍛冶で作っとかないといけない物ってなんかあったかな。

  　啊，对了。做个圆筒锅吧。

  　ああ、そうだ。寸胴鍋作っておこう。

  　既然得到了赖柯斯，那我想做做看意大利杂烩汤和马赛鱼汤。

  　
    
     ライコス
    トマトが手に入ったし、ミネストローネかブイヤベース作ってみたいんだよな。

  『我回来了』

  『ただいまです』

  「啊，欢迎回来。怎么样？」

  「あ、おかえり。どうだった？」

  『好像不是精灵石和魔银的组合就会有加成。已经有人试过了，但好像并没有什么加成』

  『精霊石と
    
     魔銀
    ミスリルの組み合わせで補正が入るわけではないみたいですよ。既に試している人がいましたが、特に補正がついたりはしないそうです』

  「果然是这样啊。谢了」

  「やっぱそうだよな。さんきゅ」

  　如果这样就能赚到加成，那应该已经有人突破极限了。

  　それで補正を稼がれてたら、もう限界突破してる人もいるだろうし。

  『有个类似的话题……要听吗？』

  『似た話がありましたけど……聞きますか？』

  「嗯，我大概能猜到是什么，所以还是想听一下」

  「うーん、なんとなく思い当たる節はあるから教えてほしいかな」

  　精灵魔法技能＋1，大概是因为我用的是塞尔奇给我的翡翠，也就是宝石和魔银的组合，但没有其他例子，所以无法确定。

  　精霊魔法スキルに＋１されたのは、多分だけどセルキーからもらった翡翠、つまり宝石との組み合わせなんだろうけど、他に例がないので確証が持てない。

  『是的。用宝石和魔银组合的饰品，好像有技能和能力值的加成』

  『はい。宝石と
    
     魔銀
    ミスリルの組み合わせのアクセサリで、スキルやステータスの補正があるそうですよ』

  「啊，果然。贝露部长在古代遗迹的塔里得到的护符上好像也镶着蓝色宝石，我猜就是这个原因」

  「あー、やっぱり。ベル部長が古代遺跡の塔で手に入れたアミュレットも、なんか青い宝石がついてたからそれかなって」

  『啊！对啊！』

  『あ！　そうですね！』

  　即便如此，用宝石和魔银的坠饰就能把元素魔法＋1加好多个，这又该怎么解释呢？

  　それでも、宝石と
    
     魔銀
    ミスリルのペンダントで元素魔法＋１を何個もとかどうなるんだろ。

  　我的斗篷，靴子，手套上也累积了遮蔽气息技能的加成……

  　俺のマント、ブーツ、グローブは気配遮断スキルのプラスが累積してるんだよなあ……

  『不过，翔君大概是第一个精灵魔法技能加成的人吧？』

  『でも、精霊魔法スキルにプラスなのは多分、ショウ君が初めてですよ？』

  「真的吗……」

  「マジか……」

  　果然是因为这是塞尔奇给我的吗？周末得去一趟，向她道谢才行。

  　やっぱり、セルキーからもらったから？　週末にでも行って、お礼しないとだな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「好，那我们去教堂后面等开始吧？」

  「よし、じゃ教会裏へ行ってからスタート待ちかな？」

  『翔君，确认一下龙先生有没有来信』

  『ショウ君、ドラゴンさんからお手紙が来てないか確認を』

  「啊，谢了」

  「あ、さんきゅ」

  　周二我拿到了大量的帕普瓜，把它们做成粘稠的帕普干果送给了亚珍塔先生，所以有可能会收到回信……

  　火曜に確保した大量のパプの実。それをとろとろ干しパプにしてアージェンタさんのところに送っておいたので、その返事が来てる可能性が……

  「啊，有回信了」

  「あ、来てる」

  　打开传送箱，里面只有信。虽然他说过一定会回礼，但我这边也没特别提过想要什么。而且，我已经拿到了空间魔法的书。

  　転送箱を開けると手紙だけ。お礼は必ずとか言ってたけど、こっちから特に何か欲しいって話はしてないもんな。というか、空間魔法の本をもうもらってるし。

  「汪？」

  「ワフ？」

  「抱歉，等我一下。看完信再走吧。」

  「ごめん、ちょっと待って。読み終えてから行こう」

  　坐在台子上探头看信的露比好可爱。呃，我看看……

  　お座り台から手紙を覗き込むルピが
    
     可
    か
    
     愛
    わいい。で、えーっと……

  『翔大人

  『ショウ様

  　前些日子突然造访，实在非常抱歉。

  　先日は急にお邪魔し、大変失礼いたしました。

  　您送来的卡姆拉斯甜品，公主大人也赞不绝口。

  　いただいたカムラスの甘味もお
    
     姫
    ひい
    
     様
    さまが絶賛しておりました。

  　另外，您还送来了更多帕普干货，实在非常感谢。

  　また、さらに追加のパプの乾物も多く送っていただき、ありがとうございます。

  　今后我会多加留意。

  　今後は目を離さぬようにいたします。

  　那么，我调查了您送来的传送魔法阵的个体编号，但手边并没有找到对应的魔法阵。

  　さて、お送りいただいた転送魔法陣の個体番号を調べたところ、対となるものは、手元には見つかりませんでした。

  　有可能位于龙都尚未完全掌握的场所，而死灵都市也在那个范围内，请务必多加小心。

  　竜の都の
    
     未
    いまだ把握しきれていない場所にあることになりますが、
    
     件
    くだんの死霊都市もその対象範囲となりますので、十分ご注意ください。

  　您可能已经知道了，传送魔法阵的机制是如果上面有障碍物，就无法进行传送。

  　既にご存じかと思われますが、転移魔法陣はその上に障害物がある場合には転移できない仕組みとなっております。

  　只要在您手上的传送魔法阵上，设置有一定大小和重量的物品——比如传送箱，就能确保安全。

  　お手持ちの転移魔法陣の上に、ある程度の大きさと重さがあるもの、転送箱ほどの物を設置しておけば安全です。

  　如果魔法阵是裸露在外的状态，请尽快采取对策。

  　もし、
    
     剝
    むき
    
     出
    だしのままであるようなら、急ぎ対策をお願いいたします。

  　最后，如果您有什么困扰，或者需要什么东西，请不要客气，尽管跟我说。

  　最後になりましたが、お困りごと、必要な物などありましたら、遠慮なくお申しつけください。

  　公主大人也吩咐过，要我为甜品的事回礼』

  　お
    
     姫
    ひい
    
     様
    さまからも、甘味の分の礼をせよと仰せつかっておりますので』

  　总之，卡姆拉斯的糖渍水果似乎很受好评，真是太好了。

  　とりあえず、カムラスのコンポートは好評だったようで何より。

  　虽然没能找到另一个传送魔法阵有点遗憾，但既然已经确认这边做好对策就没问题了，那也挺好的。

  　転移魔法陣の片割れが見つからなかったのは残念だけど、こっち側で対策しとけば大丈夫って確認にもなったので良いかな。

  「现在困扰的也就那个崩塌现场了吧？美音有什么需要的东西吗？」

  「今、困ってるのは例の崩落現場ぐらい？　ミオンはなんか必要な物とか思いついたりする？」

  『我想想……牛先生之类的吧』

  『えーっと……、牛さんとかでしょうか』

  「啊，不过，那个我想自己去弄」

  「あー、でも、それは自分で手に入れたいかなあ」

  　难得无人岛开局，用这里能弄到的东西来解决，这样才有趣嘛。

  　せっかく無人島スタートしたわけだし、ここで手に入る物でどうにかするのが楽しいというか。

  「汪」

  「ワフン」

  「啊，不好。差不多该走了」

  「あ、いけね。そろそろ移動しないと」

  『对哦！』

  『そうでした！』

  　算了，反正也没什么特别想要的东西，之后再回复吧……

  　ま、特に欲しい物はないし、返事は後でいいか……

  『大家好，欢迎来到美音的二人悠闲ShowTime！

  『みなさん、ミオンの二人のんびりショウタイムへようこそ！

  　我是实况主美音。请多关照！』

  　実況のミオンです。よろしくお願いします！』

  【榭肯娜】「呀！美音酱～！」

  【シェケナ】「きゃ〜！　ミオンちゃ〜ん！」

  【迪特隆】「〈庆祝PV出演（第二次）：10000日元〉」

  【デイトロン】「〈祝ＰＶ出演（二回目）：１００００円〉」

  【狐狗狸】「星期三初次直播～！(^○^)」

  【コックリ】「水曜初ライブ〜！(^○^)」

  【迪索尔】「和银龙的关系请详细说明！」

  【ディソル】「銀竜との関係を詳しく！」

  『不好意思。关于上次直播时来过的龙先生的问题，请在提问环节提出』

  『すいません。前回のライブに来られたドラゴンさんの話は質問コーナーでお願いします』

  　我大致扫了一眼，果然关于亚珍塔先生来过的事情的评论很多。

  　ざっと流し見てると、やっぱりアージェンタさんが来た件についてのコメントが多い。

  　关于这件事，今天的直播在介绍完田地和教堂之后，预定会留出三十分钟的时间。

  　それについては、今日のライブは畑と教会の紹介した後に三〇分ほど取る予定。

  『那么，现在开始连线。翔君，露比酱，斯薇酱～』

  『では、島に繫ぎますね。ショウ君、ルピちゃん、スウィーちゃ〜ん』

  「欢迎，美音」「汪！」「♪」

  「ようこそ、ミオン」「ワフ！」「〜〜〜♪」

  　今天的直播从连接着教堂后方的洞窟开始。

  　今日のスタートは教会裏手に繫がる洞窟を出たところ。

  　多亏了把参道上长的草割掉了一部分，这里现在有种别有风情的氛围。

  　参道っぽい場所は、ある程度草刈りしたおかげで、なかなか風情がある雰囲気に。

  【布鲁莎】「今天露比酱也很有精神！(*'▽'*)」

  【ブルーシャ】「今日もルピちゃん元気！(*'▽'*)」

  【利帕】「好坚强的孩子！」

  【リーパ】「強い子や！」

  【熊脸】「能见到翔君真是太好了呢～(≧≦)b」

  【ベアメン】「ショウ君に会えて良かったね〜(≧[image: ]≦)b」

  【嘎呼嘎呼】「这才是狼之王！」

  【ガフガフ】「それでこそ
    
     狼
    おおかみの王！」

  　大家好像都很担心露比，这下可以放心了。

  　みんなルピのこと心配してくれてたみたいで一安心。

  　虽然从上次直播来看就知道露比很有精神，但看到那个样子果然还是会担心。

  　前回ライブから元気なのはわかってたんだろうけど、アレ見るとやっぱり心配になるよな。

  『翔君，能详细告诉我们你现在在哪里吗？』

  『ショウ君、今どこにいるか、詳しく教えてくれますか？』

  「好。呃……」

  「りょ。えーっと……」

  　于是，我说明了从解锁密码的地点，十字路口继续往前走，走出洞窟之后的路线。

  　というわけで、解錠コードの先、十字路をさらにまっすぐ進んで、洞窟を出たところの説明を。

  　简单地提到前面有田地之后，

  　この先に畑がある話を軽くして、そこに行く前に、

  「上次没能介绍到」

  「前回、紹介できなかったんだけど」

  　我看了看左肩上的斯薇，她点了点头，向我招手。

  　と左肩のスウィーを見ると「うむ」とばかりに頷いて手招き。

  　然后，菲雅莉们飞了过来。

  　そして、やってくるフェアリーたち。

  「「「♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　她们在斯薇的左右排成一列，跳起了赞颂女王的舞蹈？

  　スウィーの左右に並んで、女王を讃える踊り？

  　不对，为什么斯薇会因此变得很了不起？

  　いや、なんでそれでスウィーが偉そうにするの？

  【布鲁莎】「好可爱(*'▽'*)」

  【ブルーシャ】「かわいい〜(*'▽'*)」

  【榭肯娜】「赞颂吧♪(*^^*)」

  【シェケナ】「讃えよ〜♪(*^[image: ]^*)」

  【基拉尔】「斯薇的得意表情太可爱了ｗ」

  【キラル】「スウィーのドヤ顔可愛すぎるｗ」

  【卡廷】「露比酱，你傻眼了？ｗ」

  【カティン】「ルピちゃん、呆れとるで？ｗ」

  　算了，反正大家好像很喜欢。

  　まあ、ウケてるみたいだからいいか。

  「那我们去田地那边吧」

  「じゃ、畑の方へ行こうか」

  『好』

  『はい』

  　我们走在能看到零星石板路的有情调的路上，不久后便看到了教堂的尖塔。

  　まばらな石畳が見えて雰囲気のある道を進むと、やがて見えてくるのは教会の尖塔。

  　虽然评论栏很热闹，但教堂并没有搞砸的要素……

  　コメント欄が盛り上がってるけど、教会は別にやらかし要素はないので……

  　来到教堂后面，可以看到各种各样的田地。

  　教会の裏手に来ると、見えてくるのはいろいろな畑。

  「呃，这边是奥达普拉……」

  「えーっと、この辺りはオーダプラで……」

  　虽然面积变得相当大，但比起量，种类更丰富吧。

  　結構広くなってきたけど、量よりは種類を豊富にかな。

  　佩利尔森斯和格琳辛稍微多一点。奥达普拉、雷克森、鲁迪什，还有星期一种的赖柯斯都长得很好。

  　
    
     ペリルセンス
    ごま、グリシンあたりはちょっと多め。オーダプラ、レクソン、ルディッシュ、月曜に植えたライコスも順調そう。

  【尼克斯】「发育得很好呢～」

  【ニクス】「発育いいねえ〜」

  【维他命】「保证好吃的蔬菜！」

  【バイタミン】「約束された美味しい野菜！」

  【南兹】「土地还有好多空余，真羡慕啊～」

  【ナンツウ】「まだまだ土地にも余裕あるのうらやまだわ〜」

  【巧可露】「每天都要打理吗？」

  【チョコル】「毎日お手入れしてるの？」

  「这后面原本就是块小田吧？我每周会打理一两次，就像这样」

  「この裏手は元々ちょっとした畑だったのかな？　手入れは週に一、二回です。こんな感じで」

  　我拜托精灵，给田地浇上富含营养（？）的水。然后就是，有空的话拔拔草。

  　精霊にお願いして、栄養たっぷり（？）の水を軽く
    
     撒
    まいてあげる。あとはまあ、気になったら雑草を抜いたりする程度。

  『是拜托了水精灵和树精灵呢』

  『水の精霊さんと、樹の精霊さんにお願いしてるんですね』

  「对对，这是斯薇教我的，应该没错」

  「そうそう、これはスウィーに教わったから間違いないと思う」

  【阿萨娜】「原来如此～」

  【アサナサン】「なるほど〜」

  【沙布洛克】「女王认证！」

  【サブロック】「女王のお墨付き！」

  【浩二】「难道说，是最近话题中的增益食材？」

  【コージ】「ひょっとして、最近話題のバフ食材に？」

  【格兰德】「给翔君做个标志吧ｗ」

  【グランド】「ショウ君が作りましたマーク作ろうｗ」

  「增益食材？我想应该不是……」

  「バフ食材？　それは多分ないと思うけど……」

  　毕竟平时吃完饭也不会去看状态栏。

  　普段、飯食ったからってステータス見たりしてないからなあ。

  　卡姆拉斯糖渍水果的时候，露比身上有发出淡淡的光，但这次没有。

  　カムラスのコンポートの時は、ルピが淡く光ったけど、そういうのはなかったし。

  『得确认一下呢』

  『確認してみないとですね』

  「嗯」

  「うん」

  　今天有时间的话，我打算做卡姆拉斯糖渍水果。

  　今日は時間があれば、カムラスのコンポートを披露する予定。

  　上次给贝露部长看的时候她说『不妙』，不过现在做法已经传开了，应该没问题吧？

  　あれはベル部長に見せた時に『やばい』って言われたけど、今ならもう作り方も広まってるみたいだし、大丈夫だよな？

  「然后，这边是原本就有的格雷普尔」

  「で、こっちは元からあったグレイプル」

  　我这么介绍之后，斯薇和菲雅莉们一起飞了过去，各自摘下格雷普尔开始吃了起来。

  　そう紹介すると、スウィーやフェアリーたちが一斉に飛んでいって、各々グレイプルを採って食べ始める。

  　虽然评论区里的人们都在吐槽，不过这确实很奇幻啊。

  　コメント欄が
    
     悶
    もだえてるけど、実際ファンタジーだもんなあ。

  『多亏发现了这里，才能制造出红酒和红酒醋呢』

  『ここを見つけたおかげでワインもワインビネガーも造れたんですよね』

  「没错没错。当然，也少不了那个魔导酿造器」

  「そうそう。もちろん、あの魔導醸造器もあってだけどね」

  　要是没有那个的话，感觉光是反复试验就要花上不少时间。

  　あれがなかったら、試行錯誤にもっと時間がかかってた気がするんだよな。

  　而且酿造也需要时间，魔导具真是太棒了。

  　醸造のための時間もかかっただろうし、魔導具さまさまって感じ。

  「我先走了哦？」

  「先に行ってるよ？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　嘴边沾着紫色的斯薇竖起大拇指回应，那我就先走一步吧。

  　口の周りを紫にしたスウィーがサムズアップして返すので、先へ行っちゃおう。

  　我从后门逆时针前进，看到了马厩，

  　裏手を反時計回りに進むと、見えてくるのは馬小屋なんだけど、

  「「咕咯——」」

  「「クケー」」

  【菲尔】「咕咕！？」

  【フェル】「コッコ!?」

  【加雷索】「鸡来了！」

  【ガーレソ】「ニワトリ来た！」

  【凛铃】「怎么抓到的？」

  【リンレイ】「どうやって確保したの？」

  【乔顿】「蛋料理！」

  【ジョント】「卵料理！」

  『这些孩子们好像是从包围着这里的悬崖上下来的。它们好像回不去，翔君给它们喂食之后就亲近起来了』

  『この子たちは、この場所を囲んでる崖の上から下りてきたみたいなんです。そこに戻れないみたいで、ショウ君が餌をあげたら懐いちゃいました』

  　唔，亲近吗？我觉得它们是因为露比目光炯炯所以不敢反抗，而且能吃饱喝足所以没有怨言，大概是这种感觉。

  　うーん、懐いてるかな？　ルピが目を光らせてるので逆らえないのと、ご飯がたらふく食べられるから文句なし、みたいな感じだと思うけど。

  　虽然他们又说我喂食了它们，但我觉得对于这两只来说，这确实是正确的做法。

  　また餌付けしたとか言われてるけど、この二匹に関してはそれが正解な気がする。

  「呃，关于它们是从哪里来的，我之后再说明，总之它们都是野生的亞咕咕和亞咕克。要是能增加数量的话我会很高兴的」

  「えっと、どこから来たかは後で説明するけど、二匹とも野生でヤコッコとヤコック。増えてくれると嬉しいかな」

  【古兰德】「你有取得畜牧技能吗？」

  【クランド】「畜産スキル取りました？」

  【史特莱】「野鸡的蛋感觉也很好吃……」

  【ストライ】「野鶏の方が卵も美味しい気がする……」

  【乌达切】「它们是原种还是野生化的呢？」

  【ウタゲテー】「原種なのか、野生化したのかどっちだ？」

  【玛莉涅】「如果一天一个的话，感觉也很辛苦呢(^◇^;)」

  【マリーネ】「一日一個とかだと、それはそれで大変な気が(^◇^;)」

  「啊，我有取得畜牧技能，所以可以鉴定蛋，也能知道是否可以取走」

  「あ、畜産スキルは取ったんで、卵の鑑定もできて、取っていいかどうかもわかる感じ」

  「咕——！」

  「クケー！」

  　公鸡很吵，我还以为是饲料不够了，但好像也不是。周一的时候我放了很多进去。既然如此，难道是想在母鸡面前耍帅？也不是不能理解……

  　雄鶏の方がうるさいから餌が足りないかと思ったけど、そうでもない感じ。月曜にたっぷりいれたし。となると、
    
     雌
    めん
    
     鶏
    どりの前でいいカッコしたいから？　わからなくもない……

  「不过，要是增加太多的话也会很困扰的」

  「まあ、増えすぎるとそれはそれで困るんだけど」

  『这方面要怎么办呢？』

  『その辺りはどうなんでしょう？』

  【史特莱】「只要有畜牧技能，它们就会增加到适合饲养小屋的数量哦——」

  【ストライ】「畜産スキルがあれば、飼ってる小屋に適した数までしか増えないよー」

  【诺林格】「基本上，只要喂食和打扫就OK了」

  【ノウリング】「基本、餌あげて掃除してればオッケー」

  【佩塔】「可怕的是怪物会来」

  【ペーター】「怖いのはモンスターが来ることですね」

  【欧德布】「技能等级会随着照顾而上升。达到5级的话就能知道很多事了」

  【オーデーブ】「スキルレベルは世話してると上がる。５になればいろいろわかるさ」

  「原来如此。谢谢前辈们」

  「なるほど。ありがとうございます」

  　畜牧技能前辈们的建议真是受用。

  　畜産スキル先輩方からの助言がありがたい。

  　小屋右角，稍微隆起的土堆上有两颗蛋。两颗都是无精卵，我捡起来放进道具栏。

  　小屋の右隅、少し土が盛り上げられてるところに卵が二個。どっちも無精卵なので確保してインベントリへと。

  『差不多可以做蛋料理了』

  『卵料理がそろそろ作れそうですね』

  「是啊。不过，甜品类没有牛奶和面粉啊……」

  「だね。ただ、スイーツ系は牛乳とか小麦粉がないとなあ……」

  【南兹】「真想现在就送给翔君」

  【ナンツウ】「今すぐショウ君に送りたい」

  【利帕】「有咕咕，也有圈圈吧」

  【リーパ】「コッコがおるんやし、ワッカもおるやろ」

  【巧可露】「甜品男子！」

  【チョコル】「スイーツ男子！」

  【布鲁莎】「好羡慕美音酱啊～o(^^)o」

  【ブルーシャ】「ミオンちゃん羨ましい〜o(^[image: ]^)o」

  　好了好了，亚咕咕的话题就到此为止吧。接下来去外面……

  　まあまあ、ヤコッコの話はこれくらいでいいかな。次は表に回って……

  「这里是教会的正门。可以用魔导具之门打开……」

  「ここが教会の正門。魔導具の門で開けられるんだけど……」

  『现在先保留着吧』

  『今は保留中ですね』

  　虽然也有人提议现在就去，但还是想做好准备再去。

  　今すぐ行こうなんて話も出てるけど、さすがに準備してから行きたいところ。

  　还有，我觉得在现在的世界任务结束之前，还是老实一点比较好。感觉现在是放松的好时机。

  　あと、今のワールドクエストが終わるまでは、ちょっと大人しくしてようと思う。まったりする良いタイミングな気がするし。

  「啊，对面能看到类似废墟的房子。怎么样？」

  「あ、一応、向こうに
    
     廃
    はい
    
     墟
    きょっぽい家とか見えるんだよ。どうかな？」

  　我从门的栅栏缝隙间看到了对面，直播那边也能看到吗？

  　門扉の格子の間から向こうが見えるんだけど、配信の方でも見れてるかな？

  　那一带，ＩＲＯ的直播摄像头相当优秀，之前美音应该也看到了。

  　その辺、ＩＲＯの配信カメラはかなり優秀だし、前にミオンも見れてたはずだし。

  『嗯，我看到了』

  『はい。見えてますよ』

  【沙布洛克】「感觉不妙啊……」

  【サブロック】「なんかやべえ……」

  【尼雷诺】「是不是区域不一样？」

  【ニレノ】「エリアが違うのかも？」

  【多拉多拉】「废屋什么的，不是恐怖片的展开吗！」

  【ドラドラ】「
    
     廃
    はい
    
     屋
    おくとかホラー展開じゃん！」

  【飞燕】「看来还是做好准备比较好……」

  【ヒエン】「これは準備した方がいいな……」

  　不知道发生了什么，还是说只是腐朽了而已，我只能看到损坏的屋顶和其下方的些许部分，前面长满了茂密的高大杂草。

  　何があったのか、ただ朽ちただけなのか、壊れている屋根とその少し下だけが見え、手前は背の高い雑草が生い茂っている。

  　恐怕是别的区域吧，必须小心谨慎才行。

  　おそらく別エリアだろうし、かなり用心してかからないとだよな。

  「然后，是教会」

  「で、教会なんだけど」

  　我转过身面向教会的正面。

  　振り向いて教会の正面に。

  　重新一看，感觉非常帅气，或者说是非常用心的建筑物。

  　なんか改めて見ると、すごくかっこいいというか、気合の入った建物だよなと。

  『这个大小的话，是城镇的教会吗？』

  『この大きさだと街の教会ぐらいなんでしょうか？』

  　从评论栏来看，似乎相当大，是城镇的教会。

  　コメント欄を見る感じ、結構、そこそこ大きな街の教会ぐらいなんだとか。

  　如果是小村庄的话，好像不会有这种有坚实尖塔的教会。

  　小さい村とかだと、こんなしっかりした尖塔があるような教会じゃないらしい。

  「诶，那么，果然是用心建造的啊」

  「へー、んじゃ、やっぱり気合入れて建てたやつなんだ」

  　开门之前，我拜托光精灵提供照明。

  　扉を開けて中に、の前に光の精霊に明かりをお願いする。

  　正好满足的斯薇和菲雅莉们也汇合了，大家一起进去。

  　ちょうど満足したスウィーやフェアリーたちが合流し、皆で中へと。

  「这个教会保存状态似乎也很好。只是……」

  「この教会は保存状態もいいみたいで。ただ……」

  『没有女神大人的像呢』

  『女神様の像がないんですよね』

  【咲雷】「没有女神像的话，就无法取得神圣魔法了吧？」

  【サクレ】「女神像がないと神聖魔法取れないよね？」

  【紧箍儿】「哇，好在意！」

  【キンコジ】「うわー、めっちゃ気になる！」

  【穆辛科】「怎么回事？？？」

  【ムシンコ】「どういうことなの？？？」

  【十六夜】「不是被偷了吧？」

  【イザヨイ】「盗まれたわけじゃないんですよね？」

  「啊，神圣魔法没有消失。虽然很在意，但大门和窗户都关着，大概是搬家，或者离开这座岛的时候带走了吧」

  「あ、神聖魔法は取れてないっす。すごく気になるんだけど、玄関も窓もちゃんと閉まってたし、多分、移住というかこの島から退去する時に持っていったんじゃないかなって」

  『很难想象会把女神大人丢下不管呢』

  『女神様を置き去りにしてというのは考えづらいですもんね』

  　美音的补充让观众们接受了。

  　ミオンのフォローに納得してくれる視聴者さんたち。

  　虽然没想过是被偷了，但还是想相信不是那样。

  　盗まれたって考えにはなってなかったけど、そういうことじゃないと信じたいかな。

  「不过，我正在烦恼该怎么办。顺便问一下，如果自己雕刻女神大人的像，会有保佑吗？」

  「なんでまあ、どうしようか悩んでる最中すね。ちなみに自分で女神様の像を彫ったら、ご利益ってあると思います？」

  【嘎呼嘎呼】「雕刻女神美音像吧！」

  【ガフガフ】「女神ミオン像を彫ろう！」

  【榭肯娜】「要不要装饰美音酱的像？(*'▽'*)」

  【シェケナ】「ミオンちゃんの像を飾りませんか？(*'▽'*)」

  【米伊】「崇拜美音酱吧。（^＿^）」

  【ミイ】「ミオンちゃんを
    
     崇
    あがめましょう。（^＿^）」

  【熊脸】「翔君雕刻女神美音不就好了？(*^_^*)」

  【ベアメン】「ショウ君が女神ミオンを彫ればいいのでは？(*^_^*)」

  　……感觉话题走向变得奇怪了？

  　……なんか妙な流れになってるんだけど？

  『那个，普通的女神大人不行吗？』

  『あの、普通の女神様だとダメなんでしょうか？』

  「我也不太清楚这方面的事。完全不看论坛，偶尔会拜托美音帮我查一下」

  「俺もその辺詳しくないからなあ。フォーラム全然見ないし、たまにミオンにお願いして調べてもらってるくらいだし」

  　评论区里的人好像分成了惊讶和理解两派？　惊讶的人似乎很意外我完全不看论坛。

  　コメント欄は驚いてる人と納得してる人に分かれてる感じ？　驚いてる人たちは、俺がフォーラム全然見てないのが意外らしい。

  『女神大人有好几位对吧？』

  『女神様って何人かいるんですよね？』

  　我一边看着美音和观众们聊天，一边走出教堂。

  　ミオンが視聴者さんと会話してるのを横目に教会を出る。

  　要是在这里聊太久，一开始约好的提问环节的时间就要减少了。

  　あまりここで長話してると、最初に約束した質問コーナーの時間が減っちゃうし。

  　我瞥了一眼观众们亲切的说明，主神好像是月白女神，下面有三姐妹副神。

  　視聴者さんたちの親切な説明をチラ見してるんだけど、主神が月白の女神で、その下に三姉妹の副神がいるらしい。

  　最上面的是热情与力量的女神红绯。第二位是平稳与自然的女神翡翠。第三位是理智与魔法的女神苍空。

  　一番上が情熱と力の女神で
    
     紅
    べに
    
     緋
    ひ。二番目が平穏と自然の女神で
    
     翡
    ひ
    
     翠
    すい。三番目が
    
     理
    り
    
     智
    ちと魔法の女神で
    
     蒼
    そう
    
     空
    くう。

  　嗯，这座岛上应该是第二位的翡翠女神大人吧？

  　うーん、この島になら二番目の翡翠の女神様？

  　真白姐是红绯，美姬是苍空，那我正好是中间的……

  　真白姉が紅緋、美姫が蒼空って感じだし、ちょうど真ん中が俺だよな……

  　我走出教堂，穿过狭窄的小路，介绍完亚咕咕它们掉下来的悬崖后，回到了田里。

  　教会を出て、狭い方の横道を通り、ヤコッコたちが落ちてきた崖の上を紹介してから、畑へと戻ってきた。

  「好了，那就开始提问环节吧？还是先说说上次的事比较好？」

  「さて、じゃ、質問コーナーかな？　先に前回の件について話した方がいい？」

  『是啊。大家觉得哪个先？』

  『そうですね。みなさん、どちらがいいですか？』

  　趁美音在评论区征求意见的时候，我先坐下来吧。

  　ミオンがコメント欄に問いかけてる間に腰を落ち着けよう。

  　格雷普尔棚架和田地之间的空间日照充足，是我经常使用的休息场所。

  　グレイプル棚と畑の間にあるスペース、日当たりもよくていつも使ってる休憩場所。

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯，这个，大家一起吃吧。」

  「ん、これ、みんなで食べてて」

  　斯薇酱催促着我，我拿出帕普干粮，菲雅莉们一拥而上。

  　スウィーが催促するので、とろとろ干しパプを出すと、わっと群がるフェアリーたち。

  『翔君，关于上次的事，从你和龙先生的相遇开始讲起吧』

  『ショウ君、前回の件というか、ドラゴンさんとの出会いからお願いします』

  「OK。我第一次遇到它，是在解锁密码门后的十字路口左转的地方……」

  「おっけー。最初に出会ったのは、解錠コードの扉の先の十字路を左に行った先なんだけど……」

  　从那里下了传送电梯后，我来到了一个巨大的仓库？　我驱逐了那里的大量不死者，按照斯薇的建议往紧急用的魔晶石里注入了玛那，然后就变亮了……

  　そこから転移エレベーターを降りて巨大な倉庫？　そこにいた大量のアンデッドを駆逐して、スウィーの助言で非常用の魔晶石にマナを入れたら明るくなって……

  【德雷奇】「龙能传送吗……」

  【ドライチサン】「ドラゴンって転移できたのか……」

  【玛利欧奈拉】「当时的视频请给我」

  【マリオネラ】「その時の動画プリーズ」

  【卡尔赛伦】「说起来，你来阿梅拉领的时候好像也是传送的」

  【カルセルン】「そういえばアミエラ領に来た時も転移してたっぽいな」

  【咲雷】「没有“因为会飞所以不会传送”之类的设定啊」

  【サクレ】「飛べるから転移はしない、みたいな設定ないんだね」

  『视频很抱歉。虽然我有好好看着，但存档里没有』

  『動画はすいません。私はちゃんと見てたんですけど、アーカイブからは消えてるんです』

  「好像有直播保护措施，所以没有留下视频。然后就是，因为是难以言喻的状况，所以感觉很模糊」

  「ライブオンリープロテクトがかかってるっぽくて、その様子が残ってなくて。それでまあなんとも言えない状況でモヤモヤしてた感じっすね」

  「汪」

  「ワフ」

  　可能是注意到我的苦笑，露比把头放在了我的膝盖上。

  　俺の苦笑いに気を遣ってくれたのか、ルピが膝に頭を乗せてくる。

  　嗯，摸着它真的让人很平静……

  　うん、撫でてるとホント落ち着く……

  【奈特尼】「运营……」

  【ナイトニ】「運営ぇ……」

  【纳帕姆】「大概是什么时候的事？」

  【ナーパーム】「時期的にはいつぐらいですか？」

  【南昆】「没有视频的话可信度就低了」

  【ナンクン】「動画が残ってないと
    
     信
    しん
    
     憑
    ぴょう性に欠ける」

  【3】「我相信你！」

  【マルサン】「ワイは信じるで！」

  「我想想，时间应该是现在这个世界任务开始的前一天吧？」

  「えーっと、時期は確か、今のワールドクエストが始まった前日ぐらいだっけ？」

  『是的』

  『です』

  「当时在聊天的时候，我听说了死灵都市的事情。啊，当时我当然不知道那是世界任的死灵都市」

  「その時の会話の流れで、死霊都市のことを聞いた感じすね。あ、その時は当然ワークエの死霊都市だとは知らなかったんで」

  　虽然有点纠结，但我还是决定公开我听说了那个灾厄的事情。

  　ちょっと悩んだんだけど、例の厄災について聞いたことはオープンに。

  　不过详细内容，尤其是巨人族是原因这件事，应该还没有人知道，所以还是先不提。

  　ただ詳細な中身、特に巨人族が原因だったことに関しては、まだ誰も知らないはずなので、これは伏せる方向で。

  「没有视频的话可信度确实会低。事实就是只有上次直播的存档」

  「動画がなくて信憑性に欠けるってのはその通りだと思うんで。事実としてはアーカイブが残せた前回ライブの分だけだと思ってもらえば」

  『龙先生拜托你调查这座岛的古代遗迹有没有危险物品对吧』

  『ドラゴンさんには、この島の古代遺跡に危険な物がないかの調査をお願いされたんですよね』

  「嗯。这座岛离本土很远，重要度也很低，所以只要报告我调查的结果就行了。为此我得到了一个叫魔导传送箱的东西」

  「うん。この島は本土からは遠いし重要度も低いしで、俺が調べた結果を報告してくれればって話。そのための魔導転送箱っていうのをもらってる」

  【加雷索】「魔导传送箱！？」

  【ガーレソ】「魔導転送箱!?」

  【沙布洛克】「啊，所以你才送甜品？」

  【サブロック】「あ、それで甘味を送ってる？」

  【马吉布】「尺寸有多大？」

  【マジブ】「サイズってどれくらい？」

  【维森】「感觉超方便……」

  【ウィズン】「めっちゃ便利そう……」

  　不出所料，魔导传送箱让评论栏沸腾了。

  　予想通りというか、魔導転送箱に色めきたつコメント欄。

  「大小差不多跟橘子箱一样吧？大概能装三十个帕普干」

  「大きさはみかん箱ぐらいかな？　とろとろ干しパプを三〇個送れるぐらい」

  　因为只能固定发送到一个地方，要说方不方便的话……如果对方也有一个箱子的话应该会很方便吧？不过我也没问过。

  　送れる先は固定っぽいから便利かって言われると……向こうも同じ箱なら便利なのかな？　それは聞いてないしなあ。

  『周二也送了很多呢』

  『火曜もたくさん送りましたね』

  「嗯。亚珍塔先生说公主大人很喜欢」

  「うん。アージェンタさんが言ってたお姫様が好きなんだって」

  　虽然她喜欢我是很高兴，但会不会给亚珍塔先生添麻烦了呢。

  　気に入ってくれるのは嬉しいけど、アージェンタさんを困らせるのはどうなのかなあって。

  　不过，毕竟是公主大人，任性一点也是正常的。伊势家的美丽公主也很任性……

  　まあ、お姫様だし、わがままなんだろうなとは思うけど。伊勢家の美しい姫もわがままだし……

  【秀明】「翔君没有回报吗？」

  【シューメイ】「ショウ君にリターンないの？」

  【天之侑】「不能做白工哦～！o(・・)o」

  【アマツノユ】「タダ働きはあかんよ〜！o(・[image: ]・)o」

  【艾雷克】「魔导传送箱不算在内吧」

  【エレック】「魔導転送箱はもらったうちに入らないね」

  【熊脸】「诶，但是，你不会不好意思说想要什么吗？(・_・;」

  【ベアメン】「えー、でも、何か欲しいとか言いづらくない？(・_・;」

  「啊，那个，我一开始应该说的。送帕普干，算是季节的礼物……」

  「あー、えっと、最初に言うべきだったかな。とろとろ干しパプを送ったのは、ちょっとした季節の贈り物っていうか……」

  『毕竟不知道会不会吃呢』

  『食べてもらえるかも分かりませんでしたもんね』

  「对对」

  「そうそう」

  　因为亚珍塔先生看起来很温柔，所以我想应该不会说「这种东西谁会吃啊！」，但也没想到她会这么喜欢。

  　アージェンタさんが優しそうだったから「こんなもん食えるか！」ってことはないだろうと思ってたけど、めちゃくちゃ気に入られるとも思ってなかったわけで。

  「虽然我这么说了，但她马上就回信，说要送我很多……」

  「なんだけど、すぐに返事が来て、たくさん送ってくれって……」

  【柠檬牛奶】「粘稠的帕普干在龙族中也很受欢迎！」

  【レモンミルク】「とろとろ干しパプは竜族にも大人気！」

  【嘎呼嘎呼】「对公主大人造成暴击！」

  【ガフガフ】「お姫様にクリティカルヒット！」

  【尼克斯】「实际上也很好吃……」

  【ニクス】「実際、うまいもんなあ……」

  【榭肯娜】「最重要的是不会胖！(>_<)」

  【シェケナ】「何より太らない！(>_<)」

  「作为回礼，她允许我随意使用在这座岛上找到的魔导具。如果是很危险的装置，她也会帮忙回收。」

  「お礼としては、この島で見つけた魔導具とかは好きに使っていいっていう許可をもらってる感じかな？　危ない装置だったら引き取ってくれるって話も」

  『魔导酿造器也变成翔君的东西了。』

  『魔導醸造器もショウ君の物になりました』

  「毕竟在这座岛上，也只有我会用那个。」

  「まあ、この島であれを使うのは俺だけだし」

  【鳕鱼网】「甜味是世界任的关键吗！ｗ」

  【タラアミ】「甘味がワークエの肝か！ｗ」

  【古兰德】「要米作为回礼吧。」

  【クランド】「お礼に米とかもらおう」

  【卡尔赛伦】「请她教我们转移的方法如何？」

  【カルセルン】「転移の仕方を教えてもらうとかどうです？」

  【永流】「每推出新甜点就送点什么吧ｗ」

  【ヨンロー】「新作スイーツごとに何かもらおうｗ」

  　虽然有很多人提出应该要收下礼物的意见，但我认为这座岛上能取得的东西，应该要靠自己取得。

  　あれこれもらうべきって意見が結構出てるんだけど、俺としてはこの島で手に入りそうなものは、自前で調達してこそだと思ってる。

  　如果真的很难取得，我或许会考虑一下。

  　それがどうしても難しいってなったら、ちょっと考えるかもっていうぐらいで。

  『还有……翔君没有收下龙货吧。』

  『あとは……ショウ君は竜貨はもらってないですよね』

  「嗯。是进入世界任的死灵都市需要的硬币吧？按照上次的感觉，应该能拿到……但就算我拿到了也没用」

  「うん。ワークエの死霊都市に入るのに必要なメダルなんだっけ？　前回の感じだと言えばもらえるのかなって思うけど……俺はもらってもしょうがないし」

  『关于如何获得龙货，你有什么想法？』

  『その竜貨を手に入れる方法についてはどう思います？』

  「亚珍塔先生说过，必须知道那个地方发生了什么，以及拥有受龙族信赖的称号，这两根Flag必须立起来才行。

  「アージェンタさんが言ってた、あの場所で何があったかを知ること、竜族に信頼される称号を持つこと、この二つのフラグは立てないとなんじゃないかな。

  　我的情况是前者有人告诉我，后者则是因为我有【菲雅莉的守护者】这个称号，所以亚珍塔先生才会说『如果是你的话』」

  　俺の場合は前者は教えてもらったし、後者は【フェアリーの守護者】っていう称号があるから、アージェンタさんも『俺なら』って言ってくれたんだと思うけど」

  　关于后者，我认为还有其他方法。

  　後者に関しては他の方法もあると思ってる。

  　玩家公会『白银之馆』和『雷帝之座』之所以能从子爵大人那里得到奖励，是因为他们得到了这个世界任务的重要人物阿梅拉子爵的信赖。

  　プレイヤーズギルド『白銀の館』と『雷帝の座』が子爵様から褒美としてもらったのは、このワールドクエストの重要人物であるアミエラ子爵の信頼を得たからなんだろうし。

  【鼠～】「只要立起两根Flag就行了吗……」

  【ネズ〜】「二つのフラグを立てとけば、か……」

  【夏赞】「超好懂的！」

  【シャズン】「めっちゃ分かりやすい！」

  【紧箍儿】「〈完全理解了！：1000日元〉」

  【キンコジ】「〈完全に理解した！：１０００円〉」

  【瓦修】「〈感谢情报！：500日元〉」

  【ワショー】「〈情報ありがとう！：５００円〉」

  　就像被一个人的打赏所吸引一样，打赏如雪崩般涌来……

  　と、一人の投げ銭に釣られるように、
    
     雪崩
    なだれのように投げ銭が……

  「啊啊啊，虽然打赏很让人开心，但这些真的只是推测！我可不负责哦！」

  「あああ、投げ銭嬉しいんですけどホント推測なんで！　責任持てないんで！」

  『请不要勉强自己！』

  『無理しないでくださいね！』

  　我刚说完，打赏又增加了……

  　そんなこと言ったら、さらに投げ銭が増えました……

  『呃，接下来是糖渍水果』

  『えっと、次はコンポートについてですね』

  「啊，这个，我上次最后想说的……」

  「あ、これ、前回の最後に出そうと思ってたんだよな……」

  　当时没那个闲工夫，而且斯薇还在生气。

  　それどころじゃなかったし、スウィーはぷんすこ怒るし。

  　我突然发现，给斯薇她们准备的帕普干果已经吃完了，所以又追加了一些……在那之前先鉴定一下。

  　ふと見ると、スウィーたちに用意したとろとろ干しパプは綺麗に消えているので、おかわりに追加……の前に鑑定。

  【卡姆拉斯的糖渍水果】

  【カムラスのコンポート】

  『用菲雅莉的花蜜煮的卡姆拉斯果实糖渍水果。抗毒Ⅱ（6小时）』

  『カムラスの実をフェアリーの蜜で煮たコンポート。抗毒Ⅱ（六時間）』

  　鉴定结果让评论栏一下子沸腾了。

  　鑑定結果に一気に沸き立つコメント欄。

  　咦？用格里涅采的卡姆拉斯和诺姆的蘑菇……我昨天才听说，所以还没有传开吗！　……算了。反正我之前也说过可以随意公开情报。

  　あれ？　クリーネで採れたカムラスとノームのキノコで……って聞いたの昨日だから、まだ全然広まってないのか！　……まあいいか。情報は好きにオープンにして良いって話だったし。

  【主厨】「级别Ⅱ的增益料理！？」

  【マスターシェフ】「ランクⅡのバフ料理!?」

  【明塞尔】「诶？菲雅莉的花蜜是什么！？」

  【ミンセル】「え？　フェアリーの蜜って何!?」

  【库肖】「6小时抗毒真好啊」

  【クショー】「六時間抗毒いいなあ」

  【迪特隆】「〈糖渍水果费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈コンポート代：５０００円〉」

  【草丛】「真是适合世界任的料理增益……」

  【クサコロ】「実にワークエ向けな料理バフ……」

  　我把糖渍水果移到空盘子上，菲雅莉们又围了过来。

  　空っぽになった皿に移すと、またフェアリーたちが群がる。

  　真不知道她们那小小的身体里怎么装得下这么多东西，不过这毕竟是游戏。

  　ホント、あの小さな体のどこにそんなにって思うんだけど、ゲームだったなと。

  『能有增益效果，都是多亏了斯薇酱和菲雅莉们呢』

  『バフがついてるのはスウィーちゃんやフェアリーさんたちのおかげですね』

  「嗯。我在找砂糖的替代品，然后就想到了蜂蜜，问了斯薇之后，她说菲雅莉们会帮忙收集花蜜」

  「うん。砂糖の代わりを探してて、そういえばハチミツって思ったんだけど、スウィーに聞いたら、フェアリーたちが花の蜜を集めてくれるって」

  　斯薇自己采集的蜜是有可能成为万灵药的，不过在那之后，她就再也没有采集过。

  　スウィー自身が採集した蜜はエリクサーになりそうな代物だったけど、あれ以来、自分がそれをすることは全くない。

  　不过，就算她给我了，我也不知道该怎么处理，所以她想做的话再做就好了。

  　ま、俺としてもアレをもらってもなあって感じだから、気が向いたらでいいかな。

  　最近我主要在做农耕和畜牧，战斗也只是为了确保肉的来源，制药几乎都放着不管了。

  　最近は農耕、畜産がメインで、戦闘も肉の確保にしてる程度で調薬はほぼ放置だし。

  『啊，时间差不多了。来回答最后一个问题吧』

  『あ、そろそろ時間ですね。最後の質問にしましょうか』

  「OK」

  「おっけー」

  『我看看，问题是“你会和冰姬安希雅小姐联动吗？”……』

  『えーっと「氷姫アンシアさんとコラボしたりするんですか？」ですけど……』

  　啊，果然来了啊。评论栏里也出现了不少，还有人提到之前的打赏……

  　あー、やっぱり来たかー。コメント欄に結構並んでるし、あの前の投げ銭の話も出てるな……

  「不，我完全没有这个打算哦？」

  「いや、俺はそんなつもり全然ないけど？」

  『是的。我也没有这个打算哦？』

  『はい。私も特にそんなつもりはないですよ？』

  【布鲁莎】「居然想介入翔君和美音酱之间(^^*)」

  【ブルーシャ】「ショウ君とミオンちゃんの間に入ろうなんてねえ(^[image: ]^*)」

  【紫电改】「和贝露碳的联动呢？」

  【シデンカイ】「ベルたそとのコラボ再びは？」

  【茨瓦伊】「不和翔君以外的人实况吗？」

  【ツバイ】「ショウ君以外の実況とかしないの？」

  【榭肯娜】「对对，两个人就好了(*'▽'*)」

  【シェケナ】「そうそう、二人だけでいいよ〜(*'▽'*)」

  『我只会给翔君实况。翔君也只和我实况吧？』

  『私が実況するのはショウ君だけなので。ショウ君もですよね？』

  
   [image: ]
  

  「是的」

  「はい」

  【悠仙】「赞哦！」

  【ユウセン】「イイゾ〜！」

  【米大人】「刚才有杀气飞过来哦w」

  【ミッサマ】「今、殺気が飛んだぞｗ」

  【飞燕】「翔君，加油……」

  【ヒエン】「ショウ君、頑張れ……」

  【利帕】「咿！w」

  【リーパ】「ヒェッ！ｗ」

  　就算看不到脸，我也知道他们现在是什么样的笑容……

  　顔が見えなくても、どんな感じでニッコリしてるのかわかるよ……

  　不过，实际上，我也觉得除了美音以外的人有点勉强。要说可能性的话，大概就是赛丝和奈特了吧？不，到时候我就是实况方了。

  　でもまあ、実際、ミオン以外とはちょっと無理かなと思うんだよな。可能性があるとしたらセスかナットぐらいか？　いや、その時は俺が実況側だよな。

  『那么，时间差不多了。啊，下周六要怎么办？』

  『では、そろそろ時間ですね。あ、次回の土曜はどうしますか？』

  「还没决定，不过还是去港口那边吧？我想去见一下塞尔奇」

  「未定だけど、また港の方かな？　ちょっとセルキーに会いに行かないとって思ってるし」

  　我想把那孩子叫过来，好好把握一下工作和报酬。

  　あの子を呼んで、仕事と報酬についてちゃんと把握しておきたい。

  【熊脸】「塞尔奇君！(*^^*)」

  【ベアメン】「セルキーくん！(*^^*)」

  【乔顿】「海之食物轰炸！」

  【ジョント】「海の飯テロ！」

  【麦芽】「想用魔导酿造器试试其他东西」

  【モルト】「魔導醸造器で他のも試してほしいのう」

  【纳达伊】「去灯塔看看吧，灯塔！」

  【ナタイ】「灯台行ってみよう、灯台！」

  　说起来，番茄好像能做成醋，得试试能不能做出赖柯斯醋。

  　そういや、トマトからお酢が作れるらしいので、ライコスビネガーとかできるのか試してみないとだよな。

  『好的。那么，我们周六晚上再见。

  『はい。では、また土曜の夜、お会いしましょう。

  　感谢大家的观看！』

  　みなさん、ご視聴ありがとうございました！』

  「再见～」「汪～」「「「～～～♪」」」

  「また〜」「ワフ〜」「「「〜〜〜♪」」」

  【尼尔森】「〈大家辛苦了！：1000日元〉」

  【ネルソン】「〈みんなおつかれ〜！：１０００円〉」

  【熊脸】「〈今天也很开心！：500日元〉」

  【ベアメン】「〈今日も楽しかった！：５００円〉」

  【迪特隆】「〈两人悠闲费：10000日元〉」

  【デイトロン】「〈二人のんびり代：１００００円〉」

  【梅德尔】「〈辛苦辛苦♪：500日元〉」

  【メデロィ】「〈おつおつ〜♪：５００円〉」

  〈好，直播结束啦〉

  〈はいー、ライブ終わりましたよー〉

  　听到雅塔老师的声音，我心想：「啊，她有好好在看啊」。

  　ヤタ先生の声が聞こえてきて「あ、ちゃんと見ててくれたんだ」と。

  　今天直播她事先说好基本由我们两个来搞定，所以有点压力，或者说，我觉得也不用非得这次直播搞。

  　今日のライブは基本二人で乗り切るようにって言われてたんで、ちょっとプレッシャーっていうか、何も今回でなくてもって気がしてたんだけど。

  『翔君，辛苦了』

  『ショウ君、お疲れ様でした』

  「嗯，美音也辛苦了」

  「うん、ミオンもお疲れ」

  〈直播的安排和问题的选择都很不错哦。是事先商量好的吗？〉

  〈ライブの構成も質問のチョイスも良かったですよー。作戦を練ってたんですかー？〉

  『是的。我和赛丝酱商量后决定的』

  『はい。セスちゃんと相談して決めました』

  　这次直播，我们决定前30分钟和平时一样进行岛上的直播，后半部分是提问环节，主要说明上次发生的事情。

  　今回のライブ。最初の三〇分はいつも通りの島ライブをして、後半に質問コーナー、主に前回いろいろあったことの説明と決めていた。

  　我嘛，就是交给她们两个商量。毕竟是美音的频道，而且我也相信赛丝的聪明才智。话虽如此，赛丝的方案非常简单。

  　俺はまあ二人が相談してるのに任せてた感じ。ミオンのチャンネルだし、こういうことに関してはセスの頭の良さを信用してる。とはいえ、セスの案は至極単純。

  　如果从直播开头就认真地说明上次的事情，那直播就结束了，所以赛丝说，先按照平时那样直播30分钟，再设置提问环节就行了。

  　真面目にライブの冒頭から前回のことを説明し始めると、それだけでライブが終わって意味がないので、いつも通りを三〇分やってから質問コーナーを設ければいいって話。

  　来看我们直播的人，都是来看我们玩游戏的，所以必须好好地玩游戏。

  　うちのライブを見に来る人は俺たちのゲームプレイを見に来てるんだし、それはちゃんとやらないとって感じかな。

  〈原来如此，真不愧是赛丝酱〉

  〈なるほどー。さすがですねー〉

  　另外还有一件事，

  　それともう一つ、

  「我本来还怀疑安希雅公主相关的问题是不是真的，结果正如赛丝所说」

  「アンシア姫がらみの質問、ホントかなと思ったけど、セスの言う通りだったなあ」

  『提问的人是安希雅小姐的粉丝吗？』

  『質問してたのはアンシアさんのファンでしょうか？』

  「不知道。赛丝也说过，上次的打赏很有冲击力，应该有玩家很在意」

  「どうだろ。前回の投げ銭はインパクトあったし、気になってるユーザーがいるはずってセスも言ってたしね」

  『幸好有明确地宣布只给翔君！』

  『ちゃんとショウ君だけって宣言できたので良かったです！』

  「是啊」

  「はい」

  　虽然我超级害羞就是了！

  　俺としてはめちゃくちゃ恥ずかしいんだけど！

  　唉，得赶紧找奈特商量……

  　はあ、早くナットに相談しないと……

  〈那么我就先下线了。明天别迟到了哦〉

  〈それでは私はこの辺でー。明日は遅刻しないようにー〉

  　雅塔老师留下这句话后登出了。

  　ヤタ先生がそう言い残してログアウト。

  　今天是工作日，赶紧收拾一下回山间小屋吧。

  　今日は平日だし、さくっと後片付けして山小屋に帰るかな。

  「现在是晚上十点前吗？」

  「今って午後一〇時前ぐらい？」

  『是的。还有45分钟哦』

  『はい。まだ四五分ぐらいですよ』

  　很好，有足够的时间回山间小屋给亚珍塔先生写信。

  　よしよし、山小屋に帰ってアージェンタさんに手紙書く時間は十分あるな。

  　该说是正巧吗，我突然想到了想要的东西。

  　ちょうど良いというか、欲しい物が思いついた。

  「直播的时候女神大人有提到，我想问亚珍塔先生能不能给我女神像」

  「ライブで女神様の話があったけど、アージェンタさんに女神像をもらえないかなって」

  『好主意！』

  『いいですね！』

  　要是有大小正适合放在教会那个位置的雕像就好了。

  　教会のあの場所にぴったりな大きさの像があるといいんだけど。

  「那，回去……啊，对了！」

  「じゃ、帰ろ……ああ、そうだ！」

  　直播的时候我还想到了一件事。

  　ライブでもう一つ思いついたことがあったんだった。

  　在田地的一角，格琳辛种植的地方……找到了找到了。

  　畑の一角、グリシンを植えた場所に……あったあった。

  『格琳辛？啊，是毛豆吗？』

  『グリシン？　あ、枝豆ですか？』

  「对对。因为长得很快，我都没注意到」

  「そうそう。すぐ育っちゃうから気づいてなかった」

  　可以煮熟后简单地撒点盐来吃，也可以捣碎做成毛豆泥，作为调味料加在其他料理里。

  　
    
     茹
    ゆでて、シンプルに塩をぱらっと振って食べるのでもいいし、潰してずんだにすれば、他の料理にもペーストとして使えるはず。

  　啊，还得做研磨钵。趁这个机会，把想到的料理工具全都做出来吧……

  　あ、すり鉢も作らないとだ。この際、思いつく料理道具は全部作るか……

  「然后，明天我想增加料理工具，能帮我记一下吗？」

  「それで、明日は料理道具を増やそうと思うから、ちょっとメモしてくれる？」

  『好的！』

  『はい！』

  「我想想，首先是研磨钵和研磨棒。筛子，蒸笼，饭勺，擀面杖，这些应该能用木工和细工做出来。然后我还想要削皮器和切片器……啊，石臼！」

  「えっと、まずはすり鉢にすりこぎかな。ざる、せいろ、しゃもじ、めん棒、あたりは木工と細工で作れるはず。あとはピーラーとかスライサーも欲しいし……、あ、石臼！」

  　把大豆磨成粉就是黄豆粉，之后还可以磨小麦粉，米粉，荞麦粉之类的。

  　大豆を粉にすればきな粉になるし、そのうち、小麦粉、米粉、
    
     蕎麦
    そば粉とかも。

  　马铃薯能做成太白粉吗？说到底都是淀粉吧？

  　じゃがいもから
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     粉
    こいけるか？　要はでんぷんだよな？

  『那个，石臼是料理工具吗？』

  『あの、石臼って料理道具なんですか？』

  「……对我来说是？」

  「……俺にとっては？」

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  　我是在开玩笑，你这么认真……

  　ギャグのつもりだったから、納得されても……

 
  05　星期四　目标是丰富的饮食生活

  05　木曜日　目指せ豊かな食生活

  『我觉得没有其他玩家会做这种东西哦？』

  『そんな物まで作ろうってプレイヤー、他にいないと思うわよ？』

  『翔君什么都能自己做呢』

  『ショウ君はなんでも自分で作れちゃいますよね』

  「不是，因为没有的话会很困扰……」

  「いや、だってないと困るし……」

  　今天社团活动，贝露部长也来到了美音的工作室。我们互相分享最近发生的事情。

  　今日の部活はベル部長もミオンのスタジオに。最近あったことの情報共有を。

  【工艺品技能的等级提升了！】

  【細工スキルのレベルが上がりました！】

  【木工技能的等级提升了！】

  【木工スキルのレベルが上がりました！】

  　好，完成了研钵！

  　よし、すり鉢完成！

  　虽然只是在木头雕刻的容器上用雕刻刀刻出沟槽，但只要能用就没问题。要是发现缺点就再改良吧。

  　木を彫って作った器に彫刻刀で溝をつけただけだけど、自分が使える物になってれば問題なし。ダメなところが見つかったら改良していこう。

  『恭喜』

  『おめでとうございます』

  「谢啦。感觉好久没听到了」

  「さんきゅ。なんか久しぶりだ」

  　这样工艺品技能就是7，木工技能是9了。再1级就是最高的10……

  　これで細工スキルが７、木工スキルはレベル９か。あと１で最大の10……

  「师父的陶工技能等级是不是已经到最大了？」

  「師匠ってもう陶工のスキルレベル最大だったりしません？」

  『仁培先生？之前问的时候我记得是9，说不定已经到10了』

  『ジンベエさん？　前にお聞きした時は確か９だったから、ひょっとしたらもう10になってるかもしれないわね』

  『生产系技能有突破上限吗？』

  『生産系スキルの上限突破ってあるんでしょうか？』

  　说起来也是。达到最大等级是很好，但能突破上限吗？

  　そういえばそうだ。最大レベルになるのはいいんだけど、上限突破ってできるのかな？

  『应该有吧。只有战斗系技能能突破上限也不自然』

  『あるでしょうね。戦闘系スキルだけ上限突破できるのも不自然だもの』

  「有那种装备吗？」

  「そういう装備あるんすかね？」

  『不知道呢？我姑且问问白银之馆的成员吧』

  『どうかしら？　一応、白銀の館のメンバーにも聞いてみるわね』

  　仁培师父和蒂玛莉亚小姐都是顶尖组的，应该会下各种功夫，希望他们知道些什么。

  　ジンベエ師匠とかディマリアさんとか、生産トップ組ならあれこれ工夫してるだろうし、何かしら知ってるといいんだけどな。

  『部长今天的直播是在哪里？』

  『部長は今日のライブはどこでですか？』

  『今天的直播预定在魔术士之塔哦。矮人迷宫虽然已经到达第四层，但最后还是有门……』

  『今日のライブは魔術士の塔の予定よ。ドワーフのダンジョンは第四階層まで行けたんだけど、最後にまた扉があったのよね……』

  　王国东南，公国西边的古代遗迹之塔被称为『魔术士之塔』。似乎是因贝露部长她们发现的通往十一层的隐藏房间里的幽灵巫师而得名。

  　王国の南東、公国の西にあたる、古代遺跡の塔は『魔術士の塔』と呼ばれるようになった。ベル部長たちが発見した十一階への隠し部屋にいたゴーストウィザードに
    
     因
    ちなんでらしい。

  　然后，阿梅拉领地西北，有采掘点的古代遗迹被称为『矮人迷宫』。是为了赞扬解决与有翼人纠纷的NPC矮人们吧。

  　そして、アミエラ領の北西、採掘ポイントがある古代遺跡は『ドワーフのダンジョン』と呼ばれるように。有翼人との
    
     揉
    もめ
    
     事
    ごとを解決してくれたＮＰＣドワーフさんたちを讃えてかな。

  「打不开的门？」

  「開かないやつです？」

  『嗯。显示「权限不足」』

  『ええ。「権限が足りません」ですって』

  　什么啊？是必须完成什么事件的模式吗？

  　なんだそれ？　何かしらイベントが終わらないとってパターン？

  『在矮人迷宫挖到的矿石，结果会怎么样呢？』

  『ドワーフさんのダンジョンで掘れた鉱石は、結局どうなるんでしょう？』

  「啊，那个我也很在意」

  「あ、それ、俺も気になってた」

  『龙族，亚珍塔先生的代理，格拉多先生说的没错。人类的国家，简单来说就是由王国管理。现在负责管理的人员不足，所以白银之馆负责处理。』

  『竜族、アージェンタさんの代理ということでグラドさんから話があった通りね。人間の国、要するに王国で管理することになったわ。今はそれに充てる人員が足りてないし、開拓を受け持ってる白銀の館でやってくれって』

  「好厉害……」

  「すげえ……」

  『好厉害……』

  『すごいです……』

  　子爵大人，该说他很大方吗？会不会太信任赛丝了？

  　子爵様、太っ腹というかセスのこと信用しすぎじゃないか？

  『只不过，光靠白银之馆无法处理，所以要和蕾欧娜小姐那边一起负责。』

  『ただ、白銀の館だけでも回せないから、レオナさんのところと共同になるわね』

  　挖到的矿石基本上可以自由带回，但使用那里的设施时必须支付使用费。

  　掘った分は基本自由に持ち帰ってもらっていいんだけど、そこにある施設を使う際に利用料を払ってねってことになったらしい。

  　以战斗为主的探索者们在地下城中发现采掘点时，也可以顺便挖掘提升收入。以生产为主的探索者们则可以购买矿石，加工提升技能等级，同时赚钱，感觉运作得很顺利。

  　戦闘メインにダンジョンに潜る人たちも、採掘ポイントを見つけたらついでに掘ることで収入アップ。生産メインの人たちはその鉱石を買って、加工してスキル上げしつつ稼げるしで、いい感じに回ってると。

  　感觉多亏了亚珍塔先生，一口气解决了问题。下次寄信时得写封感谢信才行。不，比起这个，送亚珍塔先生喜欢的食物比较好吧？

  　アージェンタさんのおかげで一気に解決した感じだよな。次に手紙を送る時にお礼を書いとかないと。いや、それよりもアージェンタさんが好きそうな食べ物を贈る方が良いかな？

  『不会因为做太多而卖不完吗？』

  『作りすぎて余ったりしないんですか？』

  『现在南方的开拓也有需求，帝国和公国之间也有些火药味，所以国家会积极购买武器防具。』

  『今は南側の開拓にも需要があるし、帝国と公国がきな臭いのもあって、武具関連は国が積極的に買ってくれてるわね』

  「哦……」

  「へえ……」

  『不过由纪小姐说，这方面的生意迟早会遇到瓶颈，得趁现在思考下一步才行。』

  『まあ、それもいずれ頭打ちになるから、今のうちに次を考えておかないとってユキさんが』

  　奈特他们所在的拉夏铎领地，虽然开拓进度比阿梅拉领地慢，不过只要人口增加，应该很快就能追上吧。

  　ナットたちがいるラシャード領の開拓は、アミエラ領の開拓地に比べると、まだまだって感じはあるけど、人が増えれば一気に追いつくだろうしなあ。

  「既然如此，就重建老旧的建筑物如何？」

  「そうなったら、古い建物の建て直しとかですかね？」

  『重建？』

  『建て直し？』

  「例如加入钢筋的地基，或是以钢筋补强的石墙砖块，用途应该很多吧。」

  「鉄筋入れた基礎とか、鉄骨通した石壁ブロックとか、使い所は結構あるんじゃないかなって」

  　而且为了对抗我的挖掘魔法，我觉得把石墙换成钢筋石墙比较好。

  　あと、俺が使える掘削の魔法対策に、鉄筋入りの石壁とかに置き換えた方が良い気がする。

  『部长？』

  『部長？』

  　她听到我的话之后，似乎陷入沉思？

  　それを聞いてなんだか考え込んでるっぽい？

  『我会和由纪小姐，不，是和所有生产组的人讨论看看。不过翔同学具体来说，觉得这些材料可以运用在什么地方呢？』

  『ユキさんに、いえ、生産組全員に相談してみるわ。ただ、ショウ君が思う使い所って具体的にはどういう所かしら？』

  「总之，把城墙之类的换成钢筋石墙，不但能提升强度，也能对抗挖掘魔法。还有，那个渔村是叫格里涅吗？那里似乎经常发生洪水，还有海啸，情况很严重，如果能建造钢筋地基的堤防，应该会好一点吧。」

  「とりあえず街壁とかは鉄筋入りとかにした方が強度も上がるし、掘削の魔法対策にもなるしって感じですかね？　あと、クリーネでしたっけ、漁村の。洪水が起きやすくて、高潮もあって大変らしいですけど、鉄筋基礎の堤防とか造れればマシになるかなと」

  　我们岛上的港口堤防，也是因为有那个的关系，所以海湾内侧的海面才会那么平稳。如果堤防建造起来很辛苦，也可以考虑用消波块来代替吧？

  　うちの島の港の堤防も、あれがあるおかげで入り江の内側は穏やかなのかなって気がするし。堤防は大変って話なら消波ブロックを並べるとかでも？

  『不愧是翔流先生！』

  『さすがです！』

  「不，我只是想起岛上的港口堤防而已。不过做得太过火的话，也会破坏美丽的景色。」

  「いや、島の港の堤防を思い出しただけだから。やりすぎると綺麗な景色がって話もあるし」

  　我个人很喜欢海边的堤防和消波块，但做得太过火的话……

  　個人的には海辺の堤防とか消波ブロックの列は好きだけど、やりすぎちゃうとなあ……

  『明白了。我会转告他们的。』

  『了解よ。その辺りも伝えておくわ』

  「顺便问一下，生产组的人对土木技能有兴趣吗？」

  「ちなみになんですけど、生産組の人たちって土木スキルに興味あったりしません？」

  『他们好像对土木技能也有兴趣，所以想学应用魔法学〈地〉。』

  『土木スキルにも興味はあるみたいだし、前提の応用魔法学〈地〉の方を取りたがってたわね』

  　拥有木匠技能的巴卡斯先生、拥有锻造技能的杰鲁多先生和仁培师父，似乎都学了元素魔法和基础魔法学。

  　大工スキル持ちのバッカスさんや、鍛冶スキル持ちのゼルドさん、ジンベエ師匠も元素魔法と基礎魔法学は取得してるそうだ。

  　巴卡斯先生说，如果能学到应用魔法学〈地〉，他打算马上学习土木技能。

  　バッカスさんは応用魔法学〈地〉を取れたら、即行で土木スキルを覚えるつもりらしい。

  『是为了生产吗？』

  『生産のためですか？』

  『锻造技能和陶工技能，都是和地属性有关的技能吧？木匠技能和土木技能结合，说不定也能学到建筑技能。』

  『鍛冶スキル、陶工スキル、どちらも地属性が絡んでくるスキルでしょ？　大工スキルも土木と合わせて建築スキルなんて話もありそうよね』

  「啊，确实。如果是生产系的上位技能，从木匠到建筑感觉很合理。」

  「ああ、確かに。生産系の上位スキルなら、大工から建築って順当な感じすね」

  　锻造和陶工的上位技能是什么呢？虽然一时想不出来，但锻造的话，是不是可以制作有技能加成的武器？

  　鍛冶とか陶工の上位スキルってなんだろう。パッと思いつかないけど、鍛冶ならそれこそスキル補正ある武具が作れたり？

  『真想早点找到应用魔法学的魔导书。』

  『早く応用魔法学の魔導書を見つけたいですね』

  『就是说啊……』

  『そうなのよ……』

  　我得到的魔导书，就算以无法与本土交流为前提，也已经领先很多了吧？　这样的话……

  　俺が手に入れちゃったのって、島が本土とやりとりできない前提だとしても、かなり先行しちゃってるのか？　と、なると……

  「果然是死灵都市吗？」

  「やっぱり死霊都市ですかね？」

  『嗯，虽然也有这个可能，但我觉得魔术士之塔也有』

  『ええ、それもあるけど、私は魔術士の塔にもあるんじゃないかと思ってるわ』

  　考虑到十一层以后的敌人强度，以及有会使用魔法的对手，就算掉落这类魔导书也不奇怪。实际上，我也得到了元素魔法＋1的护符。

  　十一階からの敵の強さや、魔法を使ってくる相手がいることを考えると、その手の魔導書がドロップしてもおかしくないと。実際、元素魔法＋１のアミュレットが手に入ったもんな。

  『原来如此』

  『なるほどです』

  「得到之后，是打算在公会成员之间传阅吗？」

  「手に入ったら、ギルドのメンバーで回覧する感じなんです？」

  『我打算先这么做，但还是想早点抄写出来，让更多人看到』

  『まずはそのつもりだけど、早めに書き写して広く出回らせたいわね』

  　虽然我觉得她很大方，但直播中得到后不拿出来的话，印象也不好，而且考虑到死灵都市的世界任务，她似乎想这么做。

  　太っ腹だなと思ったけど、ライブで手に入れたりした後に出し渋るのは印象も良くないし、死霊都市のワールドクエストのことを考えるとって話らしい。

  　我也想把空间魔法的魔导书，想办法交给贝露部长啊……

  　俺も空間魔法の魔導書、なんとかベル部長に渡せたりすると良いんだけどなあ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　今天现实中的晚饭是炸鸡块。话虽如此，在家做油炸食品很麻烦，善后也很麻烦，所以用微波炉加热冷冻食品就结束了。然后，我突然想到一件事。

  　今日のリアルの夕飯はからあげ。といっても、揚げ物を家でやるのは面倒だし、後片付けが大変なので、冷凍食品のやつをレンジで加熱して終わりだけど。で、それで思い出したのが、

  「今天来做片栗粉吧」

  「今日は片栗粉を作るよ」

  『什么？』

  『はい？』

  　美音好像没反应过来，不过，正常来说是不会想到的吧。

  　ミオンがピンと来てないようだけど、いや、普通は来ないか。

  　我指的是，从奥达普拉中取出淀粉，做成太白粉。

  　オーダプラからデンプンを取り出して、片栗粉ができるんじゃないかっていう。

  『原来如此。如果顺利的话就做成短视频吧』

  『なるほどです。うまくいったら短編にしましょう』

  「是啊。啊，感觉好像已经有人做过了……不过也没必要在意吧」

  「そうだね。あ、誰かもうやってそうな気がするけど……気にする必要もないか」

  『是的！』

  『はい！』

  　在代替碗的容器中装满干净的水，然后在上面放上筛子。

  　ボウル代わりの器に綺麗な水を張り、その上にザルを準備。

  　把奥达普拉的皮剥掉，然后用擦菜板擦成泥。

  　オーダプラの皮を剝いてから、おろしがねですりおろしていく。

  『不能直接混合吗？』

  『直接混ぜちゃダメなんですか？』

  「嗯，我想先大致去除掉杂质。之后再过滤一下可能也可以」

  「うん、不純物をざっくり取っておきたいから。あとで
    
     濾
    こしても良いのかもだけど」

  　用手揉搓擦成泥的奥达普拉，过了一会儿，然后等待沉淀。

  　すりおろされたそれを手で
    
     揉
    もんだりすることしばし。あとは沈殿するまでしばらく待つ。

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  　把菲雅莉们带来的斯薇一脸不可思议地看着这边。

  　フェアリーたちを連れてきたスウィーがそれを不思議そうに見てるんだけど。

  「这个完全不甜哦？」

  「これ全然甘くないからな？」

  『翔君能用太白粉做甜点吗？』

  『ショウ君は片栗粉でデザートって作れますか？』

  「用太白粉做甜点的话……蕨饼？黄豆粉好像也能用石臼做。不过，差不多该认真地采购砂糖了」

  「片栗粉でデザートっていうと……わらび餅？　きな粉も石臼で作れそうだし。でも、そろそろ真面目に砂糖を調達しないとだな」

  　用菲雅莉的花蜜代替也有个限度，而且我也不想让菲雅莉们勉强。

  　フェアリーの蜜で代用にも限度があるし、フェアリーたちに無理をさせるつもりもないし。

  『岛上会有甘蔗吗？』

  『サトウキビは島にあるでしょうか？』

  「比起甘蔗，还是找甜菜比较好吧。啊，对了，让菲雅莉们帮忙找吧」

  「サトウキビよりもテンサイを探した方がいいかな。ああ、そうか、フェアリーたちに探すの手伝ってもらおうかな」

  『甜菜？』

  『テンサイ？』

  　别名，糖萝卜。从根部提取糖分的东西被称为『甜菜糖』。

  　別名、砂糖大根。根っこから糖分を抽出したものが『テンサイ糖』って言われるんだけど。

  「有一种像萝卜的植物，应该能通过素材加工做成砂糖吧？甜度和甘蔗完全一样哦」

  「大根に似た植物があるんだけど、素材加工で砂糖にできるはず？　サトウキビと全然変わらない甘さだよ」

  「～～～！？」

  「〜〜〜!?」

  　斯薇酱好像对『甜度』有反应？

  　スウィーが『甘さ』に反応したっぽい？

  　甘蔗的话咬一口就能尝到甜味，但甜菜是根部，应该没吃过吧，而且不加工的话好像不甜？

  　サトウキビなら
    
     齧
    かじりつけば甘いけど、テンサイは根っこだから食べたことないだろうし、そもそも加工しないと甘くないんだっけ？

  『之后有时间的话，要不要去找找看？』

  『この後、時間があるようなら探してみますか？』

  「是啊。不过，问题是哪个是甜菜……不，等等」

  「そうだね。ただ、どれがテンサイなのかって問題がね。……いや、待て」

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「我记得有植物图鉴」

  「植物図鑑があったなって」

  『啊！』

  『あ！』

  　之前看的时候只是「哦」或者「哇」地随便翻翻而已。

  　前に読んだ時は「へー」とか「ほー」とか、流し読みしてただけだもんな。

  　如果带着明确的目的去看，说不定还能升级，认真阅读解说，寻找甜菜吧……在此之前要先完成太白粉。

  　ちゃんと目的を持って読めば、またレベルも上がるかもしれないし、真面目に解説に目を通してテンサイを探そう。……の前に片栗粉を完成させないと。

  「你看，下面有白色的沉淀吧。这就是太白粉的原料」

  「ほらこれ。下に白いのが
    
     溜
    たまってるでしょ。これが片栗粉のもと」

  『是这样啊』

  『そうなんですね』

  　然后，把上面的水倒掉，再加水洗干净，等待一段时间。

  　で、上の水を捨ててから、もう一度水を足して綺麗にして、待つことしばし。

  　等沉淀得差不多了，把上面的水尽可能倒掉，剩下的……

  　いい感じに沈殿してきたところで、上の水をギリギリまで捨てて、残ったやつに……

  「〈干燥〉」

  「〈乾燥〉」

  　可能是因为水分太多，消耗了不少MP，但总算顺利干燥完成了。

  　水分が多かったせいか、まあまあＭＰを持っていかれたけど、無事乾燥完了。

  「看，干爽的太白粉」

  「ほら。さらさらの片栗粉」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　这个可以保存，多做一点也不会吃亏。

  　これは保存も利くし、たくさん作っておいて損はないかな。

  「剩下的也做成太白粉，等待时间就用来在植物图鉴里找甜菜吧」

  「残りも片栗粉にしつつ、待ち時間に植物図鑑でテンサイを探そうか」

  『好的』

  『はい』

  　一次性做很多的话，等待时间也会变长，正好。

  　一気にたくさん作れば、その分、待ち時間も長くなってちょうどいいよな。

  【蓝葛利斯】

  【ブルーガリス】

  『生长于世界各地，椭圆形叶子和蓝色圆形根部的植物。以富含糖分的根部为目的进行栽培』

  『全土に生息し、
    
     楕
    だ
    
     円
    えんの葉と青く丸い根を持つ植物。糖分が豊富な根を目的に栽培されている』

  「嗯，就是这个」

  「うん、これっぽい」

  『诶，就是这个吗？』

  『え、それですか？』

  　说明文毫无疑问是甜菜。外观比起萝卜更像是芜菁？

  　説明文は間違いなくテンサイ。見た目は大根というよりは
    
     蕪
    かぶ？

  　虽然我没见过真正的甜菜，但至少根部应该不会是蓝色的。

  　実際のテンサイは見たことないけど、少なくとも根っこが青いことはないと思う。

  『感觉会变成蓝色的砂糖……』

  『なんだか青い砂糖ができそうです……』

  「大概，只有皮是蓝色的吧」

  「多分、皮だけじゃないかな」

  　要提取糖的话，应该要剥皮，切成细条或方块煮出来。

  　糖を抽出するには皮を剝いて、細切りか角切りかにして煮出さないとだったはずだし。

  　然后，要请菲雅莉们帮忙的话，得拜托斯薇……

  　で、フェアリーたちに手伝ってもらうには、スウィーにお願いしないとなんだけど……

  　露比似乎看我盯着图鉴看腻了，把头枕在上面睡着了。

  　俺が図鑑と
    
     睨
    にらめっこしてるのに飽きたのか、ルピを枕に寝てるし。

  　看它一副快要流口水的表情，是在梦里吃着甜食，发出「唔嘿嘿」的声音吗？

  　よだれが垂れてきそうな顔してるのは、夢の中で甘い物を食べて「うへへ」っていうアレ？

  「斯薇，可以打扰一下吗？」

  「スウィー、ちょっといい？」

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  　斯薇似乎没有睡得很熟，一下子睁开眼睛……然后用胳膊擦了擦口水的女王大人。

  　ぐっすりというわけでもなかったのか、ぱちっと目を覚まし……腕でよだれをふく女王様。

  「如果能找到这种植物，就能做出很多甜食。我打算接下来去找找，希望菲雅莉们也能帮忙」

  「この絵の植物があると、甘いものがたくさん作れるんだよ。これからちょっと探しに行こうと思うんだけど、フェアリーみんなにも手伝ってほしくて」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　斯薇一副明白了的样子飞走了。

  　ガッテンとばかりに飛んでいくスウィー。

  　首先从西南的森林开始吧？东南的丛林也绕一圈看看吧。

  　まずは南西の森からかな？　南東の密林の方も一応ぐるっと回ってくるか。

  　说不定能找到蓝葛利斯以外的东西。

  　ブルーガリス以外のものも、何か見つかるかもしれないし。

  「现在才刚过九点吧？」

  「今まだ九時過ぎぐらいだよね？」

  『是的。刚过晚上九点十分』

  『はい。午後九時一〇分を回ったところです』

  「谢了。那么，就去南边散散步，绕一圈找找看吧」

  「さんきゅ。じゃ、南側を散歩がてらぐるっと回って探してみようか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　露比似乎知道可以去散步了，一下子跳起来凑了过来。真可爱。

  　ルピが散歩に行けるとわかったのか、シャキッと起き上がってじゃれついてくる。可愛い。

  　我和露比玩了一会儿，斯薇带着菲雅莉们回来了。

  　しばらく、ルピと遊んでると、スウィーがフェアリーたちを連れて戻ってきた。

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「喂喂，别拉我的衣服。去之前得告诉我找什么才行吧？」

  「こらこら服を引っ張らない。行く前にどれを探してほしいか伝えないとダメだろ？」

  　我这么回答后，斯薇回了个『诶嘿♪』。

  　そう答えると『てへぺろ♪』を返すスウィー。

  　我打开植物图鉴，给菲雅莉们看了蓝葛利斯那一页的插图，她们都点了点头，只有斯薇一脸怀疑地问「这个会变甜吗？」。

  　植物図鑑を開いて、ブルーガリスのページの挿絵を見せると、ふんふん頷いてるフェアリーたちだけど、スウィーだけが「これ甘くなるの〜？」って不審顔。

  　真是的，要是找到了，一定要让它好看点……

  　まったく、見つけたら目にもの見せてやるからな……

  　◆◇　『山师』麦芽　◆◇

  　◆◇　『山師』モルト　◆◇

  「这是你要的书。别忘了给司书的报告啊？」

  「これ、頼まれてた本な。司書はんにレポート忘れんといてな？」

  「哦哦，谢谢！」

  「おお、ありがたい！」

  「所以，魔银果然还是不行吗？」

  「で、やっぱ、
    
     魔銀
    ミスリルは無理そうなん？」

  「嗯，暂时还拿不出能分给别人的量。如果自己带素材来的话倒是可以」

  「ああ、しばらくはよそに回せるほどは出せん。素材持ち込みならなんとかじゃな」

  　回答我的是『山师』麦芽。他是以锻造，工艺品为主的玩家聚集的『左党』公会会长。

  　そう答えるのは『山師』モルト。鍛冶・細工メインのプレイヤーが集う『左党』のギルドマスターでもある。

  　目前，本土的魔银矿石的开采量很少。由于效率太差，很多玩家都早早放弃了。即便如此，『左党』的成员还是设法收集魔银矿石，用于各自的技能提升和验证。

  　現状、本土での
    
     魔銀
    ミスリル鉱石は採掘量も希少。あまりの効率の悪さに、多くのプレイヤーが早々に諦めてしまっている。そんな中でも『左党』のメンバーは、なんとか
    
     魔銀
    ミスリル鉱石を集め、各々のスキル上げや検証のために使い回している状況だ。

  「还有，最近银武器的需求突然增加了」

  「それと最近になって急に銀武器の需要が増えておってな」

  「啊，是因为死灵都市的世界任务吧……」

  「あー、それって死霊都市のワールドクエストのせいやろなあ……」

  　在奇幻世界里，『银制武器对不死者有效』是约定俗成的设定，而ＩＲＯ似乎也不例外，听说银制短剑的订单量因此增加了。

  　ファンタジーのお約束『アンデッドには銀の武器』はＩＲＯでも同様らしく、コスパのいい銀のダガーの発注が増えているそうだ。

  「难道是『未来的霸权』那边的订单？」

  「ひょっとして『未来の覇権』から、よーさん来てるん？」

  　利帕这么一问，麦芽便露出苦涩的表情。

  　リーパの問いかけに、モルトが苦虫を
    
     嚙
    かみつぶしたような表情に。

  「其实有好几个新人被挖走了……」

  「実は新人が何人か引き抜かれてな……」

  「啥！？」

  「はあ!?」

  　虽然对方委托制作银制武器时还没什么问题，但因为订单量大，所以要求降价，结果在交涉过程中发生了纠纷……事情似乎就是这样。

  　銀製武器の作成を依頼されたまでは良かったものの、大量に発注するので安くしろという要求があり、そのやりとりで揉めている間に……ということらしい。

  「不好意思，能帮我转告迪特隆大人一声吗？魔银的交货日期会比预定的晚。」

  「すまんが、デイトロンの旦那にも伝えておいてもらえるか。
    
     魔銀
    ミスリルは予定より遅れると」

  「了解。不过，大老板应该会想办法解决吧。」

  「了解や。まあ、大旦那ならなんとかしてくれるやろ」

 
  06　星期五　前进了一步

  06　金曜日　一歩前進

  「早啊！」

  「おっす！」

  「早。你今天精神真好……」

  「おは。元気だな……」

  　我这位好友明明在田径社练得够卖力，又在玩ＩＲＯ玩得不亦乐乎，却还是精力充沛。

  　陸上部でガッツリやって、ＩＲＯもガッツリやってるはずなのに、無駄に元気な我が親友。

  　这种时候通常都是好事，而且他还会顺便找我商量。

  　こういう時はだいたい良いことがあったパターン。俺に何か助言を求めるムーブまでセット。

  「发生什么事了吗？」

  「なんかあったか？」

  「嗯……我找到龙货了。」

  「おう。……竜貨見つけたぞ」

  「真的假的……」

  「マジか……」

  　我们立刻压低声音开始讨论。班长大概正用复杂的表情瞪着我们，不过我中午再跟她解释吧。

  　途端に声を落として話し始める俺たち。多分、いいんちょが複雑そうな顔をして睨んでるんだろうけど、それは昼にでも弁解しよう。

  「是那个『古老地下城』吗？」

  「例の『古奥のダンジョン』か？」

  「不是，那附近有以前的诺姆聚落吧？我在那里找到的。」

  「いや、その近くに以前のノームの里があるだろ？　そこを探したら出てきた」

  　诺姆们已经适应新环境，所以赛丝带诺姆队长和其他几人去确认旧聚落有没有留下什么重要物品。

  　ノームたちも新しい環境に落ち着いたところで、前の里に何か大事なものが残されてないか、ノームのリーダー他数人を連れて確認に行ったらしい。

  　旧聚落其实就是个洞窟，他们到处调查，结果在以前用过的十字镐等物品中发现了龙货。

  　その前の里、要するに洞窟なんだけど、あちこち調べ回って、以前使ってたツルハシやらなんやらと一緒に竜貨を見つけたと。

  「那我该怎么做？」

  「で、俺はどうすりゃいいんだ？」

  「你能不能跟赛丝酱说一声，让她低调地把这件事传出去？」

  「
    
     セス
    美姫ちゃんに話して、このことを穏便に広めてもらえないか？」

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　赛丝找到的龙货有十枚以上，她都还给诺姆了，而且是全部。

  　見つかった竜貨は一〇枚以上あって、ちゃんとノームに返したと。なんだけど、そっくり全部くれたらしい。

  「我就是想说，就算有那么多也没用啊。」

  「そんなたくさんあってもって伝えたつもりなんだがな」

  「从他们的角度来说，你帮他们建立了新的村落，而且你和你的朋友都满足了亚珍塔先生所说的『受妖精喜爱』的条件吧。」

  「向こうとしては、新しい里をつくってもらったわけだし、お前もお前のフレもアージェンタさんの言ってた『妖精に好かれてる』って条件は満たしてるだろ」

  「嗯，我们所有人都拥有【诺姆的守护者】。只是，我们觉得独占这些宝石不太好，所以也分给了同样拥有守护者的『午后之花』和『月夜之宴』的公会长。」

  「ああ、全員【ノームの守護者】持ちだな。ただ、俺らで独占するのはまずいだろってなって、同じ守護者の『昼下がりの華』と『月夜の
    
     宴
    うたげ』のギルマスにも渡しといた」

  　这两个公会都从初期就参与了拉夏铎领地的开拓，而且也很照顾诺姆，所以分给他们似乎也包含了感谢之意。不过……

  　どっちのギルドもラシャード領の開拓に初期から関わってるし、ノームをちゃんと見てくれてるし、お礼の意味も含めてだったらしい。けど……

  「……你是不是随便把宝石交给他们，结果惹对方的公会长生气了？」

  「……お前、適当に渡そうとして、向こうのギルマスに怒られただろ？」

  「呜，你怎么知道……」

  「うっ、なんでバレんだよ……」

  「幸好对方是成熟的大人。要是你随便乱发，就会有一堆人跑来跟你讨东西哦？所以他们才叫你来找白银之馆商量吧？」

  「向こうが良い大人で助かったな。下手にばら撒いてたら、お前にクレクレ連中が湧くところだったぞ？　それで白銀の館に相談しろって言われたな？」

  「……你是我的老婆吗？」

  「……お前は俺の嫁か？」

  「别说了。」

  「やめろ」

  　这让我在各种意义上都感到一阵寒意，拜托别说了。

  　いろんな意味で寒気がするからやめてくれ。

  　不过，这种事也不是第一次了，多亏奈特的人品，我从来没有被奇怪的家伙缠上。话虽如此，毕竟这是MMO。

  　まあ、この手のことは初めてでもないし、ナットの人柄のおかげか変な奴に絡まれたことはない。とはいえ、ＭＭＯだからなあ。

  「回去后我会跟他们谈谈，在收到联络之前你可要安分点哦？」

  「帰ったら話しとくから、連絡来るまで大人しくしとけよ？」

  「拜托了！」

  「頼む！」

  「所以……你周日应该没有社团活动吧？」

  「で、だ……。お前、日曜はさすがに部活ないよな？」

  「啊，好久没出去玩了，要不我们去哪玩玩？」

  「ああ、久しぶりにどっか遊びに行くか？」

  　虽然出去玩也不错，但我还是想和奈特商量一下美音的事，总之先听听他的意见，希望能得到客观的建议。

  　まあ、それも良いんだけど、ミオンのことをナットに相談っていうか、とにかく話を聞いてもらって、客観的な意見が欲しい。

  　这件事当然不能告诉美音，而且也不是该找女性商量的事……

  　ミオンには当然話せないし、そもそも女性に相談することじゃないし……

  『从以前就这样吗？』

  『昔からなんですか？』

  「嗯，算是吧」

  「うん、まあそう」

  　白天嘛，嗯。虽然奈特没有被班长骂，但还是被她无奈地念了一通，这已经是老样子了。

  　昼はまあ、うん。ナットがいいんちょに怒られたってわけでもないけど、呆れられてたっていういつものパターン。

  『真不可思议』

  『不思議です』

  「嗯，没事，奈特和班长总是这样」

  「んー、まあ、ナットといいんちょのいつものやつだから」

  　虽然我也觉得有点着急，但感觉会变成自打脸，还是闭嘴吧。

  　もどかしい気がしなくもないけど、なんかブーメランになりそうなので黙っとこう。

  「久等了」

  「お待たせ」

  「你好」

  「どもっす」

  『你好』

  『こんにちは』

  　部长正好出现了，我便把奈特找我商量的事告诉了她。

  　ちょうど部長が現れたので、ナットから相談された件を話しておく。

  「我明白了。知道还有其他地方有龙，我也放心了。那么，龙货的颜色怎么样？」

  「了解よ。他でも見つかるってわかってホッとしたわ。それで、竜貨の色ってどうだったの？」

  「哎，颜色？啊，是这个意思啊！对不起，我忘了问……」

  「え、色？　ああ、そういうことか！　すいません、聞き忘れてました……」

  　亚珍塔先生给我的是银龙货，如果还有其他颜色的话，就说明还有那种颜色的龙吧。

  　アージェンタさんからもらったやつは銀竜貨って話だし、他にも色があるなら、その色の竜がいるって話になるよな。

  「不用那么在意啦，今晚就能知道了」

  「そんなに気にしなくて良いわよ？　今日の夜にはわかるもの」

  『是啊』

  『そうですよ』

  「不过，真要说的话，没注意到的我才是傻瓜吧。要是发现银以外颜色的龙货，感觉也会引起骚动呢。」

  「いや、どっちかっていうと気づけなかったことが間抜けだなって。銀以外の色の竜貨が見つかったら、それはそれで騒ぎになりそうすね」

  　我记得有绯色的龙吧？那应该就是绯龙货了。

  　確か
    
     緋
    ひ
    
     色
    いろの竜がいるんだっけ？　だとすると、
    
     緋
    ひ
    
     竜
    りゅう
    
     貨
    かっていうのかな。

  「我们得到了银龙亚珍塔先生的银龙货，但你们不觉得龙货的颜色会根据国家或地区而有所不同吗？」

  「私たちは銀竜アージェンタさんの銀竜貨をもらったわけだけど、国や地域によって竜貨の色が変わるとかありそうだと思わない？」

  『绯色的龙先生是帝国的吗？』

  『緋色のドラゴンさんは帝国でしょうか？』

  「恐怕是吧。虽然要先跟赛丝酱商量，但首先把情报传到帝国，让与巨人族接触的人们得到龙货怎么样？」

  「おそらくね。セスちゃんに相談してからになるけど、まずは帝国に情報を流して、巨人族と接触してる人たちが竜貨をもらえるといいかしら」

  「原来如此。然后从那里传到公国、共和国吗……」

  「なるほど。そこから公国、共和国へとって感じか……」

  　公国帮助了NPC精灵，感觉意外地能顺利得到龙货。

  　公国はＮＰＣエルフを助けたし、意外とすんなりと竜貨にたどり着きそうな気がする。

  　共和国则是帮助了菲雅莉，感觉像是为了答谢，但因为斯薇把我带走，所以先帮了我……

  　共和国はフェアリーを助けて、そのお礼にって感じだったんだろうけど、俺がスウィーに連れていかれて、先に助けちゃったからなあ……

  　贝露部长立刻去报告了，我们也前往了ＩＲＯ。

  　ベル部長がさっそくと報告に行ったので、俺たちもＩＲＯへと。

  「结果昨天没找到蓝葛利斯啊……」

  「結局、昨日はブルーガリス見つからなかったのがなあ……」

  『要找其他地方吗？』

  『他の場所を探しますか？』

  「嗯，晚上从观景台找找南边吧。我也想见见那边的棕狼。」

  「うん、夜にでも展望台から南側を探してみるよ。あっち側のドラブウルフにも会いたいし」

  『好主意』

  『いいですね』

  　在料理的“酱醋油盐糖”中，酱油和味噌需要哈克＝米，所以暂时搁置。

  　料理のさしすせそって言われるやつのうち、醬油と
    
     味
    み
    
     噌
    そはハク＝米が必要だとわかってて、いったん保留中。

  　剩下的就是砂糖了，虽然想得到蓝葛利斯，但在西南森林和东南丛林里都没找到。不过，

  　あとは砂糖ってことで、ブルーガリスをなんとか確保したいんだけど、南西の森や南東の密林では見つからなかった。ただ、

  「能找到这个算是幸运了吧？」

  「まあ、これが見つかったのはラッキーだったかな？」

  【雷佩林果实】

  【レッペリンの実】

  『雷佩林果实。根据成熟前或成熟后加工方法不同，都会成为带有辣味的调味料。

  『レッペリンの果実。熟す前か後かで加工方法が異なるが、いずれも辛みを持つ調味料となる。

  　素材加工：香辛料的原材料』

  　素材加工：香辛料の原材料となる』

  　对了，胡椒是藤蔓植物来着。

  　そうそう、コショウって
    
     蔓
    つる
    
     草
    くさだったよなって。

  　偶然发现红色果实后鉴定了一下，结果中奖了，以前没注意到，果然和植物学技能有关吧。

  　たまたま赤い実を見つけて鑑定したら当たりだったんだけど、以前は気づかなかったのは、やっぱり植物学スキルあたりと関係あるのかな。

  『这居然会变成胡椒，真是难以置信』

  『これがコショウになるなんて信じられないです』

  「是啊」

  「だよなあ」

  　昨天在时间快到的时候找到的，只采了试吃用的量。

  　昨日、時間ギリギリのタイミングで見つけたので、お試し分くらいしか採れてない。

  　而且“根据成熟前或成熟后加工方法不同”这部分也不清楚，结果登出后在现实中查了……

  　それに『加工方法が異なるが』の部分がわからなくて、結局、ログアウト後にリアルで調べてしまった……

  「总之，能马上做出来的是黑胡椒吧」

  「とりあえず、すぐ作れるのは黒コショウかな」

  　这个很简单，我知道怎么做。只选择青色果实，然后，

  　これは簡単だし知ってた。青い果実だけを選んで、それを、

  「〈干燥〉」

  「〈乾燥〉」

  　就变成了熟悉的黑色颗粒。

  　で、見たことのある黒い粒々に。

  『是胡椒！』

  『コショウです！』

  「人类真的发现了很多好厉害的东西呢。」

  「人間ってすごいもの発見してるよ、ホント」

  　将果实碾碎后，黑胡椒就完成了。机会难得，就用在饭上吧。

  　これを砕いて黒コショウの完成なんだけど、せっかくなのでご飯に使おう。

  　今天的虚拟游戏饭是帕比鸠的炸鸡。稍微加点葡萄酒揉搓，撒上盐和黑胡椒后裹上太白粉，最后用佩利尔森斯的芝麻油炸。

  　今日のゲーム内ご飯はパーピジョンのからあげ。ワインを少し足して揉み込み、塩と黒コショウをかるく振ってから片栗粉をまぶす。あとはペリルセンスのごま油でじゅわっと。

  「露比，可以加绿莓吗？」

  「ルピ、グリーンベリーかけていい？」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　听说擅自给炸鸡加柠檬会引发战争，所以要先问过。

  　からあげにレモンを勝手にかけるのは戦争になるらしいので、ちゃんと聞いてから。

  　我用力挤出汁液，这股香味更是让人食欲大开……

  　ぎゅっと絞ると、これがまた
    
     堪
    たまらなく食欲を刺激する香りに……

  「我开动了。」

  「いただきます」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　我吃大腿肉，胸肉和去骨翅尖则给露比。

  　もも肉は俺が、むね肉、そして骨を外した手羽先はルピに。

  　跟现实的炸鸡相比，感觉有点硬？不过，这种伴随着嚼劲渗出的鲜味实在让人欲罢不能。

  　リアルのからあげに比べると若干硬い？　でも、歯ごたえと共に
    
     旨
    うま
    
     味
    みがじゅわっと
    
     滲
    にじみ
    
     出
    でてくるこの感じがたまらない。

  『看起来好好吃……』

  『美味しそうです……』

  「嗯，非常好吃。」

  「うん、すごく美味しい」

  「汪呼！」

  「ワフ！」

  『呜呜呜……』

  『ううう……』

  　不行不行，太常做的话她会生气的。

  　いかんいかん、あんまりやると怒られそう。

  『剩下的红色成熟果实要怎么处理呢？』

  『残った赤く熟した実はどうするんですか？』

  「啊，这个要泡水，让果肉腐烂后去除。」

  「あー、こっちは水につけて、果肉を腐らせて取り除くんだって」

  『咦？』

  『え？』

  　没错。我查到的时候也吓了一跳。

  　そう。俺も調べて「え？」ってなったよ。

  　据说在腐烂的过程中会沾上气味，所以白胡椒的质量会有好有坏。

  　その腐らせる過程で匂いがついたりするから、白コショウは当たり外れもあるそうで。

  　希望素材加工技能的等级能让我顺利过关……

  　素材加工スキルのレベルでなんとか乗り切れるといいんだけど……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　社团活动的ＩＲＯ时间，我采集胡椒并完成了加工。

  　部活でのＩＲＯはコショウの採集と加工で終わり。

  　我拜托水精灵让成熟的红色果实浸在流水里，等了一段时间后，顺利剥下了果皮，成功制作出白胡椒。

  　実が熟して赤くなったものは、水の精霊にお願いした流水に
    
     浸
    つけてしばらく待つことで、うまく果皮が外せたので、問題なく白コショウになった。

  　因为可以保存，所以多做一点也没问题，这样星期六就能请塞尔奇吃竹荚鱼的奶油煎了。咦？还是香煎？算了，烤鱼就行了吧……

  　日持ちする分、たくさん作ってあって問題ないし、これで土曜にセルキーにアジのムニエルとかごちそうしてあげられそうかな。あれ？　ソテーだっけ？　まあ、焼き魚でいいか……

  「好，我们走吧。」

  「よし、行こうか」

  「汪！」「～～♪」「「「～～♪」」」

  「ワフ！」「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  　今天除了平时的三人，还有菲雅莉们也跟来了。

  　いつもの三人に今日はフェアリーたちもついてくる。

  　我打算从瞭望台往南寻找蓝葛利斯。

  　展望台から南側にブルーガリスがないか探しに行く予定。

  『东西都带齐了吗？』

  『忘れ物はないですか？』

  「嗯。亚珍塔先生也没有特别寄信来，需要的东西都带了。」

  「うん。アージェンタさんからも特に手紙とか来てなかったし、必要な物は持ったよ」

  　露比跟在身边，斯薇则一如往常地待在左肩。

  　ルピを従え、スウィーはいつも通り左肩。

  　不过，今天它背对着我坐着，感觉是在跟跟来的菲雅莉们聊天。

  　けど、今日は後ろ向きに座ってて、ついてくるフェアリーたちとおしゃべりしてる感じ。

  　虽然不知道它们在聊什么，但可能是因为声音很美，听起来有点像歌，很有奇幻感。

  　何を話してるかわからないけど、声が綺麗なせいか、ちょっとした歌っぽくてファンタジー。

  「对了，我听赛丝说，好像还有其他无人岛开局的人在直播哦。」

  「そういえば、セスに聞いたんだけど、他にも無人島スタートした人が配信してるらしいよ」

  『啊，我也听椿小姐说过了』

  『あ、私も椿さんから聞きました』

  「咦？椿小姐也在看直播吗？」

  「え？　椿さんも配信見てるの？」

  『是的。当然了』

  『はい。もちろんですよ』

  　那倒也是。她平时就在关注美音，不看我们的直播就奇怪了。不，不只是我们吧？

  　そりゃそうか。普段からミオンを見守ってて、うちの配信は見てないのも変だよな。いや、うちだけじゃなくて？

  「其他玩家的直播也看吗？」

  「他のプレイヤーの配信も？」

  『是的。她说将来可能会有值得挖角的人才。部长也是这么想的吧』

  『はい。将来的にスカウトすべき人材がいるかもしれないと。部長もそうですね』

  「啊……」

  「あー……」

  　贝露部长好像自己一个人在玩，要是觉得麻烦的话，邀请她一起玩不就好了。

  　ベル部長は自分で全部やってるみたいだけど、面倒だったら誘っちゃえばいいのか。

  　不过，那样的话，钱包就变成共用的了……

  　でも、それだとお財布が一緒になったりしちゃうのもなあ……

  『我听说其他无人岛开局的人，都过得相当辛苦』

  『他の無人島スタートした人は、かなり苦労してるって聞きました』

  「这样啊。辛苦是指什么？比如只能睡在地面上之类的？」

  「そうなんだ。苦労ってなんだろ？　地べたに寝ないといけないこととか？」

  『那个，不是指这个……』

  『あの、そういう話ではなくて……』

  　好像是指单人游戏没有新手教程，不知道该做什么而感到辛苦。

  　ソロプレイでチュートリアルもなく、何をしていいかわからなくて苦労するらしい。

  「不是，我觉得这在官网上有写啊」

  「いや、それって公式ページに書かれてたと思うんだけど」

  『没看的人应该很多吧』

  『読んでない人が多いんじゃないでしょうか』

  　我也是没看的人，所以无法反驳。

  　俺も読まない側の人間だから反論できない。

  　这些人会感到辛苦，也是没办法的事……

  　そういう人たちが苦労するのは、しょうがないというか……

  「不过啊。元素魔法可以生水，生火，还有小刀，只要狩猎双角兔就能得到肉」

  「でもなあ。元素魔法で水が出せて、火がおこせるんだし、ナイフもあって、バイコビット狩れば肉も手に入るし」

  　运营应该也不打算让玩家真的去野外求生，就算没有新手教程，应该也能想办法活下去。

  　さすがに運営もガチサバイバルさせるつもりはないだろうし、チュートリアルなくてもなんとかなると思うんだけど。

  『虽然觉得没问题，但开始之后才发现一直单人游戏很辛苦』

  『大丈夫だと思って始めてみても、ずっとソロプレイしてるのが大変なんだそうです』

  「不是知道是单人游戏才开始的吗……」

  「ソロプレイってわかってて始めてるんじゃないのか……」

  『好像有很多人觉得只要在无人岛开局直播，就会有人来看。还有，被观众指指点点，最后吵起来之类的……』

  『無人島スタートでライブ配信すれば、誰かが見に来てくれると思ってた人が多いみたいです。あと、視聴者さんにいろいろ言われて
    
     喧
    けん
    
     嘩
    かになっちゃったりとかも……』

  「呜哇……」

  「うわあ……」

  　要是有人对我指指点点……我应该会默默地把他踢出直播吧。

  　俺だって、あーしろこーしろ言われたら……黙って配信から蹴り出すだろうなあ。

  「这么一想，我被美音发现还真是幸运啊」

  「そう考えると、俺がミオンに見つかったのってラッキーだったんだな」

  『这是命运呢』

  『運命ですね』

  「是啊」

  「はい」

  　嗯，确实是命运般的邂逅。包括之后的种种……

  　まあ、運命的な出会いだったことは確かだよな。その後のいろいろ含めて……

  「汪！」

  「ワフ！」

  「当然，和露比的邂逅也是」

  「もちろん、ルピとの出会いもだよ」

  　露比“我也是！”地主张着，真可爱。

  　僕も！　とちゃんと主張してくるルピが可愛い。

  　在十字路口右转，登上楼梯穿过传送电梯，我们来到了崩塌的禁止通行处。

  　十字路を右に、階段を上って転送エレベーターを抜けると、崩落通行止めのところに到着。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「哦，谢啦」

  「お、さんきゅ」

  　斯薇一如既往地先一步钻进洞里，为我们侦查。

  　スウィーがいつもの抜け穴に先行し、偵察へと出てくれる。

  　露比跟在后面，感觉差不多该让它变大了。

  　ルピが続くんだけど、そろそろ大きくしてあげないとって感じになってきたな。

  　我走过之后，菲雅莉们也跟了上来，我们在这里暂时休息。

  　俺が通った後をフェアリーたちがついてきて、ここでいったん休憩タイム。

  「哇，谢谢。」

  「うわ、ありがと」

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　不只是斯薇，菲雅莉们也各自摘了花，献给露比母亲的墓。

  　スウィーだけでなく、フェアリーたちがそれぞれ花を摘んできて、ルピのお母さんのお墓へと。

  　我祈祷露比能好好成长，然后离开了展望台。

  　しっかりとルピの成長を見守ってくれるようお祈りして、展望台を後にする。

  『希望今天能找到。』

  『今日こそ見つかるといいですね』

  「是啊。不过，西餐不太会用到砂糖。甜点另当别论。」

  「だね。でも、洋食にはあんまり砂糖使わないんだよな。デザートは別として」

  　说到用砂糖，果然会想到酱油和味醂，几乎都是日式料理？中华料理好像有糖醋马铃薯之类的。

  　砂糖を使うってなると、やっぱり醬油とか味醂と一緒にって話になって、ほぼほぼ和食？　中華だとじゃがいもの砂糖がけとかあったっけ。

  　反正有奥达普拉，斯薇它们应该会喜欢，找到的话就做做看吧……

  　オーダプラがあるし、スウィーたちが好きそうだから、見つけたら作ってみるか……

  「哦，来了吗？叫它们过来。」

  「お、来たかな。呼んであげて」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　露比轻轻吠了一声，住在南边的棕狼一家便出现了。

  　ルピが軽く吠えると、現れたのは南側に住むドラブウルフの家族。

  　它们开心地跑过来，在坐下的露比面前趴下。

  　嬉しそうに駆け寄ってきて、お座りするルピの前に伏せる。

  「谢谢。今天我是来找蓝葛利斯的，要麻烦你们护卫来帮忙的菲雅莉们。」

  「ありがとな。今日はブルーガリスってのを探しに来たんだけど、手伝ってくれるフェアリーたちの護衛を頼むよ」

  「汪。」

  「ワフ」

  「汪！」

  「バウ！」

  　父亲狼回答得像是在说「了解！」，感觉很可靠。

  　父親ウルフが「了解！」って感じに答えてくれて頼もしい。

  　我让它们分别护卫两、三只菲雅莉，一边探索一边沿着山路右侧前进。

  　それぞれ二、三人のフェアリーを護衛してもらうかたちで、山道の右側を探索しつつ進む。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「斯薇，你再稍微紧张一点啊……」

  「スウィー、もうちょい緊張感持ってくれよ……」

  　斯薇坐在固定位置的左肩上哼着歌。

  　定位置の左肩に座るスウィーから鼻歌が聞こえてくる。

  　斯薇竖起大拇指，像是在说「我相信露比它们，没问题！」。

  　ルピたちを信頼してるので大丈夫！　って感じのサムズアップで返してくるスウィー。

  　嗯，我也相信它们。

  　まあ、俺も信頼してるけどさ。

  『之前有怪物会用魔法攻击我们吧？』

  『前に魔法を撃ってきたモンスターがいましたよね』

  「嗯，我担心的就是这个。」

  「うん。それが心配で」

  　那个叫鲁巴古马的怪物感觉很卑鄙，应该会从弱小的菲雅莉开始下手。我得做好准备，以便随时能保护它们……嗯？

  　あのルーパグマってのは、
    
     姑
    こ
    
     息
    そくな感じのモンスターだったし、弱いフェアリーから狙ってくるだろう。
    
     咄
    とっ
    
     嗟
    さに
    
     庇
    かばえるようにスタンバっておかないと……ん？

  「汪呜！」

  「バウッ！」

  　母亲狼叫了一声，全员一边保护着菲雅莉们一边往我这边跑来。

  　母親ウルフが吠え、フェアリーたちを守りながら全員が俺の方へと戻ってくる。

  　感知气息捕捉到的果然是鲁巴古马。不过，它当然已经注意到刚才的叫声，开始逃跑了。让它逃掉会很麻烦，我想在这里解决掉它。

  　気配感知に引っかかったのはやっぱりルーパグマっぽい。が、当然さっきの
    
     吠
    ほえ
    
     声
    ごえに気づかれて逃走し始めた。ここで逃すとめんどくさいし片付けときたい。

  「露比，斯薇，菲雅莉们就拜托你们了！美音，我要用隐匿，你小心点。」

  「ルピ、スウィー、フェアリーたちを頼む！　ミオン、隠密使うから気をつけて」

  「汪！」

  「ワフ！」

  『好的！』

  『はい！』

  　确认菲雅莉们退开后，棕狼的孩子们开始辅助我的行动。具体来说，就是从两侧绕过去断绝它的退路。真是帮大忙了。

  　フェアリーたちが退避したのを確認し、ドラブウルフの子供たちが俺の行動のサポートに動く。具体的には両サイドから回り込んで退路を断つ動き。すごく助かる。

  　好，上吧……

  　よし、やるか……

  　我发动气息遮蔽和隐匿技能，沿着树木的阴影接近。

  　気配遮断と隠密スキルを発動し、樹々の陰を伝うように近づいていく。

  　鲁巴古马想要逃跑，却被棕狼绕到前方，我一口气接近不知所措的鲁巴古马……用背刺一击！

  　逃げようとしている方向をドラブウルフに回り込まれ、右往左往しているルーパグマに一気に近づいて……バックスタブで
    
     一
    いっ
    
     閃
    せん！

  「嘎！！」

  「ギャッ!!」

  【隐匿技能的等级提升了！】

  【隠密スキルのレベルが上がりました！】

  【短剑技能的等级提升了！】

  【短剣スキルのレベルが上がりました！】

  　呼，顺利解决真是太好了。

  　ふう、うまくいって良かった。

  　我解除技能，用感知气息确认有无其他敌人……好像没有？

  　スキルを解除し、気配感知で他に敵は……いなさそうかな？

  　留在原地的露比它们也过来会合，棕狼们开始全方位警戒。

  　残してきたルピたちも合流し、ドラブウルフたちが全周警戒を始めてくれる。

  「谢啦，帮大忙了。」

  「さんきゅ、助かるよ」

  『果然，用了隐匿技能之后，直播摄像头就固定不动了，结束后突然就变了。』

  『やっぱり、隠密スキルを使ったところで配信カメラが固定されちゃって、終わった後に急に変わりました』

  「嗯，为什么是这种设计啊。我觉得就算不显示身影，至少摄像头可以跟着移动……话说，这可能是BUG？」

  「うーん、なんでそんな仕様になってるんだろ。姿は映らなくてもカメラだけ追従とかで良いと思うんだけど……ってか、これバグかも？」

  『要咨询一下运营吗？之前也有过海中不显示的情况』

  『運営さんにお問い合わせしてみますか？　前に海中が映らなかったこともありましたし』

  　确实可以咨询一下。如果是设计的话，应该会回答『这是设计』。

  　確かにそれがいいか。仕様なら『仕様です』って返ってくるはずだし。

  「那今天结束之后就咨询一下，继续吧」

  「じゃ、今日終わったら問い合わせることにして、続きにしようか」

  『好！』

  『はい！』

  「就是这个！谢谢！！」

  「これだ！　ありがとう!!」

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　在展望台南侧，从瀑布上方往下的斜坡旁，菲雅莉们发现了我们要找的蓝葛利斯。

  　展望台の南側、滝の上から下へと下りる斜面脇で、フェアリーたちが目的のブルーガリスを発見してくれた。

  【蓝葛利斯】

  【ブルーガリス】

  『椭圆形叶子和蓝色圆形根的植物。根经过加工后会变成砂糖。

  『楕円の葉と青く丸い根を持つ植物。根は加工されて砂糖となる。

  　素材加工：可作为砂糖的原料。畜牧：叶子和加工后剩下的根可作为饲料』

  　素材加工：砂糖の原材料となる。畜産：葉や加工で残った根は飼料となる』

  「啊，畜牧的解说增加了。也能作为亚咕咕的饲料吗」

  「あ、畜産の解説が増えてる。ヤコッコの餌にもなるのか」

  『没有浪费，真不错呢』

  『無駄がなくていいですね』

  「是啊。很好很好，这样能制作的东西就增加了」

  「だね。よしよし、これでいろいろ作れるもの増えるぞ」

  　首先，得确认从一株蓝葛利斯上能做出多少砂糖。

  　まずは、一本からどれくらいの砂糖が作れるか確認しないとだよな。

  　不过嘛，做成砂糖的话可以保存很久，只要确保一定量的储备，之后偶尔来采一下应该就没问题了。

  　ただまあ、砂糖にしちゃえば長持ちするし、ある程度の量が確保できれば、あとはたまに採りに来るぐらいで大丈夫かな。

  「～～～￥」

  「〜〜〜￥」

  「斯薇，你这样会把气氛搞砸的……」

  「スウィー、それ台無しだから……」

  　在我面前一心追求甜味的女王大人。发现蓝葛利斯的是部下而不是你吧？

  　目の前で甘味の無心をしてくる女王様。見つけたのは部下であって
    
     貴方
    あなたではないのですが？

  『翔君，请给她奖励哦？』

  『ショウ君、ご褒美をあげてくださいね？』

  「啊，嗯，当然。收获完后，就去河边休息吧」

  「あ、うん、もちろん。収穫したら、河原まで行って休憩にしようか」

  　这里长着不少蓝葛利斯，就算把道具栏装满应该也没问题。

  　結構な数が生えてて、インベントリいっぱいに採っても問題なさそう。

  　之后在河边加工一株蓝葛利斯，做成甜菜糖，更正，是蓝葛利斯糖吧。

  　あとで河原で一本加工してテンサイ糖、もとい、ブルーガリス糖にしてみよう。

  　收获后我们平安到达了瀑布下的河边。

  　収穫後は何事もなく滝下の河原に到着。

  　我把鲁巴古马的肉分给露比它们，用多莱格雷普尔奖励斯薇它们。

  　ルピたちにルーパグマの肉を配り、スウィーたちにはドライグレイプルのご褒美を。

  　在它们各自享用美食的时候，我开始建造石窑制作蓝葛利斯糖。把大根用河水洗干净，剥皮后切成骰子状。糖分应该会从煮过的汁里渗出来……

  　それぞれ美味しそうに食べてる間、石窯を造ってブルーガリス糖作り開始。大きな根を川の水で洗って皮を剝き、サイコロ状に刻む。これの煮汁に糖分がしみ
    
     出
    でているはずなんだけど……

  「味道好臭……」

  「なんかすごい臭いがする……」

  　本来以为是甜味，结果是难以形容的臭味。露比和棕狼们，斯薇和菲雅莉们也逃到了上风处。

  　甘いと思わせておいて、なんとも言えない臭い。ルピやドラブウルフたち、スウィーやフェアリーたちも風上へと逃げてしまった。

  　榨出糖分的残渣被冲到河里，煮过的汁液进一步煮干后应该就完成了。

  　糖分を絞り出したカスは川へと流し、煮汁をさらに煮詰めて出来上がりのはずなんだけど。

  　结果变成了微妙地带着淡淡蓝色的块状物，感觉和想象中的不一样……

  　微妙にうっすらと青みがかった塊になってて、なんか思ってたのと違う……

  『翔君，鉴定一下』

  『ショウ君、鑑定を』

  「啊，对哦。我看看……」

  「あ、そうだね。えーっと……」

  【空砂糖】

  【
    
     空
    そら
    
     砂
    ざ
    
     糖
    とう】

  『用蓝葛利斯制作的粗砂糖。

  『ブルーガリスから作られた粗い状態の砂糖。

  　料理：可作为调味料使用』

  　料理：調味料として利用可能』

  「啊，这是粗砂糖吗！」

  「ああ、これ粗糖か！」

  『咦？』

  『え？』

  「呃，简单来说就是变成纯白之前的那种状态吧。虽然混杂着不纯物，但姑且算是砂糖」

  「えーっと、要するに真っ白になる前の状態って感じかな。不純物が混じってたりするけど、一応、砂糖のはず」

  　最后用魔法烘干，就变成了空砂糖的块状物。我从碎片中挑出一个指甲大小的……

  　最後の仕上げ、魔法ですっかり乾かすと、ごろごろした空砂糖の塊に。その欠片のうち、爪の先ほどの一つを……

  「嗯，确实有甜味」

  「うん、ちゃんと甘い」

  　虽然甜味有点独特，不过要说有深度的话倒也没错。

  　ちょっと甘みにクセがあるような気がするけど、コクって言えばコクかなあ。

  「「「～～～…」」」

  「「「〜〜〜…」」」

  　可能是因为我说了甜，斯薇和菲雅莉们的视线……

  　甘いとこぼしたせいか、スウィーとフェアリーたちの視線が……

  　从一根长大的蓝葛利斯上取了两杯的量，虽然很开心，但全部吃掉的话感觉对身体不好。

  　まるまる育った一本からコップ二杯分近く取れたのは嬉しいんだけど、これ全部食べたら体に良くない気がする。

  「斯薇，吃太多的话会中毒，就这些吧？」

  「スウィー、食べすぎると毒だから、これだけな？」

  　我分给菲雅莉们和我试吃时一样，只有指甲大小的份，然后她们就一口吃掉……

  　俺が試しに食べたのと同じ、爪の先ほどをフェアリーたちに配ると、それぞれがパクッと……

  「咦？」

  「あれ？」

  『不好吃吗？』

  『美味しくないんでしょうか？』

  　斯薇和菲雅莉们也露出「嗯嗯，好甜～」的表情。

  　スウィーもフェアリーたちも「うんうん、甘いね〜」ぐらいの表情。

  　果然，不和某种水果搭配的话，味道就很普通。

  　やっぱり、何か果物と合わせないとっていう、ごく普通の味覚だよな。

  「等一下。露比，我拿一个赖柯斯哦」

  「ちょっと待って。ルピ、ライコス一個もらうよ」

  「汪」

  「ワフン」

  　我从道具栏里拿出一个给露比当点心的赖柯斯，切成斯薇她们容易吃的碎片大小。然后把空砂糖弄碎，大致混合……

  　ルピのおやつ用にインベに入れてあるライコスを一つ取り出し、スウィーたちが食べやすい欠片サイズに乱切り。あとはこの空砂糖を細かく砕いてざっくりと混ぜる……

  「来。吃吃看」

  「はい。食べてみて」

  「「「～～～！！」」」

  「「「〜〜〜!!」」」

  　啊啊啊，争先恐后地抢着吃，这可不像菲雅莉哦？

  　あーあーあー、我先にって感じで取り合うのはフェアリーらしくないぞ？

  『番茄加砂糖，很好吃呢』

  『トマトにお砂糖、美味しいですよね』

  「与其说是沙拉，更像是甜点吧。我们家平时都是加盐、沙拉酱或者蛋黄酱，不过老爸以前为了让美姬更容易吃下番茄，就会这样弄」

  「サラダっていうよりデザートっぽいよね。うちだと普段は塩かドレッシングかマヨネーズなんだけど、これは、昔、美姫がトマト食べやすいようにって親父がやってたやつ」

  　我又拿出一个赖柯斯，切成八等份的丝。

  　もう一つライコスを出して八等分のくし切りに。

  　撒上空砂糖，然后给露比和棕狼们。

  　ぱらぱらっと空砂糖をまぶしてから、ルピとドラブウルフたちに。

  「汪～」「「汪～」」

  「ワフ〜」「「バウ〜」」

  　嗯嗯，看它们吃得这么香，真是太好了。

  　うんうん、美味しそうに食べてくれてるみたいで良かった。

  『部长和赛丝酱也会吃这种有点蓝的砂糖吗？』

  『部長やセスちゃんもこの少し青い砂糖を食べてるんでしょうか？』

  「大概吧。这种程度的话，混在鸡蛋或者牛奶里应该也吃不出来。啊，比起问她们，还是问直播观众更好吧。感觉有很专业的人」

  「多分ね。このぐらいなら卵とか牛乳と混ざればわからない気がするし。ああ、二人に聞くよりは、ライブで聞いた方がいいかも。なんかプロっぽい人いたし」

  　虽然偶尔会看到现实里是厨师的人的评论，让我吓一跳。

  　たまに、リアルでも料理人だよなって人のコメントがあって、びっくりするんだけど。

  『不错呢！』

  『いいですね！』

  「虽然这么说有点怪，不过专业人士来看我的直播料理，不觉得有点奇怪吗？」

  「こう言っちゃなんだけど、プロが俺のライブ料理を見にくるのってなんか違う気がしない？」

  『是吗？』

  『そうですか？』

  　我反而想请教他们呢……

  　むしろこっちが教えてほしいぐらいなんだけどなあ……

  「呼，我回来了」

  「ふう、ただいまっと」

  　回到山间小屋时，已经快晚上十一点了。

  　山小屋に戻ってきたのは午後十一時前。

  〖世界任务更新了！〗

  〖ワールドクエストが更新されました！〗

  「噢！」

  「お！」

  『看来是进入下一阶段了！』

  『次へ進んだみたいですね！』

  　那么，会变成什么样呢？任务情报是……

  　さて、どうなったかな？　クエスト情報はっと……

  【世界任务：死灵都市：第一部「交涉」】

  【ワールドクエスト：死霊都市：第一部「交渉」】

  『在漆黑森林深处发现的废墟。被不死者占据的这座都市，正是古代魔导文明引发的灾厄的中心地。

  『漆黒の森の奥に見つかった廃墟。アンデッドに占拠されたその都市は古代魔導文明が引き起こした厄災の中心地であった。

  　要调查在龙族监视下的死灵都市，必须获得他们信任的证明「龙货」，并确立通往死灵都市的路线。

  　竜族の監視下にある死霊都市の調査には、彼らからの信頼の
    
     証
    あかしである「竜貨」を得て、死霊都市への経路を確立する必要があるだろう。

  　目的：获得龙货。确立通往死灵都市的路线。达成率67％』

  　目的：竜貨の入手。死霊都市への経路確立。達成率67％』

  「第一部就是字面上的意思吧。」

  「第一部なのはそのままなんだ」

  『达成率超过三分之二，是因为大家都知道了以前发生的失控事故吗？』

  『三分の二を超えたのは、皆さんが昔起きた暴走事故のことを知ったからでしょうか？』

  「啊，原来是这样。那等通往死灵都市的路线确定下来，就是第二部了吗？」

  「あー、そういうことか。じゃ、死霊都市までの道のりができたら、次の第二部かな？」

  『我有这种感觉。』

  『そんな気がします』

  　部长、赛丝和奈特都已经拿到龙货了，下一阶段应该会开始内部调查吧。

  　部長やセス、ナットももう竜貨は手にしてるし、次の部で内部調査開始なんだろうな。

  　从PV来看，感觉整个巨大的都市都是世界任务专用的舞台，让我有点羡慕。

  　なんかＰＶを見る感じだと、かなりでかい都市まるまるがワールドクエスト専用ステージって感じで、ちょっとうらやましい気もする。

  『翔同学，你明天中午要去港口对吧？』

  『ショウ君、明日のお昼には港に行くんですよね？』

  「嗯，我是这么打算的。」

  「うん。そのつもり」

  『好的。你在那里有什么计划吗？』

  『はい。向こうでは何をする予定ですか？』

  「呃，首先试试看这个『塞尔奇的笛子』，然后确认工作和报酬的事吧。」

  「えーっと、まずはこの『セルキーの呼び子』を試して、仕事と報酬の話の確認かな」

  　斯薇应该可以沟通，我想趁白天的时候向她道谢。

  　スウィーがいれば話は通じるっぽいし、昼のうちに呼び子のお礼はしておきたいところ。

  『原来如此。你还要去钓鱼吗？』

  『なるほどです。また釣りをしますか？』

  「要看塞尔奇的意愿，不过我想和她一起潜入海中。」

  「セルキー次第だけど、一緒に海に潜ってみようかなって」

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  　反正相机已经修好了，要是能潜下去抓虾子之类的就好了。

  　カメラはもう直ってるし、潜ってエビとか捕れるといいんだけど。

  　虾子大概只要直接油炸就很美味了吧。

  　多分、エビは素揚げするだけで十分美味しい気がするし。

  『可是翔，这段期间露比和斯薇要怎么办？』

  『でも、ショウ君。その間、ルピちゃんやスウィーちゃんはどうするんです？』

  「我想先去把卡姆拉斯之树那一带整理干净，让它们在那边休息。这次我打算带菲雅莉族一起去……怎么样？」

  「先にカムラスの樹があるあたりを綺麗にしておくから、そこでのんびりしてもらえばいいかなって。今回はフェアリーたちも連れていくつもりだし……どう？」

  「汪呜。」「～～♪」

  「ワフン」「〜〜〜♪」

  　露比和斯薇都表示同意。

  　ルピもスウィーもいいよって返事。

  　海湾内侧似乎很安全，我想把那一带的杂草和碍事的树枝都清除干净，让阳光照得进来。话说回来，那一带以前好像是梯田，要是能找到其他东西就好了……

  　入り江の内側は安全っぽいし、あのあたりはきっちり下草やら邪魔な枝を払って日当たり良くしたい。というか、あのあたりは段々畑だったみたいだし、他にも何かあればなあ……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【战斗・生产・其他】IRO技能考察・验证串【也欢迎提问】

  【戦闘・生産・その他】ＩＲＯスキル考察・検証スレッド【質問もＯＫ】

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　我把木工技能练到最高等了！

  　木工スキル最大まで上がったぞぉ！

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　截图请。

  　スクショプリーズ。

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　啊，抱歉。〔图片〕

  　あ、すまん。[image: ]［画像］

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　恭喜！好厉害！有什么奖励吗？

  　おめ！　すげえな！　なんか褒賞あった？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　能干。顺便突破上限吧。

  　有能。ついでに上限突破もよろ。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　「世界首次技能基础值上限到达（木工）：获得3SP」［图片］

  　「ワールド初のスキル基礎値上限到達（木工）：３ＳＰを獲得しました」[image: ]［画像］

  　那么，生产技能要怎么突破上限呢？

  　で、生産スキルで上限突破どうすりゃいいんだ？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　哦哦。不是全体的第一次啊。

  　ほうほう。全体の初ではないんだ。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　虽然好像没什么人知道，

  　あんまり知られてないっぽいが、

  　「世界首次技能基础值上限到达（全技能）」是蕾欧娜大人取得的。

  　「ワールド初のスキル基礎値上限到達（全スキル）」はレオナ様が取ってた。

  　虽然可能是因为时间是深夜的缘故。

  　めっちゃ深夜だったせいもあるだろうけど。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　是短剑吧？那样的话应该也取得了突破上限的技能。

  　短剣だよな？　それなら上限突破の方も取ってそうだけど。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　取得了。她持有的短剑好像是＋1，所以是同时取得的。

  　取ってた。持ってる短剣が＋１らしいから、両方同時だったな。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　短剑的上位技能是什么呢？

  　短剣の上位スキルってなんでしょう？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　短剑专精，双剑专精，特殊剑专精

  　短剣マスタリー、双剣マスタリー、特殊剣マスタリー

  　只要有SP的话，三个似乎都能取得。另外，需要的SP都是9。

  　ＳＰさえあれば三つとも取れるらしい。なお、必要ＳＰはどれも９。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　咦？「世界首次技能等级上限突破（全技能）」是谁取得的？

  　あれ？　「ワールド初のスキルレベル上限突破（全スキル）」って誰が取ったの？

  　有世界公告吧？

  　ワールドアナウンスあったよね？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　不明。虽然有传闻说大概是翔君。

  　不明。多分、ショウ君じゃないかって話だけどね。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　原来如此。不过，他也不是那种会到处炫耀的人，等他哪天愿意说的时候再说吧。

  　なるほ。まあ、彼はそれでイキるキャラでもないし、そのうち話してくれたらいいや。

  【一汤一菜】料理人的集会【美酒佳肴】

  【一汁一菜】料理人の集い【
    
     美
    び
    
     酒
    しゅ
    
     佳
    か
    
     肴
    こう】

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　调味料好贵！尤其是胡椒！现在是大航海时代吗！

  　調味料が高い！　特にコショウ！　大航海時代かよ！

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　确实很贵啊。而且只有黑胡椒。

  　高いよなー。あと、黒コショウしかない。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　说到底，这玩意儿是从哪里采的？

  　そもそもどこで採れてるんだ？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　市面上流通的黑胡椒是魔王国产的。

  　出回ってる黒コショウは魔王国産。

  　他们只卖加工过的产品。

  　加工したものしか売ってくれない。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　唔唔唔唔唔……魔王果然是邪恶的。

  　ぐぎぎぎぎ……、やはり魔王は悪か。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　在共和国买的话，价格就没那么离谱了哦。

  　共和国で買う分にはそれほどでもないよ？

  　不过，和现实比起来还是贵。

  　いやまあリアルに比べりゃ高いけど。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　离魔王国越远，价格就翻倍。这下你们懂了吧？

  　魔王国から離れる分だけ値段が倍々となっていく。つまりわかるね？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　好，去灭了共和国吧。

  　よし、共和国滅ぼそう。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　没有异议！

  　異議なし！

  【路过的商人】

  【通りすがりの商人】

  　不，等一下。运送黑胡椒的话，有很高的概率会被NPC盗贼袭击哦。

  　いや、待って？　黒コショウ運んでると、高確率でＮＰＣ盗賊に襲われるのよ？

  　如果要雇护卫，价格当然会变高啊。

  　護衛つければ、そりゃ高くなるよ？

  ★☆★☆★无人岛考察串★☆★☆★

  ★☆★☆★無人島考察スレッド★☆★☆★

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　除了翔君的岛以外，其他直播也增加了不少呢。

  　ショウ君の島以外の配信がそこそこ増えてきたね。

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不过，能顺利单人游玩的人好像很少。

  　しかし、うまくソロプレイできてる人が少ない印象。

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　和观众吵架了，真让人坐立不安……

  　視聴者と喧嘩になってるのとかいたたまれない……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那么，就让翔君的岛的短视频新作来治愈你吧。［链接］

  　そんなあなたにショウ君の島の短編新作を。[image: ]［リンク］

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　在做太白粉。这是炸鸡块的Flag吗？

  　片栗粉作っとる。これはからあげフラグかな？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　太白粉是坚硬的栗子粉。我曾经有过这样的想法……

  　片栗粉は堅い
    
     栗
    くりの粉。そう思っていた時期がありました……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　有一种叫太白的百合科植物，那才是真正的太白粉。

  　カタクリっていうユリ科の花があって、それが本物の片栗粉。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　感觉会用太白粉做蕨饼。

  　片栗粉でわらび餅とか作りそう。

  　在黄豆粉上浇上菲雅莉的花蜜……又是强化甜点。

  　きな粉にフェアリーの蜜をかけて……またバフデザートじゃん。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　其他岛的话题不知为何变成了翔君的岛的话题。

  　他の島の話がなぜかショウ君の島の話になってしまう件。

  　不过，这也是因为其他岛在模仿翔君的手法。

  　まあ、その他の島がショウ君の手法を
    
     真
    ま
    
     似
    ねるからなんだけど。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　没办法啊。

  　しょうがないよ。

  　本来就有将近两个月的优势。

  　ただでさえ、二ヵ月弱のアドバンテージがあるんだし。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　运营也很头疼吧？

  　運営も頭抱えてるんじゃない？

  　为什么只有翔君进展顺利。

  　なんで、ショウ君だけうまくいってるんだろうって。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　因为有女神美音跟着。

  　女神ミオンがついてるから説。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　因为有菲雅莉的女王。

  　フェアリーの女王がいるから説。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　因为有龙族的公主大人。

  　ドラゴンのお姫様が入れ込んでるから説。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　因为有可爱的露比酱！

  　ルピちゃんが可愛いから説に決まってるだろ！

  【死灵都市】主线剧情考察串【世界任务】

  【死霊都市】メインストーリー考察スレッド【ワールドクエスト】

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　龙货在哪？

  　竜貨イズ
    
     何処
    どこ？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　嘻嘻，精灵酱给了我龙货♪

  　ふひっ、エルフちゃんに竜貨もらっちゃった♪

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哈？（威压）

  　は？（威圧）

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哈？（羡慕）

  　は？（羨望）

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　稍微锁一下吧！

  　ちょっと〆ようぜ！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　等等。你说的精灵是NPC精灵吧？　也就是说公国的开拓地？

  　待て待て。エルフってのはＮＰＣエルフだな？　ということは公国の開拓地だな？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　什么？　你该不会和精灵女孩关系很好吧？

  　なんなん？　お前まさか、エルフ娘と仲良くなったん？

  　想让我咬碎你的牙齿吗？

  　奥歯ガタガタ言わされたいん？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　提示。我去重建了NPC精灵的聚落。

  　ヒント。ＮＰＣエルフの集落を建て直しに行った。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这不是答案吗！

  　答えじゃねーか！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　年长的NPC精灵们说想回故乡。

  　年配のＮＰＣエルフさんたちは里に帰りたいって話でな。

  　我护送他们回去，发现故乡一片荒芜，于是帮忙重建。

  　護衛がてら送っていったら、里が荒れ放題になってたんで復興の手伝いしてきた。

  　作为谢礼，他们给了我地龙货。

  　その
    
     御
    お
    
     礼
    れいに地竜貨ってのをもらったわけよ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哦哦，地龙货吗。不是土龙货呢。

  　ほほう、地竜貨ですか。土竜貨じゃないんですね。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那不是龙，是鼹鼠。

  　それドラゴンちゃう。モグラや。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　共和国没有和其他种族的NPC接触点呢。

  　共和国はＮＰＣ他種族と接点がないのがなあ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　如果菲雅莉的事是真的，那就很麻烦了。

  　フェアリーの件が本当ならキツいよね。

  　安希雅那边又该怎么办呢……

  　アンシアとかどうするつもりなんだろう……

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　是不是打算在魔王国方面做些什么？

  　魔王国関連でなんとかしようって考えなのでは？

  　现在国境附近正在建城镇，听说正在交涉将那里设为经济特区，降低关税。

  　今、国境近くに町をつくってるけど、経済特区にして関税とか減らす交渉してるらしいぞ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这已经是模拟游戏了吧w

  　それもうシミュレーションゲームだろｗ

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　哦！世界任好像有进展了！

  　お！　なんかワークエ進んだ！

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　不知道是不是因为我们一直在聊死灵都市，连NPC都开始聊起这个话题，好厉害。

  　俺らが死霊都市の話してるせいか、ＮＰＣまでそんな話し始めるのすごいわ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　这或许也是进度的指标。

  　そのあたりも進捗のバロメーターかもなあ。

  　从这个说明来看，龙货之后就是前线据点了吧。

  　この説明を見た感じだと、竜貨の後は前線拠点ができればってあたりか。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那边的进度怎么样？

  　そっちの進捗はどうなん？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　城墙几乎已经完成，已经开始修建通往死灵都市的道路。

  　防壁はほぼ完成してて、既に死霊都市までの道づくりに入ってる。

  　至于要接近到哪里才建立前线，就要看负责的霸权公会了。

  　どのあたりまで近づいて前線をつくるかは、仕切ってる覇権ギルド次第かな。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那么，在那之前就先等等吧。

  　じゃ、それが終わるまでは、待っててもいいか。

 
  07　星期六　塞尔奇的守护者

  07　土曜日　セルキーの守護者

  　我醒来时，发现自己在山间小屋的阁楼床上。

  　目が覚めたのはいつもの山小屋、ロフトベッドの上。

  　因为是星期六，所以是单人游戏。不过为了之后要看存档的美音，我开始了限定直播。

  　土曜なので完全ソロプレイだけど、あとでアーカイブを見るミオンのために限定配信を開始。

  「汪呼」

  「ワフ」

  「露比，早上好」

  「ルピ、おはよ」

  　把露比全身摸一遍是每天的固定流程。

  　ルピを一通りわしゃわしゃするまでがワンセット。

  　接下来，我打算吃完饭后出发去港口，不过得先叫斯薇它们过来。

  　さて、ご飯にしてから港へと出発予定だけど、まずはスウィーたちを呼ばないとかな。

  「露比，去叫斯薇它们过来」

  「ルピ。スウィーたち呼んできて」

  「汪呼」

  「ワフン」

  　露比打开门后像箭一样飞奔了出去。

  　玄関を開けると矢のように飛び出していくルピ。

  　那么，开始准备做饭……嗯？好像有通知？

  　じゃ、ご飯の準備を……ん？　なんか、通知が来てる？

  　啊，是关于用隐匿技能放置摄像头的回复啊。

  　ああ、隠密スキルでカメラが置いてけぼりになるやつの回答か。

  　因为AI没有立刻回复，我还以为是BUG……我看看？

  　ＡＩですぐに返事が来なかったからバグかと思ってたけど……えーっと？

  【回答（咨询ID：E12F8EBB）】

  【回答（問い合わせＩＤ：E12F8EBB）】

  『玩家自身处于隐蔽状态时，直播摄像头的举动请在「设置直播摄像头」的项目中，将「玩家显示」从〈他人视角〉改为〈经常显示〉或〈隐蔽时半透明〉。

  『プレイヤー自身が隠蔽されている状態での配信カメラの挙動は「設定[image: ]配信[image: ]カメラ」の項目にある「プレイヤー表示」を〈他者視点〉から〈常に表示〉か〈隠蔽時は半透明〉のいずれかに設定してください。

  　此外，如果因为隐蔽状态的直播而失去游戏的公平性，可能会被强制停止直播』

  　なお、隠蔽状態を配信することによりゲームの公平性が失われる場合、強制的に配信が停止される場合があります』

  　这种事谁会知道啊……

  　こんなのわかるわけないって……

  　总之打开设置一看，确实可以选要显示哪个地方，不过默认的应该是〈他人视角〉。也就是说，发动隐匿技能后，摄像头会拍到我消失的状态吗？

  　ともかく設定を開くと、確かに書いてある場所が選択できるようになってて、多分デフォルトの〈他者視点〉になってる。つまり、隠密スキルを発動すると、俺が消えた状態になってるのか。

  　不对，应该会因为察觉气息之类的技能而遭到反击吧？……反正也没法验证，就算了吧。

  　いや、さすがに気配感知か何かでカウンターかかるよな？　……検証もできないし、いいか。

  　嗯……〈隐蔽时半透明〉应该比较好吧。〈经常显示〉的话，美音就无法判断我有没有使用隐匿技能了。

  　で、うーん……。〈隠蔽時は半透明〉がいいかなあ。〈常に表示〉は隠密スキル使ったかどうか、ミオンがわからなくなるし。

  　话说，这个〈隐蔽时半透明〉，只有在发动隐匿技能或隐蔽效果的状态下才会出现选项吧？

  　てか、この〈隠蔽時は半透明〉とかって、隠密スキルとか隠蔽効果が発動する状態にならないと選択肢が出ない？

  「汪！」「～～！」

  「ワフ！」「〜〜〜！」

  「哇！啊，抱歉！」

  「うわっ！　あ、ごめん！」

  　在我发呆思考的时候，露比带着斯薇和菲雅莉们回来了，它们目不转睛地盯着我……视线好刺人！得赶紧做饭才行！

  　ぼーっと考え込んでるとルピがスウィーとフェアリーたちを連れて戻ってきてて、じーっと……視線が痛い！　急いでご飯作らなきゃ！

  「出发……之前先确认有没有来信」

  「出発……の前に手紙来てないか確認」

  　我想起昨天美音提醒我要注意来信。对了，为了不忘记确认魔导传送箱，把它一直放在上面吧。

  　昨日、ミオンに気をつけるように言われてたの思い出した。というか、魔導転送箱、確認忘れないように、ずっと上に置いとこう。

  　我带着光精灵的照明来到一楼，发现魔导传送箱在闪烁。

  　光の精霊の明かりを伴って一階に下りると、着信の点滅に気づく。

  　难道又是催促甜点的来信？希望是「女神像已经送到地下了」之类的……

  　ひょっとして、また甘味足りなくなった催促かな？　「女神像は地下に送っておきました」とかだといいんだけど……

  「咦？这是什么？」

  「え？　なんだこれ？」

  　箱子里装着的，是大约三十公分高，和斯薇差不多大小的女神像，还有一本书和一封信。

  　箱の中には三〇センチ弱、スウィーと同じぐらいの大きさの女神像、本、手紙。

  　先鉴定一下女神像吧……

  　まずは女神像を鑑定してみるか……

  【无名女神像】

  【名も無き女神像】

  『古代魔导文明时代放置在各家庭的女神像。无法判断是哪位女神的像』

  『古代魔導文明の時代に各家庭に置かれていた女神像。どの女神の像かは不明』

  　嗯？虽然这是别人送的，但这女神像怎么感觉有点平平无奇啊。

  　うん？　もらっておいてなんだけど、なんかのっぺりとしてて微妙な女神像。

  　不过，这女神像虽然不小，却很轻，难道是魔银制的吗？接下来是书。

  　ただ、大きさの割にめちゃくちゃ軽いから、
    
     魔銀
    ミスリル製でとかなのかな。次に本。

  【古代彩神教典】

  【
    
     古
    こ
    
     代
    だい
    
     彩
    さい
    
     神
    しん
    
     教
    きょう
    
     典
    てん】

  『记载着艾莉丝菲亚的女神，彩神的教义的书。神圣魔法＋1』

  『アイリスフィアの女神、彩神の教義が説かれている本。神聖魔法＋１』

  　这倒是可以理解，不过要取得神圣魔法技能需要女神像，而且我还在烦恼要不要取得神圣魔法技能。暂时先放在教会的讲台上吧。最后是信。

  　これは納得なんだけど、神聖魔法スキルを取るには女神像が必要だし、そもそも取るかどうかも悩んでるんだよな。しばらくは教会の教壇にでも置いておくか。で、最後に手紙。

  『翔大人

  『ショウ様

  　关于您要求的女神像，我手头只有送过去的那尊小像。非常抱歉。

  　ご要望いただいた女神像ですが、こちらの手元には、お送りした小さい像しかありませんでした。大変、申し訳ありません。

  　在那场失控事故之后，幸存者很少，废弃都市里的女神像已经全部移交给了现在的人类国家……

  　
    
     件
    くだんの暴走事故が起きた後、生存者が少なく廃棄した都市などにあった女神像は、全て現在の人間の国へと引き渡し済みとなっておりまして……

  　和书一起送过去的彩神教典里，画着各个女神的画像，翔大人可以参考着制作女神像吗？

  　
    
     同
    どう
    
     梱
    こんした彩神教典には、それぞれの女神の絵姿が描かれておりますので、そちらを参考にショウ様の方で作成してみてはいかがでしょうか？

  　最后，感谢您每次都能满足我的要求。今后也请多多关照』

  　最後になりましたが、こちらの要求に都度応じていただき、ありがとうございます。引き続き、よろしくお願いいたします』

  　嗯，与其放在没人烟的地方，还不如送出去更好。

  　まあ、人がいないところに放置するぐらいなら、渡しちゃった方がいいって話になるか。

  　在那场失控事故中遭遇了惨痛经历后，会想依赖神明也是理所当然的，所以手头没有女神像……嗯？龙族会崇拜女神大人吗……应该不会吧。

  　例の暴走で
    
     酷
    ひどい目にあった後なんて、神に
    
     縋
    すがりたくもなるだろうし、そりゃ手元に女神像がないって話に……ん？　竜族って女神様を崇めたりは……しないか。

  「汪」「♪」

  「ワフ」「〜〜〜♪」

  「糟糕。差不多该出发了」

  「やば。そろそろ出発しないと」

  　我把女神像，教典和信扔进道具栏。

  　インベに女神像、教典、手紙を放り込む。

  　教典就等到了那边有时间的时候再读，女神像的事就和美音商量一下吧……

  　教典は向こうで時間ある時にでも読むことにして、女神像の件はミオンと相談かな……

  「再见啦～」

  「またな〜」

  「汪！」「「汪！」」

  「ワフ！」「「バウ！」」

  　和一如既往担任护卫的棕狼一家告别，我走下通往港口的坡道。

  　いつも通り護衛してくれたドラブウルフの家族と別れ、港へと続く坂道を下りていくと、

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「抱歉，斯薇。我想先腾出时间和塞尔奇们见面。拜托了」

  「ごめん、スウィー。先にセルキーたちと会う時間取りたいんだよ。頼む」

  　主要是，应该说几乎都是因为我，行程表才被拖慢了，所以没有时间绕路去拿卡姆拉斯。

  　主にというか、ほとんど俺のせいでスケジュールが押してる感じなので、ちょっとカムラスを取りに寄り道する余裕がない。

  　如果我能和塞尔奇对话，就能让露比担任护卫，让斯薇它们先过去了。

  　俺がセルキーと話せるなら、ルピを護衛にスウィーたちを行かせるんだけどなあ。

  　我记得它们是住在南侧岩场的对面，在放行李之前，先吹一下口哨吧。

  　確か、住んでるのは南側の岩場の向こうって話だし、荷物を置きにいく前に、呼び子を吹いてみるか。

  　咻～～～咻～～～♪

  　ピュイ〜〜〜ョ〜〜〜♪

  　清澈的音色响彻整个港口。然后——

  　港全体に聞こえる透き通った音色が響き渡る。そして、

  「哦？」

  「お？」

  　南侧的海浪间出现了海豹的脑袋。

  　南側の波間に見えるアザラシの頭。

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「哦～！……哦哦哦！？」

  「お〜！　……おおお!?」

  　海浪间出现的海豹脑袋越来越多了！？

  　波間に見えるアザラシの頭が増えてくるんだけど!?

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　露比看起来很高兴，斯薇和菲雅莉们也很开心，所以应该不会被袭击，不过……二的四次方……感觉有将近三十只。

  　ルピは嬉しそうだし、スウィーもフェアリーたちも喜んでるから、襲われるってことはなさそうだけど、二の四の……三〇人近くいる気がする。

  　领头的是上周遇到的塞尔奇王子。

  　先頭にいるのは先週出会ったセルキーの王子君かな。

  　它掀开兜帽游了过来，不过这个数量有点出乎意料，要是拜托它们所有人工作，说不定得支付相当惊人的报酬？

  　フードを開けてこっちに泳いでくるんだけど、この数はちょっと想定外っていうか、全員に仕事をお願いしたら、とんでもない報酬を払わないといけなくなるかも？

  　就在我这么想的时候，塞尔奇王子跳到岩场上。

  　そんなことを考えていると、セルキーの王子君がぴょんとジャンプして岩場へと着地。

  　其他塞尔奇们是在待命吗？不过它们掀开了兜帽，看起来比王子稍微年长一些。

  　他のセルキーたちは待機してる感じなのかな？　でも、フードは開いてて、年齢は王子君よりも少し年上に見える。

  　虽然不太清楚年龄差距，但看起来和我同龄的就是大人吗？诺姆又是如何呢？早知道就问奈特了……

  　年齢差がいまいち分かりづらいけど、俺と同じ
    
     歳
    としぐらいに見えるのが大人？　ノームってどうなのか、ナットにでも聞いとけば良かった……

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「啊，嗯。你看起来很有精神，真是太好了。呃，可以拜托你工作吗？」

  「あ、うん。元気そうで何より。えっと、お仕事頼んでいいのかな？」

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  「啾～！」

  「キュ〜！」

  　多亏了斯薇的翻译，王子举起右手，右鳍……击掌？

  　スウィーの通訳のおかげで伝わったのか、王子君が右手、右ヒレを上に……ハイタッチ？

  　我配合着它，啪地一声，

  　俺が手を合わせてパシンと音がすると、

  「「「啾～♪」」」

  「「「キュ〜♪」」」

  　在后面待命的塞尔奇们发出了欢呼声。

  　と後ろに控えていたセルキーたちから歓声が上がる。

  【塞尔奇的守护者：获得了3SP】

  【セルキーの守護者：３ＳＰを獲得しました】

  【岛民突破50人：获得了5SP】

  【島民が50人を突破：５ＳＰを獲得しました】

  「哎？」

  「え？」

  　突然成为塞尔奇的守护者，还被告知岛民突破了50人，我吓了一跳，但比起这个，塞尔奇们充满期待的眼神带来的压力更让我害怕。

  　いきなりセルキーの守護者になったり、島民が五〇人突破とか言われてびっくりなんだけど、それよりも期待に満ちた
    
     眼
    まな
    
     差
    ざしのセルキーたちのプレッシャーが怖い。

  　首先得好好传达委托的工作内容……

  　まずは頼む仕事の内容をちゃんと伝えないと……

  「呃，潜入海里，抓虾子螃蟹贝类海藻之类的。啊，当然还有鱼，我也会潜下去，能帮我吗？」

  「えーっと、海に潜って、エビとかカニとか貝とか海藻とか。あ、もちろん魚もだけど、俺も潜るから手伝ってくれる？」

  　斯薇翻译了我的要求，塞尔奇王子点了点头，微微一笑。

  　俺の要望をスウィーが通訳してくれて、セルキーの王子君がふんふんと頷いてにっこり。

  「抓到的鱼要处理一下，所以要过一会儿才能吃，可以吗？」

  「捕った魚とかは処理しないとだし、ごちそうするのは少し後になるけどいい？」

  　具体来说，要等到直播开始前。

  　具体的にはライブが始まる前から始めるぐらい。

  　不过，人数这么多的话，也没办法做太精致的料理……

  　まあ、これだけ人数がいるとなると、あんまり凝った料理はできないよな……

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　王子再次微笑，斯薇竖起大拇指，看来没问题。太好了太好了。

  　再びにっこり王子君と、スウィーがサムズアップで大丈夫らしい。良かった良かった。

  「那么，马上开始……在那之前，露比，你带斯薇和菲雅莉们去卡姆拉斯的树那里。虽然应该不会出现怪物，但还是麻烦你护卫了。」

  「じゃ、さっそく……の前に、ルピ、スウィーとフェアリーたちをカムラスの樹のところに案内してあげて。多分、モンスターとかは出ないと思うけど、護衛よろしく」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　斯薇从我的左肩飞起，骑到露比身上，接下来应该可以交给它吧。

  　スウィーが俺の左肩から飛んでいって、ルピへとまたがったので、あとは任せちゃっていいかな。

  「那就拜托了。」

  「じゃ、よろしく」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　王子一副『跟我来』的样子跳进海里，我也追着它跳了进去。不过我是从脚开始。

  　ついてきてって感じで飛び込む王子君を追いかけ、俺も海へと飛び込む。足からだけど。

  　塞尔奇们像是在等我一样，围住了我和王子。

  　俺が来るのを待ってたように、俺と王子君をぐるっと囲むセルキーたち。

  「那么，一起找吧。」

  「じゃ、一緒に探そうか」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　感觉语言好像微妙地相通。

  　言葉は微妙に通じてるような気がしなくもない。

  　这方面大概只要打好关系，对方就会察觉吧。露比和斯薇几乎能完美地沟通，棕狼和菲雅莉们也能理解我的意思。

  　この辺りは仲良くなれば察してくれる感じなのかな。ルピやスウィーはほぼ完璧に伝わるし、ドラブウルフやフェアリーたちも理解してくれてる感じだし。

  　而且有句格言是『试试看～』，所以得先由我潜下去示范才行。

  　やってみて〜って格言か何かがあったし、まずは俺が潜ってお手本を見せないと。

  　虽然能潜得多深、多长时间取决于潜水技能，不过多亏了收到的口哨，我现在是技能等级5。机会难得，真想再提升一两个等级啊……

  　どれくらい深くまで、長く潜れるかは潜水スキル次第だろうけど、もらった呼び子のおかげで今はスキルレベル５。せっかくだし、もう一つ二つ上げておきたいところだなあ……

  「谢谢！帮大忙了！」

  「ありがとう！　助かったよ！」

  「啾～♪」「「「啾～♪」」」

  「キュ〜♪」「「「キュ〜♪」」」

  　不愧是无人岛，有很多鱼贝类。

  　さすが無人島っていうか魚介類がたくさん。

  　塞尔奇们非常擅长捕鱼，它们以游泳和潜水技能等级突破上限的速度游来游去，捕到了很多奥兰贾克。

  　セルキーたちは魚を捕るのがすごく上手で、水泳とか潜水のスキルレベルが上限突破してそうな速さで泳ぎ回って、オランジャックをたくさん捕まえてくれた。

  　而且它们还去了一趟稍微远一点的近海，捕到了大鱼……

  　さらにちょっと沖の方まで行ったセルキーたちが大物を捕まえてきてくれて……

  
   [image: ]
  

  【尼福尼】

  【ニフォニー】

  『栖息于沿岸地区，体长一米左右的鱼。可食用。

  『沿岸部に生息する一メートル前後の魚。食用可。

  　料理：一般采用烧烤的烹饪方式』

  　料理：焼く調理が一般的』

  　大概是䲠鱼吧？它们捕到的鱼足足有一米多长，光是这一条就能做多少西京烧啊。

  　多分、サワラかな？　捕ってきてくれたやつは一メートルをゆうに超えてて、これだけで西京焼き何人分なんだろ。

  　时间正好是下午四点。我打算五点登出，不过现在还有点时间……

  　時間は午後四時をちょうど回ったところ。五時にはいったんログアウトするつもりだけど、微妙に時間がある……

  「嗯。我想先尝尝味道，可以吗？」

  「うん。先にちょっと味見してほしいんだけどいい？」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　它们好像同意了，那就做点奥兰贾克的卡鲁帕乔吧。

  　オッケーもらえたっぽいし、オランジャックのカルパッチョをさくっと作ろう。

  　把鱼切成三片再切成薄片，加入少许格雷普醋和芝麻油，再撒上一点黑胡椒，最后挤上绿莓汁。

  　三枚におろしてから薄切りにし、グレイプルビネガーとごま油を少し。軽く黒コショウ、さらにグリーンベリーを絞ってかける。

  「来，大家尝尝看。如果不行的话，就说不行哦？」

  「はい。みんなで食べてみて。ダメだったら、ダメって言ってね？」

  「啾～」

  「キュ〜」

  　王子接过木盘，展示给同伴看。

  　受け取った木皿を持って、仲間に見せる王子君。

  　看起来最年长的孩子最先伸出手，兴致勃勃地拿起叉子，

  　最初に手をつけたのは一番年長に見える子で、興味津々という感じでフォークを手に取り、

  「啾！」

  「キュ！」

  　看到它们露出“好吃！”的表情，我松了口气。

  　美味しい！　って感じの表情になってほっと一安心。

  　是按照年长顺序来吗？它们轮流试吃，看起来很满意。话说，感觉有点不够，再做一盘吧。

  　年長者順なのかな？　代わる代わる試食してみな満足そう。っていうか、足りなくなりそうだし、もう一皿作っておこう。

  　结果，塞尔奇到底有几个人？呃，一、二……它们动来动去的，根本数不清。啊，看现在的岛民人数不就好了。

  　結局、セルキーたちって何人いるんだ？　えーっと、ひー、ふー、動かれると数えるの無理だこれ。ああ、今の島民の数を見ればいいのか。

  　记得在塞尔奇加入前是二十二人，现在的人数是……五十六人。也就是说，应该有三十四名塞尔奇。

  　セルキーが加わる前は確か二二人だったはずで、今の人数は……五六人か。つまり、三四人のセルキーがいるはず。

  　唔，这里有三十四只吗？可能还有塞尔奇在看家吧？

  　うーん、ここに三四人もいるかな？　留守番してるセルキーとかもいるのかも？

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「好。我想还有其他孩子没吃到。」

  「はい。まだ食べてない子もいると思うから」

  　王子接过空盘，换上新的递给下一只塞尔奇。真是个坦率的好孩子。

  　おかわり分の皿と取り替えて渡すと、それを持って次のセルキーへ届けに行く王子君。なんか素直でいい子だなあ。

  「汪」「～～～♪」

  「ワフ」「〜〜〜♪」

  「啊，欢迎回来。」

  「あ、おかえり」

  　露比、斯薇和菲雅莉们手里拿着卡姆拉斯果实，看起来很开心。

  　ルピにスウィー、フェアリーたちは手にカムラスの実を持ってて嬉しそう。

  　差不多该把搁置的行李搬到旧酒馆，然后登出了，不过捕到的大量海鲜要怎么办？贝类就算了，鱼放着不管不太好吧。

  　そろそろ置きっぱの荷物も旧酒場へ運び込んで、ログアウトする時間だけど、大量に捕れた魚介類はどうしよう。貝なんかはいいとして、魚は放置はちょっとなあ。

  　早知道就做个大木箱带过来了，今天主要是搬运食材，道具栏没有空间。

  　大きめの木箱とか作って持ってくれば良かったんだけど、今日は食材をメインに運んだからインベにスペースがない。

  　果然还是想要传送魔法阵啊……

  　やっぱり転移魔法陣が欲しい……

  「斯薇，有件事想拜托你。」

  「スウィー、ちょっと伝えてほしいんだけど」

  「？」

  「〜〜〜？」

  　贝类不会逃跑，新鲜度也没问题，所以就放在我这边，至于鱼的话，希望尽可能交给塞尔奇们保管。

  　貝とかは逃げないし、鮮度も問題ないのでこっちで預かって、魚とかはできればセルキーたちに預かってほしいことを伝えてもらう。

  　等我做好料理回来再叫你们……

  　ごちそうを作りに戻ってきたら、また呼ぶという手はずで……

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　啊，看来没问题。

  　あ、どうやら大丈夫っぽいな。

  　斯薇也说OK，那就先解散，赶紧去吃晚饭吧。

  　スウィーもオッケーって言ってるし、いったんお開きにして、さっさと夕飯を済ませてこよう。

  「那么，待会儿见。」

  「じゃ、また後でな」

  「啾～♪」「汪呼～」「♪」

  「キュ〜♪」「ワフ〜」「〜〜〜♪」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「是不是有点太早了？」

  「ちょっと早すぎたか？」

  　晚饭迅速解决，我进入虚拟活动室时是晚上七点半前。

  　夕飯をさくっと済ませ、バーチャル部室に入ったのは午後七時半前。

  　因为白天发生了太多事，我本想和美音还有贝露部长说一下，但除了我和赛丝以外，谁都不在。

  　昼にいろいろありすぎたので、ミオンやベル部長に話しておこうと思ったんだけど、俺とセス以外誰もいない。

  「算了，稍微等一下，应该马上就会来了吧」

  「まあ、しばらく待っておれば、すぐに来るであろう」

  　美音和贝露部长好像总是在晚上七点半过后出现。

  　ミオンやベル部長はいつもだいたい午後七時半過ぎには現れるらしい。

  　我吃完晚饭后还要洗碗，还要做作业……

  　俺は夕飯の後に洗い物したり、宿題済ませたりしてるからなあ……

  『啊，翔君，赛丝酱！』

  『あ、ショウ君、セスちゃん！』

  　不久后出现的美音急忙坐到座位上。

  　ほどなく現れたミオンが急いで席へと座る。

  「抱歉。白天发生了不少事，我想马上登录。」

  「ごめん。昼にいろいろあって、すぐにログインしたいんだけど」

  『我回来确认过了。塞尔奇酱它们应该在等你，快去吧』

  『帰ってきて確認しました。セルキーちゃんたちが待ってると思うので、行ってください』

  「谢啦」

  「さんきゅ」

  　虽然约好了之后再做，但我想尽快回去做给它们吃。

  　後でって約束はしたけど、できるだけ早く戻ってごちそうしてあげたい。

  　而且，要给那么多人做的话……我还有时间吃吗？

  　それに、あの人数にごちそうするとなると……俺自身が食べてる暇あるかな。

  「直播开始之前，我也可以看吗？」

  「ライブが始まるまで、我も見させてもらっても？」

  『当然可以。赛丝酱要不要也来工作室？』

  『もちろんですよ。セスちゃんもスタジオに来ませんか？』

  「嗯！」

  「うむ！」

  　我听着她们的对话，同时登入了ＩＲＯ。

  　二人がそんな会話をしてるのを聞きつつ、ＩＲＯへとログインする。

  　美音和赛丝关系好是件好事。

  　ミオンとセスの仲が良いのは良いことだよな。

  『大家好，欢迎来到美音的二人悠闲ShowTime！

  『みなさん、ミオンの二人のんびりショウタイムへようこそ！

  　我是实况主美音。请多关照！』

  　実況のミオンです。よろしくお願いします！』

  【科库多】「开始了！」

  【コクド】「はじまた！」

  【熊脸】「〈ShowTime开始啦♪(≧▽≦)：1000日元〉」

  【ベアメン】「〈ショウタイムの始まり〜♪(≧▽≦)：１０００円〉」

  【卡利科】「今天从哪里开始？」

  【キャリコ】「今日はどこから〜？」

  【麦芽】「〈希望食物轰炸！：1000日元〉」

  【モルト】「〈飯テロ希望！：１０００円〉」

  『谢谢大家一直以来的支持。今天翔君又去了港口那边。啊，也有翔君的料理哦』

  『いつもありがとうございます。今日、ショウ君はまた港の方に来ています。あ、ショウ君のお料理もありますよ』

  　听到这句话，塞尔奇的王子君和期待食物轰炸的评论以惊人的速度刷屏。

  　その言葉にセルキーの王子君、そして飯テロへの期待コメントがすごい勢いで流れていく。

  　咦？大家是直播之后才知道王子的吧。算了，嗯，到时候再说吧。

  　あれ？　王子ってわかったのって、ライブの後だっけ。まあ、うん、流れで話すことがあったらでいいか。

  『那么，马上联系岛上的大家。翔君，露比酱，斯薇酱』

  『では、さっそく島に繫ぎますね。ショウ君、ルピちゃん、スウィーちゃん』

  「欢迎，美音」「汪」「♪」

  「ようこそ、ミオン」「ワフン」「〜〜〜♪」

  　等露比和斯薇的声援告一段落之后，美音按照预定的台词催促我说明今天的直播内容。

  　ルピやスウィーへの声援が落ち着くのを少し待ってから、予定通りのセリフで今日のライブの説明を促される。

  『今天的直播要做什么？』

  『今日のライブは何を？』

  「那个，白天的时候和塞尔奇一起捕了鱼，所以今天是吃鱼的直播吧？」

  「えっと、昼のうちにセルキーと魚を捕ったりしたから、それをごちそうするライブかな？」

  　塞尔奇一下子就成为了人气角色，不过它可不是一个人哦。

  　さっそく人気者っぽい感じのセルキーなんだけど、あの子一人じゃないんだよな。

  　要是那三十个人来了，会是什么反应呢……

  　あの三〇人近くが来たら、どういう反応になるんだろ……

  『好的。那么，能马上叫它们来吗？』

  『はい。では、さっそく呼んでもらえますか？』

  「好。那个，我拿到了这个笛子，吹了之后它们就会来」

  「りょ。えっと、この呼び子をもらったんだけど、これを吹けば来てくれるんで」

  　和之前一样轻轻一吹，清脆的声音响彻海湾。

  　前と同じように軽く吹くだけで、澄んだいい音が湾内に響き渡る。

  　然后塞尔奇……们出现了。

  　そして現れるセルキー……たち。

  【戈索尔】「哦哦！」

  【ゴッソル】「おおー！」

  【洛桑】「喂w　变多了ww」

  【ロッサン】「ちょｗ　増えてるｗｗ」

  【印尼炒饭】「翔君已经是王了吧？」

  【ナシゴレン】「ショウ君、すでに王なのでは？」

  【拉卡桑】「这是别的游戏吧！」

  【ラッカサン】「別ゲーだこれ！」

  「「「啾～♪」」」

  「「「キュ〜♪」」」

  　塞尔奇们上岸了，不过它们都抱着鱼，我得赶紧开始做菜。

  　セルキーのみんなが陸に上がってきてくれたのはいいんだけど、皆それぞれ魚を抱えてるし、さっそく料理に取りかかろう。

  「呃，把鱼放到这里来」

  「えっと、持ってきた魚は、いったんここへお願い」

  　我把鱼放到石墙围成的清洗区。

  　石壁で造った洗い場みたいなところに、魚を預からせてもらう。

  　首先，做一道奥兰贾克卡鲁帕乔当开胃菜。

  　まずは、オランジャックのカルパッチョを前菜として用意しよう。

  「那么，我做菜的时候大家提问吧，尽量慢慢来」

  「じゃ、料理してる間は質問タイムを、できればゆっくりで」

  『好！』

  『はい！』

  　我一边做菜，一边侧目看着大家提问。卡鲁帕乔之前做过，所以很简单。

  　流れ始める質問を横目に、カルパッチョは前も作ったやつなのでサクッと。

  　把奥兰贾克切片，撒上盐。

  　オランジャックをおろして薄切りにし、塩を振っておく。

  　加入赖柯斯，雷克森，煮过的绿色格琳辛，让颜色更丰富。

  　ライコス、レクソン、
    
     塩
    しお
    
     茹
    ゆでした青いグリシンを加えて彩り豊かに。

  　因为可能有点腥，所以我把绿莓挤上去，撒上黑胡椒。

  　ちょっと青臭いかもなので、グリーンベリーをぎゅっと絞り、黒コショウをぱらっと。

  【南兹】「胡椒！」

  【ナンツウ】「コショウ！」

  【主厨】「岛上也有胡椒吗！？」

  【マスターシェフ】「島にコショウあるのかい!?」

  【凛铃】「哎？真的有胡椒吗？」

  【リンレイ】「え？　コショウ、マジ？」

  【伊马尼蒂】「哇！卖给我吧！」

  【イマニティ】「うわ〜！　輸出してくれ〜！」

  　嗯？胡椒是那么稀有的调味料吗？是因为量少或者质量不好吗？

  　ん？　コショウってそんなレアな調味料なのか？　量が少ないとか品質が微妙とかそういう？

  「好了，做好了的先端到桌上吃吧」

  「っと。出来上がった分からテーブルへ持っていって食べていいよ」

  「「「啾～♪」」」

  「「「キュ〜♪」」」

  　年长的塞尔奇帮忙上菜，真是帮大忙了。

  　年長なセルキーが配膳を手伝ってくれるっぽくて助かる。

  　看到小孩子们吃得津津有味，蔬菜也吃得很干净，我松了一口气。不过有几位大人（？）对我的料理很感兴趣。

  　小さい子たちが美味しそうに、野菜もしっかり食べてくれて一安心なんだけど、大人（？）数人が俺の料理の様子に興味津々。

  　说起来，他们平时都吃些什么呢？果然是生吃鱼肉吗？他们有使用过菜刀吗……

  　そういや、普段はどういう食事してるんだろ？　やっぱり生魚をお刺身で食べてるとかそういう感じ？　包丁使ったことあるんだろうか……

  『翔君，第一个问题。请告诉我们塞尔奇和翔君的关系』

  『ショウ君、最初の質問です。セルキーの皆さんとショウ君の関係について教えてください』

  「呃，首先，如果我叫他们来工作，就必须支付相应的报酬。现在请他们吃饭，算是白天帮忙捕捞海鲜的报酬吧」

  「えっと、まず、彼らを呼んでお仕事をお願いしたら、その分の報酬を払わないといけなくて。今、ご
    
     馳
    ち
    
     走
    そうしてるのは、昼に魚介類を捕るのを手伝ってもらった報酬になるのかな」

  【德雷奇】「雇佣关系！」

  【マルサン】「雇用関係！」

  【梅尔索】「感觉很正规呢」

  【メルソウ】「なんかきっちりしてるね」

  【马特路】「这是系统上的制约吗？」

  【マットル】「それってシステム的な制約なの？」

  【德雷奇】「语言能通吗？」

  【ドライチサン】「言葉は通じてる？」

  　啊，对了。我还没给他们看那个前提的鉴定结果。

  　ああ、そうか。前提のアレの鑑定結果を見せてないからか。

  　反正都要说了，就把精灵魔法＋1的事也说出来吧。

  　どうせだし、精霊魔法＋１の件もバラしちゃおう。

  「呃，我从第一个遇到的塞尔奇那里得到了这个」

  「えっと、最初に会ったセルキーにこれをもらって」

  　我稍微停下手，鉴定了一下挂在脖子上的召唤塞尔奇的口哨坠饰。

  　ちょっと手を休めて、首から下げてるセルキーの呼び子のペンダントを鑑定。

  【米伊】「精灵魔法＋1！？」

  【ミイ】「精霊魔法＋１!?」

  【鲁凡】「游泳，潜水也很实用！」

  【ルファン】「水泳、潜水も地味に良い！」

  【清晖】「旁边那个是什么？」

  【セイキ】「その隣に見えるの何？」

  【迪亚什】「咦，那不是魔银吗？」

  【ディアッシュ】「え、それってミスリルじゃね？」

  『啊，精灵魔法＋1是翔君做成坠饰后才有的效果』

  『あ、精霊魔法＋１はショウ君がペンダントにしたらついたんですよね』

  「嗯。还有，这个固定座是魔银」

  「うん。あと、このホルダーは
    
     魔銀
    ミスリルっすね」

  　这个坠饰周边的东西，就算全部拆开也没关系吧。

  　このペンダント周り、もう全部バラしても大丈夫だよな。

  　不，露比母亲的牙坠饰这件事暂且不提，等美音主动提起再说吧。

  　いや、ルピのお母さんの牙のペンダントの件は一応伏せて、ミオンから話が来た時に話そう。

  「啾？」

  「キュ？」

  「啊，抱歉抱歉」

  「ああ、ごめんごめん」

  　两个塞尔奇女孩看到我停下手，露出不可思议的表情。

  　セルキーの女の子二人が俺の手が止まってるのに不思議そうな顔。

  　能听到美音声音的，露比是这样，斯薇也是吗？塞尔奇的王子又是哪边呢……

  　ミオンからの声が聞こえてるのって、ルピもそうだし、スウィーも？　セルキーの王子君はどっちだろう……

  「啾啾～♪」

  「キュキュ〜♪」

  「哎？啊，那个，你会用菜刀吗？」

  「へ？　あ、えっと、包丁使える？」

  「啾！」

  「キュ！」

  　感觉它回答得很有自信，我便从道具栏里拿出一把备用菜刀交给它。

  　なんか、任せてって感じの返事だったので、インベントリから予備の包丁を一本取り出して預けてみることに。

  　我本来还很担心它能不能好好使用，但它灵活地用着菜刀，漂亮地把鱼片成了三片。

  　ちゃんと扱えるのかなとかなり心配だったんだけど、器用に包丁を扱ってて、綺麗な三枚おろしにしてくれる。

  【主厨】「漂亮！」

  【マスターシェフ】「お見事！」

  【SAC】「你是怎么握菜刀的？」

  【サック】「どうやって包丁握ってるんだ？」

  【伊奈山】「料理技能感觉很高！」

  【イナカヤマ】「料理スキル高そう！」

  【菲尔】「太神秘了，笑死我了w」

  【フェル】「謎すぎて笑うｗ」

  「哎？那个，接下来切成薄片……」

  「え？　えっと、次はこう薄切りに……」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　我示范了一遍，它就轻松地做到了同样的事。然后，另一只也，

  　やって見せると、あっさり同じことをやってくれる。で、もう一人の方が、

  「啾啾？」

  「キュキュ？」

  「诶，啊，接下来是这样……」

  「え、ああ、この後はこうやって……」

  　把煮熟的格琳辛的豆子，雷克森用手撕碎后放入。

  　塩茹でしてたグリシンは中身の豆を、レクソンは手でちぎって入れる。

  　调味料的做法，最后的绿莓和黑胡椒的收尾，我一示范，它就轻松地学会了。

  　調味料の作り方、最後のグリーンベリーと黒コショウの仕上げを見せると、あっさりとマスターしてくれた。

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「这个，感觉不让我来做的话就不算报酬了，这样好吗？」

  「これ、俺が作らないと報酬にならない気がするんだけど、いいのかな？」

  【榭肯娜】「鱼以外的材料都是你提供的，所以OK(*'▽'*)」

  【シェケナ】「魚以外の材料出してるからＯＫ〜(*'▽'*)」

  【主厨】「教人也是报酬的一部分哦」

  【マスターシェフ】「教えるのも報酬のうちだよ」

  【迪特隆】「〈学费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈授業料：５０００円〉」

  【梅塞伦】「美音酱也向翔君学学做菜吧？」

  【メッセレン】「ミオンちゃんもショウ君に料理習お？」

  　啊，鱼以外的食材确实都是我提供的，所以没问题。

  　ああ、魚以外は確かにこっちから出してるからいいのか。

  　虽然我觉得这也不算教人，但既然它想学，那应该没问题吧？

  　教えるってほどのことでもないと思うけど、やりたがってるから大丈夫？

  「那，这个就交给你们了，我去炸东西吧」

  「じゃ、これは任せて揚げ物作るかな」

  『好的。还有，坠饰的事还没说完』

  『はい。あと、ペンダントの話が途中で』

  「啊，抱歉！魔银是从遗迹的采掘点挖出来的，但那个地方我够不着」

  「ああ、ごめん！　
    
     魔銀
    ミスリルは遺跡の採掘ポイントから掘れたんだけど、それが手の届かない位置にある場所でさ」

  　我磨着剩下的奥兰贾克，撒上盐和白胡椒，继续刚才的话题。差不多该预热平底锅了。

  　残りのオランジャックをおろし、塩と白コショウを振りつつ話の続きを。ぼちぼち、フライパンあっためておかないと。

  　之前我有说过魔银矿脉在够不着的地方吗？　本来想说之后做个梯子什么的，但想到可以用土木魔法挖掘，一试之下就成功了。

  　手の届かない場所は以前説明したっけ？　そのうちハシゴでも作ってとか思ってたけど、土木魔法の掘削が使えるんじゃって試してみたらうまくいっちゃってっていう。

  【紫电改】「能用挖掘魔法挖出来吗」

  【シデンカイ】「掘削の魔法で掘れるのか」

  【北极泼猴】「香煎？奶油煎？」

  【アクモン】「ソテー？　ムニエル？」

  【明塞尔】「刚才的白胡椒是……」

  【ミンセル】「今の白コショウなんじゃ……」

  【顿登】「料理和话题都太让人在意了，脑子转不过来！ｗ」

  【ドンデン】「話も料理も気になって頭入らん！ｗ」

  『在那之后，魔银就完全挖不到了呢』

  『
    
     魔銀
    ミスリルはあの後、全然掘れなくなりましたね』

  「是啊。不过，感觉饰品上也用得差不多了，所以也无所谓了」

  「そうなんだよな。まあ、アクセサリにちまちま使ってる感じなんでっと、そろそろいいかな」

  　把用奥达普拉做的太白粉倒进木盘，把鱼肉裹上之后，放进涂满芝麻油的平底锅。滋滋的美妙声音响起，油花四溅，香气扑鼻……

  　オーダプラから作った片栗粉を木皿に出して、切り身にパタパタやってから、ごま油を敷いたフライパンに投入。じゅわっといい音がして、ちりちりと油が
    
     弾
    はじけて香ばしい匂いが……

  『和之前在家里做的二色炸物感觉不一样吗？』

  『この前、うちで作ってくれた二色揚げとは違う感じですか？』

  「啊，嗯，和那个不一样哦」

  「あ、うん、あれとは違うよ」

  　诶，我本来想说的，但已经晚了……

  　え、それ言うのって思ったんだけど、時すでに遅し……

  　评论区已经变成了我必须爆炸的氛围，但还是无视吧。

  　コメント欄は、俺が爆発しないといけない感じになってるけどスルーしよう。

  　在鱼肉烤好之前，把泡过水的鲁迪什和水煮过的仙人笋切成细丝。

  　しっかり焼けるまでに、水に
    
     晒
    さらしたルディッシュ、水煮した
    
     仙
    せん
    
     人
    にん
    
     筍
    たけのこを細切りに。

  「然后，把砂糖溶进格雷普尔醋里，把烤好的鱼和蔬菜一起放进去就完成了。虽然稍微等一会会更好吃……嗯，好吃」

  「で、グレイプルビネガーに砂糖を溶いて、焼き上がったのと野菜を一緒に投入すれば完成かな。しばらく待った方が美味しいけど……。うん、
    
     美味
    うまい」

  　酥脆的奥兰贾克和酸甜的格雷普尔醋，以及爽脆的蔬菜非常搭。

  　からっと揚がったオランジャックに、甘酸っぱいグレイプルビネガーとシャキシャキ野菜がとても合う。

  【凛铃】「南蛮渍！」

  【リンレイ】「南蛮漬け！」

  【嘎嘎】「呜哇，这不是南蛮渍吗。绝对很好吃……」

  【ガフガフ】「うわー、南蛮漬けじゃん。絶対美味いやつ……」

  【饭推】「好想吃白米饭啊」

  【メシスキー】「白ごはん欲しい〜」

  【迪特隆】「〈南蛮渍费用：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈南蛮漬け代：５０００円〉」

  『这叫南蛮渍吗？』

  『南蛮漬けっていうんですか？』

  「嗯。我也不知道名字的由来」

  「うん。俺も名前の由来は知らないけどね」

  　果然是江户时代传来的吗？

  　やっぱり江戸時代とかに伝来したのかな？

  　剩下的奥兰贾克也做成南蛮渍，已经做好的菜已经端上了餐桌。

  　残りのオランジャックも南蛮漬けにして、出来上がりはすでにテーブルへと運ばれている。

  　那边的料理已经完成了，接下来就是一米多长的尼福尼了。

  　そっちは料理し終えたし、あとは一メートル以上あるニフォニーかな。

  　寄存的贝类比南侧沙滩上采到的克洛姆纳利亚还要大两圈，

  　預かってる貝類は、南側の砂浜で取れたクロムナリアよりも二回りほど大きくて、

  【赫利奥纳利亚】

  【ヘリオナリア】

  『栖息在平静近海的双壳贝。可食用。

  『穏やかな近海に生息する二枚貝。食用可。

  　料理：烤过后会渗出浓郁的味道。素材加工：贝壳可以用来做装饰品。

  　料理：焼くと濃厚な味が染み出す。素材加工：殻は装飾品に使用されることがある。

  　畜牧：贝壳是咕咕的饲料，非常珍贵』

  　畜産：殻はコッコの餌として重宝される』

  　贻笼贝？虽然感觉混杂了很多东西，但应该很好吃。

  　ムール貝？　なんか、いろいろ混じってる気がしなくもないけど、美味しい気がする。

  　把贝壳当成鸡饲料，原来这边也有啊。然后，还有一种

  　貝殻をニワトリ、コッコの餌にするのって、こっちでもあるんだなあ。で、もう一つは、

  【红马斯】

  【レッドマース】

  『栖息于近海泥沙中的虾。可食用。

  『近海の砂泥に生息するエビ。食用可。

  　料理：一般烤着吃，味道甜美，十分美味』

  　料理：焼いて食べるのが一般的で甘みがあって美味』

  　和大虾一模一样，除了颜色是红色以外。这肯定是好吃的……

  　クルマエビそっくりというか模様が赤いだけ。これはもう間違いなく美味しいやつ……

  「那么，开始做主菜吧」

  「じゃ、メインディッシュに取りかかるよ」

  『好的！』

  『はい！』

  【腊肉】「好大！」

  【ラカン】「でけえ！」

  【菜泥】「我去拿啤酒！」

  【ピューレ】「ビールおかわり取ってくる！」

  【三等兵】「要开始什么了？w」

  【サントウヘイ】「何が始まるんです？ｗ」

  【加那坎】「种类太多了！」

  【カナカン】「レパートリー多すぎい！」

  　那么，我正准备开始切鱼的时候

  　じゃ、さっそくおろそうかと思ったんだけど、

  「啊，对了。用技能来解体钓上来的鱼会怎么样？」

  「あ、そうだ。釣った魚ってスキルで解体するとどうなるんです？」

  【主厨】「要看解体技能的等级」

  【マスターシェフ】「解体スキルのレベルによるね」

  【克洛德】「诶，你不知道吗！？」

  【クロード】「え、知らなかったの!?」

  【尼克斯】「会留下骨头和肉吧」

  【ニクス】「骨と身だけ残るかな」

  【玫可】「现实能做到的事情，游戏里也能做到呢」

  【メイケ】「リアルでできることは、そのままやっちゃうよね」

  『这样啊』

  『そうなんですね』

  「我都不知道……」

  「知らなかったっす……」

  　既然会留下骨头和肉，那么用解体技能应该会更快，就用吧。

  　骨と身は残るんだったら、解体スキルの方が早そうだし、使わせてもらおう。

  【解体技能的等级提升了！】

  【解体スキルのレベルが上がりました！】

  【萨德斯托】「草。你几级了？」

  【サーデスト】「草。いくつになったの？」

  【狐狗狸】「恭喜你~∩^^∩」

  【コックリ】「おめ〜∩^[image: ]^∩」

  【姆丘尔】「因为只有使用技能的时候才会升级？」

  【ムチョル】「スキル使ったタイミングでしか上がらないから？」

  【尼尔森】「感觉像是手动解体的经验值」

  【ネルソン】「マニュアル解体してた分の経験値とかありそう」

  　毕竟解体各种各样的东西会比较好，而且我也是第一次解体鱼？

  　いろんなもの解体した方がいいわけだし、魚を解体するのは初めてだったからかな？

  　总之，能确保鱼肉就足够了。这样也能节省时间，以后就使用解体技能吧。

  　ともかく、切り身を確保できたのでよし。時短にもなるし、今後は解体スキル使っていこう。

  「呃，解体技能是8级了」

  「えっと、解体スキルはこれで８っすね」

  　然后，鱼肉稍微切厚一点。撒上盐和胡椒，再裹上太白粉。

  　で、切り身はちょっと厚切りに。塩コショウしたのち、また片栗粉つけてじゅわっと。

  　虽然8级好像让不少人感到惊讶，但我觉得如果是封闭测试组的话，就算10级也不奇怪。

  　なんか８なのに驚いてる人が結構いるけど、クローズドベータ組とかなら、もう10でもおかしくない気がする。

  『那条鱼也要做成南蛮渍吗？』

  『その魚も南蛮漬けにするんですか？』

  「不，要做成别的料理。总之，你们看着吧」

  「いや、ちょっと別の料理。まあ、見てて」

  　我暂时把鱼肉拿出来，取而代之的是把赫利奥纳利亚和红马斯放进去。淋上格雷普尔酒，盖上盖子蒸烤。

  　いったん取り出して、代わりにヘリオナリアとレッドマースをドバッと投入。グレイプルワインをかけ、蓋をして蒸し焼きに。

  　因为还要等一会儿才会开壳，所以在这期间我拿来了事先准备好的赖柯斯汤。

  　殻が開くまで少しあるので、その間に先に用意してあったライコススープを取ってくる。

  「等开壳后，把刚才香煎的鱼肉放回去，再淋上赖柯斯汤，稍微煮一下……」

  「殻が開いたところで、さっきソテーしたやつを戻して、このライコススープをかけて、軽く一煮立ち……」

  【嫌犯】「简单马赛鱼汤！」

  【マルタイ】「簡単ブイヤベース！」

  【主厨】「为了防止煮烂，所以先香煎了啊」

  【マスターシェフ】「煮崩れ防止にソテーしたんだね」

  【卡廷】「不行（不行）」

  【カティン】「あかん（あかん）」

  【迪特隆】「〈马赛鱼汤费用：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈ブイヤベース代：５０００円〉」

  　贝类煮太久会变硬，所以要在恰到好处的时候盛到大盘子里。姑且尝一下味道……

  　貝は煮すぎると固くなるし、いい感じのところで大皿に。一応、味見をして……

  「嗯，做得很好吃」

  「うん、美味しくできた」

  　海鲜的鲜味和赖柯斯的柔和味道搭配得恰到好处。

  　魚介のうま味とライコスの優しい味がいい感じにマッチしてる。

  　还有几盘的量，继续做吧。

  　あと数皿分はあるし、どんどん作っちゃおう。

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「来，给你。可以拿去吃哦」

  「はい、これ。持っていって食べていいよ」

  『可以问下一个问题吗？』

  『次の質問いいですか？』

  「啊，嗯，请问」

  「あ、うん、どうぞ」

  　多亏了料理技能，做好一次之后，第二次开始做起来就轻松多了。

  　一度作ってしまうと、料理スキルのおかげか二回目以降がすごく楽にできる。

  　虽然不至于到手会自己动的程度，但感觉随便做也不会出错？

  　手が勝手に動くとまでは言わないけど、適当にやっててもミスはしない感じ？

  『决定好教会的女神像要怎么办了吗？』

  『教会の女神像はどうするか決めましたか？　です』

  「啊，这让我想起来了。亚珍塔先生给了我女神像和一本叫《彩神教典》的书」

  「あ、それで思い出した。アージェンタさんから、女神像と彩神教典って本をもらったんだよ」

  　我本想有时间就看看，结果忘记了。

  　時間あったら読もうと思って忘れてた。

  　感觉那尊扁平的女神像也给观众们看看比较好。

  　あののっぺりした女神像も、視聴者さんに見てもらった方がいい気がするし。

  【贾兹】「又有不妙的预感……」

  【ジャズゥ】「またやばい物の予感……」

  【咲雷】「我想看！」

  【サクレ】「見たい！」

  【玛利欧奈拉】「送甜品就能得到魔导具吗？」

  【マリオネラ】「甘味を送れば魔導具もらえる？」

  【榭肯娜】「把美音酱装饰起来吧♪(*'▽'*)」

  【シェケナ】「ミオンちゃん飾ろうよ〜♪(*'▽'*)」

  「料理做好了就给你们看，能等一下吗？」

  「料理終わったら見せるんで、ちょっと待ってもらえます？」

  『好的』

  『はい』

  　话说回来，尝了味道之后，我肚子真的饿了。我也想快点吃……

  　というか、味見してたら本格的にお
    
     腹
    なか空いてきた。俺も早く食べたい……

  「好，差不多就这样吧」

  「よし、こんなもんかな」

  　我做好最后一道菜，盛到盘子里。

  　最後の一品を仕上げて皿に盛る。

  　赖柯斯汤还剩一点，就留着当加餐吧。

  　ライコススープはまだ少し残ってるけど、これはおかわり用でいいか。

  「汪」

  「ワフ」

  「呜哇，露比也在忍耐吗？抱歉！」

  「うわ、ルピも我慢してくれてたの？　ごめん！」

  　露比坐在餐盘前。我给它盛了一大份马赛鱼汤。

  　ランチプレートを前にお座りしてるルピ。そこにたっぷりとブイヤベースをよそってあげる。

  　我也想吃，不过没有准备小盘子，正在烦恼该怎么办的时候——

  　俺もと思ったけど、そういや小皿とか用意してなくってどうしようかと思ったら、

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「啊，谢谢。原来如此」

  「あ、ありがと。なるほど」

  　我从一个塞尔奇那里接过一个大贝壳。

  　セルキーの一人から大きな貝殻を受け取る。

  　这个贝壳是扇贝吗？也就是说能捕到扇贝？算了，这个以后再说。

  　この貝殻ってホタテ？　ということはホタテも取れるの？　いや、それは後でいいや。

  「那么，我开动了！」

  「じゃ、いただきます！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我咬了一口鱼肉……

  　切り身を一口がぶっと……

  「好吃……」

  「うまい……」

  【榭肯娜】「咕叽叽叽叽……」

  【シェケナ】「ぐぎぎぎぎ……[image: ]」

  【十六夜】「不能寄过来吗？（泪）」

  【イザヨイ】「お取り寄せできませんかね？（涙）」

  【维他命】「明天晚上吃马赛鱼汤！」

  【バイタミン】「明日の夜はブイヤベース！」

  【尼克斯】「明天就来做吧♪」

  【ニクス】「さっそく明日作ろ♪」

  　塞尔奇们吃得都很香，作为报酬应该足够了吧？

  　セルキーたちはどれも美味しそうに食べてくれてるし、これで報酬としては十分なのかな？

  『这次没有用到蛋呢』

  『今回は、卵は使わなかったんですね』

  「嗯，我一时没想出来。有什么好的食谱吗？」

  「うん。ちょっと思いつかなくて。何かいいレシピとかあります？」

  【拉库卡吉】「要是有面粉就能做天妇罗了」

  【ラクカジ】「小麦粉あれば天ぷらなんだけどなあ」

  【沙布洛克】「寿司卷！　这应该不行吧……」

  【サブロック】「う巻き！　は無理か……」

  【杉科】「只有鸡蛋的话很难做啊」

  【スギコー】「卵だけだと難しいねえ」

  【主厨】「用鱼浆和鸡蛋还有片栗粉做烤鱼丸之类的吧」

  【マスターシェフ】「すり身に卵と片栗粉でつみれ焼きとかだね」

  「啊啊，鱼丸！」

  「ああ、つみれ！」

  　我只考虑到了切片的用法。还能做生拌鱼片之类的吗……

  　切り身のイメージでしか考えてなかったなあ。なめろうとかも作れるのか……

  『现在也得到了砂糖，接下来就是牛奶了吧？』

  『お砂糖も手に入るようになりましたし、あとは牛乳ですか？』

  「是吧？　总之能做布丁了」

  「かな？　とりあえずプリンは作れるようになるし」

  　评论区也讨论起了牛奶的话题，说有了牛奶就能做奶油，芝士，优格，还有豆浆！　既然有格琳辛，那不就能做豆浆了吗……

  　コメント欄からも、牛乳があればバター、チーズ、ヨーグルトと話題が広がって、豆乳っていう話が！　グリシンあるんだから豆乳作れるじゃん……

  　还有人建议去看看亚咕咕下来的悬崖上面。说不定有山羊？

  　あと、ヤコッコが下りてきた崖の上を見に行った方がいいんじゃないかっていう意見も。
    
     山羊
    やぎがいるかも？　とか。

  「确实，不仔细看看上面的话不太好吧……」

  「確かにあの上、ちゃんと見とかないとまずいか……」

  『要怎么上去呢？』

  『どうやって上りますか？』

  「做梯子应该是最好的吧」

  「ハシゴ作るのが一番かなあ」

  　虽然也不是不能在石壁上做楼梯，但把路修整得能来往会不会不太好。不过，用梯子的话，还有露比能不能跟上来的问题。

  　石壁で階段を作れなくもないかと思ったけど、行き来できる道を作っちゃうのはどうなんだろうっていう。でも、ハシゴだと、ルピがついてこれるかっていう問題が。

  『翔君，差不多该说说女神像和书的事情了吧？』

  『ショウ君、そろそろ女神像と本の話をいいですか？』

  「啊，OK。稍等一下。呃……谢谢」

  「あ、おけ。ちょっと待ってね。えっと……ありがとう」

  　大概是注意到贝壳盘空了，塞尔奇的孩子过来帮忙撤盘。

  　空になった貝皿に気がついたのか、セルキーの子がそれを下げてくれた。

  　正好王子也来了，我便把卡姆拉斯的糖渍水果拿给他，这次是用砂糖做的普通版本。

  　で、ちょうど王子君がこっちに来たので、カムラスのコンポート、今回は砂糖を使った普通のやつを渡しておく。

  「大家一起吃吧。斯薇和菲雅莉们也来。」

  「みんなで食べて。スウィーやフェアリーたちも」

  「啾～♪」「～～♪」

  「キュ〜♪」「〜〜〜♪」

  　目送他们离开后，我重新坐下，抚摸着窝在盘腿中的露比……

  　それを見送ってから、改めて腰を下ろし、あぐらをかいた足の中に収まったルピを撫でつつ……

  「首先是这个。我收到的女神像，感觉有点模糊……」

  「まずはこれっすね。もらった女神像なんだけど、ちょっとぼんやりした感じで……」

  【无名女神像】

  【名も無き女神像】

  『古代魔导文明时代放置在各家庭的女神像。女神身份不明』

  『古代魔導文明の時代に各家庭に置かれていた女神像。どの女神の像かは不明』

  　我将鉴定结果展示出来，评论栏也是一片困惑，不断出现「没看过这种东西」之类的评论。果然这尊女神像和普通的不太一样吗……

  　鑑定結果を見せたんだけど、コメント欄も困惑というか、そんなの見たことないという話がずらずらと流れていく。やっぱり、この女神像はなんか普通と違うのかな……

  　从观众们在评论栏的对话来看，各国首都的大教堂似乎都能看到女神像。

  　視聴者さん同士がコメント欄で話してる感じでは、各国の首都にある大きな教会で女神像を見ることができるらしい。

  　不过，这尊女神像和大教堂里的女神像完全不像……说得也是，女神像不可能这么扁平。

  　でも、そこで見る女神様の姿とは似ても似つかない……って、そうだよなあ。こんなのっぺりした像なわけないだろうし。

  「唔～是亚珍塔先生搞错了吗？」

  「うーん、アージェンタさんの間違いとかなのかな？」

  『翔，麻烦你把另一本书拿给我。』

  『ショウ君、もう一つの本の方をお願いします』

  　于是，我将女神像放在一旁，拿出了另一件物品。

  　ってことで、女神像は
    
     傍
    そばに置いて、彩神教典を取り出す。

  　这本教典装饰得非常漂亮，保存状态也相当良好。

  　こっちは綺麗な装飾がされていて、保存状態もかなりいい代物。

  【古代彩神教典】

  【古代彩神教典】

  『记载着艾莉丝菲亚的女神，即彩神教义的书籍。神圣魔法＋1』

  『アイリスフィアの女神、彩神の教義が説かれている本。神聖魔法＋１』

  【圣光】「啥？神圣魔法＋1？」

  【セイクリッド】「は？　神聖魔法＋１？」

  【米伊】「第一次看到有古代的」

  【ミイ】「古代ってついてるの初めて見ました」

  【巴恩】「这是我们见过的那本书的原典？」

  【バーン】「俺たちが見たやつの原典？」

  【利索斯】「好在意材质」

  【リソッス】「材質気になる〜」

  「咦？」

  「あれ？」

  　我还以为这是拥有神圣魔法技能的玩家都会有的东西……

  　神聖魔法スキル取ってるプレイヤーが普通に持ってる物だと思ってたけど……

  『不是使用神圣魔法的人都会有的书吗？』

  『神聖魔法を使う人が持っている本じゃないんですか？』

  　对于这个问题，评论栏里充满了「不是不是」、「不对不对」、「不是这样的」之类的评论。

  　その問いにコメント欄が「ないない」とか「違う違う」とか「そうじゃない」とかで埋まる。

  　好像，普通的彩神教典是放在教会或神殿之类的地方，简单来说就是类似于教科书的东西。也就是说，神圣魔法＋1什么的根本不存在。

  　なんか、普通の彩神教典は教会とか神殿とかに置いてあるんだけど、要はただの教科書的な物らしい。つまり神聖魔法に＋１なんてのは全然ないと。

  「原来这是本贵重的书啊。我倒没打算不惜做到这个份上也要取得神圣魔法」

  「これ貴重な本だったんだ。そこまでして神聖魔法を取るつもりじゃなかったんだけどなあ」

  『只是想把女神像装饰起来吧？然后，如果教会周围变成安全区域的话……』

  『女神像を飾りたかっただけですよね？　それで、あの教会の周りがセーフゾーンになれば……』

  「没错没错。亚咕咕从悬崖上下来了，所以我想如果把女神像放在这里的话，会不会变成安全区域」

  「そうそう。ヤコッコが崖から下りてきたのもあるし、女神像を置けばセーフゾーンにならないかなって」

  【利索斯】「哎，翔君也学神圣魔法吧」

  【リソッス】「えー、ショウ君も神聖魔法取ろうよ〜」

  【马济普】「那个小的放了也不行吗？」

  【マジプ】「その小さいの置いてもダメだった？」

  【榭肯娜】「美音酱的像可以吧(*'▽'*)」

  【シェケナ】「ミオンちゃんの像でいいよね(*'▽'*)」

  【纳达伊】「你本来打算放哪个女神像？」

  【ナタイ】「どの女神像を置くつもりだったの？」

  　嗯，要学神圣魔法吗？　但是……

  　うーん、神聖魔法取るか？　でもなあ……

  『女神像是在来这边之前收到的吧』

  『女神像はこっちに来る直前に受け取った物でしたね』

  「嗯。来之前确认了传送箱，因为没时间所以就直接扔进道具栏了。书也还没看里面……」

  「うん。来る前に転送箱を確認して、時間なかったからそのままインベに放り込んであった。本もまだ中も見てなくて……」

  『翔君你本来打算放哪个女神像？』

  『ショウ君としては、どの女神様を置くつもりでしたか？』

  「因为是充满自然的岛屿，所以我想的是翡翠女神大人……总之先看看里面吧？　亚珍塔先生说里面画着画」

  「自然
    
     溢
    あふれる島だし、翡翠の女神様かなって思ってたけど……とりあえず中見てみる？　アージェンタさんの話だと絵が描かれてるって話だし」

  【伊兹彭】「我想看！」

  【イズポン】「見たい！」

  【基加诺特】「让我看看！」

  【ギガノト】「見せて見せて！」

  【多穆苏】「和教会里的不一样的话就有趣了」

  【ドムスツ】「教会にあるやつと違うとかだと面白い」

  【迪特隆】「〈阅览费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈閲覧費：５０００円〉」

  『大家好像都很期待，拜托了』

  『みなさん期待してるようですし、お願いします』

  「好。因为仔细看的话会花很多时间，所以主要看插画吧」

  「りょ。じっくりは時間かかっちゃうから、イラストのところメインにね」

  『好！』

  『はい！』

  　打开封面，高级的白纸上印着漂亮的文字。

  　表紙を開くと、上質な白い紙に綺麗な文字。

  　在这个时间点上好像就和平时看到的书不一样，评论栏里热闹了起来。

  　この時点でなんか普通に見かけるやつとかなり違うらしく、コメント欄が盛り上がってる。

  　书上写的是关于世界起源的神话吗？

  　書かれてることは世界の始まりみたいな神話かな？

  「咦？能通过直播看到吗？」

  「あれ？　配信通して読めたりするのかな？」

  『不，我完全看不到，大家应该也……』

  『いえ、私はまったくですし、多分、みなさんも……』

  【玛榭莉】「通过直播看不到文字呢」

  【マシェリ】「配信通すと文字は読めなくなりますね」

  【南兹】「应该是做了什么特殊处理吧」

  【ナンツウ】「なんか特殊な処理入ってるんやろなあ」

  【马特路】「毕竟有可能剧透，所以多少会做些处理吧？」

  【マットル】「ネタバレの可能性あるし多少はね？」

  【米伊】「插画基本都能看到，所以没问题」

  【ミイ】「イラストはだいたい見れるからＯＫですよ」

  　咦？之前看『记录』的时候……啊，那也只是我一个人在说，美音并没有看到吗。

  　あれ？　前に『記録』を読んだ時は……ってあれも俺が話してただけで、ミオンが読めてたわけじゃないのか。

  　不过，既然能看到插画，那现在应该没问题……

  　まあ、イラストが見れるって話なら、今は問題なしってことで……

  　我翻了翻书，最先出现的画是月白女神大人吧。是一位充满慈爱的漂亮大姐姐。

  　パラパラとめくっていくと、最初に現れた絵は月白の女神様かな。いかにも「慈愛に満ちた」って感じの綺麗なお姉さん。

  　接下来是红绯女神大人，怎么说呢，短发健壮＆性感，和真白姐很像……然后，接下来的是，

  　その次が紅緋の女神様で、なんというかショートヘアでマッチョ＆グラマーなあたり、真白姉によく似てる……。で、その次が、

  「这就是翡翠女神大人吗」

  「これが翡翠の女神様か」

  　轻飘飘的，感觉很文静？确实和美音有点像……

  　ふわっとしておっとりしてる感じ？　確かにミオンに似てなくもない……

  【利索斯】「和在教会看到的有点不一样？」

  【リソッス】「教会で見たやつと微妙に違う〜？」

  【布鲁莎】「悠闲的感觉很适合这座岛呢♪(^▽^)」

  【ブルーシャ】「のんびりってイメージは島向きよ〜♪(^▽^)」

  【天之侑】「和美音酱很像呢(*^^*)」

  【アマツノユ】「ミオンちゃんに似てるね〜(*^[image: ]^*)」

  【比特托】「感觉更像精灵……」

  【ビートト】「もっとエルフっぽかった気がするんだけど……」

  『和大家见过的翡翠女神大人像相似吗？还是不一样？』

  『みなさんが見たことがある翡翠の女神様と似てますか？　違いますか？』

  　虽然收到了各种各样的回复，但感觉每个国家的女神像都有很大区别。

  　あれやこれやとコメントが返ってくるんだけど、どうも国によって結構違う感じらしい。

  　红绯女神大人在帝国是骑士风格，但在王国和共和国则是女性风格。

  　紅緋の女神様は帝国ではもっと騎士風なんだけど、王国や共和国では女性らしいんだとか。

  　翡翠女神大人在王国是与动物嬉戏的感觉，但在帝国和共和国则是精灵风格。

  　翡翠の女神様は王国では動物と戯れてる感じだけど、帝国や共和国ではエルフっぽかったり。

  「是每个国家都有独自的变化吗？」

  「その国ごとに独自の変化があったとかですかね？」

  【夏尔兰】「那个国家的神在别的国家是这样，这种事很常见呢」

  【シャルラン】「あの国の神様がこっちの国では、ってあるよね」

  【艾雷克】「不是反映了制作者的兴趣吗？」

  【エレック】「作った人の趣味が反映されるんじゃない？」

  【坎坎波】「苍空女神大人呢？」

  【カンカンポ】「蒼空の女神様は？」

  【迦尔丹】「先试试看」

  【ガルデン】「まずは試してこ」

  　如果是这样的话，感觉只要按照我的想法雕刻翡翠女神像就行了。

  　そういうことなら、俺が思うように翡翠の女神の像を彫れば、それで良いって感じもするなあ。

  「那我试着雕刻一下吧？」

  「じゃ、試しに彫ってみるかな？」

  『翡翠女神大人是吧。啊，苍空女神大人也能让我看看吗？我记得露比酱的……』

  『翡翠の女神様ですね。あ、蒼空の女神様も見せてもらえますか？　確か、ルピちゃんの……』

  「啊，对了」

  「ああ、そうだった」

  　露比的种族玛那加鲁姆是苍空女神大人的使者来着？虽然感觉很莫名其妙，但关于这件事也有记载吗？

  　ルピの種族、マナガルムは蒼空の女神様の使いなんだっけ？　なんで？　って感じなんだけど、そのことについても書かれてたりするのかな。

  　我继续翻页，翻到了苍空女神的页面……露比并没有在旁边。

  　続きをめくっていくと、蒼空の女神様のページが現れて……別にルピが隣にいたりはしないな。

  【葵大人】「不知为何很朴素的苍空大人」

  【アオイサマ】「なぜか地味な蒼空様」

  【胡迪】「要是戴着眼镜就满分了」

  【ウッディ】「眼鏡っ子だったら百点満点だった」

  【维奈莎】「据说司掌元素魔法」

  【ヴェネッサ】「元素魔法を司るそうです」

  【特拉托】「NPC镇上的人几乎不用元素魔法啊」

  【トラト】「ＮＰＣの街の人は元素魔法ほとんど使わないもんな」

  「露比，怎么样？」

  「ルピ、どう？」

  「汪？」

  「ワフ？」

  　露比没什么反应。不如说它一副“怎么了？”的表情。

  　特に反応なし。というか「何？」って感じだよな。

  　毕竟画里的形象可能和本人……不对，和本柱不一样。

  　まあ、描かれてる絵が本人、いや、本柱と違うかもしれないし。

  「那就做翡翠女神大人吧」

  「じゃ、翡翠の女神様にしようかな」

  『好！』

  『はい！』

  　在社团活动时间慢慢做吧。

  　部活の時間に少しずつ作ることにしよう。

  　考虑到搬运的麻烦，还是在教堂后面做……不对，还是分开做零件比较好吧。

  　運ぶ手間を考えると教会裏で作って……、いや、パーツごとに分けて作る方がいいか。

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「啊，大家都吃完了啊」

  「あ、みんな食べ終わったんだ」

  　斯薇坐回了固定位置左肩，塞尔奇的王子坐到我右边。

  　スウィーが定位置の左肩に、セルキーの王子君が俺の右隣に座ってくれる。

  　它们吃完就开始收拾，感觉有点不好意思。

  　食べ終わったところから片付けを始めてくれて、なんだか申し訳ない感じに。

  『翔君，差不多可以征集最后的问题了吧？』

  『ショウ君、そろそろ最後の質問を募集していいでしょうか？』

  「嗯。已经到这个时间了啊」

  「うん。もうそんな時間か」

  　感觉今天就是做饭、吃饭、回答问题，下次还是做些更积极的事吧。去那座悬崖上看看也不错。

  　なんか、料理して、食べて、質問に答えてたら終わりって感じだし、次はもうちょっとアクティブに動こうかな。あの崖の上の様子を見に行くとかも良さそうだし。

  『不给塞尔奇取名字吗？』

  『セルキーくんに名前をつけたりしないんですか？　です』

  「啊，说起来是啊。不过，可以随便取名字吗？斯薇觉得呢？」

  「あー、そういえば。でも、勝手に名前つけていいのかな？　スウィーはどう？」

  　我想参考实际取了名字的斯薇的意见，结果她直接飞到了塞尔奇王子那里……她有在听吗？

  　実際に名前をつけたスウィーの意見を参考にと思ったら、そのままセルキーの王子君の所に飛んでいって……聞いてくれてるのかな？

  「啾～！」

  「キュ〜！」

  　闪闪发光的眼神……好像在期待着什么。

  　キラキラとした眼差しが……期待されてるっぽいんだよな、これ。

  　要是我来取名的话，感觉又会取成『芝麻』之类的，这种时候……

  　俺がつけるとまた『ゴマ』とかつけそうだし、こういう時は……

  「我没什么品味，美音，拜托你了」

  「俺、センスないから、ミオン、お願いします」

  『嗯……图鲁怎么样？』

  『えっと……。……トゥルーはどうでしょう？』

  　图鲁是“真”的意思吧。

  　トゥルーって『真』って意味だよな。

  　感觉和这纯真的孩子很相称，美音真的很会取名字啊。

  　純真なこの子のイメージにぴったりな気がするし、ミオンって本当にセンスあるよなあ。

  「那，叫“图鲁”怎么样？」

  「じゃ、『トゥルー』はどう？」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　王子开心地抱了过来，现在改叫图鲁了。

  　嬉しそうに抱き着いてくれる王子君、改め、トゥルー。

  　说起来，给斯薇取名的时候，名字也显示出来了……

  　そういえばとスウィーに名付けた時に、ちゃんと表示されるようになったよなと思って……

  【塞尔奇（王子）：图鲁：亲密】

  【セルキー（王子）：トゥルー：親密】

  『妖精塞尔奇的王子。要接受成为王的试炼，还太小了』

  『妖精セルキーの王子。王となるための試練を受けるには、まだまだ幼い』

  【凛铃】「王子！？」

  【リンレイ】「王子!?」

  【米娜米尔格】「这座岛真奇怪w」

  【ミナミルゲ】「この島おかしいｗ」

  【洛嘉波】「皇家岛屿＼(^o^)／」

  【ロガッポ】「ロイヤルアイランド＼(^o^)／」

  【北极泼猴】「成为王的试炼！？」

  【アクモン】「王になる試練!?」

  　啊，我完全没说过图鲁是塞尔奇的王子……

  　あ、トゥルーがセルキーの王子なの、全然話してなかった……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【一汤一菜】料理人聚集地【美酒佳肴】

  【一汁一菜】料理人の集い【美酒佳肴】

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　差不多要开始了……

  　そろそろ始まる……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　那么，今天会端出什么样的料理呢。

  　さてさて、今日はどんなネタが出てくるんでしょうね。

  　既然预告是港口，那应该会以海鲜为主吧？

  　港の方って予告だったし海鮮メイン？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　普通的海鲜BBQ也不错啊。

  　普通に海鮮バーベキューとかでもいいなあ。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　开始了！是海！

  　始まった！　海だ！

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　好像雇了当地的渔夫先生们w

  　地元の漁師さんたちを雇ったらしいｗ

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　要给那些孩子做吗？一个人做得来吗？

  　あの子たち全員に振る舞うの？　一人でできるの？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　虽然做过一次之后，第二次就能做得很快，但量……

  　一度作ったものは、二度目からさくさくだけど量が……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　第一道是卡鲁帕乔！竹荚鱼，番茄，水田芥，毛豆！

  　一品目はカルパッチョ！　アジ、トマト、クレソン、枝豆！

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　哈？刚才，我好像看到了黑色的宝石……

  　は？　今、黒い宝石が見えた気ががが……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　冷静点点点……还慌慌张张张张……

  　落ち着けけけ……、まだあわあわあわ……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　岛上会有胡椒吗？还是说从龙那里得到的……

  　島にコショウがあった？　それかドラゴンからもらったか……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　从翔君的性格来看，应该不是别人给的，果然是岛上自生的吧。

  　ショウ君の性格的にもらったはなさそうだし、やはり島に自生してたのでは。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　说起来，他是怎么分辨胡椒的？

  　そもそもどうやってコショウを見分けたんだ？

  　就连本土的人也不知道胡椒的果实加工前是什么样的……

  　本土の人間だって、加工前のコショウの実を知らないんだが……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　交棒给帮手ｗ

  　お手伝いさんにバトンタッチｗ

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　第二道是什么？

  　二品目はなんでしょう？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　白胡椒……

  　白コショウ……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　好，确定是野生的了。话说回来，真亏他知道白胡椒的做法啊！

  　はい、自生確定。っていうか、よく白コショウの作り方知ってたな！

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　知道鱼料理配白胡椒也很厉害。

  　魚料理には白コショウを知ってるのもすごいですが。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　说到白胡椒就想到拉面……

  　白コショウって聞くとラーメンだったわ……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　唔，香煎吗？奶油煎需要面粉和奶油。

  　うーん、ソテーかな？　ムニエルには小麦粉とバターが必要だよね。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　香煎还是说炸？炸鸡，龙田炸鸡之类的……

  　ソテーというか揚げ物？　からあげ、竜田揚げあたりか……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　啊！正确答案是南蛮渍！

  　あー！　正解は南蛮漬け！

  　不对，这应该叫醋渍野味吧。

  　いや、これこそエスカベッシュってやつか。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　他本人好像是打算做南蛮渍。算了，只是些小事。

  　本人は南蛮漬けのつもりっぽいですね。まあまあ、
    
     些
    さ
    
     細
    さいなことですよ。

  　不过，他什么时候拿到砂糖的啊。

  　しかし、いつの間にか砂糖を手に入れてますねえ。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　看起来像是空砂糖，应该是找到了蓝葛利斯。

  　空砂糖みたいだし、ブルーガリスを見つけたっぽい。

  　如果是甘蔗的话，又会引发大骚动了ｗ

  　サトウキビの方だったら、また大騒ぎになるところだったがｗ

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　本土和这座岛感觉相似的地区在哪呢。南边或者海边的话有机会吗？

  　島と似た感じの地域って本土だとどのへんだろ。南側か海側ならワンチャン？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　卡姆拉斯好像是在王国西南方的港口城市发现的。

  　カムラスは王国の南西にある港町で見つかったらしいよ。

  　在那附近找找应该可以，不过和世界任的方向完全相反啊。

  　あの辺り探せば良さそうだけど、ワークエと真逆なんだよな。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　主菜是大条的䲠鱼。话说，做三道菜也太奢侈了！

  　メインディッシュはでかいサワラ。というか、三品も作るとか
    
     贅
    ぜい
    
     沢
    たく！

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　说到䲠鱼，就会想到西京烧呢。

  　サワラっていうと西京焼きのイメージですねえ。

  　不过，这里应该没有味噌。要是有味噌的话我会哭的……

  　でも、味噌はないはず。味噌出てきたら泣きますよ……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　你没用过解体技能吗！

  　解体使ったことなかったんかーい！

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　算了，之后就会注意到了。因为是完全潜行，所以会偏向现实的方法。

  　まあ、後で気づくよね。フルダイブだからリアルの方法に寄っちゃう。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　嗯，先香煎一下？然后用水煮鱼？

  　んー、いったんソテーして？　アクアパッツァかな？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　用葡萄酒蒸烤贝类和虾子……

  　貝とエビをワインで蒸し焼き……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　番茄酱！简单的马赛鱼汤！＼(^o^)／

  　トマトソースだばー！　簡単ブイヤベース！＼(^o^)／

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　可恶！可恶！（真的哭了）

  　くそう！　くそう！（マジ泣き）

  　啊，肚子饿了！

  　あー、もう腹減った！

  　登出后去便利店，不，去家庭餐厅吧……

  　ログアウトしてコンビニ、いやファミレス行ってくるか……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　比起我们，岛上的人吃的更好吧？

  　俺らよりも島のほうが良いもの食ってない？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　确实岛上的人吃的更好（翻白眼）

  　確実に島の方が良いもの食べてるな（白目）

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　在帝国吃那个要花一枚银币。

  　あれを帝国とかで食べようとすると銀貨一枚はかかるね。

  　话说，胡椒用得也太奢侈了！（泪）

  　てか、コショウを贅沢に使いすぎ！（涙）

  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君和伙伴们】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君と仲間たち】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  
   　・塞尔奇增加了30人以上。

   　・セルキーが三〇人以上増えた。

   　・精灵魔法、游泳、潜水的技能补正饰品。（翡翠和魔银）

   　・精霊魔法、水泳、潜水のスキル補正アクセ。（翡翠とミスリル）

   　・黑白胡椒、空砂糖。（发现胡椒树？）

   　・黒白コショウ、空砂糖。（コショウの実発見？）

   　・食物轰炸三品。（卡鲁帕乔、南蛮渍、马赛鱼汤）

   　・飯テロ三品。（カルパッチョ、南蛮漬け、ブイヤベース）

   　・神秘女神像、古代彩神教典。（神圣魔法补正）

   　・謎の女神像、古代彩神教典。（神聖魔法に補正）

   　・图鲁小弟王子殿下。（试炼是什么？）

   　・トゥルーくん王子様。（試練って何？）

  

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　露比酱，狼之王。

  　ルピちゃん、狼の王様。

  　斯薇大人，菲雅莉女王。

  　スウィー様、フェアリーの女王様。

  　图鲁小弟，塞尔奇王子。

  　トゥルーくん、セルキーの王子様。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　美音酱，岛之女神。

  　ミオンちゃん、島の女神様。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　我懂！

  　わかる！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　就是这个！

  　それな！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　翔君，美音酱的丈夫。

  　ショウ君、ミオンちゃんの旦那様。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　谁叫你耍嘴皮子了w

  　だれうまｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　追加到模板里吧w

  　テンプレに追加しようｗ

  【战斗・生产・其他】IRO技能考察・验证串【提问也OK】

  【戦闘・生産・その他】ＩＲＯスキル考察・検証スレッド【質問もＯＫ】

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　唔，精灵魔法补正的那个，翡翠要怎么入手？

  　うーん、精霊魔法プラスのアレ、翡翠ってどこで手に入るの？

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　在日本的话，丝鱼川很有名。小泷川翡翠峡那里到处都是。

  　日本だと
    
     糸魚
    いとい
    
     川
    がわが有名だね。
    
     小
    こ
    
     滝
    たき
    
     川
    がわヒスイ
    
     峡
    きょうってところにゴロゴロあるよ。

  　虽然基本不能拿，但冲到海岸的可以捡。

  　基本取っちゃダメだけど、海岸まで流れてったやつは拾ってよし。

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　感谢现实情报。很有参考价值。

  　リアル情報ありがとう。いいヒントになったよ。

  　我有点头绪，去找找看吧。

  　ちょっと思い当たる場所があるし、探しに行ってみよう。

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　非得有古代彩神教典的神圣魔法＋1不可吗？

  　古代彩神教典の神聖魔法＋１って持ってないとダメなのかな？

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　拿在手上吗？这应该是最靠谱的，但背包之类的也可以吧？

  　手にってこと？　それが一番確実そうだけど、バックパックとかでもいいのでは？

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　感觉拿在手上咏唱神圣魔法很帅。

  　手に持って神聖魔法を唱えるのかっこいい気がする。

  　耶～amen（强力语音）

  　ぃえぃめ〜ん（強力ボイス）

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　那个人拿的不是书，是刀具啊w

  　その人、本じゃなくて刃物持ってるからｗ

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　感觉拿着书还穿着神官服……传教士？

  　なんか、手に持ってて神官服着てって……宣教師？

  　你啊，信神吗？

  　アナタハー、カミヲー、シンジマースカー？

  【一般冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　一下子变得可疑起来了w

  　一気に
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くさくなったｗ

  　◆◇　『三星』主厨　◆◇

  　◆◇　『三つ星』マスターシェフ　◆◇

  「久等了。你托的东西我送来了」

  「まいど。頼まれたもん届けに来たで」

  「呀，谢谢。能让我看看吗？」

  「やあ、ありがとう。見せてもらっても？」

  「当然」

  「もちろんや」

  　打开利帕递过来的木箱，里面装着色泽鲜艳的蘑菇。

  　リーパから手渡された木箱を開けると、そこには色艶のいいキノコが。

  　男人拿起其中一朵，轻轻闻了闻香味。他，『三星』主厨，是厨师玩家聚集的公会『瑞文熟食店』的公会会长。

  　その一つを手に取り、軽く香りを確かめる男。彼、『三つ星』マスターシェフは、料理人プレイヤーの集まるギルド『リヴァンデリ』のギルドマスターでもある。

  「这叫诺姆塔克，现实里有类似的蘑菇吗？」

  「ノームタケって言われとったけど、リアルのキノコに似たやつとかあるん？」

  「大概是裂口蘑吧。在欧洲很常见，但日本很少见吧」

  「多分、ヤマイグチだろうね。ヨーロッパだとメジャーだけど、日本じゃあんまり見ないかな」

  　利帕对现实里也是厨师的他的话连连点头。不过，最在意的是——

  　現実でも料理人である彼の説明に、リーパもほうほうと頷く。だが、一番気になる点は、

  「好吃吗？」

  「で、美味いん？」

  「稍微香煎一下吧。毕竟挺厚的」

  「軽くソテーにしてみようか。厚みもあるし」

  　说着，他熟练地烹调起来。不一会儿，厚切奶油香煎蘑菇就做好了。

  　そう言って手際よく調理することしばし。厚切りバターソテーが出来上がった。

  「以防万一，我先尝尝」

  「念のため、僕から食べよう」

  　说着，主厨吃了一小片。他的表情明显在说很好吃。

  　そう言って一欠片を口へと運ぶマスターシェフ。その表情は明らかに美味とわかるもの。

  　利帕也慌忙吃了一口……

  　慌ててリーパも口へと運ぶ……

  「好吃！这是什么，超好吃的啊！」

  「うっま！　なんやこれ、めっちゃ美味いやん！」

  「在帝国采到的也很好吃，但这个好吃到简直不是同一种东西」

  「帝国で採れるのも美味しいけど、これ別物かってぐらい旨味がすごいね」

  　两人看着空盘子，同时叹了口气。木箱里还有很多，但那都是店里要用的。

  　空になった皿を見つめていた二人が、同じようにため息をつく。木箱にはまだたくさんあるが、それはあくまで店で出す料理用だ。

  「怎么样？能做魔银菜刀吗？」

  「それでどう？　
    
     魔銀
    ミスリルの包丁って作れそうかな？」

  「啊，这个嘛……」

  「あー、それなんやけど……」

  　利帕一脸抱歉地说起前几天去麦芽那里的事。

  　リーパが申し訳なさそうに話すのは、先日訪れたモルトのところでの話。

  　还把布鲁莎的话也告诉他。

  　さらにブルーシャに聞いた話も伝える。

  「事情变得麻烦了呢。好不容易翔君从银龙亚珍塔那里得到了提示，还告诉大家了」

  「面倒なことになってるねえ。せっかく、ショウ君が銀竜アージェンタからヒントを引き出して、それをみんなに教えてくれたっていうのに」

  「就是啊。厨师先生也要注意哦？说不定会得意忘形地说些奇怪的话」

  「ほんまやで。シェフさんとこも気つけてな？　調子乗って変なこと言うてくるかもしれんし」

  　利帕说，对方可能会提出完全不赚钱的委托，或者挖走成员。

  　まったく利益の出ない依頼や、メンバーの引き抜きもあり得ることを話すリーパ。

  「要是听到这件事，迪特隆氏会生气吧……」

  「この話を聞いたら、デイトロン氏は怒りそうだねえ……」

  「是啊。大老爷好像也打算采取行动，厨师先生也拜托你收集情报了」

  「やろなあ。大旦那もなんか動く気するし、シェフさんも情報収集頼んますわ」

  「了解。我会做好随时都能行动的准备」

  「了解。いつでも動ける準備もしておくよ」

 
  08　星期日　古代遗迹的管理者

  08　日曜日　古代遺跡の管理者

  「喂！我来了！」

  「お〜い！　来たぞ〜！」

  　家门外传来我挚友奈特的声音。

  　家の外から我が親友ナットの声が聞こえてきた。

  　时间是正午前，我正准备做午饭。

  　時間は正午前で、ちょうど昼飯を作ろうかと思ってた頃。

  「你家不是可以随便进出吗，进来吧」

  「お前ん
    
     家
    ちはみんな自由に出入りできるだろ。入れよ」

  　我打开大门，招呼在门外等着的奈特。

  　玄関ドアを開け、門の外で待ってるナットに声をかける。

  　因为我们的父亲是好朋友，所以从懂事起就和柏原家有来往。因此，我们设定成可以随意进出对方家。

  　父親同士が親友だったとかで、柏原家とは物心ついた頃からの付き合い。なので、お互いがお互いの家に無断侵入できる設定になってるっていう。

  「哦！算是吧」

  「おう！　ま、一応な」

  　奈特一边回答一边打开门，把自行车推进来。

  　そう答えつつ門を開け、チャリを入れるナット。

  　反正放着不管他也会到客厅去，我便回到厨房。

  　ほっとけばリビングに来るだろうし、放置して台所へと戻る。

  「这是我妈给的」

  「これ母ちゃんからな」

  「哇，上周才给过啊……」

  「うわ、先週ももらったのに……」

  　大号的保鲜盒里装着很多鸡翅和根菜的炖菜。用砂糖酱油炖得又甜又辣，很好吃。

  　でかいタッパーに手羽先と根菜の煮物がたくさん。砂糖醬油で甘辛く煮込まれてて美味いやつ。

  「她说要把之前的保鲜盒拿回去」

  「前のタッパー回収してこいってさ」

  「啊，抱歉，我忘了让美姬带回去」

  「ああ、すまん。美姫に持たせるの忘れてた」

  　美姬这周也要当奈绪的家教。上周的筑前煮的保鲜盒我本想让她带回去的……

  　美姫は今週も奈緒ちゃんの家庭教師に。先週もらった筑前煮の分のタッパーを持たせないとと思ってたんだけど……

  「今天吃什么？」

  「今日は何食わしてくれるんだ？」

  「炒面可以吧？你坐着等吧」

  「焼きそばでいいだろ？　まあ、座って待ってろ」

  「好，我要喝冰茶」

  「おう。冷たいお茶もらうぞ」

  　奈特熟门熟路地打开冰箱，把冰镇的玄米茶倒进玻璃杯。

  　勝手知ったるなんとやらで冷蔵庫を開け、冷たい玄米茶をグラスに
    
     注
    つぐナット。

  　我侧目看着他坐到桌边，开始做菜。

  　そのままテーブルへ着くのを横目に料理を始める。

  「昨天的直播也很热闹啊」

  「昨日のライブも大盛況だったな」

  「是啊。不过……我和美音的直播有那么有趣吗？」

  「まあな。しかし……、俺とミオンのライブってそんな面白いか？」

  「超有趣的啊？我的朋友全都聚在一起边吃边看呢」

  「めちゃくちゃ面白いぞ？　俺のフレも全員集まってワイワイ言いながら見てるし」

  　边看我的直播边吃喝好像很流行。尤其是大人，还单手拿着红酒……

  　俺のライブを見ながら飲み食いするのが
    
     流行
    はやりらしい。特に大人はワイン片手にっていう……

  「有这样的需求啊……」

  「そういう需要か……」

  「很有你的风格，挺好的嘛」

  「お前らしくていいじゃん」

  　奈特笑着说道。食物轰炸已经逐渐成为我们频道的固定环节，这应该也是好事。只不过，每次都要想新点子，也是有极限的。

  　そう言って笑うナット。飯テロはうちのチャンネルの鉄板ネタになりつつあるから、それはそれでいいことなんだろう。ただ、毎回ネタ考えるのも限度があるからなあ。

  　还有，我的技能的使用方法，以及如何在那座岛上享受生活，这些似乎也炒热了气氛……嗯，也是，毕竟是这样的直播嘛。

  　あとは、俺のスキルの使い方とか、何をどうやってあの島で楽しんでるかってあたりで盛り上がるらしい。……うん、まあ、そういうライブだもんな。

  「好，做好了」

  「よし。できたぞ」

  「噢！」

  「おう！」

  　两个大盘子上盛着猪肉和蔬菜满满的盐味炒面。

  　大皿二枚に豚肉と野菜たっぷりの塩焼きそば。

  　毕竟很久没见了，作为今天的咨询费，我做了很多奈特喜欢吃的菜。

  　久しぶりだし、今日の相談料ってことで、ナットの好物をたっぷりと。

  「噢噢！看起来很好吃！」

  「おお！　美味そう！」

  「啊，稍等一下。最后再加这个」

  「あ、ちょっと待て。これ仕上げ」

  　撒上满满的白芝麻就完成了。于是我也坐到桌边，

  　白ごまもたっぷりとかけて完成。というわけで、俺も席について、

  「「我开动了！」」

  「「いただきます！」」

  　嗯，好吃。两个大男人默默地吃着盐味炒面。

  　うん、うまい。男二人、黙々と塩焼きそばを食べる。

  　每人各吃了一盘半的盐味炒面后，我们喘了口气。

  　それぞれ一・五人前ずつある塩焼きそばをすっかり平らげて一息。

  「呼，多谢款待」

  「ふう。ごっそさん」

  「嗯」

  「おう」

  「所以，你要商量的是出云同学的事吗？」

  「で、相談って出雲さんのことか？」

  　幸好我的挚友很敏锐。

  　察しのいい親友で助かる。

  　我把空盘子拿到水槽里用水简单地洗了洗。顺便往电热水壶里加水，按下开关。

  　空っぽになった皿を流しで軽く水洗い。ついでに電気ケトルに水を入れてスイッチオン。

  「喝咖啡可以吧」

  「コーヒーでいいよな」

  「嗯」

  「ああ」

  　准备好滴滤式咖啡包后，我重新坐好。奈特看着我，一副「快说」的表情……

  　ドリップパックを準備して座り直す。ナットを見ると「
    
     早
    はよ言え」って顔をしてて……

  「我在想美音是不是喜欢我……」

  「ミオンが俺のこと好きなんじゃないかって……」

  「现在才问吗！」

  「今さらか！」

  　奈特从椅子上站了起来，激动地吐槽。

  　椅子から腰を浮かせ、食い気味に突っ込んでくるナット。

  「不不不，我从很久以前就觉得“可能是这样”了」

  「いやいや、結構前から『そうなんじゃないかな』って思ってはいたから」

  「真的假的啊。不过，毕竟是你嘛……」

  「ホントかよ。まあ、お前だしな……」

  　奈特半眯着眼睛坐了下来。

  　ナットがジト目のまま座り直す。

  　听到哔哔哔的电子音后，我把热水分别注入两个杯子的滴滤式咖啡包里。

  　ピピピという電子音が鳴ったので、それぞれのカップのドリップパックにお湯を注ぐ俺。

  「所以，你要商量什么？秀恩爱吗？你不是也喜欢出云同学吗？」

  「で、相談ってなんだ？　
    
     惚気
    のろけか？　お前だって、出雲さんのこと好きなんだろ？」

  「不，这个嘛，嗯……」

  「いや、まあ、うん……」

  　被他这么一问，我突然觉得超级害羞。

  　改めて聞かれると、めちゃくちゃ恥ずかしい。

  　说实话，我觉得自己配不上她，但她喜欢我让我非常开心，而且不知不觉间，我甚至已经和她父母见过面了……

  　正直、俺にはもったいないと思うけど、好かれてるのはめちゃくちゃ嬉しいし、なんかこう、いつの間にか向こうの親に顔合わせまで済んでて……

  「赶紧在一起吧。话说，全班同学都认为你们已经在一起了哦？」

  「さっさとくっつけ。てか、クラス全員、お前らはもうくっついてる認識だからな？」

  「哎？」

  「え？」

  「班长已经下达了命令，让大家不要捉弄你和出云同学」

  「いいんちょから、お前と出雲さんのことをからかったりしないようにお達しが出てんだよ」

  「真的假的……」

  「マジか……」

  　据奈特所说，好像很久以前就是这样的。

  　ナットの話だと、だいぶ前からそうだったっぽい。

  　我还想怎么周围的人不怎么笑我了，原来是这么回事啊……

  　あんまり周りからニヤニヤされなくなったなーって思ってたら、そういうことだったのか……

  「你要是敢让出云同学哭，全班女生都会变成你的敌人」

  「お前が出雲さんを泣かすようなことがあったら、クラスの女子全員が敵にまわるかもな」

  「饶了我吧……」

  「勘弁してくれ……」

  　奈特笑着喝了一口咖啡。咖啡好像很苦，他往里面加了一大堆糖。

  　笑いながらそう言うナットがコーヒーを一口。苦かったらしく砂糖をドバッとぶちこむ。

  「话说，你不会只是因为这点小事就来找我商量吧？」

  「てか、その程度でわざわざ相談って話じゃないんだろ？」

  「嗯。怎么说呢，我和美音的关系，不就和我父母的关系一样吗？」

  「ああ。なんていうか、俺とミオンの関係って、うちの親父と母さんにそっくりじゃないか？」

  「是这方面啊……」

  「そっちか……」

  　奈特好像理解了，露出一副难以言喻的为难表情。

  　ナットが理解してくれたようで、なんとも言えない困った顔をする。

  　我们认识很久了，彼此的家庭情况也都很了解，所以只有奈特能和我商量这件事。

  　付き合いが長く、お互いの家庭がどういう感じなのかもすっかりわかってる分、この相談をできるのはナットしかない。

  　我们家是母亲工作，父亲当家庭主夫。这本身并不稀奇，而且是适材适所，所以我并不在意。但是，老实说，母亲完全没有作为母亲的能力。她的才能全都用在现在的工作上，没有建立幸福家庭的能力。

  　うちは母さんが働いて、親父が専業主夫をしてる。それ自体は全然珍しくもないし、向き不向きの問題だから気にならない。けど、母さんは率直に言って、母親としての能力が皆無だ。才能は全て今の仕事に向いていて、幸せな家庭をつくるという能力はない。

  　放任主义听起来很好听，但说难听点就是放弃育儿。虽然她应该很重视真白姐和我，但完全不知道怎么和孩子相处。

  　放任主義と言うと聞こえはいいが、悪く言えば育児放棄。真白姉や俺、美姫のことは大事に思ってくれてるんだろうけど、子に対しての接し方が全くわからない人だから。

  　而父亲也允许她这么做。虽然比夫妻关系不好要好得多，但太过宠溺母亲，导致孩子受到波及，这样真的好吗？

  　そして、それを許してたのが親父だ。夫婦仲が悪いよりはマシなんだろうけど、母さんに甘すぎて、そのとばっちりを受けるのが子供ってどうなんだ？

  「我想避免走上和老爸一样的路……」

  「親父と同じ道を通るのは避けたい……」

  「真白姐初中时真的很叛逆呢。」

  「真白姉さん、中学の頃はホント荒れてたもんな」

  「因为真白姐很叛逆，所以我才能保持冷静。而且还有美姬在……」

  「真白姉が荒れてたから、俺は冷静になれてた気がするよ。美姫もいたしな……」

  　真白姐和老爸或母亲吵架时，美姬总是躲在我们背后。她当时的悲伤表情，我到现在都忘不了。

  　真白姉が親父や母さんと喧嘩してる時、美姫はずっと俺の背中に隠れてた。その時の悲しい顔は忘れられそうにない。

  「不过，你想太多了。至少你在直播时能说那么多话，不像阿姨那样吧。」

  「けど、考えすぎじゃねえか？　少なくともライブであれだけ喋れてるんだし、おばさんみたいな感じじゃねえだろ」

  「是这样没错……」

  「そうだと思うけど……」

  「如果在意的话，只要小心别变成那样就好了吧。」

  「気になるってんなら、そうならないように、お前が気をつけりゃいいだろ」

  「我吗？嗯，也是啊……」

  「俺が、か。まあ、そうだよな……」

  「怎么说呢，你就以普通为目标吧，普通。你家在各方面都太特殊了……」

  「なんつーか、普通を目指せ、普通を。お前んちは特殊すぎんだよ、いろいろと……」

  「普通……」

  「普通……」

  　说到我印象中的普通，就是眼前的奈特家吧。

  　俺がイメージする普通っていうと、目の前のナットんちなんだよな。

  　叔叔是公务员，阿姨偶尔会去打零工，但基本上是全职主妇。

  　おじさんは公務員で、おばさんはたまにパートしてるぐらいの基本的には専業主婦。

  　奈特和奈绪，两个人都开朗又直率……

  　ナットと奈緒ちゃんがいて、二人とも明るくて素直でっていう……

  「我家很普通吧」

  「俺んちは普通だな」

  　奈特笑了。

  　ナットが笑う。

  「是啊，真羡慕你」

  「だよな。うらやましいよ」

  「你在说什么啊。我妈可是经常说“真想让美姬酱成为我家的孩子”哦？」

  「何言ってんだか。母ちゃんなんか『美姫ちゃんはうちの子にしたい』っていつも言ってんぞ？」

  　因为真白姐曾经闹过一阵别扭，我和美姬经常在柏原家接受照顾。

  　真白姉が荒れてたこともあったし、俺と美姫は柏原家でお世話になることも多かった。

  　从阿姨的角度来看，感觉就像是儿子和女儿各增加了一个吧。

  　おばさんからしてみれば、息子と娘が一人ずつ増えたぐらいの感じなんだろうな。

  「你要是娶了美姬，就会变成那样哦」

  「お前が美姫を嫁にすりゃそうなるぞ」

  　听到我的问题，奈特把脸扭向一边。当然，我知道他这么做的理由。

  　その問いかけにそっぽを向くナット。もちろん、俺はその理由を知ってる。

  「你啊，差不多该向班长告白了吧」

  「お前、いいかげん、いいんちょに告れよ」

  「好，来玩格斗游戏吧！我要把你打得落花流水！」

  「よし、格ゲーしようぜ！　ボコボコにしてやんよ！」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　晚上。虽然比平时早了点，但晚上七点半过后，虚拟活动室里只有美音一个人。

  　夜。いつもより早い午後七時半過ぎだけど、バーチャル部室にはミオンだけ。

  　美姬吃完晚饭后就立刻进入了ＩＲＯ。她好像要和贝露部长她们一起前往魔术士之塔的更上方。

  　美姫は夕飯を食べてすぐにＩＲＯへ。ベル部長たちと魔術士の塔のさらに上を目指すらしい。

  『中午休息得怎么样？』

  『お昼はゆっくりできましたか？』

  「啊，嗯。奈特来玩了，我们打了格斗游戏」

  「あ、うん。ナットが来て格ゲーしてた」

  　昨天直播结束后，我告诉美音今天中午休息。

  　昨日のライブが終わった後、今日の昼は休むことを伝えてた。

  　虽然嘴上说休息却在打格斗游戏，感觉有点说不过去，不过美音似乎完全不在意，一脸开心的样子。

  　休むとか言いつつ格ゲーしてたってのもどうかなって思ったけど、ミオンは全然気にしてないのか嬉しそうな顔。

  「美音呢？」

  「ミオンは？」

  『我在做短视频。请看』

  『はい、短編動画を作ってました。見てください』

  　美音给我看了几个把我的烹饪过程剪辑成食谱视频的视频。

  　ミオンが見せてくれたのは、俺が料理してる部分をレシピ動画風にまとめたものがいくつか。

  　有森林兔和鲁迪什的盐煮，还有帕比鸠的炸鸡……

  　フォレビットとルディッシュの塩煮込みだったり、パーピジョンのからあげだったり……

  　啊，虽然到处都能找到我们直播的剪辑，但直播以外的烹饪视频好像没有留下来。

  　ああ、うちのライブからの切り抜きはあちこちにあるけど、ライブじゃない料理で、動画に残せてないものか。

  「我觉得很不错。不过，还是先给雅塔老师看看吧？」

  「すごくいいと思う。一応、月曜にヤタ先生に見てもらってからかな？」

  『好的』

  『はい』

  　美音看起来有点紧张，听到我的话后松了口气，表情变得非常开心。

  　ちょっと緊張してた感じだったのが、俺の言葉でホッとして、すごく嬉しそうな顔になる。

  　这副模样也很可爱，真希望她在现实中也能这么丰富表情……

  　それがまた可愛いから、リアルでもこれくらい表情豊かな感じになってほしいんだよな……

  『怎么了吗？』

  『どうかしましたか？』

  「啊，呃……对了对了！得做新衣服了」

  「あ、えっと……そうそう！　衣装を新しくしないとって」

  『啊，是啊。周三好像让观众误会了。那个……』

  『あ、そうですね。水曜日は視聴者さんに誤解させちゃったみたいですし。あの……』

  「嗯。我也去工作室」

  「うん。俺もスタジオ行くよ」

  　美音可能觉得我选什么都好，但这次我想和她一起商量决定。虽然奈特说要以普通为目标，但普通不就是要商量着决定吗？

  　ミオン的には俺が選べばなんでもって感じなんだろうけど、今回はちゃんと二人で相談して決めたい。ナットに普通を目指せって言われたけど、普通は相談して決めるよな？

  『好！』

  『はい！』

  　总之，为了在教堂后面的田里直播时穿的衣服，我们来到了工作室。

  　とりあえず、教会裏の畑でライブする時のための衣装を選ぼうと言うことで、スタジオに。

  　我心中已经有了一个印象……小时候真白姐经常穿的吊带裤应该不错吧。

  　俺の中でのイメージはあって……小さい頃に真白姉がよく着てたオーバーオールがいいんじゃないかなって。

  「颜色选哪个好？」

  「色、どれがいい？」

  『哎？呃，翔君选哪个都可以』

  『え？　えっと、ショウ君が選んでくれたのがいいです』

  「不，我也想知道美音喜欢的颜色」

  「いや、ミオンの好きな色とかも知っておきたいから」

  　一点点也好，我希望她能学会表达自己的想法。虽然我不会强迫她。

  　少しずつでいいから、自己主張できるようになってほしい。無理にとは言わないけど。

  　标准的靛蓝色，褪色感很好的渐变蓝，给人清洁感的白色等等。

  　スタンダードなインディゴ、色あせた感じがいいフェードブルー、清潔感のある白などなど。

  『呃，呃……这个吗？』

  『え、えっと……、これでしょうか？』

  「好。靛蓝色的话，上衣就选白色罩衫或者条纹连帽衫……」

  「りょ。インディゴなら上は白のブラウスか、ボーダーのパーカーか……」

  　我选了两件给她。美音虽然有些困惑，但还是换上了衣服，我让她自己照镜子看看，她穿上后露出不可思议的表情。

  　二つをチョイスして渡す。戸惑ってるミオンだけど、普通に着替えて自分で鏡を見てみるように言うと、それぞれ身につけてから不思議そうな顔をする。

  「啊，都不太合适吗？」

  「あ、どっちもいまいちだった？」

  『不，不是的。我只是觉得罩衫和连帽衫给人的印象完全不同』

  『いえ、そうじゃないんです。ブラウスとパーカーで全然印象が違うんだなって』

  「嗯嗯。罩衫有点成熟，连帽衫则比较可爱」

  「うんうん。ブラウスだとちょっと大人っぽいし、パーカーだと可愛い感じ」

  　美姬还适合条纹衫，真白姐的话应该更适合罩衫吧。

  　美姫はまだまだボーダーの方が似合うけど、真白姉ならもうブラウスの方が似合うだろう。

  　美音穿哪件都合适，不过这方面还是交给本人来决定吧……

  　ミオンはどっちでも似合うけど、そこは本人に任せたいところ……

  『两件都穿不行吗？』

  『両方はダメですか？』

  「啊，嗯，可以是可以。不过不能同时穿两件哦」

  「あ、うん、いいけど。両方同時は無理だからね」

  『好的！』

  『はい！』

  　虽然我也觉得自己太宠她了，不过比起对衣服完全没兴趣，还是有点兴趣更正常吧？

  　我ながら甘いなあと思うけど、服に全く興味がないよりは、ある方が普通だよな？

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「早上好，露比」

  「おはよう、ルピ」

  　白天和奈特玩，刚刚又在帮美音选衣服，差不多一天没理它了吧？

  　昼はナットと遊んでたし、さっきまでミオンの服を選んでたので、ほとんど一日ぶりかな？

  　一想到它可能觉得寂寞，我就觉得有些抱歉……

  　寂しい思いをさせてたかと思うと申し訳ない感じ……

  「稍等一下」

  「ちょっと待って」

  　开始直播后，我立刻确认观众数变成了1。

  　配信を開始して、すぐに視聴者数が一人になったのを確認する。

  　哎呀，得叫出照明，不然太暗了。

  　おっと、明かりを出してもらわないとうす暗いままだ。

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「抱歉抱歉」

  「ごめんごめん」

  「汪呜～」

  「ワフ〜」

  　我一边回应美音，一边尽情地抚摸露比。

  　ミオンに返事しつつも、盛大に甘えてくるルピ。

  　它比平时更粘人，果然是在等我吗？

  　いつも以上に甘えてくるのは、やっぱり俺を待ってたのかな？

  『露比酱，你很寂寞吧』

  『ルピちゃん、寂しかったんですね』

  「果然是这样吗？抱歉啊」

  「やっぱそうかな？　ごめんな」

  　我摸了一会儿，露比终于冷静下来，这时斯薇和菲雅莉们飞了过来。

  　ひとしきり撫で回して、やっと落ち着いた頃に、スウィーとフェアリーたちが飛んでくる。

  「～～♪」「「「～～♪」」」

  「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  「早上好」

  「おはよ」

  　我从阁楼下来，走向酒馆。

  　ロフトを下りて、酒場の方へと。

  　直播结束后，塞尔奇们把桌椅搬了进来。

  　テーブルや椅子はライブが終わった後、セルキーたちが運び入れてくれた。

  　不仅如此，它们还帮忙收拾了吃完后的餐具和厨具，甚至还帮忙捕了奥兰贾克回来。

  　それだけじゃなく、食べ終わった後の食器や調理道具の片付けまでしてくれて、さらには追加でオランジャックを捕ってきてくれたり。

  　感觉它们不仅完成了白天帮忙捕鱼的工作，还做了更多。

  　昼間の漁の手伝いっていう仕事の報酬以上に、また仕事してくれた気がしなくもなく。

  「露比等一下。斯薇它们可以先吃这个」

  「ルピはちょっと待っててな。スウィーたちには先にこれ食べていいよ」

  　这是最后一份卡姆拉斯糖渍水果了，不过再采就是了，先拿出来吧。

  　カムラスのコンポートはこれでラストだけど、また採りに行けばいいので出してしまおう。

  　我和露比烤奥兰贾克的鱼干来吃。

  　俺とルピはオランジャックの干物を焼いて食べよう。

  「汪」

  「ワフ」

  「啊，嗯。我来开吧」

  「あ、うん。開けようか」

  　因为要用火，我打开门……发现天空的状况有些微妙。

  　火を使うしと思って扉をガバッと開けると……なんか微妙な空模様。

  「虽然不会马上，但感觉会下雨……」

  「なんか、すぐにじゃないだろうけど、雨降ってきそうな気がする……」

  『今天要回山间小屋吗？』

  『今日は山小屋へ戻る予定ですか？』

  「嗯，怎么办呢。也可以周一放学后回去」

  「うーん、どうしようかな。月曜の放課後に戻るって手もあるんだよな」

  　周一虽然是农活的日子，不过在周三直播前后也稍微打理了一下，倒也不是非得回去不可……

  　月曜は農作業の日だけど、水曜のライブの前後でも少し手入れはしたし、絶対に戻らないとってほどでもないし……

  『要去灯塔后面的洞窟看看吗？』

  『あの灯台裏の洞窟に行ってみますか？』

  「啊，对哦。就算下雨，待在里面也不用担心，说不定还能找到回山间小屋的路？」

  「あー、それかな。雨降ってきても、あの中なら関係ないし、なんならうまいこと山小屋まで戻る道があるかも？」

  　现在时间是晚上八点左右。如果能在八点半左右探索两小时，然后回到山间小屋是最好的，就算什么都没找到，也想让心情舒畅一些。只不过……

  　今の時間は午後八時を回ったところ。八時半ぐらいから二時間ぐらい探索して、山小屋の方へ戻れればベストだけど、何もなくてもスッキリはさせときたい。ただ……

  「斯薇倒还好，菲雅莉们没问题吗？」

  「スウィーはともかく、フェアリーたちは大丈夫かな？」

  『啊！』

  『あ！』

  　把它们带到太危险的地方好像也不太好。

  　あんまり危険な場所に連れていくのはどうかなって気がするんだよな。

  　我一边翻烤着烤得恰到好处的鱼干，一边思考。

  　いい感じに焼けてきた干物を裏返しつつ、考えることしばし。

  「算了，问它们本人是最好的吧。」

  「まあ、本人たちに聞くのが一番か」

  『是啊。』

  『そうですね』

  　如果它们要跟来，就尽量别让它们太勉强。

  　ついてくるならくるで、できるだけ無茶させない感じでいこう。

  「斯薇，我有件事想和你商量。」

  「スウィー、ちょっと相談なんだけど」

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  　我告诉斯薇和露比，我们要去灯塔后面那条大通道的深处，打开那里的大门进行调查，然后询问斯薇和菲雅莉们要怎么办。

  　俺とルピが灯台裏にある大きな通路の奥、これまた大きな扉を開けて調べに行くことを伝え、スウィーやフェアリーたちはどうするかを尋ねる。

  　斯薇抱着胳膊发出沉吟声，然后回到菲雅莉们那边，询问大家的意见……

  　うーんという感じで腕組みしつつ、フェアリーたちの元へと戻ったスウィーが、皆に意見を聞いている風……

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　斯薇转过身来竖起大拇指，后面的菲雅莉们也一样。看来它们打算跟来。

  　くるっとこっちを向いてサムズアップするスウィー、そして、後ろのフェアリーたちも。どうやらついてくるつもりらしい。

  　感觉原本乖巧的菲雅莉们，好像被斯薇带坏了，这样没问题吗……

  　なんか、大人しかったフェアリーたちが、スウィーのノリに染まってきてる気がするんだけど、大丈夫なのかな……

  「好。那吃饱喝足后就出发吧。」

  「よし。じゃ、腹ごしらえしたら行こうか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  『请不要做太危险的事哦？』

  『あまり危ない真似はしないでくださいね？』

  「嗯。」

  「うん」

  　要是情况不妙，就把菲雅莉们交给露比和斯薇，让它们先逃跑吧。

  　やばい状況になったら、ルピとスウィーにフェアリーたちを任せて、先に逃げてもらおう。

  　如果前面是通往控制室，那也有可能出现不死者。

  　あの先が制御室に繫がってるとしたら、アンデッドが出てくる可能性もあるんだよな。

  　说起来，世界任务进行到什么程度了呢……

  　そういや、ワールドクエストはどれくらいまで進んだんだろ……

  　吃完饭后，我们立刻前往灯塔后方。

  　ご飯も食べて、さっそく灯台裏へと。

  　说不定能从山间小屋或教会那边出去，我把要带回去的东西都塞进了道具栏和背包里。

  　ひょっとしたら、山小屋の方か教会の方へ抜けられるかもなので、持って帰るものはインベントリとバックパックに突っ込んだ。

  「该说还是老样子吗，这条通道真宽啊。」

  「相変わらずというか、謎に広い通路だよなあ」

  『是不是用来搬运什么大型物品的？』

  『何か大きなものを運び入れたりとかでしょうか？』

  「原来如此。从船上卸下来，然后从这里搬进去吗？」

  「なるほど。船から下ろしてここから運び入れてたのかな？」

  　还是搬出去？不过，到底搬了什么啊？话说回来，亚珍塔先生转移过来的大房间就在地下……

  　もしくは運び出してた？　でも、何を運んでたんだろ？　というか、地下にアージェンタさんが転移してきた大部屋があったんだよなあ……

  「好！那我要打开了。」

  「よし！　じゃ、開けるよ」

  「汪！」「～～♪」

  「ワフ！」「〜〜〜♪」

  【已确认到受祝福者的访问。要解锁吗？】

  【祝福を受けし者のアクセスを確認しました。解錠しますか？】

  「是。」

  「はい」

  　我双手分别握住把手……用力拉开。

  　両手にそれぞれ取っ手を握って……引いて開ける。

  　感知气息技能没有发现怪物，不过里面太暗了看不清楚。就在我这么想的时候，菲雅莉们发出三四道微光，照亮了入口部分。

  　気配感知にモンスターがいる感じはないが、暗くて見通せない。と思ってたら、フェアリーたちが小さな明かりを三つ四つと出してくれ、入り口部分が淡く照らし出される。

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比率先走了进去，四处张望警戒着。这时，斯薇从我肩上离开，摇摇晃晃地走到我脚边。

  　ルピがするするっと先行し、あちこち見回して警戒してくれてる風。と、スウィーが肩から離れて足元をふらふらと。

  「啊，可能有那个吧。」

  「ああ、例のアレがあるかもか」

  『紧急用的那个对吧。』

  『非常用のですね』

  　我看了看被照亮的范围，原本以为会是宽敞的通道，但左右两侧却有约一米高的凹型房间。

  　照らされてる範囲を見ると、広い通路がそのまま続いてるのかと思ったけど、左右に一メートルほど高くなっている凹型みたいな部屋。

  「嗯？是那个吗？」

  「ん？　あれかな」

  　在左边的台阶上可以看到一个神秘的小窗。我追着飞过去的斯薇。

  　向かって左の段を上ったところに見える謎の小窓。スウィーが飛んでいくのを追いかける。

  　走近一看，那和在地下大房间发现的那东西一模一样，应该没错。

  　近くまで行くと、あの地下の大部屋で見つけたアレにそっくりだし、間違いないと思うけど。

  「这个就是那个吗？」

  「これってアレで合ってる？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇竖起大拇指，看来没错。

  　スウィーがサムズアップするので間違いなさそう。

  　我轻轻从下往上滑动，出现了一颗中等大小的魔晶石，于是我慢慢注入玛那。注入两成左右后，天花板变得明亮，一下子就能看清整个房间。

  　そっと下から上へとスライドさせると、中サイズの魔晶石が現れたので、ゆっくりとマナを注ぎ込む。二割ほど入れたところで天井が明るくなって、一気に部屋全体が見渡せるように。

  「哦哦，好厉害……」

  「おお、すごい……」

  　虽然没有亚珍塔先生来过的地下那么大，但这个房间也差不多有我们学校体育馆那么大。

  　アージェンタさんが来た地下ほどでもないけど、うちの高校の体育館ぐらいある大部屋。

  　我们走来的通道比房间低一截，笔直地延伸到房间深处。这形状好像在哪里见过……

  　来た通路は一段低く、奥までまっすぐと続いている。どこかで見たような形……

  「啊，这上面是车站，我们现在走的地方是铁轨吧。」

  「あー、これって上の部分が駅で、今歩いてる部分は線路なのかな」

  『啊！』

  『あ！』

  　我本来以为是用船代替电车，但水会流到这里来吗？不，这是有魔法的世界，应该会有类似气垫船的船。

  　電車の代わりに船かなと思ったけど、ここまで水入るのかな？　いや、魔法がある世界だし、ホバークラフト的な船とかありそう。

  「汪。」

  「ワフ」

  「去上面看看吧。」

  「上を調べようか」

  　露比一跃跳上台阶催促着我，我也跟着跳上左侧。

  　一足飛びに段の上へと飛び上がったルピに
    
     急
    せかされ、俺も左側へと上がる。

  　并没有什么特别显眼的东西，不对，左手边深处好像有条通道。

  　特に目立って何かがあるわけではなくて、いや、左手奥に通路が繫がってるっぽい。

  　我望向对岸的右侧，那边没有这边那么宽敞，只能让两个人并排走，而且什么都没有。

  　対岸、右側に目をやると、こちらほどの広さはなく、二人並んで歩けるぐらいで何もなしと。

  『要去里面看看吗？』

  『奥に行きますか？』

  「嗯。从方向来看，应该是往岛的中心走。」

  「うん。方角的には島の中心に行きそうだからね」

  　虽然有传送电梯，实际方向不一定和我们走的方向一致……

  　転移エレベーターとかもあるし、実際に向かってる方向と一致してるとは限らないけど……

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　露比走在前面，斯薇待在固定位置。菲雅莉们则在我身后警戒。

  　ルピが先行してくれ、スウィーは定位置。フェアリーたちは俺の後ろを警戒してくれている。

  　露比慢慢前进，然后停了下来，感知气息技能捕捉到了什么。

  　ゆっくりと進んでいたルピの足が止まり、気配感知に何かが引っかかった。

  「斯薇，如果情况危急，大家就一起逃吧。」

  「スウィー、危なくなったらみんなで逃げろよ」

  　斯薇点点头，从我肩上跳下来。

  　頷いて肩を離れるスウィー。

  　我慢慢靠近露比，从连接的通道里出现的是颜色看起来很毒的粘体。

  　ゆっくりとルピに近づいていくと、繫がっている通路から現れたのは、毒々しい色の粘体。

  　然后浮现的名牌显示着红色的【贝诺玛史莱姆】。

  　そして、浮かび上がるネームプレートは赤く【ベノマスライム】という表示。

  　糟糕。没想到这种地方会出现史莱姆……

  　しまったな。まさかこんなところにスライムが出てくると思ってなかった……

  「呜呜～」

  「ヴヴゥ〜」

  　露比四肢用力，发出低吼。

  　ルピが四肢を踏ん張って
    
     唸
    うなる。

  　虽然不斩断直接打扁是最好的，但我没有打击武器啊。

  　切らずに叩いて潰していくのが一番いいらしいけど、打撃武器持ってないんだよなあ。

  「呜哇！」

  「うわっ！」

  　突然，它从身体的一部分吐出液体，我连忙保护斯薇和菲雅莉们。

  　突然、体の一部から液体を吐かれ、慌ててスウィーとフェアリーたちをかばう。

  　被那种液体淋到，从肩头到整个背部都传来刺痛，我这才注意到自己没有施加精灵的加护，真是太蠢了。

  　その液体を浴びて、肩口から背中全体にかけてピリピリとした痛みが走り、精霊の加護をかけてなかった自身の間抜けさに気づく俺。

  『翔君！』

  『ショウ君！』

  「！加护！」

  「っ！　加護を！」

  　从精灵石涌出的光芒覆盖身体，以MP为代价减轻了疼痛……但总觉得意识飘忽不定……眼前一片模糊……这是毒吗！

  　精霊石から湧き出た光が体を覆い、ＭＰと引き換えに痛みを抑えてくれるんだけど……なんだか意識がふわふわして……目の前が
    
     霞
    かすんでて……これ毒か！

  　话说，卡姆拉斯的糖渍水果有抗毒Ⅱ，早知道就吃掉！

  　てか、カムラスのコンポートに抗毒Ⅱがついてんだから、食べときゃ良かったじゃん！

  　我取出用雷克森做的解毒药，一口气喝下。

  　レクソンから作った解毒薬を取り出して一気にあおる。

  「呜……好苦……」

  「うぇ……にっが……」

  　或许是因为苦味，意识和视野都恢复了。

  　その苦さのおかげなのか、意識も視界もしゃっきりと元通りに。

  　我顺便取出仙人笹药水一饮而尽，减少了近四成的HP开始恢复。

  　ついでに、
    
     仙
    せん
    
     人
    にん
    
     笹
    ざさポーションも取り出してあおると、四割近く削られたＨＰが戻り始めた。

  『没事吧！？』

  『大丈夫ですか!?』

  「「「？」」」

  「「「〜〜〜？」」」

  　不光是美音，斯薇她们也担心地看着我，有点不好意思。

  　ミオンだけでなく、スウィーたちも心配そうに俺を見てて、ちょっと恥ずかしい。

  　这次完全是我的疏忽，太过大意了……

  　今回は完全に俺の不注意というか、油断しすぎだ……

  「没事没事。有点得意忘形了。」

  「じょぶじょぶ。ちょっと調子に乗ってた」

  　据奈特所说，史莱姆并没有特别强，但由一支完整的队伍来对付和我跟露比来对付，情况自然不同。

  　ナットの話だとスライムは別段強いというわけでもなかったけど、ちゃんとしたパーティで相手するのと、俺とルピだけで相手するのとじゃ、当然話が変わってくるわけで。

  「嗷嗷……汪！」

  「ヴヴゥ〜……バウッ！」

  　听到声音我转过头，露比前脚的攻击命中了贝诺玛史莱姆，削掉了一部分，把它打飞到后面的墙壁上。但是！

  　その声に振り向くと、ルピの前足の攻撃がベノマスライムにヒットし、その一部を
    
     削
    そぎ
    
     取
    とって、奥の壁へと吹き飛ばす。が！

  「水盾！」

  「水の盾！」

  　我用水盾挡住了从它被削掉的地方朝露比飞来的毒液。

  　ちぎれた場所からルピに向かって飛ばした毒液を水の盾で遮る。

  　从被攻击的地方反击虽然很好懂，但真是个麻烦的对手。

  　攻撃した場所から反撃してくるのはわかりやすいけど、めんどくさい相手だな。

  　露比似乎也理解了，它重复着想要袭击又放弃的动作。

  　ルピも理解したのか、襲いかかろうとし、やめてを繰り返してて、

  「露比，不用勉强自己。」

  「ルピ、無理はしなくていいぞ」

  「汪呜。」

  「ワフゥ」

  　露比发出抱歉的声音。

  　申し訳なさそうな声を出すルピ。

  　我得想点办法，但火球有点难用。这样的话……

  　俺がなんとかしないとだけど、火球はちょっと撃ちづらい。となれば……

  「〈石弹〉！」

  「〈
    
     石
    いし
    
     礫
    つぶて〉！」

  　从我伸出的手掌中射出的石块不断击中贝诺玛史莱姆，把它向后推去。然后，在它反击之前——

  　突き出した手の先から放たれた石礫がベノマスライムにガンガンと突き刺さり、そのまま後ろへと押していく。で、反撃が来る前に、

  「〈落石〉！」

  「〈落石〉！」

  　从上空掉下一块一米见方的石壁，把贝诺玛史莱姆压扁了。

  　上空から縦横一メートル四方の石壁が落ち、ベノマスライムをぺしゃんこに押しつぶした。

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  【精灵魔法技能的等级提升了！】

  【精霊魔法スキルのレベルが上がりました！】

  【元素魔法技能的等级提升了！】

  【元素魔法スキルのレベルが上がりました！】

  【应用魔法学〈地〉技能的等级提升了！】

  【応用魔法学〈地〉スキルのレベルが上がりました！】

  「呼。虽然赢了，但还是太大意了……」

  「ふう。勝ったのは良いけど、油断しすぎてたな……」

  　我松了口气，解除了精灵的加护。

  　ほっと一息ついて、精霊の加護を解除する。

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「汪！」

  「ワフ！」

  　露比开心地跑了回来，斯薇和菲雅莉们也聚了过来。

  　ルピが嬉しそうに戻ってきて、スウィーとフェアリーたちも合流。

  　菲雅莉们似乎还在担心我。

  　フェアリーたちがまだ心配してくれてるみたいで、

  「没事的。」

  「大丈夫だよ」

  　我这么回答后——

  　そう答えると、

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  「「「～～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　斯薇和菲雅莉们开始交谈，不知道在说什么？

  　スウィーとフェアリーたちが話し始めたのはなんなんだろ？

  　她们好像在商量什么，我再喝一瓶药水，等待HP回复吧。在这期间……

  　何か話し合ってるっぽいし、もう一本ポーションを飲んでＨＰ回復を待とう。で、その間に……

  「SP还有剩，把累积的BP分配到能力值上吧……」

  「ＳＰ余ってるし、溜めてたＢＰはもうステータスに振るか……」

  『有30点，要怎么分配呢？』

  『30ポイントありますけど、どうしますか？』

  「先留下10点，然后平均分配到LUK以外的能力值上吧。」

  「とりあえず10ポイントは残して、あとはＬＵＫ以外に均等にかな」

  　因为剩余SP不多，所以一直保留着BP，不过在塞尔奇的守护者和突破五十名岛民后增加了。

  　残りＳＰが少なくなってきたからＢＰのまま保留してたけど、セルキーの守護者と島民五〇人突破で増えたからなあ。

  　STR、DEX、AGI、INT、VIT各分配4点，剩余BP为10。SP还剩13，应该没什么问题。

  　ＳＴＲ、ＤＥＸ、ＡＧＩ、ＩＮＴ、ＶＩＴに４ポイントずつ割り振って残りＢＰは10に。ＳＰの残りは13あるので、まあまあ問題ないはず。

  　还有技能方面，元素魔法9、精灵魔法7＋1、应用魔法学〈地〉6，看来实战中使用也会提升等级。

  　あとスキルが元素魔法が９、精霊魔法が７に＋１、応用魔法学〈地〉が６になったけど、これは実戦もまじえた方が上がるってことか。

  「汪？」

  「ワフ？」

  「啊，抱歉抱歉。我们先走吧。」

  「おっと、ごめんごめん。先へ行こうか」

  　斯薇她们好像也商量完了，我正准备走向前方的通道——

  　スウィーたちの話し合いも終わったみたいだし、先に見える通路へ行こうと、

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好痛！斯薇，怎么了？」

  「いでっ！　スウィー、どうしたんだよ？」

  　坐在固定位置的斯薇拉扯我的耳垂。

  　定位置に座ったスウィーが耳たぶを引っ張る。

  　她好像要我做什么……手？伸出手就行了吗？她要给我什么吗？

  　俺に何かしろっていう……手？　手を出せばいいの？　何かくれるとかそういう？

  　我左手掌心朝上伸出去，斯薇把自己的手放了上去。

  　左手の手のひらを上に差し出すと、そこに自分の手をタッチするスウィー。

  【斯薇申请组成同盟。接受吗？】

  【スウィーからアライアンス結成が申請されました。受諾しますか？】

  「『咦？』」

  「『え？』」

  　同盟是指多个队伍组成一个队伍吧？

  　アライアンスって、複数パーティが一つに
    
     纏
    まとまるやつだよな？

  　斯薇的队伍……是菲雅莉们吧。然后我和露比是队伍，所以可以组成同盟？

  　スウィーのパーティって……フェアリーたちか。で、俺とルピがパーティってことで、アライアンスを組める？

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「啊，抱歉抱歉。『好』」

  「あ、ごめんごめん。『はい』っと」

  【已加入同盟『女王与愉快的伙伴们』】

  【アライアンス『女王と愉快な仲間たち』に加入しました】

  　愉快的伙伴们……算了，没差……

  　愉快な仲間たち……まあいいけどさー……

  『翔君，同盟是什么？』

  『ショウ君、アライアンスってなんですか？』

  「啊，这个嘛」

  「あ、えっとね」

  　我简单地向她说明同盟就是队伍之间组成联盟。

  　ざっくりとパーティ同士がくっついてアライアンスって説明を。

  　这么说来，同盟应该可以查看成员的状态吧。

  　そういえば、こういうのってメンバーのステータスとか見れるよな。

  　打开菜单一看，至今为止从未使用过的队伍部分正在闪烁，我立刻打开那里……

  　メニューを開いてみると、今まで使ったことのないパーティのところが点滅してて、さっそくそこを開くと……

  【女王与愉快的伙伴们】

  【女王と愉快な仲間たち】

  ☆菲雅莉组：斯薇，杜丽，斯修亚，佛拉，菲菲，西丝露

  ☆フェアリーズ：スウィー、ツーリィ、スーシア、フォーラ、フィフィ、シスル

  ・菲雅莉组（1）：瓦妮，赛菲，艾菈，奈依，泰妮，伊蕾碧

  ・フェアリーズ（１）：ワーネ、セーフェ、エイラ、ナーイ、テネー、イレヴィ

  ・翔的队伍：翔，露比

  ・ショウのパーティ：ショウ、ルピ

  　只有菲雅莉的六人队伍有两支是还好，但第二支队伍的名称也太随便了……

  　フェアリーだけの六人パーティが二つは良いんだけど、二つ目のパーティ名が適当すぎ……

  『翔君，状态栏上写着什么』

  『ショウ君、ステータスに何か書かれてましたよ』

  「咦，真的吗？」

  「え、マジ？」

  　我本来以为是同盟的显示……咦？这是什么？

  　何かアライアンスでの表示があるのかなと思ったら……、え？　何これ？

  【菲雅莉女王的加护】

  【フェアリーの女王の加護】

  『花之妖精菲雅莉是受到众多精灵喜爱的存在。其女王的加护会给予强大的力量。光、水、风、树、土的精灵魔法消耗MP减少10％』

  『花の妖精フェアリーは多くの精霊に愛される存在。その女王の加護は大いなる力を与えてくれる。光・水・風・樹・土の精霊魔法の消費ＭＰ10％減少』

  「哇，好厉害……」

  「うわぁ、めっちゃすごいじゃん……」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇在我面前一脸得意，这倒是可以理解。

  　目の前でドヤ顔のスウィーだけど、これは納得。

  「……为什么平时不这么做？」

  「……なんで普段やってくれないの？」

  「～～……」

  「〜〜〜……」

  　她把脸扭向一边。

  　そっぽ向きやがった。

  　算了，太过依赖她也不太好，而且她多半是看到我刚才陷入苦战吧。

  　まあ、あんまり頼りにするのもどうかと思うし、多分、さっきの苦戦を見てなんだろうけど。

  「其他人知道这件事吗？」

  「これって他の人たちも知ってるのかな？」

  『不清楚。要调查一下吗？』

  『どうでしょう？　調べてきましょうか？』

  「不，现在就算了。周一再问吧。」

  「いや、今はいいや。月曜に聞けばいいし」

  　贝露部长知道吗？不，奈特的可能性更高。

  　ベル部長なら知ってるかな？　いや、ナットの方が可能性ありそう。

  　在之前的寰界危机，或是之前的旧诺姆村调查任务里，他们可能和诺姆村长组成了同盟。

  　前のワールドクエストか、この前の旧ノームの里調査で、ノームの里長とアライアンス組んでた可能性ありそうだし。

  「好，继续前进吧。」

  「よし、進もうか」

  「汪」「～～♪」「「「～～♪」」」

  「ワフ」「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  　我看了看菲雅莉们，大家都竖起大拇指表示没问题。

  　フェアリーたちを見ると、大丈夫とばかりに皆がサムズアップ。

  　我果然被斯薇带坏了……

  　やっぱり、スウィーに毒されてきてる気がする……

  　通道的顶部发出淡淡的光芒，看来这一带和刚才的大厅是同一个区域。

  　通路の天井は淡く光っているので、この辺はまださっきの広間と同じ区画なんだろう。

  　前进大约二十米后，通道似乎向右拐。

  　二〇メートルほど直進したところで、通路は右へと折れているようだ。

  「露比，拜托了。」

  「ルピ、お願い」

  「汪」

  「ワフン」

  　露比悄无声息地前进，慎重地窥探右拐后的通道，然后转过身来。

  　するすると足音を立てずに進んだルピが、右折した先を慎重に覗き込んだ後こちらを向いた。

  　看起来没有怪物，我追上了露比。

  　特にモンスターもいないっぽいので、ルピに追いつく。

  　露比探头看去，前方大约三米处有通往上方的楼梯，感觉好像在哪里见过……

  　覗き込んだ先は三メートルほど進んで上へと続く階段で、なんか見たことがあるような……

  『是不是和通往山间小屋盆地的楼梯很像？』

  『山小屋の盆地へ出る階段に似てませんか？』

  「嗯。我也这么想。」

  「うん。それ思った」

  「汪」

  「ワフ」

  　露比仰头看向楼梯上方，我也跟着抬头，楼梯尽头有个平台，然后要左拐？

  　ルピが階段の先を見上げ、俺もつられて見上げるんだけど、上り切った先は踊り場があって、その先は左折かな？

  　如果和通往盆地的楼梯一样，再右拐上楼梯的话，很有可能会到外面。

  　盆地に繫がる階段と同じなら、さらに右折して階段を上れば外に出る可能性が高い。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯，走吧。」

  「うん、行こう」

  　我一边注意感知气息一边上楼梯。上楼，左拐，上楼，右拐，上楼……

  　気配感知に気を配りつつ階段を上る。上って、左折して上って、右折して上って……

  「哦，果然是外面吗？」

  「お、やっぱり外かな？」

  　虽然不算明亮，但有阳光照进来。

  　明るくはないけど、うっすらと陽の光が差し込んでいる。

  「露比，小心点。」

  「ルピ、気をつけて」

  「汪」

  「ワフン」

  　露比走在前面确认楼梯尽头。我们追上它的地方，似乎是用大岩石削……不，是挖出来的空间。天花板的岩石很近，压迫感好强……

  　ルピが前を行って階段の先を確認。俺たちが追いついた場所は、大岩を削って、いや、
    
     抉
    えぐって作られたスペースっぽい。天井の岩が近くて圧迫感がすごいな……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯？哦哦？哇……」

  「ん？　おお？　うわぁ……」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　我听到斯薇的叫声回过头，开阔的视野前方是一片大海。

  　スウィーに呼ばれて振り返ると、開けた視界の先に広がる海が見えた。

  「连安全护栏都有。」

  「ちゃんと安全柵まであるし」

  　我慢慢靠近，看到下方的灯塔和港口。

  　ゆっくりと近づくと、眼下に見えるのは灯台と港。

  　这里比棕狼领地的悬崖还要高，看来我们爬得相当高了。

  　ドラブウルフのテリトリーの崖よりも高いし、結構上ってきたっぽい。

  　虽然我想看看北侧，但视野很狭窄，而且天空乌云密布，还下着小雨，所以看不太清楚。

  　北側を見たいけど視界が狭く、曇り空で
    
     小
    こ
    
     雨
    さめもぱらついてるからか見通せそうにない。

  「嗯，很牢固呢。」

  「ん、しっかりしてるな」

  　我为了探头而抓住了安全栅栏，但感觉只是稍微用力，它就纹丝不动。它应该也支撑着天花板的岩石吧。感觉好像被关在笼子里一样……

  　覗こうとして摑んだ安全柵だけど、ちょっと力を加えた程度ではびくともしない感じ。天井代わりの岩を支えてもいるのかな。なんか、
    
     檻
    おりに閉じ込められたみたいな気分……

  『栅栏是金属制的吗？』

  『柵は金属製ですか？』

  「好像是，但没有生锈。」

  「っぽいけど、
    
     錆
    さびてないんだよな」

  　这种时候就该轮到鉴定出场了。

  　こういう時は鑑定の出番。

  【魔导安全栅：机能停止中】

  【魔導安全柵：機能停止中】

  『用魔银制成的栅栏，刻有结界魔法和空间魔法的安全栅』

  『
    
     魔銀
    ミスリルでできた柵に、結界魔法と空間魔法が刻まれた安全柵』

  「咦？」

  「え？」

  　我不由得把手缩了回来。

  　思わず手を引っ込める。

  　这座岛在一些不起眼的地方也安装了魔导具，所以不能大意。

  　この島、ちょっとしたところに魔導具仕込んでくるから油断できない。

  『机能停止中这点让人在意。』

  『機能停止中というのが気になります』

  「是啊。和房间的照明之类的是一样的吗？」

  「だね。部屋の明かりとかと同じなのかな」

  　我重新环顾四周，发现空间的两端各有一扇门。

  　改めて周りをぐるっと見回すと、スペースの両端にいつもの扉が一つずつ。

  　从刚才看到的灯塔位置来看，感觉是南侧和西侧……

  　さっき見えた灯台の位置からして、南側と西側って感じか……

  『要去哪边？』

  『どちらに行きますか？』

  「嗯——南侧吧。我觉得应该会通到崩塌现场的前方。」

  「うーん、南側かな。多分だけど崩落現場の先まで繫がってる気がする」

  　感觉就像在位于岛屿中央的火山山腰上，顺时针绕着走的通道。

  　島の中央に位置する火山の中腹を、時計回りに通路が通ってる感じなんじゃないかな。

  　赖柯斯生长的地方前面有悬崖，难道那座悬崖里面也有通道？

  　ライコスが自生してた先に崖があったけど、あの崖の中を通路が通ってる感じ？

  『要稍微休息一下吗？』

  『少し休憩しますか？』

  「不，我没事……大家呢？」

  「いや、俺は大丈夫だけど……。みんなはどう？」

  「汪！」「～～～！」「「「～～～！」」」

  「ワフ！」「〜〜〜！」「「「〜〜〜！」」」

  　露比和斯薇它们都一副「GO！GO！」的样子，那就顺势走过去看看吧。

  　ルピもスウィーたちも「ゴーゴー！」って感じだし、勢いに任せて行ってみようか。

  『翔，那扇门看起来需要解锁密码。』

  『ショウ君、その扉は解錠コードが必要な方に見えます』

  「哇，真的假的……」

  「うわ、マジか……」

  　说到解锁密码，我只在山间小屋的记录里看过那个四位数的密码。

  　解錠コードって言われると、山小屋の記録で見た例の四桁しか知らないんだよな。

  　不过，如果这扇门用那个号码就能打开，很可能通往控制室。而且……

  　いや、でも、この扉があの番号で開けば、制御室に繫がってる可能性大か。それと……

  「说不定有不死者……」

  「アンデッドがいるかも……」

  『啊……』

  『あ……』

  　在那片宽敞的地下空间和从那里上去的通道里，我看到了不死者。那些不死者大概是逃过灾厄的人，但因为不知道解锁密码而卡在那里。

  　あの広い地下やそこから上がった通路にいたアンデッド。あれは多分、厄災から逃げてきた人たちなんだろうけど、解錠コードがわからなくて詰んだんだと思う。

  　如果控制室在崩塌现场的另一侧，他们有可能逃到了那里。

  　崩落現場の向こう側に制御室があるんだとしたら、そこまで逃げてきてた可能性があるわけで。

  　崩塌和灾厄是哪边先发生的？啊，记录里没有提到崩塌的事，所以肯定是崩塌在后。

  　崩落があった日と厄災があった日はどっちが先なんだろ？　あ、記録には崩落の話がなかったし、崩落の方が後で確定か。

  「汪？」

  「ワフ？」

  「抱歉。这扇门打开后可能会有不死者跑出来，要小心哦。」

  「ごめん。この扉が開いたら、アンデッドが出てくるかもだから、注意しような」

  「汪呜！」

  「ワフン！」

  　我施加了精灵的加护，做好了万全准备。要是这个号码打不开的话，我会很沮丧的。

  　精霊の加護をかけて準備万端。これで例の番号で開かなかったら
    
     凹
    へこむ。

  【已确认到受祝福者的访问。请输入解锁密码】

  【祝福を受けし者のアクセスを確認しました。解錠コードを入力してください】

  「4725」

  「４７２５」

  【解锁密码正确。要解锁吗？】

  【解錠コードが合致しました。解錠しますか？】

  「是」

  「はい」

  　我用力推开门，从门缝中可以看到里面一片漆黑。

  　ぐっと押し込んで開くと、隙間から中が真っ暗なのがわかる。

  　然后，感知气息技能出现了大量反应……

  　そして、気配感知に多数の反応……

  「照明」

  「明かりを」

  　光精灵发出的光浮在空中，我一口气推开门！

  　光の精霊から出た明かりが浮いたところで、一気に押し開ける！

  　站在门前的穿着铠甲的骷髅被撞飞，倒在了后面。

  　扉の前にいた、
    
     鎧
    よろいを着たスケルトンが突き飛ばされて後方へと倒れた。

  　名牌上写着骷髅骑士，我理解了。嗯，应该比将军弱。

  　ネームプレートにはスケルトンナイトと書かれてて納得。まあ、ジェネラルよりは弱いはず。

  「上吧！」

  「行くぞ！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我拔出猎刀，举起圆盾……光箭从我两侧飞过。

  　
    
     剣
    けん
    
     鉈
    なたを抜き、円盾を構えて……の両脇を光の矢が飛んでいく。

  「啊？」

  「は？」

  　飞过的光箭刺中了靠近我的幽灵，直接将其击飞。

  　通り過ぎた光の矢が、こちらに近づいてくるゴーストに刺さって、そのまま吹き飛ばした。

  　我回头一看，三只妖精手牵手围成一圈。

  　振り向くと、三人一組になったフェアリーが手を繫いで輪になってて、

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  　斯薇挥下手臂，从圈中溢出的光化为箭矢飞向幽灵。

  　スウィーが腕を振り下ろすと、輪の中から溢れ出た光が矢となってゴーストへと飛んでいく。

  「真的假的……」

  「マジかよ……」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「明明是单人却能玩同盟模式，太棒了！」

  「ソロなのにアライアンスプレイまでできるとか最高だな！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我不能输给斯薇和妖精们。

  　スウィーとフェアリーたちには負けてられない。

  　我追着光箭冲了出去，斜砍眼前的骷髅，骷髅骑士。

  　光の矢を追いかけるようにダッシュし、目の前の骨、スケルトンナイトを
    
     袈
    け
    
     裟
    さがけに。

  　猎刀砍在铠甲的肩口，我顺势把刀压下去。

  　着込んでいる鎧の肩口で止まる剣鉈をそのまま押し込んで、

  「嘿！」

  「そらっ！」

  　然后用前踢把身体前屈的骷髅骑士踹飞出去。

  　
    
     前
    まえ
    
     屈
    かがみになったスケルトンナイトの胸板に前蹴りを浴びせて後方へと吹き飛ばす。

  　后面的骷髅骑士也跟着倒下，这时——

  　玉突きになって後ろにいたスケルトンナイトも倒れたところに、

  「汪！」

  「バウッ！」

  　露比的右前脚一闪，击中倒下的骷髅骑士的头部，头盔和头盖骨飞了出去。

  　ルピの右前足の一閃が倒れたスケルトンナイトの頭にヒットし、
    
     兜
    かぶとと頭蓋骨だけが飛んでいく。

  　它变得相当强了呢。感觉现在应该能赢过铠甲熊。

  　随分と強くなったよな。今ならアーマーベアにも勝てるんじゃないかって気がするよ。

  　对方毫不在意误伤同伴，用火球和石弹魔法攻击我们，不过每次斯薇和菲雅莉们都会用精灵魔法，水盾和风盾准确地帮我们挡下。

  　向こうは同士討ちを気にせずに、火球や石弾の魔法を撃ってくるんだけど、その都度、スウィーとフェアリーたちが的確な精霊魔法、水の盾や風の盾を使ってそれを防いでくれる。

  『斯薇酱们好厉害！』

  『スウィーちゃんたち、すごいです！』

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　虽然我觉得她肯定得意洋洋，不过确实帮了大忙，还是快点把这些家伙收拾掉吧。

  　きっと調子乗ってドヤ顔してるんだろうなと思うものの、助かってるのは確かだし、さっさとこいつらを片付けちゃおう。

  　我加快歼灭速度，一只又一只地打倒骷髅骑士和幽灵，继续前进。

  　
    
     殲
    せん
    
     滅
    めつスピードを上げて、一体、また一体とスケルトンナイト、ゴーストを倒して前進。

  　在灯光照亮的范围内已经没有不死者……

  　明かりが照らし出す範囲にはアンデッドがいなくなって……

  「！」

  「っ！」

  　我用圆盾接住飞来的白色物体，啪嚓一声，那东西掉在地上。

  　飛んできた白い何かを円盾で受け止めると、バキッと鈍い音がしてそれが地面へと落ちた。

  　咦，这是……冰柱？

  　え、これって……つらら？

  「汪呜！」

  「バウッ！」

  　这次飞来三根，我用圆盾挡下了一根，但另外两根飞向了后方！

  　それが今度は三本飛んできて、一本は円盾で受け止めたが、二本は後ろへと！

  『啊啊！』

  『ああっ！』

  「斯薇！？」

  「スウィー!?」

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「太好了。你们躲到我后面……」

  「良かった。俺の後ろに隠れててくれよ……」

  　那个强烈主张着存在感的家伙，缓缓地靠近。

  　気配感知にこれでもかと主張してくるそれが、ゆっくりと近づいてくる。

  　本应被灯光照亮的地方，不知为何被黑暗侵蚀……

  　明かりに照らされているはずの場所が、なぜか薄暗く侵食され……

  　我定睛凝视，只见黑暗中浮现了红色的眼睛。上面挂着红色的名牌，写着【红幽魂】。

  　じっと
    
     眼
    めを凝らした先に現れたのは闇の中に浮かぶ赤い目。その上に【マルーンレイス】と赤いネームプレートが。

  「……斯薇，带着菲雅莉们逃到门外。」

  「……スウィー、フェアリーたち連れて扉まで逃げて」

  　我没有回头，直接这么说道。说实话，感觉只要视线离开一下就会有危险，眼睛和脑袋都动不了。

  　振り向かず告げる。正直、一瞬でも目を離すとヤバい気がして、目も頭も動かせない。

  　只要逃到门外，讨厌阳光的它应该就不会追来了。我和露比能争取多少时间呢……

  　扉から外へと出れば、
    
     陽
    ひの光を嫌って追いかけてこれないはず。俺とルピとでどれくらい時間を稼げるか……

  「咦？」

  「えっ？」

  　气息消失，下一瞬间——

  　気配が消え、次の瞬間に、

  「糟糕！」

  「まずっ！」

  「汪呜！」

  「ワフッ！」

  　正后方，斯薇她们逃跑的方向出现了那家伙！

  　真後ろ、スウィーたちが逃げる先に奴が！

  「赶上啊！」

  「間に合えっ！」

  　我用圆盾挡在飞来的火球前面，与之碰撞，然后被哥布林法师的火球无法比拟的爆炸轰飞。

  　飛んでくる火球に円盾をぶつけるように割り込むと、ゴブリンマジシャンの火球とは比べようもない爆発が俺を吹き飛ばした。

  『呀！』

  『きゃっ！』

  　呜！　斯薇她们呢？

  　ぐっ！　スウィーたちは？

  　她们只是被被轰飞的我波及，似乎没有受到直接伤害。而我的HP一口气被削掉了七成。

  　吹き飛ばされた俺に巻き込まれただけで、直接のダメージはないっぽい。で、俺のＨＰは一気に七割近く削られた。

  　喝下治愈药水后HP恢复到一半，但剩下的药水只剩一瓶。

  　ヒールポーションを飲んでＨＰは半分近くに戻ったけど、残るポーションは一本だけ。

  「汪呜！」

  「ガウッ！」

  　露比冲了出去，跳起来用前脚发动攻击，但红幽魂再次消失，出现在两米外的地方。

  　ルピが駆け出し、ジャンプして前足で攻撃を仕掛けるが、マルーンレイスが再び消え、二メートルほど下がった場所に現れる。

  　绕到背后也是，它居然能毫无准备动作就进行短距离传送。

  　裏に回られたのもそうだけど、準備動作なしでショートワープするのか。

  「汪汪！」

  「ヴヴゥ！」

  「露比，冷静点。到这边来！」

  「ルピ、落ち着いて。こっちへ！」

  　我向完全发怒的露比喊道，让它暂时后退。

  　完全にキレてるっぽいルピに声をかけ、いったん下がらせる。

  　就算逃跑也会被对手绕到前面，只能在这里打倒它，或者冲到门外……

  　逃げる先に相手が回り込んじゃうし、ここで倒すか、突っ切って扉の外に出るしか……

  「wейгхтедфиелд……」

  「ｗейгхтедфиелд……」

  「什么！？」

  「なっ!?」

  　身体一下子被压向地面，手里的猎刀和圆盾都砸在石板上。

  　体が一気に地面へと押しつけられ、手に持っていた剣鉈と円盾ごと石畳に叩きつけられる。

  　露比也被迫趴在地上咬紧牙关，斯薇和菲雅莉们也趴在地上，表情痛苦。

  　ルピも伏せの体勢を強いられて歯を食いしばってるし、スウィーやフェアリーたちも地面に
    
     這
    はいつくばって苦しそうな顔。

  「……」

  「……」

  　我看见红幽魂缓缓地缠绕着黑暗靠近。

  　マルーンレイスがゆっくりと闇を纏って近づいてくるのが見える。

  　虽然想着必须做些什么，但猎刀太重了，我拿不起来！

  　何かしないとと思うものの、剣鉈が重くて持ち上がらない！

  　快想想！快想想办法！能对那家伙起作用的东西！盐！不对！

  　何か！　何か考えろ！　あいつに効きそうな物！　塩！　違う！

  『翔君！』

  『ショウ君！』

  　美音的声音直接传入脑中，让我的意识从恍惚中清醒过来。

  　ミオンの素の声が脳を揺さぶって、ボケた俺の意識を覚醒させた。

  　啊，还有那个！

  　ああ、あれがあった！

  「遇到困难就拜托女神！」

  「困った時の女神頼み！」

  　我放开猎刀，从道具栏中取出扁平的女神像。

  　剣鉈を手放し、インベントリからのっぺりした女神像をなんとか取り出す。

  　我一边想着要是有更像样的女神像就好了，一边把精灵的加护和玛那全部灌注进去。

  　もうちょっとちゃんとした女神像だったらなと思いつつ、精霊の加護とマナをありったけ。

  　虽然可能会遭天谴，但只要用这个砸过去……

  　罰当たりかもだけど、こいつをぶつければ……

  「呜哇！」

  「うわっ！」

  　从女神像中溢出的翡翠色光芒一下子照亮了周围，驱散了缠绕在红幽魂身上的黑暗，我看见了飘浮在空中的破烂长袍和其中的红色眼睛。

  　女神像から溢れ出した翡翠色の光が一気にあたりを明るく照らし、マルーンレイスの纏っていた闇を打ち払うと、そこに見えたのは、宙に浮くボロボロのローブとその中に見える赤い目。

  「югггяаа！」

  「югггяаа！」

  　红幽魂发出痛苦的声音，向后退去。

  　
    
     苦
    く
    
     悶
    もんの声をあげつつ後ずさるマルーンレイス。

  　压住身体的压力也消失了……

  　体を押さえつけていた圧も解けて……

  「汪呜！」

  「ガウッ！」

  　露比一口气缩短距离，横扫长袍，长袍像纸一样被撕裂，飘然落下。

  　ルピが一気に距離を詰めてローブを
    
     薙
    なぐと、それは紙のように引き裂かれてはらりと落ちる。

  　回过神来，那双像混浊血液一样的红色眼睛已经不见了。

  　気がつくと濁った血のような赤い目はもうなくなっていた。
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  【短剑技能的等级提升了！】

  【短剣スキルのレベルが上がりました！】

  【学会了短剑绝技〈解除武装〉！】

  【短剣アーツ〈武器落とし〉を習得しました！】

  【调教技能的等级提升了！】

  【調教スキルのレベルが上がりました！】

  【露比学会了绝技〈撕裂爪〉！】

  【ルピがアーツ〈クラッシュクロー〉を取得しました！】

  【盾技能的等级提升了！】

  【盾スキルのレベルが上がりました！】

  【获得了盾绝技〈盾击〉！】

  【盾アーツ〈シールドバッシュ〉を取得しました！】

  【讨伐了区域头目】

  【エリアボスを討伐しました】

  【占领了岛上的古代遗迹区域】

  【島の古代遺跡エリアを占有しました】

  「……赢了？」

  「……勝った？」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　翡翠色的光芒消失，只剩下光精灵的光芒照亮通道。

  　翡翠色の光が収まり、光の精霊の明かりだけが通路を照らす。

  　红幽魂所在的地方，只剩下破破烂烂的长袍……

  　マルーンレイスがいた場所には、ぼろぼろになったローブが落ちているだけで……

  「汪呜！」

  「ワフッ！」

  「哇！」

  「おわっ！」

  　我接住扑过来的露比，正准备摸摸它时，我注意到了。

  　飛び込んできたルピを受け止め、撫でてやろうとして気づいた。

  　右手握着的女神像完全变了样，原本黯淡的银色和扁平的外形都不见了。

  　右手に握っていた女神像がすっかり変わっていて、曇った銀色でのっぺりとした姿がどこかへ行ってしまっている。

  　泛着淡绿色光泽的女神像，穿着女神风格的礼服，脸……

  　薄緑がかった光沢のあるそれは、女神らしいドレスを着ていて、その顔が……

  「啊，抱歉。」

  「あー、ごめん」

  『啊……』

  『あ……』

  　变得和美音一模一样……这肯定是我的错。

  　ミオンそっくりになってて……、これって確実に俺のせいだよな。

  『先、先不说这个，斯薇酱她们呢？』

  『そ、それよりもスウィーちゃんたちは？』

  「啊，对了！斯薇，大家都没事吧？」

  「ああ、そうだ！　スウィー、みんなも大丈夫？」

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  　我回头一看，斯薇酱竖起大拇指，一脸「太好了！」的表情。

  　振り向くと「やったぜ！」って顔のスウィーがサムズアップ。

  『大家没事真是太好了……』

  『みんな無事で良かったです……』

  　菲雅莉们也互相庆祝平安无事，但可能是因为被压在地上的缘故，感觉有点脏。

  　フェアリーたちも無事を喜び合ってるんだけど、地べたに押しつけられたせいか、みんな薄汚れた感じになってるし。

  「呼，太好了。」

  「はあ、良かった」

  　我和露比就算被判定死亡，也会在山间小屋复活，但斯薇和菲雅莉们应该不会吧。大概。

  　俺とルピは死亡判定になっても、山小屋にリスポーンするけど、スウィーもフェアリーたちもそうはならないよな。多分だけど。

  　就算是NPC，她们这么仰慕我……不行啊。以后不能带她们去危险的地方了。

  　いくらＮＰＣとはいえ、ここまで慕ってくれてる彼女たちが……ダメだな。今後は危ない場所は連れていかないようにしないと。

  　说起来，不知道有没有复活魔法。不对，也不知道对NPC有没有用。

  　そういえば、ＩＲＯってリザレクションってあるのかな。いや、それがＮＰＣに効くかどうかもわからないか。

  　我盯着右手的女神像思考着这些事情，

  　右手の女神像をじっと見つめてそんなことを考えていると、

  『那、那个，翔君？』

  『あ、あの、ショウ君？』

  「哇，抱歉。呃，我正打算鉴定它」

  「うわ、ごめん。えーっと、鑑定しようと思ってたんだった」

  【翡翠女神像】

  【翡翠の女神像】

  『古代魔导文明时代放置在各家庭的女神像。

  『古代魔導文明の時代に各家庭に置かれていた女神像。

  　因受到供奉的信仰，变化为能带来身心平稳和自然恩惠的翡翠女神像』

  　
    
     捧
    ささげられた信仰によって、心身の平穏と自然の恵みをもたらす翡翠の女神像へと変化した』

  　嗯，变化了。这其实是魔导具之类的？

  　うん、変わっちゃってる。これって実は魔導具だったとかそういう？

  「要是我有神圣魔法技能的话，会不会知道些什么呢？」

  「神聖魔法スキルを取ってたら、何かわかってたのかな？」

  『或、或许吧』

  『そ、そうかもですね』

  　美音的回答还有些生硬。

  　ミオンの返事がまだちょっとぎこちなくて。

  　也是，被擅自变成女神像，感觉很恶心吧。唉……

  　そりゃ、勝手に女神像にされちゃうとか気持ち悪いよな。はあ……

  「还有，好像各种等级都提升了」

  「あと、なんかいろいろレベルアップしたりしてたっけ」

  　除了技能等级提升，还学到了各种绝技。

  　スキルのレベルアップに加えて、アーツもいろいろ習得してる。

  　最后是讨伐区域头目和占领古代遗迹区域。

  　それに、最後にエリアボス討伐と古代遺跡エリアの占有か。

  　这次是同盟组队，所以没有单独讨伐区域头目吧。

  　今回はアライアンス組んでたから、エリアボス単独討伐はなしなのかな。

  　那样的话会触发世界公告，所以没有也罢。

  　あれはあれでワールドアナウンス出ちゃうから、なしで良かったと思おう。

  「虽然打倒了区域头目，但这次没有安全区域啊……」

  「エリアボス倒したって出てたけど、今回はセーフゾーンなしか……」

  『前面还有危险吗？』

  『この先にまだ危険があるんでしょうか？』

  「唔，如果刚才的红幽魂是区域头目，应该没有比它更强的怪物了。」

  「うーん、さっきのマルーンレイスがエリアボスなら、あれより強いのはいなさそうだけど」

  　要是从一开始就用神圣魔法对付它，可能也不会那么难缠。

  　あいつも最初から神聖魔法で対策できてれば、そんなに辛い相手でもなかったかもなんだよな。

  　普通的怪物在打倒之后还能鉴定，但不死者系——尤其是幽灵之类，打倒之后无法鉴定，有点麻烦。

  　普通のモンスターなら、倒した後にも鑑定できるんだけど、アンデッド系、特にゴーストとかそっち系は後から鑑定できないのが辛い。

  「算了，差不多该动身了。」

  「まあいいや。そろそろ動かないと」

  『翔，MP没问题吗？』

  『ショウ君、ＭＰは大丈夫ですか？』

  「啊，嗯，还行。不过，我先解除元素精灵的加护哦。」

  「あ、うん、まだ大丈夫。けど、精霊の加護はいったん解除するよ」

  　我姑且用气息感知再次确认没有敌人，然后解除元素精灵的加护。

  　一応、気配感知でもう敵はいなさそうなのを再確認してから、精霊の加護を解除。

  　MP开始迅速恢复，加上露比的玛那援助，一口气恢复到八成。

  　ＭＰがもりもり回復し始めるのに加えて、ルピのマナエイドで一気に八割まで戻る。

  「谢啦。」

  「ありがとな」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　我摸了摸露比，斯薇随即出现在眼前，不时向我撒娇。

  　ルピをもしゃもしゃしてると、目の前にスウィーが現れて、ちらっちらっアピール。

  　看来是想让我也夸夸菲雅莉们。

  　フェアリーたちも褒めろってことですね。

  「斯薇和菲雅莉们都很厉害哦。谢谢你们。」

  「スウィーもフェアリーのみんなもすごかったよ。ありがとうな」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇连连点头，一副得意洋洋的样子。

  　うんうんと頷きながら、ふんぞりかえるスウィー。

  「大家的MP没问题吗？你们支援的频率挺高的。」

  「みんなはＭＰ大丈夫？　結構な頻度で援護してくれてたけど」

  「「「♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　我这么一问，菲雅莉们便三三两两地组成三人小组，跳起了类似轮换的舞蹈。

  　そう聞くと、フェアリーたちが三人一組になり、一人抜けては一人入って、みたいなダンスを披露してくれる。

  『她们是轮流使用精灵魔法的』

  『交代で精霊魔法を使ってくれてたんですね』

  「原来如此。真聪明啊。」

  「なるほど。頭いいなあ」

  　斯薇见状更加得意，结果差点在空中摔跤，被菲雅莉们扶住……

  　それに気を良くしたスウィーがさらにふんぞりかえり、空中で転びそうになってフェアリーたちに支えられる……

  『要稍微休息一下吗？现在差不多是晚上九点半。』

  『少し休憩しますか？　今は午後九時半をまわったぐらいですけど』

  「唔，要休息的话还是回刚才的岩棚比较好吧？」

  「うーん、休憩もここじゃちょっとな。休憩するならさっきの岩棚のところに戻るけど？」

  　露比和斯薇都摇头拒绝了我的提议。

  　その問いかけにルピもスウィーも首を横に振る。

  　菲雅莉们也互相看了看，然后点点头，似乎没问题。

  　フェアリーたちもお互い顔を見合わせて、うんうんしてるので大丈夫そうかな。

  　考虑到回程，最好在十点前决定要不要回去……

  　帰りを考えると一〇時過ぎには、戻るかどうかの選択をしたいところだし……

  「那我们继续前进，找个更好的地方休息吧。不过，真的不要勉强哦？」

  「じゃ、さくっと先へ進んで、もう少しマシな場所で休憩にしよう。でも、本当に無理はしないでくれよ？」

  「汪呼。」「♪」「「「♪」」」

  「ワフン」「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  　我们沿着通道笔直地向深处前进。

  　通路をまっすぐ奥へと進む。

  　通道的宽度和天花板的高度，都和平时去南边或北边的通道一样。

  　道幅や天井までの高さはいつも南側や北側に行く通路と同じ。

  　不过没有照明，果然还是给人一种机能停止的感觉。

  　ただ、明かりがついてないのは、やっぱり機能停止してる感じなのかな。

  「哦，是房间吗？」

  「お、部屋かな？」

  　在灯光的照耀下，可以看到一扇半开的门。

  　明かりに照らされた先に、半開きの扉が見える。

  　虽然感知气息没有反应，但还是小心为上。

  　気配感知に引っかかるものはないけど、用心に越したことはない。

  　我停下脚步，施加精灵的加护后拿起猎刀。

  　足を止め、精霊の加護をかけてから剣鉈を手に取る。

  「露比，拜托了」

  「ルピ、お願い」

  「汪呼」

  「ワフ」

  　我摆出前倾的姿势，以便随时追上无声无息前进的露比。

  　するすると無音で前進するルピに、いつでも追いつけるように前傾姿勢。

  　我在门前谨慎地观察情况，稍微前进后窥视里面。

  　扉の前で慎重に様子を
    
     窺
    うかがい、少し進んで中を覗き込んで、

  「汪呜」

  「ワフン」

  「谢了」

  「さんきゅ」

  　我把猎刀收回刀鞘，走到露比身边。

  　剣鉈を
    
     鞘
    さやにしまってルピの元へと。

  　虽然自然而然地跑了起来，但斯薇它们也紧随其后。

  　自然と駆け足になるんだけど、スウィーたちも遅れずについてきてくれる。

  「嗯，好像是房间」

  「うん、部屋っぽいな」

  『相当凌乱呢』

  『随分と散らかってますね』

  　大小大概有教室的一半？虽然我觉得挺宽敞的，但到处都乱七八糟，各种东西掉在地上，装东西的箱子和架子也倒在地上……

  　広さは教室の半分ぐらいかな？　結構広いと思うんだけど、あちこち荒れ放題というか、いろんなものが床に落ちてるし、それを入れてた箱も棚も横倒しになってたり……

  　我看向深处，右手边深处又有一扇半开的门。

  　奥に目をやると、右手奥にまた扉が半開きになっている。

  「我去确认那边的门。露比和斯薇它们负责看守过来的门」

  「向こうの扉を確認してくる。ルピとスウィーたちは来た扉の方を見張っといて」

  　这附近的不死者，大概在刚才的门那里全部打倒了。

  　この辺にいたアンデッドは、多分、さっきの扉のところで全部倒したはず。

  　那些不死者大概也是想逃离灾难，结果被解锁密码卡住了吧……

  　あれも多分、厄災から逃げようとして、解錠コードで詰んだんだろうな……

  「好，什么都没有。稍微在这里休息一下吧。」

  「よし、何もいないな。ちょっとここで休憩しよう」

  『是。』

  『はい』

  　只要把两扇门都关上，这个房间应该就安全了。

  　扉を両方とも閉めておけば、この部屋は安全なはず。

  　先把这边的门关好……

  　まずはこっち側をきっちりと閉めて……

  「斯薇，你在做什么？」

  「スウィー、何やってんの？」

  　虽然来时的门有菲雅莉组（1）在看守，但斯薇她们菲雅莉组却在房间里到处飞来飞去。

  　来た方の扉はフェアリーズ（１）がちゃんと見張ってくれてるっぽいけど、スウィーたちフェアリーズは部屋のあちこちをふらふら飛び回っている。

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯？这是戒指？」

  「ん？　これは指輪？」

  【苍月之戒】

  【
    
     蒼
    そう
    
     月
    げつの指輪】

  『古代魔导设施的最高管理者所佩戴的，辅助元素魔法的戒指。由魔银和月光石制成。元素魔法系全＋1，每3秒恢复MP＋1』

  『古代魔導施設の最上位管理者が着用した元素魔法を補助する指輪。
    
     魔銀
    ミスリルとブルームーンストーンで作られている。元素魔法系全般＋１、ＭＰ回復３秒
    
     毎
    ごとに＋１』

  【鉴定技能的等级提升了！】

  【鑑定スキルのレベルが上がりました！】

  「哈？」

  「は？」

  　斯薇递给我的戒指，名字叫苍月之戒，感觉性能也相当夸张。元素魔法系全＋1，对象技能有多少啊。而且——

  　スウィーから手渡された指輪、蒼月の指輪という名前だそうだけど、これまたかなりぶっ壊れ性能な気がする。元素魔法系全般＋１って対象スキルいくつあるんだか。しかも、

  「呃，斗篷是每10秒恢复MP＋3，所以一分钟是＋18。这个戒指是每3秒恢复MP＋1，所以一分钟是＋20。合计一分钟恢复38……」

  「えーっと、マントがＭＰ回復一〇秒で＋３だから一分で＋18。この指輪がＭＰ回復三秒で＋１だから一分で＋20。合計すると一分間に38回復……」

  　我的状态值已经提升，现在最大MP是400多。

  　ステータスが上がってきて、今の最大ＭＰは四〇〇ちょい。

  　感觉只要带着这个戒指休息10分钟，MP就会完全恢复。只不过……

  　身につけて一〇分も休憩すれば、もうＭＰ全回復みたいな感じになるんだよな。ただ……

  「这是掉在房间里吗？」

  「これって部屋に落ちてたの？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇抱着胳膊连连点头。

  　腕組みしてうんうんと頷くスウィー。

  　被打倒的不死者，大概是被转移过来躲避灾难的人们吧，这戒指就像是他们的遗物。

  　倒したアンデッドって、多分、厄災から転移して逃げてきた人たちのだろうし、その遺品みたいな感じか。

  「……不会被诅咒吧？」

  「……呪われてたりしない？」

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  　斯薇听到我的问题后歪了歪头。就算问她，她也不知道吧……

  　その問いにはうーんと首を
    
     捻
    ひねるスウィー。聞かれてもわかることじゃないよな……

  『有诅咒装备吗？』

  『呪いの装備とかあるんでしょうか？』

  「虽然也要问问贝露部长，但普通的RPG里有啊。」

  「ベル部長にも聞いてみないとだけど、普通のＲＰＧにはあるからなあ」

  　至今为止，武器、防具、饰品和装备都是自己制作的。

  　今まで、武器、防具、アクセサリと装備は全部自作してきた。

  　这应该是第一次直接装备上掉落物吧？

  　何かしらドロップで手に入ったものをそのまま装備は初めてのはず？

  　啊，哥布林掉落的锤子和小刀之类的……

  　あ、ゴブリンが落としたカナヅチとか投げナイフとかがあったか……

  「先放到道具栏里，之后再处理吧。」

  「いったんインベントリに入れて、後からにするよ」

  『好的。不过，好像不只这个，还有很多东西哦？』

  『はい。でも、それだけじゃなく、いろいろあるみたいですよ？』

  「咦？」

  「え？」

  　我听美音这么说后环顾四周，发现斯薇以外的菲雅莉们也捡了什么东西，集中到一个地方。不只是戒指，还有两个人一起搬类似法杖的东西。

  　ミオンに言われて辺りを見回すと、スウィー以外のフェアリーたちも、何かを拾って運んで一箇所に集めている。指輪だけでなく、杖っぽいものは二人がかりで運んでたり。

  「总之，把我们进来的门关上，稍微休息一下吧」

  「とりあえず、来た方の扉を閉めて、ちょっと休憩にしようか」

  『好的』

  『はい』

  　我向守在门那边的菲雅莉们道谢后，把门关上。

  　扉の先を見張っててくれたフェアリーたちに、ありがとうと声をかけて扉を閉める。

  　只有受到祝福的玩家才能打开这扇门，所以暂时应该安全了。

  　祝福されし者、プレイヤーでなければ開かないので、これでひとまずは安全のはず。

  「把这间屋子收拾干净，然后在这里登出也不错」

  「この部屋をちゃんと片付けて、ここでログアウトもありかな」

  『虽然有点可怕……』

  『ちょっと怖いですけど……』

  「还是先前进到一个比较好的地方再考虑吧。露比，斯薇她们也吃点这个吧」

  「もう少しキリのいいところまで進んでから考えるか。ルピ、スウィーたちも、これ食べて」

  　手头的粮食只剩这些粘稠的帕普干了。

  　手持ちの食料はこのとろとろ干しパプでラスト。

  　考虑到今后，还是得做些保存食品才行。话说，我本来想建个熏制小屋的，结果完全忘了。不是建在山间小屋，而是港口的仓库那边吧……

  　今後のことを考えて、ちょっと保存食とか作らないとかな。というか、
    
     燻
    くん
    
     製
    せい小屋造ろうと思ってたの、すっかり忘れてるな。山小屋じゃなくて、港の倉庫の方に造ろうかな……

  『翔君，房间左边深处有个橱柜吧？』

  『ショウ君、部屋の左奥にキャビネットがありませんか？』

  「哎？啊，那个吗。希望里面还有书」

  「え？　あ、あれか。また本があるといいけど」

  　散落在脚边的是有点脏的长袍和靴子，是变成幽灵前的衣服吧。

  　足元に転がってるのは薄汚れたローブやブーツだったりと、ゴーストになる前の衣服かな。

  　说实话，有很多东西我不想用手碰，所以就用插在鞘里的猎刀把它们拨到一边。

  　正直、手で触りたくないものが多いので、鞘に刺したままの剣鉈を使って脇へと
    
     避
    よけていく。

  「嗯，先鉴定吧」

  「えーっと、まず鑑定か」

  　鉴定结果是【陈旧的高级橱柜】，外观和山间小屋一楼的橱柜一模一样。

  　鑑定結果は【古びた高級キャビネット】で、山小屋の一階にあったのと見た目も全く同じ。

  　我轻轻拉开抽屉，

  　取っ手をそっと引いて開けると、

  「是书。啊，这本《水，冰，蒸汽》是应用魔法学〈水〉？」

  「本だ。あ、この『水、氷、蒸気について』って応用魔法学〈水〉？」

  　旁边是《火，炎，热》，再旁边是《风，空，气》。这是应用魔法学的火和风吧。

  　その隣は『火、炎、熱について』だし、さらに隣には『風、空、気について』という背表紙。応用魔法学の火と風だよな、これ。

  『没有地的书，是因为在山间小屋里吗？』

  『地の本がないのは、山小屋にあったからでしょうか？』

  「啊，是这样啊。写那本记录的人，把地的书带去山间小屋了吧」

  「ああ、そういうことか。あの記録を書いてた人が、山小屋に持ち込んでたんだろうね」

  　我还在想为什么只有地的书，原来是这么回事。

  　なんで、地だけなんだろうと思ってたけど、そういうことなら納得。

  　我再看向下面的架子，里面塞满了和那本记录相似的册子。

  　さらに下の棚に目をやると、例の記録に似た感じの冊子がぎっしりと詰め込まれている。

  「这好像是这座古代遗迹的运转记录……」

  「この古代遺跡の稼働記録っぽい……」

  　我拿起一本打开，里面全是写着“没有问题”的页面。偶尔会写着“给灯塔补充玛那”，这是指那个灯塔吗。

  　一つを手にとって開いてみると『問題なし』と書かれたページが延々と。たまに『灯台にマナを補充』と書かれてるんだけど、これってあの灯台かな。

  　山间小屋里的记录里也写了日常的事情，但这里的完全只有工作的事情。

  　山小屋にあったのは日常的なことも書かれてたけど、こっちは完全に仕事のことだけ。

  『最下面的抽屉是什么？』

  『一番下の引き出しはなんでしょう？』

  「嗯，我看看」

  「ん、見てみるよ」

  　我蹲下拉开抽屉，里面出现的是叠了好几层的大纸张？

  　しゃがみ込んでガラッと引き出しを開けると、そこに現れたのは何回か畳まれた大きな紙かな？

  　我拿出来打开一看，

  　取り出して開いてみると、

  「哦？这可能是这座古代遗迹的地图！？」

  「お？　これってこの古代遺跡の地図かも!?」

  『翔君，能帮我调整一下方向吗？』

  『ショウ君、向きを合わせてくれますか？』

  「嗯」

  「うん」

  　嗯，这个东西的南侧有两个出口。

  　えっと、この東西に出口が二カ所あるのが南側だよな。

  　东南侧的锻造场是『制作室』，附近是『采掘场』。山间小屋的位置写着『监视员居住区』。

  　南東側の鍛冶場は『製作室』で、その近くに『採掘場』。山小屋の場所は『監視員住居区画』と書かれてる。

  　从山间小屋出来的楼梯，十字路口往北走的地方是出口。出口的前方写着『教会』，到那里为止都是古代遗迹的一部分。

  　山小屋に出る階段の先、十字路を北側に進んだところは出口。その先に『教会』と書かれてて、そこまでが古代遺跡の一部らしい。

  　十字路口的西侧，亚珍塔先生出现的宽敞地下是『大型传送室』，从东侧往上走的崩塌现场的前方……果然是『控制室』。

  　十字路の西側、アージェンタさんが現れた広い地下は『大型転送室』で、東側から上に行った崩落現場の先は……やっぱり『制御室』だったか。

  　啊，崩塌的地方正好是通往『展望台』的门所在的地方。

  　ああ、崩落した場所は、ちょうど『展望台』へ出る扉がある場所だったんだ。

  　从控制室往北下楼梯，从那里往东走的地方是『资料室』……大概就是现在这个地方吧。

  　制御室から北へ階段を下り、そこから東へ行ったところが『資料室』……多分、今いるここのことだろう。

  『好像连在一起呢』

  『繫がってそうですね』

  「嗯。继续往前走，在尽头有往左上的楼梯，上去应该就是控制室了」

  「うん。この先を進めば、突き当たりで左に上り階段が続いてて、それを上れば制御室のはず」

  　然后，从现在的资料室往北走，会走到刚才外面，像阳台一样的地方。

  　で、今の資料室から北へ戻ると、さっきの外、バルコニーみたいな場所へ出てる。

  　今天最初进入的像车站一样的地方是『港口』。也就是说，船是在那里停靠的。

  　今日、最初に入った駅みたいな場所は『港』らしい。あそこで船が発着してたってことだよな。

  　没去过的门的前方……往西走之后有通往地下深处的传送电梯，那里是『动力部监视室』。

  　行かなかった方の扉の先は……西へ進んでから地下深くへと転移エレベーターがあって、そこは『動力部監視室』と。

  「？」

  「〜〜〜？」

  「啊，已经吃完了啊。」

  「ああ、もう食べ終わったんだ」

  　我想要仔细检查这个房间，而且斯薇它们收集的东西也还没确认，可是又没有时间……

  　この部屋もじっくり検分したいし、スウィーたちが集めてくれた物もチェックできてないし、でも時間はないし……

  『怎么办？』

  『どうしましょう？』

  「……总之先回收它们收集的东西，然后继续前进吧。」

  「……とりあえず、集めてくれたものは回収して、先へ進むことにするよ」

  「汪。」「～～♪」

  「ワフ」「〜〜〜♪」

  　这个房间的整理就留待下次吧。反正房间不会跑掉，没关系。

  　この部屋の整理もまたの機会に。部屋は逃げないから大丈夫。

  　首先，前方应该就是控制室……

  　まずはこの先、制御室に繫がってるはずだ……

  「很好，看来没错。」

  「よしよし、合ってるな」

  　通道还是一样昏暗，只能依靠光精灵的照明。不过我们顺利前进，尽头的左侧可以看见上楼的阶梯。这上面就是崩塌现场的另一侧，也就是控制室。

  　通路は相変わらず暗いままなので、光の精霊の明かり頼り。けど、順調に進んで、突き当たりの左側に上り階段が見えた。この上が崩落現場の向こう側、制御室になるはず。

  『要小心哦？』

  『気をつけてくださいね？』

  「嗯。精灵的加护没问题。察觉气息也没问题。露比、斯薇、菲雅莉们也没问题吗？」

  「うん。精霊の加護よし。気配感知よし。ルピ、スウィー、フェアリーのみんなも大丈夫？」

  「汪。」「～～♪」「「「～～♪」」」

  「ワフン」「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  　大家都干劲十足。不过，小心驶得万年船。

  　みんな気合十分。けど、用心に越したことはない。

  「要是情况不妙，斯薇你们就全速逃回那个房间。」

  「やばくなったら、スウィーたちはあの部屋まで全速力で逃げてくれよ」

  　女王大人竖起大拇指答应我的请求。

  　そのお願いにサムズアップする女王様。

  　只要我和露比殿后，应该就能顺利撤退到那个地方。前提是不要被夹击。

  　俺とルピとでしんがりを務めれば、あの場所まで撤退は問題ないはず。挟まれなければだけど。

  「那么，走吧。」

  「じゃ、行こう」

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比走在前面，我跟在它后面，斯薇则待在固定位置。菲雅莉们也跟在后面。

  　ルピが少し先行し、その後ろを追いかける俺と定位置のスウィー。それに続くフェアリーたち。

  　在爬到尽头前，我们看到一条笔直的通道，以及通道尽头的房间入口。

  　上り切る手前で見えてきたのは、まっすぐの通路とその先にある部屋の入り口。

  　感知气息没有反应。露比回过头等我跟上，我点头回应。

  　気配感知に引っかかるものはなし。ルピが振り返って俺のゴーを待ってるので頷いて返す。

  　走在前面的露比确认房间内部……

  　先行してくれたルピが部屋の中を確認……

  「汪。」

  「ワフ」

  「谢啦。」

  「さんきゅ」

  　我追上去环视房间，感觉比地图上看到的要小。

  　追いついて部屋の中を見回すんだけど、地図で見た感じよりも狭い。

  　原因在于进入房间后左手边的墙壁上一直延伸的桌子？工作台？

  　その理由が入って左手の壁沿いにずっと続いてるテーブル？　作業台？

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯？啊，这是紧急用的。」

  「ん？　ああ、これって非常用の」

  　左肩的斯薇扯了扯我的耳垂，我顺着她的手指看过去。

  　左肩のスウィーに耳たぶを引っ張られ、彼女が指差してる先を見る。

  　桌子的左端有那个滑动式的小窗。不对，好像很大？

  　テーブルの左端に、例のスライドして開ける小窓。いや、なんかでかいな？

  『感觉比之前看到的要大吧？』

  『なんだか今までより大きくないですか？』

  「嗯，很大。不过打开就知道了。」

  「うん、大きいよね。まあ、開けてみればわかるか」

  　我往上滑开小窗，看到里面是大尺寸，不，特大尺寸的魔晶石。大小跟排球差不多。

  　上にスライドして開けると、そこに見えるのは大サイズ、いや、特大サイズの魔晶石。バレーボールぐらいの大きさがある。

  　虽然里面完全没有玛那，不过我的MP够不够装两成左右？算了，只能试试看了……

  　マナは全く入ってないみたいだけど、これに二割近く入れるのってＭＰ足りるのかな？　まあ、試すしかないか……

  　我把将近八成，也就是300以上的MP装进去，特大魔晶石也只装了一成多。

  　ＭＰを八割近く、三〇〇以上入れても、特大魔晶石の一割ちょい。

  「稍微休息一下……」

  「ちょっと休憩……」

  　再装一次应该就能超过两成……

  　もう一回やれば二割は超えるだろうけど……

  『没事吧？』

  『大丈夫ですか？』

  「嗯，没事。不过MP耗尽就糟了，得休息一下。」

  「うん、大丈夫。ＭＰ空になるとまずいから、休憩しないとだけど」

  　在我注入MP的期间，菲雅莉们在房间里飞来飞去，帮忙寻找有没有掉落物。然后——

  　俺がＭＰを注いでる間、フェアリーたちは部屋の中をふらふら飛び回って、何か落ちてないか調べてくれている。そして、

  「啊，那边果然是崩塌的地方？」

  「あ、そっちはやっぱり崩落した場所？」

  「汪。」

  「ワフン」

  　我心想应该先确认那边，同时窥探着连接到右手边深处的通道前方。

  　先にそっちを確認すべきだったよなと思いつつ、右手奥に繫がっている通路の先を窺う。

  　巨大的岩盘崩塌，完全堵住了通道，这幅景象毫无疑问是——

  　大きな岩盤が崩れ落ち、完全に通路を塞いでる光景は間違いなく、

  「就在对面……」

  「この向こうだな……」

  　既然如此，房间南侧的墙壁应该会通到观景台？

  　となると、部屋の南側の壁が展望台のところに出てるはず？

  　如果地图的比例尺没错，只要在房间南侧的墙壁上开个洞，应该就能走到观景台的边缘。

  　地図の縮尺に間違いがなければ、部屋の南側の壁に穴を開ければ、展望台の端っこぐらいに出られそうだよな。

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「不不，不会那么快恢复啦……」

  「いやいや、そんな早く回復しないから……」

  「汪呜～」

  「ワフ〜」

  「啊啊，露比，谢谢你。总觉得好像一直在接收你的MP。」

  「ああ、ルピ、ありがとう。なんか、ＭＰもらってばっかりな気がするよ」

  　玛那援助应该会让露比的MP减少，所以我不想勉强它。

  　マナエイドはその分、ルピのＭＰが減るはずなので、あまり無理はさせたくない。

  　小尺寸的魔晶石有蜈蚣和鲁巴古马两只份，以后就随身携带吧。

  　小サイズの魔晶石が、ムカデとルーパグマ二匹分あるし、あれも普段持ち歩くことにするか。

  　说起来，之前在房间里找到的戒指，只要戴在身上就能让MP恢复量翻倍……

  　そういえば、前の部屋で見つけた指輪を身につけたら、ＭＰ回復量が倍以上になるんだよな……

  　我从道具栏里取出那枚『苍月之戒』，再次鉴定。没有什么奇怪的地方，感觉应该没问题。

  　インベントリからその『蒼月の指輪』を取り出して、もう一度鑑定。特に変なところはないし、大丈夫な気がしてきた。

  『你打算试戴戒指吗？』

  『指輪、試してみるつもりですか？』

  「嗯。感觉应该没问题。啊，露比，这个看起来奇怪吗？」

  「うん。大丈夫そうかなって。ああ、ルピ、これって変だったりしない？」

  　我把戒指放在手掌上给露比看，它就像握手一样把前爪放了上来。

  　手のひらに載せたそれをルピに見せると、お手のように前足を置いてもにゅもにゅしてくれる。

  　露比的肉球摸起来很舒服，但现在不是享受这个的时候。

  　ルピの肉球がすごく気持ちいいんだけど、今はそれを
    
     堪
    たん
    
     能
    のうしてる場合じゃない。

  「我想加快MP的恢复速度，就戴戴看吧。」

  「ＭＰ回復早めたいし、つけてみるよ」

  『好、好的……』

  『は、はい……』

  　我有点担心戒指的尺寸，不过还是试着戴在看起来不会碍事的左手的中指上。

  　指輪ってサイズとかどうなんだろうって気がしたんだけど、邪魔にならなそうな左手の中指に通してみる。

  『没事吧？』

  『大丈夫ですか？』

  「没事。也没有什么不舒服的感觉……可以正常摘下来。」

  「大丈夫。特に気分が悪くなったりとかもないし……ちゃんと外せるよ」

  　被诅咒的装备品，基本上都是无法摘除的。

  　呪われた装備品とかって、だいたい外せないもんな。

  　明天再问问贝露部长有没有那种东西，以及如何判断吧。

  　そういう物があるのかとか、判定方法だとかは、明日にでもベル部長に聞こう。

  　等了一会儿，MP恢复到九成，我又把MP注入魔晶石。

  　しばらく待ってＭＰが九割まで戻ったので、また魔晶石に注ぎ込む。

  　然后，当填充率超过两成的时候，天花板突然亮了起来。

  　そして、充塡率が二割を超えたところで、ぱっと天井が明るくなった。

  「呼……不过，每次都要这样弄也太麻烦了，不知道能撑几天呢」

  「ふう……。しかし、これ毎回やるのは大変なんだけど、何日ぐらい持つのかな」

  ［确认填充紧急用玛那。结束保护状态，重新启动］

  ［非常用マナの充塡を確認しました。保全状態を終了し、再起動します］

  「『诶？』」

  「『え？』」

  　天花板？　听到这句话后，灯光闪烁了两三次。

  　天井？　なんか聞こえてきた言葉の後に、照明が二度三度と明滅する。

  　我有种不妙的预感……

  　なんかやばいことになりそうな予感が……

  「先出去吧！大家靠过来！」

  「いったん部屋を出よう！　みんな近くに！」

  　我们回到通道上观察里面的状况，灯光变得明亮起来，稳定了下来。

  　来た通路に出て中の様子を窺っていると、照明が一段明るくなって安定し、

  ［重新启动完成］

  ［再起動が完了しました］

  　然后传来了这样的声音。

  　という声が聞こえてきた。

  『重新启动是什么意思？』

  『再起動ってなんでしょう？』

  「嗯，听说这个古代遗迹是玛那循环设施，所以是那个系统重新启动了吗？」

  「うーん、この古代遺跡ってマナリサイクル施設とかいう話だったから、そのシステムが再起動したとか？」

  『啊，是这样啊。难道说……是受到灾厄的影响而停止了吗？』

  『あ、そうですね。ひょっとして……厄災の影響で停止してたんでしょうか？』

  「啊，是这样啊」

  「あー、そういうことか」

  　发生灾厄，玛那减少，无法正常运转，所以进入了保护状态吗。

  　厄災が起きて、マナが少なくなって、通常稼働できなくなったから、保全状態ってのに移行してたって感じか。

  「～～～？」

  「〜〜〜？」

  　斯薇戳了戳我的脸颊，催促我「怎么办？」。

  　スウィーがほっぺたをツンツンと突き「どうすんの？」と急かす。

  　如果只是单纯重新启动的话，应该不会发生什么奇怪的事情吧。大概……

  　単純に再起動しただけなら、おかしなことは起きないよな。多分だけど……

  「去看看吧」

  「行ってみようか」

  「汪呼」

  「ワフン」

  　我再次走进房间，发现刚才还是边桌的部分，现在浮现出复杂的魔法阵，还散发着光芒……这本身就是魔导具，不，是魔导设施吗？

  　改めて部屋に入ると、さっきまでサイドテーブルだった部分に、なんだか複雑な魔法陣が浮かんで光ってて……これ自体が魔導具、いや、魔導施設ってことか。

  「感觉好厉害啊。这就是所谓的超技术吗……」

  「なんかすごいな。オーバーテクノロジーってこういうのなのかな……」

  『非常神秘』

  『すごく神秘的です』

  　虽然完全不明白是什么意思，但我还是从头到尾看了一遍。

  　意味は全くわからないけど、端からふんふんと眺めていると、

  ［欢迎。请在戴戒指的状态下，将手放在指定位置］

  ［ようこそ。指輪をはめた状態で、所定の位置に手を置いてください］

  「哇！」

  「うわ！」

  　我走到桌子中央时，突然响起这样的声音，吓了我一跳。

  　テーブルの中央に来たところで、いきなりそう声が響いてびっくりする。

  　可能是为了指示指定位置，桌子的手边附近有一个手掌大小的圆形框框在闪烁……

  　所定の位置とかいう場所を示してるのか、テーブルの手元近くに手のひらほどの丸い枠がちかちかと点滅していて……

  「是这个吧」

  「これだよな」

  『戒指是那枚戒指吗？』

  『指輪はその指輪でいいんでしょうか？』

  「大概吧？刚才鉴定的时候，上面写着古代魔导设施的最高管理者～」

  「多分？　さっき鑑定した時に、古代魔導施設の最上位管理者が〜って書かれてたし」

  『要试试看吗？』

  『試すんですよね？』

  「都到这里了，当然要试」

  「ここまで来たらね」

  　刚才的戒指挑战让我稍微放下了心。

  　さっきの指輪チャレンジでちょっと吹っ切れた。

  　事到如今，就算这枚戒指不是，应该也不会突然通电。

  　今さらこの指輪が違うとかでも、いきなり電流が流れたりはしないはず。

  　我姑且提醒了大家注意，然后轻轻将左手放在上面。

  　一応、気をつけるように皆に伝えてから、そっと左手を置くと、

  ［确认中……完成。由于管理者信息已初始化，将执行管理者登录］

  ［確認中……完了しました。管理者情報が初期化されているため、管理者登録を実行します］

  　听到这句话，圆形框框的闪烁也消失了，于是我松开了手。

  　そう聞こえ、丸い枠の点滅が消えたので手を離す。

  『管理者登录是什么意思？』

  『管理者登録ってなんでしょう？』

  「应该是这个古代遗迹的管理者吧」

  「この古代遺跡の管理者じゃないかな」

  『咦？那翔君就……』

  『え？　それってショウ君が……』

  「是啊」

  「だよなあ」

  　虽然完全不知道是什么原理，但因为重新启动后管理者信息消失了，所以就让重新启动的人成为管理者？

  　どういう仕組みかさっぱりわからないけど、再起動したら管理者情報が消えてたので、とりあえず再起動させた人を管理者にしましょうってこと？

  　这在安全方面不会有问题吗……

  　それってセキュリティ的に問題あるんじゃ……

  ［管理者登录完成。请设定管理者称呼］

  ［管理者登録を完了します。管理者の呼称を設定してください］

  「……『翔』」

  「……『ショウ』で」

  ［管理者登录完成。欢迎，翔。现在，本设施正在重新启动后的各部分检查中。如果没有特别的指示，距离检查完成大约需要15分钟］

  ［管理者登録が完了しました。ようこそ、ショウ。現在、本施設は再起動後の各部点検中です。特に指示がない場合、点検完了までおよそ一五分です］

  〖世界第一个古代遗迹的管理者出现了！〗

  〖ワールド初の古代遺跡の管理者が現れました！〗

  【世界第一个古代遗迹的管理者：获得了10SP】

  【ワールド初の古代遺跡の管理者：10ＳＰを獲得しました】

  【古代遗迹的管理者：没有获得SP】

  【古代遺跡の管理者：ＳＰ獲得はありません】

  「哇，这下搞砸了……」

  「うわー、これはやらかしちゃったな……」

  　毫无疑问，这是世界公告。

  　間違いなくワールドアナウンスされてるやつ。

  『要去看论坛吗？』

  『フォーラム見てきましょうか？』

  「不，不用了。我想大概没人能理解」

  「ううん、いいよ。多分、誰も理解できてないと思うし」

  『也，也是呢』

  『そ、そうですね』

  　话说回来，竟然毫无问题地登录为管理者了。

  　それにしても、なんの問題もなく管理者登録されちゃったな。

  　要是事先问一下的话，我还有考虑和商量的余地……

  　もうちょっとこう、事前に問いかけとかあれば、考えるとか相談する余地があったんだけど……

  「总觉得，要是告诉亚珍塔先生的话，会被他骂的」

  「なんか、アージェンタさんに話したら怒られそうな気がする」

  『我觉得不会哦？毕竟他说过这座岛上的魔导具翔君可以自由使用』

  『それはないと思いますよ？　この島の魔導具はショウ君が自由にして良いという話でしたし』

  「嗯——总之，回去之后写封信给亚珍塔先生吧」

  「うーん。ともかく、戻ったらアージェンタさんに手紙を書くよ」

  『是啊』

  『そうですね』

  　要是被骂了，就送他新做的甜品让他原谅我吧……

  　怒られたら、新作の甘味でも送って許してもらおう……

  　那么，它说大概十五分钟就能检查完毕，就等吧……

  　さて、なんか一五分ぐらいで点検完了とか言ってたし、それまで待つか……

  『翔君，能问一下关于这座古代遗迹的事吗？』

  『ショウ君。この古代遺跡のことについて聞いてみてもらえますか？』

  「嗯？什么意思？」

  「ん？　どういうこと？」

  『啊，就是，它回答问题的感觉和我用的视频编辑软件很像』

  『あ、えっとですね。受け答えの感じが、私の使ってる動画編集ソフトに似てるんです』

  　美音用的视频编辑软件好像是搭载了最新AI的昂贵软件，而它和那个AI很像。

  　ミオンが使ってる動画編集ソフトは、最新ＡＩ搭載型のお高いやつらしいんだけど、そのＡＩとよく似てるらしい。

  　那个软件好像也搭载了制作了ＩＲＯ的六条软件公司的AI，所以应该能正常地进行口头问答。

  　そのソフトもＩＲＯを作った
    
     六
    ろく
    
     条
    じょうソフトウェア製ＡＩを搭載してるらしいので、普通に口頭で受け答えができるんじゃないかっていう。

  「那个，能问一下吗？」

  「えーっと、ちょっといい？」

  ［好的。请问有什么事？］

  ［はい。御用でしょうか？］

  　哦哦，好厉害。原来是这种感觉啊。不对，现在不是佩服的时候。

  　おお、すげえ。こんな感じなんだ。って感心してる場合じゃないな。

  「能告诉我关于这个设施的事吗？」

  「この施設について教えてくれる？」

  ［是的。本设施是自律型玛那再生设施，型号MR－217］

  ［はい。本施設は自律型マナ再生施設、型式番号ＭＲ─２１７です］

  「自律型？」

  「自律型？」

  ［是的。本设施的玛那再生作业主要由我，MR－217负责。只有在发生异常情况时，才会遵从管理者的指示进行应对］

  ［はい。本施設では、私、ＭＲ─２１７が主たるマナ再生作業を行います。異常事態などが発生した場合のみ管理者の指示に従い対応します］

  　原来如此。所以才叫自律型啊。

  　なるほど。だから自律型か。

  　说起来，那个记录里好像也写着每年检查一次就行了。

  　そういえば、あの記録にも年に一度点検すればいいみたいなことが書いてあったよな。

  『现在的管理者只有翔君吗？』

  『今の管理者はショウ君だけなんでしょうか？』

  「管理者只有我？」

  「管理者って俺だけ？」

  ［是的。本设施由于大气中玛那的急剧减少而停止了正常运行，出于安全问题，不得不转移到了保护状态。

  ［はい。本施設は、大気中のマナの急激な減少により通常稼働を停止し、安全面の問題から保全状態への移行を余儀なくされました。

  　本来管理者的信息也会被保护起来，但由于需要的玛那供给被切断，所以只能以最低限度的状态进行保护］

  　本来であれば管理者情報も保全されているのですが、そのために必要なマナの供給が絶たれたため、最低限の状態での保全となっていました］

  　咦？大气中的玛那应该几天就恢复了，为什么供给还是被切断了？

  　あれ？　大気中のマナって数日で戻ったはずだし、なんで供給が絶たれたままになってるんだ？

  『是因为那条通道崩塌了吗？』

  『あの通路の崩落のせいでしょうか？』

  「啊，前面那条通道崩塌了，是因为这个原因导致玛那供给被切断了吗？」

  「あー、この先、あっち側の通路の先が崩れちゃってるんだけど、そのせいでマナの供給が絶たれてるとか？」

  ［是的。在现在的检查作业中，已经确认发生了故障。可以使用紧急用的玛那来应对］

  ［はい。現在の点検作業において、不具合が発生していることは確認されています。非常用のマナを利用することで対応が可能です］

  「诶？可以应对吗？」

  「え？　対応できるの？」

  ［是的。估计大约需要500玛那就可以修复送魔线。之后利用动力部供给的玛那，清除砂石等，恢复到可以通行的状态］

  ［はい。およそ五〇〇ほどのマナで送魔線を修復可能と推測されます。その後は動力部から供給されるマナを利用し、土砂の除去などを行って通行可能な状態へと戻します］

  　哦哦！如果这样就能解决崩塌的话，那不用回港口也能回山间小屋了！

  　おお！　これで崩落が解消できるなら、港まで戻らなくても山小屋に帰れそう！

  『翔君，得问问需要多长时间』

  『ショウ君。どれくらい時間がかかるかを聞かないと』

  「啊，对哦。大概需要多长时间？」

  「ああ、そうだった。時間どれくらいかかりそう？」

  ［是的。修复送魔线大约需要5分钟。完全修复通道估计需要1小时以上］

  ［はい。送魔線の修復におよそ五分。通路の完全復旧には一時間以上が必要と推測されます］

  「需要1小时以上吗……美音，现在几点？」

  「一時間以上かかるのか……。ミオン、今何時？」

  『刚过晚上10点半』

  『午後一〇時半を回ってます』

  　嗯，那就要超过11点了。

  　うーん、十一時をだいぶオーバーしちゃうんだよな。

  　不对，不是完全修复，只是让我安全通过的话呢？

  　いや、完全復旧じゃなくて、俺が安全に通れるだけなら？

  「如果只是让我们安全通过的话，能更快结束吗？」

  「先に俺たちが安全に通れるようにするだけなら、もっと早く終わる？」

  ［是的。这种情况下估计15分钟左右］

  ［はい。その場合は一五分ほどと推測されます］

  「抱歉，美音。可能要到11点了」

  「ごめん、ミオン。十一時回るかもだけど」

  『没关系。到12点之前都没问题』

  『大丈夫ですよ。十二時までは平気です』

  　美音说起了她第一次来我直播时的事，确实那个时候是这样的。

  　初めてミオンが俺のライブに来た時のことを話されて、確かにそうだったよなと。

  　感觉自从开始社团活动之后，就认真地在11点结束了……

  　部活が始まってからの方が、真面目に十一時に終わってる気がする……

  「那个，修复送魔线需要的玛那够吗？」

  「えっと、送魔線ってのを復旧するためのマナは足りてる？」

  ［不。需要追加大约200点的紧急用魔素］

  ［いいえ。非常用魔素に二〇〇程度の追加が必要です］

  「那我现在就追加玛那，能优先修复到我们能安全通过的程度吗？」

  「じゃ、マナは今から追加するから、俺たちが安全に通れる最低限の復旧を優先してくれる？」

  ［好的。优先开始修复。如果玛那不足会通知您］

  ［はい。優先して復旧を開始します。マナが不足した場合はお知らせします］

  　她好像立刻就开始修复了，我也去特大魔晶石那里。

  　さっそく復旧を始めたっぽいので、俺も特大魔晶石のところに。

  　在说话的时候MP恢复了七成，消耗200点应该还剩100点左右。

  　話してる間にＭＰは七割ほどに回復したし、二〇〇消費しても一〇〇弱は残るはず。

  　从那里到山间小屋不用十分钟，应该能在日期变更前结束。

  　あそこから山小屋までなら一〇分もかからないし、日付が変わる前には終われるよな。

  ［送魔线修复完成。开始暂定修复通道］

  ［送魔線の復旧が完了しました。通路の暫定修復を開始します］

  「那，不用再追加玛那也没问题了吧？」

  「じゃ、もう非常用にマナ入れなくても大丈夫？」

  ［是的。之后的修复会利用动力部供给的玛那］

  ［はい。以降の修復には動力部より供給されるマナを利用します］

  　动力部就是下面有监控室的地方吧。等事情告一段落去看看吧。

  　動力部って下に監視室があるとこだよな。落ち着いたら見に行ってみよう。

  　我放开特大魔晶石，走向通往崩塌处的通道。

  　特大魔晶石から手を離し、崩落へと続く通路へと。

  「汪」

  「ワフ」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯，在这里看吧」

  「うん、ここで見てようか」

  　我没有走到通道，而是坐在房间能看到的位置。

  　通路までは出ず、部屋から見える位置に腰を下ろす。

  　古代遗迹的AI说修复，但要怎么修好那个呢。

  　古代遺跡のＡＩはさらっと復旧って言ってたけど、どうやってあれを直すんだろう。

  『翔君，部长和赛丝酱有话想对你说，能来工作室吗？』

  『ショウ君、部長とセスちゃんがお話があるそうですが、スタジオに来てもらいましょうか？』

  「啊，嗯」

  「あ、うん」

  　是关于世界公告的事吧。

  　例のワールドアナウンスの件だよな。

  　嗯，正好。也让他们看看修复的情况吧。

  　まあ、ちょうどいいか。この修復の様子も見てもらおう。

  『打扰了』

  『お邪魔するわね』

  『兄长！你好像又搞砸了不得了的事情！』

  『兄上！　また、とんでもないことをやらかしたようだの！』

  「顺其自然啦，顺其自然」

  「成り行きだよ。成り行き」

  　我真想不出其他说法。我只想试试在那里装备戒指，然后顺势把手放上去而已。

  　本当にそれ以外の言葉が思いつかない。あそこで指輪を装備してみようと思ったのと、その勢いで言うがままに手を置いちゃったからとしか。

  『所以，现在是什么情况？』

  『それで、今ってどういう状況なのかしら？』

  「古代遗迹可以修复自己崩塌的地方，现在正要开始修复」

  「古代遺跡が自分で崩落した場所を修復できるって話で、それが今から始まるとこっすね」

  『完全搞不懂……』

  『意味がわからないんだけど……』

  　我想也是，美音帮忙解释了发生了什么。

  　そりゃ、わかんないよなと思うけど、ミオンがフォローして何があったか説明してくれる。

  　我不想错过这个场面，一边抚摸着腿上的露比，一边眺望着走廊的尽头。

  　俺はこの場面を見逃したくないので、あぐらの中のルピを撫でながら廊下の先を眺める。

  「哦？哦哦哦？」

  「お？　おおお？」

  　像精灵加护一样的淡淡光芒缓缓覆盖了崩塌的地方。

  　精霊の加護のような淡い光がゆっくりと崩れた場所を覆っていく。

  　当光芒覆盖了整个地方后，左侧的土沙浮了起来，被移向了右侧。

  　全面が覆われたところで、向かって左側の土砂が浮いて、右側へと避けられていく。

  「哎哎哎？那个是怎么移动的？」

  「えええ？　あれ、どうやって移動してるんだ？」

  『看它浮起来的样子，应该是贝露阁下说过的重力魔法吧？』

  『浮いておるところを見るに、ベル殿の話にあった重力魔法の
    
     類
    たぐいではないか？』

  「啊，减少重量……但是，上面的土沙为什么没有崩塌？」

  「ああ、重量を減らして……でも、上に乗ってる土砂が崩れてこないのは？」

  　如果上面是空的还好说，但上面堆着那么多土沙，却没有崩塌下来，这也太不可思议了。

  　崩れた上が空っぽならいいけど、どっさりと載ってる土砂が落ちてこないのも不思議すぎる。

  『虽然只是推测，但可能是用空间魔法固定了现在的状态，或者是用结界魔法支撑着』

  『完全な推測だが、空間魔法で今の位置を固定する、もしくは、結界魔法で支えるといったところかのう』

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　在我们说话的时候，右侧的土沙被移开，可以看到对面了。

  　そんなことを話してるうちに、右側の土砂が取り除かれ、向こう側が見えるようになった。

  　从距离上来看，被埋住的部分大概有10米吧？从地图上来看，从现在这个房间到传送电梯大概有30米，所以三分之一左右应该没错。

  　距離的には埋もれてたのは一〇メートルほどかな？　地図で見た感じだと、今の部屋から転移エレベータまでが三〇メートルほどだったし、三分の一ぐらいであってるはず。

  「可以走了吗？」

  「もう行ける？」

  ［不行。现在正在进行最终的安全保障工作。可以通行后会通知您］

  ［いいえ。現在、最終的な安全確保のための作業中です。通行が可能になり次第、お伝えします］

  『咦？刚才说话的是谁？』

  『え？　今の誰なの？』

  『是古代遗迹的控制AI哦，部长』

  『古代遺跡の制御ＡＩですよ。部長』

  『嚯嚯！不是地下城生物，而是机械啊！』

  『ほほう！　ダンジョン生物説ではなく機械説か！』

  　工作室那边好像很热闹，美音在给我做各种各样的说明，真是感激不尽。虽然时不时会夹杂着“你好厉害”这种话，让我有点不好意思……

  　なんかスタジオの方が盛り上がってるけど、ミオンがいろいろと説明してくれてるのがありがたい。ちょいちょい、俺がすごいって話が挟まるのがむず
    
     痒
    がゆいけど……

  ［可以通行了］

  ［通行可能な状態となりました］

  「谢谢。我们穿过这里回到山间小屋，之后再恢复原状就帮大忙了」

  「ありがとう。俺たちは通り抜けて山小屋の方へ戻るから、その後にでも元の通りに戻してくれると助かるかな」

  ［好的。了解了。通过传送装置后，将按照正常程序进行恢复工作］

  ［はい。了解しました。転移装置を通過後、通常通りの復旧作業に移行します］

  　虽然我也想一直看着正常程序的恢复工作，但现在应该已经过了十一点。

  　通常通りの復旧作業もずっと見てたいところだけど、もう十一時を回ってるはず。

  　必须赶紧通过这里，回到山间小屋。

  　さっさと通り抜けて山小屋へ戻らないと。

  「好了，大家一起回家吧！」

  「さあ、みんなでうちに帰ろう！」

  「汪！」「♪」「「「♪」」」

  「ワフ！」「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

 
  闲谈　ＩＲＯ　运营　蝴蝶效应

  閑話　ＩＲＯ運営　バタフライ・エフェクト

  「打扰了」

  「失礼します」

  　GM巧可没有等回应就直接进入了房间。

  　ＧＭチョコはノックへの返事を待たずに部屋へと入った。

  　她无视趴在桌子上的米夏P，径直坐到了沙发上。

  　机に突っ伏しているミシャＰを盛大にスルーして、ソファーへと腰掛ける。

  「为什么会变成这样……」

  「どうしてこうなった……」

  「为什么会变成这样」

  「どうしてこうなった」

  　GM巧可重复了一遍米夏P的自言自语。

  　ミシャＰのつぶやきを拾ってオウム返しするＧＭチョコ。

  「为什么会变成这样♪　为什么会变成这样♪」

  「どうしてこうなった〜♪　どうしてこうなった〜♪」

  「我去泡咖啡」

  「コーヒー淹れますね」

  　她无视开始唱歌的米夏P，泡了两人份的咖啡。

  　歌い出したミシャＰを無視し、二人分のコーヒーを淹れた。

  　虽然GM巧可也不是不能理解她想趴桌子的心情，但说实话，她只觉得「也是啊」。

  　ＧＭチョコ的には、突っ伏したくなる理由もわからなくもないが、彼女としては「デスヨネー」というのが正直なところだ。

  「怎么办？」

  「どうしよ？」

  「顺其自然不就好了吗？这种事态也在预料之中吧？」

  「成り行きに任せればいいんじゃないです？　こういう事態も想定はしてたんですよね？」

  「话是这么说，但这也太快了吧……」

  「そりゃそうだけど、早すぎでしょ……」

  　终于起身的米夏P喝了一口咖啡。

  　やっと起き上がったミシャＰがコーヒーに口をつける。

  　然后，她沉思了一会儿，叹了一口气。

  　そして、しばらく考え込んでから「はぁ……」とため息一つ。

  「古代遗迹所有权的事，也不用特意隐瞒吧。这迟早会暴露的吧？」

  「古代遺跡に所有権がある話も、隠すほどじゃないかと。いずれバレる要素でしたよね？」

  「是啊。不过，我本来是打算等这次的世界任务结束之后再公开的……」

  「まあね。でも、早くても今のワールドクエストが終わってからの予定だったんだけどなあ……」

  　玩家建国，其领土内有古代遗迹的情况下，作为公会对抗战的要素登场。因此，目前没有这个打算才是正确的。

  　プレイヤーが建国し、その領土内に古代遺跡があった場合に、ギルド対抗戦的な要素として登場するはずのものだった。なので、当面そのつもりはなかったというのが正解だ。

  「然后，报告的不是这件事吧？」

  「で、報告はそれじゃないんだよね？」

  「嗯。有玩家担心死灵都市的攻略速度会极端地变慢」

  「ええ。死霊都市の攻略スピードが極端に遅くなりそうだという懸念が上がってますね」

  「诶？第一部刚开始的时候确实很慢，但多亏了翔君，进度推进了不少，不是应该能稍微提前进入第二部吗？」

  「え？　第一部は初動こそ遅かったけど、それこそショウ君のおかげでだいぶ巻いて、なんなら少し早く第二部に行けそうじゃなかった？」

  　对于这个问题，GM巧可操作平板，将报告发送给了米夏P。

  　その問いに対し、ＧＭチョコがタブレットを操作し、レポートをミシャＰへと送る。

  　米夏P接过来后，将报告映在手边的空中显示器上，嗯嗯地读了起来。

  　受け取ったミシャＰが手元のエアディスプレイにそれを映し、ふんふんと読み進めていく。

  「啊，推测死灵都市的前线据点物价会暴涨。某种程度上来说，物价上涨是没办法的，变成观光地价格也在预料之中」

  「あー、死霊都市への前線拠点で物価が高騰するって推測ね。ある程度上がっちゃうのはしょうがないというか、観光地価格になるのは想定内だったと思うけど」

  「能再往下读一点吗？」

  「そこから、もうちょっと読み進めてもらえます？」

  「嗯？这是什么？这个上涨方式有点异常……啊，被玩家公会独占，进一步上涨的可能性很高吗……」

  「ん？　何これ？　この上がり方予想はちょっと異常……。あー、プレイヤーズギルドで独占して、さらに上がる可能性が高いってことか……」

  　米夏P读到这里，将视线从空中显示器上移开。

  　ミシャＰはそこまで読んだところで、エアディスプレイから目を離した。

  　但是，GM巧可却用手指比划着，示意她继续往下读。

  　が、ＧＭチョコがさらに続きも読めと言わんばかりに、指をすいすいっと動かす。

  「古代遗迹有管理者存在。而且玩家可以成为管理者的情报已经传开了，好像也有这方面的影响」

  「古代遺跡に管理者が存在する。しかもプレイヤーがそれになれるって情報が先に流れちゃったんで、その影響もあるみたいですよ」

  「诶……」

  「えー……」

  　报告中显示，物价有可能会比预想的还要高上三倍，因此世界任务的参加者会减少。进度会显著下降，第二部的预计时间会变成三到五倍。

  　レポートでは想定される物価からさらに三倍になるという懸念が示されており、それによりワールドクエストの参加者が減少。進捗が著しく落ちて、第二部の想定期間が三〜五倍になるという推測が書かれていた。

  「能不能再稍微」

  「もう少しこうなんというか」

  「手下留情一点呢」

  「手心というか」

  　两人互相竖起了大拇指。

  　グッとサムズアップし合う二人。

  「世界任的进度不好，可能会变成责任问题……」

  「ワークエの進捗が悪いと、責任問題みたいな話になりそうだけど……」

  「他们有自信能靠自己通关世界任吧。毕竟是顶级玩家云集的公会，人数也很多」

  「自分たちだけでワークエをクリアできる自信があるんでしょう。トッププレイヤーが揃ってるギルドですし、人数も多いですしね」

  「……其他玩家呢？」

  「……他のプレイヤーは？」

  「一般情况下，我想大家都会观望到回报明确为止。毕竟其他古代遗迹的回报已经明确了，而且那边的管理者也可能成为目标。

  「普通は見返りのあるリターンが判明するまで様子見だと思いますよ。他の古代遺跡は確実なリターンが判明してますし、そっちの管理者も狙えるかもですし。

  　还有就是，有很多公会都在和新加入的玩家一起悠闲地练级，怎么说呢，感觉世界任和自己没什么关系」

  　あとはギルドに入った新規プレイヤーとまったりレベリングしてるギルドも多かったり、なんというかワールドクエストが
    
     他人
    ひと
    
     事
    ごとっぽい感じになってますね」

  　确实，就算不拼命地去挑战世界任务，也有其他可以享受的要素，这倒也是件令人高兴的事。只不过……

  　確かにワールドクエストを必死に追いかけなくても、十分楽しめる要素が他に存在しているのは確かで、それはそれで嬉しい話でもある。ただ……

  「为什么这么干脆呢？想要独占死灵都市的公会可是干劲十足，果然还是差太多了？」

  「なんで、そんなさっぱりしてるの？　死霊都市を独占しようとしてるギルドはガツガツしてるけど、やっぱり差がありすぎない？」

  「主要是因为岛屿的影响吧。最近改善饮食的行动特别活跃。不久前还是卡姆拉斯，现在则是雷佩林。胡椒也很贵。

  「だいたい島の影響ですね。ここ最近は特に食を改善しようって動きがすごくて。少し前はカムラスでしたけど、今はレッペリンですね。コショウがお高いですし。

  　还有寻找幻兽和妖精的人，想要自己建房子的人，耕田就满足的人，还有钓鱼就满足的人。」

  　あと幻獣や妖精を探してる人たちとか、家を自力で建てたい人たちとか、畑を耕してれば満足な人とか、釣りをしてれば満足な人たちとか」

  「蝴蝶效应吗？」

  「バタフライ・エフェクトかー」

  　听到米夏P的喃喃自语，GM巧可露出苦涩的表情。

  　ポツリとつぶやいたミシャＰの言葉にＧＭチョコが渋い顔をする。

  「我不太喜欢那部电影。不，虽然是部非常优秀的电影……」

  「あの映画、あんまり好きじゃないんですよね。いや、すごくよくできた映画ですけど……」

  「感觉是个没有救赎的结局呢……不是，我说的是普通的蝴蝶效应。『巴西的一只蝴蝶拍动翅膀，会在德克萨斯引起龙卷风吗？』的那个。」

  「救いのないエンディングって感じだよねー……じゃなくて、普通にバタフライ効果の方の話。『ブラジルの一匹の
    
     蝶
    ちょうの羽ばたきは、テキサスで竜巻を引き起こすか？』ってやつ」

  「我觉得他的情况不是那么微小的拍动吧。」

  「彼の場合はそんなささやかな羽ばたきじゃないと思いますけどね」

  　GM巧可笑着回答，一口气喝光了剩下的咖啡。

  　ＧＭチョコが笑って答え、残っていたコーヒーを一気に飲み干した。

  　时间已经到了第二天。因为还在加班，所以她似乎打算回家了。

  　既に日付が変わろうという時間。絶賛残業中なので、さすがに上がるつもりらしい。

  「观察两周，如果不行就用B计划」

  「二週間様子を見て、ダメそうならプランＢで」

  「B计划了解」

  「プランＢ了解」

  　当然，B计划就是『啊？　没有那种东西』。

  　もちろんプランＢとは『あ？　ねぇよそんなもん』である。

 
  09　星期一　联系之物，联系之地

  09　月曜日　繫げる物、繫がる場所

  「好热啊。夏天到了啊……」

  「暑い。もう夏だな……」

  　奈特看着窗外嘟囔道。

  　窓の外を見てそうつぶやくナット。

  　马上就要六月了。今天的最高气温似乎超过了28度。

  　もうすぐ六月。今日の最高気温は二八度を超えるらしい。

  「抱歉，我来晚了」

  「遅くなってごめんなさい」

  「哦，辛苦了」

  「おう、おつかれ」

  　今天值日的班长稍微晚了一点才来。

  　今日の日直だったいいんちょが、少し遅れてやってきた。

  　美音……好像在用平板看什么。

  　ミオンは……タブレットで何か見てるっぽい。

  「美音？」

  「ミオン？」

  「嗯」

  「ん」

  　啪嗒一声盖上平板，等大家都坐好后，我们开始吃午饭。

  　パタンとカバーを閉め、全員座ったところでいただきます。

  　小卖部的咸面包意外地好吃啊。

  　購買の惣菜パン、意外と美味いんだよな。

  「对了对了，我有件事想问奈特和班长……」

  「そうそう、ナットといいんちょに聞きたいんだけどさ……」

  　总之，关于和斯薇她们同盟的事，这两个人应该知道些什么。

  　とりあえず、スウィーたちとのアライアンスの件について、二人なら何か知ってるはず。

  「同盟？之前世界任被袭击的时候我们是组队的哦？」

  「アライアンス？　前のワークエで襲撃来た時は組んでたぞ？」

  「诺姆们也加入了？」

  「それってノームたちも入ってた？」

  「嗯。它们好像很想加入」

  「おう。なんか入りたそうにしてたしな」

  　NPC也会自主行动，看来它们确实会主动帮忙。

  　ＮＰＣも自律的に動いてて、協力しようとしてくれるのは間違いないのか。

  　不过，它们好像没有和怪物直接战斗过，所以NPC无法行动时会怎么样还是个谜。而班长那边，

  　ただ、モンスターと直接戦闘して
    
     怪
    け
    
     我
    がをするようなことはなかったらしいので、ＮＰＣが行動不能になった時にどうなるかは不明のまま。一方のいいんちょのほうは、

  「我对游戏的机制一窍不通。只是照着由纪小姐说的做而已」

  「私はそういうゲームの仕組み的なことはさっぱり。ユキさんの言うとおりにしてただけよ」

  「和那些有翼人……应该没组队吧？」

  「例の有翼人たちとは……まあ組んでねえか」

  「嗯，我想也是。」

  「ああ、そりゃそうか」

  　班长苦笑着，美音则连连点头。

  　苦笑いのいいんちょとコクコクとうなずくミオン。

  「你会问这个……是想问菲雅莉族吗？话说，世界公告说你是古代遗迹的管理者，就是你吧？」

  「そんなこと聞いてくるってことは……フェアリーたちとか？　ってか、古代遺跡の管理者とかいうワールドアナウンスお前なんだよな？」

  「啊，嗯。哎，发生了很多事……」

  「あ、うん。まあ、それまでにいろいろあって……」

  　班长严厉地叮嘱我，不要把菲雅莉和塞尔奇带去危险的地方……

  　いいんちょにはフェアリーやセルキーたちを危険な場所に連れていかないよう、キツく注意されました……

  「我吃饱了。」

  「ごちそうさま」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　社团活动时间。久违的山间小屋饭，是森林兔肉和雷克森、查加菇、仙人笋的炒菜。

  　部活の時間。久々の山小屋ご飯は、フォレビット肉とレクソン、チャガタケ、仙人筍の
    
     炒
    いため
    
     物
    もの。

  　果然加了胡椒盐后，味道就截然不同了。只是，我强烈地想要白米饭……

  　やっぱり塩コショウが入ると格段にうま味が違う。ただ、猛烈に白いご飯が欲しくなる……

  『打扰了。』

  『お邪魔するわね』

  　贝露部长检查完昨天直播的评论后，进入了工作室。

  　自身の昨日のライブコメントをチェックし終えたベル部長がスタジオ入り。

  　因为昨晚很晚才结束，似乎有很多问题没能问到。

  　昨夜は遅い時間だったこともあって、質問できなかったことがたくさんあるらしい。

  「露比，我得写信，你可以去斯薇那边玩。」

  「ルピ。俺は手紙書かないとだし、スウィーのところに遊びに行っていいよ」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  　露比精神饱满地跑向森林。

  　元気よく森の方へと走っていくルピ。

  　等信寄出去后，去散个步吧。去确认一下崩塌的通道有没有修复。啊，捡到的那些东西也得鉴定一下。

  　手紙を出し終わったら、ちょっと散歩にでもかな。崩落があった通路が修復されてるか確認に行くか。ああ、拾っただけのあれこれを鑑定もしないと。

  「首先，得写报告给亚珍塔先生才行。」

  「まずは、アージェンタさんにレポート書いて出さないと」

  『我可以提问吗？』

  『質問しても良いのかしら？』

  「没问题。美音会帮我补充的。」

  「大丈夫っすよ。ミオンがフォローしてくれるし」

  『交给我吧！』

  『任せてください！』

  　洗好餐具后，我们回到山间小屋。

  　食器を洗って片して山小屋へと戻る。

  　好，把昨天发生的事情按时间顺序全部写下来吧……

  　さて、昨日あったことを時系列で全部書くか……

  『那么，首先是周六的直播，你用了胡椒对吧？』

  『じゃ、まず土曜のライブのことなんだけど、コショウ使ってたわよね？』

  「嗯。因为是鱼料理，所以用的是白胡椒。」

  「ええ。魚料理なんで白コショウの方ですね」

  　首先，我们进入灯塔后面的大型洞窟，打倒了贝诺马史莱姆。

  　まずは灯台の裏にある大きな洞窟に入って、ベノマスライムってのを倒したんだよな。

  『我在本土没看到白胡椒。』

  『白コショウは本土では見ないのだけど』

  「咦？」

  「え？」

  　贝露部长说，本土用的是黑胡椒。而且全部都是从魔王国进口的。

  　ベル部長曰く、本土で使われてるのは黒コショウ。それも全部が魔王国からの輸入品らしい。

  　王国离魔王国最远，所以胡椒是超级奢侈品……

  　王国は魔王国から一番遠いせいで、コショウがめちゃくちゃ贅沢品らしく……

  「我在岛的南侧很普通地找到了。在ＩＲＯ里好像叫雷佩林。」

  「島の南側に普通に見つけたんですよね。ＩＲＯだとレッペリンっていうらしいですけど」

  『岛的南侧大概是多少纬度呢……』

  『島の南側ってどれくらいの緯度になるのかしら……』

  「卡姆拉斯果实就在渔村附近。所以，大概是从那里往南走的地方？」

  「カムラスの実って漁村の近くにあったんですよね。なんで、そこから南に行ったあたり？」

  　我在调查白胡椒的制作方法时，看到现实世界里印度好像是原产地。

  　白コショウの作り方を調べた時に、リアルだとインドとかが原産地らしいって話を見たかな。

  　不过，这座岛是单人专用的，所以本来不会同居的植物似乎也存在。

  　ただ、この島はお一人様専用のせいで、本来は同居しない植物もありそうなんだよな。

  『比格里涅更南边啊』

  『クリーネよりさらに南ってことね』

  『有村子吗？』

  『村があるんですか？』

  『不，是未开发地区。用地图来说的话……』

  『いえ、未開地よ。地図で言うと……』

  　美音和贝露部长大概是在看官网地图边聊吧。所以，我趁现在赶紧写信。

  　ミオンとベル部長は、多分、公式ページの地図を見ながら話をしてるんだろう。なので、今のうちにさくさくと手紙を書き上げる。

  　打倒了叫作红幽魂的头目和许多不死者后，我们到达了资料室。斯薇她们在那里找到了戒指。

  　マルーンレイスってボスと多数のアンデッドを倒して資料室に到達。そこでスウィーたちが指輪を見つけてくれたんだよな。

  『最好调查一下呢』

  『これは調査した方がいいわね』

  『部长要去吗？』

  『部長が行かれるんですか？』

  『我想优先去魔术士之塔，真烦恼啊……』

  『魔術士の塔を優先したいところだし、悩ましいわね……』

  　昨天，周日的直播中蕾欧娜大人也加入了，所以攻略速度进一步加快。

  　昨日、日曜のライブではレオナ様も加わって、さらに攻略は加速。

  　她们似乎把十一层剩下的和十二层的每个角落都检查了一遍，然后进入了十三层……

  　十一階の残りと、十二階を隅々までチェックして十三階に突入したそうで……

  『我们得到了应用魔法学〈风〉的魔导书，所以想说会不会还有其他的』

  『応用魔法学〈風〉の魔導書が手に入ったし、さらに他のもあるんじゃないかって』

  「哦哦，恭喜」

  「おおー、おめでとうございます」

  『恭喜。部长也得到了呢！』

  『おめでとうございます。部長も手に入れたんですね！』

  『……美音刚才说的“也”是什么意思？』

  『……今、ミオンさんが「も」って言ったのは？』

  　是的，我说了。

  　はい。言いましたね。

  「呃，控制室前面有资料室，应用魔法学的书已经全部集齐了」

  「えーっと、例の制御室の手前に資料室があって、応用魔法学の残り全部揃いました」

  『这样啊……』

  『そうなのね……』

  　贝露部长显得有些失望。虽然我感到有些抱歉，

  　ちょっとガックリ感があるベル部長。申し訳ないなと思うものの、

  「不过，我还没决定要不要学。毕竟三种技能就要用掉12SP，有点……」

  「まあ、取るかどうかは未定です。その三種でＳＰを12も使うのはちょっと……」

  　虽然现在SP还有23，但已经有几个技能快要升到10级了，考虑到上位技能，我有点犹豫要不要全部学完。

  　今、ＳＰは23余ってるけど、そろそろスキルが素で10になりそうなのがちらほらあるし、上位スキルのことを考えると全部取るのは
    
     躊躇
    ためらわれる。

  　我想把元素魔法升到上限后学空间魔法，也对生产技能的上限突破很感兴趣。

  　元素魔法を上限突破して空間魔法を取りたいし、生産スキルの上限突破の方も気になる。

  　贝露部长是纯魔力型，应该会想把所有魔法技能都学全吧。

  　ベル部長は純魔ビルドだし、アイデンティティとして魔法スキル全種取りたいだろうなあ。

  『翔君，王国南侧的话……』

  『ショウ君、王国の南側なら……』

  「嗯。奈特和他的朋友在那里，应该可以交给他们吧。」

  「うん。あっちにはナットと奴のフレがいるんで、任せちゃっていいんじゃないかと」

  『是啊。就算找到胡椒，感觉白银之馆的人手也不够。等和由纪小姐确认后，再拜托他们吧。』

  『そうねえ。コショウが見つかったとしても、白銀の館で取り扱うにも人手が足りない気がするわ。ユキさんに確認を取ってからお願いすることになると思うけど』

  「了解。」

  「りょっす」

  　社团活动结束后，再给奈特发个消息吧。

  　部活終わりにでもナットにメッセ入れておくかな。

  「好，写完了。」

  「よし、書けた」

  　虽然想立刻发送，但还是先确认那条通道有没有恢复原状吧？

  　さっそくと思ったんだけど、どうせならあの通路が元に戻ってるか確認した方がいいか？

  『不发送吗？』

  『送らないんですか？』

  「啊，嗯。我想先确认一下崩塌的地方有没有修复。」

  「あ、うん。崩落したところが修復されてるか確認した方がいいかなって」

  『啊，说得也是。』

  『あ、そうですね』

  　既然决定了，那就赶紧去看看吧。

  　そうと決まれば、さくっと行って見てこよう。

  「露比～」

  「ルピ〜」

  　我一喊，露比就高兴地跑了过来。它背上的斯薇现在处于牛仔竞技的状态，没问题吧……

  　そう呼ぶと、ルピが嬉しそうに駆けてくる。背中に乗ってるスウィーがロデオ状態になってるんだけど大丈夫なのかな……

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我蹲下身接住飞扑过来的露比，斯薇无力地贴在了我的左肩上。

  　飛び込んできたルピをしゃがんで受け止めると、スウィーがくたっと左肩へと張りつく。

  　晕车了？她明明能飞，感觉没必要特意骑在露比身上。

  　乗り物酔い？　普通に飛べるんだから、わざわざルピに乗らなくても良い気がするんだけど。

  「我们去展望台那边散散步吧。斯薇，吃点这个打起精神来。」

  「ちょっと展望台のところまで散歩に行こう。スウィー、これ食べて元気出して」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　一拿到绿莓，女王大人的心情就完全好了起来。

  　グリーンベリーを受け取った瞬間、すっかりご機嫌になる女王様。

  　那么，应该不需要带什么特别的东西吧。姑且还是把装备穿戴好吧。

  　さて、特に何か持っていく必要もないよな。一応、装備だけはきちんとしておくか。

  『可以继续提问吗？』

  『質問の続き、よろし？』

  「啊，请讲请讲。」

  「あ、どうぞどうぞ」

  『你得到了砂糖吧？』

  『砂糖も手に入れたのよね？』

  「嗯，一种叫蓝葛利斯的植物，就是甜菜。咦？砂糖其实也很贵吗？」

  「ええ、ブルーガリスっていう、まあ、テンサイっすね。あれ？　砂糖も実は高いとか？」

  『不，砂糖是有的。我想问的是，你是怎么注意到胡椒和甜菜的植物的？』

  『いえ、砂糖はちゃんとあるわよ？　聞きたいのは、コショウやテンサイになる植物にどうやって気づいたのかなのよ』

  　贝露部长知道我不看论坛，所以很难想象我是从美音那里听说的。

  　ベル部長は俺がフォーラムとか見ないのを知ってるし、ミオンからそれを聞いて解決したってのも考えづらいなあっていう話らしい。

  　说起来，贝露部长好像也没见过雷佩林和蓝葛利斯的实物。

  　そもそも、レッペリンやブルーガリスの実物はベル部長も見たことがないそうで。

  『都是多亏了植物图鉴吧』

  『植物図鑑のおかげですよね』

  「是啊，山间小屋里留下的图鉴很优秀。啊，还有，有图鉴的话就能学到学问系技能，可能也和这个有关」

  「そうそう、山小屋に残されてた図鑑が優秀で。あー、あと図鑑があると学問系スキルが取れるから、それも絡んでるかも」

  　能找到雷佩林，感觉也是多亏了图鉴。

  　レッペリンを見つけたのもそのおかげな気がしなくもない。

  『在王国看不到图鉴吗？』

  『王国では図鑑は見れないんですか？』

  『商业公会之类的地方能看到，但阅览费很高。而且听你这么说，可能比翔君手里的图鉴要差吧？』

  『商業ギルドなんかで見れるのだけど閲覧料が高いのよ。それに話を聞いてる限りだと、ショウ君が持ってるものより劣るんじゃないかしら？』

  「啊……」

  「あー……」

  　我手里的图鉴是灾厄之前就有的古代魔导文明的图鉴。

  　俺が持ってる図鑑は厄災の前からある古代魔導文明の図鑑だもんな。

  　如果贝露部长她们手里的图鉴是灾厄之后才有的，那应该差很多。

  　ベル部長たちが持ってるやつが、厄災の後からできたようなやつなら、だいぶ違う気がする。

  「如果想找到和我手里一样的图鉴，可能要期待魔术士之塔或者死灵都市了」

  「俺が持ってる図鑑と同じものとなると、魔術士の塔とか死霊都市に期待ですかね」

  『是啊。不过这样我就稍微理解了』

  『そうねえ。でもこれで少し理解できたわ』

  『理解什么？』

  『何がですか？』

  『有传闻说翔君的岛很接近终盘内容。当然，应该有无人岛开局的调整吧』

  『ショウ君の島がエンドコンテンツに近いんじゃないかって噂があるのよ。もちろん、無人島スタートの調整は入ってるでしょうけれどね』

  　贝露部长好像接受了这个说法，她联系了白银之馆的人，然后就去了ＩＲＯ。

  　ベル部長はそれで納得したのか、白銀の館の人たちに連絡するとＩＲＯへ。

  　我们正准备去确认崩塌的地方是否已经修复完毕，从山间小屋的盆地走下楼梯的途中，

  　俺たちは崩落した場所がちゃんと修復されたかの確認に向かってるんだけど、山小屋の盆地から階段を下りてる途中で、

  ［请问现在方便吗？］

  ［よろしいでしょうか？］

  「呜哇！」

  「うわっ！」

  　我被吓了一跳，差点踩空……

  　びっくりして足を踏み外すところだった……

  　刚才的声音应该是古代遗迹的AI吧，是从戒指传来的？

  　今の声は古代遺跡のＡＩなんだろうけど、指輪からだよな？

  『是戒指吗？』

  『指輪ですか？』

  「大概吧？先下楼再说。」

  「多分？　まずは下りるよ」

  『好的。』

  『はい』

  　我小跑着下楼梯，再次面向戒指，

  　小走りで階段を下り、改めて指輪に向かって、

  「呃，什么事？」

  「えっと、何？」

  ［是的，有问题的地方已经全部修复完毕，现在正在正常运作中。］

  ［はい。問題のあった箇所の修復は全て完了しました。現在は通常稼働中です］

  「嗯，我们现在就去确认。」

  「うん。今から確認に行くから」

  ［好的，了解。］

  ［はい。了解しました］

  　虽然不知道是什么原理，但好像可以通话。不，应该是魔法吧。

  　どういう理屈かわからないけど通話できるらしい。いや、魔法だよな。

  「果然是风系魔法吗？」

  「やっぱり風系統の魔法なのかな？」

  『是啊，是传送声音之类的吗？』

  『そうですね。音を転送してるとかでしょうか？』

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　在古代遗迹里就能通话吗？

  　古代遺跡の中なら通話できるとかなのかな？

  　感觉相当方便，但在这里的话，就只能和古代遗迹AI说话了。

  　かなり便利な気がするんだけど、ここだと古代遺跡ＡＩと話すぐらいしかないよな。

  　十字路口右转，通过传送电梯来到上方，那里已经……

  　十字路を右へ。転移エレベータで上に来た先はもう……

  「哦哦！变干净了！」

  「おお！　綺麗になってる！」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　我一边仔细地观察通道的左右和天花板，一边前进。

  　ゆっくりじっくり通路の左右、天井を眺めながら進む。

  　说起来，解锁密码门的前方，之前一直很暗，现在也变亮了。

  　そういえば、解錠コードの扉の先、今までは暗かったのも直ってたなと。

  　右手边有一扇门，从那里应该能到观景台。我之前挖的那条近路，也在门前被堵住了……

  　右手側に扉があって、そこから展望台に出られるんだろう。その手前にあった、俺が
    
     拡
    ひろげた抜け道も塞がれてるな……

  「看来是以前以这扇门为中心崩塌的。」

  「この扉を中心に崩れ落ちてたっぽいね」

  『原因是什么呢？』

  『原因ってなんでしょう？』

  「唔，我猜……」

  「うーん、多分だけど……」

  　发生灾厄后逃到这里的人们，应该会想尽办法出去吧？

  　厄災が起こって逃げてきた人たち、どうにかして外に出たかったんじゃないかな？

  　玛那消失，感觉就像空气消失一样，所以他们赌上一丝希望，想出去外面看看。

  　マナがなくなるって、空気がなくなるような感じだろうし、外に出ればっていうわずかな望みに賭けたらみたいな。

  『好可怕……』

  『怖いですね……』

  「要是能出去外面，灾厄结束后说不定还能想办法活下去。」

  「外へ出れていれば、厄災が終わった後になんとかなったかもなあ」

  　因为需要解锁密码的门打不开，所以他们强行破坏了吧……

  　解錠コードの扉が開かなかったから、無理矢理ってやったんだろうけど……

  「这扇门应该是修复过的，不过需要解锁密码对吧？」

  「この扉、修復されたんだと思うけど、解錠コードが必要な方だよね？」

  『是的。』

  『です』

  　以前的密码，是不是设定成那个数字了？姑且确认一下吧。

  　以前のコード、例の数字で設定されてるのかな？　一応、確認しておくか。

  【已确认到受祝福者的访问。请输入解锁密码】

  【祝福を受けし者のアクセスを確認しました。解錠コードを入力してください】

  「4725」

  「４７２５」

  【解锁密码正确。要解锁吗？】

  【解錠コードが合致しました。解錠しますか？】

  「要」

  「はい」

  　该说果然还是理所当然呢，密码一样。

  　やっぱりというか当然というか同じだった。

  　难得来到这里，先去扫墓吧。

  　せっかくだし、先にお墓参りを終わらせておこう。

  　我正好来到观景台中央，直走就是露比母亲的墓。

  　ちょうど出たところが展望台の中央で、まっすぐ進むとルピのお母さんのお墓がある。

  　斯薇为墓碑献上鲜花，我们三人一起默哀……

  　スウィーが花を供えてくれて、三人で
    
     黙
    もく
    
     禱
    とう……

  「那接下来就去控制室吧」

  「じゃ、あとは制御室行ってかな」

  「汪」

  「ワフ」

  　我关好门，走向控制室。

  　扉をしっかり閉めて制御室へ。

  　一进门，对面有个像是边桌一样的东西，感觉就是控制板。

  　入った向かい側、サイドテーブルのようなものは制御板って感じなのかな。

  　斯薇在上面飞来飞去，她应该看不懂上面的内容吧？

  　スウィーがふらふらとその上を飛んで眺めてるけど、意味わかってるわけじゃないよな？

  「那个，虽然不知道原本是什么样的，不过通道都修好了，门的解锁密码也和之前一样」

  「えっと、元々どうだったか知らないんだけど、通路はちゃんと直ってたし、扉の解錠コードも前のままだったよ」

  ［是的。另外，本设施不负责管理各处的门］

  ［はい。なお、各所の扉について、本施設はいっさい関知いたしません］

  「哎？这样好吗？」

  「え？　それっていいの？」

  ［是的。为了避免门的状态因我自身功能停止或故障而固定化，所以采取了独立管理］

  ［はい。私自身の機能停止や不具合によって、扉の状態が固定化されることを回避するため、切り離された管理となっています］

  　唔，是这样吗。感觉要是出了什么事，门开着才更正常……

  　うーん、そういうものなのかな。何かあったら開けっ放しになる方が正しい気が……

  ［请问您还有其他问题吗？］

  ［よろしいでしょうか？］

  「啊，嗯」

  「あ、うん」

  ［关于您没有确认到的修复部分，大型传送室的部分地板陷落，已经修复完毕］

  ［確認いただいた以外の修復箇所ですが、大型転送室の床の一部が陥没していたのを修復しました］

  　大型传送室应该是在地下吧。亚珍塔先生就是从那里传送过来的。

  　大型転送室って確か地下だよな。アージェンタさんが転移してきた。

  　部分地板陷落……？啊！

  　床の一部が陥没……？　ああ！

  「是骷髅将军脚下被挖掘的地方吗！」

  「スケジェネの足元を掘削したやつか！」

  『啊，忘记填上了』

  『あ、埋め忘れてましたね』

  　那天我赶时间，慌慌张张地就回去了，之后一次都没去过。

  　あの日は時間ギリギリで慌てて戻ったし、その後に一度も行ってないんだよな。

  　除了传送魔法阵以外，感觉没什么特别的，不过还是再去调查一下吧……

  　転移魔法陣以外には特にって感じだったけど、もう一度調べに行くか……

  ［如果修复前的状态更好，我可以将其恢复原状？］

  ［修復前の状態の方が良ければ、そのように戻しますが？］

  「啊，不用了。谢谢你帮我修好了。还有其他事情吗？」

  「あ、いや。直してくれてありがとう。それ以外に何かある？」

  ［是的。现在，设施正在正常运行。也可以进行玛那的再利用处理］

  ［はい。現在、施設は通常どおり運転しております。マナの再利用処理も実行可能です］

  「啊，就是这个。玛那的再利用处理是什么？」

  「ああ、それだ。マナの再利用処理って何？」

  ［玛那的再利用处理，是指将含有玛那的废弃物进行焚烧处理，填充到魔晶石中，用于本设施，还原到大气中］

  ［マナの再利用処理とは、マナを含有している廃棄物を焼却処分し、魔晶石への充塡、本施設での利用、大気中へと還元することを指します］

  　诶，原来是这样的设施啊。

  　へー、そんな施設だったんだ。

  　含有玛那的废弃物是指魔石？魔导具？还有魔银之类的吗？

  　マナを含有している廃棄物っていうと魔石？　魔導具？　あとは
    
     魔銀
    ミスリルとかかな？

  『焚烧处理是怎么做的呢？』

  『焼却処分ってどうしてるんでしょう？』

  「焚烧……扔进火口吗？」

  「焼却……火口に放り込んでる？」

  『啊！』

  『あ！』

  ［是的。本岛活动中的火山，将地脉中流动的玛那释放到大气中。本设施是利用这个原理的再生处理设施］

  ［はい。本島で活動中の火山は、地脈に流れるマナを大気へと放出しています。本施設はその仕組みを利用した再生処理施設です］

  　原来如此。只要把废弃物扔进去，就能焚烧，还能再利用玛那。

  　なるほど。廃棄物を放り込めば、物は焼却されるし、マナは再利用できると。

  「咦？如果不准备废弃物，玛那又会不够，进入保护状态吗？」

  「あれ？　廃棄物を用意しないと、またマナが足りなくなって、保全状態になったりするの？」

  ［不。本设施的基本运转，只需要回收火山活动释放的一部分玛那就足够了］

  ［いいえ。本施設の基本的な稼働には、火山活動で放出されるマナのごく一部を回収するだけで問題ありません］

  　那么，也不用特意把废弃物扔进去吗。

  　じゃ、特に廃棄物を放り込まないといけないわけでもないか。

  　如果它说不准备废弃物的话会很麻烦，那我可就头疼了。

  　逆にそれを用意しないとまずいとか言われると、結構困ってたところだけど。

  「还有，这个戒指能通话的范围是？有限制吧？」

  「あと、この指輪で通話できる範囲って？　制限はあるよね？」

  ［是的。只能在设施内部通话。在室外无法使用］

  ［はい。施設内部のみ通話可能です。屋外では使用できません］

  　嗯嗯。嗯，和预想的一样。问题就这些了吧……

  　ふむふむ。まあ、予想通り。質問はそんなとこかな……

  『翔君，我有件事想问妮娜小姐』

  『ショウ君、ニーナさんに聞いてほしいことがあります』

  「妮娜小姐？啊，是指这个AI吗？」

  「ニーナさん？　ああ、このＡＩのこと？」

  『啊，是的。对不起……』

  『あ、はい。すいません……』

  「没事，我觉得这个称呼很好」

  「ううん、すごくいいと思うよ」

  　嗯，『古代遗迹的AI』确实不好称呼。不愧是美音。能设定名字吗？

  　ああ『古代遺跡のＡＩ』って呼びづらいもんな。さすがミオン。名前の設定とかできるかな？

  「MR—217不好称呼，叫你妮娜可以吗？」

  「ＭＲ─２１７って呼びづらいから、ニーナって名前でいい？」

  ［好的。称呼已变更为『妮娜』］

  ［はい。呼称を『ニーナ』に変更しました］

  「哦哦！那么，你想问什么？」

  「おお！　で、なんだっけ？」

  『啊，是的。我想问转移魔法阵的目的地』

  『あ、はい。転移魔法陣の行き先がどこなのかです』

  　啊，确实。如果那也是设备之一的话，应该知道？

  　あ、確かに。あれも設備の一つなら把握してるはず？

  「那个，我想知道转移魔法阵的目的地。这个房间里的那个，现在在山间小屋里，你知道吗？」

  「えっと、転移魔法陣の行き先が知りたいんだけど。この部屋にあったやつで、今は山小屋にあるやつってわかるかな？」

  ［不。但是，关于转移魔法阵的信息，可以通过个体编号进行查询］

  ［いいえ。ですが、転移魔法陣の情報については、個体番号で問い合わせが可能です］

  　那个特别长的个体编号吗？我当然不记得……

  　あのやたら長い個体番号か。当然、俺が覚えてるわけもなく……

  『翔君，我把编号告诉你』

  『ショウ君。番号伝えますね』

  「谢啦！呃，个体编号是……」

  「さんきゅ！　えーっと、個体番号は……」

  　我把美音告诉我的编号一字一句地念了出来。

  　ミオンが話してくれた番号を一言一句伝えていく。

  ［好的。正在核对定位信息……核对完成。转移目的地是中央尖端魔导研究所，第十一号三号转移塔。座标信息是……］

  ［はい。測位情報を照会中……照会完了。転移先は中央先端魔導研究所、第十一号三番転移塔です。座標情報は……］

  　呃，这个……

  　え、えーっと……

  『没事的。我记下来了』

  『大丈夫ですよ。私がメモしました』

  「谢啦。帮大忙了」

  「さんきゅ。助かったよ」

  　我也随身带个笔记本吧……

  　俺も筆記用具ぐらい、持ち歩くことにしよ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「呼，差不多就这样吧」

  「ふう、こんなもんかな」

  『辛苦了』

  『お疲れ様です』

  　夜晚的ＩＲＯ是周一农活日。收获，拔草，浇水。

  　夜のＩＲＯは月曜農作業の日。収穫して、雑草抜いて、水やりして。

  　回收亞咕咕的蛋，把蓝葛利斯的叶子大量地扔进饲料箱。

  　ヤコッコの卵も回収し、ブルーガリスの葉っぱをどっさりと餌箱に放り込む。

  『剩下的时间要做什么？』

  『残りの時間はどうしますか？』

  「鉴定菲雅莉们收集的战利品，还有做独轮车」

  「フェアリーたちが集めてくれてた戦利品の鑑定と、一輪車作れないかなって」

  『独轮车……吗？』

  『一輪車……ですか？』

  　啊，美音好像没反应过来，她想象的是另一种独轮车吧。

  　あ、これ、ミオンがピンと来てないというか、別の一輪車を想像してそう。

  　猫……猫车……手推车比较好理解吧。

  　ネコ……猫車……手押し車の方がわかりやすいかな。

  「你知道手推车吗？」

  「手押し車ってわかる？」

  『我查一下……啊，是运货用的吗？』

  『ちょっと調べてみます。……あ、荷物を運ぶためのですか？』

  「对对」

  「そうそう」

  　她大概是在网络上搜寻图片，应该不会错吧？

  　多分、検索か何かで画像を見たんだと思うから、間違ってないはず？

  　虽然大小姐应该不会知道，不过在乡下地方，『猫』就是指这种东西。

  　お嬢様には縁のない物だとは思うけど、田舎だと普通に『ネコ』で通じるからなあ。

  『看起来是铁制的。轮胎呢？』

  『鉄でできてそうですけど。あとタイヤは？』

  「也有木制的，就用那个吧。」

  「木製のもあるから、そっちかな」

  　我这么回答后，她大概又在搜寻了，于是我开始准备回山间小屋。

  　そう答えると、多分また検索してるっぽいので、山小屋へと戻る準備を。

  　露比已经坐在脚边等着了，不过斯薇和菲雅莉们还在物色格雷普尔。

  　ルピはもう足元にお座りして待ってくれてるんだけど、スウィーとフェアリーたちは、まだグレイプルを物色中。

  「差不多该回去了哦～」

  「そろそろ帰るよ〜」

  「～～♪」「「「～～♪」」」

  「〜〜〜♪」「「「〜〜〜♪」」」

  　听到我的声音，她们各自抱着一颗喜欢的格雷普尔果实当伴手礼回来。

  　その声に、各自一個ずつ、お気に入りのグレイプルの実をお土産に抱えて戻ってくる。

  　是不是该再跑一趟，只摘格雷普尔果实呢？毕竟可以用来做红酒、醋和干燥格雷普尔，用途很多……

  　もう一回ぐらい、グレイプルだけを採りに来た方がいいかな？　ワイン、ビネガー、ドライグレイプルと用途が多いし……

  『就是这个吧。感觉好可爱。』

  『これですね。なんだかすごく可愛いです』

  「像古董的那一种？虽然也可以直接摆在花坛里，不过我要做的是实用型。」

  「アンティークっぽいやつ？　そのまま据えて花壇にするようなのもあるけど、俺が作るのは実用的な方かな」

  　只要做成框架、轮胎和放置木箱的导轨这种简单的样式，就可以根据用途改变木箱的大小。

  　フレームとタイヤ、木箱を乗せるガイドだけのシンプルなやつにしておけば、用途によって木箱の大きさを変えればいいはずだし。

  『这个要怎么上楼梯？』

  『これって、階段はどうやって？』

  「呃，把车轮能通过的木板铺好，然后只把那部分做成斜坡。在正中间这样……」

  「えっと、車輪が乗る幅の板を渡して、そこだけ斜面にする感じ。この真ん中にこう……」

  　正好走到通往山间小屋的楼梯，我边比划边说明。

  　ちょうど山小屋へと出る階段に差しかかったので、身振りを加えつつ説明してみる。

  　这个楼梯的斜度相当大，感觉倒着上去会比较好。

  　この階段、結構斜度があるから、後ろ向きに上った方が良さそう。

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  「嗯，顺利的话就好了……」

  「まあ、うまくいけばいいけど……」

  　感觉耐久度不太够，可能会啪叽一声断掉。

  　耐久度が足りなくて、ボキッと行きそうな気がしなくもない。

  　到时候就用铁做框架吧……

  　その時はフレームを鉄で作るか……

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　露比在爬完楼梯后冲了出去，斯薇和菲雅莉们也跟在后面。

  　階段を上り切ったところでルピが駆け出し、スウィーやフェアリーたちが続いていく。

  　接下来都是些单调的作业，就让它们自由玩耍吧。

  　あとは地味な作業になるし、好きに遊んでてもらおう。

  「嘿咻。」

  「よいしょっと」

  　我先把行李放在土间，然后把收获的蔬菜拿去山间小屋。

  　荷物をいったん土間に置いて、収穫した野菜やらを持って山小屋に。

  『翔君。箱子在发光哦。』

  『ショウ君。箱が光ってますよ』

  「咦？啊，回复好快！」

  「え？　あ、返事早いな！」

  　既然必须尽快回复，果然还是因为成为古代遗迹管理者这件事吗？还是说，甜食不够了……

  　急ぎで返事しないといけないってことは、やっぱり古代遺跡の管理者になっちゃった件がまずかったのかな？　それか、甘味が足りなくなったか……

  　总之，我先下到一楼，把不能久放的东西放进收纳箱。

  　とりあえず、一階に下りて、日持ちしないものは収納箱へ。

  　格琳辛和奥达普拉只要放在阴凉处保存就好，所以放进普通的木箱里。一楼的昏暗正好适合。

  　グリシンやオーダプラなんかは日陰で保存しとけばいいので、普通の木箱に放り込んでおく。一階の暗さがちょうどいい。

  「做好心理准备确认吧。」

  「覚悟を決めて確認するか」

  『好。』

  『はい』

  　打开魔导传送箱……里面只有信。

  　魔導転送箱を開けると……入っているのは手紙だけ。

  『翔大人

  『ショウ様

  　感谢您告诉我如此重要的消息。

  　非常に重要な報告をいただき、ありがとうございます。

  　我想当面和您确认现状以及转移魔法阵的事情。

  　現状確認と転移魔法陣の件で、直接お話しできればと思います。

  　因此，我明天就去拜访您，您方便吗？』

  　ついては、明日にでもそちらにお伺いしたいのですが、ご都合のほどはいかがでしょうか？』

  「明天也太突然了吧？至少后天……」

  「明日っていきなりすぎない？　せめて、
    
     明後日
    あさってとか……」

  『但是，后天和直播撞上了』

  『でも、明後日だとライブと重なっちゃいます』

  「啊，对哦……」

  「ああ、そうだった……」

  　上次只是稍微露脸就引起了大骚动，我可不想再经历一次。

  　前回ちょろっと出ただけでも大騒ぎだったのに、またってのは勘弁してほしい。

  　这样的话，就只能选明天了。或者周四……但是太晚了吧。

  　そうなると、明日一択だよな。もしくは、木曜とか……だと遅いんだろうなあ。

  「那就明天吧。晚上九点左右可以吗？不知道你是要飞过来还是转移到地下，就用回信告诉我吧」

  「じゃ、明日でいいか。夜って午後九時ぐらいでいいかな？　飛んでくるのか、地下に転移してくるのかわからないけど、それは返事で聞こう」

  『好』

  『そうですね』

  　我再次下到一楼，拿了纸和钢笔……不对，是魔导刻印笔。

  　もう一度、一階へと下りて、紙と万年筆……じゃなくて魔導刻印筆を取ってくる。

  　我本来就打算随身携带笔记用具，就一直放在道具栏里吧。

  　筆記用具、持ち歩こうと思ってたし、常にインベントリに入れておこう。

  「嗯，OK，时间就定在九点，然后就是问你是要转移到地下还是来港口」

  「えっと、オッケーなのと時間が九時からでお願いするとして、あとは地下に転移してくるのか、港に来るのかか」

  　我像往常一样简短地写好内容，让美音也看看。

  　いつも通り、手短に内容を書いて、ミオンにも見てもらう。

  『我觉得可以』

  『いいと思います』

  「谢啦。那我马上送过去……战利品的鉴定和手推车就之后再说，得先做一张椅子才行。」

  「さんきゅ。じゃ、さっそく送ってっと。……戦利品の鑑定と一輪車は後回しにして、椅子をもう一つ作らないとだよな」

  『啊，说得也是。』

  『あ、そうですね』

  　毕竟我从来没想过会有客人来这座岛。

  　この島にお客さんが来ることを想定してなかったからなあ。

  　比起家里，还是放在外面比较好吧。毕竟家里很单调。不如说，我来制作新甜点吧。

  　家の中より、外の方がいいか。中は殺風景だし。というか、新作の甘味を作っておこう。

  「现在是晚上十点过后吗？」

  「今って午後一〇時過ぎぐらい？」

  『是的。刚过不久。』

  『はい。少し回ったところです』

  「嗯——比想象中花了更多时间呢……」

  「うーん、思ったより時間かかっちゃったな……」

  　我本来打算迅速完成客人用的椅子，但因为没有木材，得从砍树开始做起。

  　お客様用の椅子づくり、さくっと終わらせるつもりが、木材がなくて木を切るところからに。

  　考虑到今后的需求，得找个时间集中采伐木材才行。

  　今後も考えると、ちょっとまとめて木材調達する日を設けないとだよな。

  『剩下的时间要用来鉴定战利品吗？』

  『残りの時間は戦利品の鑑定ですか？』

  「不，我想准备点心。既然材料都凑齐了，就做蕨饼吧。」

  「いや、お菓子を用意しようかなって。わらび餅なら材料はそろってるし」

  『咦？』

  『え？』

  　只要把太白粉、砂糖和水混合后煮熟，再冷却就行了。虽然烦恼过冷却的方法，但多亏水精灵尽可能地提供了冰水，应该有办法解决。

  　片栗粉、砂糖、水を混ぜて煮て冷やすだけ。冷やす方法に悩んだんだけど、水の精霊にできるだけ冷たい水を出してもらえたおかげでなんとかなりそう。

  　在这段期间，我将格琳辛磨成黄豆粉。在蕨饼凝固到恰到好处之前，用石臼喀啦喀啦地磨着……差不多可以了吧？

  　その間にグリシンを
    
     挽
    ひいてきな粉を作る。わらび餅がいい感じに固まるまで、石臼でごりごりごりごり……、そろそろいいかな？

  　我将蕨饼切成适当的大小，撒上黄豆粉，再淋上菲雅莉的花蜜。

  　適当な大きさに切って、きな粉をまぶして、フェアリーの花蜜を垂らす。

  「～～？」

  「〜〜〜？」

  「斯薇，你来得正好。我做了新点心，你尝尝看」

  「スウィー、ちょうど良かった。新作できたから食べてみて」

  　骑着露比过来的斯薇兴致勃勃地盯着蕨饼，就让她来试吃吧。

  　ルピに乗ってやってきたスウィーが興味津々で覗き込んでるので、味見役になってもらおう。

  　我用牙签插了一小块，大概小拇指指尖大小的蕨饼给她试吃。

  　試食できるサイズ、小指の先ほどのかけらを、小さなつまようじに刺して渡す。

  　透明的Q弹蕨饼上撒着粉和蜜。斯薇看着这个从未见过的物体，一脸疑惑地咬了一口。

  　透明のプルプルに粉と蜜。見たことない物体に怪訝そうな顔をしつつ、端っこをパクッと。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  　女王大人立刻大口吃了起来，嘴边沾满了黄豆粉。嗯，好吃就好。

  　途端にガブガブしはじめ、口の周りがきな粉だらけの女王様。まあ、美味しいようで何より。
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  　不过，这个用的菲雅莉花蜜有点太多了。

  　ただ、これちょっとフェアリーの花蜜を使いすぎるんだよな。

  「唔，试试看能不能做黑蜜吧」

  「うーん、黒蜜作れるか試してみるか」

  『黑蜜吗？』

  『黒蜜ですか？』

  「嗯。不过能不能成功不好说」

  「うん。まあ、うまくいくかは微妙だけど」

  　只要把砂糖和水煮到浓稠就行了。用黑糖做黑蜜，应该就是这么做的……

  　砂糖と水を火にかけて煮詰めるだけ。黒糖から黒蜜を作るのは、これでできたはずだけど……

  『变成蓝色了……』

  『青くなってますね……』

  「这不叫黑蜜，叫青蜜吧」

  「これじゃ黒蜜じゃなくて、青蜜だよな」

  　我用勺子舀了一点尝尝……

  　少しだけスプーンに取って味見……

  「啊，可以。不，这个很好吃！斯薇，你尝尝这个」

  「あ、いける。いや、これ美味しいな！　スウィー、これちょっと試してみて」

  　我用青蜜代替花蜜。虽然看起来像蓝色的刨冰糖浆，但无所谓。

  　花蜜の代わりに青蜜をかける。かき氷の青いシロップみたいになってるけど気にしない。

  「～～～！！」

  「〜〜〜!!」

  「我知道你很喜欢，但你嘴边都变蓝了。还有，也叫其他菲雅莉过来吧」

  「美味しいのはわかったけど、口元が真っ青だよ。あと、他のフェアリーたちも呼んであげて」

  　女王大人嘴边沾满了黄豆粉，还变成了蓝色，但她依然专心地吃着蕨饼。听到我说要给其他菲雅莉吃，她就飞走了。

  　きな粉まみれで口元は真っ青になっても、一心不乱にわらび餅をかじる女王様だけど、他のフェアリーたちにもって話には納得してくれて、ぴゅーんと飛んでいく。

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，露比也吃吃看吧」

  「うん、ルピも食べてみて」

  　我把蕨饼盛到餐盘上，露比也吃得津津有味。

  　ランチプレートに盛ってあげると、ルピも美味しそうに食べてくれる。

  　鼻尖沾上了黄豆粉，真可爱……

  　きな粉が鼻の頭についてて可愛い……

  『呜呜呜，看起来好好吃……』

  『ううう、美味しそうです……』

  「蕨饼做起来很简单，下次要不要试试？」

  「わらび餅は簡単に作れるし、今度作ってみる？」

  『哎？』

  『え？』

  「我会教你怎么做，一起做做看也不错吧」

  「作り方は教えるから、一緒に作ってみるのもいいかなって」

  『好，好的！』

  『は、はい！』

  　比起突然要她杀鱼，做点心更能激发她的挑战欲吧。

  　いきなり魚さばいてとかよりも、お菓子作りとかの方がチャレンジする気になるよな。

  　希望我们能慢慢共享游戏以外的事物……

  　少しずつ、ゲーム以外のことも共有できたらなって思うし……

  　◆◇　『万物流转』迪特隆　◆◇

  　◆◇　『万物流転』デイトロン　◆◇

  　马西斯共和国的首都，其商业区的最深处坐落着历史悠久的商家荷米斯的宅邸。

  　マーシス共和国の首都、その商業区画の最奥に歴史ある商家ヘルメースの屋敷がある。

  　迪特隆接下荷米斯的财政重建工作，是在开始玩ＩＲＯ的第三天。

  　デイトロンがこのヘルメースの財政立て直しを引き受けたのは、ＩＲＯを始めて三日目のこと。

  　从那之后过了两个月，荷米斯已经取回了往日的势头，甚至即将超越以往。

  　そこから二ヵ月弱が
    
     経
    たった今、かつての勢いを取り戻し、さらには追い越そうとしている。

  「迪特隆大人。我带利帕大人来了」

  「デイトロン様。リーパ様をお連れしました」

  　带利帕过来的管家微微点头致意后，暂时离开房间去端茶。

  　リーパを案内した執事は小さく会釈した後、お茶を出すために一時退室する。

  「能稍微坐下来等我一会儿吗？等我把这份文件写完」

  「ちょっと座って待っててくれるかな。この書類、書き終わるまで」

  「明白……你还是老样子忙得不可开交啊」

  「了解やで。……相変わらず忙しそうやなあ」

  　利帕坐在了颇有年代感的沙发上，把米伊托付给他的书《一般市民的信仰样式》放在了矮桌的边缘。

  　リーパが年季の入ったソファーに腰掛け、ミイから預かっていた本『一般市民の信仰様式』をローテーブルの端に置く。

  　当再次出现的管家端上茶水离开房间时，迪特隆已经写完了文件。

  　再び現れた執事がお茶を出して退室する頃には、デイトロンが書類を書き終えていた。

  「呼，久等了」

  「ふう、お待たせ」

  「先给你这个」

  「まずはこれな」

  　迪特隆离开办公桌，坐到利帕对面，拿起了书。他翻了翻书确认内容，或许是确认了这就是他想要的书，他高兴地点了点头。

  　執務机から離れ、リーパの対面へと座ったデイトロンが本を手に取る。パラパラとめくって中身を確認し、欲しかった本であることを確認したのか、嬉しそうに頷いた。

  「谢谢。生意那边怎么样了？」

  「ありがとう。商売の方はどう？」

  「那边没问题。不过，世界任务那边变得有点麻烦了……」

  「そっちは問題ないよ。けど、ワールドクエストの方が、ややこしことなってんねん……」

  　利帕把从布鲁莎和麦芽那里听来的话，以及在送货途中收集到的情报，特别是关于“未来的霸权”的事情告诉了迪特隆。

  　リーパがブルーシャやモルトから聞いた話や、配達に行ったあちこちで集めてきた情報を、特に『未来の覇権』のことについて話す。

  「嗯，我觉得就算暂时赚了钱也没有任何意义……」

  「うーん、一時的に
    
     儲
    もうかってもなんの意味もないと思うんだけどねえ……」

  「不解决一下会很不妙吧？」

  「どないかせんとまずない？」

  「是啊，先进行实地调查吧。我也很在意世界任务的进展不顺利这件事，所以才叫你把这本书拿过来」

  「そうだね、まずは実態の調査を進めようか。僕もワールドクエストの進行状況が良くない件については気になってたし、そのためにこれを取り寄せてもらったわけだしね」

  　迪特隆说着，把手中的书举了起来。

  　そう言って、手にした本を掲げるデイトロン。

  「上面写了什么提示吗？」

  「なんかヒント書いてあるん？」

  「我本来想说哪怕只有一点点线索也好，但多亏了翔君，我感觉已经找到正确答案了」

  「少しでも手がかりがあればと思ってたんだけど、どうやら正解な気がしてきてるよ。ショウ君のおかげでね」

  「哦哦。那……应该就是了吧」

  「おぉん。それは……当たりやろなあ」

  　迪特隆和利帕坏笑着。

  　ニヤリと笑うデイトロンとリーパ。

  「最近我得拜托大家帮忙，能帮我联系一下让大家集合吗？」

  「近いうちに協力を頼まないとだから、みんなに集まれるよう連絡してもらえるかな？」

  「明白！那就约在主厨那里集合！」

  「わかったで！　ほな、シェフさんとこで集まるっちゅーことで！」

  「是啊。那就正式宣布岛粉联盟成立，然后召开第一次会议吧」

  「そうだね。改めて、島ファン連合の正式な結成と、第一回会合ってことにしようか」

 
  10　星期二　白龙公主亚尔提娜

  10　火曜日　白竜姫アルテナ

  「嗯」

  「ん」

  「嗯，中午见」

  「うん、またお昼に」

  　我目送美音走向自己的座位，然后也走向自己的座位。

  　ミオンが自分の席へと、とてとてっと歩いていくのを見送りつつ、俺も自分の席へと。

  　奈特一副迫不及待的样子，好像有什么事要报告……

  　ナットがさっそく報告があるという感じで待ち構えてるんだよな……

  「早上好。发生什么事了吗？」

  「おは。なんかあったか？」

  「早上好。胡椒的事，谢了」

  「おは。コショウの話、サンキューな」

  　啊，是那件事啊。我发给他的消息已经显示已读，估计是美姬或者班长联系他了吧。

  　ああ、そっちの話か。入れておいたメッセは既読がついてたし、美姫かいいんちょから連絡も行ったんだろうな。

  「已经找到了吗？」

  「もう見つかったのか？」

  「不，没那么快。不过，我们决定要创建公会了」

  「いや、さすがにそんなすぐにはな。けどまあ、ギルド設立しようって話になった」

  「喂喂，你们是想赌一把吗？」

  「おいおい、コショウをあてにしてか？」

  　胡椒的交易价格很高，而且不存在白胡椒。大概是因为没有制作方法吧，我不建议他们打这种如意算盘。

  　コショウが高値で取り引きされてて、かつ、白コショウは存在しない。多分、製法が存在しないんだろうけど、それを皮算用ではお勧めできないわけで。

  「我们没那么冒险。我们打算从现在的开拓地往南走。有胡椒最好，没有的话也能活下去」

  「そこまでギャンブラーじゃねえよ。今の開拓地からさらに南側を目指そうって話をしててな。コショウがあれば最高だが、なくてもやってけると踏んでる」

  　据奈特所说，他们打算把现在的开拓地交给两个公会“午后之花”和“月夜之宴”，然后往西南方向走。

  　ナットの話だと、今の開拓地は二つのギルド『昼下がりの華』と『月夜の宴』に任せて、さらに南西を目指すらしい。

  　他们考虑的是比格里涅这个钓鱼玩家聚集的渔村更南边，越过一条大河的对面。

  　クリーネっていう釣り人プレイヤーが集まる漁村よりさらに南、大きな川を越えた向こう側を考えてるそうで。

  「这听起来比胡椒更像赌博啊……」

  「それ、コショウどうこうよりもギャンブルっぽいんだが……」

  「倒也不尽然。我们已经调查过哪里的河面比较窄，可以渡河了。而且最大的好处是，那里离古奥的迷宫很近」

  「そうでもないぞ。川幅が狭くなってて渡れる場所を調査済みだしな。何より、古奥のダンジョンにかなり近くなるってメリットがあるし」

  「咦？不是说那里史莱姆很多，很不妙吗？」

  「あれ？　なんか、スライムが多くてしょっぱいって話じゃなかったか？」

  「……史莱姆里有身上带着龙货的家伙」

  「……スライムの中に竜貨を抱えてる奴がいる」

  「真的假的……」

  「マジかよ……」

  　奈特他们已经从诺姆那里得到了地龙货，现在似乎又得到了更多。

  　ナットたちはすでにノームから地竜貨をもらってるんだけど、さらにまた手に入ったそうで。

  「你们打算把那些卖掉吗？」

  「それを売るって話か？」

  「我们觉得卖给来路不明的玩家不太好，所以找拉夏铎伯爵商量了一下。然后他说国家愿意收购」

  「さすがに得体の知れないプレイヤーに売るのはまずいよなって話になって、ラシャード伯に相談したんだよ。そしたら国で買ってくれるってさ」

  　在刚才那两个公会的中介下，奈特他们开拓新城镇，建立公会的计划似乎也得到了欢迎。而且听说所有费用都可以用那些地龙货来支付。

  　さっきの二つのギルドの仲介があって、ナットたちが新たな街を開拓し、ギルドを立ち上げることも歓迎されたそうだ。その支払いは全て、その地竜貨払いで良くなったらしい。

  「再加上你提到了胡椒的事，我们觉得只能放手一搏了」

  「加えて、お前からコショウの話があったから、もうやるっきゃねーだろってな」

  「原来如此。虽然我没法直接帮上忙，但如果有情报的话会告诉你们的」

  「なるほど。直接力にはなれないけど、まあなんか情報があったら伝えるよ」

  「拜托了！然后……」

  「頼む！　で、だ……」

  　奈特像往常一样双手合十。然后，他似乎还有话要说。

  　いつもの両手拝み。と、さらに続きがあるらしい。

  「格里涅那边的气候和你岛上的港口那边差不多吧？能告诉我那边能采到什么吗？」

  「クリーネって気候がお前の島の港側に近いって話だよな？　あのあたりで何が取れるかを教えてもらっていいか？」

  「啊，是这个啊。这点小事的话，要我告诉你多少都行……比起这个，你不邀请班长吗？」

  「ああ、そんなことか。それくらいなら、いくらでも教えてやるけど……。それよりお前、いいんちょ誘わないのか？」

  「唔……」

  「う……」

  　这家伙本来就是个粗枝大叶的人。

  　ただでさえ、どんぶり勘定な感じがあるこいつ。

  　至今为止都是我在帮他，但这次我可没办法，所以还是让一丝不苟的班长跟着他比较好。你就用这个理由做好觉悟吧。

  　今までは俺がフォローしてたけど、今回はそうはいかないし、それなら
    
     几
    き
    
     帳
    ちょう
    
     面
    めんないいんちょがついてる方がいい。という理屈でお前も覚悟を決めろ。

  「我的朋友大多是男的，所以有点不安……」

  「俺のフレ、野郎が多いからちょっと不安ってか……」

  　这家伙没救了。得快点想想办法……

  　ダメだ、こいつ。早くなんとかしないと……

  　午休时，我大致告诉了他岛上的产物和大致的地点。

  　昼休みに一通り島の産物と、だいたいの場所を教えておいた。

  　虽然只是作为参考，但既然卡姆拉斯已经找到了，附近似乎也能找到帕普树，所以找到雷佩林的可能性也很高。

  　あくまで参考にって感じだけど、カムラスが実際に見つかったし、近くにパプの木も見かけるらしいので、レッペリンが見つかる可能性も高そうだ。

  　不过就算找到了，他们似乎也会暂时保持低调。

  　ただまあ、見つけてもしばらくは控えめに行くらしい。

  　据说在胡椒的运输过程中，很容易被NPC盗贼盯上……

  　コショウの輸送中はＮＰＣ盗賊に狙われやすいっていう噂があるそうで……

  「那个传闻，是不是从卖胡椒的商人那里传出来的？」

  「それって、コショウを売った商人から話が漏れてるんじゃないかしら？」

  「「啊！」」

  「「あ！」」

  　听到班长的指摘，两个男人露出了傻乎乎的表情……

  　いいんちょの指摘に、男二人、間抜けづらを晒すハメになった……

  　总之，到了社团活动的时间。亚珍塔小姐发来了回复，说今天九点在我们第一次见面的地下大型传送室碰头。

  　まあ、そんなこんなあって部活の時間。アージェンタさんから返信が来ていて、今日の九時に最初に出会った地下、大型転送室に来るとのこと。

  　于是，我为了做好迎接的准备，来到了周二的南侧探索。

  　というわけで、お出迎えの準備を兼ねて、火曜の南側探索に来ている。

  『翔君。你不仅收集帕普果实，还收集叶子……』

  『ショウ君。パプの実だけじゃなくて、葉も集めてるのは……』

  「啊，这是我昨天睡前想到的，或者说想起来的，我想说能不能做成柿叶茶」

  「ああ、これ昨日寝る前に思いついたっていうか、思い出したっていうか、柿の葉茶になるんじゃないかって思って」

  『哎？柿子的叶子能做成茶吗？』

  『え？　柿の葉っぱがお茶になるんですか？』

  「嗯。说起来，椿小姐泡茶的技术很好，她应该知道吧？」

  「うん。そういや、椿さんはお茶淹れるのやたらうまかったし、知ってるんじゃないかな？」

  　明明做菜一塌糊涂，泡茶却很拿手。

  　料理は壊滅的らしいのに、お茶を淹れるのはうまかった記憶。

  　虽然她用的茶叶质量也很好，但那应该是她的兴趣吧。

  　使ってる茶葉もすごく良い物なんだろうけど、あれは趣味なのかな。

  　说起来，能长出茶叶的茶树好像是木樨科来着……

  　そういや、お茶の葉になる茶の木ってツバキ科なんだっけ……

  『是什么味道呢？』

  『どういう味がするんでしょう？』

  「香香的，有点甜？虽然不是那种很突出的味道，但也不涩，很好入口」

  「香ばしくてちょっと甘い？　そんな主張がある味じゃないけど、渋くもないし飲みやすいよ」

  　夏天的时候，冰镇柿叶茶可以大口大口地喝。

  　夏とか冷たい柿の葉茶はガブガブ飲めていいんだよな。

  　虽然麦茶也很不错，但这里没有麦子啊……

  　麦茶も捨てがたいけど、そもそも麦がないからなあ……

  『原来如此。下次我拜托椿小姐试试』

  『なるほどです。今度、椿さんにお願いしてみます』

  「不过，也不知道ＩＲＯ的帕普叶茶是不是一样的味道。我想试试看，如果不错的话就送给亚珍塔先生」

  「まあ、ＩＲＯのパプの葉茶が同じかどうかはわからないけど。試してみて、良さそうならアージェンタさんに出そうかなって」

  　虽然我只觉得蕨饼配日本茶。

  　わらび餅ならお茶、日本茶だよなってぐらいのノリだけど。

  　不过就算帕普叶茶泡得好喝，也得另外找茶叶才行。还有咖啡豆……

  　パプの葉茶がうまくいっても、茶葉は別に探さないとな。あとコーヒー豆……

  「汪」

  「ワフ」

  「哦，谢啦」

  「お、さんきゅ」

  　露比猎了两只双角兔，递到我面前。

  　ルピがバイコビットを二匹狩って、俺の前に差し出してくれる。

  　我迅速解体，切下一片兔肉给它当点心，这已经是惯例了。

  　さくっと解体して、スライスを一枚、おやつに渡すいつものやりとり。

  　我比平时更快地绕着南侧走了一圈，来到哥布林所在的洞窟。

  　いつもより足早に南側をぐるっとまわって、ゴブリンがいた洞窟の方へ到着。

  『啊，翔君，我有件事想问妮娜小姐』

  『あ、ショウ君、ニーナさんに聞いてほしいことがあります』

  「哎？什么事？」

  「え？　何？」

  『矿床的采掘点复活了，妮娜小姐知道吗？』

  『鉱床の採掘ポイントの復活ってニーナさんは把握してるんでしょうか？』

  「啊！」

  「ああ！」

  　那个矿床好像也是古代遗迹的设施的一部分，有可能是妮娜在管理。

  　あの鉱床も古代遺跡の施設の一部らしいし、ニーナの方で管理してる可能性ありそう。

  　我刚进入古代遗迹，

  　古代遺跡へと入ったところで、

  「妮娜，能打扰一下吗？」

  「ニーナ、ちょっといい？」

  ［好的。请问有什么事？］

  ［はい。ご用でしょうか？］

  　我向戒指搭话，她立刻就回应了。

  　指輪に話しかけると、すぐに返事が返ってきた。

  「前面的矿床是设施的一部分吧？魔银的矿床能挖了吗？」

  「この先にある鉱床って施設の一部だよね？　
    
     魔銀
    ミスリルの鉱床って掘れるようになってる？」

  ［是的。在送魔线不通的期间，南侧区域似乎独立运作，现在已纳入控制。魔银矿床正在再生中，大约两周后可以开采］

  ［はい。送魔線が不通となっていた間、南側区画は独立稼働していたようですが、現在は制御下にあります。
    
     魔銀
    ミスリル鉱床は現在再生中で、およそ二週間後に採掘可能となります］

  「谢谢！」

  「ありがとう！」

  『太好了！』

  『やりましたね！』

  「嗯，也谢谢美音。我完全忘了这回事」

  「うん、ミオンもさんきゅ。すっかり忘れてたよ」

  　如果这样就能再次开采魔银的话，那我就可以毫不吝惜地使用现有的魔银铸块了。

  　これでまた
    
     魔銀
    ミスリルが取れるようになるなら、今ある
    
     魔銀
    ミスリルのインゴットも惜しまず使える。

  　总之，先用现有的铸块做点什么吧。

  　とりあえず、今あるので何作ろうかな。

  　用在圆盾上感觉有点浪费……还是做道具吧？

  　円盾にはちょっともったいない気もするし……やっぱり道具かな？

  　毕竟有雕女神像的计划，从木工道具开始换成魔银制的也不错……

  　女神像を彫る話があるし、木工道具から
    
     魔銀
    ミスリル製にしていくのは悪くない気がする……

  「汪」

  「ワフン」

  「啊，已经到楼梯了啊」

  「っと、もう階段まで来てたか」

  『翔君，差不多下午五点半了』

  『ショウ君、そろそろ午後五時半です』

  「好，我赶紧上去」

  「りょ。急いで上がるよ」

  　不过，在那之前还有亚珍塔先生的事。

  　まあ、その前にアージェンタさんの話だよな。

  　顺便问问有没有关于女神大人的其他情报吧……

  　ついでに、女神様についてもう少し何か情報ないか聞いてみよう……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　时间是晚上八点半。

  　時間は午後八時半をまわったところ。

  　差不多该去迎接了，我，露比，斯薇三人前往地下大型传送室。

  　そろそろ迎えにってことで、俺、ルピ、スウィーの三人で地下の大型転送室へと向かう。

  『说起来……明天的直播怎么办？』

  『そういえば……明日のライブはどうしますか？』

  「唔，果然还是只能告诉她我成为了古代遗迹的管理者吧。之后再带她去控制室和资料室，还有那个类似阳台的地方」

  「うーん、やっぱり、古代遺跡の管理者になったことは話すしかないかなって。その後は制御室から資料室、あのバルコニーみたいなところぐらいまで見せる感じ」

  　世界公告似乎已经发布，亚珍塔先生也理所当然地知道了我的事情。

  　ワールドアナウンスが流れて、案の定というか俺だろって話になってるらしい。

  　隐瞒也没有意义，还是早点坦白比较好。

  　隠す意味もないし、さっさとバラしちゃった方が良いと思う。

  「今天亚珍塔先生要来视察的话，是不是应该先整理一下资料室……」

  「今日、アージェンタさんが視察するなら、資料室とか片付けといた方が良かったか……」

  『如果要告诉他周日发生的事情，那还是不要整理比较好哦？』

  『日曜にあったことをお話しするなら、片付けない方がいいかもですよ？』

  　确实如此。不过，虽然不是我弄乱的，但要让别人看到乱七八糟的房间，我还是有点抵触。

  　確かにそうか。でもなあ、俺が散らかしたわけじゃないけど、散らかった部屋を見せるのはどうも抵抗がある。

  　我们一边闲聊一边到达十字路口。左转后，我们乘坐传送电梯来到了大型传送室。

  　そんな雑談をしながら十字路に到着。左折して転移エレベータで降りた先が大型転移室。

  「妮娜，你能说明一下这个房间吗？」

  「ニーナ、この部屋の説明って可能？」

  ［好的。大型传送室是废弃的魔导具等物品被传送过来的地方。传送过来的物品在保管一定时间后，会被投入深处的废弃口，然后被丢弃到火山口］

  ［はい。大型転送室は廃棄処分になった魔導具などが転送されてくる場所です。転送されてきた品は一定期間保管されたのち、奥にある廃棄口へと投入され、火口へと投棄されます］

  　深处的废弃口？我边走边往深处看去，发现墙壁上有可以开闭的沟槽。

  　奥にある廃棄口？　歩きながら奥へと目をやると、なんか壁が開閉するような溝がある。

  「那里会打开吗？」

  「あそこが開くの？」

  ［是的。但是，大型传送室内有生物反应时，无法开闭］

  ［はい。ただし、大型転送室内に生体反応がある状態では開閉不能となっています］

  「原来如此，重视安全性啊」

  「なるほど。安全性重視なんだ」

  　不过，这里的东西应该不会被废弃，空着的地方就当仓库用吧。

  　まあ、廃棄することはなさそうだし、使ってないスペースは物置にでもするかな。

  「说起来，这里是『传送室』，不是『转移室』啊」

  「そういえば、ここって『転送室』で『転移室』じゃないんだ」

  『啊，是的』

  『あ、そうですね』

  「传送和转移不一样吗？」

  「転送と転移って違うんだよね？」

  ［是的。传送只能传送非生物，转移则包括生物。大型传送室里有传送废弃品的大型传送魔法阵，以及回收不该废弃物品的转移魔法阵］

  ［はい。転送は非生物のみ、転移は生物も含みます。大型転送室には廃棄品が転送されてくる大型転送魔法陣と、廃棄すべきでなかった品を回収に来るための転移魔法陣の二つがあります］

  『原来如此』

  『なるほどです』

  「啊，因为有可能是不小心丢掉的，所以要先保管一段时间再丢弃吗」

  「ああ、間違って捨てちゃったかもだから、しばらく保管してから捨てることになってるのか」

  　说起来，亚珍塔先生第一次来的时候，是通过大型传送魔法阵来的。

  　そういえば、最初にアージェンタさんが来た時は、大型転送魔法陣の方に来たよな。

  　那是他使用转移魔法，以大型传送魔法阵为目标转移过来的吗？

  　あれって自力で転移の魔法を使って、大型転送魔法陣を目標に転移してきたってことかな？

  『翔君，差不多九点了』

  『ショウ君、そろそろ九時です』

  「哦，稍微退后一点吧」

  「おっと、ちょっと下がろうか」

  「汪」

  「ワフン」

  　平时都是龙的样子，所以应该是通过传送魔法阵来的，我便在传送魔法阵前等着……

  　普段はドラゴンの姿だろうし、転送魔法陣の方に来るだろうと、その前に待機していたら……

  「汪」

  「ワフ」

  「诶？那边？」

  「え？　そっち？」

  　右手边的转移魔法阵发出光柱，光柱消失后，出现的是之前管家打扮的亚珍塔先生……旁边还有一位五岁左右的小女孩。

  　右手にある転移魔法陣の方に光の柱ができ、それが消えた後には、いつぞやの執事姿のアージェンタさん。……の隣には五歳ぐらいの小さな女の子。

  　银白色的头发，晶莹剔透的白皙肌肤，以及蓝宝石般的眼瞳。该怎么说呢，是个让人屏息的美少女，不对，美幼女。残留着些许稚气的她与其说是女神，不如说是天使？

  　白銀の髪に透き通るような白い肌とサファイアの瞳。なんというか、息を
    
     吞
    のむレベルの美少女、いや、美幼女。少しだけ残るあどけなさが女神というよりは天使っぽい？

  「翔大人，感谢您今天抽出宝贵的时间」

  「ショウ様、本日は貴重なお時間をいただき、ありがとうございます」

  「哪里哪里，欢迎……」

  「いえいえ、ようこそ……」

  　我一边回答，一边不由自主地把视线往下移。

  　そう答えつつも、目線がどうしても下へといってしまう。

  「不好意思，这位是白龙公主亚尔提娜大人」

  「すいません。こちらは白竜姫アルテナ様です」
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  「啊，好的……诶？」

  「あ、はい。……え？」

  　龙族的公主大人。阻止了灾难暴走的龙。

  　竜族のお姫様。厄災の暴走を止めた竜。

  　据说在几天内就吃光了整整一个月的帕普干……嗯？

  　とろとろ干しパプ一ヵ月分を数日で平らげたという……ん？

  　总觉得公主大人的视线看向了我，不对，是看向了我左肩上的斯薇。我偷偷瞄了一眼，斯薇不知为何摆出一副高高在上的样子。

  　なんか、お姫様の目線が俺に、いや、俺の左肩のスウィーに向いてるなと思って、ちらっとそっちを見ると、なんかよくわからない上から目線のスウィー。

  「亚珍，抱抱」

  「あーじぇ、だっこ」

  「好的」

  「はい」

  　亚珍塔先生按照吩咐，用单手抱起了公主大人，这次轮到她高高在上地俯视着斯薇。

  　言われるままにアージェンタさんがお姫様を片手で抱え上げると、今度は彼女が上から目線でスウィーを見下ろす。

  　嗯，毕竟我个子也不算高，超过一八〇的亚珍塔先生抱起她的话，自然会变成这样……

  　まあ、うん。俺は背が高い方でもないし、一八〇オーバーのアージェンタさんが抱え上げればそうなるよねっていう……

  「诶？斯薇？」

  「え？　スウィー？」

  　斯薇离开了我的左肩，跪坐在我的头上。

  　左肩を離れたスウィーが俺の頭の上に膝立ちに。

  　然后她们的视线高度正好持平，开始互相瞪视……

  　それでちょうど同じぐらいの目線になったのか、
    
     睨
    にらみ
    
     合
    あってるようで……

  「公主大人，请住手……」

  「お
    
     姫
    ひい
    
     様
    さま、おやめください……」

  　听到亚珍塔先生为难的话语，公主大人把头扭向一边。

  　アージェンタさんの困ったような言葉にぷいっとそっぽを向くお姫様。

  「斯薇，你在干什么啊。还有，别跪着了」

  「スウィーも何してんだよ。てか、膝立ちはやめてくれ」

  　听到我的话，斯薇不情愿地回到了我的左肩。

  　その言葉に渋々と言った感じで左肩へと戻る。

  　她也把头扭向一边，到底怎么了啊……

  　こっちもこっちでぷいっとそっぽ向いてるし、いったいなんなんだか……

  『怎么回事啊……』

  『なんなんでしょう……』

  　美音也不由得嘀咕道。

  　ミオンも思わずそう
    
     呟
    つぶやく。

  　可能是因为我事先告诉她今天谈话期间无法回复，所以她也一直安静地听着，但还是忍不住出声了。

  　今日の話し合いの間は返事できないと前もって伝えてはあるからか、ミオンもじっと聞き役にまわってくれてるんだけど、さすがに声に出ちゃうよな。

  「那个，总之这里太煞风景了」

  「えっと、とりあえずここは殺風景ですし」

  「谢谢。那我就恭敬不如从命了」

  「ありがとうございます。では、お言葉に甘えて」

  　这里只是单纯地宽敞，要谈话的话也静不下心来。

  　ここはただ単に広いだけだし、何か話し合うにしても落ち着かない。

  　我想先带他们去山间小屋，坐下来好好谈。

  　まずは山小屋に案内して、腰を落ち着けて話したいところ。

  　啊，椅子不够……从房间里拿过来吧。

  　あ、椅子足りない……部屋から持ってくるか。

  　结果，也没必要从房间里拿椅子过来，公主大人坐在了亚珍塔先生的膝盖上。

  　結局、部屋から椅子を持ち出す必要もなく、お姫様はアージェンタさんの膝の上に座っている。

  　她的眼睛紧紧盯着桌上盛在木盘里的粘稠帕普干……

  　その目はテーブルの上、木皿に盛ったとろとろ干しパプに
    
     釘
    くぎ
    
     付
    づけになっていて……

  「啊，我准备了很多，请尽情享用」

  「あ、たくさん用意してあるんで、好きなだけどうぞ」

  　听到我的话，公主大人抬头看向亚珍塔先生，他点头的同时，公主大人开始吃了起来。

  　その言葉に後ろを見上げ、アージェンタさんが頷いたと同時に食べ始めるお姫様。

  「！」

  「〜〜〜！」

  「啊，嗯，斯薇也可以吃哦」

  「ああ、うん、スウィーも食べていいよ」

  　……总觉得帕普干以惊人的速度在减少，但要是太在意的话就输了。

  　……なんかすごい勢いで減っていってるけど、気にしたら負けな気がするな。

  　我给每个人倒了一杯帕普茶，然后也坐了下来。

  　人数分のマグカップにパプの葉茶を淹れて、俺も席へと着く。

  「谢谢」

  「ありがとうございます」

  「不用谢。那么……我成为古代遗迹的管理者，果然还是不太好吗？」

  「いえいえ。で、……俺が古代遺跡の管理者になったのは、やっぱりまずかったですかね？」

  「不，完全没有问题。倒不如说，我们对翔大人十分信赖，所以感到很安心」

  「いえ、全く問題ありません。むしろ、我々としても信頼のおけるショウ様で
    
     安
    あん
    
     堵
    どしております」

  「哈，哈啊……」

  「は、はあ……」

  　亚珍塔先生他们居住的龙都，似乎范围相当大，而位于那里的古代遗迹在龙族的管理，不，是监视下，一直无人问津。

  　アージェンタさんたちが住む竜の都、結構広い範囲を指すらしいんだけど、そこにある古代遺跡は竜族の管理下、いや、監視下にあって手付かずのままらしい。

  　如果放着不管会出问题的话，他们也会进行调查，但似乎并没有什么特别的问题，所以就一直放着不管了。

  　何かしないと問題がある古代遺跡なら調査もするんだけど、そういうのも特にないので放置してるそうで。

  「虽然每隔几年，怪物会大量出现，从古代遗迹中涌出，但对我们来说并不是什么大不了的事」

  「何年かに一度、モンスターが大量に発生して古代遺跡から溢れることがありますが、我々からしてみれば大したことではありませんので」

  「哈哈哈……」

  「ははは……」

  　就算大量杂鱼怪物涌出，也只要一发吐息就能解决了。

  　
    
     雑
    ざ
    
     魚
    こモンスターが大量に湧いたところで、ブレス一発で終わりとかだよな。

  　所以不会特意进去调查吧。

  　わざわざ中に入って調査しようとか思わないか。

  「因此，我们并没有注意到翔大人发现的“管理者”这样的存在」

  「それゆえ、ショウ様が発見されたような『管理者』という存在に気づけませんでした」

  「诶？可是，不是已经有由人类管理的古代遗迹了吗？」

  「え？　いやでも、既に人間の国が管理してる古代遺跡とかありますよね？」

  「那些遗迹我们完全交给人类管理，所以不清楚。说到底，女神拜托我们的只是阻止灾厄。公主大人陷入沉睡，我们也没有余力去管那些……」

  「それらに関しては任せきりですのでわかりません。そもそも、我々が女神に頼まれたのは厄災を止めること。お姫様が眠りにつかれてしまい、我々としてもそれどころでは……」

  　那倒也是。自己的公主大人更重要。

  　まあそりゃそうか。自分達のお姫様の方が大事だもんな。

  　即便如此，他们似乎还是让受自己支配的有翼人去搜索失踪者。然后，最近公主大人终于醒来了。

  　それでも、支配下にあった有翼人とかに行方不明者の捜索をさせたりはしたらしい。で、最近になって、やっとお姫様が目覚めたと。

  「再来一份」「♪」

  「おかわり」「〜〜〜♪」

  　现在看起来很有精神，真是太好了。再来一份……啊，对了！

  　今は元気そうでなにより。おかわりを……ああ、そうだ！

  「这是新作，不介意的话请尝尝看」

  「これ、新作なんで良かったら」

  　我从道具栏里取出的是，蓝色蕨饼。

  　インベから取り出したのは、ブルーわらび餅。

  　因为觉得放在保存库可能会变质，所以放在了道具栏里。

  　保存庫でも劣化するかもだと思って、インベントリに入れてあったやつ。

  「！」

  「〜〜〜！」

  「来来。也有斯薇的份」

  「はいはい。スウィーの分もあるから」

  　我好好地拿出了两盘。

  　ちゃんと二皿取り出す。

  　虽然还有一盘，但我想给图鲁吃。

  　もう一皿あるんだけど、これはトゥルーに食べさせてあげたいなと。

  「真是不可思议的食物呢……」

  「不思議な食べ物ですね……」

  「好像史莱姆哦～」

  「すらいむみたい〜」

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　亚珍塔先生一脸不可思议地盯着蕨饼，公主大人则给出了直率的意见。然后，斯薇酱毫不在意地吃了起来。

  　アージェンタさんが不思議そうに見つめ、お姫様からは率直なご意見が。そして、構わず食べ始めてるスウィー。

  「公主大人，看起来很好吃哦」

  「お姫様、美味しいようですよ」

  「嗯！」

  「うん！」

  　或许是看到斯薇吃得津津有味而放心了吧，公主大人也用叉子叉起蕨饼送进嘴里……

  　スウィーの食べっぷりに安心したのか、お姫様もフォークでプスッとそれを刺して口へと……

  「好吃！」

  「おいしい！」

  　公主大人说完后便默默地吃了起来。

  　そう言って黙々と食べ始めるお姫様。

  　和斯薇一样，嘴边沾满了黄豆粉……

  　スウィーと揃って、口元がきな粉まみれで真っ青っていう……

  「那个，麻烦继续说下去」

  「えっと、話の続きをお願いします」

  「啊啊，不好意思。可以告诉我们您成为管理者的过程吗？」

  「ああ、すいません。管理者となった経緯などについてお教えいただけますでしょうか？」

  「那个，我所做的，只是把玛那注入紧急用的魔晶石，然后重新启动而已。之后就是古代遗迹本身进行自我修复……」

  「えっと、俺がやったのは、非常用の魔晶石にマナを注いで再起動させたぐらいですね。あとは古代遺跡そのものが自己修復した感じで……」

  　说到这里，亚珍塔先生突然一颤，同时公主大人身上溢出白色透明的光芒。

  　そこまで言ったところで、アージェンタさんがビクッとなり、同時にお姫様から白く透明な光が溢れる。

  「公主大人」

  「お姫様」

  「没事的」

  「大丈夫よ」

  　诶诶诶诶诶……

  　えええええ……

  　她回答时的表情，已经从幼女时的天真无邪，变成了散发出美丽气质的模样……虽然嘴边还沾满了黄豆粉和蓝葛利斯糖浆。

  　そう答えた顔つきは既に幼女だった時のあどけなさに加え、美しさが漂う。……口の周りはきな粉とブルーガリスシロップまみれだけど。

  　或许是注意到了吧，她小声地嘀咕了些什么，嘴边的污渍就干净地消失了。是清洁的魔法吗？

  　それに気づいたのか何かボソッと呟くと、口の周りの汚れは綺麗さっぱりなくなった。綺麗にする魔法？

  「翔大人。这才是白龙公主亚尔提娜大人本来的样子。由于平息灾厄的反作用，她每天只能有短暂的时间清醒……」

  「ショウ様。こちらが本来の白竜姫アルテナ様です。厄災を収めた反動で、日にわずかの時間しか覚醒しないのです……」

  「啊，你好……」

  「あ、どうも……」

  「你就是送甜品给我的孩子吧」

  「あなたが甘味を贈ってくれた子なのね」

  　虽然她这么说，但目光却看向了斯薇。

  　そう言いつつも目はスウィーの方に。

  　不懂察言观色的女王大人，对这样的变化看都不看一眼，正在享受着蓝蕨饼。

  　空気読まない女王様は、そんな変化には目もくれず、ブルーわらび餅を堪能中。

  「你刚才说古代遗迹会自我修复？这是怎么回事？」

  「今、古代遺跡が自己修復すると言ったわね？　どういうことかしら？」

  「那个，这种情况的话……」

  「えっと、ここの場合は……」

  　首先，送魔线是用紧急用魔晶石的玛那修复的。然后，因为送魔线修复了，所以崩塌的通道也修复了。我这样告诉她。

  　まず、送魔線ってのが非常用の魔晶石のマナで修復されたんだよな。で、それが直ったおかげで崩落してた通路も直せたことを伝える。

  「这样啊……」

  「そう……」

  　公主大人，不，白龙公主大人叹了口气，靠在亚珍塔先生身上。

  　ほうと一つため息をついて、アージェンタさんにもたれかかるお姫様、いや、白竜姫様。

  　我还在想她是在担心什么呢，

  　何を憂いてるんだろうと思ったんだけど、

  『翔君。死灵都市，引发灾厄的设施也是一样……』

  『ショウ君。死霊都市の、厄災を起こした施設も同じように……』

  「啊！」

  「あ！」

  　如果随意重启死灵都市的古代遗迹，可能会再次引发灾厄？

  　うかつに死霊都市の古代遺跡を再起動したら、また厄災が起きる可能性がある？

  　说不定会引发连玩家都卷入的灾厄，这是什么MMORPG啊……

  　プレイヤーまで巻き込んで厄災を起こすかもしれないとか、どんなＭＭＯＲＰＧだよ……

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「嗯」

  「ん」

  　斯薇不知道在想什么，把一块蓝蕨饼送到白龙公主大人的嘴边。

  　スウィーがどういうつもりなのか、ブルーわらび餅を一欠片、白竜姫様の口元へともっていく。

  　白龙公主大人一口吃掉。你们关系不好吧？不，不是这样。

  　それをパクッと頰張る白竜姫様。仲悪いんじゃないの？　いや、そうじゃなくて。

  『你打算怎么办？』

  『どうするつもりなんでしょうか？』

  「那个，怎么办？」

  「えーっと、どうするんです？」

  「现在只能先观察情况了。死灵都市应该要被彻底解放，事到如今已经无法抑制好奇心了」

  「今のところは様子見かしらね。死霊都市はきっちりと解放されるべきでしょうし、今さら好奇心は止められないわ」

  「翔大人成为古代遗迹的管理者时，您说过需要戒指吧？」

  「ショウ様が古代遺跡の管理者となった際、指輪が必要だとおっしゃってましたが？」

  「啊，就是这个」

  「あ、これです」

  　我脱下戒指交给亚珍塔先生，反正被没收也无所谓。

  　別に没収になってもいいかと、指輪を外してアージェンタさんに渡す。

  　她们俩盯着戒指看，是在鉴定吗？

  　二人ともそれをじっと見つめてるんだけど、鑑定してるのかな。

  「这似乎是『最高管理者』的戒指，还有其他东西吗？」

  「これは『最上位管理者』の指輪のようですが、他のものもありますか？」

  「啊，没有。我还没把那个掉戒指的资料室彻底搜查一遍。不过，菲雅莉们有捡到一些东西……要看吗？」

  「あ、いえ。まだこれが落ちてた資料室って場所を隅々まで捜索できてなくて。一応、フェアリーたちが拾ってくれたものはあるんですが……見ますか？」

  　我打算之后再鉴定，所以把它们都扔在迷你柜子里。

  　後で鑑定しようと思って、ミニチェストの中にぶちまけたままなんだよな。

  「不，不用了」

  「いえ、いいわ」

  「如果只有这个戒指能成为管理者就好了。谢谢」

  「この指輪だけが管理者になれるという話だといいのですが。ありがとうございます」

  「啊，嗯」

  「あ、はい」

  　亚珍塔先生干脆地把戒指还给我，让我有点惊讶。

  　アージェンタさんがすんなり指輪を返してくれて、ちょっとビックリ。

  　算了，就当是被信任了吧。

  　まあ、信頼されてるんだと思っておこう。

  「也许有一天会麻烦你处理一些麻烦事，这个先给你」

  「あなたには、いずれ面倒ごとを頼むかもしれないし、これを渡しておくわね」

  　她把一枚纯白的硬币放在桌子上。

  　そう言ってテーブルの上に置かれたのは真っ白なメダル。

  　啊，是白龙货啊……

  　あー、はい、白竜貨ってやつですね……

  「必须用到这个，是指去本土的时候吗？我完全没有那个打算……」

  「これを使わないといけないって、それ本土の方に行った時とかですよね？　俺、そんなつもりは全くないんですけど……」

  「哎呀，是吗？那为什么这孩子会在这里呢？」

  「あら、そうなの？　じゃ、なぜこの子がここにいるのかしらね？」

  　白龙公主大人笑着看向斯薇。神树洞被发现了……

  　そう笑ってスウィーの方を見る白竜姫様。神樹の
    
     洞
    うろのことバレてるのか……

  「……」

  「〜〜〜……」

  　斯薇把头扭向一边装作不知道。

  　そっぽを向いて知らんぷりのスウィー。

  　仔细想想，她毕竟是菲雅莉女王，认识其他种族的王族也不奇怪。虽然平时的言行举止像个小孩子，完全感觉不到那种气质，但她其实也认识图鲁吗？

  　よくよく考えたら、フェアリーの女王なんだから、他の種族の王族と面識があってもおかしくないんだよな。普段の言動がおこちゃまだから、全然そんな気がしないんだけど、トゥルーとも実は知り合いだったとか？

  「我们也会尽可能提供协助，希望您能助我们一臂之力……」

  「こちらでも可能な限りサポートいたしますので、
    
     何
    なに
    
     卒
    とぞ、お力添えいただければと……」

  「唉……不过，我觉得自己能做的事不多。虽然拜托斯薇就能通过神树前往本土，但地点也不明确……」

  「はあ……。でも、できることってあんまりないと思いますよ。スウィーにお願いすれば神樹を通って本土へ行けますけど、場所もはっきりしないし……」

  　之前应该是在共和国的南侧。

  　前は共和国の南側だったはず。

  　距离相当远，而且从那里到死灵都市，感觉不可能不遇见任何人。

  　ずいぶん遠い場所だし、あそこから死霊都市までってなると、誰とも会わずには無理そう。

  　这样一来，绝对会有玩家注意到我。毕竟角色已经暴露了……

  　そうなると絶対に俺のことに気づくプレイヤーがいると思うんだよな。キャラバレしてるし……

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比似乎察觉到我的烦恼，把头靠在了我的腿上。摸摸它，让心情平静下来吧……

  　俺の困ったなあを察したのか、ルピが膝に頭を乗せてきた。モフって心を落ち着かせよう……

  　虽然露比肯定会跟着我，但这也是暴露行踪的原因之一。

  　ルピも絶対についてきてくれるだろうけど、これも確実にバレる要因なんだよな。

  「我听说这座山间小屋的一楼有传送魔法阵。虽然得到了这个情报……」

  「この山小屋の一階に転移魔法陣があると聞きました。その情報も教えていただきましたが……」

  「啊……那个该不会是直通死灵都市的吧？」

  「あー……、あれってひょっとして死霊都市直行だったりします？」

  「是的。中央尖端魔导研究所，那个地方的中心有个曾经被如此称呼的地方。」

  「はい。中央先端魔導研究所、
    
     彼
    かの
    
     地
    ちの中心にはかつてそう呼ばれていた場所があります」

  　我露出了只想回收传送魔法阵的表情，而亚珍塔先生似乎也看出来了。

  　転移魔法陣だけ回収したい……、そんな顔をしたのがバレたのか、

  「有传送魔法阵的第十一号三号传送塔，一旦找到就会由龙人族占据，请放心。如果没什么问题，我会把传送魔法阵运到这里来的。」

  「転移魔法陣がある第十一号三番転移塔は、見つけ次第、竜人族で占有しますのでご安心ください。何事もなければ、転移魔法陣はここへと運びますので」

  　亚珍塔先生这么说道，接着又说：

  　フォローしてくれるアージェンタさん。それに続けて、

  「就算要拜托你，那也是最终手段。我们来想想其他办法吧。可以吧，亚珍？」

  「あなたに何かを頼むとしても、それは最終手段よ。何かしらそれ以外の手段を考えましょう。いいわね、アージェ？」

  「我明白了。」

  「承知いたしました」

  「我想拜托你更重要的事。」

  「あなたにはもっと重要なことをお願いしたいもの」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　白龙公主大人和斯薇的视线落在空盘子上。

  　白竜姫様とスウィーの視線が空っぽになった皿に。

  　我把格雷普尔盛到木盘上，斯薇和白龙公主大人也吃了起来……

  　ドライグレイプルを木皿によそうと、スウィーも白竜姫様もそれを食べ始めて……

  　呃，话题继续吗？

  　えーっと、話の続きは？

  〖世界任务更新了！〗

  〖ワールドクエストが更新されました！〗

  「『哎？』」

  「『え？』」

  「女神似乎下达了天启。能请您确认一下吗？」

  「女神から天啓があったようですね。確認いただけますか？」

  「啊，好的。那我就失礼了」

  「あ、はい。じゃ、失礼して」

  　世界公告对NPC来说是天启啊。不过，NPC不能确认任务信息吗？我一边想着一边打开了信息。

  　ワールドアナウンスって、ＮＰＣには天啓って扱いなんだ。でも、クエスト情報は確認できないのかな？　とか思いつつそれを開く。

  【世界任务：死灵都市：第二部「解放」】

  【ワールドクエスト：死霊都市：第二部「解放」】

  『在漆黑森林深处发现的废墟。被不死者占据的那座都市，是古代魔导文明引发的灾厄的中心地。

  『漆黒の森の奥に見つかった廃墟。アンデッドに占拠されたその都市は古代魔導文明が引き起こした厄災の中心地であった。

  　得到龙族信赖的人们聚集起来，终于要开始对死灵都市进行正式的调查了。

  　竜族の信頼を得た者たちが集まり、いよいよ死霊都市の本格的な調査が始まろうとしている。

  　但是，调查需要驱逐跋扈的不死者，以女神的威光净化各个区域。

  　しかし、調査には
    
     跋
    ばっ
    
     扈
    こするアンデッドを駆逐し、女神の威光を
    
     以
    もって区画を浄化していく必要があるだろう。

  　目的：驱逐死灵都市的不死者，解放所有区域。达成率1％』

  　目的：死霊都市のアンデッドを駆逐して全エリアを解放する。達成率１％』

  「呃，感觉是死灵都市的攻略开始了。接下来应该会正式进入都市内部」

  「えっと、死霊都市の攻略が始まった感じですね。これから本格的に都市内部に入っていくことになるんじゃないかと」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　目前的1％，大概是某个门打开了吧？

  　現時点の１％ってのは、どこかの門が開いたとかそれぐらいかな？

  　说起来，第一部最初的1％好像是我，但我明明被说成不参加，会被算进去吗？

  　そう言えば、第一部の最初の１％は俺だったとかいう話らしいけど、俺はそもそも不参加扱いって言われてるのにカウントするものなのかな。

  『翔君，以女神的威光净化区域是什么意思？』

  『ショウ君、女神の威光を以て区画を浄化ってなんでしょう？』

  　啊，确实有这一句。

  　っと、確かにこれなんだろ？

  「那个，天启里有句“以女神的威光净化区域”，您知道是什么意思吗？」

  「あの、天啓に『女神の威光を以て区画を浄化』ってあるんですが、何かわかります？」

  　亚珍塔先生对我的问题摇了摇头。

  　その問いに首を横に振るアージェンタさん。

  　嗯，这是要我们玩家自己思考吗……

  　うーん、これはこれでプレイヤーたちで考えろってことか……

  　感觉又要调查一番了。

  　また調べ物しろって感じなんだろうな。

  「……亚珍，我要睡了」

  「……アージェ、眠るわ」

  「好的，公主大人」

  「はい。お姫様」

  　木盘里的格雷普尼尔被吃光的同时，白龙公主大人这么说着，就睡着了。

  　木皿のドライグレイプルが空っぽになったと同時に、白竜姫様がそう言って、こてっと眠ってしまった。

  　虽然她说自己从漫长的睡眠中醒来了，但身体状况还是不太好啊。

  　長い眠りから覚めたとか言ってたけど、まだ全然本調子じゃないのか。

  　斯薇也满足了，它心满意足地坐在了固定位置上。

  　スウィーもさすがに満足したのか、満腹満腹って感じで定位置に座る。

  　今天的话题就到此为止吧？啊，姑且问一下吧。

  　今日の話はこれくらいで終わりかな？　あ、一応、聞いておくか。

  「要去古代遗迹的控制室看看吗？」

  「古代遺跡の制御室に行ってみますか？」

  「不，今天就……」

  「いえ、今日のところは……」

  　说着，她看向了睡得正香的公主大人。

  　そう言って、すやすやと寝息を立てているお姫様を見る。

  　也是，会吵醒她的。

  　そりゃそうか、起こしちゃうよな。

  「翔大人，虽然不想给您添麻烦，但那枚戒指的事情能请您保密吗？」

  「ショウ様。できるだけご迷惑をおかけしたくはないのですが、その指輪のことは隠していただけますか？」

  「啊，嗯，好的」

  「あ、ああ、そうですね」

  　我通过世界公告成为古代遗迹的管理者这件事，十有八九已经暴露了。

  　ワールドアナウンスで古代遺跡の管理者になっちゃったのは十中八九バレてる。

  　虽然明天的直播上应该不会提到这件事，

  　明日のライブでそれは話さないとだろうけど、

  「我想我已经暴露了自己是这里的管理者这件事，但我会对大家保密这枚戒指和紧急用魔晶石里有玛那这件事」

  「ここの管理者になっちゃったことはバレてると思いますけど、この指輪と非常用の魔晶石にマナを入れる話はしないことにします」

  　我觉得大致上说一句「虽然不太清楚，但被任命为管理者了」就行了。实际上就是这样，所以也没有说谎……

  　ざっくり「よくわからないけど、管理者にさせられた」でいい気がする。実際そうだから
    
     噓
    うそはついてない……

  　虽然大致上已经被贝露部长和赛丝知道了，但还是请她们保密吧。不过，如果她们要告诉别人的话，应该会先来确认一下吧。

  　ベル部長とセスには大まかにはバレてるんだけど、秘密にしておいてもらおう。まあ、二人とも誰か別の人に話すなら、その前に確認に来てくれるだろうけど。

  「非常感谢。关于有转移魔法阵的区域，我们会负责控制的。如果有什么事的话，我们会联系您的」

  「ありがとうございます。転移魔法陣がある区画については、こちらで責任を持って押さえます。何かありましたら、ご連絡いたしますので」

  　亚珍塔先生一边注意着不吵醒公主大人，一边低头行礼。

  　お姫様を起こさないように、気を遣いつつ頭を下げるアージェンタさん。

  　龙也很辛苦啊……

  　ドラゴンも大変なんだなあ……

  「那么，我先告辞了。今后也请多多关照」

  「それでは失礼いたします。今後ともよろしくお願いいたします」

  「好的，彼此彼此」

  「はい。こちらこそ」

  　亚珍塔先生抱着睡得很香的公主大人，使用转移魔法阵回去了。

  　ぐっすり寝ているお姫様を抱えたアージェンタさんが、転移魔法陣を使って帰っていった。

  　我姑且确认了一下，这个大型传送室里的传送魔法阵和转移魔法阵，似乎位于与那个死灵都市完全不同的地方，位于龙都北侧，突出于海面的半岛的前端。

  　一応、確認したところ、この大型転送室にある転送魔法陣、転移魔法陣は例の死霊都市とは全く別の場所、竜の都の北側にある、海に突き出た半島の先にあるらしい。

  　只有龙族才能进入那里，而且那里戒备森严，连受到庇护的其他种族也不能进入，所以请放心。

  　そこに立ち入れるのは竜族のみで、厳重な警戒を敷いて、
    
     庇
    ひ
    
     護
    ご下の他種族も入れなくしてあるので安心してほしいとのこと。

  「呼……」

  「ふう……」

  　我不由得叹了口气，这下子精神上也累了。

  　思わずため息というか、さすがに気疲れしたかな。

  　虽然确实是重要的事情，但基本上我能做的也就只有『保持沉默』，还是转换一下心情，专心在岛上悠闲度日吧。

  　確かに重要な話だったけど、基本的に俺ができることは『黙ってる』ぐらいだし、気持ちを切り替えて、島でのんびりに専念しよう。

  『辛苦了。』

  『お疲れ様でした』

  「汪。」

  「ワフ」

  「美音也辛苦了。露比也是。」

  「ミオンもお疲れ様。ルピも」

  　我忍不住蹲下抚摸露比，享受着毛茸茸的触感恢复精神。

  　思わずしゃがんでルピを撫でまわし、もふもふを堪能することで気力を回復させる俺。

  　坐在肩上的斯薇打了个大哈欠，看起来很困的样子。

  　肩に乗ってるスウィーは大きくあくびをして眠そうな感じ。

  　接下来……啊，对了。有件事想确认一下。

  　さて……、ああ、そうだ。確認しときたいことがあるんだった。

  「妮娜，可以问个问题吗？」

  「ニーナ、質問いい？」

  ［好的。请问有什么事？］

  ［はい。ご用でしょうか］

  「你能掌握到谁被传送到这个房间吗？」

  「この部屋に誰か転移してきたのって把握できる？」

  ［可以。传送过来的物品、转移过来的人物等，都能立刻掌握。但是，报告需要翔在设施内。］

  ［はい。転送されてきた物品、転移してきた人物などは即座に把握可能です。ただし、報告にはショウが施設内にいる必要があります］

  　啊，说得也是……说到底，如果在我登出的时候有人过来，我根本不会知道。

  　あー、そりゃそうか……。そもそも俺がログアウトしてる時に来られるとわからないんだよな。

  『翔君，我觉得只要电梯不启动，不管谁来都没关系。』

  『ショウ君、誰か来てもエレベーターが動かなければいい気がします』

  「啊，就是这个！妮娜，除了我以外的人不能使用转移电梯吗？」

  「あ、それだ！　ニーナ、俺以外は転移エレベーターが使えないとかは可能？」

  ［是的。因为处于正常运转状态，所以管理者以及同行者都可以使用。另外，也可以为新的使用者进行注册］

  ［はい。通常稼働中ですので、すでに管理者およびその同行者が利用可能となっています。また、利用者を新たに登録することも可能です］

  「好！」

  「よし！」

  『没问题呢！』

  『大丈夫ですね！』

  「啊，现在这样就行了。如果有人过来，而我正好在可以报告的地方，希望你能立刻通知我」

  「あ、今のままでいいよ。もし誰かが来て、俺が報告できる場所にいる時は、すぐにそうしてほしいかな」

  ［好的。了解了］

  ［はい。了解しました］

  　虽然那边应该会有人好好监视，但考虑到万一，就算有可疑人物过来，我最好也不要离开这里。

  　向こう側はしっかり見張ってくれてるだろうけど、万一を考えたら不審者が来てもここを出られないのがベスト。

  　如果对方是转移过来的，那应该也能回去，就请他放弃回去吧。

  　転移してくるんなら帰ることもできるだろうし、諦めてお帰りいただこう。

  「现在是晚上十点左右吗？」

  「今って午後一〇時ぐらい？」

  『嗯，还没到十点』

  『えっと、一〇時前ですね』

  　这个时间有点微妙。如果要绕着南侧散步的话，感觉会走得很快，那样就没什么意义了。不然，去田地那边看看吧。

  　微妙な時間だな。南側をぐるっと散歩するとなると駆け足になりそうだし、それだとあんまり意味がない。それか、畑ちょっと見てこようか。

  『那个，今天就到此为止吧？你好像也累了……』

  『あの、今日はもう終わりにしませんか？　疲れてるみたいですし……』

  「哎？啊，嗯，那就这样吧……」

  「え？　あー、うん、そうするか……」

  　因为在意时间而匆忙做些什么，感觉也不太对。

  　時間を気にして慌ただしく何かするのは、ちょっと違うよな。

  　今天就到此为止，明天的直播准备就等放学后再做吧。

  　今日のところは終わりにして、明日のライブの準備は放課後に済ませることにしよう。

  「露比，斯薇，今天就到此为止吧。抱歉啊」

  「ルピ、スウィー、今日はもう終わりにするよ。ごめんな」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　她们俩都赞成，那就慢慢来吧。

  　二人とも賛成してくれたので、ゆっくりすることにしよう。

  　来到山间小屋所在的盆地，目送斯薇摇摇晃晃地走向神树。

  　山小屋のある盆地に出たところで、ふらふらと神樹の方へと去っていくスウィーを見送る。

  『翔君，能来工作室吗？』

  『ショウ君。スタジオに来てくれますか？』

  「好」

  「りょ」

  　是要商量明天的直播吗？那样的话，剩下的时间也能好好聊聊。

  　明日のライブの相談かな？　それなら残りの時間でゆっくり話すこともできるし。

  　不过，为什么要在工作室呢……

  　でも、なんでスタジオなんだろ……

  「呃……」

  「えーっと……」

  　虽然来到了工作室，但美音在哪呢？

  　スタジオに来てみたはいいものの、ミオンどこだ？

  『翔君，这边』

  『ショウ君。こっちです』

  「啊，在这在这。啊……」

  「ああ、いたいた。あ……」

  　我朝着声音的方向转过头，看到美音穿着之前买的吊带裤。

  　声の方に振り向くと、この間買ったオーバーオールを着たミオンが。

  　可能是因为穿着白色衬衫的缘故，看起来有点成熟，让我心跳加速……

  　白のブラウスの方を着ているせいか、ちょっと大人っぽく見えてドキッとする……

  『怎，怎么样？』

  『ど、どうですか？』

  「嗯，很适合你」

  「うん。すごく似合ってる」

  『太好了。请坐在这』

  『良かったです。ここ、座ってください』

  　工作室里有个豪华的双人沙发，放在不会出现在直播画面的地方。

  　スタジオで映らない場所に置かれた豪華な二人がけソファー。

  　之前贝露部长参加合作直播进行解说的时候，好像就是在这里待机的，赛丝之前好像也坐过。美音催促我坐到沙发上。

  　以前、ベル部長が解説で参加してくれたコラボの時に、待機場所として使ってたそうで、この前、セスも座ったらしい。そのソファーに座るように促してくるミオン。

  「呼……」

  「ふう……」

  『辛苦了。今天很不容易呢』

  『お疲れ様でした。今日は大変でしたね』

  「毕竟昨天才发生过那种事」

  「昨日の今日だったからなあ」

  　我坐在美音旁边，身体瘫在椅背上。

  　ミオンの隣に腰かけ、ぐったりと背もたれに体を埋める。

  　如果只有亚珍塔先生一个人来倒还好，但既然还带了白龙姬大人来，希望他能事先告诉我。话说回来，没想到那么小的孩子……

  　アージェンタさんだけならまだしも、白竜姫様まで連れてくるんなら、先にそう言っておいてほしかった。それにしても、まさかあんな小さい子が……

  「翔君」

  「ショウ君」

  「哎？啊，嗯……」

  「え？　あー、うん……」

  　突然被真声呼唤，我还在想怎么了，她就拍了拍自己的大腿。

  　いきなり生声で呼びかけられ、どうしたのかと思ったら、膝に手をポンポンと。

  　怎么说呢，虽然超级害羞……但我还是轻轻躺下，把头枕在她的腿上。

  　なんていうか、無茶苦茶恥ずかしいけど……そっと横に倒れて頭を乗せる。

  「话说，你把身体接触的限制解除了吗？」

  「っていうか、身体接触の制限切ってるの？」

  『是的。只对翔君解除』

  『はい。ショウ君だけです』

  　被她这么一说，我无言以对。

  　そう言われてしまうと何も言い返せない。

  　不，说到底，她明明在现实中就给我做过，事到如今还有什么好说的。

  　いや、そもそもリアルでやってもらったことあるのに、何を今さらって話なんだけど。

  「说起来，存档怎么样了？」

  「そういえば、アーカイブどうだった？」

  　听到我的问题，美音摇了摇头。

  　その問いかけに首を振るミオン。

  　亚珍塔先生，不，白龙姬亚尔提娜大人是想隐瞒身份吗……

  　アージェンタさん、いや、白竜姫アルテナ様を隠したいのかな……

  「嗯，明天的直播怎么办？」

  「うーん、明日のライブどうしよっか？」

  『要休息吗？』

  『お休みしませんか？』

  「哎？突然休息对观众们不太好意思吧？」

  「え？　急に休みはちょっと視聴者さんに悪くない？」

  『我觉得勉强自己也没用。我母亲好像也对艺人说过“身体不舒服的时候笑容会变得生硬，所以休息吧”』

  『無理をしてもしょうがないと思います。母もタレントさんに「体調が悪い時はぎこちない笑顔になるから休みなさい」って言うそうですし』

  「原来如此。说的也是……」

  「なるほど。そりゃそうだよな……」

  　明明发烧了，或者头痛了，却还要强颜欢笑，我可做不到。

  　熱があったり、頭痛がしたりしてるのに笑顔を作るとか、俺には無理そう。

  　我闭上眼睛，慢慢地深呼吸。

  　目を閉じてゆっくりと深呼吸する。

  　美音一直在摸我的头，虽然有点害羞，但感觉很舒服。

  　ミオンがずっと頭を撫でてくれてるのが恥ずかしいけど心地良い。

  「明天的直播就悠闲地打理一下田地吧」

  「明日のライブはのんびりと畑の手入れでもするよ」

  『好』

  『はい』

  　难得买了虚拟形象的衣服，得好好展示一下。

  　せっかく買ったアバター衣装、ちゃんとお披露目しないとだし。

  「直播一开始我会说说古代遗迹的管理者，不过还没整理好，就等到周六吧」

  「ライブの最初に古代遺跡の管理者のことは話すけど、まだ整理できてないから土曜にってことでいいかな」

  『是啊。那个……要提到女神像吗？』

  『そうですね。あの……、女神像のことは話しますか？』

  　啊……美音希望我不要说吗？

  　あー……、ミオン的には黙っておいてほしいことなのかな？

  　她向部长说明那天的事情时，虽然说了打倒了红幽魂，但没有提到女神像。

  　部長にあの日のことを説明してくれてた時も、マルーンレイスを倒したことは伝えつつも、女神像のことは伏せてたし。

  「怎么说呢，抱歉……」

  「なんていうか、ごめん……」

  『哎？』

  『え？』

  「就是，我快被红幽魂干掉的时候，感觉就像遇到困难时求神拜佛一样……」

  「いや、マルーンレイスってのにやられそうになった時にさ、困った時の神頼みって感じだったんだけど……」

  　之所以变成翡翠女神，是因为那是我最初想做的，而且有精灵的加护也占了很大一部分原因。

  　翡翠の女神になったのは、俺が最初に作ろうと思ってたし、精霊の加護がかかってたりしたことも大きいんだと思う。

  　只是，我没想到脑海中的印象会直接反映在女神像上……

  　ただ、頭の中にあったイメージがそのまま女神像に反映されると思ってなかった……

  『……如果不是我，可就麻烦了哦？』

  『……私じゃない誰かだったら大変でしたよ？』

  「是啊」

  「はい」

  　不过，那种情况下能想到的女性也只有她了。

  　まあ、あの場面で思い浮かぶ女性なんて他にいないんだよな。

  　我能够立刻想起的女性，也就只有真白姐和美姬了……

  　俺がとっさに顔を思い出せる女性なんて、真白姉、美姫ぐらいか……

  「抱歉……」

  「ごめん……」

  『？』

  『？』

  　仔细想想，我心中并没有理想的女性形象啊。

  　よくよく考えると、自分の中に理想の女性像がないんだよな、俺。

  　妈妈面无表情，所以不考虑。真白姐是粗暴的姐姐，美姬则是需要保护的妹妹。

  　母さんは表情がなくて論外だし、真白姉は荒れてる姉のイメージ、美姫は守らないといけない妹のイメージがまだ残ってる。

  　除了家人以外还有谁呢？班长大概是因为从小学就认识，感觉就像“老师”一样。和雅塔老师一样。

  　身内以外だと誰だろ？　いいんちょは小学校の頃からの付き合いのせいか『先生』って感じなんだよな。ヤタ先生と同じ感じ。

  　还有……贝露部长给人的印象还是“魔女贝露”比较强烈。虽然最近逐渐在改变……

  　あとは……ベル部長は『魔女ベル』のイメージがやっぱり強い。最近は崩れつつあるけど……

  「怎么说呢，那个……对我来说，女神只有美音一个人，所以就变成那样了……」

  「なんていうか、その……。俺にとっての女神ってミオンだけだから、ああなっちゃって……」

  「好，好的……」

  「は、はぃ……」

  　话说回来，无名女神像变成和美音一模一样的翡翠女神像，到底是怎么回事呢。

  　それにしても、名も無き女神像が、ミオンそっくりな翡翠の女神像になっちゃったのはどうしたもんだかな。

  　如果美音觉得害羞，那就一直藏起来好了，但这样一来，装饰在教堂的女神像该怎么办呢。

  　ミオンが恥ずかしいならずっと隠してればいいんだろうけど、そうなると教会に飾る女神像をどうしようかなってなる。

  　虽然也不是不能雕刻成别的脸，但总觉得不太对。

  　違う顔で彫ることもできなくはないだろうけど、それはそれでなんか違う感じがするし。

  「装饰在教堂的女神像该怎么办呢……」

  「教会に飾る女神の像はどうしよう……」

  『那个，就按翔君的想法去做就好了』

  『えっと、ショウ君が思うように作っていいですよ』

  「我本来是想雕翡翠女神像的，做成美音的样子可以吗？」

  「翡翠の女神様飾ろうと思ってたから、ミオンになっちゃうけどいい？」

  『嗯。不过，可以的话……』

  『はい。でも、できれば……』

  　美音拜托了我两件事。

  　お願いされたのは二つ。

  　一是不要雕其他女神像。她似乎觉得除了自己以外，还有其他不认识的人站在旁边会很不舒服。

  　他の女神の像は彫らないでほしいこと。自分以外のよくわからない誰かが隣に立ってるのは居心地が悪いらしい。

  　嗯，这倒也是。如果自己的雕像旁边立着一个谜之大叔的雕像，我也会觉得心情很微妙。

  　まあ、そりゃそうだよな。俺だって、自分の像の隣に謎のおじさんの像が立ってたら、すごい微妙な気分になりそうだし。

  　然后，她希望我雕露比来代替。可以的话，斯薇和图鲁也想雕。

  　そして、その代わりにルピを彫ってほしいと。できれば、スウィーやトゥルーも。

  「好。我也想雕露比呢」

  「りょ。確かにルピは彫ってあげたいなあ」

  『不是雕苍空女神大人也可以吧？』

  『蒼空の女神様じゃなくてもいいですよね？』

  「应该可以吧。露比一直听着美音的声音，我想它会很高兴的」

  「いいんじゃないかな。ルピはミオンの声、いつも聞いてるし、喜んでくれると思うよ」

  　翡翠女神像就一直放在道具栏里吧。要是再发生像之前那样的事，应该能派上用场……嗯？

  　翡翠の女神像の方はインベントリにずっと入れておくかな。この前みたいなことがあったら役立ちそうだし。……ん？

  「啊，原来是这样……」

  「ああ、そういうことか……」

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「啊，没什么，我想世界任务里说的『需要以女神的威光净化区域』，应该就是指使用那种女神像吧」

  「あ、いや、ワールドクエストに『女神の威光を以て区画を浄化する必要がある』ってあったのって、ああいう女神像を使えってことかなって」

  『啊……』

  『あ……』

  　鉴定结果里写着『放在各个家庭』，应该能在攻略死灵都市时找到吧。

  　鑑定結果に『各家庭に置かれていた』って書かれてたし、死霊都市の攻略で見つかるんだろう。

  　贝露部长说过这座岛是终盘内容，而我碰巧从亚珍塔先生那里得到了这个，所以才勉强过关。

  　ベル部長がこの島がエンドコンテンツみたいなこと言ってたけど、俺はたまたまアージェンタさんからそれをもらえて、ギリギリなんとかなったっていう。

  『还是跟部长说一下吧？』

  『やっぱり部長に話しますか？』

  「不，我觉得不说她也知道，应该没关系。而且部长今天也去魔术士之塔了吧？」

  「いや、話さなくてもわかる気がするし、いいんじゃない。それに部長は今日も魔術士の塔の方に行ってるんだよね？」

  『是的。我想存档已经上传了，要看一下吗？』

  『はい。もうアーカイブは上がってると思いますし、少し見ますか？』

  「嗯，好啊。嗯……」

  「うん、見ようか。ん……」

  　我睁开眼睛，打算坐起来看，

  　目を開け、ちゃんと起き上がって見ようかと思ったんだけど、

  「不行」

  「ダメです」

  「好」

  「はい」

  　我乖乖听话，美音笑嘻嘻地打开了贝露部长的频道。

  　俺が大人しくそれに従うと、ニコニコしながらベル部長のチャンネルを開くミオン。

  　她为什么会这么喜欢我啊……

  　なんでこんなに俺のこと好いてくれてるんだろう……

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「呃，啊，嗯……下次周日做点心可以吗？」

  「え、あ、うん……。お菓子作り、今度の日曜がいい？」

  『好！啊，午饭也想吃柏原同学做的炒面』

  『はい！　あ、あのお昼ご飯も。柏原君にご馳走した焼きそばが食べたいです』

  「嗯，好」

  「うん、おっけ」

  　之前提到这个的时候，她就表现出了浓厚的兴趣。

  　この前、その話した時に興味津々だったもんなあ。

  　如果她能稍微习惯家庭料理，自己也想试着做做看的话，我会很高兴的。

  　少しでも家庭料理に慣れてくれて、自分でも作ってみようって気になってくれると嬉しいな。

  ◆◆◆

  ◆◆◆

 
  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君＆露比酱】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君＆ルピちゃん】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　怎么想都是翔君。

  　どう考えてもショウ君です。

  　真的非常感谢。

  　本当にありがとうございました。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　蕾欧娜大人和贝露碳去的魔术士之塔呢？

  　レオナ様とベルたそが行ってる魔術士の塔は？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不，她们才到十五层，应该还没遇到。

  　いや、まだ十五階だからそんな話はないかと。

  　那里应该有三十层，所以她们只爬了一半。

  　あそこは三〇階あったはずだから半分。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　咦？你知道总共有多少层吗？

  　え？　全体の階数わかってるの？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　提示：电梯的面板。

  　ヒント：エレベーターのパネル

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　这不是答案吗！w

  　答えじゃねーか！ｗ

  　总之，目前有可能遇到这种要素的……

  　ともかく、現状でそんな要素にたどり着きそうなのっていうと……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　只有这座岛了吧。

  　島しかないですよねー

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　所以说，先对“古代遗迹里有管理者”这件事感到惊讶啊w

  　だから、まず「古代遺跡に管理者なんてものがあった」ことに驚けよｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不是，你看，这里的居民早就习惯了……

  　いやほら、ここの住人ってそういうの慣れっこだし……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　比起这个，我更在意翔君要雕刻的女神像！

  　それより、ショウ君が彫るらしい女神の像が気になるの！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　他说要雕刻翡翠女神大人来着？

  　翡翠の女神様を彫るって言ってたっけ？

  　总觉得会做出很不得了的东西……

  　なんかもう、すごいものができる予感しかない……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　就算把整座岛变成安全区域我也不惊讶w

  　島全体をセーフゾーンにしても驚かないｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　真想让他雕刻美音酱啊。

  　ミオンちゃんを彫ってほしいんだよね。

  　这样会不会诞生新的女神大人呢！

  　そしたら、新しい女神様ができたりしないかなって！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　妄想的规模差了一位数，不对，差了一百位数……

  　妄想のスケールが一回り、いや百回りぐらい違った……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　别搞宗教战争啊（认真）

  　宗教戦争はやめよう（真顔）

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　现在的教会很糟糕吗？

  　今の教会ってヤバいの？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　因为有女神大人和她的魔法，所以不是那种常见的腐败教会。

  　女神様とその魔法があるから、よくある腐った教会じゃないよ。

  　要是做了那种事，应该会无法使用魔法吧。

  　そんなことしてたら、魔法使えなくなるんだろうし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　话虽如此，要是出现其他神明或宗教的话会怎么样呢？

  　とはいえ、他の神様とか宗教が現れたらどうなるか。

  　美音教（暂定）不是排他的一神教吧？

  　ミオン教（仮）は排他的な一神教じゃないよね？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　别再聊这个了ｗ

  　あるていで話すのはやめなさいｗ

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　轻松募款：给岛上的东西

  　ゆる募：島に物を送るアイデア

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　怎么突然……

  　何を急に……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不是，我们总是单方面地收下东西，感觉不太好。

  　いやまあ、俺らもらってばっかりで悪いなって。

  　你们不想送点东西给岛上吗？

  　島で足りてない物とか差し入れしたくない？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　收到的东西多到快得糖尿病了（白眼）

  　糖尿病になりそうなぐらいもらってるね（白目）

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　严重缺乏墙壁。

  　深刻な壁不足ですな。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　白米好好吃(^^)

  　白米おいしいです(^^)

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　正常地打赏不就好了吗？

  　普通に投げ銭すればいいのでは？

  　那两个人应该不会乱花钱。

  　あの二人なら無駄遣いとかしなさそうだし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　那样的话，老婆会生气的……

  　それはほら、嫁が怒るし……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　可恶！可恶！认真回答的我真是个笨蛋！

  　くそっ！　くそっ！　真面目に答えた俺が馬鹿だったよ！

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　作为认真送东西的建议，最好的选择应该是拜托银龙亚珍塔吧？

  　真面目に送るアイデアとして一番なのは銀竜アージェンタに頼むことじゃない？

  　他们好像用传送箱在进行交易。

  　転送箱ってのでやり取りしてるみたいだし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　感觉像是父母给的生活费……

  　なんか親からの仕送りっぽいな……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　小翔，这是在共和国采的蔬菜。

  　たかしへ。共和国で採れた野菜を送ります。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　老妈别这样，这招对我有效。

  　カーチャンやめろ。その技は俺に効く。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　送东西过去他也会很困扰吧？

  　送られても困るんじゃないかな？

  　翔君好像是那种从自力解决中找到乐趣的类型。

  　ショウ君は自力で解決することに楽しみを
    
     見
    み
    
     出
    いだすタイプっぽいし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　做多余的事情会让翔君的存在变得模糊。

  　余計なことをするとショウ君という存在があやふやになる。

  　翔君可能在岛上，也可能不在岛上。

  　島にはショウ君がいるかもしれないし、いないかもしれないのだ。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　我们只能在直播的时间观察翔君。

  　我々はライブという時間でのみショウ君を観察している。

  　但是，直播前的翔君处于奇妙的状态。

  　だが、その直前のショウ君は奇妙な状態を取っているのだ。

  　这被称为岛的观测问题。

  　これを島の観測問題という。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　不，我觉得美音酱一直在观测翔君。

  　いや、ショウ君は常にミオンちゃんに観測されてると思うんだが。

  　啊！？因为美音酱的观测，所以翔君的搞砸了是确定的吗！

  　はっ!?　ミオンちゃんが観測するから、ショウ君のやらかしが確定するのか！

  【死灵都市】主线剧情考察串【寰域编年纪XIII】

  【死霊都市】メインストーリー考察スレッド【ワールドクエスト】

  【系统公告】

  【システムアナウンス】

  　本串已被列为重点监视对象。

  　本スレッドは重点監視対象となりました。

  　此后将无法匿名发帖。

  　以降、匿名での投稿はできなくなります。

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　测试

  　テスト

  【金光】

  【キンコン】

  　感谢测试ｗ

  　テストありがとうｗ

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　真想给匿名发帖一结束就瞬间安静下来的现象起个名字。

  　匿名でなくなった瞬間にピタッと静かになる現象に名前欲しい。

  【迪特隆】

  【デイトロン】

  　哎呀，什么时候变成这样的？

  　おや、いつの間にこんなことに？

  【金光】

  【キンコン】

  　因为股神乙独占前线基地，把大家气得不行。

  　デイトレ神乙。前線基地の独占状態について大荒れだったからだね。

  【凯凯弗＠未来的霸权】

  【ケケフ＠未来の覇権】

  　我可没打算闭嘴。

  　別に黙るつもりはない。

  　那是我们花了钱和时间才建立起来的地方。

  　俺らが金も時間もかけてつくった場所なんだ。

  　当然要从中获取相应的利益。

  　それなりの利益は出させてもらわないとって話だよ。

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　所以就算把其他人甩在后面也没关系？

  　それで他が置いてけぼりになってもいいと？

  【凯凯弗＠未来的霸权】

  【ケケフ＠未来の覇権】

  　ＩＲＯ又不是只有死灵都市的世界任。

  　死霊都市のワークエだけがＩＲＯじゃないだろう。

  　还有其他古代遗迹，而且那边的收入还更高。

  　他の古代遺跡もあるし、なんならそっちの方が実入りがいいまである。

  【金光】

  【キンコン】

  　那当然，毕竟你们把物价抬高了，其他地方的收入当然更高。

  　そりゃ、あんたらが物価
    
     吊
    つり上げてるんだから、他の方が実入り良くて当たり前だよ。

  　不过，我并不否定你们的做法。我们只要无视死灵都市就行了。

  　とはいえ、それ自体は否定せんよ。俺らは死霊都市をスルーすればいいだけだし。

  【凯凯弗＠未来的霸权】

  【ケケフ＠未来の覇権】

  　没错，这是非常普通的经济活动。

  　そういうことだ。ごく一般的な経済活動だよ。

  【迪特隆】

  【デイトロン】

  　（笑）

  　（笑）

  【凯凯弗＠未来的霸权】

  【ケケフ＠未来の覇権】

  　怎么了？

  　何か？

  【迪特隆】

  【デイトロン】

  　啊，抱歉。我只是觉得MMORPG是社会的缩影。

  　ああ、ごめんね。ＭＭＯＲＰＧは社会の縮図だなと思ってね。

  【凯凯弗＠未来的霸权】

  【ケケフ＠未来の覇権】

  　你平时不就是这么干的吗？比任何人都更早发现价值，然后抢先买下。

  　あんたが普段やってることだろ？　誰よりも早く価値に気づいて、先んじて買う。

  【迪特隆】

  【デイトロン】

  　唔，虽然不是，但那是商业机密（笑）

  　うーん、違うんだけど、そこは企業秘密だからなあ（笑）

  　所以，就让我见识一下你的本事吧。

  　だからまあ、お手並み拝見ってところだよ。

  　毕竟目前那里是世界第二有价值的地方。

  　現時点であの場所はワールドで二番目に価値のある場所だからね。

  【金光】

  【キンコン】

  　第二？那第一是？

  　二番目なの？　一番目って？

  【迪特隆】

  【デイトロン】

  　是翔君所在的岛。毫无疑问是第一（笑）

  　ショウ君がいる島だね。ダントツで一番だよ（笑）

  【金光】

  【キンコン】

  　只能服气（笑）

  　納得しかない（笑）

 
  11　星期三　甜蜜时光

  11　水曜日　スウィー・ト・タイム

  　虽然今天也是社团活动日，但贝露部长迟迟没有来。因为是星期三，所以雅塔老师应该也在开职员会议吧。

  　いつもの部活だけど、ベル部長はなかなか来ず。水曜なのでヤタ先生も職員会議中かな。

  　虽然也可以先去ＩＲＯ，但我决定今天要悠闲地做农活，所以并不着急，而是鉴赏着昨天贝露部长的直播。

  　先にＩＲＯ行ってもいいんだけど、今日のライブはのんびり畑仕事と決めてるので、特に慌てることもなく、昨日のベル部長のライブを鑑賞中。

  「风的元素魔法好厉害啊」

  「風の元素魔法すごいなあ」

  『是啊』

  『ですね』

  　用强风魔法把石魔像吹飞，然后把后面的骷髅骑士卷进去，使其四分五裂。最厉害的是——

  　突風の魔法でストーンゴーレムを吹き飛ばすと、その後ろにいたスケルトンナイトが巻き込まれてバラバラになる。極めつきは、

  『〈雷球〉！』

  『〈雷球〉！』

  　乒乓球大小的电浆飞了过去，击中骷髅骑士的铠甲的瞬间，伴随着啪嚓的声音，骷髅骑士倒下了。看来ＩＲＯ也有风系魔法可以使用雷的惯例。

  　ピンポン球ぐらいの小さなプラズマが飛んでいき、スケルトンナイトの鎧に着弾した瞬間、バチッという音と共に崩れ落ちる。風系の魔法は雷を使えるお約束はＩＲＯにもあったらしい。

  「说起来，还没找到和风精灵缔结契约的方法吗？」

  「そういえば、風の精霊との契約方法ってまだ見つかってないんだっけ？」

  『是的。大家好像都尝试了很多方法』

  『はい。みなさん、いろいろ試してるみたいですが』

  　状况似乎和之前听到的时候没什么变化，好像已经弥漫着放弃的氛围了。

  　状況的には前に聞いた時とあんまり変わってないらしく、諦めムードが漂ってるんだとか。

  　因为斯薇用过，所以我试着拜托了她，但结果在那个地方好像不行。

  　スウィーが使ってたからお願いしてみたけど、結局、あの場所ではダメだったっぽいからなあ。

  「我也去学应用魔法学〈风〉吧……」

  「俺も応用魔法学〈風〉を取るか……」

  『翔君，火那边怎么样？』

  『ショウ君、火の方はどうですか？』

  「诶？　火？　火系精灵确实也完全没找到，不过在岛上除了点火以外还能用在什么地方？」

  「え？　火？　確かに火の精霊も全然だけど、島で着火以外に何か使う？」

  　点火的魔法虽然很方便，但除此之外的火系攻击魔法用起来还是需要小心的。

  　着火の魔法は便利だけど、それ以外で攻撃魔法で火を使うのって気を使うんだよな。

  　特别是岛上树木很多，要是引起森林大火就不好玩了。

  　特に島は樹々も多いから、山火事とか
    
     洒
    しゃ
    
     落
    れにならないし。

  『那本书里有提到「关于热」，所以我想应该可以用来加热或者冷却』

  『あの本に「熱について」とあったので、温めたり冷やしたりできるんじゃないかって』

  「啊！」

  「ああ！」

  　加热是不错，但我也想要冷却的魔法啊。

  　温めるはいいけど、冷やす方の魔法は欲しいなあ。

  　虽然可以让水系精灵生成冷水，但好像没法生成冰。

  　水の精霊に冷水を出してもらうことはできるけど、氷までは出せないっぽいし。

  　做蕨饼的时候也是，制作冷点心的时候需要冷却的魔法？　……

  　わらび餅もそうだけど、冷やすデザートを作るには冷却の魔法？　が必須になるわけで……

  『不过，水系魔法里也有冰这个字，所以到底是哪边的呢……』

  『ただ、水の方にも氷と書いてあったので、どちらなのか……』

  「原来如此。为了把水冻起来，有降低温度的冷却魔法也是可以的」

  「なるほど。水を凍らせるために、温度下げる冷却っていう魔法があっても良さそうだよね」

  『是的』

  『はい』

  　嗯，有点难办啊。按照地水火风的分类，可能两边都有吧。

  　うーん、難しいところ。地水火風っていう分類だと、どっちにでもあるかもか。

  　那样的话，希望能在基础魔法学里找到……

  　それなら、基礎魔法学の方にあってほしかったところだけど……

  「算了，就交给贝露部长吧」

  「ま、ベル部長に任せよっか」

  　贝露部长星期天的直播里，打倒了十五层的头目，活铠甲和古墓尸妖。

  　ベル部長の日曜のライブでは、十五階のフロアボス、リビングアーマー数体とバローワイトってのを倒してる。

  　然后在找到应用魔法学〈水〉的魔导书后直播结束了。

  　そこで応用魔法学〈水〉の魔導書を見つけて大はしゃぎしてるところでライブ終了だった。

  　顺带一提，蕾欧娜大人在那之后的战斗中到达了20级，获得了世界第一个到达角色等级上限的奖励。

  　ちなみに、その後の戦闘でレオナ様はキャラクターレベルが20に到達し、ワールド初のキャラクターレベル上限到達とかいう褒賞をもらったんだとか。

  　世界公告有广播出来吗？我也是在晚上10点前就登出了。

  　ワールドアナウンス流れてたのかな？　俺も午後一〇時前にはログアウトしちゃったからな。

  「我来晚了」

  「遅くなったわね」

  「早好嘶」

  「ちわっす」

  『你好』

  『こんにちは』

  　贝露部长在四点半过后登场。是急着赶过来的吗，感觉她有点喘？

  　四時半過ぎになってベル部長が登場。急いで来たのか、少し走った感じ？

  「发生什么事了吗？」

  「なんかあったんです？」

  「诶？啊啊，是修学旅行的讨论会哦」

  「え？　ああ、修学旅行の打ち合わせよ」

  　因为是下周一开始的五天四夜的日程，所以要分担各种各样的行李……好像是在讨论这个。

  　来週の月曜から四泊五日という日程なので、あれやこれやと持っていく物を分担して……みたいなことを話してたらしい。

  「嘛，全员都带同样的东西也没用呢」

  「まあ、全員で同じ物持っててもしょうがないっすよね」

  　女生的话吹风机是必须的，但只要一个人带就够了。

  　女子だとドライヤーとか必須なんだろうけど、誰か一人持ってれば十分だもんな。

  『翔君的义姐大人有去修学旅行吧？』

  『ショウ君はお
    
     義姉
    ねえさんが修学旅行に行かれたんですよね？』

  「啊，嗯。是这样没错，但真白姐几乎只带了换洗衣服吧」

  「あ、うん。そうなんだけど、真白姉はほぼ着替えぐらいしか持っていかなかったかな」

  　嘛，准备那些衣服和内衣的是我……

  　まあその服やら下着やら準備して「これでいいか？」ってやったの俺なんだけどさ……

  「那么，稍微去准备一下木材吧」

  「さて、ちょっと木材調達しとこうかな」

  『啊，是为了雕刻女神大人的像吧』

  『あ、女神様の像を彫るためにですね』

  「嗯，这也是原因之一，不过我想在直播结束照顾完田地之后，做个单轮车。」

  「うん、それもあるけど、ライブで畑の世話をした後に、一輪車作りでもしようかと思ってて」

  　因为亚珍塔先生要来，所以一直没做单轮车。

  　アージェンタさんが来るってことで保留してた一輪車。

  　仓库里的木材应该够用，但要是差一点点就不太甘心，所以还是先去准备吧。反正多的也不会浪费。

  　蔵にある木材でも足りそうだけど、微妙に足りないとかなると悔しいので先に調達しておこう。余っても無駄にならないし。

  『不去鉴定斯薇酱它们收集的东西吗？』

  『スウィーちゃんたちが集めてくれてた物の鑑定はしないんですか？』

  「嗯。我打算直播结束之后再做。」

  「うん。あれはライブの後にしようかと」

  　一想到要是又发现奇怪的东西……感觉就不太对劲。

  　なんかそこでまた変なものが見つかったらと思うと……なんだよなあ。

  　包含有可能透过翡翠女神像取得神圣魔法的可能性在内，等直播结束之后再说吧。

  　翡翠の女神像で神聖魔法が取れる可能性も含めて、ライブが終わって落ち着いたらにしよう。

  「汪！」「～～！」

  「ワフ！」「〜〜〜！」

  「嗯？怎么了？」

  「ん？　どうしたの？」

  　总之我先将一根圆木搬到仓库，这时露比和斯薇走了过来。

  　とりあえず一本を丸太にして蔵に運んだところで、ルピとスウィーがやってきた。

  　我跟它们说吃完饭后可以自由玩耍，是有什么事吗？

  　ご飯の後は好きに遊びに行っていいよ、だったんだけど何かあったか？

  　斯薇一副要我跟它走的样子，于是我跟着它们……是泉水那边吗？

  　スウィーがついてこいって感じなので、二人を追いかけて……泉の方？

  「哦哦！长得好大！」

  「おお！　立派になってる！」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　原本比我的肩膀还矮的绿莓树，不知不觉间长成超过两米的成树，结了许多果实。

  　俺の肩よりも小さいぐらいの若木だったグリーンベリーが、いつの間にか二メートルを超える高さの成木になって、たくさん実をつけている。

  　然后，菲雅莉们正在小心翼翼地摘下这些果实。

  　で、フェアリーたちがそれを丁寧に一つずつ採って集めてくれてるっぽい。

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  　女王大人一脸得意，但这些果实是她们种出来的，我得给她们一些奖励才行。

  　ドヤ顔の女王様だけど、彼女たちが育ててくれたんだし、何か報酬をあげないとだよな。

  「家里还有砂糖，来做绿莓果酱吧。」

  「砂糖もあるし、グリーンベリーのジャムでも作ろうか」

  『好主意！』

  『いいですね！』

  　我觉得菲雅莉们应该会喜欢在蕨饼上加果酱，剩下的时间应该能做出一小瓶果酱吧？

  　わらび餅にジャムとかもフェアリーたち好きそうな気がするし、残りの時間でなんとか小瓶一つ分ぐらいは作れそうかな？

  「我回来了。」

  「ただいま」

  『欢迎回来。』

  『おかえりなさい』

  　我在下午五点半前登出。在那之后，我又去确认了帕普树的生长情况，它已经长到相当大了，但感觉还能再长高一点。

  　午後五時半前にログアウト。あの後、パプの木の成長具合も改めて確認したんだけど、それなりに大きくなってきてて、でも、もう一伸びある感じ？

  　因为帕普树长在平时就能看到的地方，反而不容易注意到它的成长。

  　パプの木は普段見えるところにあるから、逆に成長したのに気づきにくいな。

  「翔，你立了大功呢。听说找到胡椒果了。」

  「ショウ君、お手柄ね。コショウの実が見つかったそうよ」

  「哦哦！」

  「おお！」

  『太好了！』

  『良かったです！』

  　这么说来，奈特和他的朋友应该去找了，不过从时间上来看，应该是其他人吧？我脸上露出疑惑的表情，被她看穿了。

  　そういえば、ナットや奴のフレンドさんたちが探しに行ってたと思うけど、時間的には別の誰かなのかな？　そんな顔をしてたのがバレたのか、

  「啊，你是波莉小姐的男朋友？听说是奈特的朋友找到的，你不用担心。」

  「ああ、ポリーさんの彼氏？　ナットくんの知り合いが見つけたそうだから、そこは心配しなくていいわよ」

  「啊，好的。话说，他们两个并没有在交往。」

  「あ、はい。ってか、あの二人は付き合ってるわけでもないんですけど」

  「哎呀，是这样吗？」

  「あら、そうなの？」

  　贝露部长一脸得意……正常来说，那两个人应该会察觉到吧。先不管这个了，

  　ベル部長がふふんって顔で、……普通は察するよなあ、あの二人。それはいいとして、

  「我从奈特那里听说他打算建立公会，贝露部长知道这件事吗？」

  「一応、ナットからギルド立ち上げるつもりって話を聞いてるんですけど、ベル部長はその話は聞いてます？」

  「我从波莉小姐那里听说了。我们这边也在考虑建立公会联盟，而且也觉得死灵都市差不多该行动了，所以很感谢他。」

  「そのポリーさんから聞いたわよ。うちとしても、ギルドの連合を考えてたし、死霊都市にもそろそろって考えてたからありがたいわ」

  　嗯？公会联盟和世界任务是什么？

  　ん？　ギルドの連合とワールドクエストって？

  『这和世界任务有关吗？』

  『ワールドクエストと関係があるんですか？』

  「嗯，情况变得有点麻烦……」

  「ええ、ちょっと面倒なことになってるんだけど……」

  　贝露部长苦笑着告诉我们的事情，真的非常麻烦……

  　ベル部長が苦笑いしつつ話してくれたのは、本当にめんどくさいことだった……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「幸好我是无人岛开局……」

  「無人島スタートで良かったよ、ホント……」

  『是啊……』

  『そうですね……』

  　从贝露部长那里听到的事情，该怎么说呢，让人不禁发出「嗯……」的声音。

  　ベル部長から聞いたのは、なんというか「う〜ん……」って話だった。

  　帝国东北方，从漆黑森林入口稍微往里走的地方有一道巨大的城墙。据说每次出入那里，一个人需要一万艾莉丝。

  　帝国の北東、漆黒の森の入り口から少し入った先にある大きな防壁。そこの出入りに一回につき一人一〇〇〇〇アイリスが必要なんだとか。

  　从那里到死灵都市附近建造的前线据点，乘坐公共马车单程也要三千艾莉丝。

  　そこから死霊都市が見えるあたりに作られた前線拠点までの乗合馬車も片道三〇〇〇アイリス取られるとのこと。

  　如果只是这样，那只要在那边待一段时间，赚够钱就行了，但那个前线据点的物价似乎高得离谱。药水要五倍左右的价格，吃饭和临时住宿也要三倍以上，完全让人不想掏钱。

  　それだけならまあ、しばらく滞在してその分を稼げば良いんだろうけど、その前線拠点は物価がめちゃくちゃ高いらしい。ポーションなんかは五倍前後の値段だし、食事や仮設宿の利用も三倍以上して、とても買う気になれない値段。

  　前线据点物价高涨的原因，据说是属于帝国的名为“未来的霸权”的大型玩家公会。那个公会的说法是，为了回收前线据点以及通往那里的道路的建设费和维护费。

  　前線拠点の物価高騰の原因だと言われているのは、帝国に属する『未来の覇権』っていう大きなプレイヤーズギルド。そのギルドの言い分としては、前線拠点およびそこまでの道の建設費と維持費を回収するためにらしいけど。

  「我觉得要交一定的使用费也是没办法的事……」

  「それなりに利用料を払うのは仕方ないと思うのだけれどね……」

  　贝露部长虽然这样含糊其辞，但我觉得她内心相当愤慨。

  　ベル部長はそうお茶を濁していたけど、内心かなり憤慨してる気がする。

  　至少“白银之馆”和与其相关的公会，都把价格设定在不会让新人为难的程度。

  　少なくとも『白銀の館』やそれに連なるギルドでは、新人さんに無理をさせない値段設定をしてるわけだし。

  『感觉必需品只能自己带过去了吗？』

  『必要な物は持ち込むしかない感じですか？』

  「是啊。只能忍耐着支付住宿费，然后把其他必需品带过去了。即便如此，能带的行李也是有限的……很不容易啊」

  「そうね。宿泊費用は我慢して払って、あとの必需品は持ち込むしかないかしら。それでも持てる荷物に限界があるから……なかなかね」

  　顺便一提，如果加入那个霸权公会，住宿场所和物资似乎都能以正常价格得到通融。

  　ちなみに、その覇権ギルドに加盟すると、宿泊場所も物資も通常価格で融通してくれるらしい。

  　但是，角色等级必须在15级以上，加入需要50万艾莉丝……

  　ただし、キャラレベル15以上、加入には五〇万アイリスが必要なんだとか……

  『翔君。要不要看看世界任务的进度？』

  『ショウ君。ワールドクエストの進捗を見てみませんか？』

  「啊，对哦。虽然和任务无关，还是看看吧……」

  「あ、そうだった。関係ないけど見ておくか……」

  【世界任务：死灵都市：第二部「解放」】

  【ワールドクエスト：死霊都市：第二部「解放」】

  『在漆黑森林深处发现的废墟。被不死者占据的那座都市，是古代魔导文明引发的灾厄的中心地。

  『漆黒の森の奥に見つかった廃墟。アンデッドに占拠されたその都市は古代魔導文明が引き起こした厄災の中心地であった。

  　获得龙族信赖的人们聚集起来，终于要开始正式调查死灵都市了。

  　竜族の信頼を得た者たちが集まり、いよいよ死霊都市の本格的な調査が始まろうとしている。

  　但是，调查需要驱逐横行的不死者，以女神的威光净化各个区域。

  　しかし、調査には跋扈するアンデッドを駆逐し、女神の威光を以て区画を浄化していく必要があるだろう。

  　目的：驱逐死灵都市的不死者，解放所有区域。达成率2％』

  　目的：死霊都市のアンデッドを駆逐して全エリアを解放する。達成率２％』

  「才推进了1％……」

  「１％しか進んでないし……」

  『会怎么样呢？』

  『どうなるんでしょう？』

  「唔，要是进展太慢，世界任务可能会失败。」

  「うーん、あまりに進捗が悪いとワールドクエスト失敗とかするのかもなあ」

  　不过，第二部是昨天晚上开始的，所以也不知道1％是多是少。

  　まあ、第二部が始まったのが昨日の夜だから、１％が大きいのか小さいのかも不明だよな。

  　照这个速度，要花三个月以上，会大幅超过运营说的两个月。

  　このペースだと三ヵ月以上かかることになるから、運営が言ってた二ヵ月程度ってのを大幅にオーバーするわけだけど。

  〈时间差不多了哦〉

  〈そろそろ時間ですよー〉

  『啊，好的！』

  『あ、はい！』

  「收到」

  「りょっす」

  　算了，和岛没关系，现在要集中精神直播。

  　ま、島には関係ないことだし、今はライブに集中だな。

  〈十秒前……五，四……〉

  〈一〇秒前……、五、四、……〉

  『大家好，欢迎来到美音的二人悠闲ShowTime！

  『みなさん、ミオンの二人のんびりショウタイムへようこそ！

  　我是实况主美音。请多关照！』

  　実況のミオンです。よろしくお願いします！』

  【榭肯娜】「来了♪———O（≧∇≦）O————♪」

  【シェケナ】「キター♪───Ｏ（≧∇≦）Ｏ────♪」

  【NONONO】「吊带裤好可爱！」

  【ノンノンノ】「オーバーオール可愛い！」

  【迪特隆】「〈新衣服费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈新衣装代：５０００円〉」

  【卡尔赛伦】「古代遗迹的管理者是真滴吗？」

  【カルセルン】「古代遺跡の管理者ってマ？」

  　新衣服似乎也大受好评。虽然我开始考虑下次该穿什么衣服，但又觉得做得太过火也不好，内心十分纠结。

  　新しい衣装も好評なようでなにより。次はどういう衣装が良いかなとか考えちゃうんだけど、あんまりやりすぎも良くないよなという葛藤が。

  『谢谢大家。这件衣服是和翔君一起决定的』

  『ありがとうございます。この衣装はショウ君と決めたんですよ』

  　这句话似乎又要让我爆发好几次了。

  　そのセリフに俺がまた何度か爆発しないといけないっぽい。

  　果然，评论里零星出现了古代遗迹的管理者的话题……

  　やっぱりというか、ちらほらと古代遺跡の管理者の件がコメントに上がってるなあ……

  『那么，我来叫翔君他们。翔君，露比酱，斯薇酱』

  『それではショウ君に繫ぎますね。ショウ君、ルピちゃん、スウィーちゃん』

  「欢迎，美音」「汪呜～」「♪」

  「ようこそ、ミオン」「ワフ〜」「〜〜〜♪」

  　地点在教堂后面，格雷普尔树旁边的休息区，我像往常一样把露比放在腿上，斯薇酱坐在左肩上迎接。菲雅莉们则自由行动，有的吃着格雷普尔的果实，有的在花的周围飞来飞去。

  　場所は教会裏、グレイプルの隣にある休憩スペースに、いつも通りルピをあぐらの中に、スウィーは左肩に座ってお出迎え。フェアリーたちは自由行動というか、グレイプルの実を食べてたり、花の周りを飛んでたりとさまざま。

  『翔君，请告诉我们今天的直播内容』

  『ショウ君、今日のライブの内容を教えてください』

  「嗯。呃，先说一下，关于古代遗迹的管理者，正如大家所想的，就是我」

  「うん。えーっと、その前に古代遺跡の管理者の件だけど、皆さんの想像通り俺です」

  【草丛】「恭喜！」

  【クサコロ】「おめでとう！」

  【迪特隆】「〈恭喜就任管理者！：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈祝！　管理者就任！：５０００円〉」

  【米伊】「虽然我早就猜到了，但还是挺惊讶的」

  【ミイ】「そうだと思ってましたが、やっぱり驚きですね」

  【南兹】「又向岛的霸者迈进了一步！」

  【ナンツウ】「島の覇者にまた一歩近づいたね！」

  「然后，因为是各种偶然重叠在一起才变成这样的，所以我还不太清楚。详细情况我打算在周六的直播里说，但可能也说不出什么重要的信息」

  「で、偶然が重なってなっちゃったもんだから、まだよく分かってなくて。詳しい話は土曜のライブにするつもりだけど、それも大した情報は出せないんじゃないかなって」

  　要说到哪个程度，就等周六之前商量决定吧。

  　どの辺まで話すかは土曜までに相談して決めるかな。

  　亚珍塔先生，和白龙姬大人约好了要保密成为管理者的方法，特别是戒指的事情，所以除此之外要公开多少信息呢……

  　アージェンタさん、白竜姫様と約束したのは管理者になる方法、特に指輪のことを秘密にって話だったので、それ以外でどれだけ情報公開するか……

  【米娜米尔格】「没关系的啦～」

  【ミナミルゲ】「ええんやで〜」

  【顿登】「毕竟是岛上的事嘛」

  【ドンデン】「島のことだからね」

  【菲尔】「终盘内容抢先体验君呢ｗ」

  【フェル】「エンドコンテンツ先取り君だなｗ」

  【熊脸】「慢慢来就好啦～♪(*^^*)」

  【ベアメン】「のんびりでいいですよ〜♪(*^^*)」

  　咦？感觉大家的反应……比想象中要温和？

  　あれ？　なんか思ってたより反応が……緩い？

  　我还以为会更深入地追问呢……

  　もっと追求が来るかと思ってたんだけど……

  「呃，所以今天我打算去干农活和做一辆独轮车」

  「えっと、それで今日は畑仕事と一輪車でも作ろうかなって」

  【纳达伊】「猫不错呢！」

  【ナタイ】「ネコいいね！」

  【维森】「木制？铁制？」

  【ウィズン】「木製？　鉄製？」

  【京太】「板车不错哦。咱也在用」

  【キョウタ】「猫車いいよー。オイラも使ってる」

  【乔顿】「今天的食物轰炸呢？」

  【ジョント】「今日は飯テロは？」

  　幸好有人理解这是搬运用的独轮车。问题在于能不能做得好。

  　ちゃんと運搬用の一輪車と理解してくれる人がいて良かった。問題はうまく作れるかだけど。

  『今天有好吃的吗？』

  『今日はごちそうはありますか？』

  「虽然算不上好吃的，不过我打算在工作告一段落的时候，拿出新做的甜品」

  「ごちそうってほどじゃないけど、一段落したところで新作の甘味を出す予定かな」

  　这句话让评论栏沸腾了。

  　その言葉に沸き立つコメント欄。

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「汪呼……」

  「ワフ……」

  　斯薇一副口水都要流出来的表情，露比则对女王大人无语……

  　よだれが垂れてきそうな顔をするスウィーと、そんな女王様に呆れるルピ……

  【3号】「表情不错w」

  【マルサン】「ええ顔しとるｗ」

  【特雷尔】「女王大人喜欢的甜品！？」

  【トレール】「女王様お気に入りの甘味!?」

  【西琳】「不妙，会是什么啊……」

  【シリン】「やべえ、何が出てくるんだ……」

  【鲁寇尔】「露比酱无语的表情好可爱～」

  【ルコール】「ルピちゃん
    
     呆
    あきれ
    
     顔
    がおかわよ〜」

  　感觉难度莫名其妙地提高了。

  　なんか、無駄にハードルが上がってる気がする。

  　今天要拿出的是蕨饼，我担心大家会不会失望……

  　今日出すのはわらび餅なんだけど、ガッカリされないか心配……

  「谢了」

  「さんきゅ」

  「「「♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　我小心地收获成熟的蔬菜。菲雅莉们帮忙拔了点杂草，浇了水，转眼间农活就结束了。

  　育った野菜を丁寧に収穫。ちょっとした雑草を抜いたり、水やりをしてくれたりはフェアリーたちが手伝ってくれてあっという間に畑仕事終了。

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  「不，斯薇只是在旁边看着吧」

  「いや、スウィーは見てただけじゃん」

  　我忍不住吐槽一脸得意的斯薇，淘气的女王大人吐舌回应。

  　ドヤ顔するスウィーに思わず突っ込むと、てへぺろで返してくれるお茶目な女王様。

  【基拉尔】「好笑，吐槽，吐舌」

  【キラル】「良いボケ、ツッコミ、てへぺろ」

  【萨特纳】「女王大人真的好可爱♪」

  【サテナー】「女王様まじ可愛い〜♪」

  【马南】「居然还能装傻……真有你的ｗ」

  【マネン】「ボケもできるとは……やりおるｗ」

  【榭肯娜】「保存了一百万次♪」

  【シェケナ】「一〇〇万回保存した〜♪」

  　斯薇也很受欢迎啊。

  　スウィーも人気だよなあ。

  　毕竟她既俏皮又可爱，而且不会做让人讨厌的事，受欢迎也是理所当然的。

  　お茶目で
    
     愛
    あい
    
     嬌
    きょうもあるし、本当に嫌なこととかはしない子だから、当然なんだろうけど。

  『翔君，给菲雅莉们奖励吧』

  『ショウ君、フェアリーさんたちにご褒美を』

  「嗯。那就来吃点心吧」

  「うん。じゃ、おやつにしようか」

  　我坐在平时的树荫下，露比则坐在我的固定位置——我的腿上。

  　いつもの木陰に座り、ルピは定位置のあぐらの中へ。

  　我从道具栏里拿出的，首先是蓝蕨饼。

  　インベントリから取り出すのは、まずはブルーわらび餅。

  【乌达切】「哦？那是什么？」

  【ウタゲテー】「おお？　何それ？」

  【乔顿】「蕨饼」

  【ジョント】「わらび餅だ」

  【尼雷诺】「诶，怎么是蓝色的……」

  【ニレノ】「え、なんか青いんだけど……」

  【主厨】「哦，这个……真不愧是你」

  【マスターシェフ】「お、それは……さすがだね」

  「呃，蕨饼是正确的，这是用奥达普拉抽出的淀粉做的。上面撒的是格琳辛做的黄豆粉，蓝色的是用蓝葛利斯做的空砂糖煮成的青蜜」

  「えっと、わらび餅が正解で、オーダプラから抽出した片栗粉から作ってます。かけてあるのはグリシンを挽いたきな粉で、この青いのはブルーガリスから作った空砂糖を煮詰めた青蜜」

  『听说非常好吃哦』

  『とっても美味しいそうですよ』

  　菲雅莉们的眼神变得严肃起来，差不多该……

  　フェアリーたちの目が厳しいので、そろそろ……

  「来。谢谢你们帮忙」

  「はい。お手伝いありがとうな」

  「「「！」」」

  「「「〜〜〜！」」」

  【榭肯娜】「好温馨～♪」

  【シェケナ】「なごむ〜♪」

  【梅塞伦】「这座岛真是治愈人心啊～」

  【メッセレン】「ホント島は癒やしよ〜」

  【沙布洛克】「真不错！得赶紧做做看！」

  【サブロック】「いいね！　さっそく作ってみないと！」

  【迪特隆】「〈蕨饼费用：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈わらび餅代：５０００円〉」

  　咦？　斯薇居然坐在我的肩膀上等着，真少见。平时她都会第一个冲上去的。

  　あれ？　スウィーが肩に座ったまま待機してるの珍しいな。いつもなら真っ先に行くのに。

  「斯薇不吃吗？」

  「スウィー食べないの？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　她把手掌向上伸了伸。

  　手のひらを上にくいっくいっという仕草。

  　唔……是注意到新作了吗。

  　くっ……新作の方に気づいてるのか。

  「蓝蕨饼是之前做的，这边的是今天做的」

  「ブルーわらび餅はちょっと前に作ったんだけど、こっちが今日作ったやつ」

  　加了绿莓果酱的绿蕨饼。这边还没浇上青蜜。

  　グリーンベリージャムを練り込んだグリーンわらび餅。こっちはまだ青蜜をかけてない。

  「女王大人，先尝尝看吧」

  「女王様、まずはそのままどうぞ」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　她拿起一小块送进嘴里……

  　一欠片を手に取ってぱくり……

  　嗯，看她的表情就知道很好吃。

  　うん、その顔見れば、美味しいのはわかるよ。

  「汪！」

  「ワフ！」

  「嗯，露比也有」

  「うん、ルピにもな」

  【头巾】「那个绿色是果酱？」

  【ターバン】「その緑はジャム？」

  【主厨】「是绿莓果酱吧？」

  【マスターシェフ】「グリーンベリージャムかな？」

  【凛铃】「哇……」

  【リンレイ】「うわあ……」

  【加里逊】「女王大人陶醉的表情我收下了～」

  【ガリソンヌ】「女王様の
    
     恍
    こう
    
     惚
    こつ顔いただきました〜」

  『看起来好好吃……』

  『美味しそうです……』

  「毕竟绿莓实际上并不存在。感觉有点像酸酸的野草莓果酱？」

  「グリーンベリーは実際にはないからなあ。ちょっと酸っぱい野いちごのジャムって感じ？」

  　绿莓的酸味在熬煮的过程中会消散不少，所以光是这样就美味得让人想涂在吐司上吃。

  　グリーンベリーの酸っぱさは煮込むとほどほどに飛んでいくので、これだけでもトーストにのせて食べたいぐらい美味しい。

  「～～！」

  「〜〜〜！」

  「好好好。青蜜要适量哦」

  「はいはい。青蜜はほどほどにね」

  　我往盘子的边缘滴了一点，让她能按自己的喜好加量，然后她沾了沾，一口吃下去……

  　好みの量になるように、皿の端っこに少し垂らすと、ちょいちょいとつけてからぱくっと……

  　她吃得津津有味，真让人开心。

  　美味しそうに食べてくれるのが嬉しい。

  『呜呜呜……』

  『ううう……』

  【本肖】「美音酱要爆炸了哦？w」

  【ホンショ】「ミオンちゃん爆発するよ？ｗ」

  【嘎呼嘎呼】「糟糕糟糕！」

  【ガフガフ】「やばいやばい！」

  【榭肯娜】「这下得给美音酱也做一份了呢（笑）」

  【シェケナ】「これはミオンちゃんにも作ってあげないとねえ（ニヤニヤ）」

  【米伊】「岛上的女神大人要生气了哦？」

  【ミイ】「島の女神様がお怒りですよ？」

  『下次一起做就行了！』

  『今度一緒に作るから大丈夫です！』

  　好好好，我这就爆炸……

  　はいはい。爆発しときますよ……

  　吃完点心后，我开始制作单轮车。

  　おやつを終えて、一輪車作りを開始。

  　露比似乎并不在意我敲敲打打的声音，在我旁边放松休息。

  　ルピはギコギコ、コンコンするのは気にならないのか、隣でくつろぎモード。

  　斯薇它们好像对这个不感兴趣，在花田和田地周围晃来晃去，看起来很开心。

  　スウィーたちは、それには興味がないみたいで、花や畑の周りをふらふらと楽しそう。

  　因为制作速度很慢，我决定一边接受提问一边制作，首先把木材切齐。

  　まったりペースなので、質問も受けつける方向で、まずは木材を切り揃えていく。

  　我要做的，是把梯子的一端装上车轮，另一端装上把手的简单款式。

  　作るのは、ハシゴの片方に車輪、もう片方が持ち手ってシンプルなやつ。

  　然后还需要防止货物掉落的导轨，以及停车用的支撑脚。

  　あとは、荷物がずり落ちないようのガイドと、停車用の支え脚が必要なぐらいかな。

  『翔君，第一个问题。“请告诉我关于胡椒的事情”』

  『ショウ君、最初の質問です。「コショウについて教えてください」です』

  「啊——呃，我身上有吗……」

  「あー。えっと、今、持ってたかな……」

  　我记得道具栏里还剩了一些雷佩林的果实……找到了！

  　確かインベントリに微妙に残ってたレッペリンの実が……あった！

  「就是这个」

  「これこれ」

  【雷佩林的果实】

  【レッペリンの実】

  『雷佩林的果实。根据成熟前或成熟后加工方法不同，都会成为带有辣味的调味料。

  『レッペリンの果実。熟す前か後かで加工方法が異なるが、いずれも辛みを持つ調味料となる。

  　素材加工：香辛料的原材料』

  　素材加工：香辛料の原材料となる』

  【加雷索】「胡椒的果实！」

  【ガーレソ】「コショウの実！」

  【顿登】「长在什么地方？」

  【ドンデン】「どんなところに生えてた？」

  【伊马尼蒂】「和金币一样重！（岛上没有货币）」

  【イマニティ】「金貨と同じ重さ！（島に貨幣はありません）」

  【主厨】「白胡椒是自制的吗？」

  【マスターシェフ】「白コショウは自作かい？」

  　原本悠闲的评论栏一下子热闹了起来，让我吓了一跳。

  　のんびりムードだったコメント欄が一気に流れ始めてびっくりする。

  「呃，地点在岛的南侧。缠绕在树上的藤蔓上长着红色果实，我还在想为什么至今为止都没注意到呢」

  「えーっと、場所は島の南側。木に巻きついてる蔓草に赤い実がなってて、なんで今まで気づかなかったんだろうって」

  『翔君可能是因为拥有植物学技能才找到的吧』

  『ショウ君が植物学スキルを持ってるから見つけたかもなんですよね』

  「对对，可能就是因为这个才注意到的」

  「そうそう、気づいたのはそれのおかげかも」

  　评论栏开始讨论是否应该取得学问系技能，这个就交给他们自己判断吧。

  　コメント欄が学問系スキルを取るべきかって流れになってて、それはまあお任せしますで。

  　可能是因为我向贝露部长和奈特说明得比较详细，他们好像很轻易就找到了。

  　ベル部長やナットにはもう少し詳しく教えたからか、割とあっさり見つけたっぽいんだよな。

  　不过，蒂玛莉亚小姐好像本来就拥有植物学。

  　まあ、ディマリアさんとかは植物学持ってそうだし。

  『白胡椒是自制的吧』

  『白コショウは自作ですよね』

  「嗯。稍微在现实那边查了一下，好像只要泡水然后去掉果肉就行了。直接尝试了一下感觉很顺利」

  「うん。ちょっとリアルの方で調べて、水に晒してから果肉を取ればいいらしいって。そのまま試したらうまくいった感じ」

  　多亏如此，红色成熟的果实也能用了……咦？

  　おかげで赤く熟した実も使えて良かったっていう……あれ？

  　在本土好像只有黑胡椒流通。我的鉴定结果上写着『根据成熟前或成熟后』，可能和植物学或者素材加工有关吧。

  　本土は黒コショウしか出回ってないんだっけ。俺の鑑定結果だと『熟す前か後かで』って書かれてたのは、植物学とか素材加工とか関連してるのかな。

  　我一边加工木材，一边回答几个问题——虽然基本都是料理相关的问题。

  　木材を切り揃えつつ、いくつかの質問──だいたい料理関係だけど──に答えていく。

  　在凑齐框架的基本部分后，我先试着放着，确认平衡和尺寸都没有问题。

  　フレームの基本部分が揃ったところで、まずは仮置きしてみて、バランス的にもサイズ的に問題ないのを確認。

  　我请他们暂停提问，迅速地用钉子固定。

  　質問をちょっと中断してもらって、さくさくと釘で固定していく。

  「好。接下来就是车轮和车轴了吧」

  「よし。あとは車輪と車軸かな」

  【杉杉】「成型了！」

  【ススギ】「形になってきた！」

  【加雷索】「好像很有趣。我也去学木工吧……」

  【ガーレソ】「楽しそう。俺も木工取るかな……」

  【TS】「生产系推荐木工吗？」

  【ティーエス】「生産系のおすすめは木工？」

  【道民】「木工技能的等级多少了？」

  【ドウミン】「木工スキルのレベルいくつ？」

  「木工技能现在是9吧。木箱，椅子，各种道具的柄的部分，阁楼床也是。因为有很多乐趣，所以生产系的话我推荐木工」

  「木工スキル、今は９だったかな。木箱、椅子、いろんな道具の柄の部分とか、ロフトベッドもそうか。いろいろ楽しいんで生産系ならおすすめっすね」

  　在实用的意义上素材加工是最有用的，不过在本土的话，那也是NPC会帮忙的技能。

  　お役立ちという意味では素材加工が一番なんだけど、本土だとＮＰＣがいてやってくれるスキルでもあるしなあ。

  『直播中能完成吗？』

  『ライブ中に完成しそうですか？』

  「嗯，勉勉强强吧？如果能确认动作就好了」

  「うーん、ぎりぎりかな？　動作確認くらいまでできるといいけど」

  　车轴和车轮的圆形部分加工起来很麻烦啊。

  　車軸も車輪も丸くするところが大変だからなあ。

  　不过，只要努力打磨，应该能做出不错的东西。

  　まあ、やすりがけを頑張れば、良い感じのができると思うけど。

  　我一边制作车轴和车轮，一边回答关于岛上植被的问题……

  　車軸と車輪を作りながら、島の植生についての質問に答えてると……

  『翔君，时间差不多了，怎么样了？』

  『ショウ君、そろそろ時間ですけど、どうですか？』

  「嗯——还差一点——」

  「うーん、もうちょいなんだよなー」

  〈你们可以自行判断是否延长哦——不过晚上十点就会结束——〉

  〈お二人の判断で延長して良いですよー。午後一〇時には切れますけどー〉

  　天之声如此说道，那就恭敬不如从命吧。

  　と天の声が降ってきたので、乗らせてもらうことにしよう。

  「马上就能试了，延长个五到十分钟吧。」

  「もうすぐ試せそうだから、五分か一〇分延長で」

  『好的！』

  『はい！』

  【尼克斯】「太好了！」

  【ニクス】「やった！」

  【露玛米儿】「感觉有点紧张呢。」

  【ルマミール】「なんか緊張してきました」

  【哈吉奇里】「到底能不能顺利运作呢……」

  【ハジキリー】「果たしてうまく動くのか……」

  【裘顿】「心跳加速……」

  【ギュイドン】「どきどき……」

  　原本预定九点半结束，但应该能在九点四十五分左右完成。

  　九時半終わりの予定だけど、九時四五分ぐらいには終われるはず。

  　从框架的一侧插入车轴，穿过车轮，再穿过框架的另一侧。

  　フレームの片側から車軸を入れ、車輪を通し、フレームの反対側も通す。

  　为了不让车轴脱落，插入固定用的销子……

  　車軸が抜け落ちないように、抜けどめのピンを差し込めば……

  「好，这样应该就行了吧？」

  「よし、これでいけるかな？」

  　我双手握住把手往上拉，前后滚动……感觉不错？

  　両手で持ち手を握って引き上げ、前後にコロコロと……良さそう？

  【洛桑】「哦哦，好厉害！」

  【ロッサン】「おお、すげえ！」

  【登加奈】「完美！」

  【デンガナー】「バッチリやん！」

  【飞燕】「放点东西上去试试吧！」

  【ヒエン】「荷物載せてみよう！」

  【利索斯】「能承受多少重量呢？」

  【リソッス】「耐荷重どれくらいなんでしょう？」

  　确实，不放点东西上去试试的话，就无法判断了。于是，我取出一个装货用的木箱放在框架上。接下来就是货物了……

  　確かに何か荷物を載せてみないことにはだよな。ってことで、集荷用の木箱を取り出してフレームの上に置く。あとは荷物だけど……

  「露比。」

  「ルピ」

  　我向在我身旁悠闲地待着的露比搭话，

  　俺の隣でのんびりしていたルピに声をかけて、

  「你进去这里面试试。」

  「ここに入ってみて」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  【紫电改】「好棒！」

  【シデンカイ】「いい！」

  【鲁寇尔】「好可爱～」

  【ルコール】「かわよ〜」

  【多拉姆】「这幅可爱的画面是怎么回事！」

  【ドラムン】「なんだこの可愛い絵面！」

  【十郎】「带子狼！w」

  【ジュウロウ】「子連れ狼だ！ｗ」

  　露比进入了木箱。

  　ルピが木箱にイン。

  
   [image: ]
  

  　嗯，露比长大了，变重了，也变强了呢。

  　うん、大きくなったし、重くなったし、強くなったよなあ。

  「一开始要慢一点哦。」

  「最初はゆっくりな」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　教会后面地面裸露在外，而且还有不少小石头，所以车轮滚动时上下摇晃得厉害，但坐在箱子里的露比看起来很开心。

  　教会裏は地面が露出してるし、それなりに小石とかもあるので、ごろごろといった感じで上下に揺れているが、箱の中にお座りしてるルピは楽しそう。

  　就这样，我推着车在田地周围转了一圈，注意到的菲雅莉们纷纷飞过来，一个接一个地钻进了木箱。

  　そのままごろごろと畑の周りを巡ってると、気がついたフェアリーたちがやってきて、どんどんと木箱へと収まっていく。

  【榭肯娜】「太可爱了……」

  【シェケナ】「可愛すぎ……」

  【希卡尔】「哇——！」

  【ヒカルン】「うわー！」

  【鲁寇尔】「好可爱好可爱～」

  【ルコール】「かわかわよ〜」

  【天之侑】「要萌死了～(*^^*)」

  【アマツノユ】「
    
     萌
    もえ死ぬ〜(*^[image: ]^*)」

  　最后，斯薇像是压轴登场一样跳了进来，

  　最後に真打登場とばかりにスウィーが飛び込んできて、

  　啪叽！

  　バキッ！

  「啊……」

  「あ……」

  『那、那么今天就到此为止。下次再见！再见～』

  『そ、それでは今日はこの辺で。またお会いしましょう！　さようなら〜』

  「再、再见～」

  「ま、また〜」

  〈好的～辛苦了～〉

  〈はいー、お疲れ様でしたー〉

  『辛苦了。』

  『お疲れ様でした』

  「辛苦了」

  「お疲れっす」

  　我一边回答，一边看向斯薇

  　そう答えつつ、スウィーに目をやると、

  「……」

  「〜〜〜……」

  「不，这又不是斯薇的错」

  「いや、別にスウィーのせいじゃないから」

  　看到她泪眼汪汪地合起双手道歉，我也没法生气了。话说回来，这完全就是承载量不够啊。

  　うるうる半泣きで両手を合わせて謝られると怒るに怒れない。というか、耐荷重が全然足りてないんだな、これ。

  「我想确认一下哪里坏了，能出去一下吗？」

  「ちょっと壊れたところ確認したいから、外に出てくれる？」

  「汪呼」

  「ワフン」

  　露比跳了出去，斯薇和菲雅莉们也跟着它出去了。

  　ルピがぴょんと飛び出て、それについていくスウィーとフェアリーたち。

  　我移开木箱，确认发出讨厌声音的地方……

  　木箱をどけて嫌な音がした場所を確認……

  『哪里断了？』

  『どこが折れたんですか？』

  「车轴。不过，这也没办法。果然不用铁做不行啊」

  「車軸。まあ、しょうがないよな。やっぱり鉄で作らないとダメか」

  〈要是把车轴换成铁，这次估计就是车架上车轴通过的部分会断掉〉

  〈車軸を鉄にするとー、今度はフレームの車軸を通してる部分が折れると思いますよー〉

  　雅塔老师说道。确实……

  　とヤタ先生。確かに……

  『要全部重做吗？』

  『全部作り直しですか？』

  「不，应该只需要重做底盘吧？」

  「いや、足回りだけかな？」

  　把车轴和车轴通过部分的车架换成铁。

  　車軸と車軸が通る部分のフレームを鉄にするか。

  　然后在上面再好好地接上木制车架，感觉这样应该可行。

  　その上に、木のフレームをきっちり接続する感じで行けそうな気がしてきた。

  「？」

  「〜〜〜？」

  「没事，马上就能修好。来，吃这个打起精神来」

  「大丈夫、すぐ直せるから。ほら、これ食べて元気出して」

  　我给难得在反省的斯薇递了一颗格雷普尔。

  　珍しく反省中のスウィーにドライグレイプルを一粒渡す。

  　斯薇接过格雷普尔，坐回了平时的左肩……

  　それを受け取ったスウィーが、いつもの左肩へと座って……

  　啾

  　チュッ

  「哎？」

  「え？」

  『……斯薇酱？』

  『……スウィーちゃん？』

  　美音的真声……好可怕。

  　ミオンの生声が……怖い。

  　斯薇似乎没听到，正津津有味地吃着格雷普尔。

  　それが聞こえてないのか、スウィーは美味しそうにドライグレイプルを食べてるんだけど。

  〈因为翔君是无意识地做的嘛。美音小姐还是注意一下比较好哦〉

  〈ショウ君は無意識でやってますからねー。ミオンさんは注意した方がいいですよー〉

  『好的』

  『はい』

  「哎，怎么回事？刚才我做错了吗？」

  「え、どういうこと？　今の俺が悪いの？」

  「汪」

  「ワフ」

  　连露比都点头了。我到底该怎么办啊……

  　ルピまで頷いてるし。どうすりゃいいんだよ……

  【锻造技能的等级提升了！】

  【鍛冶スキルのレベルが上がりました！】

  　我制作了铁棒，弯曲后做成支撑车轴的框架，然后又做了要穿过框架的铁制车轴。

  　鉄棒を作って曲げてで車軸を支えるフレームを作り、そこに通す鉄の車軸も作った。

  　在雅塔老师的建议下，这次的车轴做得短一些。确实，车轴太长的话，会因为杠杆原理而容易折断。

  　ヤタ先生のアドバイスもあって、今度の車軸は短めに。確かに長いとテコの原理で折れやすくなるよなと。

  「呼，差不多就这样吧？」

  「ふう、こんなもんかな？」

  『完成了吗？』

  『完成ですか？』

  「嗯。把这个固定在木制框架上，这次应该就没问题了。啊，快到十一点了？」

  「うん。これを木のフレームに固定すれば、今度は大丈夫なはず。っと、そろそろ十一時？」

  『是的。还有十分钟左右』

  『はい。あと一〇分ほどです』

  「了解。那我差不多该下线了」

  「りょ。じゃ、そろそろ上がるよ」

  〈你们俩都很认真呢〉

  〈二人とも真面目ですねー〉

  　今天是工作日，而且雅塔老师也在，实在不能玩到太晚……

  　今日は平日だし、ヤタ先生がいる状態で遅くまではさすがに……

  「铁铸块也快用完了，得再去采掘才行」

  「そろそろ、鉄インゴットも減ってきたし、また採掘しないとかな」

  『明天社团活动的时候去吗？』

  『明日の部活の時にしますか？』

  「不，明天社团活动的时间，我想去鉴定堆在资料室的道具。因为害怕直播前积攒太多，所以一直放着没管」

  「いや、明日の部活の時間は資料室に転がってたアイテムを鑑定しようかと。スウィーたちが集めてくれたやつ、ライブ前に溜まってくのが怖くて放置してたから」

  『啊，对了！』

  『あ、そうでした！』

  　要是现在又出现比左手的苍月之戒更厉害的东西怎么办？

  　今も左手にある蒼月の指輪よりもすごいものとか出てきたらどうしよ？

  　不对，更重要的是，有可能被诅咒。得问问贝露部长才行。

  　いや、その前に呪われてる可能性があるんだった。ベル部長に聞いておかないと。

  　收拾完毕后，我走在回家的路上，看到在西南森林玩耍的露比它们从对面走了过来。

  　後片付けを終えて帰り道を歩いてると、南西の森で遊んでたルピたちが向こうからやってくる。

  　我下线的时间总是差不多，它们是配合我回来的时间回来的吗？

  　俺が上がる時間はいつもだいたい同じだし、それに合わせて戻ってきた感じかな？

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  「好乖好乖」

  「よしよし」

  　我接住扑过来的露比，摸了摸它。

  　飛び込んでくるルピを受け止めてモフることしばし。

  　等斯薇坐到固定位置后，我们继续回家。

  　スウィーが定位置に座ったところで帰宅再開。

  〈说起来，世界任务进行得怎么样了？〉

  〈そういえばー、ワールドクエストはどれくらい進みましたかー？〉

  「啊，这个……」

  「あ、えっと……」

  　我打开菜单查看世界任务，进度是6%。

  　メニューを開いてワールドクエストを確認すると進捗は６％。

  　没什么进展啊……

  　あんまり進んでないじゃん……

  「进展果然很慢啊」

  「やっぱ進み悪いよなあ、これって」

  『是因为部长说的问题吗？』

  『部長が言ってた問題があるからでしょうか？』

  「嗯，因为知道成本太高，但又不知道回报，所以大家都在观望吧？」

  「まあ、コストかかりすぎるのわかってて、でも、リターンがよくわかんないからなあ。みんな様子見してるんじゃない？」

  〈这是怎么回事？〉

  〈どういうことですかー？〉

  　雅塔老师今天有职员会议，所以没听到吗？

  　ヤタ先生は今日は職員会議だったから聞いてないんだっけ。

  　我偶尔会补充美音大致的说明，一边走上楼梯。

  　ミオンがざっくり説明してくれてるのをたまにフォローしつつ、階段を上っていく。

  〈原来如此，很有MMO的感觉呢〉

  〈なるほどー。ＭＭＯらしいことになってますねー〉

  『没有什么解决办法吗？』

  『どうにかする方法はないんでしょうか？』

  〈这个嘛，只能想办法打破垄断了吧〉

  〈そうですねー、その独占を崩すしかないんじゃないでしょうかー〉

  　就算说要打破垄断……

  　独占を崩すって言われてもなあ。

  　要是能做到的话，白银之馆的人们早就开始行动了吧……

  　それができるなら、白銀の館の人たちが既に着手してそうなんだよな……

 
  12　星期四　菲雅莉组培育

  12　木曜日　フェアリーズが育てました

  「好，开始吧。」

  「さて、始めようか」

  『请小心哦？』

  『気をつけてくださいね？』

  　天气不错，考虑到万一发生什么事，我坐在山间小屋前的草丛。

  　天気もいいことだし、何かあった時のことも考えて、山小屋前の草むらに腰を下ろす。

  　放在右手边的木箱里，杂乱地装着从资料室拿来的道具。

  　右手に置いた木箱には、資料室でゲットしたアイテムが雑に入れられている。

  　最大的是短杖，长度约五十公分，一看就知道是短杖。

  　一番大きいのは
    
     短杖
    ワンドだけど、五〇センチぐらいのいかにもなやつ。

  「我一个一个确认，如果感觉危险就阻止我哦？」

  「一つずつ確認するけど、危なそうなら止めてくれよ？」

  「汪。」

  「ワフン」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　我拜托露比和丝薇。老实说，我觉得她们两个对这方面比较敏感。

  　ルピとスウィーにお願いを。正直、二人の方がそういうのには敏感な気がする。

  　我问过贝露部长，被诅咒的武器和饰品似乎确实存在。而且大多是不死者的掉落物……苍月之戒纯粹是运气好。

  　ベル部長に聞いたところ、呪われた武具やアクセはちゃんと存在するらしい。それもたいていはアンデッドからのドロップ品だそうで……、蒼月の指輪は単純にラッキーだったと思おう。

  　光靠鉴定等级无法分辨诅咒。

  　呪いは鑑定のレベルだけでは見分けることはできない。

  　取得神圣魔法技能就能分辨，而且使用〈净化〉就能解除大部分诅咒，因此掉落物基本上都要先净化。如果舍不得净化就装备，之后就需要〈解咒〉，在教会的价格是净化的十倍以上，搞不好要花上五十倍。

  　神聖魔法スキルを取ればわかるようになるのと、〈浄化〉を使うとだいたい解けるので、ドロップ品はまず浄化が基本らしい。それをケチって装備してしまうと、今度は〈解呪〉が必要となって、教会での値段は浄化の一〇倍以上、下手すると五〇倍もかかるようになるんだとか。

  　我一个人在岛上，诅咒很有可能会成为致命伤。因此，如果能取得神圣魔法，我当然想取得。

  　俺の場合、島には俺一人だけだから、呪いが致命傷になりかねないんだよな。ということで、神聖魔法を取れるなら取りたい。

  「女神大人，拜托了」

  「女神様お願いします」

  『好，好的……』

  『は、はい……』

  　我放好翡翠女神像，准备完毕。

  　翡翠の女神像を置いてスタンバイ完了。

  　打开菜单，从技能一览中寻找神圣魔法……

  　メニューを開いてスキル一覧から神聖魔法を探す……

  「好！能学！」

  「よし！　取れる！」

  『太好了……』

  『良かったです……』

  「啊，抱歉。就算学不到也不是美音的错，能学到了也是多亏了美音」

  「あ、ごめん。取れなくても別にミオンのせいじゃないし、取れたのはミオンのおかげだけどね」

  　于是我点了一下取得。然后，我拥有了神圣魔法技能＋1和古代彩神教典。

  　ということでポチッと取得。で、神聖魔法スキル＋１の古代彩神教典を持つ。

  　啊，重新鉴定一下女神像吧。

  　あ、改めて女神像を鑑定しておくかな。

  【翡翠女神像】

  【翡翠の女神像】

  『古代魔导文明时代放置在各家庭的女神像。

  『古代魔導文明の時代に各家庭に置かれていた女神像。

  　因献上的信仰，变化为带来身心平稳和自然恩惠的翡翠女神像。

  　捧げられた信仰によって、心身の平穏と自然の恵みをもたらす翡翠の女神像へと変化した。

  　注入玛那，可以创造出女神加护的圣域』

  　マナを注ぐことにより、女神の加護による聖域をつくることができる』

  「好厉害……」

  「すごいな……」

  『那个幽灵之所以害怕，是因为圣域的效果吧』

  『あの幽霊が
    
     怯
    ひるんだのは聖域の効果だったんですね』

  「是啊。所以，这次的世界任务果然必须用到这个吧……」

  「だね。で、やっぱり今回のワールドクエストはこれを使わないとダメなんじゃないかな……」

  　上面写着净化区域什么的，是为了这个吗？

  　区画を浄化しろとかどうとか書かれてたし、そのためかな？

  　只要探索死灵都市，一定能找到这个“无名女神像”。

  　死霊都市を探索してれば、きっとこの『名も無き女神像』が見つかるんだと思う。

  『原来如此』

  『なるほどです』

  「虽然只是猜测。不过机会难得，就试试看吧。」

  「憶測だけどね。せっかくだし、ちょっと試してみるかな」

  　我将玛那缓缓注入手中的女神像，淡绿色的光芒随即溢出扩散。

  　手に取った女神像にゆっくりとマナを注ぐと、薄緑色の淡い光が溢れて広がっていく。

  　虽然不太清楚范围有多大，不过感觉相当广？大概可以容纳一整栋房子。

  　どのあたりまでなのかはちょっとわからないけど結構広い？　家一軒入るぐらいはありそう。

  「汪呜～」「～～♪」

  「ワフ〜」「〜〜〜♪」

  　露比开心地吠叫，斯薇也拍手鼓掌，应该可以当作成功了吧？

  　ルピが嬉しそうに吠え、スウィーも拍手してくれてるし、成功ってことでいいんだよな？

  『效果能持续多久呢？』

  『時間はどれくらいもつんでしょう？』

  「唔，应该不会只有几分钟吧。上次战斗结束后就收进道具栏，我想应该就是那样才结束的。」

  「うーん、数分ってことはないと思うんだよな。前の時は戦闘終わってインベントリに入れちゃったから、そこで終わりになったんだと思うけど」

  　正好可以确认，先从短杖开始吧。

  　それも確認できそうだし、まずは
    
     短杖
    ワンドから行ってみるか。

  　为了保险起见，我取出短杖时，中间夹着兰吉野猪的皮革碎片，仔细鉴定。

  　念のため、ランジボアの革の端切れを間に挟んで取り出し、じっくりと鑑定。

  【魔术技师的短杖】

  【魔術技師の
    
     短杖
    ワンド】

  『以魔银制作的短杖。

  『
    
     魔銀
    ミスリルで作られた
    
     短杖
    ワンド。

  　容易进行细微的玛那控制。元素魔法＋1』

  　マナの微細な制御がやりやすくなる。元素魔法＋１』

  「哦哦！中奖了吗？」

  「おお！　当たりかな？」

  『翔君，这样元素魔法就能突破极限了。』

  『ショウ君、それで元素魔法が限界突破しますよ』

  「啊，对哦！这样终于能取得空间魔法了。」

  「あ、そうだった！　これでようやっと空間魔法が取れる」

  　虽然看起来没有诅咒，不过还是先净化一下吧。

  　呪いの類はなさそうだけど、念のためかけておくか。

  「净化。」

  「浄化っと」

  　刚才的淡绿色光芒轻柔地包覆短杖后消失。

  　さっきの薄緑の光がふわっと
    
     短杖
    ワンドを包んで消える。

  　咦？　不是白色的？　在贝露部长的直播上看到的光好像是白色的……是根据信仰的神明不同而不同的吗？　算了，无所谓。

  　あれ？　白じゃない？　ベル部長のライブで見かけたのは白い光だった気がするんだけど……信仰する神様によって違う感じかな？　まあ、いいや。

  「嘿咻」

  「よっと」

  【元素魔法的技能等级突破上限】

  【元素魔法のスキルレベルが上限を突破しました】

  【可以取得元素魔法的上位技能】

  【元素魔法の上位スキルが獲得可能になりました】

  「OK！」

  「おっけ！」

  『恭喜您！』

  『おめでとうございます！』

  「谢啦。我去拿一下空间魔法的书」

  「さんきゅ。ちょっと空間魔法の本取ってくるよ」

  　能拿的时候就赶紧拿吧。

  　取れる時にさくっと取っておこう。

  　顺利的话，取得空间魔法技能后，还能得到先驱者的报偿，SP收支正正的。

  　うまくすれば、空間魔法スキルを取って、先駆者の報償がもらえてＳＰ収支プラスになるし。

  　我从山间小屋一楼的橱柜里拿出那本书，重新坐好。

  　山小屋の一階、キャビネットに入れてあったそれを持ってきて、改めて座り直す。

  「好了，这样应该就能取得了……有了！」

  「さて、これで取れるはずだけど……あった！」

  　点击空间魔法技能，取得！　然后重新阅读魔导书……

  　空間魔法スキルをポチッとして取得！　改めて、魔導書に目を通して……

  『怎么样？』

  『どうですか？』

  「好像能用。取得技能后，就明白了咒语。嗯……〈固定〉」

  「使えそう。スキル取ると呪文がわかるようになった。えーっと……〈固定〉」

  　我拿起刚才的短杖，咏唱〈固定〉后松开手……短杖就像浮在空中一样固定在了那里。

  　さっきの
    
     短杖
    ワンドを手に取り、〈固定〉を唱えた後に手を離すと……、浮いているようにその場に固定されている。

  【空间魔法的先驱者：获得了10SP】

  【空間魔法の先駆者：10ＳＰを獲得しました】

  「好！」

  「よし！」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「虽然取得了先驱者，但这个魔法，不觉得有点像魔术吗？」

  「先駆者が取れたのはいいんだけど、この魔法、なんか手品っぽくない？」

  　虽然这个魔法只是让物体停在空中，但维持期间也会消耗MP。

  　空中にピタッと止まってるだけのこの魔法なんだけど、止めてる間もＭＰを消費してる。

  　不过我的MP恢复量很高，所以感觉像是减少后又恢复，实际上并没有减少。

  　とはいえ、俺の場合は回復量がすごいから、減っては回復って感じで実質減らないんだけど。

  『那个魔法，会一直维持下去吗？』

  『それって、ずっとそのままなんですか？』

  「不会，只要停止消耗MP……」

  「ううん、ずっとＭＰ消費してるのを止めれば……」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　露比漂亮地接住了落下的短杖。我摸了摸它，好好夸奖一番。

  　落ちていく
    
     短杖
    ワンドをルピがナイスキャッチ。しっかりモフって褒めてあげる。

  　反过来说，只要持续消耗MP，就能让物体固定在空中吗？

  　これって逆にＭＰ消費し続けてれば固定されたままなのかな？

  「再一次，〈固定〉。斯薇，你能坐在那根杖上吗？」

  「もう一回、〈固定〉。で、スウィー、あの杖に座れる？」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇像是在说『明白！』一样飞了过去，坐在短杖上。

  　ガッテン！　って感じで飛んでいったスウィーが
    
     短杖
    ワンドに座ると、

  「哇，MP消耗量增加了。」

  「うわ、ＭＰ消費が増えた」

  『是因为试图移动被固定的物体吗？』

  『固定されているのを動かそうとすると、でしょうか？』

  「大概吧。不过感觉有有趣的用法，我会多想想的。」

  「多分ね。でもまあ、面白い使い方はできそうだから、いろいろ考えてみるよ」

  　我解除固定，短杖立刻掉了下来。

  　固定をやめるとすっと落ちる
    
     短杖
    ワンド。

  　斯薇也一起掉下来……才怪，它轻飘飘地飞回我这边。

  　スウィーが一緒に落ちる……はずもなく、ふわっと飛んで俺の方へと戻ってくる。

  　它好像很开心的样子，还对我竖起大拇指……

  　なんか楽しかったのかサムズアップしてるし……

  「其他能用的魔法……就是这个！收纳扩张！」

  「他に使えそうなのは……これだ！　収納拡張！」

  『呃，是道具栏变大吗？』

  『えっと、インベントリが広がる？』

  「大概吧。那么，马上来〈收纳扩张〉……嗯嗯？」

  「多分ね。じゃ、さっそく〈収納拡張〉。……んん？」

  　咏唱的瞬间，MP被一口气带走了将近一半。不，好像不太对？

  　そう唱えた瞬間にＭＰが半分近くごっそりと持っていかれた。いや、なんか違う？

  　我慌忙打开菜单查看状态……

  　慌ててメニューを開いてステータスを見ると……

  「哇，最大MP变成了一半……」

  「うわー、最大ＭＰが半分近くになってる……」

  　最大MP的显示上追加了【使用中：190】，计量条的一半左右变成了灰色。

  　最大ＭＰ表示に【使用中：１９０】と追加され、ゲージの半分近くがグレーアウト状態に。

  『咦？一直这样吗？』

  『えっ？　それってずっとですか？』

  「啊，不是，可以解除。感觉是发动期间会固定消耗一些MP」

  「あ、いや、解除はできるよ。発動中はＭＰを固定でいくらか持っていく感じ」

  　解除后会恢复原状，但减少的MP不会恢复。然后，说到道具栏增加了多少……

  　解除すると元に戻るけど、減った分のＭＰは戻らないパターンだろうな。で、インベントリがどれくらい増えたかというと……

  「道具栏的容量翻了一倍，嗯……微妙？」

  「インベントリの容量は倍になってるけど、うーん、……微妙？」

  『是吗？』

  『そうなんですか？』

  「因为道具还是有重量的啊。如果STR也提升的话应该就没问题了……」

  「結局、アイテムの重さがあるからなあ。ＳＴＲも上がってくれば平気なんだろうけど……」

  　这样的话，感觉还是一辆独轮车更方便。

  　これなら一輪車の方がありがたい気がしなくもない。

  　算了，用着用着应该也会有经验值，探索新区域之前就先卸掉吧。

  　まあ、使ってれば経験値は
    
     貯
    たまるんだろうし、新エリア探索とかの前に外すことにしよう。

  　为了不忘记，还是让美音提醒我吧……

  　ちゃんと忘れないように、ミオンに注意してもらうことにしよ……

  「还有时间吧？」

  「まだ時間あるよね？」

  『是的。现在还没到下午五点』

  『はい。まだ午後五時前ですよ』

  「好。虽然有点离题，但继续鉴定吧」

  「りょ。ちょっと脱線しちゃったけど、鑑定の続きしよう」

  　于是，剩下的就是饰品类。

  　ということで、残りはアクセの類。

  　首先是这个坠饰？护符？绳子看起来只是普通的皮绳，透明石头只有指尖大小，上面套着银环，是个简单的饰品。

  　まずはこのペンダント？　アミュレット？　紐はただの革紐っぽいけど、指先ほどの透明な石に銀の輪っかが通されてるシンプルなアクセサリ。

  【知性的护符】

  【知性のアミュレット】

  『用魔银和水晶制成的护符。INT＋3，每30秒恢复MP5』

  『
    
     魔銀
    ミスリルと水晶でできたアミュレット。ＩＮＴ＋３、ＭＰ回復30秒毎＋５』

  「唔，先不说INT＋3，光是带着恢复MP的装备，感觉肩膀就会酸痛……」

  「うーん、ＩＮＴ＋３はともかく、ＭＰ回復ばっか持っててもだし、肩凝りそうなんだよな……」

  『翔君，露比酱怎么样？』

  『ショウ君、ルピちゃんにどうですか？』

  「啊啊，对哦！露比会提供玛那援助，这不是正好吗？」

  「ああ、それだ！　ルピにはマナエイドしてもらってるし、ピッタリじゃん」

  　既然决定了，就把这条皮绳扔掉吧。

  　そうと決まれば、この革紐はよれよれだし捨てちゃおう。

  　我用小刀切掉，只留下魔银和水晶的装饰部分。

  　ナイフで切って
    
     魔銀
    ミスリルと水晶の飾り部分だけを残す。

  　对了，姑且还是净化一下吧。

  　そうそう、一応、浄化もかけておかないと。

  「露比，过来。」

  「ルピ、おいで」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　我取下魔狼牙的坠饰的皮绳，穿过这个知性的护符后重新挂上。

  　魔狼の牙のペンダントの革紐を外し、この知性のアミュレットを通して付け直してあげる。

  「嗯，很帅哦。」

  「うん、かっこいいぞ」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　胸前的水晶闪闪发光。真不错。

  　胸元にきらりと光る水晶。いいな。

  　斯薇也啪啪地拍手。

  　スウィーもぱちぱちと拍手。

  「那么，接下来是……」

  「じゃ、次はっと……」

  　这是耳环吗？虽然只有一边。

  　これはイヤリングかな？　片っぽだけだけど。

  【治愈的耳环】

  【癒やしのイヤリング】

  『用魔银和琥珀制成的耳环。每30秒恢复HP1』

  『
    
     魔銀
    ミスリルと
    
     琥
    こ
    
     珀
    はくでできたイヤリング。ＨＰ回復30秒毎に＋１』

  「这个很普通？不，好像也不是？」

  「これは普通？　いや、そうでもないのか？」

  『仙人笹的药水是每三秒恢复1吧？』

  『仙人笹のポーションが三秒で１でしたよね？』

  「嗯，那个是每三秒恢复1点。虽然HP恢复是常驻发动很厉害，但量上就……」

  「うん。あれは三分間だけどね。ＨＰ回復が常時発動はすごいんだけど、量的にはうーん……」

  　啊，对了！

  　ああ、そうだ！

  「斯薇，你要不要戴这个？虽然尺寸上感觉是手镯」

  「スウィー、これつけてみない？　サイズ的には腕輪になりそうだけど」

  「！」

  「〜〜〜！」

  『好主意！』

  『いいですね！』

  　为了以防万一，我再次净化了耳环。

  　また念のための浄化をかけてから、

  【神圣魔法技能的等级提升了！】

  【神聖魔法スキルのレベルが上がりました！】

  　好，先不管这个，我把耳环交给斯薇。

  　はい。それはいいとして、イヤリングをスウィーに渡す。

  「哦，刚刚好。啊，尺寸是可变的来着」

  「お、ちょうどだ。って、サイズは可変なんだっけ」

  　女王大人看着刚刚好贴合右手腕的耳环，心情大好。

  　右手首にピッタリとフィットしたそれを見つめてご満悦の女王様。

  　虽然只是猜测，但斯薇的HP应该很少，如果是为了从受伤中恢复，感觉效果会很好。即便如此，还是得避免受到大伤害。

  　スウィーは多分だけどＨＰも少ないはずだし、怪我からの回復なら十分効果がある気がする。それでも大ダメージだけは避けてもらわないとだけど。

  「♪」

  「〜〜〜♪」

  『斯薇酱，很适合你哦』

  『スウィーちゃん、似合ってますよ』

  　斯薇听到这句话，害羞了起来。

  　その言葉に照れるスウィー。

  「接下来就是最后一个了……嗯？这是什么？」

  「次がラストかな……ん？　なんだこれ？」

  　银色的脏信用卡？算了，鉴定一下就知道了。

  　銀色に薄汚れたクレジットカード？　まあ、鑑定すればわかるか。

  【公会卡】

  【ギルドカード】

  『姓名：提欧·马库迪尔　所属：中央魔术士同友会　职位：常务理事』

  『氏名：テオ・マクディル　所属：中央魔術士同友会　役職：常務理事』

  　诶？这是……

  　え？　これって……

  『公会卡为什么会出现在那个房间里……』

  『ギルドカードがどうしてあの部屋に……』

  「嗯，我记得公会卡是用魔道具用魔银制作的吧？」

  「うーん、ギルドカードって、確か魔道具を使って
    
     魔銀
    ミスリルで作られてるって話だよね？」

  『是的』

  『はい』

  　这个应该也是一样的吧。

  　これも同じなんだろうな。

  　虽然古代魔导文明因为灾难而几乎灭亡，但发行公会卡的魔导具却留了下来，现在还在使用？

  　厄災があって古代魔導文明はほぼほぼ滅亡したけど、ギルドカードを発行する魔導具は残ってて、それを今も使いまわしてるとか？

  　我一边向美音说明，一边又施加了净化。

  　ミオンに説明しつつ、また浄化をかけておく。

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  「只有魔术士会拿着这个吗？咦？如果是这样的话，贝露部长她们也有可能在魔术士之塔找到……」

  「これ持ってたのは魔術士だけかな？　あれ？　だとすると、ベル部長とかも魔術士の塔で見つけてる可能性あるな……」

  『因为有很多使用魔法的不死者吗？』

  『魔法を使うアンデッドが多いからですか？』

  「嗯。不过，如果不是有点地位的人，可能不会拿着。」

  「うん。でも、ちょっと偉い人じゃないと持ってないかもね」

  　至今为止打倒的元素魔法使幽灵之类的怪物掉落物中，没有这个吧？

  　今まで倒した元素魔法を使ってくるゴーストとかのドロップにはなかった、よな？

  　虽然我应该不会用到这个，但把它熔掉感觉也不太好。

  　これを俺が使うことはないだろうけど、かといって鋳潰すのもどうかなって気がするんだよな。

  　这大概是……那个变成红幽魂的人的东西吧。毕竟苍月之戒上写着最高管理者。

  　多分これって……あのマルーンレイスになった人のやつなんだろう。蒼月の指輪には最上位管理者って書いてあったし。

  「这个嘛，就先放在一楼的小柜子里吧。」

  「これはまあ、一階のミニチェストにでもしまっておくか」

  　那个红幽魂，应该是突然出现圣域，然后因为弱化而被打败的吧，不知道它有没有成佛……

  　あのマルーンレイス、突然聖域が現れて、それで弱体化してやられたんだろうと思うけど、成仏してくれたのかな……

  「大概就这样吧。美音有什么在意的地方吗？」

  「こんなもんかな。ミオンは何か気になることある？」

  『翔君，应用魔法学的书放在那个地方了吗？』

  『ショウ君、応用魔法学の本はあの場所に置いてきちゃいました？』

  「啊！糟了。应该带过来的」

  「あ！　しまった。持ってくればよかった」

  　话说，我怎么忘了？啊啊！因为拿到了地图，知道了去控制室的路，所以就兴奋起来了……

  　てか、なんで忘れてたんだ？　ああ！　地図を手に入れたから、そっちで制御室までの道がわかって、それでテンション上がっちゃったからか……

  『晚上再去看看吧？』

  『夜にもう一度、見に行きませんか？』

  「是啊。而且，我还想打扫一下那个资料室……然后是动力部监控室？去那里看看吧」

  「そうだね。あと、あの資料室は掃除したいと思ってたし……そのまま動力部監視室だっけ？　そこまで見に行こうか」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　这次应该安全吧？古代遗迹区应该已经通关了，而且那些打不开露台的门而卡关的人也变成了不死者……

  　今回は安全だよな？　古代遺跡エリアはクリアしたはずだし、あのバルコニーの扉が開けられなくて詰んだ人たちがアンデッドになってたわけで……

  「不，可是，还有史莱姆啊」

  「いや、でも、スライムがいたからなあ」

  『妮娜小姐会不会知道呢？』

  『ニーナさんがわかったりはしないんでしょうか？』

  「啊，对啊。问一下吧」

  「あ、そうか。ちょっと聞いてみるか」

  　她说过不能出去，那走到楼梯那边能联系上吗？

  　外に出ちゃうとダメって言ってたから、階段まで行けば通じるかな？

  　我站起来走向楼梯……

  　立ち上がって階段の方へと……

  「女神像的圣域还在持续吗？」

  「女神像の聖域ってまだ続いてる？」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　坐在我肩上的斯薇有了反应，点了点头。至少还会持续一个小时左右？

  　肩に座ってるスウィーが反応して頷いてくれる。少なくとも一時間弱は続く感じ？

  『会持续多久呢？』

  『どれくらい続くんでしょうか？』

  「如果这是净化死灵都市的区域并维持下去的话……只要不死者不出现，我觉得应该能持续一整天」

  「これが死霊都市の区画を浄化して維持するって話だとしたら……アンデッドが出てこなければ、丸一日は持つような気がするんだよな」

  　鉴定的描述里写着『各家庭』，所以感觉像是神龛之类的东西，每天拜一次就行。

  　鑑定のフレーバーに『各家庭に』って書いてあったから、なんかこう神棚みたいなもので一日一回拝めばいいっていう。

  『要放着吗？』

  『置いたままにしてみますか？』

  「呃，不，这……」

  「え、いや、それは……」

  　感觉像是把美音丢在一边……嗯，不行。

  　ミオンを置き去りにするみたいでなんかこう……うん、無理。

  　我轻轻拿起翡翠女神像，放进道具栏。然后，圣域就消失了。大概吧。

  　翡翠の女神像をそっと拾い上げてインベントリへ。で、聖域は消えた感じかな。多分だけど。

  　我放着空箱子不管，走向通往古代遗迹的楼梯。走下几级台阶后，

  　空き箱は放置して古代遺跡へと下りる階段へ。数段下りたところで、

  「妮娜，这里能说话吗？」

  「ニーナ。ここなら話せる？」

  ［是的，没有问题。请问有什么事？］

  ［はい。問題ありません。ご用でしょうか？］

  「在叫醒妮娜之前，我在港口的地方遇到了一种叫贝诺史莱姆的怪物并打倒了它，你能感知到那种怪物吗？」

  「ニーナを起こす前に、港の場所でベノマスライムってのに出会って倒したんだけど、ああいうモンスターは感知できる？」

  ［是的，可以检测到非自然的玛那。］

  ［はい。自然ではないマナを検知することは可能です］

  　非自然的玛那？不是指飘浮在空中的那种吗？

  　自然ではないマナ？　こう、空中に漂ってるやつじゃない感じのってことかな？

  「啊，你之所以能认出我和露比它们，也是因为这个？」

  「ああ、俺やルピたちを認識してるのもそれ？」

  ［是的，我已经识别了翔的玛那构成。另外，与翔同行的玛那加鲁姆、菲亚莉、龙等个体也已经登记完毕。］

  ［はい。ショウのマナ構成を認識済みです。また、ショウと同行しているマナガルム、フェアリー、ドラゴンの各個体についても既に登録済みです］

  　露比、斯薇和菲亚莉们，亚珍塔先生和白龙姬大人吧。

  　ルピ、スウィーとフェアリーたち、アージェンタさんと白竜姫様だよな。

  　棕狼和图鲁它们没有进入过古代遗迹，所以还没登记吗？

  　ドラブウルフとトゥルーたちは古代遺跡に入ったことないからまだってことか。

  「呃，现在还有其他反应吗？」

  「えっと、それ以外の反応って今あったりする？」

  ［没有。有的话我会通知您］

  ［いいえ。あった場合はお知らせいたします］

  「谢谢！」

  「ありがとう！」

  　那么，晚上就去动力部监控室看看吧。

  　じゃ、夜は動力部監視室ってところまで行ってみるかな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「这次就拜托你们看家了。期待礼物吧」

  「今回はお留守番頼むよ。お土産期待してて」

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　于是到了晚上。在菲雅莉组的目送下，我、露比和斯薇三人出发前往控制室～资料室～动力部监控室的巡回之旅。

  　というわけで夜。フェアリーズに見送られ、俺、ルピ、スウィーの三人で制御室〜資料室〜動力部監視室のツアーに出発。

  「也决定一下周六直播时要说什么吧」

  「土曜のライブで何を話すかも決めようか」

  『好的』

  『はい』

  　然后直接去港口，周五和图鲁它们一起玩。

  　そのまま港まで行って、金曜はトゥルーたちと遊ぶ予定。

  　啊，是不是该教塞尔奇它们熏制的方法？

  　あ、セルキーたちに燻製作る方法を教えておいた方がいいかな？

  　反正那两个仓库也没用，用来当熏制室也不错。

  　あの二つある倉庫は何も使ってないし、燻製室にしちゃうのも手なんだよな。

  「妮娜，没有什么异常吧？」

  「ニーナ、特に異常はない？」

  ［是的。现在正常运转中］

  ［はい。現在、通常通り稼働中です］

  　很好很好。那么，首先该不该介绍妮娜呢……

  　よしよし。で、まずはニーナを紹介するかどうかなんだよな……

  「直播时不要提到妮娜比较好吧？」

  「ライブでニーナと話すのはやめた方がいいかな？」

  『是啊。暂时先说还在调查能做什么，这样应该没问题吧？』

  『そうですね。何ができるとかもしばらくは調査中でいいんじゃないでしょうか？』

  「也是。不过对我来说，里面变亮变安全就已经足够了」

  「だよな。まあ、俺としてはこの中が明るくて安全になっただけで十分だし」

  　因为是玛那循环设施，所以也能给魔晶石储存玛那，不过我觉得没必要特地说明。

  　マナリサイクル施設ってことで、魔晶石にマナを溜めてくれたりもするけど、わざわざ説明することでもないかなと。

  　在十字路口右转，搭乘转移电梯上楼。先到展望台，去露比妈妈的墓前祭拜之后，再前往控制室。

  　十字路を右折、転移エレベータで上へ。いったん展望台に出て、ルピのお母さんのお墓参りをしてから制御室に到着。

  　首先，先问社团活动时忘记问的事。

  　まずは部活の時に聞き忘れてた件を。

  「妮娜，你知道中央魔术士同侪会吗？」

  「ニーナ。中央魔術士同友会って知ってる？」

  ［不，没有符合的情报。］

  ［いいえ。該当する情報がありません］

  　果然如此。毕竟感觉跟玛那循环没什么关系。接下来……

  　やっぱそうか。マナリサイクルに何も関係なさそうだもんな。あとは……

  「你知道提欧・马库迪尔这个人吗？」

  「テオ・マクディルって人については知ってる？」

  ［不。如果是保护状态之前，管理者情报以及使用者情报可能有相关资讯，但这些情报在进入保护状态时已经销毁。］

  ［いいえ。保全状態になる前であれば、管理者情報、および、利用者情報に存在した可能性はありますが、それらの情報は保全状態に移行した際に破棄されています］

  　对哦。所以我才会成为管理者。

  　そうだった。だから、俺が管理者になっちゃったんだよな。

  「我想问的差不多就这些吧？」

  「聞きたいことはそれぐらいかな？」

  『翔，问一下动力部的事吧。』

  『ショウ君、動力部について聞いてください』

  「啊，对哦。妮娜，动力部在做什么？」

  「ああ、そうだった。ニーナ、動力部って何をどうしてるの？」

  ［动力部回收了部分火山口喷出的玛那，用于维持本设施。可以从动力部监控室进行观察。］

  ［動力部では火口より噴出するマナの一部を回収し、本施設の維持に利用しています。動力部監視室から観察可能です］

  　可以观察火山口吗？感觉很厉害，我很期待……

  　火山の火口を覗けるのかな？　なんか
    
     凄
    すごそうだし、期待大なんだけど……

  「不会危险吧？」

  「それって危なくないよね？」

  ［是的。动力部监控室的防坠魔导安全栅正在运作。］

  ［はい。動力部監視室は転落防止用の魔導安全柵も稼働中です］

  　魔导安全栅。我记得露台上也有，只要它能正常运作，就不会掉下去吧。

  　魔導安全柵。確かバルコニーにあったあれが機能してれば、落ちたりしないってことか。

  『好像没问题』

  『大丈夫そうですね』

  「嗯。那我们先去整理资料室吧」

  「うん。じゃ、まずは資料室の片付けに行こうか」

  「汪！」「♪」

  「ワフ！」「〜〜〜♪」

  「哇……」

  「うわあ……」

  『陈旧的长袍和靴子，果然是……』

  『古びたローブやブーツなんかは、やっぱり……』

  「我想也是」

  「だと思う」

  　在明亮的地方一看，就更清楚地知道这里有多乱了。这些应该就是美音所想的，被我们驱逐的不死者留下的东西吧。

  　明るいと散らかってるのが余計にわかるし、それらはミオンの想像通り、俺たちが駆逐したアンデッドのものなんだろう。

  　首先进行鉴定，但都是些破烂长袍和靴子，没有发现有用的东西。

  　まずは鑑定なんだけど、ただのボロいローブとかブーツで役立ちそうなものは見当たらず。

  　说实话，我连用手碰都不太想碰，所以用神圣魔法净化后，用带来的两根木棒回收到木箱里。

  　正直、手で触るのもどうかなって感じなので、神聖魔法で浄化をかけ、このために持ってきた木の棒二本を使って木箱へ回収。

  『要处理掉吧？』

  『処分するんですよね？』

  「嗯。现在先放着，回去的时候再回收吧。只要拿到地下，妮娜就会帮忙处理掉」

  「うん。今は置いといて帰りに回収かな。地下に持っていけばニーナが処分してくれるし」

  『啊，也是』

  『あ、そうですね』

  　如果是普通的MMORPG，扔进垃圾桶就会消失，但因为没有这种功能，所以必须好好处理。

  　普通のＭＭＯＲＰＧとかだと、ゴミ箱に放り込めば消えるんだけど、ＩＲＯはそういうのもないから、ちゃんと処分しないとなんだよな。

  「然后，回收应用魔法学的书吧」

  「で、応用魔法学の本を回収して行こう」

  『决定好要拿哪一本了吗？』

  『どれを取るか決めましたか？』

  「嗯，水吧。水、冰、蒸汽，也就是说应该能做出冰，用冰冷却的话，应该能做出雪葩之类的」

  「うん、水かなって。水、氷、蒸気ってことは氷は出せるはずだし、氷で冷やせればとりあえずシャーベットとか作れそうだからね」

  　只要有果汁和砂糖，应该就能轻松做出雪葩。

  　果汁と砂糖があれば、シャーベット作るのは楽ちんのはず。

  　……感觉只有甜点越来越充实，差不多该去找些谷物了。

  　……なんかデザートばっかり充実してきてるし、そろそろ穀物を探さないとだよなあ。

  　我打开橱柜，把应用魔法学的水火风三本书放进道具栏。

  　キャビネットを開け、応用魔法学の水火風の三冊をインベントリに。

  　虽然明天要给图鲁他们吃的蔬菜已经装满了，但多亏了收纳扩张，还有空间。

  　明日、トゥルーたちにご馳走するための野菜を詰め込んできてるんだけど、収納拡張のおかげでまだ余裕がある。

  【空间魔法的等级提升了！】

  【空間魔法スキルのレベルが上がりました！】

  「哦，看来使用技能也会累积经验值啊」

  「お、使ってると地味にスキル経験値貯まってるっぽいな」

  『能使用新的魔法了吗？』

  『新しい魔法が使えそうですか？』

  「不知道。虽然我有带空间魔法的魔导书，但还是先往前走吧」

  「どうだろ。空間魔法の魔導書は持ってきてるけど、とりあえず先へ進むよ」

  『啊，说得也是』

  『あ、そうですね』

  　等今天的行程结束，有时间的话再试试吧？

  　今日のツアーを終えて、時間があればかな？

  　明天的社团活动就来建造熏制室，晚上和图鲁他们一起吃饭吧。

  　燻製室を造るのは明日の部活にして、夜はトゥルーたちとご飯にしよう。

  　空间魔法也是，还有应用魔法学〈水〉也要学，得做雪葩才行。

  　空間魔法もそうだし、応用魔法学〈水〉も取って、シャーベット作らないとだ。

  　从资料室到露台的通道上，散落着之前打倒的骷髅骑士的骨头和装备。这些等回去的时候再回收，现在先无视。

  　資料室からバルコニーまでの通路には、この前倒したスケルトンナイトの骨と装備が転がっている。これらも帰りに回収ってことで今はスルー。

  「哦，今天天气不错，能看得很远呢」

  「お、今日はいい天気だから結構先まで見えるな」

  『好棒的景色』

  『すごい眺めですね』

  　到达露台。之前因为是阴天，景色很遗憾，但今天能清晰地看到水平线。

  　バルコニーに到着。前は曇ってて残念な景色だったけど、今日はくっきりと水平線まで見える。

  　啊，说起来，之前这个栅栏好像也停止了机能。

  　あ、そういえば、前はこの柵も機能停止中だったような。

  【魔导安全栅】

  【魔導安全柵】

  『用魔银制成的栅栏，刻有结界魔法和空间魔法的安全栅』

  『
    
     魔銀
    ミスリルでできた柵に、結界魔法と空間魔法が刻まれた安全柵』

  『上面没有写着机能停止中了呢』

  『機能停止中というのがなくなってますね』

  「嗯。可以认为它在正常工作吧？妮娜，这里能说话吗？」

  「うん。ちゃんと動いてるってことでいいのかな？　ニーナ、ここって話せる？」

  ［是的。这个区域可以通话］

  ［はい。この区画は通話可能です］

  　哦，稍微出去一点也没问题吗？

  　お、ちょっとぐらい外なら大丈夫とかかな？

  「这个栅栏在工作吧？碰它没问题吗？」

  「この柵は機能してるんだよね？　触って大丈夫？」

  ［是的。它在工作。接触也没有问题，但请注意身体不能伸出栅栏之外］

  ［はい。機能しています。接触しても問題ありませんが、柵の外へ体を出すことはできませんのでご注意ください］

  　是防止坠落用的吗？从这里掉下去就糟了……

  　転落防止用ってことか。こんなとこから落ちたらヤバいもんな……

  「哦？那是岛吗？看得出来吗？」

  「お？　あれって島かな？　わかる？」

  　水平线上有个小小的影子。我用手指着它，想让美音也看清楚，但不知道她看不看得见？

  　水平線に小さく見える影。ミオンにもわかるように指差してみるんだけど、どうだろう？

  『看起来像是有什么东西。但不知道是不是岛……』

  『何かあるように見えます。でも、島かどうかは……』

  「我有无人岛开局时的记忆，记得最近的岛是在东北侧。我想应该就是那个」

  「無人島スタートした時の記憶だけど、確か一番近い島が北東側にあった気がするんだよ。それじゃないかなって」

  『原来如此。不能从那里开始吗？』

  『なるほどです。そこからはスタートできないんですか？』

  「嗯，那里不是起始点。这座岛周围还有几座岛，但能开始游戏的只有这里」

  「うん、そこはスタート地点じゃなかったよ。この島の周りにはいくつか島があるんだけど、スタートできるのはここだけだったかな」

  『这样啊……』

  『そうですか……』

  　啊，如果能从那里开始，我过去接她的话，也不是不可能汇合。

  　あ、そこからスタートできれば、俺が迎えに行けば合流も不可能じゃなかったってことか。

  　要是有什么办法能让美音单独来到这座岛上就好了……

  　なんとかして、ミオンだけがこの島に来れる方法があるといいんだけどなあ……

  【已确认到受祝福者的访问。要解锁吗？】

  【祝福を受けし者のアクセスを確認しました。解錠しますか？】

  「好」

  「はい」

  　我推开上次没选的那扇门，里面是一条笔直的通道。

  　前回は選ばなかった方の扉を押し開けると、まっすぐの通路が続く。

  　天花板上亮着灯，感知气息也没有任何反应，于是我解除了精灵加护。

  　天井が明るく光っていて、気配感知にも何もかからないのを確認できたので、精霊の加護を解除。

  「看来没问题」

  「大丈夫そう」

  『是啊』

  『ですね』

  　虽然我信任妮娜，但去没去过的地方还是得慎重。毕竟之前差点就出大事了……

  　ニーナを信頼はしてるけど、見たことのない場所に行く時は慎重に。この前はめちゃくちゃ危なかったし……

  　通道前方能看到传送电梯，我快步走了过去。

  　通路の先には転移エレベーターが見えているので、さくさくと進む。

  「这里好像也一样」

  「ここも同じっぽいね」

  『翔君，到了下面可能会很热哦』

  『ショウ君。下へ着いたら暑いかもしれませんよ』

  「啊，确实……」

  「あ、確かに……」

  　毕竟是能看到火山口的地方，得注意点才行。

  　火山の火口が見れるかもって場所だし、気をつけないとだよな。

  「妮娜，动力部监控室很热吗？」

  「ニーナ。動力部監視室って暑い？」

  ［是的。体感温度会比现在所在的通道高，但不是危险的温度］

  ［はい。体感温度は今いる通路より上昇しますが、危険な温度というわけではありません］

  「了解」

  「りょ」

  　嗯，应该不至于热到蒸熟人吧。

  　まあ、蒸し焼きになるような温度じゃないよな。

  「好，走吧」

  「よし、行こうか」

  「汪」「♪」

  「ワフ」「〜〜〜♪」

  　按下唯一一个按钮后，门立刻打开了。和之前的传送电梯一样。

  　一つだけあるボタンを押すとすぐに扉が開く。今までの転移エレベーターと同じだな。

  　进入电梯按下按钮后门就关上了，一瞬间飘浮起来，然后叮的一声。

  　中に入ってボタンを押すと扉が閉まり、一瞬ふわっとして、チーンと音がする。

  「嗯，这里是另一侧啊」

  「うん。ここは反対側だったな」

  　因为事先看过地图了，这次没有感到惊讶。

  　前もって地図を見ておいたから、今回は驚くこともなく。

  　接下来稍微前进后左转，但走出传送电梯的瞬间，热气扑面而来……

  　この先は少し進んで左折なんだけど、転移エレベーターを出た瞬間、むわっとした熱気が……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「哦，斯薇，谢谢」

  「お、スウィーありがと」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　是斯薇拜托风精灵的吗？

  　スウィーが風の精霊にお願いしてくれたのかな？

  　微风吹拂着我们周围，这样应该不会满身大汗了。

  　俺たちの周りをそよ風が吹き抜けていって、これなら汗だくになることもなさそう。

  『风吗？』

  『風ですか？』

  「嗯，应该是风精灵魔法」

  「うん。風の精霊魔法だと思う」

  　我们慢慢前进，在拐过拐角的时候，感觉体感温度又上升了一些。

  　ゆっくりと進み、角を曲がったところで、また少し体感温度が上がった気がする。

  　真的没问题吗，我开始有点不安了……

  　本当に大丈夫なのか、ちょっと不安になってきた……

  「在这上面吗」

  「この上か」

  　爬上眼前的楼梯，似乎就是监控室了。

  　目の前の階段を上がったところが監視室らしい。

  　抬头望去，只能看到喷烟。

  　見上げた視線の先には噴煙が見えるだけ。

  　我慎重地一步一步往上走，在头要探出去之前，姑且用感知气息……没问题。

  　慎重に一段ずつ上がっていき、頭が出る手前で気配感知を一応……大丈夫。

  「那么，是什么样……呜哇！」

  「さて、どういう……うわっ！」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　火口的侧面突出一块岩棚，只有电脑社活动室大小的这里似乎就是动力部监控室。话说，火山的喷烟里好像有硫化氢，是有毒的……

  　火口の側面にぽつんと飛び出た岩棚。電脳部の部室ほどしかないここが動力部監視室らしい。というか、火山の噴煙とかって硫化水素があって有毒だった気が……

  「妮娜，这真的没问题吗？」

  「ニーナ。これ本当に大丈夫なの？」

  ［是的。有魔导安全栅保护，所以没有问题］

  ［はい。魔導安全柵で保護されていますので問題ありません］

  　是那个像阳台一样的地方吗……

  　バルコニーっぽいところにあったあれか……

  　环顾四周，楼层的外围被完全覆盖，喷烟似乎也不会进入内侧。

  　ぐるっと見回すとフロアの外周をきっちり覆ってて、噴煙もその内側には入ってこないようだ。

  「汪呼」

  「ワフ」

  「嗯，出去看看吧」

  「うん、出てみようか」

  　登上楼梯后……

  　階段を上りきると……

  「呜哇……这里真的是火山口啊……」

  「うわあ……、本当に火口なんだここ……」

  　抬头仰望，从喷烟的缝隙中可以看到蓝天。

  　上を見上げると、噴煙の隙間から青空がちらちらと見える。

  　能从这种地方看到火山喷烟，只有完全潜行VR才能做到吧……

  　火山の噴煙をこんなところから見れるなんてフルダイブＶＲならではだよな……

  『翔君。动力部在哪里呢？』

  『ショウ君。動力部ってどこでしょう？』

  「啊，对了。话说，还是请她解说一下比较好。妮娜，能稍微说明一下动力部和什么东西吗？」

  「あ、そうだ。てか、解説してもらった方がいいな。ニーナ、ちょっと動力部とかどれが何なのか説明してくれる？」

  ［好的。首先，设置在正面上方的悬崖上的是玛那收集板。回收一部分扩散到大气中的玛那，用于本设施的运转］

  ［はい。まず、正面上方の崖に設置されているのがマナ収集板です。大気中に拡散していくマナの一部を回収し、本施設の稼働に利用しています］

  　听她这么一说，我抬头看向正面，看到了设置在对面悬崖上的白色板子。

  　そう言われて正面を見上げると、向こう側の崖に設置されている白い板が見えた。

  　乍一看很小，但考虑到距离的话，应该有10米见方。

  　パッと見は小さいけど、距離のことを考えたら一〇メートル四方ぐらいはあるはず。

  ［从右侧下方的投入口将废弃物投入火山口］

  ［右側下方にある投入口から廃棄物が火口へと投下されます］

  　右下……再动一下就看不见了。

  　右下……、もうちょっと動かないと見えないか。

  　我小心翼翼地前进，然后在比这个楼层更低的位置看到了一个四角形的洞。

  　そろりそろりと進むと、このフロアよりも下の位置にポッカリと空いた四角い穴が見えた。

  「直接把东西扔进火山口，不会爆炸吗？」

  「火口にいきなり放り込んだりして爆発したりしないの？」

  ［不会。同时投入的废弃物被限制在一定量以下］

  ［はい。同時に投入される廃棄物は一定量以下に制限されています］

  　也就是说，是慢慢投入的吗。也是，要是突然扔一大堆进去，引发大爆炸的话，那可不是闹着玩的。

  　少しずつ廃棄してるってことか。まあ、いきなりどっさり放り込んで大爆発とかシャレにならないもんなあ。

  　至于实际投入的场景……还是不要看了。感觉有点可怕。

  　実際に放り込まれるところを見るのは……やめとこう。なんか怖いし。

  「不过，这里应该没什么机会来吧」

  「まあ、ここに来ることはほとんどないかな」

  『是啊』

  『そうですね』

  　我退到楼梯口，再次抬头向上看。

  　階段を出たところまでさがり、改めて上を見上げる。

  　嗯？喷烟中好像有小小的火星在飞舞，那该不会是……

  　ん？　噴煙の中に小さな火の粉が舞ってるように見えるけど、あれってひょっとして……

  　道具栏里应该有极小的魔石。

  　インベントリに確か極小の魔石があったはず。

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  「等一下。有了有了。把这个净化……好！」

  「ちょっと待ってね。あったあった。これを浄化……よし！」

  　虽然完全没有试过，但幸好成功了。

  　全然試してなかったけど、うまくいって良かった。

  　把这个放到地面，不，还是放到楼层的边缘比较好吧。

  　これを地面に、いや、もう少しフロアの端の方がいいか。

  「汪」

  「ワフ」

  「啊，露比。谢谢」

  「ああ、ルピ。ありがとう」

  　露比察觉了我的意图，叼着魔晶石把它放到楼层的边缘。

  　俺の意図を察したルピが、魔晶石を
    
     咥
    くわえてフロアの端へと置き直してくれる。

  『哎？哎？』

  『え？　え？』

  　我一边抚摸着回来的露比，一边看着魔晶石……

  　戻ってきたルピをモフりつつ、魔晶石を眺めていると……

  「哦，来了」

  「お、来た」

  　原本以为是火星的东西，被魔晶石吸收了进去。

  　火の粉だと思っていたそれが、魔晶石へと吸い込まれていく。

  　一开始我还以为有魔导安全栅所以不行，但那样的话热量应该进不来才对。

  　最初、魔導安全柵があるからダメかなと思ったんだけど、それなら熱も入ってこないはずだし。

  　看了一会儿，原本透明的魔晶石变成了橙色的发光石头。这样应该就……

  　しばらく見ていると、透明だった魔晶石がオレンジ色に光る石へと。これで多分……

  「汪？」

  「ワフ？」

  「嗯，拜托了」

  「うん、お願い」

  　我让露比把捡回来的石头鉴定一下。

  　ルピに拾ってきてもらったそれを鑑定。

  【精灵石（极小）：火】

  【精霊石（極小）：火】

  『寄宿着火精灵的魔晶石。

  『火の精霊が宿った魔晶石。

  　精灵魔法：消耗MP可以使役火精灵』

  　精霊魔法：ＭＰを消費して火の精霊を使役することが可能』

  『啊！』

  『あ！』

  「好！得到火精灵石了！」

  「よし！　火の精霊石ゲット！」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇啪啪啪地鼓起掌来。

  　パチパチパチと拍手してくれるスウィー。

  　虽然我之前就想过可能会这样，但没想到会这么顺利。

  　多分そうなんじゃないかと思ってたけど、こんなにあっさりうまくいくと思わなかったな。

  『恭喜您！翔君是第一个得到火精灵石的人哦！』

  『おめでとうございます！　火の精霊はショウ君が初めてですよ！』

  「谢啦。不过，这个条件会不会太严苛了？本土有火山吗？」

  「さんきゅ。でも、これって条件厳しすぎない？　本土って火山とかあったっけ？」

  『不，我也没听说过』

  『いえ、私も聞いたことないです』

  　虽然北边好像有白龙山脉，但没听说过有活火山。

  　北側に白竜山脈とかいうのがあるらしいけど、活火山があるって聞いたことないんだよな。

  『会不会是今后能去的地方呢？』

  『これから行けるようになる場所とかでしょうか？』

  「如果是山里，或者是地下古代遗迹的话，说不定会有」

  「山だったり、地下に潜る古代遺跡ならあるかも」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　RPG游戏里经常有岩浆池的地下洞窟，感觉在ＩＲＯ里也会有。

  　溶岩の池があるような地下洞窟とかってＲＰＧだと定番だし、ＩＲＯにもありそうな気がする。

  　说起来，阿梅拉说过她的领地『矮人迷宫』只到第四层，说不定在那之后会有。

  　そういえば、アミエラ領の『ドワーフのダンジョン』は第四階層までで詰んでたとか言ってたし、その先ならあるかもだよな。

  「咦？矮人迷宫为什么不能去第五层？」

  「あれ？　ドワーフのダンジョンってなんで第五階層に行けてないんだっけ？」

  『呃，我记得她说过那里有扇门，上面写着「权限不足」。』

  『えっと、確か扉があって「権限が足りません」って言われたとかいうお話をされてたかと』

  「啊，对哦。权限……啊——」

  「ああ、そうだった。権限が……って、あー」

  　权限不就是这个吗？

  　権限ってこれじゃないのか？

  　戴在左手无名指上的戒指，这是最高管理者用的吧。

  　左手の中指にはめてある指輪。これって最上位管理者用だったよな。

  『会不会有同样的戒指掉在地上呢？』

  『それと同じ指輪が落ちてたりするんでしょうか？』

  「不知道。不过，感觉会有类似的戒指。尤其是死灵都市。」

  「どうだろ。でも、似たような指輪はありそうな気がするんだよな。特に死霊都市には」

  『是啊。听说那里以前是研究所。』

  『そうですね。昔は研究所だったそうですし』

  「不，如果和这个戒指有相同权限，说不定能重新启动死灵都市的设施……」

  「いや、これと同じ権限の指輪だと、死霊都市の施設を再起動できるかもしれないって話が……」

  『啊……』

  『あ……』

  「……嗯。我们再怎么想也没用，别在意！」

  「……うん。これ以上、俺らが考えてもしょうがないし、気にしない方向で！」

  「呼，接下来只剩港口了。」

  「ふう、あとは港だけか」

  　我从露台走下楼梯，前往通往港口的通道。

  　バルコニーから階段を下りて、港へと繫がる通路へ。

  　说起来，我打倒贝诺史莱姆后就放着不管了……

  　そういえば、ベノマスライムを潰したまま放置してたな……

  「妮娜。在重新启动之前，我们和一种叫贝诺史莱姆的怪物战斗了，你知道它从哪里来的吗？」

  「ニーナ。再起動する前に俺たちはベノマスライムっていうモンスターと戦ったんだけど、それってどこから来たかわかる？」

  ［不知道。因为魔导安全栅没有在运作，所以它很有可能是从那里入侵的］

  ［いいえ。魔導安全柵が稼働していなかったため、そこから侵入した可能性が高いと考えます］

  「啊，原来是这样啊」

  「ああ、そういうことか」

  　从通道走到港口，那里有贝诺史莱姆的尸体……和压扁它的石块。

  　通路から港に出たところにあるのは、ベノマスライムの
    
     亡骸
    なきがら……とそれを押し潰した石の塊。

  　我砸出的石头还挺大的。

  　結構でかいのを出したんだな、俺。

  「这个，还是处理一下比较好吧」

  「これ、処分しておいた方がいいか」

  　用挖掘魔法把它打碎，应该就能变成能搬走的大小了。

  　掘削の魔法で割っていけば、とりあえず持ち運べる大きさにはなるだろう。

  　我刚把手伸过去，

  　そう思って手をかざしたところで、

  『啊！请把它留到直播的时候！』

  『あ！　ライブまでは残しておいてください！』

  「哎，啊，嗯。要在直播的时候展示吗？」

  「え、あ、うん。ライブで見せるの？」

  『是的！』

  『はい！』

  　美音阻止了我，我便取消了魔法。

  　ミオンのストップがかかったのでキャンセルで。

  　虽然看起来像是靠蛮力打倒的，有点难为情，但事实上我就是靠蛮力打倒的，所以也没办法。

  　ゴリ押しで倒した風に見えるのが恥ずかしいけど、実際、ゴリ押しだったからしょうがない。

  　说起来，我还没跟她们说过落石魔法的事，顺便也跟她们说一下吧。

  　そういえば、落石の魔法については話してないし、そのことも軽く話すかな。

  「妮娜。你知道这个港口是为了什么而存在的吗？」

  「ニーナ。この港ってなんのためにあったのかわかる？」

  ［是的。港口是用来堆放本岛以外的周边岛屿产生的废弃物的地方。因为量不多，所以小型魔导船会根据需要进行收集］

  ［はい。港は本島以外の周辺諸島で出る廃棄物が集積される場所です。その量は多くないため、小型魔導船が必要に応じて収集にまわります］

  　小型魔导船……能停在那个港口的话，应该是气垫船那样的感觉吧？

  　小型魔導船……、あの港に収まるとなると、ホバークラフトみたいな感じかな？

  　如果只是周边岛屿产生的垃圾，一艘船应该就足够了……

  　周りの島から出るぐらいのゴミなら、一隻あれば十分なんだろうけど……

  『船是不是不见了？』

  『船はなくなっちゃったんでしょうか？』

  「嗯，对。妮娜，你知道现在为什么没有船吗？」

  「うん、それ。ニーナ、今って船がないけど理由わかる？」

  ［不知道。关于小型魔导船的运用，本设施一概不知］

  ［いいえ。小型魔導船の運用については、本施設はいっさい関知いたしません］

  「嗯，这样啊。啊，灯塔呢？」

  「まあ、そうか。あ、灯台はどう？」

  ［不知道。关于灯塔的运用，本设施一概不知］

  ［いいえ。灯台の運用についても、本施設はいっさい関知いたしません］

  　妮娜的工作只是玛那循环。不会管理前往其他岛屿的船只和灯塔吗。

  　ニーナがやることは、あくまでマナリサイクル。他の島へ行くような船や灯台のことまでは管理しないってことか。

  「嘿咻」

  「よっと」

  　我从港口的站台往下走，走向面向大海的出口。

  　港のホームから一段低い方へと下り、海側の出口へと進む。

  　打开门，看到外面的美丽大海，我兴奋了起来。

  　開けっぱなしだった扉の向こうに綺麗な海が見えてきてテンションが上がる。

  「直播从灯塔开始可以吗？然后进入古代遗迹」

  「ライブは灯台のところからスタートでいいかな？　で、古代遺跡の中へ入る感じ」

  『好的。说明打倒史莱姆的事情，然后偏离路线，讲火山口和火精灵石的事情怎么样？』

  『はい。スライムを倒したことを説明して、ルートからは外れますが、火口と火の精霊石の話はどうですか？』

  「好啊。也可以让观众们去寻找在本土获得火精灵石的可能性」

  「いいね。本土でも火の精霊石が手に入る可能性とか探ってもらうのも良さそうだし」

  　我们就这样讨论着直播的大致流程，走到了外面。

  　そんな感じでライブの大まかな流れを話しているうちに外へと出た。

  　阳光很强烈，有点热，但海风带来了海的味道，感觉很舒服。

  　日差しが強くて少し暑いけど、その分、海の香りを運んでくれる潮風が心地よく感じる。

  「图鲁他们过得还好吗？」

  「トゥルーたち元気にしてるかなあ」

  『明天晚上要开饭会吗？』

  『明日の夜にご飯会ですか？』

  「我打算开。先花一小时左右捕鱼，然后吃饭。要做什么好呢……」

  「一応、そのつもり。一時間ほど漁をやって、その後にご飯かな。何作ろうかな……」

  　海鲜类不用酱油和味噌的菜色，感觉已经做腻了。

  　魚介類系で醬油とか味噌とか使わないのって、もうやり尽くした感あるんだよな。

  　不过，除了图鲁以外，其他人应该还没吃过芝麻油和盐的生鱼片，或是意式水煮鱼，所以我想就做这些吧。甜点我带了原味和抹茶的蕨饼。

  　まあ、トゥルー以外は、ごま油と塩で食べるお刺身とか、アクアパッツァがまだのはずなんで、それでいいかなって思ってる。デザートはプレーンとグリーンのわらび餅を持ってきてるし。

  「呼。我回来了，吧？」

  「ふう。ただいま、かな？」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「啊，斯薇，谢谢你。」

  「ああ、スウィーありがとう」

  　因为怕下雨，我把窗户关得紧紧的，所以空气有点闷。

  　雨が降るだろうと、窓はきっちりと閉めておいたせいで、空気が若干
    
     澱
    よどんでいる。

  　斯薇注意到这一点，拜托风精灵帮忙通风，让室内一口气变得清爽。

  　それに気づいたスウィーが風の精霊にお願いしてくれ、一気に換気されて爽やかな空間に。

  　我先把带来的蔬菜类拿出来，连同装蔬菜的木箱一起。

  　まずは持ってきた野菜類を取り出して置いていく。入れ物の木箱ごと。

  　黄豆粉和太白粉分别装在壶里带来。还有砂糖、盐、黑胡椒、白胡椒等调味料。这些我想让图鲁他们塞尔奇使用。

  　きな粉と片栗粉はそれぞれ
    
     壺
    つぼに詰めて持ってきた。あと砂糖、塩、黒コショウ、白コショウといった調味料も。これらはトゥルーたちセルキーのみんなに使ってもらいたい。

  『好多哦。』

  『たくさんですね』

  「幸好我会用空间魔法的收纳扩张。」

  「空間魔法の収納拡張が使えて助かったよ」

  　一次能搬运两次的量，果然很厉害。

  　二回分を一回で運べるのはやっぱり大きい。

  　不过，这需要STR，没有VIT的话马上就会累，但我觉得把至今为止升级得到的BP全部都加到能力值上是正确的。

  　その分、ＳＴＲが必要だし、ＶＩＴがないとすぐ疲れそうだけど、今までのレベルアップで得たＢＰは全部ステータスに突っ込んで正解だったと思う。

  　只是，即使如此还是需要移动时间，果然还是想要有转移魔法阵的对向啊。

  　ただ、それでも移動時間はかかるし、やっぱり転移魔法陣の対になってる方が欲しいんだよな。

  　现在亚珍塔先生应该在努力地找吧……

  　今ごろアージェンタさんが頑張って探してくれてるんだろうけど……

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「啊，嗯，卡姆拉斯呢。稍微等一下。」

  「あ、うん、カムラスね。ちょっとだけ待って」

  　在去采之前先准备格雷普尔酒吧。

  　採りに行く前にグレイプルワインを仕込んでおこう。

  　我抱着装满木箱的格雷普尔果实，走向后院。

  　木箱いっぱいに入ったグレイプルの実を抱えてバックヤードへ。

  「啊，现在大概是几点？」

  「あ、今って何時ぐらい？」

  『快到晚上十点半了。』

  『午後一〇時半の少し前です』

  「嗯——意外地花了时间，因为还去看了动力部啊。」

  「うーん、意外と時間かかったけど、動力部見に行ったりしたからなあ」

  　放下木箱，把格雷普尔果实放进魔导酿造器……之前姑且先洗一下吧。

  　木箱を置いて、魔導醸造器にグレイプルの実を……の前に一応洗っておくか。

  　我抱着木桶走到外面，拜托水精灵帮我冲洗。

  　樽を抱えて外へと出て、水の精霊にお願いしてゆすぐ。

  　用干燥魔法弄干后，再次设置在魔导酿造器上，把格雷普尔果实放进去。

  　乾燥の魔法で乾かしてから、再び魔導醸造器にセットし、グレイプルの実を入れていく。

  　先全部设定成格雷普尔酒。

  　ひとまず全部グレイプルワインになるようセット。

  　因为是一小时的课程，所以在看到成品之前就要登出了，不过我想应该没问题。而且也好好地盖上了。

  　一時間コースなので、出来上がりを見る前にログアウトすることになるだろうけど、まあ問題ないと思う。ちゃんと蓋もするし。

  「好。那我们去采卡姆拉斯果实吧」

  「よし。じゃ、カムラスの実を採りに行こうか」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  「斯薇，差不多就这些吧。木箱已经装满了」

  「スウィー、これぐらいにしとこうよ。もう木箱いっぱいだし」

  「～～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　时隔一周，我再次来到这里采摘卡姆拉斯果实。上次我跟塞尔奇们潜入海中时，斯薇和菲雅莉们似乎帮忙打理了树的周围。

  　一週間ぶりにカムラスを採りに来たんだけど、前に俺がセルキーたちと海に潜ってる間に、スウィーやフェアリーたちが樹の周りのお手入れをしてくれたらしい。

  　长得太茂盛的杂草被适度地清理，让这里变得可以称作漂亮的卡姆拉斯田。

  　育ちすぎてた下草がほどよく間引かれ、綺麗なカムラス畑と呼べるぐらいになっている。

  　或许是因为这样，卡姆拉斯果实的数量增加了不少，格雷普尔装的木箱里已经装满了卡姆拉斯……

  　そのおかげなのか、カムラスの実がかなり増えてて、グレイプルを入れてきた木箱いっぱいにカムラスっていう……

  「斯薇，你该不会做了什么吧？」

  「スウィー、ひょっとして何かした？」

  「～～～…」

  「〜〜〜…」

  　看她把脸扭向一边，应该是做了什么吧。

  　ぷいっとそっぽを向くあたり、何かしたんだろうな。

  「算了，树有精神就好。毕竟卡姆拉斯果实很好吃嘛」

  「まあ、樹が元気になってくれたんならいいよ。カムラスの実、美味しいしね」

  「汪呼」

  「ワフ」

  「露比，啊～」

  「ルピ、あーん」

  　直接吃的话，味道有点苦又酸酸甜甜的。

  　そのまま食べてもちょっと苦くて甘酸っぱい。

  　菲雅莉们似乎更喜欢做成糖渍水果，但我感觉直接吃也挺不错的。

  　フェアリーたちはコンポートにして甘くした方が好きみたいだけど、俺はこのままでも十分かなって気がしてる。

  『翔君，差不多十一点了』

  『ショウ君、そろそろ十一時です』

  「好。那我们回去吧」

  「りょ。じゃ、帰ろうか」

  　这棵卡姆拉斯树附近似乎可以开垦成梯田，那样的话塞尔奇们应该也能在喜欢的时候采摘蔬菜？

  　このカムラスの樹のあたりは段々畑にできそうだし、そうしたらセルキーたちも好きな時に野菜を採れるはず？

  　算了，明天再问问图鲁吧……

  　ま、明日にでもトゥルーに聞いてみるか……

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【死灵都市】主线剧情考察串【世界任务】

  【死霊都市】メインストーリー考察スレッド【ワールドクエスト】

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　世界任的进度是不是有点奇怪？

  　ワークエの進捗、変じゃない？

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　确实有点奇怪。怎么感觉进度一直在减少？

  　変な気がします。気がつくと減ってませんか？

  【金光】

  【キンコン】

  　要说增增减减的话确实很奇怪。

  　増えたり減ったりを変というならそうだね。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　到底发生了什么？

  　何が起きてるんでしょう？

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　不知道，我也没兴趣去看。

  　わからんし、見に行く気も起きん。

  　有谁去看过了吗？

  　誰か行ってないの？

  【金光】

  【キンコン】

  　我去看了一下，然后就回来了。

  　様子見に来てるけど、もう帰るよ。

  　说实话，只有白天的黄金时间才能一边驱逐不死者一边推进进度。

  　ぶっちゃけると、アンデッドを駆逐しつつ進めてるのはゴールデンタイムだけ。

  　到了晚上就会被一口气反推回来，情况越来越糟。

  　夜になると一気に押し返されてジリ貧。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　也就是说人手不足吗？

  　人数が足りてないということですか？

  【金光】

  【キンコン】

  　YES。应该说，深夜到早上的玩家会减少，无法维持扩张的战线。

  　イエス。というか、深夜から朝まではプレイヤーが減って、広がった戦線を維持できない。

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　你们没有建立安全区域就推进进度吗？

  　セーフゾーン作らずに進めてんの？

  【金光】

  【キンコン】

  　不是没有建立，而是无法建立。城墙内侧好像无法成为安全区域。

  　作らずじゃなくて、作れずだな。壁の内側はセーフゾーンにならないっぽい。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　那不就是说，不召集人手就无计可施了吗？

  　それって、人を集めないとどうしようもないのでは？

  【金光】

  【キンコン】

  　在霸权公会内部好像也发生了争执。虽然只是从外部看到的氛围。

  　覇権ギルド内でも揉めてるっぽい。外から見える雰囲気でだけど。

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　真蠢w

  　あほくさｗ

  【金光】

  【キンコン】

  　因为才刚开始，所以观光地价格还会持续一段时间。

  　まだ序盤だからとか言ってたから、観光地値段は続くと思うよ。

  　我之所以打算回去，是因为讨厌观光地价格，带去的物品都用完了。

  　俺が帰る気になったのは、観光地値段が嫌で持ち込んでた品がなくなったから。

  　我留了一个朋友在这里，情报会从他那里流出。

  　フレが一人残ってくれるんで、情報はそこから流すよ。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　非常感谢！

  　ありがとうございます！

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　辛苦了！

  　乙！

  †横行霸道† 格兰尼亚帝国·帝都凯旋门下 †力量就是POWER†

  †横行覇道† グラニア帝国・帝都
    
     凱
    がい
    
     旋
    せん門下 †力こそパワー†

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　巨人们多少愿意和我们交流了。

  　巨人さんたち、多少、俺らと交流してくれるようになってきたね。

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　好像只有年轻人而已。

  　若い人たちだけっぽいけどな。

  　老人们都在抱怨太吵了。

  　年寄り連中はうるさいとか愚痴ってた。

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　巨人们好像有类似规矩的东西。

  　なんか巨人族のしきたりみたいなのがあるっぽい。

  　别太勉强他们哦？好不容易才有了好气氛。

  　あんまり無理を通すなよ？　せっかく、いい感じになってきたんだし。

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　OKOK。那些贪心的人已经去死灵都市了。

  　おけおけ。ガツガツしてる人らは死霊都市の方へ行っちゃったしね。

  　巨人的祠堂适合中高级者，我觉得刚刚好。

  　巨人の
    
     祠
    ほこらは初中級者向きだし、ちょうどいいと思う。

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　不好意思。巨人的祠堂是什么？

  　すいません。巨人の祠ってなんですか？

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　是新人吗？是从帝都西北方的开拓地再往北走的古代遗迹。

  　新人さんかな。帝都の北西にある開拓地から、更に北にある古代遺跡だよ。

  　任务腻了的话，可以去那里。

  　クエストに飽きたら行くと良い場所。

  【普通的帝国国民】

  【一般的な帝国民】

  　非常感谢！

  　ありがとうございます！

  ［防卫大国］沃鲁斯托王国·王都广场［先制自卫权］

  ［防衛大国］ウォルースト王国・王都広場［先制的自衛権］

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　能听我说句话吗？

  　ちょっと聞いてくれるか？

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　卫兵先生，就是这家伙。

  　衛兵さん、こいつです。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　喂，真怀念啊ｗ

  　懐かしいな、おいｗ

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　别管了，让他说话ｗ

  　いいから話させろｗ

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　快说。

  　はよ言え。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　应用魔法学〈风〉的魔导书开始流传了。

  　応用魔法学〈風〉の魔導書が出回り始めてるぞ。

  　出处是『白银之馆』，赛丝酱那里。

  　出どころは『白銀の館』。セスちゃんのとこ。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　我知道。

  　知ってた。

  　话说，为了不让价格异常上涨，她还以成本价分发给正规的公会呢。

  　てか、変に値上がりしないように、ちゃんとしたギルドに実費で配ってくれてるんだよ。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　真，真的吗……

  　ま、まじか……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　她还说过，如果找到其他应用魔法学的魔导书，也会传播出去。

  　他の応用魔法学の魔導書も見つかったら広めるって言ってくれてたしな。

  　话虽如此，交给别人也不太好，所以我也想去魔术士之塔看看。

  　とはいえ、人任せもアレなので、俺も魔術士の塔に行ってみようかなと。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　那里不是公国就好了。

  　あそこが公国じゃなきゃなあ。

  　总觉得，作为王国民有点……

  　なんかこう、王国民としてもにょる……

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　我理解你的心情，但你太在意了。

  　気持ちはわかるが気にしすぎてもな。

  　考虑到王国万一出事的时候吧。

  　王国がいざってなった時のためと考えようぜ。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　说的也是。

  　そういやそうだな。

  　虽然世界任务变成了死灵都市，但国家间问题仍然很微妙……

  　ワールドクエストが死霊都市になっちゃったけど、国家間問題は微妙なままだった……

  ￥客似云来￥ 马西斯共和国·大圣堂 ￥生意兴隆￥

  ￥千客万来￥ マーシス共和国・大聖堂 ￥商売繁盛￥

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　现在，想靠黑胡椒赚钱的家伙，就到此为止吧。

  　今、黒コショウで儲けようとしてる奴、それで終わりにしとけよ。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　嗯？　什么意思？

  　ん？　どういうこと？

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　在那座岛上发现了胡椒，胡椒的果实也出现了。

  　例の島でコショウが見つかって、コショウの実の実物が出てきた。

  　如果在其他地方发现的话，价格会一下子暴跌的。

  　あれがどこかで見つかったら、一気に値崩れするぞ。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　太迟了。已经开始暴跌了。

  　遅い。すでに値崩れし始めてる。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　诶，我，现在，觉得超级便宜就爆买了……

  　え、俺、今、めっちゃ安いなって思って爆買いしたんだけど……

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　南无……

  　南無……

  【分离独立】帕尔提姆公国·帝都凯旋门下【彻底抗战】

  【分離独立】パルテーム公国・帝都凱旋門下【徹底抗戦】

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　提问。和NPC组队时，如果那个NPC死了会怎么样？

  　質問です。ＮＰＣとパーティ組んだ時に、そのＮＰＣが死んだらどうなるんでしょうか？

  　我很在意这件事，每次都会烦恼……

  　それが気になって毎回悩んでます……

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　就是啊！偶尔会有NPC精灵说「让我同行吧」然后加入队伍！

  　それな！　たまにＮＰＣエルフさんが「同行しよう」とか加わってくれるやつ！

  　护卫任务吗！　会让人很紧张啊！

  　護衛クエストかよ！　ってハラハラしちゃうんだよ！

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　好搞定女主！

  　チョロイン！

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　诶？　傲娇好搞定女主精灵，哪里有？？？

  　え？　ツンデレチョロインエルフさん、どこ？？？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　之前世界任的防卫战时是同盟吧？

  　前のワークエの防衛戦の時はアライアンスだったよね？

  　那时候怎么样了？

  　あの時はどうだったの？

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　因为是弓箭队，所以没到很危险的地方。

  　弓部隊だったから、やばいところまでは行かなかった。

  　在前线的家伙们也觉得要是NPC精灵有伤亡的话，那可就不是闹着玩的了。

  　前線張ってた連中もＮＰＣエルフに被害出たら、いろいろシャレにならんって思ってたし。

  【一般的公国民】

  【一般的な公国民】

  　这感觉问公会也得不到答案，去问运营吧……

  　これはギルドとかで聞いても答え返ってこなさそうだし、運営に問い合わせるか……

  ☆☆☆关于参战虚拟偶像☆☆☆

  ☆☆☆参戦バーチャルアイドルについて語らう☆☆☆

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　死灵都市开始有火药味了。

  　死霊都市がきな臭い感じになってきた。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　去世界任串。

  　ワークエスレ行け。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不不不，Galls的成员们开始说要回去了。

  　いやいや、ゲールズの子たちが帰ろうかとか言い始めてる。

  　实际上，今天有两三个成员缺席，她们在玩别的游戏。

  　実際、今日はメンツ二、三人欠けてるし、その子ら別ゲーやっとるし。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　为什么？

  　なんでや？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那还用说（因为没推进攻略进度），拍起来（就没那么好看）啊。

  　そら（攻略が進まなかったら）そう（撮れ高渋いから）よ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　在昨天的直播中攻略的地方又很难。

  　前日のライブで攻略した場所をまたはキツい。

  　同样的内容……重复……无尽的八月……呜，我的头……

  　同じ内容……、繰り返し……、エンドレスエイト……、うっ、頭が……

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　而且，蕾欧娜大人和贝露碳在魔术士之塔里大显身手……

  　また、魔術士の塔でレオナ様やベルたそが活躍してるのがね……

  　要是留下来的话，说不定有机会先攻略。

  　残ってたらワンチャン先に攻略できたかもだし。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　哈尔奈酱她们是顶尖组，要是被她们超车了，那可就亏大了吧？

  　ハルネちゃんたちはトップ組だし、抜けたら大穴なのでは？

  　萝露酱和沙耶酱也有第二梯队的实力吧。

  　ロールちゃんとかサーヤちゃんもセカンド組ぐらいの実力あるでしょ。

  　未来的霸权（）公会？　会挽留她们吧？

  　未来の覇権（）ギルドだっけ？　引き止めるよな？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　她们就算被挽留也没有粉丝啊。因为她们的氪金水平达不到旅游景点的价格。

  　彼女らは引き止められてもファンがねー。観光地値段についていけないから。

  　当地支援薄弱，打倒的敌人是不死者，掉落物也不多，缺点太多了。

  　現地サポートが薄いし、倒す敵はアンデッドでドロップも渋いし、マイナスが多すぎる。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　如果勉强留下来也没有好处的话，她们应该会撤退吧。

  　無理に残ってもメリットがないなら撤退するだろう。

  　因为是企业系，所以会更加严格吧。

  　企業系だから余計にシビアでしょ。

 
  13　星期五　开个洞

  13　金曜日　風穴を開ける

  「早。」

  「おっす」

  「早。」

  「おは」

  　我看得出来奈特一副有话想问的样子。

  　ナットが何か聞きたそうな顔をしてるのがわかる。

  　他想问的肯定是ＩＲＯ的事，不过我之前已经跟他详细解释过岛上的植被了，一时之间也想不到其他可能。

  　間違いなくＩＲＯのことなんだけど、島の植生とかは前に結構しっかり解説したし、他に思い当たる節がない。

  「怎么了？」

  「なんだ？」

  「世界任的进度很奇怪。你有想到什么吗？」

  「ワークエの進捗が変なんだよ。お前、心当たりないか？」

  「啊？」

  「は？」

  　我几乎可以说是被官方点名不参加世界任耶？

  　そもそも俺はほぼ名指しでワークエ不参加扱いなんだが？

  　我忍住想这么回嘴的冲动，问奈特进度怎么个奇怪法。

  　そう言い返したいのをグッと堪えて、その『進捗が変』とやらについて聞く。

  「我昨天晚上下线前确认的时候已经超过15％，可是早上起来一看，又变回6％了。」

  「昨日の夜、落ちる前に確認したら15％超えてたんだけどよ、朝になって６％に戻ってんだよ」

  「……你一大早就登入ＩＲＯ确认进度？」

  「……お前、朝からＩＲＯログインして確認してんの？」

  「官方网站有显示啊。」

  「公式サイトに出てるっての」

  「真的假的？」

  「マジか」

  　虽然我很想马上确认，不过预备铃快响了，我只好忍住，等下课时间再看。

  　今すぐ確認したいところだけど、予鈴がなりそうなので自重。休憩時間まで待とう。

  「看你这反应，应该是不知道吧。」

  「って、その様子じゃ知らないってことだよな」

  「是啊，我本来就不算参加。」

  「ああ、俺はそもそも不参加扱いだしな」

  「说得也是……可是你明明没参加，贡献度却是最高的吧？」

  「そうなんだよな。……不参加の割に一番貢献してねえ？」

  「别说了，我会难过……」

  「言うな。悲しくなるから……」

  　我是很希望可以拿到奖励ＳＰ，不过很有可能因为发现无人岛的关系，已经先扣掉了。还有岛民之类的。

  　褒賞ＳＰもらえていい気がするんだけど、無人島発見関連で先払いされてる可能性高いからなあ。あと島民関連とか。

  　我正想着这些事的时候，预备铃响了，雅塔……熊野老师也出现了。

  　そんなことを考えてるうちに予鈴が鳴り、ヤタ……
    
     熊
    くま
    
     野
    の先生が現れた。

  「剩下的之后再说吧」

  「続きはまた後でな」

  「好」

  「りょ」

  　社团活动的时候再问问贝露部长吧。

  　部活の時に改めてベル部長にも聞かないとだな。

  「哎？有这种事？」

  「え？　そんなことになってるの？」

  「呃，这个，我也是听奈特说的，所以也不太清楚……」

  「いや、まあ、俺も聞いた話なんでなんともなんですけど……」

  　到了社团活动时间，我立刻向贝露部长询问，但她似乎也不清楚。

  　部活の時間。ベル部長にさっそく聞いてみたんだけど、珍しくご存じない様子。

  『就是这个』

  『これです』

  　美音说着，把官网的世界任务情报页面给我看。

  　ミオンがそう言って公式ページ、ワールドクエスト情報のページを見せてくれる。

  　进度5%，比奈特说的6%又下降了。

  　進捗５％って、ナットから聞いた６％からまた下がってるし。

  「我昨天去了魔术士之塔，完全不知道……」

  「昨日も魔術士の塔に行ってたから、全然知らなかったわ……」

  「嗯，除了物价以外，感觉还有各种麻烦事呢」

  「まあ、物価とかそれ以外にも、いろいろめんどくさそうですよね」

  「要是发生什么奇怪的纠纷，我们又放着不管去修学旅行的话就不好了。下周就拜托你们了哦？」

  「妙な揉め事が起きて、それをほったらかして修学旅行に行くのはね。来週はよろしくね？」

  『交给我们吧』

  『任せてください』

  　美音干劲十足，不过只是正常参加社团活动而已啊。

  　ミオンが張り切ってるけど、普通に部活するだけだからなあ。

  　雅塔老师也在，应该不会发生什么奇怪的事……这么说感觉会立Flag，还是小心点吧。

  　ヤタ先生もいるわけだし、特に変なことは起こらないはず。……っていうとフラグっぽいから用心しよう。

  「话说回来，一天1%的话，要花三个月以上才能达到100%吧？世界任务有可能失败吗？」

  「それにしても、一日１％とかだと１００％になるのに三ヵ月以上かかりますよね？　ワールドクエスト失敗とかって可能性あるんすかね？」

  「不知道呢？如果比预想的时间更长，评价应该会下降吧」

  「どうなのかしら？　想定される期間より長引けば、その分評価は落ちるでしょうけど」

  『第一部的世界任务奖励已经发放了吗？』

  『第一部のワールドクエスト褒賞ってもう配られたんですか？』

  「嗯，我想大部分玩家都拿到了5SP。没拿到的大概只有中途加入的新玩家，或是完全没有和其他种族交流的人吧。」

  「ええ。ほとんどのプレイヤーが５ＳＰもらえたと思うわよ。少なかったのは、途中から入った新規の人とか、他の種族と全く関わりを持たなかった人ぐらいかしら」

  　也就是说，奈特和班长也拿到了5SP吗？有点羡慕……不对，岛民也增加了，所以他们应该也拿到了差不多的奖励。

  　ってことは、ナットやいいんちょも５ＳＰもらえてるのか。ちょっとうらやま……いや、島民増えたとかで同じぐらいもらったな。

  「不过，我已经公开表示不参加了，所以无所谓。」

  「まあ、俺は不参加って公言されてるからいいか」

  「如果进展太慢，导致问题发生，那些哄抬物价的人也会慌张吧。」

  「あまりに進捗が遅くて問題になってきたら、さすがに物価を吊り上げてる人たちも慌てるんじゃないかしらね」

  　贝露部长露出意味深长的笑容。官方论坛似乎已经吵成一团，开始讨论责任归属……真麻烦……

  　と意味深な笑いを浮かべるベル部長。公式フォーラムが荒れてるらしいし、責任論みたいな話が始まるんじゃないかっていう……めんどくせぇ……

  『部长你们觉得这样好吗？』

  『部長たちはそれでいいんですか？』

  「现在魔术士之塔进展得很顺利。昨天终于拿到了结界魔法的魔导书哦！」

  「今は魔術士の塔が順調だもの。昨日、ついに結界魔法の魔導書を手に入れたのよ！」

  「哦哦！恭喜！」

  「おお！　おめでとうございます！」

  『恭喜！』

  『おめでとうございます！』

  　她们似乎已经取得魔导书，今天要进行各种尝试。

  　さっそく取得し、今日いろいろと試すらしい。

  　我取得空间魔法时，她们看起来非常不甘心……

  　俺が空間魔法を取得できたこと話した時、めちゃくちゃ悔しそうだったもんな……

  　我登入了ＩＲＯ，首先确认昨晚酿的格雷普尔酒是否已经完成。

  　ＩＲＯにログインし、まずは昨晩仕込んだグレイプルワインができてるのを確認。

  　我将一半的酒又设置为格雷普尔醋。

  　半分をまたグレイプルビネガーにするべくセット。

  「接下来，该改造仓库了。不过时间好像有点不够啊。」

  「さて、倉庫を改造するかな。でも、ちょっと時間足りなさそうなんだよな」

  『刚才聊得有点久呢。』

  『ちょっと話し込んじゃいましたね』

  　现在时间是下午五点前。在那之后，贝露部长向我说明了修学旅行期间的联络方式。

  　時間は午後五時前。あの後、ベル部長に修学旅行中の連絡とかについて説明された。

  　VRHM没办法带去，但私人终端之类的当然可以带，有什么事就用那个联络。

  　ＶＲＨＭＤはさすがに持っていけないけど、私物の端末とかはもちろん持っていけるので、何かあったらそっちにって話。

  　公会的运营就交给赛丝和生产组，有什么在意的事就联系她。

  　ギルド運営はセスや生産組に任せるけど、気になることが起きたら連絡してほしいと。

  「仔细想想，明年就轮到我们了啊。将近一周见不到露比，好难受……」

  「よくよく考えると、来年は俺らなんだよな。一週間近くルピと会えないのは辛い……」

  『是啊……』

  『ですね……』

  　玩游戏倒是无所谓，但见不到露比就……

  　ゲームプレイはともかく、ルピと会えないのはなあ。

  「汪？」

  「ワフ？」

  　露比歪着脑袋，像是在问“怎么了？”。我摸了摸它，得到了治愈。

  　どうしたの？　って小首をかしげるルピをモフって癒やされる。

  　虽然我觉得只要好好跟它说我会暂时不在，应该就没问题了。

  　ちゃんとしばらく留守にするよって言っておけば大丈夫だとは思うけど。

  「先别管以后的事了。得先造个熏制室才行。」

  「先のことはいいや。まずは燻製室を造らないと」

  『熏制室是什么样的东西？』

  『燻製室ってどういうものですか？』

  「简单来说……就是在下面用木头熏，让热气和烟气碰到素材？要是让烟气跑出去就麻烦了，所以仓库的墙壁要开个洞。」

  「簡単に言うと……下で木を
    
     燻
    いぶして、その熱と煙を素材に当てる感じ？　煙は外に逃さないと大変なことになるから、倉庫の壁を一部抜かないとかな」

  　有了挖掘魔法，应该能顺利在仓库的石墙上开个洞。

  　掘削の魔法のおかげで倉庫の石壁に穴を開けるのは大丈夫だと思う。

  「嘿咻。」

  「よいしょっと」

  　我离开旧酒馆，来到隔壁的仓库，打开锈迹斑斑的拉门。

  　旧酒場を出て隣の倉庫へと。大きな錆びた引き戸を開ける。

  　因为还要进行作业，所以暂时先开着门吧。

  　作業もするし、またしばらくの間は開けっぱなしにしとこう。

  　我让光精灵放出亮光，重新确认仓库内部……

  　光の精霊に明かりを出してもらい、中を改めて確認……

  『要建在哪里？』

  『どこに造ります？』

  「呃……啊，有了。你看到那里有个小窗子吗？」

  「えーっと……ああ、あった。あそこに小窓あるの見える？」

  『啊，看到了。』

  『あ、はい』

  　在接近天花板的地方，有个约一个砖块大小的小窗子。不，应该是换气口吧？

  　天井との境目ぐらいに、ブロック一個分ほどの小窓。いや、換気口かな？

  　因为之前太暗了所以没注意到，那里装着类似铁栅栏的东西。

  　今まで暗くてわからなかったけど、鉄格子っぽいものがはまってる。

  「只要让烟从那里出去就行了，然后在这附近弄个差不多大小的……」

  「あそこから煙が出ていくようにすればいいし、この辺にこれぐらいの大きさで……」

  　太大效率会变差，所以要做个50厘米见方的箱子，在里面进行熏制。

  　大きくても効率が悪いので、五〇センチ四方の箱を作ってその中で燻製にする感じで。

  『原来如此。不过，我担心会引发火灾。』

  『なるほどです。でも、火事にならないか心配ですね』

  「嗯。这一点需要注意。考虑到这一点，还是在今晚慢慢来比较好。要给塞尔奇它们吃的话，就变成星期六中午了，可以吗？」

  「うん。そこはちょっと注意が必要かな。それも考えると、今日の夜にじっくりやる方がいいか。セルキーたちにご馳走するの、土曜の昼になっちゃうけどいい？」

  『好的。请记得直播哦？』

  『はい。ちゃんと配信はしておいてくださいね？』

  「那是当然。」

  「それはもちろん」

  　那么，社团活动的时间就来仔细地处理下面的部分吧。

  　んじゃ、部活の時間は下の方をじっくりと、

  「啊，又忘了粘土的事……」

  「あ、また粘土のこと忘れてた……」

  　看来只能去挖粘土了。

  　粘土掘りに行って終わりかな、こりゃ。

  『翔君。粘土不能用土魔法做出来吗？』

  『ショウ君。粘土って土の魔法で作れないんでしょうか？』

  「啊，值得一试」

  「あー、試してみる価値はあるな」

  　至今为止，我都是随意想象着土来生成土墙，现在就明确地想象成白粘土……

  　今まで土壁って、なんとなく適当な土をイメージしてたけど、それを明確に白粘土にして……

  「〈土壁〉」

  「〈土壁〉」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　眼前出现了一座白粘土的小山，让我大吃一惊。

  　目の前に白粘土の小山が出来上がってびっくりする。

  　什么嘛，只要有元素魔法，不就可以随便建造石制建筑了吗？我这么想着，但之后贝露部长对我说「能做到这种事，是因为你学过应用魔法学〈地〉或土木吧？」……

  　なんだ、これなら元素魔法があれば、石造りの建物建て放題じゃんって思ったんだけど、後でベル部長に「そんなことできるのは、応用魔法学〈地〉か土木があるからじゃないの？」って言われました……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「〈土壁〉，〈净水〉，〈石壁〉」

  「〈土壁〉、〈浄水〉、〈石壁〉」

  　效率好得不得了，让我怀疑至今为止的辛苦到底算什么。

  　めちゃくちゃ効率良くて、今までの苦労はなんだったんだってレベル。

  　社团活动结束后，我挑战能否将白粘土的土壁做成类似嵌缝材料的薄片，虽然失败了好几次，但最终成功做到了。

  　部活ではあの後、白粘土の土壁を目地材っぽく薄く出せるかにチャレンジし、何度か失敗したけど、最終的にうまくできるようになったところで終わった。

  『翔君，请注意MP哦？』

  『ショウ君。ＭＰに気をつけてくださいね？』

  「啊，嗯。因为用了收纳扩张，所以最大MP也减少了」

  「あ、うん。収納拡張してるから最大ＭＰも減ってるんだった」

  　话虽如此，但有了赤铠熊的斗篷和苍月的戒指，MP恢复量也变得相当可观。

  　とはいえ、
    
     赤鎧熊
    レッドアーマーベアのマントと蒼月の指輪で、ＭＰ回復もすごいことになってるっていう。

  　土壁原本就消耗很少的MP，而且只是做成薄片的嵌缝材料，所以消耗量是个位数。用净水稍微放出水来也差不多。

  　土壁は元々ＭＰ消費が少ないし、目地材に薄く作るだけなので消費は一桁。浄水でちょろっと水を出すのもほぼ同じ。

  　虽然作为隔板的石壁需要消耗两位数的MP，但这也只要一分钟就能恢复。

  　ブロックがわりの石壁を出すのは二桁ＭＰかかるけど、それも一分で回復しちゃうんだよな。

  「这样下面就完成了。」

  「これで下の方は完成」

  『可以告诉我是什么样的感觉吗？』

  『どういう感じか教えてくれますか？』

  「嗯。我想想……」

  「うん。えーっとね……」

  　最下面的底部是烧柴的地方。用这里的火焰加热上方的铁板，然后熏烤铁板上的木屑。

  　一番下、底の部分は薪を燃やすところ。ここで出る炎で上に設置した鉄板を加熱し、鉄板の上のチップを燻す。

  　木屑产生的烟和热气，会通过接下来要制作的中心部分，将食材熏制成食品。

  　チップから出た煙と熱が、今から作る中心部分で食材を燻製へと変えてくれる仕組み。

  　最后，最上面的烟会从通风口排到外面。应该……

  　最後に一番上まで行った煙は、通風口から外へ行く。はず……

  『原来如此！』

  『なるほどです！』

  「不过，一开始也不见得会那么顺利就是了。」

  「ま、最初からそんなうまくいくかわかんないけどね」

  　接下来要制作的中心部分，首先是放置食材的烤架部分。虽然只是单纯地架起几根铁棒而已。再稍微往上一点，也架起用来吊挂食材的铁棒。

  　今から作る中心部分は、まず食材を置くグリル部分。単純に鉄の棒を何本か渡すだけだけど。もう少し上には、吊るす用の鉄の棒も渡しておく。

  　两侧堆好之后，正面就是门了。话说回来，得去砍木头才行。

  　両サイドを積んだら正面に扉だよな。てか、木を切りに行かないと。

  　啊，我忘记把铰链带来了……今天就先用临时的吧。

  　あ、
    
     蝶
    ちょう
    
     番
    つがい持ってくるの忘れてる……。今日のところは仮でいいか。

  「汪！」「～～♪」

  「ワフ！」「〜〜〜♪」

  「啊，欢迎回来。」

  「あ、おかえり」

  　出去玩的露比和斯薇回来，表示时间差不多到晚上十点了吧？

  　遊びに出てたルピとスウィーが帰ってきたってことは、午後一〇時まわったぐらい？

  　我堆好最后一段，接下来只要放上作为盖子的顶板就完成了。时机正好。

  　最後の一段を積み、あとは蓋となる天板を置けば終わりという、ちょうどいいタイミング。

  「再等一下哦。这是点心。」

  「もうちょっと待ってて。これ、おやつ」

  　我从用来当踏板的桌子上下来，把粘稠的帕普干交给她们俩。

  　踏み台がわりにしてたテーブルを下りて、二人にとろとろ干しパプを渡す。

  　在盖上盖子之前，再确认一次吧。

  　蓋をする前にもう一度、確認しておこう。

  『是土木技能呢』

  『土木スキルですね』

  「嗯。这个技能很方便啊」

  「うん。これ便利だよなあ」

  　我集中意识，确认每个部件的强度。

  　意識を集中させ、パーツごとの強度を確認。

  　外侧没有问题……内侧也转了一圈……嗯，没问题。

  　外側は問題なし……、内側もぐるっと見回して……、うん、大丈夫だな。

  【土木技能的等级提升了！】

  【土木スキルのレベルが上がりました！】

  「啊……」

  「あ……」

  『恭喜您』

  『おめでとうございます』

  「谢了。不过，大概是因为我挖了土，堆了石头吧」

  「さんきゅ。まあ、土を出したり石を積んだりもしてたからかな」

  　我站到桌子上，盖上最后的盖子……之前，我取出白粘土，让水渗进去。

  　テーブルへと乗って、最後の蓋……の前に、白粘土を出して水を染み込ませる。

  　我想象着完成的景象……宽度，厚度，好。

  　完成イメージを意識……広さ、厚さ、よし。

  「〈石壁〉」

  「〈石壁〉」

  　盖子盖得很漂亮，这样烟应该就会从通风口流出去了。

  　綺麗に蓋がされて、これで煙は通風口の方へと流れ出るはず。

  「呼。完成了吧」

  「ふう。完成かな」

  【应用魔法学〈地〉技能的等级提升了！】

  【応用魔法学〈地〉スキルのレベルが上がりました！】

  【石工技能的等级提升了！】

  【石工スキルのレベルが上がりました！】

  『又提升了呢！』

  『また上がりましたね！』

  「果然，制作稍微讲究一点的东西，技能经验值会更多吗？嘿咻！」

  「やっぱり、ちょっと凝った物を作る方がスキル経験値多いのかな。よっと！」

  　我从桌子上下来，重新穿上靴子。

  　テーブルを下りてブーツを履き直す。

  　那么，为了试运行，去捡柴火吧。

  　さて、試運転のために薪拾ってこよう。

  「走吧」

  「行こうか」

  「汪呼～」「～～～♪」

  「ワフ〜」「〜〜〜♪」

  　如果顺利的话，就用兰吉野猪做培根吧。

  　これでうまくいったら、ランジボアでベーコン作ろう。

  　砂糖、盐和胡椒都有了，应该能做出美味的培根。

  　砂糖も塩もコショウも手に入ったし、美味いベーコンが作れるはず。

  　果然，差不多该去找小麦或者稻米了……

  　やっぱり、そろそろ小麦か米を探さないと……

  「准备好了。现在大概是晚上十点半？」

  「準備オッケー。今って午後一〇時半ぐらい？」

  『是的。刚过十点半。』

  『はい。まわったところです』

  「好。那就赶紧……难得有这个机会，就拜托火精灵吧。」

  「りょ。んじゃ、さくっと……。せっかくだし、火の精霊にお願いしてみよう」

  　我从道具栏取出火精灵石，拜托它点火，然后就看到火花咻地飞出，点燃了堆好的柴火。好厉害……

  　インベントリから取り出した火の精霊石に着火をお願いすると、シュッと火花が飛んでいって、並べた薪が燃え始める。すげぇ……

  　看起来不用担心火熄灭，我把帕普木的碎屑放在铁板上，然后放到火上。

  　消える心配もなさそうなので、鉄板にパプの木の端材を粉砕したチップを盛って火の上へと。

  『那个，不能直接烧吗？』

  『えっと、直接燃やしちゃダメなんですか？』

  「嗯，因为要熏才行。直接烧的话很快就会烧完。」

  「うん、
    
     燻
    いぶさないとだからね。そのまま火に入れるとすぐ燃え尽きちゃうし」

  　加热到合适温度的铁板把木屑烤焦，开始冒出浓烟。

  　いい感じに熱された鉄板がチップを焦がし、煙がもうもうと立ち始めたので、

  「好，放进去！」

  「よし、投入！」

  　我把三尾奥兰贾克的鱼干放到烤架上，然后盖上木盖。

  　グリル部分にオランジャックの干物を三尾並べて木の蓋を閉じる。

  　这样应该就行了……啊，得确认烟有没有从通风口出去！

  　これでいいはずだけど……って、煙がちゃんと通風口から出てるか確認しないと！

  「露比，我们去看看烟！」

  「ルピ、煙見に行こう！」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　我来到外面，还没走到仓库旁边就看到了烟。

  　外へ出て、倉庫の横に行く前にもう煙が見える。

  　确认烟有从通风口排出去之后……

  　ちゃんと通風口から排煙されてるのを確認できたので……

  『还要多久才会好？』

  『出来上がりまでどれくらいですか？』

  「唔，先熏个十五分钟试试看吧」

  「んー、とりあえず一五分で試してみるかな」

  　问题是盖上盖子就看不到里面了。差不多该考虑怎么制作玻璃了……

  　蓋をしちゃうと見られなくなるのが問題だよな。そろそろガラス作る方法を考えないと……

  　不过，就算要制作吹制玻璃，从原料开始考虑的话也太麻烦了。

  　でも、吹きガラス作るにしても、原材料からって考えると大変すぎるんだよな。

  　魔法或者魔导具……去问亚珍塔先生的话，他会不会知道呢。

  　魔法か魔導具か……、アージェンタさんに聞けばわかったりしないかな。

  　我们三人一起悠闲地散步到堤防的尽头，然后又走了回来。差不多过了十五分钟吧？

  　三人で堤防の先までゆったりと散歩して戻ってきた。ちょうど一五分ぐらいかな？

  　……感觉好像熏过头了。

  　……ちょっと燻しすぎた気がしなくもない。

  「算了，就算失败了，应该也只会变成脆脆的口感，还是能吃的。谢、谢谢」

  「ま、ダメでもパリパリになってるぐらいで食べられるはず。あ、ありがとう」

  　我向火精灵告知熏制结束，然后灭火。

  　火の精霊に終わりを告げて消火。

  　戴上手套取出铁板，鱼干虽然已经变得漆黑，但还没有烧完，感觉刚刚好？

  　グローブをはめて鉄板を取り出すと、チップは真っ黒にはなりつつも燃え尽きてはないし、ちょうどいい感じ？

  「好了，怎么样呢……」

  「さて、どうかな……」

  　我打开木盖，热气一下子涌了出来，里面是变成了焦糖色的奥兰贾克鱼干。

  　木の蓋を外すとムワッと熱気が抜けて、その先にあるのは
    
     飴
    あめ
    
     色
    いろになったオランジャックの干物。
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  「哦哦，好像成功了？」

  「おお、成功っぽい？」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　我把鱼干放到木盘上，露比摇着尾巴，一副迫不及待的样子。

  　木皿に取り出すと、ルピがしっぽフリフリで待ちきれない感じ。

  　不过，还是先尝尝味道吧。要是烤焦了，感觉对身体不太好。

  　けど、さすがにちょっと味見してからにしよう。焦げてると体に良くなさそうだし。

  「等一下。我先尝尝味道」

  「ちょっと待ってな。一応、味見してみるから」

  　因为是小鱼，我直接豪爽地咬了一口……

  　小さいオランジャックだし、そのまま豪快にばりっとかぶりつくと……

  「好吃！」

  「うまっ！」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「抱歉抱歉。来，你可以吃两个。」

  「ごめんごめん。はい、二つ食べていいよ」

  　鱼干的腥味全部变成了香味，可以像零食一样咔嚓咔嚓地吃。

  　干物の生臭さが全部香ばしさに変わってて、スナック感覚でバリバリ食べられる。

  　虽然花鳟的熏制品也很不错，但这个也有不同的美味。

  　フラワートラウトの燻製もなかなかだったけど、これはこれで別の美味しさがある感じ。

  　露比从头开始咔嚓咔嚓地吃着，看来它又多了一样喜欢的食物？

  　ルピなんか頭からバリバリと食べてて、また好物が一つ増えたかな？

  『看起来好好吃……』

  『美味しそうです……』

  「这个马上就能做出来。比起这个，我更想做培根。」

  「これはまあすぐ作れるし。それよりもベーコン作りたくて」

  『培根吗！？』

  『ベーコンですか!?』

  「我想用兰吉野猪的肉来做。」

  「ランジボアの肉で作れると思うんだよ」

  　就在我们聊着这些的时候——

  　そんな話をしていると、

  〖可以前往魔王国的部分地区了！〗

  〖魔王国の一部地域への往来が可能になりました！〗

  「『咦？』」

  「『え？』」

  　魔王国……之前有传闻说共和国的东侧可能会在更新后开放，难道已经开放了？不对，只开放了部分地区？

  　魔王国って……共和国の東側、アプデでスタート可能になるかもって噂があったけど、ひょっとしてもう？　いや、一部地域？

  「这表示更新快到了吗？虽然世界任务还在进行中。」

  「アプデが近いってことかな？　ワールドクエストの途中だけど」

  『有没有可能与任务无关，而是交流的结果？』

  『それとは関係なく、交流の結果という可能性はありませんか？』

  「啊，是这个意思啊。毕竟有传闻说安希雅公主在进行交易之类的……」

  「ああ、それか。アンシア姫が交易してどうこうとか噂あったもんなあ……」

  　因为原本在共和国的菲雅莉们，被我保护着带走了，所以她好像想以此作为交换，与魔王国建立友好关系……

  　他の種族と仲良くするって話、共和国にいたフェアリーたちは、俺が保護して連れてきちゃってるからなあ。その代わりに魔王国と仲良くなってって感じだったっぽいけど……

  『翔君，部长和赛丝酱说不定会找你哦』

  『ショウ君。部長やセスちゃんに呼ばれるかもですよ』

  「哎？这跟我没关系吧？」

  「え？　俺関係なくない？」

  『不，那个，她们可能又觉得是翔君你……』

  『いえ、その、またショウ君がって思われてるんじゃないかって……』

  　嗯，是啊……

  　うん、そうだね……

  「你们好。不是我哦」

  「どもっす。俺じゃないっすよ」

  　我先向来到虚拟活动室的贝露部长和赛丝说道。

  　バーチャル部室に来たベル部長とセスに先に言っておく。

  　熏制室已经建好了，剩下的就等周六中午，于是我登出游戏，等待了一段时间。

  　燻製室はちゃんとできたし、あとは土曜の昼にってことでログアウトして待つことしばし。

  　最近我一般都会先来活动室再登出，所以她们应该不是来找我确认的。

  　最近はいったん部室に来てから落ちるのが普通になってるから、俺に確認に来たってわけでもないと思うけど。

  「很遗憾，我已经知道是谁的错了，兄长」

  「残念ながら、誰のせいなのかはもうわかっておるぞ、兄上」

  「我想她们俩猜的那个人应该没错」

  「二人が想像してる人で合ってると思うわよ」

  　两人说着坐了下来。那，果然是……

  　そう言って席に着く二人。じゃ、やっぱり……

  『是安希雅小姐吗？』

  『アンシアさんですか？』

  「嗯。事情好像变得很有意思」

  「うむ。なかなか面白いことになっておるようでな」

  　安希雅公主担任领主的共和国南部。其东侧隔着一条大河，对面就是魔王国领地，现在似乎开始正式用船来往两地进行贸易了。

  　アンシア姫が領主をしている共和国南部。その東側、大きな川を挟んで向こう側が魔王国領なんだけど、そこを船で行き来しての交易が本格化しているらしい。

  　在共和国一侧的岸边建造的交易所里，安希雅公主的公会『不融雪花』作为中介，负责商品的交易。

  　共和国側の岸辺に造られた取引所では、アンシア姫のギルド『溶けぬ六花』が仲介役として商品のやりとりをしているんだとか。

  「据说把想卖的东西和希望价格告诉他们，然后把东西寄存起来，感觉就像跳蚤市场网站一样」

  「売りたい物と希望価格を伝えて預けておくっていう、フリマサイトみたいな感じらしいわよ」

  「真亏他们能做这么麻烦的事。是靠人力吧？」

  「よくそんなめんどくさいことしますね。人力なんですよね？」

  「雇用NPC就行了，而且安希雅小姐的粉丝里有很多人喜欢这种事……」

  「ＮＰＣを雇えばいいことだし、アンシアさんのファンはそういうの好きな人多いもの……」

  　嗯，是啊。

  　はい、そうでした。

  　我好像听说过，他们公会里有退居一线的企业董事之类的。

  　なんか、一線を退いた企業役員とかがサポーターにいるとかいないとか聞いた覚えあるよ。

  『这和这次的事有关系吗？』

  『それが今回の件と関係があるんですか？』

  「至今为止，共和国里作为魔王国玄关的城市，交易量减少的话会很困扰吧？」

  「今まで共和国で魔王国の玄関だった街は取り引きが減って困るでしょ？」

  「啊，所以想趁机扳回一城？不过，能进入魔王国一侧，不是那边的安排吗？」

  「あー、それで巻き返しを狙って的な？　でも、魔王国側に入れるようになるのは、あっちの都合なんじゃ？」

  「魔王国一侧的玄关城市也是一样的。贝露阁下，能叫出地图吗？」

  「それは魔王国側の玄関街も同じことよの。ベル殿、地図を出していただけるか」

  「嗯，世界公告里提到的部分地区，以地图来说是……」

  「ええ、ワールドアナウンスであった一部地域っていうのは、地図で言うと……」

  　贝露部长叫出官方地图进行说明……不过，我本来就不怎么了解本土的情况。

  　ベル部長が公式に載ってる地図を出して説明してくれるんだけど……、そもそも本土の話ってよくわからないんだよな。

  『国境是这个吗？』

  『国境ってこれですか？』

  「嗯，那扇大门好像就是国境」

  「ええ、その大きな門がそうらしいわ」

  　共和国东侧有一扇类似遗迹的大门，那里似乎就是与魔王国的国境。

  　共和国の東側に遺跡っぽい大門があって、そこが魔王国との国境ってことになってるらしい。

  　共和国和魔王国双方都有“军队越过那扇门就是战争！”这样的规定，所以两国的入国审查都设在了那里。

  　共和国、魔王国どちらも「軍がその門を越えたら戦争だ！」みたいな規定だったそうで、そこを挟んでお互いの入国審査があるんだとか。

  「从这个大门附近的尼亚盖镇，到东北方的维拉波镇」

  「この大門に近いニアーゲの街と、そこから北東へ行ったウェラボの街までね」

  「只有一条街道相连，也是能够自由往来的要因吧」

  「街道一本のみで繫がっておるのも、往来自由に至った要因であろうの」

  　这样人流容易掌握，就算发生什么也能在那条街道上控制住，是这样计算的吧。

  　人の流れが把握しやすいし、何かあったとしても、そこで抑え込めるって計算があるからか。

  「不过，这是魔王国作为国家认可的吧？不是地方擅自决定的」

  「でも、これって魔王国が国としてオッケーしたんだよな？　地方が勝手にって話じゃなくて」

  「嗯。听说当代魔王是开国派的。安希雅的交易会那么顺利，也是因为这个吧」

  「うむ。当代の魔王は開国派との話よの。アンシアの交易が至極順調なのも、それゆえであろう」

  　开国派……。我脑中浮现出江户幕府和黑船来航的印象，慌忙将其驱散。

  　開国派……。脳内に江戸幕府と黒船来航みたいなイメージが出てきて、慌ててそれを追い払う。

  『那个……部长和赛丝酱为什么知道得这么清楚？现在看论坛，大家也完全没提到这些……』

  『あの……、部長もセスちゃんもどうしてそんなに詳しいんですか？　今、フォーラムを見ても、皆さんそんな話は全く……』

  「咦？」

  「え？」

  　美音不可思议地问道，赛丝发出“咯咯咯”的中二笑声，贝露部长有些无奈地继续说道。

  　ミオンが不思議そうにそう問いかけると、セスが「クックック」と中二っぽい笑いをし、ベル部長が多少呆れたように続ける。

  「能够往来之后，最先进入魔王国的就是玛莉小姐和希兹小姐」

  「往来ができるようになって、一番最初に魔王国に入ったのは、マリーさんとシーズンさんよ」

  「哇……」

  「うわー……」

  　我不由得抱住了头。说起来玛莉姐说过这种话……

  　思わず頭を抱えてしまう。そういやそんなこと言ってたな、マリー姉……

  　那么，刚才说的内容，都是希兹小姐调查来的吧。

  　じゃ、今まで話していた内容は、シーズンさんがいろいろ調べてくれたことなんだろうな。

  「我知道玛莉姐想去魔王国，但这件事和冰姬安希雅有关吗？」

  「マリー姉が魔王国に行きたがってるのは知ってましたけど、氷姫アンシアが絡んでるんです？」

  「玛莉小姐和希兹小姐之所以能最先去魔王国，好像是因为安希雅小姐在背后行动」

  「マリーさんとシーズンさんが一番に行けたのは、アンシアさんが裏で動いてたかららしいのよ」

  「『什么？』」

  「『はい？』」

  　完全不明白……怎么回事？

  　全く意味がわからないんだけど……どういうこと？

  　我看了看赛丝，他坏笑了一下后开始说明。

  　セスを見ると、ニヤリと笑ってから説明を始める。

  「那个自以为是谋士的家伙，通过姐姐大人和希兹小姐要求我们提供帮助。目的是打破死灵都市的垄断」

  「あの策士気取りは、姉上とシーズンどのを通じて我らに力を貸せと言ってきたのだ。死霊都市の独占を崩せとな」

  　哈？死灵都市？不是魔王国的事？完全不明白……

  　は？　死霊都市？　魔王国の話じゃなくて？　意味が全くわからないんだけど……

  「从维拉波镇往西北方穿过森林，就能到达死灵都市的东南侧。她想在那里建立攻略的前线据点」

  「この奥のウェラボの街から北西に森を突っ切ると、死霊都市の南東側に出るわ。そこに攻略の前線拠点をつくろうって話ね」

  「哈！？」

  「はあ!?」

  『可以擅自这么做吗？』

  『勝手にやっていいことなんでしょうか？』

  「魔王国那边好像已经开始准备了」

  「魔王国側は既に準備を始めているそうよ」

  「也就是说，魔王国的NPC会成为主体，开始攻略死灵都市吗？」

  「それって魔王国のＮＰＣが主体になって、死霊都市の攻略に乗り出してくるってことか？」

  「嗯。『谁规定只有玩家才能攻略世界任务？』就是这么回事」

  「うむ。『ワールドクエストを攻略可能なのはプレイヤーのみと誰が決めた？』そういう話よ」

  　真的假的……

  　まーじーかー……

  『不过，就算不拜托义姐大人和希兹小姐，垄断也会在不久后被打破吧』

  『でも、お義姉さんやシーズンさんに頼まなくても、そのうち独占が崩れる気がしますけど』

  「所以才不想让NPC抢走功劳吗？」

  「それでＮＰＣにおいしいところを持っていかれても、というところかの」

  「是啊。不过，这次的邀请，真要说的话，应该是给我的和蕾欧娜小姐的吧。邀请我们这次联手合作」

  「そうね。でも、今回はどっちかというと、私やレオナさんへのメッセージじゃないかしら。今回は手を組みましょうっていうね」

  　贝露部长虽然有点苦笑，但好像很开心？

  　ベル部長はちょっと苦笑いだけど嬉しそう？

  　虽然她们之间经常竞争，但三人的关系还是很好的。

  　なんだかんだ張り合ってたりするけど、三人仲は良いからなあ。

  　不过，我感觉背后好像有什么隐情，这种时候就该听听赛丝的意见。

  　ただ、裏で何かしらありそうな気がするし、こういう時はセスの意見を聞くに限る。

  「你怎么看？」

  「お前はどう思う？」

  「不是挺好的吗。关于这次的世界任务，只有无视或者看准时机参加两个选择。虽然安希雅的策略让人有点不安，但我也有自己的想法」

  「良いのではないか。今のワールドクエストについては、無視かタイミングを見計らって参加の二択であろう。アンシアの策に乗るのはやや不安ではあるが、こちらにも考えがあるのでの」

  　赛丝中二病全开，呵呵呵地笑着。

  　そう中二病全開でクククと笑うセス。

  「总之，明天再和公会成员商量吧。我得告诉他们，下周我不在」

  「ともかく、明日またギルドメンバーと相談ね。私が来週いないことを伝えないといけないもの」

  「啊，是啊」

  「あ、そっすね」

  　不过，等修学旅行回来的时候，正好开始攻略吗？

  　でも、修学旅行から帰ってくる頃には、ちょうど攻略開始なのかな？

  「赛丝，玛莉姐就拜托你了……」

  「セス、マリー姉のこと頼んだぞ……」

  「嗯，交给我吧！」

  「うむ、任せておくが良い！」

  　有赛丝在的话，应该能起到一些抑制作用。

  　セスがいた方が何かとストッパーになってくれるだろうし。

  『魔术士之塔那边怎么样了？』

  『魔術士の塔の方はどうなんですか？』

  「今天正好告一段落了。应用魔法学的书已经全部集齐了！」

  「今日ちょうど一区切りついたところなの。ちゃんと応用魔法学の本は全種類揃ったわよ！」

  「哦哦！」

  「おお！」

  『恭喜！』

  『おめでとうございます！』

  　找到的魔导书似乎会复制后卖给其他玩家公会。

  　見つけた魔導書は複製して他のプレイヤーズギルドに販売するらしい。

  　本以为东西这么稀有，价格应该会很高，结果竟然说成本价出售，真是大方。

  　物が物だけにかなりの値段になるかと思いきや、実費でオッケーという太っ腹。

  　不过，既然这样，我也可以把周六直播时全部找到了的事情说出来吗？

  　まあ、そういうことなら、俺も土曜のライブで全部見つけたのバラしていいかな？

  「你说告一段落，是已经到最上层了吗？」

  「一区切りついたってことは、最上階まで行けたとか？」

  「不，还是『权限不足』……」

  「いえ、それがまた『権限が足りません』なのよ……」

  　啊，嗯，那个需要有管理者权限的戒指……

  　あー、うん、管理者権限のついた指輪が必要なやつです、それ……

  　◆◇　第一次岛粉推广会议　◆◇

  　◆◇　第一回島ファン推し活会議　◆◇

  「那么，敬我们的女神和她的使徒，干杯！」

  「じゃ、我らの女神とその使途に。乾杯！」

  「「「干杯！」」」

  「「「乾杯！」」」

  　在迪特隆的提议下，米伊、利帕、布鲁莎、麦芽、主厨六人齐聚一堂。

  　デイトロンの提案で一堂に会した、ミイ、リーパ、ブルーシャ、モルト、マスターシェフの六人。

  　就在这个瞬间，由『美音的二人悠闲ShowTime』的核心粉丝组成的公会联盟正式成立了。

  　今この瞬間、『ミオンの二人のんびりショウタイム』のコアファンによるギルド連合が、正式に結成された。

  「那么，值得纪念的第一次会议的议题是……」

  「ほんで、記念すべき第一回の議題なんやけど……」

  「嗯。正如大家所知，是有点调皮过头的『未来的霸权』……」

  「うん。みんなも知ってるとおり、ちょっとおイタがすぎる『未来の覇権』なんだけど……」

  「已经不知道该不该收手了。」

  「引き際を失っておるのう」

  「应该在安希雅出手前就解放的。」

  「アンシアが手を打つ前に解放すべきだったねえ」

  　虽然霸权公会想要独占世界任务『死灵都市』，但攻略却迟迟没有进展，结果从意料之外的方向，魔王国那边构筑起了攻略路线。

  　ワールドクエスト『死霊都市』を独占しようとしたが攻略は一向に進まず、予想外の方向、魔王国側からの攻略ルートを構築されようとしている。

  「要是霸权公会那帮人因为那样而被判定为赚取了贡献点数，我可要发飙了……」

  「あれで覇権の連中が貢献ポイント稼いでるとかいう判定やったら、ブチ切れるで……」

  　利帕忍不住抱怨道。

  　リーパが思わずこぼした愚痴に、

  「就是啊！比起那些人，翔君对世界任务的贡献要大多了！」

  「そうです！　あの人たちよりもショウ君の方が、よっぽどワールドクエストに貢献してます！」

  「就是说啊！真不知道为什么离岛玩家会被当成不参加！」

  「ホントそれ！　なんで離島プレイヤーが不参加扱いなのかわかんない！」

  　米伊和布鲁莎两位女性也愤慨不已，男性们虽然有点被吓到，但也表示同意。

  　ミイとブルーシャの女性陣も激しく憤り、男性陣が若干引き気味だが同意する。

  　实际上，从龙族那里问出进入死灵都市的条件的不是别人，正是翔一个人，而且他还特地在直播中公布了这件事。

  　実際、死霊都市に入れる条件を竜族から聞き出したのは、誰でもないショウ一人によるもので、彼はそれをわざわざライブ中に公表してくれた。

  「那个不参加的设定，不能中途变更吗？」

  「その不参加扱いの仕様じゃが、途中から変更はできんものなのか？」

  「我觉得应该可以。虽然现在是把离岛玩家排除在外进行统计，但只要不把他们排除不就行了？」

  「そんなことはないと思うけどね。今は離島プレイヤーを除外して集計してるんだろうけど、除外しなきゃいいだけじゃないかな」

  「要给运营发邮件吗？」

  「運営に要望メール送ります？」

  「要不要也叫上我们公会的成员？他们绝对会很乐意的！」

  「うちのギルメンにも呼びかけようか？　全員、絶対乗り気になってくれるよ！」

  　每个公会的成员都知道翔。不，应该说正是因为知道他，所以才成为了公会成员。

  　それぞれのギルドのメンバーは皆、ショウのことを知っている。いや、知っているからこそギルドメンバーになったという方が正しい。

  「是啊。不过，翔君在游戏内的知名度还得再提高一点才行」

  「そうだね。ただ、もう少し、ショウ君のゲーム内での知名度を上げないとじゃないかな」

  「得把翔君的贡献宣传出去才行！」

  「ショウ君の貢献ぶりを広めないとですね！」

  「我有个提议，就是关于之前的直播……」

  「そこで一つ提案があるんだけど、この間のライブで……」

  　就这样，在本人毫不知情的情况下，翔的知名度正在稳步提升。

  　こうして本人たちのあずかり知らぬところで、その知名度は着実に広がっていくのであった。

 
  14　星期六　毛茸茸家臣团

  14　土曜日　もふもふ家臣団

  　星期六是单人游戏日。我跟美姬提早吃了午餐，接着登入了ＩＲＯ。

  　土曜日はソロプレイの日。美姫と早めのお昼を食べてからＩＲＯへログイン。

  　贝露部长她们今天会开会讨论，虽然结果要看会议内容，但只要蕾欧娜大人没有反对，她们似乎就会动身前往共和国。

  　ベル部長たちは今日の打ち合わせの結果次第だけど、レオナ様が反対とか言わない限りは共和国へ向けて動き出すらしい。

  　赛丝当然也会同行，预定星期天跟玛莉姐会合……真教人不安。

  　もちろん、セスもそれに同行し、日曜にはマリー姉と合流予定なんだとか……不安だ。

  「呼。大概就这样吧。」

  「ふう。こんなもんかな」

  　我在熏制室的另一侧建造了普通的石窑炉灶。

  　燻製室の反対側に普通の石窯コンロを作成。

  　因为有可能导致仓库内烟雾弥漫，所以用挖掘魔法增设了通风口。

  　倉庫内に煙がたまる可能性があったので、掘削の魔法で通風口を増設。

  　为了避免墙壁崩塌，我小心翼翼地进行，因此花了一点时间，不过这样一来，就算下雨也能吃饭了，旧酒馆那边的石窑之后再撤掉吧。

  　壁が崩れないように慎重にやったので、ちょっと時間がかかったけど、これで雨の日でも食事ができるようになったし、旧酒場の方の石窯は後で撤去かな。

  　露比跟斯薇一起在仓库前的草丛里睡午觉。

  　倉庫前の草むらには、ルピとスウィーが揃ってお昼寝中。

  　虽然不忍心叫醒它们，不过差不多下午两点了，该把图鲁它们叫来了。

  　ちょっと起こすのは忍びないけど、そろそろ午後二時だし、トゥルーたちを呼ぼう。

  「露比？斯薇？」

  「ルピ？　スウィー？」

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比一听到我的呼唤就立刻起身，斯薇则是从它背上滚下来，依然在睡。

  　呼ぶとシャキッと起きてくれるルピと、その背中から転げ落ちても寝てるスウィー。

  「差不多该叫图鲁它们来了。」

  「そろそろトゥルーたち呼ぶから」

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　露比这么回答，轻轻戳了戳斯薇，把它叫醒。

  　そう答えて、スウィーをちょいちょいっと突いて起こしてくれる。

  　睡眼惺忪的女王陛下左右张望……接着轻飘飘地飞到我的左肩。

  　寝ぼけ眼の女王様は左右を見回して……ふわーっと浮いて俺の左肩へと。

  　它打了个大大的哈欠。

  　くあーっと大きなあくびを一つ。

  「来，吃这个醒醒脑。」

  「はい、これで目を覚まして」

  「～～♪」

  「〜〜〜♪」

  　斯薇一口吃下绿莓，享受着酸甜的滋味，眼睛眨了眨。

  　グリーンベリーをパクッと食べ、くぅ〜っとその甘酸っぱさを堪能して目をぱちくりさせる。

  「那我叫它们咯。」

  「んじゃ、呼ぶよ」

  　我轻轻含住坠饰上的塞尔奇哨子。

  　ペンダントのセルキーの呼び子を軽く咥えて、

  　哔～～～～～～♪

  　ピュイ〜〜〜ョ〜〜〜♪

  　清脆悦耳的音色响起，传遍了整个海湾。

  　透き通った心地良い音色が生み出され、入り江全体に響き渡る。

  　在余音未散时，海豹的脑袋就从波浪间探了出来。

  　音がまだ残っているうちに、さざ波の合間から見えるアザラシの頭。

  　数量越来越多。

  　その数がどんどんと増えていく。

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  「哦～！」

  「お〜！」

  　我挥手回应图鲁的叫声。

  　トゥルーの声に手を振って応えてあげると。

  　塞尔奇们加快速度，向这边游来。

  　セルキーたちがスピードを上げて近づいてくる。

  「啾♪」「汪呜。」「～～♪」

  「キュ♪」「ワフン」「〜〜〜♪」

  　我跟露比握手，跟斯薇击掌。它们感情好真是太好了。

  　ルピと握手して、スウィーとはハイタッチ。仲が良くて何より。

  　熏制室的说明等抓完鱼再说吧？反正都要做菜。

  　燻製室の説明は魚捕ってきた後でいいかな？　どうせ料理するんだし。

  　我正想马上出发，不过——

  　さっそくと思ったんだけど、

  「啾啾～」

  「キュキュ〜」

  「嗯？」

  「ん？」

  　图鲁好像有什么事，它看向后方招了招手，两个塞尔奇拿着小陶壶走了过来。

  　トゥルーが何かあるっぽくて、後ろを見て手招きをすると、小さな陶器の壺を持ったセルキーが二人近づいてくる。

  「啾啾。」

  「キュキュ」

  「咦，要给我吗？」

  「え、くれるの？」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　它们笑容满面地把壶递给我，我便心怀感激地收下了。

  　受け取ってと満面の笑みなのでありがたく。

  　不过，这是什么？真好奇里面装了什么……

  　でも、これなんだろう。中身が気になるんだけど……

  「可以打开看看吗？」

  「中を確認していい？」

  「啾～」

  「キュ〜」

  　看起来不错，我放下其中一个，打开另一个用昆布做成的盖子。

  　良さそうなので、片方を置いてから、もう片方の昆布でできた蓋を取る。

  　一股有些刺鼻，但又让人平静的香味瞬间溢出……

  　途端に溢れる少しツンとした、でも、なんだか落ち着く香り……

  【库路佩酱】

  【クルーぺソース】

  『用库路佩的盐渍汁液制成的调味料。

  『クルーぺを塩漬けしたエキスから作られた調味料。

  　有随着熟成时间增加，味道和气味变强的倾向。

  　熟成が進むほど味わいとくせが強くなる傾向にある。

  　料理：可作为调味料使用』

  　料理：調味料として利用可能』

  「啊！是鱼酱啊！太棒了！今天就用这个做料理吧！」

  「ああ！　
    
     魚
    ぎょ
    
     醬
    しょうってやつか！　めっちゃ嬉しい！　今日はこれで料理作るよ！」

  「啾啾啾～」

  「キュキュキュ〜」

  「咦，啊，另一个是别的东西？」

  「え、ああ、もう一つの方はまた別？」

  　它点了点头，于是我将库路佩酱盖好，打开另一个盖子……

  　うんうんと頷くので、クルーぺソースをしっかり蓋をしてから、もう片方の蓋を取ると……

  「啊，这个我知道！是蚝油！」

  「ああ、これはわかる！　オイスターソースだ！」

  【奥斯特拉酱】

  【オステラソース】

  『用奥斯特拉的盐渍汁液制成的调味料。

  『オステラを塩漬けしたエキスから作られた調味料。

  　具有独特的风味和浓郁的鲜味，常用于炒菜等。

  　独特の風味と濃厚なうま味を持ち、炒め物などに使われることが多い。

  　料理：可作为调味料使用』

  　料理：調味料として利用可能』

  「糟糕。感觉料理的范围一下子扩大了。这个只要把叶菜炒一炒，再淋上奥斯特拉酱不就很好吃了吗……」

  「ヤバい。一気に料理の幅が広がる気がする。葉野菜を炒めてオステラソースかけるだけで美味しいんじゃないかこれ……」

  　好想用这个做炒面。但是，面粉呜嘎嘎……

  　これで焼きそばとか作りたい。けど、小麦粉ががが……

  　果然差不多该到教会外面，不，但是要先雕女神像啊。

  　やっぱり、そろそろ教会の外に、いやでも女神の像を彫るのが先なんだよな。

  　要做的事太多了，处理不过来……

  　やること多すぎて処理しきれない……

  「啾？」

  「キュ？」

  「啊，抱歉抱歉。这些也让我用吧。虽然说交换有点奇怪，不过我有带胡椒和砂糖过来，多的就给你们带回去吧。」

  「あ、ごめんごめん。これも使わせてもらうよ。かわりにっていうのも変だけど、コショウとか砂糖とか持ってきてあるから、余ったら持って帰って」

  「啾～！」

  「キュ〜！」

  　我本来想把多的蔬菜和调味料送给塞尔奇，不过还是当成交换比较好吗？

  　余った野菜とか調味料とかセルキーに渡そうと思ってたけど、交換って考える方がいいのかな？

  　算了，不用想太多。

  　ま、あんまり深く考えなくていいか。

  　总之，一起潜水，用美味的海鲜做料理吧。

  　ともかく、一緒に潜って、おいしい魚介類で料理しよう。

  「啾～？」

  「キュ〜？」

  「嗯。拿去吃吧。」

  「うん。持っていって食べ始めちゃって」

  「啾～♪」

  「キュ〜♪」

  　我一边告诉帮忙的塞尔奇们，一边炸奥兰贾克。

  　お手伝いしてくれてるセルキーたちに伝えつつ、オランジャックを揚げていく。

  　上次做的『奥兰贾克南蛮渍』更上一层楼。格雷普尔醋加上奥斯特拉酱，清爽又浓郁的美味。

  　前回作った『オランジャックの南蛮漬け』をさらにレベルアップ。グレイプルビネガーにオステラソースを追加することで、さっぱりなのにコクのある美味しさに。

  「来，露比也吃吧。小心烫哦。」

  「っと、ルピもどうぞ。熱いから気をつけてな」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　今天也抓到了大鱼，叫做塞利欧拉……很像青花鱼，已经有一半做成生鱼片让大家吃了。可以沾库路佩酱和科雷弗尔，也可以沾芝麻油和盐。剩下的一半现在要炒。

  　今日もまた大きな魚、セリオラっていう……ブリっぽいのを捕まえてくれて、既に半身はお刺身として食べてもらっている。クルーぺソースと
    
     クレフォール
    わさびでもいいし、ごま油と塩のお好みの方で。残る半身は今から炒め物に。

  「「啾～？」」

  「「キュ〜？」」

  「嗯，可以看哦。」

  「うん、見てていいよ」

  　和上次帮忙的塞尔奇是同一只吗？好像想知道料理的步骤。

  　前に手伝ってくれたセルキーと同じ子かな？　料理の手順を知りたいらしい。

  　切成稍厚的一口大小，裹上太白粉，查加菇，奇多普草，仙人笋也切成同样大小。

  　少し厚めの一口サイズに切って片栗粉をまぶし、チャガタケ、キトプクサ、仙人筍も同じサイズに切り揃える。

  「你们也会做用火的料理吗？」

  「火を使った料理って、君たちもやってるの？」

  「「啾～」」

  「「キュ〜」」

  　嗯嗯的感觉，好像会做。

  　うんうんって感じなので、やってるっぽい。

  　不过，之前也吃过我做的料理，菜刀用得也很熟练，应该是自己也会做菜吧。真好奇他们的厨具是什么样子。

  　まあ、前も普通に料理したのを食べてたわけだし、包丁の使い方もうまかったし、自分たちで料理してるんだろう。料理道具とかどうなってるか気になるんだよな。

  　如果用的是旧的，给他们新的会不会比较好……啊，这个之后再说。

  　古いの使ってるなら、新品を渡してあげた方がいいんだろうか……っと、それは後でいいや。

  「热平底锅，倒油。然后，先从塞利欧拉开始煎。」

  「フライパンを熱して油をひく。で、まずはセリオラから焼いていくよ」

  　滋滋的声音响起，已经飘出美味的香气。

  　じゅわっといい音がして、既に美味しそうな香りが漂ってくる。

  　煎出漂亮的颜色后，放入查加菇，奇多普草，仙人笋。

  　いい感じに焼き色がついたところで、チャガタケ、キトプクサ、仙人筍を投入。

  「蔬菜也熟了之后，加入奥斯特拉酱，砂糖，盐，均匀搅拌。」

  「野菜の方も火が通ったら、ここでオステラソース、砂糖、塩を入れてしっかりと絡める感じ」

  　点头的塞尔奇们眼神认真……

  　ふんふんと頷いてるセルキーたちの目が真剣……

  「最后加入一点库路佩酱提味就完成了。」

  「最後にクルーぺソースを隠し味に少し入れて完成」

  　盛到大木盘上，稍微尝一下味道……

  　大きめの木皿に移して軽く味見……

  「嗯，好吃！」

  「うん、美味しい！」

  　把青花鱼蚝油炒鱼片改成ＩＲＯ风格，味道很扎实，非常好吃。

  　ブリのオイスターソース炒めをＩＲＯ風にアレンジしたけど、しっかりした味がすごくいい。

  　我向塞尔奇们推荐后，它们在吃了一口的瞬间瞪大了眼睛，似乎对这美味感到吃惊。

  　セルキーの子たちにも勧めると、パクッと一口食べた瞬間にカッと目を見開いて、その美味しさに驚いてる様子。

  「「啾～♪」」

  「「キュ〜♪」」

  　被投以尊敬的目光让我有些为难，不过我觉得这都是奥斯特拉酱和库路佩酱太优秀的缘故。

  　そんな尊敬の眼差しをされても困るっていうか、オステラソースとクルーぺソースが優秀すぎるせいな気がするんだけどなあ。

  　啊，不过，平时不加太白粉和砂糖，只是烤熟后浇上酱汁而已吧？

  　ああ、でも、普段は片栗粉とか砂糖なしで、ただ焼いてソースかけるだけって感じなのかな？

  「哦，培根差不多好了吧？」

  「おっと、そろそろベーコンはどうかな？」

  　其实培根的制作很费工夫，但有了素材加工技能和干燥魔法，准备工作也是一瞬间就完成了。熏制时间也过了十五分钟……

  　本当なら手間がかかるベーコン作りだけど、素材加工スキルや乾燥の魔法で下準備もあっという間。燻す時間もとりあえず一五分経ったはずなので……

  「哦哦，颜色真漂亮！」

  「おお、いい色！」

  「「「啾～♪」」」

  「「「キュ〜♪」」」

  　啊，太好了。

  　あ、良かった。

  　我本以为塞尔奇们只吃鱼，但看这个反应应该没问题。

  　セルキーたちって魚しか食べないかもと思ってたけど、この反応なら大丈夫そう。

  　也得让它们尝尝双角兔和灰鹿的肉才行。

  　バイコビットとかグレイディアのお肉も食べてみてもらわないとかな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「晚好嘶。」

  「ばわっす」

  『翔君』

  『ショウ君』

  　吃完晚饭，洗完碗筷后我登入了ＩＲＯ。

  　夕飯を終えて、洗い物もしてＩＲＯにログイン。

  　虽然还不到晚上八点，但活动室里只有美音……

  　午後八時前だけど、部室にはミオンだけ……

  「咦？雅塔老师呢？」

  「あれ？　ヤタ先生は？」

  『今天他只会在现实视野里看着，让我们两个玩』

  『今日はリアルビューで見てるだけにするので、二人でやり切ってくださいだそうです』

  「真的假的……」

  「マジか……」

  　虽然她应该是信任我，要是有什么事她应该会飞过来，但还是有点压力……好像也没那么夸张。毕竟上次也只有刚开始和最后有她。

  　信頼してくれてるんだろうし、何かあったら飛んでくるんだろうとは思うけど、ちょっとプレッシャー……ってほどでもないか。前回も最初と最後だけだったもんな。

  「那我出发了。」

  「んじゃ、いってくるよ」

  『好的。一路顺风。』

  『はい。いってらっしゃい』

  「……」

  「……」

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「啊，不，没什么。」

  「あ、いや、なんでもないよ」

  　我感觉自己真的变成废柴了……

  　俺、本当にダメ人間になってる気がする……

  『翔君，有件事让我有点在意。』

  『ショウ君、ちょっと気がかりなことがあって』

  「哎？什么事？」

  「え？　何？」

  『昨天晚上，我们不是说世界任务的死灵都市也会有魔王国的人来吗？』

  『昨日の夜、ワールドクエストの死霊都市に魔王国からもっていう話がありましたよね』

  「嗯。我倒是担心玛莉姐会不会失控……」

  「うん。俺としてはマリー姉が暴走しないかが心配だけど……」

  『龙先生他们知道这件事吗？』

  『そのことはドラゴンさんたちは知ってるんでしょうか？』

  「啊……」

  「あー……」

  　不，他们应该知道吧？

  　いや、でも、さすがに知ってるんじゃないか？

  　好像是叫龙人族？他们有部下在监视玛莉姐。

  　
    
     竜人
    ドラゴニュート族だっけ？　部下の人たちが見張ってるとかいう話があったし。

  「姑且先通知他们吧。今天直播完后，我会直接回山间小屋。」

  「一応、連絡はしておこうか。今日はライブからそのまま山小屋に戻るし」

  　要是他们真的不知道，之后就会变成「为什么不告诉我们」。如果因此无法回收那个转移魔法阵的话……

  　実は知らなかったってオチだったりすると、後で「なんで伝えなかったんだろ」って話になるもんな。それで例の転移魔法陣の回収ができなくなったりしたら……

  『是啊。』

  『そうですね』

  　好，东西都带齐了吧。不过我带来的蔬菜和调味料都让给塞尔奇了。反正自己和露比在山间小屋的保存库里还有足够的分量。

  　さて、荷物は全部持ったかな。とはいえ、持ってきた野菜や調味料は全部セルキーたちに譲った。自分とルピの分は山小屋の保存庫に十分残してあるし。

  　吃不完的奥兰贾克用干燥魔法晒成鱼干，为了随时可以进行烟熏的步骤，我告诉他们仓库的门会一直开着，结果酱汁的壶又各增加了一个。

  　食べきれない分のオランジャックは乾燥の魔法で干物にし、燻製にする手順と燻製窯をいつでも使えるように、倉庫は開けっぱなしにしておくことを伝えると、ソースの壺が一つずつ増えた。

  　话说回来，塞尔奇平常是住在陆地上吗？会用火做菜的话，应该是在陆上生活吧。不对，也有可能只有做菜的时候会上岸……

  　そういえば、セルキーたちって普段は陸に住んでる？　火を使う料理をするんだから陸上生活だよな。いや、料理の時だけ陸に上がるとかもあるのか……

  「哦，我们走吧。」

  「おっと、行こうか」

  「汪。」「～～♪」

  「ワフン」「〜〜〜♪」

  　道具栏里装满了酱汁、奥兰贾克的鱼干和干燥提亚尔普，背包里则装满了卡姆拉斯果实。还挺重的……

  　インベントリにはソース、オランジャックの干物、乾燥
    
     ティアルプ
    昆布が詰め込まれ、バックパックにはカムラスの実がいっぱい。結構、重いな……

  『距离开始还有五分钟。』

  『開始まであと五分です』

  「收到。我们加快脚步吧。」

  「りょ。ちょっと急ぐよ」

  　我和露比快步跑到灯塔底下。我坐在这里等待直播开始。

  　ルピと駆け足で灯台のたもとまで。ここに座って配信の開始待ち。

  「汪。」

  「ワフン」

  　露比在我盘起的腿上坐下，我温柔地摸摸它的头。

  　ルピがあぐらの中でお座りするので、優しく頭を撫でてあげる。

  　史威也坐到固定位置的左肩上，晃着脚，一副很闲的样子。

  　スウィーも定位置の左肩へ座って、足をぶらんぶらんと暇そうな感じ。

  『十秒前……五、四……』

  『一〇秒前……、五、四、……』

  　她应该会自己开始直播，感觉不需要倒计时，不过雅塔老师也不在，她是不是有点紧张呢？

  　自分で配信開始するんだろうし、カウントダウンはいらないような気がしたんだけど、ヤタ先生もいないし、ちょっと緊張してるのかな？

  『大家好，欢迎来到美音的二人悠闲ShowTime！

  『みなさん、ミオンの二人のんびりショウタイムへようこそ！

  　我是实况主美音。请多关照！』

  　実況のミオンです。よろしくお願いします！』

  【里克利】「开始了！」

  【リクレー】「始まった！」

  【布鲁莎】「美音酱今天穿的是探险服！(*^^*)」

  【ブルーシャ】「ミオンちゃん、今日は探検服！(*^^*)」

  【玛利欧奈拉】「终于要揭晓古代遗迹之谜了……」

  【マリオネラ】「いよいよ古代遺跡の謎があきらかに……」

  【米伊】「有食物轰炸吗？」

  【ミイ】「飯テロあります？」

  　美音今天穿的是探险家的衣服。

  　ミオンの今日の衣装は探検家のやつ。

  　不过，我觉得差不多该准备新的衣服了。

  　なんだけど、そろそろそっちも新しいのを用意していい気がする。

  『今天，我要和翔君一起解说上周日世界公告中提到的「古代遗迹的管理者」』

  『今日は、先週日曜のワールドアナウンスにあった「古代遺跡の管理者」について、ショウ君と解説していきますね』

  　这句话让评论栏热闹了起来。

  　その言葉に盛り上がるコメント欄。

  　不过，虽然重要的地方要隐藏起来，但我想稍微绕个路，公开关于火精灵石的事情。

  　まあまあ、大事なところは隠すけど、ちょっと寄り道して、火の精霊石についてはオープンにしようと思ってる。

  『那么，我要连接到岛上咯。翔君，露比酱，斯薇酱～』

  『それでは、島に繫ぎますね。ショウ君、ルピちゃん、スウィーちゃん〜』

  「你好」「汪～」「♪」

  「どもっす」「ワフ〜」「〜〜〜♪」

  　评论栏里露比和斯薇很受欢迎。还有人觉得图鲁不在很遗憾？

  　コメント欄はルピとスウィーで人気。あとトゥルーがいないのを残念がってる感じかな？

  『今天是港口呢』

  『今日は港ですね』

  「嗯。中午的时候和图鲁还有塞尔奇一起玩，然后一起吃了饭……」

  「うん。お昼はトゥルーやセルキーたちと遊んでからご飯を一緒に食べたんだけど……」

  『是的。我会上传几个短视频，请大家看看』

  『はい。いくつか短編でアップしますので見てくださいね』

  【尼克斯】「短视频帮大忙了」

  【ニクス】「短編助かる〜」

  【鳕鱼网】「食物轰炸的短视频让人超饿的ｗ」

  【タラアミ】「飯テロ短編めっちゃお腹空くｗ」

  【主厨】「期待新食谱！」

  【マスターシェフ】「新レシピに期待！」

  【迪特隆】「〈短视频发布费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈短編掲載料：５０００円〉」

  　这次好像没时间食物轰炸了，不过还是想介绍一下酱汁。

  　今回は飯テロしてる時間なさそうだけど、ソースは紹介したいところ。

  　不对，最后在瞭望台吃蕨饼吧。天气也不错。

  　いや、最後に展望台のところでわらび餅を食べようかな。天気もいいし。

  『翔君，麻烦你介绍一下现在的位置』

  『ショウ君、今の場所の説明をお願いします』

  「嗯。呃……」

  「うん。えっと……」

  　视线的前方是灯塔的入口。

  　視線の先には灯台の入り口が。

  【卡利科】「灯塔有秘密！？」

  【キャリコ】「灯台に秘密が!?」

  【维森】「想上去看看！」

  【ウィズン】「上に行ってみたい！」

  【斯金科】「哎？上面有什么吗？」

  【スキンコ】「え？　あの上になんかあったの？」

  【梅拉里】「其实会变形变成机器人……」

  【メラリ】「実は変形してロボになったり……」

  「啊，和灯塔没关系。下次再给你们看，上面只有魔导具的灯？很大的那种。灯塔的对面……嘿咻」

  「あ、灯台は関係ないっす。また今度見せますけど上に魔導具のランプ？　でっかいやつがあるだけで。灯台の向こうに……よっと」

  　我站起来，走向灯塔的背面。

  　立ち上がって、灯台の裏側へと歩く。

  　视线的前方缓缓下降，可以看到港口的入口。

  　その視線の先にゆっくりと下りていくと、港への入り口が見える。

  「那是古代遗迹的港口入口」

  「あれ、古代遺跡の港の入り口」

  『一开始来的时候就发现了，但是没时间进去』

  『最初に来た時に見つけてたんですけど、時間がなくて入れてなかったんですよね』

  「在那之后，一会儿遇到图鲁，一会儿亚珍塔先生又来了，忙得不可开交」

  「その後、トゥルーに会えたり、アージェンタさんが来たり、てんやわんやだったからね」

  　虽然我也想过是不是应该马上去看看，但那样的话，我就会输给红幽魂，不对，是输给更早出现的贝诺史莱姆了……

  　すぐに見に行けば良かった気もするけど、それだとマルーンレイスに、いや、その前のベノマスライムに負けてたか……

  【明塞尔】「港口（陆地）」

  【ミンセル】「港（陸上）」

  【伊马尼蒂】「涨潮的时候会变成海面？」

  【イマニティ】「満潮になると海面になる？」

  【瘦子】「旺德巴？」

  【シンマン】「ワンダバ？」

  【维奈莎】「是浮舟用的吗？」

  【ヴェネッサ】「ホバー用とかですかね？」

  　啊，原来还有涨潮退潮啊。不过，通道上感觉并没有被海水浸湿过。

  　あー、潮の満ち引きがあったか。いやでも、通路は特に海水に浸かってた感じはないしなあ。

  　之前昏暗的通道，现在多亏了妮娜的复活变得明亮起来，可以看到通道尽头的大门。打开门后，眼前出现了一个更加宽敞的空间。

  　前は暗かった通路だけど、今はニーナが復活してくれたおかげで明るく、その先にある大きな扉が見える。それを開けるとさらに広い空間が目の前に現れた。

  「实际上这里是什么样的地方，我完全不知道……」

  「実際どういうのだったか、まだ全然わからないんだけど……」

  　我登上站台，环顾四周，让观众们也能看到。

  　ホーム部分に上がって、視聴者さんにも見えるようあたりを見回す。

  「这里是不是用来停船的？让乘客上下船的」

  「ここに船？　が入ってきて、乗り降りしてたのかなって」

  【马济普】「原来如此原来如此」

  【マジプ】「なるほどなるほど」

  【旋转】「像是游览船的停靠点呢」

  【スイベル】「遊覧船の発着場みたいね」

  【纳帕姆】「周围有岛吗？」

  【ナーパーム】「周りに島あるんだっけ？」

  【汉娜】「让寻找船只的塞尔奇们帮忙？」

  【ハンナ】「船探しセルキーたちに手伝ってもろて？」

  『接下来，可以从高处环顾四周』

  『この先、高いところから周りを見渡せますよね』

  「嗯。总之先去那里吧。啊，不对，先看这个。打倒贝诺史莱姆的痕迹」

  「うん。とりあえずそこまで行こうか。あ、いや、先にこれ。ベノマスライムを倒した跡」

  　在通往上层的楼梯前，是打倒贝诺史莱姆的残骸。

  　上への階段へと続く通路の前に、ベノマスライムを倒した残骸が。

  　评论栏里有人问我是怎么打倒的，

  　コメント欄からどうやって倒したのかっていう質問が来てて、

  『是用魔法打倒的吧』

  『魔法で倒したんですよね』

  「嗯。因为攻击它的话它会用毒液反击，所以就用石块把它推下去，用落石把它砸扁了」

  「うん。攻撃したら毒液で反撃してくるから、石礫で押しやって、落石でぺしゃんこにした感じ」

  【草丛】「落石？」

  【クサコロ】「落石？」

  【菲尔】「砸扁好残忍ｗ」

  【フェル】「ぺしゃんこはえぐいｗ」

  【裘顿】「是应用魔法学的吗！」

  【ギュイドン】「応用魔法学の方か！」

  【迪索尔】「这要怎么收拾啊？」

  【ディソル】「どうやって片付けるのそれ？」

  「是应用魔法学〈地〉的魔法。感觉就像是在空中造出石壁，MP消耗也差不多」

  「応用魔法学〈地〉の魔法ですね。石壁を空中に出せる感じなんで、ＭＰ消費も同じぐらい」

  『现在要收拾吗？』

  『片付けは今しますか？』

  「总之先打碎吧。露比，斯薇躲起来」

  「とりあえず砕いておくよ。ルピ、スウィーは隠れてて」

  　确认露比躲在脚边，斯薇躲在兜帽里之后，

  　ルピが足の間に、スウィーはフードへと隠れたのを確認し、

  「〈挖掘〉」

  「〈掘削〉」

  　压扁贝诺史莱姆的石壁瞬间碎裂，变成了一座沙山。

  　ベノマスライムを押し潰した石壁が一瞬にして砕けて砂の山へと変わる。

  【麦芽】「噢噢噢！」

  【モルト】「おおお！」

  【洛可尔】「哎？这也太强了吧？」

  【ロコール】「え？　これマジ強くね？」

  【北极泼猴】「好帅！」

  【アクモン】「かっこいい！」

  【元帅】「教教贝露碳吧ｗ」

  【マーサル】「ベルたそに教えてあげてｗ」

  　贝露部长会用吗？

  　ベル部長はどうだろ？

  　虽然消除石壁很方便，但需要土木技能啊……

  　石壁消すのには便利だけど、これ土木スキルが必要なんだよな……

  　我们从港口到露台，顺路去了动力部监控室，然后穿过资料室来到了控制室。

  　港からバルコニー、動力部監視室へと寄り道した後、資料室を抜けて制御室までやってきた。

  　在动力部监控室，我们在火山口的岩石平台上热烈讨论了火精灵石的话题，在资料室则是因为我拿到了应用魔法学的剩余部分〈水〉〈火〉〈风〉而被大家羡慕。

  　動力部監視室、例の火口にできた岩棚では火の精霊石の話をして盛り上がり、資料室では応用魔法学の残り〈水〉〈火〉〈風〉をゲットしたことでうらやましがられたり。

  　在通往资料室的通道上，我含糊地只说了“勉强战胜了相当强的幽魂”。

  　資料室までの通路でマルーンレイスを撃破したことは、なんとなくぼかして「結構強いレイスにギリ勝ちした」って話だけに。

  　至于翡翠女神像，嗯，我也觉得有点羞耻……

  　翡翠の女神像は、まあ、うん。俺も恥ずかしいし……

  「前面，左手边能看到门的地方感觉是崩塌了」

  「この先、あの左手に扉が見えるあたりが崩落してた感じすね」

  　我们到达了连接控制室和传送电梯的走廊。

  　制御室と転移エレベーターに繫がる廊下に到着。

  【马丘】「连上了！」

  【マッチルー】「繫がった！」

  【锵铃棒】「构造意外地简单」

  【チャリンボウ】「意外とシンプルな作り」

  【艾席里夫】「知道崩塌的原因了吗？」

  【アシリーフ】「崩れてた理由とかわかった？」

  【纳帕姆】「走出门就是观景台吗？」

  【ナーパーム】「扉を出ると展望台のところですか？」

  　和本土的古代遗迹，地下城和塔相比，构造非常简单。

  　本土の古代遺跡、ダンジョンとか塔とかに比べるとすごいシンプルだなとは思う。

  　如果这座岛是终盘内容的话，感觉构造应该会更复杂……到底是怎么回事呢？

  　この島がエンドコンテンツなら、もっと複雑な構造の気がするんだけど……どうなんだろ？

  「崩塌的原因还不清楚。那扇门会通到观景台的正中央，所以我想那里应该是崩塌了」

  「崩れてた理由はわかんないままっすね。あの扉が展望台の真ん中に出るんで、そこが崩れてたってことだとは思うけど」

  『翔君，要出去看看吗？』

  『ショウ君、外に出てみませんか？』

  「嗯。出去休息一下吧」

  「うん。出て休憩にしようか」

  　直播还剩十五分钟左右吧？　提问＆点心时间应该可以吧。

  　ライブは残り一五分ぐらいかな？　質問＆おやつタイムでいいと思う。

  　为了以防万一，我将声音调成静音，以免解锁密码被听到。

  　念のため、解錠コードが漏れ聞こえないように音声をミュート。

  【榭肯娜】「PV的地点！(*^▽^*)」

  【シェケナ】「ＰＶの場所！(*^▽^*)」

  【浩二】「这里是『走吧』的场景」

  【コージ】「ここが『行こうか』のシーン」

  【迪特隆】「〈PV出演费：10000日元〉」

  【デイトロン】「〈ＰＶ出演料：１００００円〉」

  【紫电改】「出演费不错！」

  【シデンカイ】「ナイス出演料！」

  　来到这里，首先要向露比妈妈的墓祈祷。

  　ここに来たら、まずはルピのお母さんのお墓にお祈りを。

  　斯薇和往常一样，供奉了小小的白花。

  　スウィーがいつもと同じように小さな白い花を供えてくれる。

  　看到这一幕，观众们纷纷打赏了大约三百日元的花钱……

  　それを見て、お花代みたいな三〇〇円ぐらいの投げ銭がばんばんと……

  「呜哇，不好意思」

  「うわ、すいません」

  『谢，谢谢大家』

  『あ、ありがとうございます』

  　评论栏大致平静下来后，我在展望台的正中央坐了下来。

  　一通りコメント欄が落ち着いたところで、展望台の真ん中に腰を下ろす。

  　啊，对了，这里的话应该能叫来它们吧。

  　あ、そうだ、ここなら呼べるよな。

  「露比，把棕狼它们叫过来。分点东西给它们吃吧」

  「ルピ、ドラブウルフたちを呼んであげて。お裾分けしよう」

  　露比迅速走了出去

  　すっと歩み出たルピが

  「嗷呜～～～～呜～～～」

  「アオ〜〜〜〜ン〜〜〜」

  　它用优美的声音长啸，声音回荡着，逐渐消融在山间。

  　と綺麗な声で
    
     遠
    とお
    
     吠
    ぼえすると、その音がこだまして山間へと溶けていく。

  【多拉姆】「好美……」

  【ドラムン】「ふつくしい……」

  【鲁寇尔】「露比酱好帅～」

  【ルコール】「ルピちゃんかっこよ〜」

  【登加奈】「鸡皮疙瘩都起来了」

  【デンガナー】「鳥肌たったわ」

  【穆辛科】「头目的风范啊」

  【ムシンコ】「ボスの風格やん」

  　棕狼们不久后便出现了。

  　ほどなくして現れたドラブウルフたち。

  　棕狼们开心地摇着尾巴，同时在露比面前趴下等待。

  　嬉しそうに尻尾を振りつつも、ルピの前に伏せの状態で待機してくれる。

  「我拿到了好吃的东西，分给你们」

  「美味しいもの手に入ったからお裾分けな」

  　我从道具栏里拿出奥兰贾克的鱼干。考虑到之后还要调味，所以盐分控制得比较少。

  　インベントリから出したオランジャックの干物。あとで味付けすることを考えて塩分は控えめ。

  　首先把最大的一块给了露比，然后每家分了四块。

  　まずは一番大きいやつをルピに渡し、次にそれぞれの家族に四枚ずつ渡す。

  「嗯，可以吃了」

  「ん、食べていいよ」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　棕狼们在露比的号令下开始吃了起来。

  　ちゃんとルピの号令があってから食べ始めるドラブウルフたち。

  　看到它们吃得津津有味，我也放心了。

  　美味しそうに食べてくれてるのを見て一安心。

  「～～～！」

  「〜〜〜！」

  「好好好。斯薇酱吃这个」

  「はいはい。スウィーにはこっちね」

  　我从背包里拿出一颗大大的卡姆拉斯果实。

  　バックパックから大きめのカムラスの実を一つ取り出して渡す。

  　因为带去港口的甜食已经没有了，今天就先用这个将就一下吧。

  　港に持ち込んだ甘味は余らなかったから、今日のところはこれで勘弁してもらおう。

  『翔君，剩下的十五分钟可以用来回答问题吗？』

  『ショウ君、残り一五分は質問タイムでいいですか？』

  「嗯。拜托了」

  「うん。よろしく」

  　我也把一颗卡姆拉斯果实放进嘴里，一边品尝着甜味一边浏览评论。

  　俺もカムラスを一つ口に入れ、甘味を味わいつつ流れていくコメントを追いかける。

  　果然还是有很多人问怎么成为古代遗迹的管理者……

  　古代遺跡の管理者のなり方の話がやっぱり多いな……

  『首先是「怎么成为管理者的？」……』

  『まずは「管理者にどうやってなりましたか？」ですけど……』

  「自然而然就？来到控制室，把手放在发光的地方就变成这样了」

  「なんとなく？　制御室に来て、光ってる場所に手を置いたらって感じ」

  【瓦桑科】「噢噢噢！」

  【ワサンコ】「ほうほうほう！」

  【迪尚】「感觉像是登录一样……」

  【ディション】「なんか登録する感じなのか……」

  【洛桑】「看来第一个碰到很重要啊」

  【ロッサン】「最初にタッチするのが重要っぽいなあ」

  【利帕】「先到先得吗」

  【リーパ】「早い者勝ちなのかねえ」

  　以此为开端，各种各样的推测层出不穷。

  　それを皮切りに、いろんな推測が出てきてなるほどなーって。

  　其中最有趣的是，将来会不会变成“攻城战”一样的机制。

  　その中で面白かったのが、将来的に『攻城戦』的なギミックになるんじゃないかっていう話。

  　虽然不知道具体时间，但过了一定时间后，管理者就会失效，然后开始下一轮管理者争夺战。

  　どれぐらいか不明だけど、一定期間を過ぎると管理者じゃなくなって、次の管理者争奪戦が始まったりするのかもとか。

  　确实，就算不是MMORPG，也有这种游戏。

  　確かにそういうゲームはＭＭＯＲＰＧじゃなくてもあるもんなあ。

  『下一个问题。“管理者能做什么？”』

  『次の質問です。「管理者ができることってなんですか？」です』

  「这方面我还没试过。不过，魔银矿床复活了。这可能是最让我高兴的」

  「その辺はまだ全然。でも、
    
     魔銀
    ミスリルの鉱床は復活するようになったかな。それが一番嬉しいかも」

  　那里当然是我独占的，所以魔银几乎用之不竭。

  　あそこは当然だけど俺が独り占めしてるわけで、ほぼ無尽蔵に
    
     魔銀
    ミスリルが使えるんだよな。

  　评论区也充满了羡慕的评论，但就算我得到了很多，也不能卖给别人。

  　コメント欄もうらやまコメが流れていくんだけど、たくさん取れたからって、誰かに売ったりもできないからなあ。

  　算了，我打算今后制作各种各样的东西，到时候再用就好了。

  　ま、これからいろいろ作るつもりだし、その時に使えればいいか。

  『下一个问题。“你找到新的食材了吗？”』

  『次の質問に行きますね。「新しい食材は見つかりましたか？」です』

  「啊，对了对了。中午我和塞尔奇们一起吃饭……」

  「ああ、そうそう。お昼にセルキーたちとご飯食べたんだけど……」

  　我拿出库路佩酱和奥斯特拉酱，展示鉴定结果。

  　クルーぺソースとオステラソースを取り出して、鑑定結果を見せる。

  【凯达曼】「哎？　新品种的酱汁！」

  【ケダマン】「え？　新種のソース！」

  【露米伊】「是蚝油吧！？」

  【ルウミイ】「オイスターソースじゃないかな!?」

  【迪特隆】「〈调味料费：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈調味料代：５０００円〉」

  【主厨】「〈感谢情报！：3000日元〉」

  【マスターシェフ】「〈情報ありがとう！：３０００円〉」

  「这是塞尔奇们给我的，是鱼酱和蚝油。味道也和原来一样」

  「これはセルキーたちにもらったやつで、魚醬とオイスターソースっすね。味もそのまんま」

  『中午做的，是鱼的奥斯特拉炒酱吗？』

  『お昼に作ってたのは、お魚のオステラソース炒めですか？』

  「嗯。是用青花鱼做的蚝油炒鱼，试着在游戏里做了一下」

  「うん。ブリのオイスターソース炒めをゲーム内で作ってみた感じ」

  　塞利欧拉再稍微肥一点就好了，不过这样也挺有奥斯特拉酱的风味。

  　セリオラはもうちょっと脂がのってると良かったんだけど、それはそれでオステラソースのうま味がいい感じだった。

  「下次，想用兰吉野猪的肉做回锅肉之类的」

  「今度、ランジボアの肉で
    
     回鍋肉
    ホイコーローとか作ってみたいなあ」

  【天之侑】「回锅肉……（流口水）」

  【アマツノユ】「回鍋肉……（じゅるり）」

  【冷面推】「卡博罗岛上也有吗？」

  【レーメンスキー】「キャボロって島にあるんだっけ？」

  【主厨】「奇多普草可以代替葱吗？」

  【マスターシェフ】「ネギの変わりはキトプクサかな？」

  【舜帝】「好想吃白米饭啊」

  【シュンディ】「白米が欲しいねえ」

  「港口的仓库里有熏制室，也做了培根，还有鸡蛋，培根煎蛋之类的简单料理也很好吃」

  「港の倉庫に燻製室を造ってベーコンもつくったし、卵もあるし、ベーコンエッグとかもシンプルに美味しそう」

  　评论栏里也出现了各种熏制的点子，熏制鸡蛋之类的也很好吃的样子。

  　コメント欄から燻製ネタがいろいろ上がってきて、燻製卵とかも美味しそうだなあと。

  　还有果然还是想吃白米饭，白米……

  　あとやっぱり白いご飯、白米が欲しい……

  『翔君，最后的问题是「对世界任务说句话！」』

  『ショウ君、最後の質問です。「ワールドクエストについて一言！」です』

  「呃——我被排除在外了，就算要我说句话也……」

  「えー、俺って不参加扱いだし、一言とか言われても……」

  【松平】「希望翔君能被算进去……」

  【マツダイラ】「ショウ君を参加扱いにしてフォロー欲しいな……」

  【迪索尔】「世界任啊」

  【ディソル】「ワークエなあ」

  【狐狗狸】「我们也在观望呢」

  【コックリ】「俺らだって様子見だもんね〜」

  【米娜米尔格】「看直播还更开心w」

  【ミナミルゲ】「このライブ見てる方が楽しいまであるｗ」

  　感觉大家都不感兴趣，运营也头疼吧。

  　なんかみんな冷めちゃってて、運営も頭抱えてそう。

  　说起来，世界任的进度如何了？

  　そういえば、ワークエの進捗ってどれくらいだろう？

  「哦，上升到12%了」

  「お、なんか12％まで上がってる」

  【紧箍儿】「日期变更的时候最多呢」

  【キンコジ】「日付変わるころが最大だね」

  【菲尔】「到了早上又会回到个位数哦w」

  【フェル】「朝になったらまた一桁に戻るよｗ」

  【拉卡桑】「就算驱逐了不死者，也没法维持住」

  【ラッカサン】「アンデッドを駆逐しても、そこを維持できてないらしい」

  【酋桑】「这下没救了」

  【チョーサン】「だめだこりゃ」

  　那些先行独占的人，进展不顺利啊。

  　例の先行して独占してる人たち、うまくいってないってことだよな。

  　赛丝和贝露部长在魔王国那边有动作……没问题吧？

  　セスやベル部長が魔王国方面からって話が動いてるんだろうけど……いろいろと大丈夫かな？

  『那么今天就到这里。下次再见！拜拜～』

  『それでは今日はこの辺で。またお会いしましょう！　さようなら〜』

  「拜拜～」「汪～」「～～～♪」

  「また〜」「ワフ〜」「〜〜〜♪」

  　直播应该已经结束了，但我还是在等待评论栏停止滚动。

  　多分、配信はもう止まってるんだろうなと思うけど、コメント欄の流れが止まるまで待機。

  　有好几条300日元的打赏流过，光是这样就有15000日元左右……

  　三〇〇円ぐらいの投げ銭がいくつも流れていって、それだけで一五〇〇〇円ぐらいありそう……

  『翔君，辛苦了』

  『ショウ君、お疲れ様です』

  「嗯，美音也辛苦了」

  「うん、ミオンもお疲れ」

  　我这么回答后，评论也停止了，我松了一口气。

  　そう答えたところで、コメントの流れも止まって、ほっと一息。

  　今天按照预定在晚上9点半结束了，所以还有点时间可以玩。

  　今日は予定通りの午後九時半に終わったので、まだしばらくは遊ぶ時間あるよな。

  「那么，接下来做什么呢？」

  「さて、どうしよ」

  『要回山间小屋给龙先生写信吗？』

  『山小屋に戻って、ドラゴンさんにお手紙を書きますか？』

  「啊，对哦。嗯，总之先回去放行李吧」

  「あ、そうだった。うん、とりあえず荷物を置きに戻ろうか」

  　不管做什么，都要先把酱汁、鱼干、昆布和卡姆拉斯果实放好。

  　何をするにしても、まずはソースに干物、昆布、カムラスの実を置いてからだな。

  　对了。在雕刻女神像之前，我打算用魔银制作木工工具。

  　そうだ。女神の像を彫る前に木工道具を
    
     魔銀
    ミスリルで作ろうと思ってたんだった。

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯？露比？」

  「ん？　ルピ？」

  　露比好像在说等一下，它在和棕狼的父母说话。

  　なんかルピがちょっと待ってほしい感じというか、ドラブウルフの親たちと話してるんだけど。

  　是不是再多放点鱼干比较好？

  　もうちょっと干物置いていった方がいいのかな？

  「「汪！」」

  「「バウ！」」

  「汪！」

  「ワフ！」

  「哎？」

  「え？」

  　每一家的孩子，大概是弟弟妹妹的，都各自走出了一只，来到露比面前。

  　それぞれの家族から子供、多分弟か妹の方が一人ずつ前に出て、ルピの前へと。

  　斯薇看到这一幕，啪啪地拍着手。

  　それを見たスウィーがぱちぱちと拍手してる。

  「这是怎么回事？」

  「どういうこと？」

  『翔君，它们应该是说要跟着露比酱吧？』

  『ショウ君。ルピちゃんについてくるってことじゃないでしょうか？』

  「汪」

  「ワフン」

  　露比挺起胸膛回答，看来就是这么回事。

  　ルピが胸を張って答えてるし、そういうことなんだろう。

  　就算多了两只，它们也能自己确保粮食，应该完全没问题……

  　二人増えたところで、食糧は自前で確保できるだろうし、全然問題ないんだろうけど……

  「是不是驯服比较好？不然战斗时会牵连到它们……我可不希望这样。」

  「テイムした方がいいのかな？　じゃないと、戦闘に巻き込まれて……は嫌だし」

  『是的。它们看起来好像在等你哦？』

  『はい。二人とも待ってるように見えますよ？』

  　听她这么一说，我仔细一看，它们的尾巴确实正在激烈地左右摇摆。

  　そう言われて見ると、確かに尻尾が激しく左右に振られてる。

  　驯服技能可以同时驯服多只动物吗？算了，试试就知道了……

  　調教スキルって多頭飼い大丈夫なのかな。ま、試してみればわかるか……

  「那么，你们两个可以帮我扶着露比吗？」

  「じゃ、二人とも、俺とルピを支えてくれる？」

  「「汪！」」

  「「バウッ！」」

  【驯服成功。请决定名字】

  【テイムに成功しました。名前を決めてください】

  　啊，对哦！

  　あ、そうだった！

  「女神美音大人，请您决定名字……」

  「女神ミオン様、名前お願いします……」

  『啊，好的。我想想……右边的女孩子叫丽妲，左边的男孩子叫罗伊怎么样？』

  『あ、はい。えっと……、右の女の子がレダ、左の男の子はロイでどうでしょう？』

  「OK！」

  「おっけ！」

  　不愧是美音。话说回来，右边的原来是女孩子啊。听她这么一说，好像确实如此。

  　さすがミオン。っていうか、右の子は女の子だったんだ。言われてみると、確かにそうかも。

  「那么，你就是丽妲，你是罗伊。」

  「じゃ、君がレダ、君はロイな」

  「「汪呼～」」

  「「ワフ〜」」

  【驯服技能的等级提升了！】

  【調教スキルのレベルが上がりました！】

  　这样一来，驯服技能也升到8级了，等级提升后会有什么变化吗？

  　これで調教スキルも８になったわけだけど、レベル上がって何か変わったりするのかな？

  　总之，先来驯服这些孩子……

  　とりあえず、この子たちを……

  【棕狼：丽妲：亲爱：臣服于露比】

  【ドラブウルフ：レダ：親愛：ルピに臣従】

  【棕狼：罗伊：亲爱：臣服于露比】

  【ドラブウルフ：ロイ：親愛：ルピに臣従】

  　原来如此，是露比的部下啊。

  　なるほど、ルピの配下ってことか。

  　嗯？难道是因为有露比这个顶点，所以才能驯服它们吗？

  　ん？　ひょっとしてルピっていう頂点があるからテイムできたのかな？

  ◆◆◆

  ◆◆◆

  【无人岛实况】美音的二人悠闲ShowTime【翔君＆露比酱】

  【無人島実況】ミオンの二人のんびりショウタイム【ショウ君＆ルピちゃん】

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　感觉今天很悠闲啊。

  　今日はのんびりだった気がする。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　习惯真是可怕！

  　慣れって怖いね！

  　火精灵石和精灵魔法的串已经闹得沸沸扬扬了哦？

  　火の精霊石で精霊魔法スレが大騒ぎになってるよ？

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　料理串也因为酱汁而热闹非凡。

  　料理スレはソースで盛り上がってるし。

  　钓鱼串里也有人在讨论造钓鱼船。

  　釣りスレで釣り船造ろうって話も出てきてるし。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　然后世界任务被放生了……

  　そしてワールドクエストは見放されると……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　被说成不参加啊。

  　不参加扱いって言われるとねえ。

  　运营，差不多该把翔君算成参加者了。

  　運営、いい加減、ショウ君を参加扱いにした方がいいよ。

  　世界任的热度已经冷下来了，得想想办法。

  　ワークエ冷え切ってるのなんとかしないと。

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　露比酱变得越来越帅气了。

  　ルピちゃんがかっこよくなってきた件。

  　虽然我也希望它能保持娇小可爱……

  　小さくて可愛いままでいてほしい気持ちも……

  【悠闲观众】

  【のんびり視聴者】

  　我懂。但是，它的嚎叫很帅气啊。

  　わかる。けど、遠吠えかっこよかったしなあ。

  　也想看看它成长后威风凛凛的样子……

  　成長して
    
     凜
    り
    
     々
    りしい姿も見たい……

  ☆☆☆精灵魔法登峰造极串☆☆☆

  ☆☆☆精霊魔法を極めるスレッド☆☆☆

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　火山在哪里？

  　火山どこ〜？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　熔岩地带之类的也可以。比如地下潜行系的古代遗迹。

  　溶岩地帯とかでもいいのかも。地下に潜っていく系の古代遺跡とか。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　那个像火星一样的东西是火精灵吗？

  　あの火の粉みたいなのが火の精霊かな？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　虽然有点偏题了，但不是温度而是有火的地方？

  　ちょっとずれてるかもなんだけど、温度じゃなくて常時火がある場所とか？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　啊啊，那也有可能。长时间用火的地方没看到过啊。

  　ああ、そっちも可能性あるのか。長時間火を使ってる場所って見ないよな。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　锻造相关怎么样？炉子之类的不是一直点着火吗？

  　鍛冶関連はどう？　炉とかって火入れっぱじゃない？

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　再怎么说也不会一直点着吧。

  　さすがにずっとじゃないなあ。

  　游戏里有时间加速，反而会更快结束。

  　ゲームの時短があるから、逆に短く済んじゃってるし。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　生产用的公共设施和副本系可能不行。

  　生産用の共用施設とかインスタンス系はダメとかもあるかもね。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　晚上篝火之类的……没有啊。

  　夜って
    
     篝
    かがり
    
     火
    びとかつけっぱに……ないな。

  　晚上开放的公共公会用的是魔导具。

  　夜に開いてる公共ギルドは魔導具っぽいの使ってたわ。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　小村庄之类的地方会一片漆黑，对深夜玩家很不友好……

  　小さな村とかは真っ暗になるし、深夜帯プレイヤーには厳しい感じ……

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　做火把或者油灯点着试试吧。

  　たいまつとかランプ作って火をつけっぱにしてみるか。

  【一般的精灵魔法使】

  【一般的な精霊魔法使い】

  　看书或者做点什么就行了。

  　本読むなり何か作るなりしてればいいからね。

  　现实里眼睛不会变差（笑）

  　リアルに眼が悪くなるわけじゃないし（笑）

  【一汤一菜】料理人聚集地【美酒佳肴】

  【一汁一菜】料理人の集い【美酒佳肴】

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　想要蚝油……

  　オイスターソース欲しい……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　炒菜，牛肉，猪肉，鸡肉，鱼肉，蔬菜，什么都能搭。

  　炒め物、牛、豚、鳥、魚、野菜なんでも合う。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　库路佩酱就是鱼露吧？　我不太喜欢那个……

  　クルーペソースってナンプラーだよね？　あれ苦手なんだけど……

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　打抛猪肉饭和越南河粉里放一点点就很美味了。

  　ガパオライスとかフォーとかにうっすらあるくらいが美味しいよ。

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　不是鱼露，而是盐汁或者鲱鱼酱油？

  　ナンプラーじゃなくて、しょっつるとかきびなご醬油かも？

  　不过，塞尔奇喜欢鱼，腥味应该没问题吧？

  　まあ、セルキーはお魚好きだろうし、生臭いのは平気じゃない？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　翔君没问题吗？

  　ショウ君は平気なのかな？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　在游戏里感觉不到吧？　痛觉设定起作用了？

  　ゲーム内であんまり感じないよね？　痛覚設定が作用してる？

  【无名的料理人】

  【名も無い料理人】

  　啊，相反的，喜欢腥味的人可能会觉得不够。

  　あー、逆に生臭いのが好きな人には物足りないかもしれんね。

  >）））><　钓客聚集地　

  >* ))))><　釣り人の集い　[image: ]

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　感觉钓鱼船计划要提前了！

  　釣り船計画は早めたほうがいい気がしてきた！

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　只在岩礁钓鱼也不太好。

  　
    
     磯
    いそ釣りだけってのもなんだよね。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　现在没有卷线器，也不能抛竿钓鱼。

  　現状、リールがないから投げ釣りできないのもね。

  　在船上钓鱼的话，应该能钓到鲷鱼，扁口鱼，青花鱼之类的吧。

  　船釣りでタイ、ヒラメ、ブリなんかも狙えるだろうし。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　造船需要木匠技能吗？

  　船造るのって船大工スキルかな？

  　嗯，没看到类似的技能……

  　うーん、それっぽいのが見当たらないんだけど……

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　木匠技能突破上限？

  　大工スキルを上限突破とか？

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　要突破生产技能的上限，难度很高啊……

  　生産スキルの上限突破は厳しいですね……

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　先去问问格里涅的渔夫先生们吧。

  　まずはクリーネの漁師さんたちに聞き込みからかな。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　渔夫先生们的船好像都有在保养，应该有船匠。

  　漁師さんたちの船はメンテされてるっぽいし、
    
     船
    せん
    
     匠
    しょうがいるはず。

  【漂泊的钓客】

  【さすらいの釣り人】

  　先买些酒当伴手礼吧……

  　まずは手土産に酒でも買い込んでくるか……

  ★☆★☆★无人岛考察串★☆★☆★

  ★☆★☆★無人島考察スレッド★☆★☆★

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　岛上的古代遗迹意外地简单呢。

  　島の古代遺跡って意外とシンプルだったね。

  　果然是单人用的，所以难度比较低吗？

  　やっぱりお一人様用で難易度低めなのかな？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　他大概又打倒了区域头目，不过单人挑战应该很吃力吧？

  　多分、またエリアボスを倒したんだろうけど、ソロじゃ厳しいんでは？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　虽然他说勉强打赢了，但应该比红铠甲熊更强吧？

  　ギリ勝ちしたとか言ってたけど、レッドアーマーベアより強いよな？

  　该不会翔君其实超强的？

  　ひょっとして、ショウ君、めっちゃ強いのでは？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　虽然很想看看他的能力值，但也不好强求。

  　ステータス見せてほしいところだけど、無理も言えないしなあ。

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　露比酱也很强吧？基本能力值应该很高，而且明显有在成长吧？

  　ルピちゃんも強いのでは？　基本スペック高いだろうし、明らかに成長してるよね？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　他说升级的BP全都分配到能力值上了。

  　レベルアップのＢＰを全部ステに振ってるとか言ってたよな。

  　如果除了LUK以外都平均分配，那应该跟顶尖组差不多吧？

  　ＬＵＫ以外に均等に振ってるとすると、トップ組と同じぐらいある？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　有多种精灵的加护应该也占了很大一部分吧？

  　精霊の加護が多重でかかってる分もでかいよね？

  【普通的考察者】

  【一般的な考察者】

  　光、树、水三种再加上火吗。还有土和风……还有暗吗？

  　光、樹、水の三種に火も加わるのか。あと土と風と……闇ってあるのか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　那个，其他无人岛的情况呢？

  　あのー、他の無人島の話は？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　无人岛开局再开也才过去两周不到。

  　無人島スタート再開からまだ二週間弱だからね。

  　感觉进度最快的玩家也还在为开放最初的区域而苦战。

  　一番進んでるプレイヤーでも最初のエリア開放に苦戦してる感じ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　一般来说就是这种节奏吗？

  　普通はそれくらいのペースなんでしょうか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　大概吧？翔君能救下露比酱可能也是很大的原因。

  　多分？　ショウ君はルピちゃんを助けたのが大きいかもなあ。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　翔君歼灭洞窟里的哥布林们也是在限定开放的第二周哦？

  　ショウ君も洞窟のゴブリンたち殲滅したのは限定オープンから二週間目よ？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　没有在其他岛上发现幻兽的人吗？

  　他の島で幻獣見つけた人はいないんですか？

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　直播里没有。可能不是找就能找到的。

  　ライブしてる人ではいないね。探して見つかるものじゃないのかも。

  【一般的考察者】

  【一般的な考察者】

  　说不定是那座岛限定。离本土越远就越稀有之类的。

  　あの島限定とかかも。本土から遠いほどレアなのがいるとかね。

  【死灵都市】主线剧情考察串【世界任务】

  【死霊都市】メインストーリー考察スレッド【ワールドクエスト】

  【金光】

  【キンコン】

  　霸权团好像开始有人退出了。

  　覇権さんから人が抜け始めたそうだ。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　能不能差不多该放弃，把地图开放了？

  　そろそろ諦めて開放してもらえないですかね？

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　事到如今开放了我也没兴趣去。

  　今さら開放されても行く気にならん。

  　就不能有个正经的公会来主导吗。

  　どこかまともなギルドが主導してくれないもんかな。

  【金光】

  【キンコン】

  　其他公会都以别的地方为主。

  　他のギルドは別の場所メインにしちゃってるからなあ。

  　感觉去之前还是先调查一下比较好，再观望一下吧。

  　行く前に調べ物した方がいい気がしてるし、もうちょい様子見。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　调查吗？

  　調べ物ですか？

  【金光】

  【キンコン】

  　人减少被推回去的理由，应该是因为没有“净化区域”吧。

  　人が減って押し戻される理由は『区画を浄化』してないからだろうしね。

  　不掌握这个的达成条件的话，只会越来越糟。

  　これの達成条件を把握しとかないとジリ貧のまま。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　净化＝安全区域吗？这样的话NPC可能也会来。

  　浄化＝セーフゾーンでしょうか。それならＮＰＣも来るかもですね。

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　要去哪里调查？

  　どこで調べるの？

  【金光】

  【キンコン】

  　大一点的神殿之类的吧。净化的方法什么的会不会有记录呢。

  　大きめの神殿とかかな。浄化の方法とやらが記録に残ってないかなって。

  【玛莎伦】

  【マーサルン】

  　那个灾厄之日的后日谈之类的也有调查的价值。

  　例の厄災の日の後日
    
     譚
    たんとかも調べる価値がありそうです。

  【金光】

  【キンコン】

  　啊啊，那也不错呢。复兴的村子的记录之类的可能有线索？

  　ああ、それもいいかもね。復興した村の記録とかに手がかりあるかも？

  【迪索尔】

  【ディソル】

  　感觉相当麻烦。果然需要人数啊……

  　なかなか大変そう。やっぱ人数必要だよな……

 
  尾声

  エピローグ

  「嘿咻。嗯～感觉好久没回来了～」

  「よっと。んー、久しぶりに帰ってきた感じするなー」

  　我来到山间小屋所在的盆地，熟悉的风景让我感到安心。

  　山小屋がある盆地に出て、いつもの風景を見て落ち着く俺。

  　好了，虽然想先放下行李……不过菲雅莉们已经出来迎接女王大人了。

  　さて、まずは荷物を置いてだけど……フェアリーたちが女王様をお出迎え。

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  「好好好。我有带伴手礼，先回家再说吧。」

  「はいはい。お土産あるから、まずは家に帰ろうな」

  　菲雅莉们向丽妲和罗伊打招呼，然后坐到它们背上。

  　フェアリーたちは、レダとロイに挨拶して、その背中に乗せてもらってる。

  　今后我打算请它们陪我到岛的南侧散步，看样子应该能相处愉快。

  　今後は島の南側の散策とかにも付き合ってもらうつもりだし、仲良くやっていけそうで何より。

  「卡姆拉斯一人一个哦。全部吃掉的话，糖渍水果就没得吃了。」

  「カムラス一人一つずつね。全部食べちゃうとコンポートの分がなくなっちゃうから」

  「「「～～♪」」」

  「「「〜〜〜♪」」」

  　菲雅莉们挑选卡姆拉斯时，似乎在思考哪个最好吃。

  　どれが一番美味しいかな？　って感じでカムラスを選んでるフェアリーたち。

  「汪。」

  「ワフ」

  「「汪。」」

  「「バウ」」

  　露比在仓库前好像在教丽妲和罗伊什么？

  　蔵の前ではルピがレダとロイに何か教えてるっぽい？

  　露比一本正经的模样很可爱，让我好想摸摸它……不过要忍耐。

  　なんか、キリッとしてるルピが
    
     可愛
    かわいくて、すごくモフりたくなるんだけど……我慢。

  　丽妲和罗伊会在仓库那边睡吗？如果是的话，把多余的灰鹿毛皮铺给他们比较好吧。

  　レダとロイは蔵の方で寝るのかな？　それならそれで、余らせてるグレイディアの毛皮を敷いてあげた方がいいか。

  　不，得先写信给亚珍塔先生才行。

  　いや、まずはアージェンタさんに手紙を書かないと。

  「我想想，必须告诉他们魔王国那边有向死灵都市进军的动向。还有，也得告诉他们，目前还没有完全压制住整个区域。」

  「えーっと、魔王国から死霊都市へ向かってる動きがあるってことは伝えないとだよな。あとは、区画が完全に抑えられてない話も伝えておかないと」

  『只是打倒不死者是不行的吗？』

  『アンデッドはただ倒してもダメなんでしょうか？』

  「我稍微瞄了一下讨论串，不死者好像到了晚上就会复活。现实世界到了深夜，玩家也会减少，所以无法维持攻略过的区域。」

  「コメントちらっと見たけど、夜になると復活してるっぽいよ。リアルで深夜になるとプレイヤーも減るし、攻略した場所を維持できないんだって」

  　现实世界的凌晨两点到十点，游戏内也是夜晚，不死者似乎也会变得活跃。

  　リアルの午前二時から一〇時まではゲーム内も夜になって、アンデッドも活発になるらしい。

  　至今为止，只要确保安全的居住区，就能形成不会刷新怪物、怪物不会靠近的安全区域，但死灵都市完全不是这样。

  　今までは安全な居住区を確保できたら、モンスターがポップしない、近寄ってこないセーフゾーンができてたんだけど、死霊都市では全然なんだとか。

  　果然，需要世界任务说明中的『以女神的威光净化区域』吧。

  　やっぱり、ワールドクエストの説明にあった『女神の威光を以て区画を浄化』が必要なんだろう。

  『部长他们好像也很辛苦呢。』

  『部長たちも苦労しそうですね』

  「嗯，一开始可能会很辛苦。不过，赛丝说她会去调查原因。」

  「まあ、最初は苦労するかもね。ただ、セスが原因を調べるって言ってたから」

  　我觉得，我应该会找到变成美音，不对，变成翡翠女神的『无名女神像』。

  　俺がミオンに、もとい、翡翠の女神に変えちゃった『名も無き女神像』にたどり着くんじゃないかなって思ってる。

  　或者，如果能用其他方法，比如用神圣魔法创造圣域（？）就好了，但施法的人登出后效果好像就会消失。

  　それか別の方法、神聖魔法で聖域（？）をつくれたりすればいいんだろうけど、それもかけた人がログアウトしたら効果が切れそうだしなあ。

  　不过，反正我被排除在世界任务之外，就别多嘴了吧……

  　まあ、俺はワールドクエスト不参加扱いだし、部外者は余計なことは言わない方向で……

  　我登出游戏，前往虚拟活动室……不对，是美音所在的工作室。

  　ログアウトしてバーチャル部室、ではなく、ミオンのいるスタジオへと。

  「抱歉，我有件事忘了说」

  「ごめん。ちょっと伝え忘れたことがあって」

  『没关系的』

  『いえ、大丈夫ですよ』

  　美音一边说着，一边示意我坐在她旁边的沙发上。

  　そう言いつつ、ソファーに、ミオンの隣に座るよう促される。

  「那个，关于明天的事」

  「えっと、明日のことなんだけど」

  『……不行吗？』

  『……ダメですか？』

  「不是不是！就是中午吃炒面的事，我想跟你说，食材就去车站前的超市买吧」

  「違う違う！　お昼は焼きそばがいいって話だったけど、食材は駅前のスーパーで、二人で買い物しようって伝えておきたくて」

  　要是交给椿小姐，她可能会像一开始那样买些贵得离谱的食材，或者像上次那样带我去百货商场的地下食品区，甚至有可能从擀面开始做起……

  　椿さんに任せると、最初みたいに無駄にお高い食材が用意されたり、この前みたいにデパ地下に連れていかれたり、なんなら麵を打つところからとか思われてそう……

  『啊，这样啊。我会转告她的』

  『あ、そうですね。伝えておきます』

  「不用去百货商场的地下食品区也没关系哦？」

  「デパ地下じゃなくても十分だからね？」

  『嗯。我最近也稍微有点概念了』

  『はい。最近、少しわかってきました』

  　放学后，她开始陪我去超市采购，似乎也意识到了自己的金钱观和周围人不一样。

  　学校帰り、俺のスーパーへの買い出しに付き合うようになって、自分の金銭感覚がまわりとズレてることに気づいたらしい。

  　不过，这也正常。毕竟她可是社长千金。

  　まあ、無理もないよな。実際、社長令嬢なんだし。

  「嗯，太好了……吗？不，这可不好说啊」

  「うん、良かった……のかな？　いや、難しいところだなあ」

  『是吗？』

  『そうなんですか？』

  「我家爷爷和爸爸都说过，平时用的东西不要吝啬。不管多贵，都要买好的」

  「うちのじいちゃん、父さんもだけど、普段使いはケチるなって。どんなに高くても、いい物を買えって言うんだよね」

  　椅子，桌子，床，还有鞋子。VRHMD也是买了最新型号的最好的。

  　椅子、机、ベッド、あと靴もかな。ＶＲＨＭＤも最新の一番いいやつを買ってくれたし。

  『我家也一样。特别是鞋子，说鞋子非常重要，可以避免姿势和走路方式变差』

  『うちも同じです。特に靴はすごく大事だって。姿勢や歩き方が悪くならないようにと』

  「原来如此」

  「なるほど」

  　那，这算正常吗？不过，美音家也不算正常吧。

  　じゃあ、これって普通なのかな？　でも、ミオン
    
     家
    ちも普通じゃないしなあ。

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「没什么，只是在想我家是不是特别的」

  「ううん、うちが特別なのかなって思ってたから」

  『不好说呢。不过，和翔君一样我很开心』

  『どうでしょう。でも、ショウ君と同じで嬉しいです』

  　美音笑着回答。

  　そう笑顔で答えてくれるミオン。

  　嗯，就算要以普通为目标，首先在我们两人之间普通也很重要。

  　うん、普通を目指すにしても、まずは二人の間で普通なことが重要だよな。

  「明天也要做蕨饼呢」

  「明日はわらび餅も作らないとね」

  『我想做让斯薇酱羡慕的美味蕨饼』

  『スウィーちゃんがうらやましがるような、美味しいのを作りたいです』

  「是啊。做特别好吃的蕨饼，向她炫耀吧」

  「そうだね。特別美味しいのを作って、自慢しようか」

  『好！』

  『はい！』

 
  后　记

  あとがき

  　好久不见，我是纪美野猫。

  　お久しぶりです。
    
     紀
    き
    
     美
    み
    
     野
    のねこです。

  　非常感谢您购买本书。

  　本書をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

  　能够顺利地推出第五集的更新，我真的很开心。

  　引き続き五巻というアップデートを無事リリースでき、本当に嬉しく思います。

  　漫画也好评连载中，也请多多关照！

  　また、コミックも好評連載中ですので、そちらもよろしくお願いします！

  　这一集是第五集，书籍化作业还是一样很辛苦。

  　今巻で五冊目になりますが、相変わらず書籍化作業には苦労しています。

  　随着网络的发展与普及，线上更新已成为理所当然的游戏，而书籍这种基本上无法事后修正的媒体，对于出版的压力非常大。

  　ネットの発展と普及に伴い、オンラインアップデートが当然となったゲームに対し、基本は紙で後から修正のできない書籍というメディアは、リリースへのプレッシャーがすごいです。

  　不过，游戏在互联网普及之前，如果出现无法进行的错误，就会引发回收骚动，造成重大损失，所以或许和当时的压力差不多？

  　まあ、ゲームもネットが普及するまでは、進行不能の不具合があった場合は回収騒ぎになって、大損害確定だったので、その頃のプレッシャーに近いかも？

  　发售日几乎已经确定，开发也进入最终阶段时，我每天晚上都在烧提交用的ROM和调试用的ROM。

  　発売日もほぼ決定し、開発も最終盤という頃は、提出用のマスターＲＯＭを焼いて、デバッグ用のＲＯＭも焼いてを毎晩繰り返してました。

  　尤其是提交用的ROM必须以等速烧录，所以很花时间……

  　特に提出用のＲＯＭは等速で焼かないとダメだったので、時間がかかったんですよね……

  　然后，从第二天开始，又要重复确认并修正提交的错误报告。现在的话，我应该会因为被骂而住进公司吧。不过现在已经不是那种业界了！（笑）

  　で、翌日からはまた、上がってきたバグシートを確認＆修正しての繰り返し。今だと怒られ案件なぐらい会社に泊まり込んでました。今はもうそんな業界じゃないですけどね！（笑）

  　图鲁君他们塞尔奇成为岛民，棕狼丽妲和罗伊成为部下，龙族公主白龙公主亚尔提娜也亲近了翔君。

  　さて、トゥルー君たちセルキーを島民に、ドラブウルフのレダとロイを配下に加え、さらには竜族のお姫様、白竜姫アルテナちゃんにも懐かれてしまったショウ君。

  　打倒了强敌红眼幽魂，成为岛上古代遗迹的管理者，翔君依然我行我素地享受着岛上的生活。

  　桁違いの強敵だったマルーンレイスを倒し、島の古代遺跡の管理者にもなってしまいましたが、相変わらずのマイペースで島生活を満喫中です。

  　另一方面，本土进行中的世界任务『死灵都市』，因为独占攻略的势力和一般玩家的脱离，攻略似乎陷入了困境。

  　一方、本土で進行中のワールドクエスト『死霊都市』は、攻略を独占してしまっている勢力と、それを嫌った一般プレイヤーの離脱で、かなり難航している模様。

  　在这种情况下，冰姬安希雅从其他路线开始攻略，贝露部长等人也接受了她的邀请。

  　そんな中、別ルートからの攻略に乗り出した氷姫アンシアと、その誘いに乗るベル部長たち。

  　即使运营明确表示『离岛不参加』，翔君还是在不知不觉间成为了舞台的中心人物，希望各位能继续关注他搞砸了什么。

  　運営から『離島は不参加扱い』と明言されていても、いつの間にか舞台の中心人物となってしまうショウ君のやらかしを、引き続きお届けできればと思います。

  　最后，我要向总是画出精美插图的福狐老师、捡起本作＆培育的责编大人，以及一直支持着网络版和本作的各位读者，致上由衷的感谢。

  　最後になりましたが、いつも素敵なイラストを描いてくださる
    
     福
    ふくきつね先生、本作を拾い上げ＆育ててくださっている担当様、そして、Ｗｅｂ版ともども応援し続けてくれている読者の皆様に、心からの感謝を。

  　那么，希望下一集还能与各位见面……

  　それでは、また次巻でお会いできることを願いつつ……

  纪美野猫

  紀美野ねこ
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  ～本应在VRMMO里享受孤身一人，却似乎受到了全体玩家的注目～
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     全
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